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中
国
人
民
公
社
序
説

宮

下

忠

雄

一、

J

題

　
本
稿
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
中
国
に
薪
ら
し
く
生
れ
た
大
規
模
な
集

団
的
社
会
単
位
一
人
民
公
社
の
性
格
を
分
析
す
る
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し

人
民
公
社
が
中
国
社
会
に
生
れ
て
か
ら
未
だ
数
ヵ
月
し
か
経
て
お
ら
ず
、
こ

の
問
題
に
つ
い
て
の
研
究
資
料
は
新
中
国
に
お
い
て
漸
増
の
形
勢
に
あ
る
。

こ
の
一
文
は
身
辺
の
乏
し
い
資
料
を
基
礎
と
し
て
成
っ
た
覚
書
に
す
ぎ
ず
、

人
民
公
社
問
題
に
関
す
る
研
究
の
成
果
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
研
究
の
出

立
点
た
ら
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
三
民
公
社
の
生
成
と
発
展

　
「
人
民
公
社
」
と
い
う
漸
ら
し
い
言
葉
が
新
中
国
に
お
い
て
広
く
一
般
の

人
々
に
よ
っ
て
見
聞
せ
ら
れ
、
あ
る
い
は
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一

九
五
八
年
八
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
試
み
に
、
「
人
民
公
社
」
と
い
う
語
が

　
　
　
　
中
国
人
民
公
社
序
説

「
人
民
日
報
」
に
は
じ
め
て
現
わ
れ
た
時
期
を
調
べ
て
み
る
と
、
そ
れ
は
こ

の
月
の
十
二
日
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
の
日
に
「
毛
主
席
、
河
南
農
村
を
視

察
」
と
い
う
見
出
し
の
も
と
に
、
次
の
よ
う
な
ニ
ェ
ー
ス
が
報
ぜ
ら
れ
て
い

る
。
曰
く
、
「
八
月
六
日
午
後
、
毛
主
席
は
新
郷
県
七
里
営
郷
に
到
着
し
た
。

こ
の
地
の
人
民
は
毛
主
席
が
指
示
し
た
道
に
し
た
が
っ
て
、
す
で
に
全
郷
の

農
業
合
作
化
の
基
礎
の
う
え
に
、
七
里
営
人
民
公
社
を
設
立
し
て
い
た
。
毛

主
席
は
こ
の
公
社
の
情
況
を
た
つ
ね
、
か
っ
こ
の
公
社
の
託
児
所
、
養
老
院
、

食
堂
、
小
麦
粉
加
工
工
場
、
ボ
ー
ル
ベ
ア
リ
ン
グ
工
場
を
参
観
し
、
ま
た
田

間
に
赴
い
て
、
棉
花
の
生
産
情
況
を
見
た
。
」
と
。

　
こ
れ
よ
り
さ
き
、
八
月
四
日
、
毛
沢
東
氏
は
呪
水
、
安
国
、
定
県
等
の
河

北
の
農
村
を
訪
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
関
す
る
記
事
は
同
月
十
一
日
の
「
人
民

日
報
」
に
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
記
事
の
な
か
に
は
、
「
農
業
社
」
と
い
う
語
は

出
て
い
る
が
、
「
人
民
公
社
」
に
つ
い
て
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
こ

の
時
、
毛
沢
東
氏
が
訪
れ
た
聖
水
県
南
利
園
郷
大
寺
各
荘
の
農
業
祉
に
は
、

（1）



　
　
　
中
国
人
民
公
社
序
説

す
で
に
糧
食
加
エ
エ
場
、
供
給
販
売
部
、
医
院
、
豚
の
飼
育
場
、
裁
縫
工
場
、

幼
稚
園
、
養
老
院
等
の
集
団
生
産
施
設
や
集
団
福
利
施
設
が
附
設
せ
ら
れ
て

お
り
、
毛
沢
東
氏
が
こ
れ
を
視
察
し
た
こ
と
が
報
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、

八
月
＋
三
日
の
「
人
民
日
報
」
は
八
月
九
日
に
毛
沢
東
氏
が
山
東
省
の
農
村

を
視
察
し
た
こ
と
を
報
じ
て
お
り
、
そ
の
記
事
の
な
か
に
は
、
「
中
共
山
東
省

委
員
会
書
記
諜
啓
竜
、
斐
漏
壷
は
毛
主
席
に
対
し
て
山
東
省
の
各
項
の
工
作

の
情
況
を
報
告
し
、
毛
主
席
は
各
項
の
工
作
に
つ
い
て
重
要
な
指
示
を
行
っ

た
。
…
…
毛
主
席
は
さ
ら
に
大
社
経
営
の
優
越
性
を
指
摘
し
た
。
諌
下
竜
が

励
城
県
北
園
郷
が
大
農
場
の
経
営
を
準
備
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
た
と
き
、

毛
主
席
は
『
や
は
り
人
民
公
社
を
設
け
る
の
が
よ
い
。
そ
の
長
所
は
工
、
農
、

商
、
学
、
兵
を
一
つ
に
合
体
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
領
導
に
便
利
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
』
と
の
べ
た
。
」
と
あ
る
。

　
中
国
の
全
農
村
、
さ
ら
に
進
ん
で
は
全
中
国
に
お
け
る
新
ら
し
い
集
団
的

な
社
会
単
位
と
な
る
た
め
に
生
れ
て
き
た
「
人
民
公
社
」
な
る
も
の
は
、
か

よ
う
に
し
て
、
前
記
の
三
日
間
に
わ
た
る
「
人
民
日
報
」
所
載
の
毛
沢
東
氏

の
茎
・
北
農
村
視
察
の
記
事
の
報
道
を
契
機
と
し
て
、
　
一
般
の
人
々
の
注
目

を
あ
び
る
に
い
た
っ
た
。
爾
来
、
全
中
国
に
お
け
る
人
民
公
社
設
立
の
運

動
が
は
じ
ま
り
、
農
村
を
中
心
と
す
る
人
民
公
社
化
が
推
進
さ
れ
て
行
っ

た
。

　
こ
れ
よ
り
先
、
陳
伯
達
氏
は
雑
誌
「
紅
旗
」
に
お
い
て
、
工
業
を
兼
営
す

る
農
業
生
産
合
作
社
を
「
人
民
公
社
」
と
呼
ん
で
お
り
、
ま
た
、
同
氏
は
毛

沢
東
氏
が
「
わ
れ
わ
れ
の
方
向
は
一
歩
一
歩
、
順
序
を
経
て
、
『
エ
（
工
業
）
、

農
（
農
業
）
、
商
（
交
換
）
、
学
（
文
化
教
育
）
、
兵
（
民
兵
、
す
な
わ
ち
全
民

武
装
）
』
を
一
つ
の
大
公
社
に
組
成
し
、
し
た
が
っ
て
わ
が
国
の
社
会
の
基

本
単
位
に
構
成
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」
　
と
述
べ
た
と
記
し

　
　
（
1
）

て
い
る
。
か
よ
う
な
事
情
は
、
人
民
公
社
化
運
動
の
生
成
に
対
し
て
大
き
な

刺
激
を
あ
た
え
た
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
一
）
　
人
民
公
社
の
生
成

　
人
民
公
社
が
は
じ
め
て
中
国
に
あ
ら
わ
れ
た
の
は
お
そ
ら
く
河
南
省
に
お

い
て
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
時
期
は
一
九
五
八
年
四
月
な
い
し
七
月

で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
河
南
省
に
お
け
る
人
民
公
社
設
立
の
時
期
に
ふ
れ

て
い
る
ニ
ュ
ー
ス
あ
る
い
は
資
料
の
二
、
三
を
指
摘
す
れ
ば
、
遂
平
県
の
衡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

星
人
民
公
社
が
設
立
さ
れ
た
の
が
四
月
あ
る
い
は
七
月
で
あ
り
、
清
豊
県
に

お
い
て
は
七
月
一
日
に
従
前
の
三
百
四
十
九
個
の
農
業
社
を
基
礎
と
し
て
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

三
個
の
人
民
公
社
を
設
立
し
た
と
報
ぜ
ら
れ
、
重
陽
専
区
（
こ
の
な
か
に
遂

平
県
の
衛
星
人
民
公
社
が
あ
る
。
）
に
お
い
て
は
、
七
月
中
旬
に
、
全
区
で
、

小
社
を
大
社
に
合
併
し
、
人
民
公
社
を
設
立
す
る
高
潮
が
形
成
さ
れ
、
七
月

末
ま
で
に
全
区
の
五
千
三
百
七
＋
六
個
の
農
業
合
作
社
の
合
併
工
作
が
基
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

的
に
終
了
し
、
大
型
の
人
民
公
社
二
百
八
個
が
設
立
さ
れ
た
と
い
う
。
「
人

民
公
社
」
と
い
う
名
称
が
公
開
せ
ら
れ
た
一
九
五
八
年
八
月
中
旬
以
前
に
、

（2）



河
南
以
外
に
お
い
て
、
人
民
公
社
の
設
立
を
見
た
と
報
ぜ
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
私
に
と
っ
て
は
、
黒
竜
江
省
尚
志
県
長
寿
郷
の
一
所

だ
け
で
あ
っ
て
、
こ
の
郷
に
お
い
て
は
、
七
月
下
旬
に
、
全
郷
の
二
十
三
個

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

の
農
業
社
が
合
併
し
て
一
個
の
人
民
公
社
と
な
っ
た
と
い
う
。
な
お
、
後
段

に
お
い
て
も
の
べ
る
よ
う
に
、
河
南
省
は
遼
寧
省
と
と
も
に
、
他
の
諸
省
に

先
ん
じ
て
八
月
末
ま
で
に
全
省
の
人
民
公
社
化
を
実
現
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
河
南
省
に
お
け
る
人
民
公
社
化
運
動
の
生
成
と
由
来
に
つ
い
て
は
、

中
共
河
南
省
委
第
一
書
記
呉
芝
圃
氏
の
一
文
が
参
考
に
な
る
。
同
氏
に
よ
れ

ば
、
農
業
生
産
合
作
社
の
人
民
公
社
へ
の
転
化
は
「
情
勢
発
展
の
必
然
の
結

果
」
で
あ
り
、
河
南
省
に
お
け
る
人
民
公
社
化
運
動
の
展
開
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

次
の
よ
う
な
動
因
が
作
用
し
て
い
た
。

　
第
一
は
人
民
大
衆
の
共
産
主
義
精
神
の
高
揚
で
あ
る
。
こ
の
点
に
就
て
は
、

河
南
の
党
組
織
が
毛
沢
東
氏
の
「
人
民
内
部
の
矛
盾
を
正
確
に
処
理
す
る
問

題
に
つ
い
て
」
の
指
示
を
真
剣
に
実
行
し
た
こ
と
、
党
中
央
の
指
示
に
も
と

づ
い
て
整
風
運
動
を
大
に
推
進
し
、
展
開
し
た
こ
と
な
ど
が
大
に
貢
献
し
て

い
る
。
か
く
し
て
、
「
広
汎
な
勤
労
大
衆
も
か
よ
う
な
自
覚
の
向
上
と
の
び
の

び
と
し
た
気
分
を
基
礎
と
し
て
、
そ
の
積
極
性
と
創
造
性
を
発
揮
し
、
領
導

機
関
が
多
く
の
不
合
理
な
規
則
や
制
度
を
改
革
す
る
の
を
助
け
、
工
場
・
鉱

山
企
業
や
合
作
社
の
管
理
工
作
に
直
接
に
参
加
し
た
。
幾
千
万
条
、
幾
百
万

条
の
心
が
一
本
の
縄
に
あ
ざ
な
わ
れ
、
広
汎
な
人
民
大
衆
の
労
働
の
積
極
性

　
　
　
　
中
国
人
民
公
社
序
説

と
集
団
的
な
力
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
か
よ
う
な
情
況
の

も
と
に
お
い
て
、
昨
年
の
冬
か
ら
本
年
の
春
に
か
け
て
の
全
省
の
大
々
的
な

水
利
工
事
運
動
の
高
潮
が
あ
ら
わ
れ
、
本
年
の
農
工
業
生
産
の
大
躍
進
の
奇

蹟
が
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
大
々
的
に
水
利
工
事
を
行
い
、
ま
た
農
工

業
生
産
が
大
躍
進
す
る
浪
と
潮
の
中
で
、
三
省
の
人
民
は
県
、
郷
、
社
の
枠

を
う
ち
や
ぶ
り
、
都
市
と
農
村
と
を
問
わ
ず
、
山
間
と
平
原
と
を
問
わ
ず
、

個
人
の
利
害
得
失
を
考
慮
し
な
い
で
、
数
百
万
人
を
包
含
す
る
社
会
主
義
の

大
協
力
を
組
織
し
た
の
で
あ
っ
た
。
か
よ
う
な
共
産
主
義
精
神
の
う
つ
出
た

る
発
展
こ
そ
は
広
汎
な
人
民
大
衆
が
合
作
社
の
規
模
を
拡
大
し
、
一
歩
を
進

め
て
私
有
制
度
の
残
余
を
消
滅
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
思
想
的
基
礎
で
あ

る
。
L

　
第
二
は
社
会
の
生
産
力
の
飛
躍
的
発
展
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
社
会
の
生
産

力
の
猛
烈
な
発
展
が
従
来
の
生
産
関
係
を
調
整
し
て
生
産
力
と
相
適
応
す
る

こ
と
を
切
実
に
要
求
し
た
結
果
、
人
民
公
社
化
運
動
が
生
成
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
平
芝
圃
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
い
わ
く
、
「
農

業
生
産
合
作
社
は
集
団
所
有
制
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
社
会
の
生
産
力
の
発

展
に
適
合
し
て
い
た
の
み
な
ら
ず
、
す
で
に
強
力
に
社
会
の
生
産
力
を
促
進

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
昨
年
の
冬
以
来
出
現
し
た
農
工
業
生

産
の
全
面
的
躍
進
に
よ
っ
て
従
来
の
農
業
生
産
合
作
社
の
規
模
は
社
会
の
生

産
力
の
発
展
と
い
う
要
求
に
す
で
に
完
全
に
は
適
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

（3）



　
　
　
中
国
人
民
公
社
序
説

な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
い
よ
い
よ
明
瞭
に
暴
露
し
た
。
大
規
模
な
水
利
事
「

業
の
遂
行
や
工
業
の
経
営
の
情
況
の
も
と
に
お
い
て
、
か
よ
う
な
矛
盾
は
さ

ら
に
顕
著
と
な
っ
て
き
た
。
…
…
規
模
が
狭
小
で
、
労
働
力
が
少
べ
、
物
力
、

財
力
が
不
＋
分
で
、
集
団
化
の
程
度
が
比
較
的
に
低
く
、
単
純
に
農
業
と
副

業
の
経
営
を
主
と
す
る
農
業
生
産
合
作
社
は
さ
ら
に
大
規
模
に
さ
ら
に
高
速

度
に
各
種
の
建
設
事
業
を
進
め
る
と
い
う
要
求
に
適
合
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

と
り
わ
け
当
面
に
技
術
革
命
と
丈
化
革
命
を
進
め
る
と
い
う
要
求
に
適
合
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
」
と
。

　
第
三
は
大
社
の
優
越
性
が
す
で
に
実
証
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
農
業

生
産
合
作
社
に
お
い
て
大
社
が
優
越
し
て
い
る
か
、
小
社
が
優
越
し
て
い
る

か
に
つ
い
て
は
、
河
南
の
党
の
内
外
に
お
い
て
も
激
烈
な
論
争
が
あ
り
、
実

際
上
に
お
い
て
も
一
九
五
六
年
か
ら
五
八
年
ま
で
の
間
に
、
こ
の
省
の
農
業

生
産
合
作
社
の
規
模
も
変
遷
し
て
き
た
と
い
う
。
こ
の
点
に
関
す
る
呉
芝
圃

氏
の
論
述
は
ま
こ
と
に
示
唆
に
富
む
と
と
も
に
有
益
で
あ
る
。

　
一
体
、
大
社
の
優
越
性
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
毛
沢
東
氏
が
「
申
国
農
村

の
社
会
主
義
高
潮
」
（
一
九
五
六
年
）
な
る
一
書
中
に
お
い
て
す
で
に
明
確

に
指
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
同
氏
は
同
書
中
の
「
大
社
の
優
越
性
」
と
い

う
一
文
の
情
語
（
批
評
語
）
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
い
わ
く
、

「
現
在
経
営
さ
れ
て
い
る
半
社
会
主
義
の
合
作
社
は
設
立
し
や
す
く
す
る
た

め
に
、
幹
部
や
大
衆
に
迅
速
に
経
験
を
取
得
さ
せ
る
た
め
に
、
二
、
三
十
戸

の
小
社
が
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
小
社
は
人
が
少
く
、
土
地
が
少
く
、
資
金

が
少
く
、
大
規
模
な
経
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
ず
、
機
械
を
使
用
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
か
よ
う
な
小
社
は
依
然
と
し
て
生
産
力
の
発
展
を
束
縛
し
て

お
り
、
あ
ま
り
永
く
そ
こ
に
之
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
で
き
ず
、
漸
次
に
合

併
す
べ
ぎ
で
あ
る
。
あ
る
地
方
で
は
一
壷
を
一
社
と
し
て
も
よ
く
、
少
数
の

地
方
で
は
数
郷
を
一
社
と
し
て
も
よ
く
、
も
ち
ろ
ん
多
く
の
地
方
で
は
一
郷

が
数
個
の
社
を
持
つ
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
平
原
の
地
区
で
は
大
社
を

経
営
す
る
こ
と
が
で
き
、
山
間
で
も
大
社
を
経
営
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し

と
。
と
こ
ろ
が
一
部
の
者
は
毛
沢
東
氏
の
こ
の
指
示
を
信
じ
な
か
っ
た
。
河

南
省
に
お
い
て
は
、
一
九
五
六
年
に
高
級
農
業
生
産
合
作
社
に
切
り
か
え
た

際
に
、
合
計
二
万
六
千
二
百
十
一
の
合
作
社
が
あ
り
、
一
社
平
均
の
戸
数
は

三
百
五
＋
八
戸
で
、
千
戸
以
上
の
合
作
社
は
八
百
八
個
あ
っ
た
。
一
九
五
七

年
の
春
、
全
面
の
合
作
社
は
初
歩
的
な
整
備
を
お
え
て
、
基
本
的
に
強
固
と

な
り
、
多
く
の
大
社
の
経
営
は
比
較
的
に
良
好
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
当
時
、

河
南
省
党
委
員
会
内
部
の
若
干
の
右
翼
日
和
見
主
義
者
が
か
よ
う
な
情
況
を

少
し
も
顧
み
な
い
で
、
つ
い
に
富
裕
中
農
の
要
求
に
も
と
づ
き
、
全
部
の
大

社
を
強
制
的
に
分
割
し
、
全
省
を
五
万
四
千
余
個
の
社
に
分
ち
、
一
社
あ
た

り
平
均
百
八
十
余
戸
、
最
小
の
も
の
に
い
た
っ
て
は
三
十
戸
以
下
の
も
の
に

し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
折
、
各
級
の
党
委
員
会
が
決
然
た
る
態
度
を
と
っ
て

い
た
た
め
に
、
四
百
九
十
五
個
の
大
社
だ
け
は
保
存
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
と

（4）



こ
ろ
が
、
そ
の
後
の
成
果
に
よ
れ
ば
、
大
社
は
小
社
よ
り
も
す
ぐ
れ
て
い
た

た
め
に
、
そ
れ
ら
は
強
固
に
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
生
産
の
発
展
、
基
本

建
設
、
蓄
積
の
増
加
、
自
然
災
害
と
の
闘
争
等
の
方
面
に
お
い
て
、
周
囲
の

小
社
よ
り
も
す
ぐ
れ
た
成
績
を
お
さ
め
た
。
か
よ
う
に
論
じ
来
っ
て
、
平
芝

圃
氏
は
附
言
し
て
い
わ
く
、
「
本
年
の
春
に
な
る
と
一
部
の
大
社
は
さ
ら
に
一

歩
を
前
進
し
て
、
農
工
業
の
同
時
並
営
、
農
業
社
、
手
工
業
社
、
供
錯
社
、

信
用
社
の
四
二
の
合
一
を
実
行
し
、
社
命
中
学
を
設
け
、
多
数
の
中
堅
幹
部

と
紅
専
（
思
想
的
に
赤
く
、
業
務
に
精
通
し
た
）
積
極
分
子
を
鍛
錬
し
、
大

規
模
な
生
産
を
領
導
す
る
経
験
を
取
得
し
、
実
質
上
、
す
で
に
人
民
公
社
の

雛
型
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
到
底
、
小
社
の
為
し
得
る
と
こ
ろ
で
は

な
い
。
広
汎
な
農
民
は
三
年
来
の
実
際
の
経
験
の
う
ち
に
お
い
て
、
大
社
と

小
社
と
の
対
比
の
な
か
に
お
い
て
、
大
社
の
優
越
し
て
い
る
こ
と
を
真
に
認

識
し
た
の
で
あ
っ
た
。
」
　
と
。

　
以
上
の
よ
う
な
三
つ
の
動
因
に
導
か
れ
て
、
河
南
省
に
お
い
て
は
、
ま
ず

農
業
生
産
合
作
社
に
お
け
る
大
社
設
立
の
運
動
が
展
開
せ
ら
れ
、
そ
の
中
に

お
い
て
、
共
産
党
当
局
の
領
導
に
よ
っ
て
、
入
民
公
社
が
誕
生
し
た
の
で
あ

っ
た
。
呉
芝
圃
氏
は
か
よ
う
な
事
情
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
い
わ

く
、
「
河
南
省
に
お
い
て
は
、
本
年
春
、
農
業
生
産
合
作
社
が
さ
か
ん
に
自
発

的
に
合
併
す
る
現
象
が
現
わ
れ
、
麦
刈
り
の
時
に
は
従
前
の
農
業
合
作
社
が

合
併
し
て
三
万
余
個
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
当
時
、
河
南
省
の
各
級
党
委
員
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会
も
数
千
戸
以
上
の
大
社
を
重
点
的
に
、
試
験
的
に
設
立
し
て
み
た
。
例
え

ば
、
喜
平
県
の
晴
研
山
の
衛
星
社
は
そ
の
一
つ
で
、
そ
れ
は
本
年
四
月
に
二

十
七
個
の
小
社
が
合
併
し
て
出
来
た
九
千
三
百
六
十
九
戸
を
擁
す
る
一
つ
の

大
社
で
あ
る
。
麦
刈
り
の
後
に
な
る
と
、
か
よ
う
な
大
社
を
設
立
す
る
こ
と

は
す
で
に
重
点
的
試
験
か
ら
い
た
る
処
で
開
花
し
て
い
る
大
衆
的
な
行
動
へ

と
変
っ
て
し
ま
っ
た
。
農
村
の
各
地
で
は
、
小
社
が
合
併
し
て
大
杜
と
な
る

と
同
時
に
、
大
に
工
業
を
経
営
し
、
共
同
食
堂
、
託
児
所
、
幼
稚
園
、
養
老

院
等
の
福
利
事
業
を
大
に
経
営
し
、
自
家
用
の
土
地
を
合
作
社
に
お
さ
め
て
、

広
く
社
会
主
義
の
大
協
力
を
展
開
す
る
に
い
た
っ
た
。
都
市
に
お
い
て
も
、

さ
か
ん
に
工
場
を
設
立
し
、
集
団
生
活
や
そ
の
他
の
福
利
事
業
を
営
む
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
実
質
上
、
す
で
に
人
民
公
社
化
運
動
の
開
始
で
あ

っ
た
。
し
か
し
誰
も
そ
の
性
質
に
つ
い
て
は
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
。
毛
沢

東
同
志
の
『
公
社
』
に
関
す
る
指
示
を
知
っ
て
の
ち
、
人
々
の
眼
は
は
じ
め

て
は
っ
き
り
と
開
け
、
広
汎
な
農
村
と
都
市
に
あ
ら
わ
れ
た
か
よ
う
な
新
ら

し
い
組
織
形
式
に
対
し
て
は
じ
め
て
明
白
な
理
解
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
さ

ら
に
こ
の
道
を
歩
も
う
と
す
る
信
念
を
か
た
め
た
。
本
年
八
月
初
め
、
毛
沢

東
同
志
は
河
北
、
河
南
お
よ
び
山
東
に
い
た
っ
て
工
作
を
視
察
し
て
、
ま
た

『
や
は
り
人
民
公
社
を
設
け
る
の
が
よ
い
、
そ
の
長
所
は
工
、
農
、
商
、
学
、

兵
を
】
つ
に
合
体
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
領
導
に
便
利
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
』
と
い
う
指
示
を
行
っ
た
が
、
　
こ
れ
は
河
南
の
人
民
に
対
し
て
さ
ら
に

（5）
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一
つ
の
き
わ
め
て
大
き
な
啓
発
で
あ
り
、
鼓
舞
で
あ
っ
た
。
か
よ
う
に
し
て
、

人
民
公
社
の
道
を
進
む
こ
と
が
た
ち
ま
ち
全
省
に
ひ
ろ
が
っ
て
、
高
潮
を
形

成
し
た
の
で
あ
る
。
L
　
と
。
以
上
は
呉
印
南
氏
に
し
た
が
っ
て
河
南
省
に
お

け
る
人
民
公
社
の
生
成
と
由
来
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
氏
に
お
い
て

は
、
何
時
ご
ろ
人
民
公
社
が
出
現
し
た
か
を
明
か
に
し
て
い
な
い
。

　
こ
こ
に
注
意
す
べ
き
は
、
河
南
以
外
の
若
干
の
省
に
お
い
て
も
、
人
民
公

社
の
生
成
以
前
に
お
い
て
、
そ
の
先
駆
的
形
態
と
し
て
の
大
規
模
な
農
業
生

産
合
作
社
が
生
れ
、
あ
る
い
は
集
団
福
利
事
業
な
ど
が
営
ま
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　
河
北
省
に
お
い
て
は
、
大
衆
は
農
業
生
産
合
作
社
の
人
民
公
社
へ
の
転
化

を
さ
し
て
「
高
昇
一
級
」
（
「
位
が
一
級
上
る
。
」
と
い
う
意
味
）
と
称
し
て

い
る
そ
う
で
あ
る
が
、
中
共
河
北
省
委
第
一
書
記
林
鉄
氏
に
よ
れ
ば
、
人
民

公
社
の
設
立
以
前
に
、
か
よ
う
な
「
高
昇
一
級
」
の
新
因
素
が
す
で
に
多
く

の
方
面
に
お
い
て
出
現
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
例
え
ば
、
水
利
建
設
と
抗
早

闘
争
の
な
か
で
共
産
主
義
の
大
協
力
を
実
行
し
た
こ
と
、
合
作
社
が
お
こ
し

た
小
さ
な
工
場
は
画
質
に
お
い
て
百
三
十
余
万
戸
に
達
し
、
百
万
以
上
の
農

民
が
工
業
生
産
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
、
食
堂
、
託
児
所
、
裁
縫
班
が
普
遍

的
に
設
立
さ
れ
、
生
活
の
集
団
化
と
労
働
組
織
の
軍
事
化
を
実
現
し
た
こ
と
、

若
干
の
合
作
社
が
共
同
の
必
要
か
ら
自
発
的
に
連
合
し
た
り
あ
る
い
は
完
全

に
合
併
し
た
り
し
た
こ
と
、
合
作
社
が
郷
人
民
委
員
会
の
委
託
を
受
け
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

実
際
上
、
基
層
政
権
の
作
用
を
は
た
し
て
い
た
こ
と
も
そ
れ
で
あ
る
。

　
山
東
省
に
お
い
て
も
、
一
九
五
七
年
の
冬
、
五
八
年
春
の
大
規
模
な
農
田

の
基
本
建
設
や
五
八
年
夏
季
の
小
麦
の
空
前
の
曲
豆
作
に
際
し
、
社
会
主
義
的

な
大
協
力
を
行
な
っ
た
が
、
六
、
七
月
の
こ
ろ
に
は
、
多
く
の
地
方
に
お
い

て
、
大
社
設
立
の
空
気
が
高
ま
り
、
　
一
郷
一
社
の
も
の
や
数
郷
に
一
社
の
も

の
が
あ
ら
わ
れ
た
。
し
か
し
人
々
は
か
よ
う
な
大
規
模
な
農
業
社
の
性
質
や

名
称
に
つ
い
て
ハ
ッ
キ
リ
し
た
考
え
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
八
月
九
日
、

毛
沢
東
氏
が
山
東
に
来
て
、
「
や
は
り
人
民
公
社
を
設
立
す
る
の
が
よ
い
。
云

々
」
と
い
う
指
示
が
あ
た
え
ら
れ
る
に
及
ん
で
こ
こ
に
人
々
は
翻
然
と
悟
る

と
こ
ろ
が
あ
り
、
爾
来
、
こ
の
省
に
お
け
る
人
民
公
社
化
運
動
が
急
速
に
す

　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

す
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
遼
寧
省
の
大
社
設
立
の
経
験
に
つ
い
て
は
、
中
共
遼
寧
省
委
農
村
工
作
部

が
左
の
よ
う
に
発
表
し
て
い
る
。
い
わ
く
、
「
中
央
の
併
社
問
題
の
指
示
の
精

神
と
群
衆
の
切
迫
し
た
要
求
に
も
と
づ
い
て
、
遼
寧
省
は
本
年
（
一
九
五
八

年
）
五
月
、
小
社
を
大
社
に
合
併
す
る
工
作
を
行
っ
た
。
合
併
後
、
全
省
の

農
業
社
は
従
前
の
九
千
六
百
個
か
ら
一
千
四
百
十
二
個
の
大
社
に
合
併
し
、

一
社
平
均
二
千
百
戸
前
後
と
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
一
万
戸
以
上
の
も
の
は
九

社
、
最
大
の
社
は
一
万
八
千
戸
で
あ
っ
た
。
大
社
へ
の
合
併
と
同
時
に
郷
の

区
劃
を
調
整
し
た
。
全
省
の
従
前
の
二
千
八
百
五
十
四
個
の
郷
が
合
併
さ
れ

て
一
千
二
百
二
十
六
個
の
郷
と
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
一
郷
一
社
の
郷
は
八
三

（6）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

％
を
占
め
て
お
り
、
基
本
的
に
一
十
一
社
を
達
成
し
た
。
し
と
。

　
以
上
に
よ
っ
て
、
人
民
公
社
は
生
ま
る
べ
く
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
明
か
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
少
く
と
も
右
述
の
河
南
、
河
北
、
山
東
、

遼
寧
等
の
省
に
つ
い
て
は
そ
う
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
而
し
て
中
共
の
当
局

者
は
こ
れ
ら
の
四
省
あ
る
い
は
そ
の
他
の
一
、
二
の
省
に
お
け
る
人
民
公
社

の
先
駆
的
形
態
　
　
大
型
農
業
生
産
合
作
社
の
設
立
と
運
営
を
通
じ
て
、
人

民
公
社
の
理
論
と
実
践
を
十
分
に
学
び
と
り
、
い
ま
や
人
民
公
社
を
全
中
国

に
普
及
さ
せ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
可
能
で
あ
る
こ
と
を
信

ず
る
に
い
た
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
、
か
よ
う
に
し
て
、
八
月
の

中
旬
に
、
毛
沢
東
氏
の
口
を
通
し
て
「
人
民
公
社
」
と
い
う
新
ら
し
い
社
会

組
織
の
存
在
が
物
語
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
二
）
　
人
民
公
社
化
運
動
の
全
国
的
発
展

　
ま
ず
、
人
民
公
社
そ
の
も
の
の
存
在
が
朋
か
に
さ
れ
、
次
い
で
、
「
や
は
り

人
民
公
社
を
設
け
る
の
が
よ
い
。
」
　
と
毛
沢
東
氏
が
語
っ
た
こ
と
は
す
で
に

人
民
公
社
が
成
立
し
て
い
た
河
南
省
の
人
々
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
が
成
立
し

て
い
な
か
っ
た
そ
の
他
の
諸
省
の
人
々
を
も
大
き
な
興
奮
に
ま
き
こ
ん
だ
の

で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
全
国
的
な
人
民
公
社
化
運
動
展
開
の
最
初
の
重
要
な
契

機
と
な
っ
た
。

　
八
月
十
七
日
か
ら
八
月
三
十
日
ま
で
、
中
共
中
央
政
治
局
拡
大
会
議
が
河

北
省
の
北
戴
河
に
お
い
て
開
か
れ
た
が
、
こ
の
会
議
に
お
い
て
、
人
民
公
社

　
　
　
　
中
国
人
民
公
社
序
説

の
問
題
も
取
り
あ
げ
ら
れ
、
八
月
二
十
九
日
に
、
「
農
村
に
人
民
公
社
を
つ
く

る
問
題
に
つ
い
て
の
決
議
」
が
通
過
し
て
お
り
、
そ
の
全
文
は
九
月
十
日
の

「
人
民
日
報
」
に
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
よ
り
さ
き
九
月
四
日
の
同
紙
に
は
、

河
南
省
遂
平
倉
の
衛
星
人
民
公
社
の
暫
行
立
欺
（
試
行
簡
章
）
の
草
案
が
発

表
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
九
月
八
日
、
毛
沢
東
氏
は
最
高
国
務
会
議
に
お
い

て
、
人
民
公
社
設
立
の
運
動
を
歓
迎
し
、
積
極
的
指
導
を
強
め
よ
と
演
説
し

た
。
か
よ
う
な
事
情
は
既
に
成
功
し
た
先
進
の
人
民
公
社
の
経
験
や
情
況
の

報
道
と
と
も
に
人
民
公
社
化
運
動
の
促
進
に
大
い
に
役
立
つ
た
こ
と
は
明
か

で
あ
る
。
い
ま
、
人
民
公
社
の
発
展
の
経
過
を
示
す
若
干
の
資
料
を
収
録
す

れ
ば
左
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
一
、
八
月
末
ま
で
に
河
南
全
省
の
農
村
が
人
民
公
社
化
を
実
現
し
た
。
す

な
わ
ち
、
「
八
月
末
ま
で
に
、
全
開
の
農
村
に
も
と
か
ら
あ
っ
た
三
万
八
千
四

百
七
十
三
個
の
農
業
社
（
平
均
一
社
あ
た
り
二
千
六
百
戸
）
を
基
礎
と
し
て
、

す
で
に
大
型
の
綜
合
性
の
人
民
公
社
一
千
三
百
七
＋
八
個
（
平
均
一
社
あ
た

り
七
千
二
亘
戸
）
を
つ
く
っ
て
し
ま
っ
た
。
人
民
公
社
に
加
入
し
た
農
家
は

す
で
に
全
学
の
農
家
総
数
の
九
九
・
九
八
％
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
た
っ
て
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

省
の
人
民
公
社
設
立
の
工
作
は
基
本
的
に
終
了
し
た
。

　
二
、
九
月
初
め
に
お
け
る
全
国
の
人
民
公
社
設
立
情
況
は
概
ね
左
の
ご
と

　
　
　
　
（
1
1
）

く
で
あ
っ
た
。

　
1
、
河
南
お
よ
び
遼
寧
の
こ
省
は
す
で
に
基
本
的
に
全
省
の
公
社
化
を
笑

（7）
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現
し
た
。

　
2
、
河
北
、
黒
竜
江
、
安
福
船
の
省
の
人
民
公
卿
運
動
は
目
下
、
高
潮
中

で
あ
る
。

　
3
、
西
北
各
省
、
長
江
流
域
お
よ
び
長
江
以
南
の
各
省
は
秋
の
収
穫
を
お

わ
っ
て
の
ち
、
順
次
に
人
民
公
社
を
設
立
す
べ
く
、
目
下
、
準
備
申
で
あ
る
。

　
三
、
九
月
下
旬
な
い
し
九
月
末
に
お
け
る
全
国
の
情
況
に
つ
い
て
は
次
の

二
つ
の
資
料
が
あ
る
。

　
（
A
）
　
五
八
年
十
月
一
日
「
人
民
日
報
」
所
載
、
九
月
三
十
日
新
華
社
発

「
全
国
農
村
、
基
本
的
に
公
社
化
を
実
現
」
と
い
う
記
事
（
中
共
中
央
農
村

工
作
部
の
統
計
に
よ
る
。
）
　
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
情
況
は
左
の
ご
と
く
で
あ

る
Q

　
（
a
）
　
ま
ず
一
般
情
況
は
左
の
通
り
。

　
1
、
全
面
的
に
農
村
の
公
社
化
を
実
現
し
て
し
ま
っ
た
省
、
市
お
よ
び
自

治
区
は
河
南
、
遼
寧
、
広
西
、
青
海
、
河
北
、
北
京
、
陳
西
、
山
東
、
黒
竜

江
、
吉
林
お
よ
び
上
海
で
あ
る
。

　
2
、
農
村
の
公
社
化
が
す
で
に
九
〇
％
以
上
に
達
し
た
と
こ
ろ
は
山
西
、

広
東
、
湖
南
、
四
川
、
江
蘇
、
軍
楽
お
よ
び
甘
粛
で
あ
る
。

　
3
、
農
村
の
公
社
化
が
八
五
％
前
後
の
と
こ
ろ
は
江
西
、
安
徽
、
湖
北
、

福
建
お
よ
び
内
蒙
古
で
あ
る
。

　
4
、
貴
州
お
よ
び
寧
夏
は
月
末
（
九
月
末
の
意
味
と
解
せ
ら
れ
る
。
一

筆
者
）
に
は
、
農
村
の
公
社
化
を
実
現
し
あ
る
い
は
こ
れ
を
基
本
的
に
実
現

し
う
る
で
あ
ろ
う
。
新
彊
の
農
業
区
に
お
い
て
公
社
に
参
加
し
た
農
家
は
す

で
に
八
○
％
に
達
し
て
お
り
、
十
月
初
め
に
は
公
社
化
を
実
現
し
う
る
で
あ

ろ
う
。
雲
南
省
の
曲
辰
村
は
す
で
に
二
百
余
個
の
人
民
公
社
を
設
立
し
て
お
り
、

十
月
中
に
は
公
社
化
を
基
本
的
に
実
現
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
（
b
）
　
人
民
公
社
全
体
の
情
況
と
そ
の
規
模
の
概
要
は
左
の
通
り
。

　
1
、
当
時
、
全
国
の
農
村
に
は
人
民
公
社
は
合
計
二
万
三
千
三
百
九
十
七

個
あ
り
、
参
加
し
た
農
家
は
農
家
総
数
の
九
〇
・
四
％
に
達
し
、
平
均
し
て

一
社
あ
た
り
四
干
七
百
九
十
七
戸
で
あ
っ
た
。

　
2
、
十
個
の
省
市
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
五
千
五
百
三
十
八
個
の
公
社
中
に
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

お
い
て
、
人
民
公
社
の
規
模
（
一
社
あ
た
り
参
加
農
家
数
）
は
左
の
通
り
で
　
（

あ
っ
た
。

　
　
五
、
0
0
0
戸
以
下
の
公
社
　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
三
四
三
個

　
　
五
、
0
0
0
　
　
一
〇
、
O
O
O
戸
の
公
社
　
　
　
一
、
六
二
八
個

　
　
一
〇
、
○
0
0
f
二
〇
、
0
0
0
戸
の
公
社
　
　
　
　
五
一
六
個

　
　
二
〇
、
0
0
0
戸
以
上
の
も
の
　
　
　
　
　
　
　五
一
個

　
ま
た
、
　
一
心
で
一
個
の
大
公
社
を
設
立
し
た
も
の
お
よ
び
全
県
の
人
民
公

社
の
県
連
社
を
設
立
し
た
も
の
は
十
三
個
の
省
の
統
計
に
よ
れ
ば
す
で
に
九
・

＋
四
個
あ
っ
た
。

　
（
c
）
　
人
民
公
社
化
運
動
が
は
じ
ま
る
前
に
、
全
国
に
は
農
業
生
産
合
作



社
が
七
十
五
万
個
あ
っ
た
。
そ
し
て
農
村
工
作
部
の
予
測
で
は
、
公
社
化
以

後
、
全
国
農
村
の
人
民
公
社
の
数
は
約
二
万
五
千
個
か
ら
二
万
六
千
個
に
な

る
で
あ
ろ
う
と
見
ら
れ
た
。

（
B
）
　
雑
誌
「
統
計
工
作
」
（
五
八
年
十
月
二
十
九
日
号
）
所
載
、
各
省
、

市
、
自
治
区
の
統
計
局
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
九
月
末
に
お
け
る
人
民
公
社
設

立
の
情
況
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

全国各省， 自治区，直轄布人民公社設立情況

（1958年9月末現在）

人民公社一
個あたり平
均戸数（戸）

人民公社に参加した戸数

　　　　　　　農家総数中合　計　（戸）
　　　　　　　に占める％

設立された
人民公社の
数（個）

認
瓢
器
㍊
器
鷺
趨
海
霧
儲
価
螺
鵬
器

100．　0

100．　0

100．　O

JOO．　0

98．　6

100．0

100．　0

100．　0

100．　0

100．　0

100．　0

67．　3

59．　3

』
4
』
』
　
’
1
⑩
　
。
1
⑩
』
』
　
’
O
J
渇
』

00

X9

O0

O0

X5

O0

X6

O0

X2

O0

O0

X9

X4

R1

1
　
　
　
　
1
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
1

　　　663，　124

　　　256，　OOO

　8，　402，　639

　3，　483，　564

　1，　561，　023

　3，　264，　579

　1，　914，　547

　1，　946，　478

　3，　232，　904

　2，　006，　389

　　　245，　624

　　　201，　815

　　　625，　151

11，　347，　989

　9，　127，　234

　7，　219，　244

　5，　697，　412

　2，　672，　839

10，　272，　517

　6，　040，　ooe

　8，　172，　4tlO

　3，　720，　OOO

　7，　905，　553

　4，　041，　944

13，　676，　988

　3，　101，　205

　1，　137，　148

門
田
鰯
粥
肥
州
姻
㎜
御
桝
蟻
四
川
脚
捌
鯉
田
川
澗
御
田
脚
蹴
㎜
賦
課
踊

　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
1
1
　
　
1
　
工
1
　
　
4
2

　
　
．

　
＼
　
　
市
二
二
省
区
省
省
省
省
省
省
区
区
省
二
二
省
二
丁
丁
丁
省
省
区
省
省
省

∴
京
海
∴
∴
西
∴
∵
江
建
南
北
南
∴
川
州
南

＼
樹
上
河
山
内
塗
無
下
甘
青
寧
編
山
江
安
漸
福
河
湖
湖
江
広
広
四
貴
雲

4，　61498．　2121，　936，　35026，　425計合

出所一「統計工作」1958年二〇期（十刀二十九臼出版）P・23・

（9）
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こ
の
統
計
に
関
連
し
て
、
左
の
よ
う
な
説
明
が
附
記
さ
れ
て
い
る
。

　
－
、
全
国
の
七
＋
万
個
の
農
業
生
産
合
作
社
は
合
併
し
て
二
万
六
千
四
百

二
十
五
個
の
人
民
公
社
と
な
っ
た
。
人
民
公
社
に
参
加
し
た
戸
数
（
若
干
の

非
農
業
戸
を
含
む
。
）
　
は
す
で
に
一
億
二
千
百
九
十
四
万
戸
に
達
し
、
全
国

農
家
総
数
の
九
八
・
二
％
を
占
め
て
い
る
。

　
2
、
全
国
各
地
を
通
観
す
れ
ば
、
寧
夏
、
新
彊
、
雲
南
の
三
つ
の
省
な
い

し
自
治
区
に
お
け
る
人
民
公
社
の
発
展
が
や
や
緩
慢
で
あ
る
ほ
か
、
そ
の
他

の
二
十
四
個
の
省
、
区
、
市
は
い
ず
れ
も
農
村
の
人
民
公
社
化
を
す
で
に
全

部
、
実
現
す
る
か
あ
る
い
は
基
本
的
に
実
現
し
て
い
る
。

　
3
、
人
民
公
社
の
規
模
は
全
国
平
均
で
一
社
あ
た
り
四
千
六
百
余
戸
で
あ

る
。
そ
の
う
ち
北
京
、
上
海
両
市
の
入
民
公
社
の
平
均
戸
数
は
一
万
戸
以
上
、

広
東
省
の
そ
れ
は
平
均
九
千
野
帳
で
あ
る
。
一
社
平
均
思
置
一
八
干
戸
前
後

の
も
の
は
河
北
、
遼
寧
、
山
東
、
江
蘇
、
安
徽
、
漸
江
、
河
南
、
湖
北
、
湖

南
、
広
西
等
の
同
区
で
あ
る
。
規
模
が
比
較
的
に
小
さ
く
一
社
平
均
二
千
戸

以
下
の
も
の
は
、
内
蒙
古
、
陳
西
、
新
彊
、
貴
州
の
四
地
区
で
あ
る
。

　
4
、
す
で
に
人
民
公
社
化
が
実
現
し
た
地
方
に
お
い
て
は
、
人
民
公
社
の

合
併
工
作
が
進
行
中
で
あ
る
。
遼
寧
省
の
人
民
公
社
は
従
前
の
千
三
百
九
十

二
個
か
ら
合
併
し
て
四
百
二
十
八
個
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
河
南
省
お
よ

び
広
西
憧
族
自
治
区
の
人
民
公
社
も
す
で
に
一
部
分
、
合
併
し
た
。
合
併
の

過
程
に
お
い
て
一
社
あ
た
り
の
入
社
戸
数
が
増
加
し
て
い
る
。

　
四
、
「
人
民
公
社
の
若
干
問
題
に
関
す
る
決
議
」
（
一
九
五
八
年
＋
二
月
十

日
、
中
共
第
八
期
六
中
全
会
通
過
）
は
当
時
の
人
民
公
社
の
発
展
情
況
に
関

し
て
、
全
国
の
七
＋
四
万
個
の
農
業
生
産
合
作
社
が
二
万
六
千
膳
立
の
人
民

公
社
に
改
組
さ
れ
て
し
ま
い
、
公
社
に
参
加
し
て
い
る
者
は
一
億
二
干
余
万

戸
で
、
そ
れ
は
す
で
に
全
国
各
民
族
農
家
総
数
の
九
九
％
以
上
を
占
め
て
い

る
と
述
べ
て
い
る
。

　
五
、
五
八
年
十
二
月
三
十
一
日
「
人
民
日
報
」
所
載
、
十
二
月
三
十
日
薪

華
社
発
の
記
事
は
人
民
公
社
の
設
立
情
況
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。
い
わ
く
、
「
＋
月
に
人
民
公
社
は
わ
が
国
の
農
村
に
普
遍
的
に
設
立
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。
国
慶
節
の
前
夜
に
公
社
化
を
全
面
的
に
実
現
し
た
省
、
市
、

自
治
区
以
外
の
省
、
区
に
お
い
て
は
雲
南
お
よ
び
新
彊
の
一
団
の
農
村
を
も

含
め
て
、
人
民
公
社
は
基
本
的
に
十
月
に
設
立
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
十
一
月

初
め
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
農
業
生
産
合
作
社
は
わ
が
国
の
農
村
に
お
い
て
は
、

す
で
に
過
去
の
も
の
と
な
り
、
全
国
種
族
農
民
の
九
九
・
一
％
、
一
億
二
千

六
百
九
十
余
万
戸
が
二
万
穴
千
五
百
余
個
の
大
で
あ
り
公
で
あ
る
人
民
公
社

を
組
成
し
て
し
ま
っ
て
お
り
、
平
均
し
て
公
社
一
個
あ
た
り
四
千
七
百
五
十

六
戸
に
達
し
て
い
る
。
」
と
。

　
以
上
の
諸
統
計
を
要
約
し
て
み
る
と
人
民
公
社
が
一
九
五
八
年
七
月
、
河

南
の
一
角
に
生
れ
て
以
来
、
未
だ
半
年
も
経
て
い
な
い
の
に
、
次
の
よ
う
な

こ
と
が
お
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
全
中
国
の
農
家
の
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総
戸
数
は
一
億
二
千
八
百
余
万
戸
と
見
ら
れ
る
が
、
従
前
に
お
い
て
は
、
こ

れ
が
七
＋
万
個
な
い
し
七
＋
五
万
個
の
農
業
生
産
合
作
社
に
組
織
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
当
時
の
一
社
あ
た
り
平
均
の
参
加
農
家
数
は
百

七
十
戸
あ
る
い
は
百
八
十
三
戸
と
算
出
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
今
や
全
農
家
総

数
の
九
九
・
一
％
、
す
な
わ
ち
一
億
二
千
六
百
九
十
余
万
戸
の
農
家
が
二
万

六
干
五
百
余
個
の
人
民
公
社
に
組
織
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
　
一
社

あ
た
り
平
均
の
参
加
農
家
数
は
四
千
七
百
五
十
八
戸
と
な
り
、
一
社
あ
た
り

平
均
の
参
加
農
家
数
に
お
い
て
は
、
農
業
生
産
合
作
社
時
代
に
比
較
し
て
二

＋
五
倍
な
い
し
二
十
八
倍
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
人
民
公
社
化
運
動
は
単
に
農
村
に
と
ど
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。
農
村

に
は
じ
ま
っ
た
こ
の
運
動
が
都
市
に
ま
で
波
及
し
、
都
市
に
も
人
民
公
社
が

設
立
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
例
え
ば
河
南
省
が
そ
れ
で
あ
っ
て
、
こ
の
省

に
お
い
て
は
、
人
民
公
社
化
の
高
潮
は
ま
こ
と
に
猛
烈
な
も
の
が
あ
り
、
「
た

ち
ま
ち
の
う
ち
に
点
か
ら
面
に
ひ
ろ
が
り
、
全
軍
の
広
大
な
農
村
に
普
及
し
、

か
つ
都
市
に
も
影
響
を
あ
た
え
た
。
都
市
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
居
住
地
、

工
場
、
学
校
、
機
関
、
団
体
を
単
位
と
し
て
、
ま
た
普
遍
的
に
人
民
公
社
を

試
験
的
に
設
立
し
た
。
…
…
こ
の
運
動
が
は
じ
ま
っ
て
か
ら
ま
だ
二
、
三
カ

月
し
か
た
た
な
い
の
に
、
全
省
の
広
大
な
農
村
と
都
市
は
す
で
に
公
社
化
し

　
　
　
　
（
1
2
）

て
し
ま
っ
た
。
」
と
い
う
。

　
と
も
あ
れ
、
人
民
公
社
は
西
蔵
お
よ
び
若
干
の
地
区
を
の
ぞ
き
、
全
中
国

　
　
　
　
・
甲
国
人
民
公
社
序
説

の
農
村
に
お
い
て
は
、
す
で
に
普
遍
的
に
設
立
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
中
国
に
お
け
る
人
民
公
社
化
運
動
が
比
較
的
に
短
い
期
間
に
叙
上
の
よ
う

な
成
績
を
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
た
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
か
。
一
九
五
八
年

十
二
月
の
中
共
第
八
期
六
中
全
会
の
「
人
民
公
社
の
若
干
問
題
に
関
す
る
決

議
」
は
人
民
公
社
化
運
動
の
発
展
が
速
や
か
で
あ
っ
た
情
況
を
述
べ
た
の
ち

に
い
わ
く
、
「
こ
の
こ
と
は
人
民
公
社
の
出
現
が
偶
然
の
も
の
で
は
な
く
、
そ

れ
が
わ
が
国
の
経
済
と
政
治
の
発
展
の
産
物
で
あ
り
、
党
の
社
会
主
義
整
風

運
動
、
社
会
主
義
建
設
の
総
路
線
お
よ
び
一
九
五
八
年
の
社
会
主
義
建
設
の

大
躍
進
の
産
物
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。
」
と
。

　
私
は
人
［
民
公
社
化
運
動
の
発
展
を
速
か
な
ら
し
め
た
要
因
と
し
て
と
り
わ

け
、
左
の
諸
点
を
指
摘
す
る
。

　
一
、
こ
の
運
動
が
農
民
大
衆
の
高
ま
り
つ
つ
あ
る
社
会
主
義
的
自
覚
を
土

台
と
し
て
自
発
的
に
推
進
さ
れ
た
こ
と
。

　
二
、
農
村
に
お
け
る
生
産
力
の
一
層
の
発
展
の
要
求
お
よ
び
現
実
の
増
産

が
新
ら
し
い
生
産
関
係
の
発
展
を
促
が
し
た
こ
と
。

　
三
、
人
民
公
社
が
社
会
組
織
と
し
て
農
業
生
産
合
作
社
に
比
し
幾
多
の
優

越
点
を
持
っ
て
い
る
こ
と
。

　
四
、
中
央
お
よ
び
地
方
の
肇
国
共
産
党
指
導
者
の
人
民
公
社
化
運
動
に
つ

い
て
の
領
導
が
適
切
で
あ
っ
た
こ
と
。

　
五
、
五
八
年
八
月
下
旬
以
降
、
と
く
に
急
迫
化
し
た
台
湾
海
峡
の
情
勢
が
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中
国
人
民
公
社
序
説

民
兵
組
織
を
内
包
し
、
組
織
の
軍
事
化
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
人
民
公
社
の

普
及
を
促
が
し
た
こ
と
。

　
六
、
人
民
公
社
の
設
立
に
際
し
、
情
況
に
よ
っ
て
は
「
上
部
は
動
か
し
て

も
、
下
部
は
動
か
さ
な
い
」
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
こ
と
。

　
右
の
う
ち
最
後
の
点
に
つ
い
て
は
、
若
干
の
説
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
は
一
九
五
八
年
八
月
の
申
共
中
央
の
「
農
村
に
入
民
公
社
を
設
立
す
る
問

題
に
関
す
る
決
議
」
の
三
に
お
い
て
指
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
「
合
併
し
て
大
社
と
な
り
、
こ
れ
を
公
社
に
切
り
替
え
て
行
く
場
合
に
は
、

か
な
ら
ず
当
面
の
生
産
と
密
接
に
結
合
さ
せ
、
た
ん
に
当
面
の
生
産
に
影
響

を
あ
た
え
な
い
ば
か
り
で
は
な
く
、
こ
の
運
動
を
生
産
の
さ
ら
に
大
き
な
躍

進
を
推
進
さ
せ
る
一
つ
の
巨
大
な
力
と
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
た
め
に
、
合
作
社
合
併
の
初
期
に
お
い
て
は
、
『
上
は
動
か
し
て
も
下
は

動
か
さ
な
い
』
と
い
う
方
法
を
採
用
し
て
よ
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ま
ず

も
と
の
各
小
社
が
連
合
し
て
大
社
の
管
理
委
員
会
を
選
出
し
、
上
部
機
構
を

確
立
し
（
原
文
で
は
「
搭
起
架
子
」
（
棚
を
掛
け
る
）
と
い
う
語
を
用
い
て

い
る
－
筆
者
。
）
、
統
一
的
に
仕
事
の
段
取
り
の
計
画
を
樹
て
、
も
と
の
各
小

社
を
耕
作
区
あ
る
い
は
生
産
隊
に
改
め
る
が
、
元
来
の
一
団
の
生
産
組
織
と

管
理
制
度
は
暫
く
変
更
せ
ず
、
従
来
の
ま
ま
で
経
営
を
行
い
、
合
併
に
よ
り

調
整
す
べ
き
も
の
や
合
併
中
に
解
決
す
べ
き
一
切
の
具
体
的
問
題
は
、
後
日
、

さ
ら
に
合
併
し
、
次
第
に
整
理
し
、
次
第
に
解
決
し
て
行
き
、
こ
れ
に
よ
っ

て
生
産
が
影
響
を
受
け
な
い
よ
う
に
す
る
の
で
あ
る
。
」
と
あ
る
。
右
の
中

共
申
央
の
決
議
が
「
人
民
日
報
」
に
発
表
せ
ら
れ
た
の
は
九
月
十
日
の
こ
と

で
あ
る
が
、
こ
の
日
の
同
紙
は
「
先
ず
人
民
公
社
の
架
子
を
立
て
か
け
よ
。

（
先
把
人
民
公
社
的
架
子
搭
起
来
）
」
　
と
題
し
て
、
右
の
方
式
の
採
用
の
必

要
に
つ
い
て
特
に
論
じ
て
い
る
。
か
つ
て
、
一
九
五
五
年
下
半
期
以
降
、
農

村
に
お
い
て
は
農
業
生
産
合
作
社
の
設
立
運
動
が
、
都
市
に
お
い
て
は
私
営

商
工
業
の
全
行
業
に
よ
る
公
私
合
営
化
の
運
動
が
急
速
に
進
展
し
、
か
つ
成

功
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
二
つ
の
運
動
の
動
因
は
多
元
的
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
運
動
の
短
期
間
に
お
け
る
成
功
の
一
因
と
し
て
は
お
な
じ

く
、
「
上
部
は
動
か
し
て
も
下
部
は
動
か
さ
な
い
」
方
式
が
あ
わ
せ
て
採
用
さ

れ
た
こ
と
を
指
摘
し
う
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
人
民
公
社
が
全
中
国

に
普
及
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
人
民
公
社
の
問
題
が
す
べ
て
解
決
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

註
（
1
）
　
陳
伯
達
「
全
新
的
社
会
、
全
新
的
人
」
「
紅
旗
」
五
八
年
節
三
期
（
七
月
一

　
　
日
）
一
〇
頁
、
同
氏
「
在
毛
沢
東
同
志
的
旗
幟
下
」
同
上
祭
具
四
期
（
七
月
十

　
　
六
日
）
八
頁
。

　
（
2
）
　
遂
．
平
県
瞭
陽
山
の
衛
星
人
民
公
社
は
人
民
公
社
発
展
史
上
ま
こ
と
に
重
要

　
　
な
意
義
を
持
つ
存
在
で
あ
る
が
、
そ
の
設
立
の
時
期
に
つ
い
て
は
二
説
が
あ
る
。

　
　
第
一
説
は
一
九
五
八
年
四
月
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
中
共
二
黒
県
委
員

　
　
会
副
書
記
趙
光
氏
は
「
人
民
公
社
旧
来
的
変
化
－
介
紹
遂
平
県
衛
星
人
民
公
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社
L
（
「
人
民
日
報
」
五
八
年
八
月
十
八
日
所
載
）
と
い
う
一
文
に
お
い
て
、
「
河

　
南
遂
平
県
衛
星
人
民
公
社
は
二
十
七
個
の
農
業
生
産
合
作
社
が
四
月
二
十
日
に

　
合
併
し
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。
」
と
記
し
て
い
る
。
　
ま
た
五
八
年
九
月
四
日

　
の
「
人
民
日
報
」
は
衛
星
人
民
公
社
試
行
簡
章
（
草
案
）
の
全
文
を
掲
載
し
て

　
い
る
が
、
そ
の
編
者
註
の
な
か
に
同
説
を
採
用
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
邦
文

　
「
人
民
中
国
」
お
よ
び
「
中
国
の
人
民
公
社
化
運
動
」
（
五
八
年
十
一
月
、
北
京
、

　
外
文
出
版
社
発
行
）
の
な
か
の
右
公
社
定
欺
の
訳
文
の
註
に
も
右
の
編
者
註
が

　
訳
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
第
二
説
は
五
八
年
七
月
に
設
立
さ
れ
た
と
な
す
も
の
で

　
あ
る
。
例
え
ば
五
八
年
九
月
二
日
の
「
人
民
日
報
」
の
記
事
「
河
南
農
村
実
現

　
人
民
公
社
化
」
は
「
七
月
に
、
遂
平
県
衛
星
人
民
公
社
建
立
後
、
人
民
公
社
設

　
立
の
工
作
が
全
省
の
各
地
に
お
い
て
試
験
さ
れ
、
ま
た
展
開
さ
れ
た
。
」
と
あ

　
る
。
本
文
中
に
所
説
を
紹
介
し
て
あ
る
呉
芝
皆
目
は
五
八
年
四
月
に
農
業
生
産

　
合
作
社
と
し
て
の
衛
星
社
が
設
立
さ
れ
た
と
す
る
。
し
か
し
同
氏
は
こ
の
衛
星

　
社
が
人
民
公
社
に
な
っ
た
時
期
を
明
か
に
し
て
い
な
い
。

（
3
）
　
清
豊
県
供
錆
社
「
購
買
需
求
日
新
月
異
的
清
豊
県
」
「
中
央
合
作
通
訊
」

　
五
八
年
十
月
、
四
頁
。
し
か
し
こ
の
記
述
も
衛
星
人
民
公
社
よ
り
も
さ
き
に
清

　
豊
県
の
人
民
公
社
が
完
成
し
た
こ
と
と
な
り
、
疑
点
が
あ
る
。

（
4
）
　
「
人
民
日
報
」
五
八
年
八
月
十
八
日
。

（
5
）
　
「
人
民
日
報
」
五
八
年
八
月
三
十
日
。
こ
の
人
民
公
社
の
戸
数
は
三
千
七

　
百
五
十
五
戸
、
人
口
一
万
五
千
、
耕
地
十
万
八
千
中
国
畝
で
あ
る
。

（
6
）
　
呉
芝
圃
「
由
農
業
生
産
含
作
三
二
人
民
公
社
」
「
紅
旗
」
五
八
年
九
月
十

　
山
ハ
ロ
］
　
（
笛
即
八
期
酬
）
、
　
五
i
八
百
ハ
Q

（
7
）
　
林
鉄
「
河
北
省
的
人
民
公
社
運
動
」
「
紅
旗
」
五
八
年
十
月
一
日
（
第
九

　
期
）
一
七
頁
。

　
　
中
国
人
民
公
社
序
説

（
8
）
　
諦
啓
竜
（
中
共
山
東
省
委
第
一
書
記
）
「
還
是
弁
皇
民
公
社
好
」
「
紅
旗
」

　
同
上
号
、
一
二
一
二
二
頁
。

（
9
×
1
0
）
　
「
人
民
日
報
」
五
八
年
九
月
二
日
。

（
1
1
）
　
コ
・
同
氏
人
民
公
社
的
紅
旗
前
進
L
「
人
民
日
報
」
九
月
三
日
の
社
説
。

（
1
2
）
呉
芝
圃
、
前
掲
、
五
頁
。

三
、
人
民
公
社
の
性
格
分
析

　
人
民
公
社
は
中
国
の
社
会
に
新
ら
し
く
生
れ
た
一
種
の
基
本
的
な
社
会
組

織
で
あ
り
、
集
団
的
な
社
会
単
位
で
あ
る
。

　
一
九
五
八
年
九
月
三
日
の
「
人
民
日
報
」
の
社
説
、
「
人
民
公
社
の
紅
旗
を

高
く
か
か
げ
て
前
進
し
よ
う
。
」
　
は
人
民
公
社
の
基
本
的
特
徴
と
し
て
二
つ

の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
一
は
「
大
」
で
あ
り
、
他
は
「
公
」
で
あ

る
。
「
大
」
と
は
大
き
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
公
社
の
規
模
が
大
き
く
、

人
が
多
く
、
土
地
が
広
く
、
大
規
模
な
総
合
的
な
生
産
建
設
を
す
す
め
る
の

に
都
合
が
よ
い
こ
と
で
あ
る
。
農
、
林
、
牧
、
副
、
漁
が
全
面
的
に
発
展
す

る
だ
け
で
な
く
、
エ
、
農
、
商
、
学
、
丘
ハ
が
相
互
に
結
合
し
て
い
る
。
「
公
」

と
は
公
共
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
人
民
公
社
が
農
業
生
産

合
作
社
に
比
較
し
て
、
一
層
、
社
会
主
義
化
し
て
お
り
、
一
層
、
集
団
化
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
「
人
民
日
報
」
社
説
の
所
論
は
ま
こ
と
に
よ
く
人
民
公
社
の
基
本
的

（13）



　
　
　
　
中
国
人
民
公
社
序
説

特
徴
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
私
は
こ
の
所
論
に
あ
ら
わ
れ
た
二
つ
の

基
本
的
特
徴
を
経
と
し
、
そ
の
他
若
干
の
特
徴
を
緯
と
し
て
、
入
民
公
社
の

性
格
を
解
明
し
た
い
。

　
な
お
、
人
民
公
社
の
性
格
分
析
に
際
し
て
は
、
次
の
三
つ
の
文
献
が
と
く

に
参
考
と
な
る
が
、
今
後
の
引
用
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
附
記
の
よ
う

な
略
称
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

　
一
、
「
農
村
に
人
民
公
社
を
つ
く
る
問
題
に
つ
い
て
の
決
議
」
（
一
九
五
八

年
八
月
二
十
九
日
、
河
北
省
北
戴
河
に
お
い
て
開
か
れ
て
い
た
中
国
共
産
党

中
央
政
治
局
拡
大
会
議
を
通
過
。
九
月
十
日
、
「
人
民
日
報
」
に
発
表
）
1

「
北
戴
河
会
議
の
決
議
」
と
略
称
す
る
。

　
二
、
河
南
省
仁
平
県
衛
星
人
民
公
社
暫
行
定
欺
（
草
案
）
（
一
九
五
八
年

九
月
四
日
、
「
臣
民
日
報
」
に
発
表
）
－
「
衛
星
公
社
定
値
」
と
略
称
す
る
。

　
三
、
「
人
民
公
社
の
若
干
の
問
題
に
関
す
る
決
議
」
（
一
九
五
八
年
十
二
月

十
日
、
武
豊
に
お
い
て
開
か
れ
て
い
た
中
国
共
産
党
第
八
期
申
央
委
員
会
第

六
回
全
体
会
議
を
通
過
、
十
二
月
十
九
日
、
「
人
民
目
語
」
に
発
表
）
一

「
武
和
会
議
の
決
議
」
と
略
称
す
る
。

　
　
（
一
）
　
人
民
公
社
の
成
立

　
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
人
民
公
社
は
一
般
に
農
業
生
産
合
作
社
の
合
併
に

よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
人
民
公
社
の
組
織
に
吸
収
せ
ら
れ

る
も
の
の
全
部
が
農
業
生
産
合
作
社
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
こ

れ
を
農
村
の
人
民
公
社
に
つ
い
て
見
て
も
、
農
業
生
産
合
作
社
に
参
加
し
て

い
な
い
単
独
農
家
が
人
民
公
社
の
組
織
に
吸
収
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
（
衛
星

公
社
定
欺
第
五
条
後
半
参
照
）
、
ま
た
元
来
、
国
家
の
機
構
に
属
し
て
い
た

農
業
機
関
、
商
業
機
関
、
金
融
機
関
、
財
政
機
関
、
教
育
機
関
等
が
人
民
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

社
の
管
理
に
帰
し
、
そ
れ
と
一
体
を
な
す
場
合
が
あ
る
。
さ
ら
に
都
市
に
お

い
て
も
人
民
公
社
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
場
合
に
は
居
住
地
（
原
語
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

「
街
道
」
）
、
工
場
、
学
校
、
機
関
、
団
体
を
単
位
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
い
ず
れ
の
も
の
が
人
民
公
社
成
立
の
一
翼
を
形
成
し
よ
う
と
も
、
人

民
公
社
の
設
立
は
関
係
人
民
の
自
発
的
意
志
に
発
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
衛
星
公
社
定
欺
第
二
条
参
照
）
。
　
党
あ
る
い
は
政

府
は
人
民
公
社
の
設
立
に
つ
い
て
領
導
は
す
る
が
、
決
し
て
強
制
は
し
な
い

の
で
あ
る
。
但
し
、
階
級
岡
引
が
十
分
に
利
用
さ
れ
る
。
か
よ
う
な
こ
と
は
、

私
営
商
工
業
や
農
業
の
社
会
主
義
改
造
に
際
し
て
、
従
来
か
ら
採
ら
れ
て
き

た
方
針
で
あ
る
が
、
今
回
に
お
い
て
も
そ
れ
が
貫
か
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
こ
こ
に
武
骨
会
議
の
決
議
が
都
市
に
お
け
る
人
民
公
社
の
設
立
を

あ
ま
り
急
い
で
は
な
ら
な
い
と
警
告
し
て
い
る
こ
と
を
附
言
し
て
お
き
た
い
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
こ
の
決
議
は
都
市
と
農
村
と
は
左
の
点
に
お
い
て
異
っ

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
第
一
に
、
都
市
の
情
況
は
農
村
に
比
し
て

複
雑
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、
社
会
主
義
の
全
民
所
有
制
が
都
市
に
お
い
て

は
既
に
所
有
制
の
主
要
形
式
と
な
っ
て
お
り
、
工
人
階
級
が
領
導
す
る
工
場
、

（14）



機
関
、
学
校
（
一
部
の
職
員
、
工
人
の
家
族
を
除
く
。
）
は
す
で
に
社
会
主

義
の
原
則
に
し
た
が
っ
て
高
度
に
組
織
化
さ
れ
た
か
ら
、
都
市
の
公
社
に
つ

い
て
は
、
若
干
、
農
村
と
異
る
要
求
を
提
出
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
、
第
三

に
、
目
前
の
都
市
に
い
る
資
本
家
と
知
識
分
子
申
の
多
く
の
者
の
資
産
階
級

思
想
が
未
だ
相
当
に
濃
厚
で
あ
り
、
か
れ
ら
は
公
社
に
対
し
て
未
だ
心
配
を

持
っ
て
お
り
、
こ
の
一
部
の
人
々
に
対
し
て
は
、
待
っ
て
や
ら
な
け
れ
ぼ
な

ら
ぬ
こ
と
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
故
に
、
都
市
に
お
い
て
は
ひ
き
つ
づ
き
試
験

的
に
人
民
公
社
を
設
け
て
行
く
べ
き
で
あ
る
が
、
一
般
に
は
急
い
で
多
数
に

設
立
す
る
よ
う
な
こ
と
を
し
て
は
な
ら
ず
、
大
都
市
に
お
い
て
は
、
一
層
、

緩
徐
に
、
た
だ
漸
…
進
的
進
展
を
は
か
る
よ
う
に
つ
と
め
、
経
験
が
多
く
な
り
、

思
想
の
通
じ
な
い
者
が
通
ず
る
の
を
待
っ
て
、
改
め
て
大
量
に
人
民
公
社
を

設
け
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
の
で
あ
る
。
河
南
省
に
お
け
る

入
民
公
社
化
運
動
の
勢
を
全
国
に
及
ぼ
し
た
な
ら
ば
、
中
国
の
大
、
申
諸
都

市
の
人
民
公
社
化
も
急
速
に
進
め
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
想
望
し

え
ら
れ
た
が
、
こ
の
決
議
は
か
よ
う
な
動
き
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
も
の
で

あ
る
。
と
り
わ
け
注
目
に
値
す
る
の
は
都
市
の
資
本
家
お
よ
び
｝
部
の
知
識

階
級
の
持
っ
て
い
る
濃
厚
な
資
産
階
級
思
想
が
都
市
に
お
け
る
人
民
公
社
化

運
動
の
「
足
踏
み
」
の
一
因
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
点
で
あ
る
。

中
国
人
民
公
社
序
説

（
二
）
　
人
民
公
社
の
規
模

　
人
民
公
社
は
農
業
生
産
合
作
社
に
比
し
て
、

い
。

そ
の
規
模
が
は
る
か
に
大
き

　
人
民
公
社
の
規
模
に
関
連
し
て
、
コ
郷
一
社
」
あ
る
い
は
「
一
期
一
社
」

と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
る
。
中
国
の
「
郷
」
は
中
国
の
最
小
の
基
本
的
行
政

区
劃
で
あ
る
が
、
わ
が
国
の
上
位
の
広
さ
に
あ
た
る
も
の
で
、
コ
郷
一
社
し

と
は
一
つ
の
村
に
一
つ
の
人
民
公
社
を
設
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
中
国

の
「
県
」
は
わ
が
国
の
勲
位
の
広
さ
に
あ
た
る
も
の
で
、
コ
県
一
社
し
と
は

一
つ
の
郡
に
一
つ
の
人
民
公
社
を
設
け
る
こ
と
で
あ
る
。

　
北
戴
河
会
議
の
決
議
は
人
民
公
社
の
規
模
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。
い
わ
く
、
「
公
社
を
組
織
す
る
規
模
は
い
ま
の
と
こ
ろ
一
般
に
は
一
丁

一
社
、
立
干
戸
前
後
と
す
る
の
が
比
較
的
に
適
当
で
あ
る
。
面
積
が
広
く
、

人
姻
稀
少
な
地
方
に
お
い
て
は
、
戸
数
を
二
千
戸
よ
り
少
な
く
し
、
八
郷
に

数
社
を
設
け
て
も
よ
い
。
地
方
に
よ
っ
て
は
、
自
然
の
地
形
条
件
と
生
産
発

展
上
の
必
要
に
も
と
づ
き
、
出
郷
を
あ
わ
せ
て
一
つ
の
郷
と
し
、
こ
れ
に
一

社
を
設
け
、
戸
数
を
六
千
な
い
し
七
千
戸
程
度
と
し
て
も
さ
し
っ
か
え
な
い
。

一
万
戸
ま
た
は
二
万
戸
以
上
に
達
す
る
も
の
も
あ
な
が
ち
反
対
す
る
に
は
及

ば
な
い
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
積
極
的
に
提
唱
す
る
必
要
は
な
い
。
」
と
。
と

こ
ろ
が
、
中
共
河
北
省
委
員
会
の
「
人
民
公
社
設
立
に
関
す
る
指
示
」
が
人
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民
公
社
の
規
模
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
は
若
千
異
な
る
。
す
な
わ
ち

「
一
般
の
平
原
地
区
は
一
万
戸
前
後
を
も
つ
て
一
社
を
劃
す
る
の
が
適
当
で

あ
る
。
大
衆
が
や
や
大
き
な
も
の
を
希
望
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
で
も
差
支
は

な
い
が
、
一
万
五
千
戸
を
こ
え
て
は
な
ら
ぬ
。
地
区
が
広
く
、
人
姻
稀
少
な

山
間
に
お
い
て
は
、
ま
た
二
千
戸
よ
り
少
な
く
し
、
あ
る
い
は
一
郷
に
数
社

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

と
し
て
も
よ
い
。
」
と
。
こ
れ
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、
後
の
「
指
示
」
は
前
の

決
議
よ
り
も
公
社
の
規
模
に
つ
い
て
大
き
な
標
準
を
考
え
て
い
る
。

　
な
お
、
コ
県
一
社
し
の
人
民
公
社
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
河
北
省
導
水
県
、

河
南
省
修
武
県
、
山
東
省
高
唐
心
な
ど
は
そ
れ
で
あ
る
。
黒
竜
江
省
肇
源
県

も
全
県
に
一
個
日
人
民
公
社
で
、
三
十
九
個
日
郷
鎮
を
含
み
、
人
口
二
十
六

　
　
　
（
4
）

万
で
あ
る
。

　
コ
県
一
社
し
と
ま
で
行
か
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
県
を
単
位
と
し
て

連
合
社
（
原
語
一
「
連
社
」
）
を
作
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
。
武
昌
会
議

の
決
議
は
人
民
公
社
の
所
有
制
を
集
団
所
有
制
か
ら
全
民
所
有
制
に
漸
次
に

移
行
さ
せ
る
た
め
に
、
各
県
は
普
遍
的
に
県
連
社
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

と
指
示
し
て
い
る
。

　
前
節
に
す
で
に
記
し
た
よ
う
に
、
　
一
九
五
八
年
十
月
一
日
の
「
人
民
日

報
」
所
載
の
記
事
は
一
二
で
一
個
の
大
公
社
を
設
立
し
た
も
の
お
よ
び
全
県

の
人
民
公
社
の
県
連
社
を
設
立
し
た
も
の
は
十
三
個
の
省
の
統
計
に
よ
れ
ば
、

す
で
に
九
十
四
個
に
達
し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。

　
さ
て
、
現
実
に
設
け
ら
れ
た
人
民
公
社
の
規
模
の
一
班
に
つ
い
て
は
、
前

節
に
お
い
て
述
べ
て
お
い
た
。
そ
こ
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
全
国
平
均
に
よ

る
人
民
公
社
の
規
模
は
一
社
あ
た
り
平
均
四
千
六
百
一
四
千
七
百
二
戸
で
あ

り
、
従
前
の
農
業
生
産
合
作
社
の
一
社
あ
た
り
平
均
戸
数
が
百
七
＋
1
百
八

＋
余
齢
で
あ
っ
た
の
と
比
較
す
れ
ば
、
人
民
公
社
の
規
模
は
農
業
生
産
合
作

社
の
二
十
五
－
二
十
八
倍
の
大
き
さ
と
な
る
。

　
呉
芝
圃
氏
に
よ
れ
ば
、
河
南
省
の
人
民
公
社
の
規
模
は
大
体
に
お
い
て
左

の
通
り
で
あ
る
。
人
民
公
社
総
数
は
一
千
三
百
五
十
五
個
で
、
　
一
社
平
均
の

戸
数
は
七
千
五
百
余
戸
で
あ
る
。
公
社
の
規
模
を
分
解
す
れ
ば
、
五
千
一
一

万
戸
は
七
百
九
個
、
　
一
万
戸
以
上
は
一
百
五
個
、
五
千
戸
以
下
は
五
百
三
十

九
個
で
あ
る
。
平
原
地
区
は
一
般
に
一
万
戸
前
後
で
、
山
間
は
一
般
に
二
、

三
千
戸
で
あ
る
。
従
前
の
農
業
生
産
合
作
社
の
場
合
に
比
し
、
そ
の
規
模
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

十
倍
か
ら
数
十
倍
の
大
き
さ
で
あ
る
。

　
か
よ
う
に
し
て
、
一
つ
の
人
民
公
社
に
参
加
し
て
い
る
農
家
の
数
は
農
業

生
産
合
作
社
の
場
合
よ
り
も
は
る
か
に
多
数
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
さ
ら
に
人
民
公
社
が
把
握
し
う
る
労
働
力
が
よ
り
大
で
あ
り
、
そ
の
支
配

す
る
地
域
が
よ
り
大
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
利
用
し
う
る
資
源
が
よ
り
大
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
さ
ら
に
進
ん
で
言
え
ば
、
人
民
公
社
は
こ
れ
ら
の
よ

り
大
き
な
生
産
要
素
を
、
よ
り
統
一
的
に
、
よ
り
計
画
的
に
、
よ
り
効
率
的

に
使
用
し
て
よ
り
大
規
模
に
生
産
の
発
展
に
役
立
た
せ
う
る
こ
と
を
意
味
す
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る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
そ
れ
は
技
術
革
命
、
文
化
革
命
の
要
請
に
応
ず

る
も
の
で
あ
り
、
中
国
の
社
会
主
義
社
会
建
設
の
テ
ム
ポ
を
早
め
る
も
の
で

あ
る
。

　
国
務
院
副
総
理
李
先
念
氏
は
河
北
、
河
南
両
省
の
人
民
公
社
の
視
察
旅
行

の
結
果
に
も
と
づ
い
て
、
現
在
に
お
い
て
は
一
軒
一
社
（
河
北
徐
水
県
や
河

南
修
武
県
が
採
っ
て
い
る
。
）
　
の
形
式
よ
り
も
一
県
数
社
で
県
連
社
を
持
つ

形
式
の
方
が
望
ま
し
い
と
主
張
し
て
い
る
。
け
だ
し
同
氏
に
よ
れ
ば
、
一
県

一
社
に
は
左
の
よ
う
な
二
つ
の
問
題
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
は
全
県
に
お

い
て
独
立
採
算
制
を
実
施
し
た
の
ち
、
如
何
に
し
て
下
部
の
社
や
隊
の
経
営

の
積
極
性
を
さ
ま
た
げ
な
い
よ
う
に
や
っ
て
行
け
る
か
に
問
題
が
あ
り
、
二

は
賃
金
を
調
整
す
る
場
合
に
、
元
来
の
各
社
、
隊
の
経
済
条
件
と
生
活
水
準

の
差
異
を
如
何
に
し
て
合
理
的
に
顧
慮
す
べ
き
か
に
問
題
が
あ
る
こ
と
、
す

な
わ
ち
低
い
水
準
に
統
一
す
る
と
一
部
の
地
域
の
者
は
生
活
水
準
を
引
下
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

ね
ば
な
ら
ず
、
高
い
水
準
に
統
一
す
る
と
蓄
積
に
影
響
す
る
の
で
あ
る
。

　
河
北
省
に
お
い
て
は
、
人
民
公
社
の
発
展
の
新
情
勢
に
し
た
が
い
、
区
の

組
織
の
撤
廃
、
県
の
区
劃
の
調
整
と
拡
大
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い
る
。
既
掲

の
申
共
河
北
省
委
員
会
の
「
人
民
公
社
の
設
立
に
関
す
る
指
示
」
は
い
わ
く
、

「
社
会
主
義
建
設
事
業
の
大
躍
進
の
必
要
に
適
応
し
、
小
社
の
大
社
へ
の
合

併
、
人
民
公
社
の
設
立
と
郷
社
合
一
の
新
情
況
に
適
応
す
る
た
め
、
現
在
の

区
の
組
織
は
一
律
に
撤
廃
し
、
現
在
の
県
の
区
劃
も
適
当
な
調
整
と
拡
大
を

　
　
　
　
中
国
人
民
公
社
序
説

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
平
原
地
区
の
県
は
一
般
に
人
口
八
十
万
前
後

（
多
ぎ
も
の
は
九
十
万
、
少
き
も
の
は
七
十
万
）
に
拡
大
し
、
丘
陵
地
区
の

県
は
人
ロ
四
＋
万
な
い
し
五
十
万
に
拡
大
し
、
山
間
の
県
は
人
口
二
＋
万
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

い
し
三
十
万
に
拡
大
す
る
の
が
比
較
的
に
適
当
で
あ
る
。
」
と
。
林
鉄
氏
も

河
北
省
に
つ
い
て
、
「
農
村
公
社
化
の
新
形
勢
に
適
応
し
て
、
県
の
規
模
も
大

に
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
全
会
の
百
四
十
七
個
の
県
を
合
併

し
て
七
十
個
な
い
し
八
十
個
の
県
に
し
ょ
う
と
し
て
い
る
。
」
　
と
述
べ
て
い

（
9
）

る
。

　
　
（
三
）
　
人
民
公
社
の
事
業

　
人
民
公
社
の
営
む
事
業
に
つ
い
て
ま
ず
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、

そ
の
多
面
性
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
人
民
公
社
の
営
む
事
業
は
政
治
、
経
済
、

社
会
、
教
育
・
丈
化
お
よ
び
軍
事
隠
す
こ
ぶ
る
多
方
面
に
わ
た
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
前
段
に
指
摘
し
た
人
民
公
社
の
規
模
が
大
で
あ
る
こ
と
と
関
連
が
あ

る
。　

人
民
公
社
の
事
業
を
示
す
た
め
に
は
、
「
農
、
林
、
牧
、
副
、
漁
全
面
発

展
」
、
「
エ
、
農
、
商
、
学
、
兵
相
互
結
合
」
あ
る
い
は
「
政
治
、
経
済
、
文

化
、
軍
事
全
面
結
合
」
な
ど
の
語
句
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ

て
、
公
社
の
事
業
の
多
面
性
な
い
し
綜
合
性
を
察
知
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
人
民
公
社
発
展
の
由
来
か
ら
考
え
れ
ば
、
人
民
公
社
は
大
規
模
な
農
業
生

産
の
単
位
と
し
て
把
握
せ
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
目
下
の
と
こ
ろ
、
大
部
分
の

（17）
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人
民
公
社
の
業
務
の
重
点
は
た
し
か
に
農
業
生
産
の
増
進
に
お
か
れ
て
い
る

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
人
民
公
社
の
事
業
は
そ
れ
に
尽
き
る
も
の
で
は
な
い
の

で
あ
る
。
健
民
公
社
は
今
や
農
民
の
消
費
の
単
位
と
も
な
っ
て
お
り
、
農
業

以
外
の
経
済
事
業
を
も
営
ん
で
い
る
。
ま
た
、
人
民
公
社
は
経
済
上
の
単
位

に
と
ど
ま
っ
て
お
ら
ず
、
政
治
上
の
単
位
で
も
あ
り
、
さ
ら
に
教
育
・
文
化
、

社
会
、
軍
事
等
の
事
業
を
も
営
ん
で
い
る
。
し
か
も
、
人
民
公
社
に
お
い
て

は
、
こ
れ
ら
の
各
種
の
事
業
を
公
社
の
統
一
的
指
導
の
も
と
に
、
密
接
に
結

合
し
て
、
能
率
的
に
遂
行
し
う
る
の
で
あ
る
。

　
い
ま
、
衛
星
公
社
定
欺
や
そ
の
他
の
資
料
に
も
と
づ
い
て
、
人
民
公
社
が

営
ん
で
い
る
事
業
の
一
班
を
表
示
す
れ
ば
左
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
一
、
経
済
上
の
事
業
な
い
し
任
務
1
（
イ
）
農
業
の
発
展
、
　
（
ロ
）
工

曲
菜
の
発
展
、
　
（
ハ
）
交
通
、
郵
便
事
業
の
発
展
、
　
（
二
）
商
業
の
経
営
、

（
ホ
）
金
融
業
の
経
営
、
　
（
へ
）
財
政
業
務
の
遂
行
、
　
（
ト
）
国
家
計
画
に

照
応
し
た
自
己
の
経
済
計
画
の
樹
立
と
実
行
。

　
二
、
教
育
・
文
化
上
の
事
業
な
い
し
任
務
一
（
イ
）
学
校
の
経
営
、
（
ロ
）

大
衆
的
な
文
化
、
娯
楽
、
体
育
活
動
の
促
進
。

　
三
、
社
会
上
の
事
業
な
い
し
任
務
一
（
イ
）
集
団
福
利
施
設
（
共
同
食
堂
、

託
児
所
、
養
老
院
等
）
の
経
営
、
　
（
ロ
）
医
療
機
構
の
整
備
、
　
（
ハ
）
居
住

条
件
の
改
善
、
　
（
二
）
共
同
墓
地
の
設
置
。

　
四
、
軍
事
上
の
事
業
な
い
し
任
務
一
（
イ
）
全
人
民
の
武
装
、
　
（
p
）
民

兵
の
組
織
と
訓
練
、
　
（
ハ
）
兵
員
の
動
員
と
復
員
軍
人
の
配
置
。

　
五
、
政
治
上
の
事
業
な
い
し
任
務
－
政
社
の
合
一
。

　
以
上
の
う
ち
、
若
干
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
人
民
公
社
の
特
徴
を
形
成
し

て
い
る
も
の
が
あ
り
、
こ
こ
に
立
入
っ
て
考
察
し
て
お
き
た
い
。

　
　
（
1
）
　
農
業
と
工
業
の
同
時
発
展

　
社
会
主
義
廼
設
の
総
路
線
は
工
業
と
農
業
の
同
時
発
展
、
中
央
工
業
と
地

方
工
業
の
同
時
発
展
、
大
型
企
業
と
中
小
型
企
業
の
同
時
発
展
一
い
ず
れ

も
重
工
業
の
優
先
的
発
展
を
前
提
と
し
て
い
る
。
一
を
要
求
し
て
い
る
が
、

人
民
公
社
こ
そ
は
農
業
の
側
か
ら
出
発
し
、
ま
た
地
方
の
中
小
型
工
業
か
ら

出
発
し
て
、
こ
の
要
求
を
満
足
す
る
た
め
の
最
適
の
形
態
と
さ
れ
て
い
る
。

　
一
九
五
八
年
十
二
月
三
十
一
目
の
「
人
民
日
報
」
は
、
不
完
全
な
統
計
に

よ
れ
ば
、
現
在
全
国
の
県
お
よ
び
公
社
が
経
営
す
る
各
種
の
工
業
単
位
は
六

百
余
万
個
に
達
し
て
い
る
と
報
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
生
産
単
位
の
な
か
で

最
も
多
い
も
の
は
農
機
具
工
場
と
土
法
に
よ
る
化
学
肥
料
工
場
で
、
他
は
冶

金
、
石
炭
、
石
油
、
建
築
材
料
、
紡
織
、
食
糧
加
工
、
日
用
軽
工
業
品
、
食

品
工
業
等
の
工
場
な
ら
び
に
小
型
の
発
電
所
、
動
カ
所
等
で
あ
る
。
以
上
の

う
ち
、
冶
金
、
石
炭
、
石
油
、
建
築
材
料
お
よ
び
動
力
等
の
工
業
は
大
部
分
、

人
民
公
社
化
以
後
、
お
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
人
民
公
社
の
経
営
す
る
工

業
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
　
一
般
に
、
数
は
多
い
が
分
散
し
て
お
り
、
小
規
模
で
、

伝
統
的
な
技
術
を
採
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
か
よ
う
に
手
近
か
な
と
こ
ろ

（18）



よ
り
出
発
し
て
、
工
場
の
連
合
化
、
大
規
模
化
、
技
術
の
近
代
化
を
達
成
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
工
場
の
連
合
化
に
つ
い
て
は
山
東
省
細
面
県

（
一
県
一
社
で
あ
る
。
）
　
の
例
が
あ
る
。
こ
の
県
に
お
い
て
は
、
一
九
五
八

年
の
工
業
の
大
躍
進
以
来
、
合
計
一
万
三
干
余
個
の
工
業
生
産
単
位
を
作
っ

た
が
、
そ
の
後
、
．
生
産
発
展
の
必
要
に
も
と
づ
い
て
、
こ
れ
を
百
三
十
七
個

の
連
合
工
場
に
合
併
し
た
。
と
こ
ろ
が
人
民
公
社
化
以
後
に
お
い
て
は
、
さ

ら
に
一
歩
を
す
す
め
て
、
公
社
の
連
合
工
場
、
耕
作
区
の
連
合
工
場
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

生
産
隊
の
加
工
所
の
三
つ
に
連
合
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

　
武
昌
会
議
の
決
議
は
人
民
公
社
に
よ
る
工
業
と
農
業
の
同
時
発
展
を
求
め
、

か
つ
「
人
民
公
社
の
工
業
生
産
は
農
業
の
生
産
と
密
接
に
結
合
し
、
ま
ず
農

業
の
発
展
と
農
業
の
機
械
化
、
電
気
化
の
た
め
に
役
立
ち
、
同
時
に
社
員
の

日
常
生
活
の
需
要
を
満
足
す
る
た
め
に
役
立
た
ね
ぽ
な
ら
ず
、
ま
た
国
家
の

大
工
業
と
社
会
主
義
の
市
場
の
た
め
に
役
立
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」
　
と
指
摘
し

て
い
る
。

　
人
民
公
社
に
お
け
る
農
業
と
工
業
の
同
時
発
展
に
対
し
て
は
、
さ
ら
に
深

い
期
待
が
持
た
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
武
昌
会
議
の
決
議
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、

農
村
の
所
有
制
の
全
民
所
有
制
へ
の
移
行
を
促
進
す
る
こ
と
と
都
市
と
農
村

の
差
別
、
工
人
と
農
民
の
差
別
を
縮
小
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
な
お
、
人
民
公
社
に
よ
る
工
業
の
発
展
が
婦
人
の
家
庭
労
働
よ
り
の
解
放

を
促
が
し
た
側
面
の
あ
る
こ
と
を
附
記
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
山
東
省
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高
唐
県
人
民
公
社
の
計
算
に
よ
れ
ば
、
過
去
に
お
い
て
、
人
口
一
万
の
う
ち
、

製
粉
、
裁
縫
、
製
靴
等
の
家
庭
労
働
に
一
千
九
百
二
十
五
名
の
婦
人
の
労
働

を
必
要
と
し
た
が
、
工
業
を
お
こ
し
て
の
ち
は
、
糧
食
の
加
工
（
機
械
を
主

と
し
、
　
｝
部
手
工
）
に
八
十
人
を
用
い
、
製
靴
（
機
械
と
手
工
の
工
種
）
に

百
人
を
用
い
、
服
装
（
完
全
に
機
械
を
用
う
。
）
に
二
百
人
を
用
い
、
合
計

三
百
八
十
人
で
、
過
去
の
七
千
余
人
の
仕
事
を
代
替
し
て
し
ま
い
、
残
っ
た

労
働
力
は
そ
の
他
の
方
面
に
向
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

　
農
村
に
は
単
独
の
手
工
業
者
や
手
工
業
生
産
合
作
社
を
結
成
し
て
い
た
手

工
業
者
が
あ
っ
た
。
し
か
し
人
民
公
社
の
設
立
に
伴
い
、
こ
れ
ら
の
手
工
業

者
も
お
そ
か
れ
早
か
れ
人
民
公
社
の
経
営
す
る
工
場
に
参
加
す
る
こ
と
と
な

る
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
2
）
　
教
育
事
業
の
発
展

　
社
会
主
義
建
設
の
総
路
線
は
技
術
革
命
と
丈
化
革
命
の
積
極
的
推
進
を
打

ち
出
し
て
い
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
教
育
の
側
面
に
お
い
て
は
、
全
党
全

民
に
よ
る
教
育
の
遂
行
、
教
育
の
政
治
な
い
し
無
産
階
級
へ
の
奉
仕
、
教
育

と
生
産
労
働
の
結
合
が
強
く
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
人
民
公
社
は

か
よ
う
な
教
育
上
の
任
務
を
遂
行
す
る
適
切
な
一
形
態
と
見
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
武
昌
会
議
の
決
議
は
「
公
社
は
さ
ら
に
責
任
を
も
つ
て
小
学
、
中
学
お
よ

び
成
人
教
育
を
適
切
に
経
営
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
全
国
の
農
村
に
お
い
て
、
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小
学
教
育
を
普
及
し
、
全
日
制
の
中
学
と
半
日
制
の
農
業
中
学
あ
る
い
は
そ

の
他
の
中
等
職
業
学
校
を
適
切
に
経
営
し
、
漸
次
に
中
等
教
育
の
普
及
を
達

成
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
し
と
指
示
し
て
い
る
。

　
江
蘇
、
河
南
、
湖
北
、
四
川
等
の
省
の
一
部
の
公
社
の
材
料
か
ら
見
る
と
、

人
民
公
社
は
一
般
に
公
社
の
管
理
委
員
会
、
作
業
区
あ
る
い
は
大
隊
、
生
産

隊
の
三
級
が
そ
れ
ぞ
れ
学
校
を
経
営
し
て
い
る
。
学
校
経
営
の
形
式
に
は
全

日
制
の
学
校
、
半
工
半
読
な
い
し
半
丁
半
読
の
学
校
（
一
面
仕
事
を
し
一
面

勉
強
す
る
学
校
）
、
業
余
学
校
（
補
習
学
校
）
の
三
種
が
あ
る
。
公
社
の
業

余
学
校
に
は
四
つ
の
コ
ー
ス
が
あ
る
。
一
は
業
余
文
化
技
術
学
校
（
丈
盲
状

態
を
離
脱
し
た
大
衆
が
学
習
す
る
。
）
、
二
は
業
余
師
範
（
教
師
を
培
養
す

る
。
）
、
三
は
紅
専
学
校
（
幹
部
の
「
紅
」
－
共
産
主
義
的
自
覚
一
と
「
専
」

一
業
務
上
の
専
門
的
知
識
一
を
深
め
る
。
）
、
四
は
専
業
学
校
（
各
種
の
技
術

人
材
を
養
成
す
る
。
）
で
あ
る
。
公
社
は
一
般
に
託
児
所
、
幼
稚
園
、
小
学
、

中
学
を
一
体
と
し
て
経
営
し
て
い
る
。
江
蘇
省
轟
轟
県
の
楊
庄
人
民
公
社
で

は
幼
稚
園
か
ら
大
学
ま
で
の
教
育
体
系
と
業
余
教
育
体
系
を
持
っ
て
い
る
。

人
民
公
社
が
成
立
す
る
や
、
多
数
の
公
立
学
校
が
人
民
公
社
の
管
理
に
帰
せ

し
め
ら
れ
、
そ
の
地
方
の
全
部
の
学
校
が
統
一
的
、
合
理
的
に
経
営
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
人
民
公
社
の
も
と
に
お
い
て
は
、
教
育
と
生
産
労
働

が
適
切
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
と
く
に
強
調
す
べ
き
は
党
の
教
育
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

す
る
領
導
が
強
化
せ
ら
れ
た
点
で
あ
る
。

　
人
民
公
社
に
よ
る
教
育
の
普
及
に
は
も
と
よ
り
い
ろ
い
ろ
な
ね
ら
い
が
あ

る
が
、
と
く
に
、
大
衆
に
対
す
る
共
産
主
義
的
道
徳
の
普
及
と
そ
の
向
上
、

さ
ら
に
は
、
頭
脳
労
働
と
体
力
労
働
の
差
別
の
縮
小
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
　
（
3
）
　
集
団
福
利
事
業
の
経
営

　
全
国
の
農
村
の
人
民
公
社
に
お
い
て
は
、
共
同
食
堂
（
原
語
i
「
公
共
食

堂
」
）
、
託
児
所
、
幼
稚
園
（
原
語
一
「
幼
児
園
」
）
、
養
老
院
（
原
語
一
「
幸

福
院
」
叉
は
「
敬
老
院
」
）
等
の
集
団
福
利
事
業
を
営
ん
で
い
る
。
人
民
公

社
が
「
生
産
の
組
織
者
」
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
「
生
活
の
組
織
者
」
で
あ
る

と
せ
ら
れ
る
一
面
が
こ
こ
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
一
九
五
八
年
十
二
月
三
十

一
日
の
「
人
民
日
報
」
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
全
国
の
農
村
の
公
社
が
設
け
て

い
る
共
同
食
堂
は
二
百
六
＋
五
万
余
個
、
託
児
所
、
幼
稚
園
は
四
百
七
十
五

万
余
塵
、
養
老
院
は
十
万
余
個
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
組
織
は
婦
人
を
家
庭
労

働
か
ら
解
放
し
、
一
般
労
働
力
利
用
の
効
率
を
高
め
た
の
み
な
ら
ず
、
従
前

に
お
い
て
は
顧
み
ら
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
貧
苦
の
家
庭
の
児
童

や
寄
辺
の
な
い
老
人
に
対
し
て
も
快
適
な
毎
日
を
保
証
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

特
に
強
調
す
べ
き
は
一
九
五
八
年
の
豊
作
を
基
礎
と
し
て
、
多
く
の
共
同
食

堂
に
お
い
て
「
吃
飯
不
要
銭
」
（
食
事
無
料
）
を
実
行
す
る
に
い
た
っ
た
こ

と
で
あ
る
。

　
人
民
公
社
と
言
え
ば
共
同
食
堂
を
連
想
す
る
ほ
ど
共
同
食
堂
は
人
民
公
社

（20）



の
重
要
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
い
ま
一
、
二
の
資
料
に
よ
っ
て
、
共
同
食

堂
運
営
の
概
要
を
う
か
が
え
ば
左
の
よ
う
で
あ
る
。

　
河
南
全
省
に
は
二
十
六
万
余
個
の
共
同
食
堂
が
あ
る
が
、
そ
の
六
〇
％
の

共
同
食
堂
は
専
門
に
幼
児
の
食
堂
と
老
人
の
食
堂
　
（
「
幸
福
食
堂
」
と
呼
ん

で
い
る
。
）
を
附
設
し
て
い
る
。
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
で
も
老
人
と
小
児
の

た
め
に
専
用
の
料
理
場
を
設
け
て
い
る
。
か
よ
う
に
し
て
、
老
人
向
の
食
事
、

小
児
向
の
食
事
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　
全
省
の
九
〇
％
以
上
の
共
同
食
堂
に
は
専
ら
妊
婦
、
病
人
お
よ
び
来
客
用

の
料
理
場
を
設
け
、
食
堂
は
で
き
る
だ
け
こ
れ
ら
の
人
々
の
特
殊
の
需
要
を

満
足
さ
せ
る
こ
と
に
つ
と
め
て
い
る
。
例
え
ば
妊
婦
の
た
め
に
酸
味
と
甘
味

の
あ
る
料
理
を
用
意
し
、
病
人
に
は
全
部
に
鶏
卵
を
供
し
、
来
客
の
た
め
に

は
料
理
を
増
加
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
産
婦
に
対
す
る
配
慮
は
と
く
に
厚

く
、
各
人
民
公
社
の
産
院
に
は
産
婦
の
た
め
の
料
理
場
を
設
け
て
お
り
、
入

院
期
間
中
は
公
社
は
一
定
数
量
の
鶏
卵
と
砂
糖
を
配
給
し
て
い
る
。
以
上
、

特
殊
の
需
要
の
あ
る
者
に
対
し
て
は
、
材
料
を
家
に
持
ち
帰
っ
て
自
か
ら
料

理
す
る
こ
と
を
許
し
て
お
り
、
ま
た
社
員
が
自
か
ら
お
か
ず
を
持
っ
て
き
て

食
堂
で
食
事
を
す
る
こ
と
を
許
し
て
い
る
。

　
食
堂
の
な
か
に
は
小
食
部
、
小
売
部
、
五
味
台
お
よ
び
加
工
部
が
設
け
ら

れ
て
お
り
、
社
員
の
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
て
い
る
。
小
食
部
と
小
売
部
は
各

種
の
塩
漬
に
し
た
野
菜
、
塩
漬
卵
や
河
南
人
が
好
ん
で
食
べ
る
酸
菜
（
白
菜

　
　
　
中
国
人
民
公
社
序
説

に
熱
湯
を
か
け
密
封
し
て
醸
酵
さ
せ
た
漬
物
）
や
唐
辛
子
等
を
売
っ
て
い
る
。

五
味
台
の
上
に
は
塩
、
酷
、
唐
辛
子
を
か
け
た
う
ど
ん
、
に
ん
に
く
の
汁
お

よ
び
五
香
麺
（
一
種
の
う
ど
ん
）
が
お
い
て
あ
る
。
加
工
部
は
社
員
の
た
め

に
各
種
の
料
理
の
加
工
を
引
受
け
て
い
る
。
例
え
ば
社
員
が
二
個
の
鶏
卵
、

一
羽
の
鶏
、
一
匹
の
魚
、
一
た
ば
の
野
菜
を
加
工
部
に
お
く
り
、
若
干
の
加

工
費
を
お
さ
め
さ
え
ず
れ
ば
、
美
味
な
料
理
を
口
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

か
よ
う
な
制
度
を
利
用
し
て
、
一
家
団
ら
ん
の
昼
食
を
と
る
者
も
あ
る
。

　
右
の
事
例
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
老
人
、
子
供
、
妊
婦
、
産
婦
、

病
人
、
来
客
に
は
食
堂
の
側
で
特
殊
の
配
慮
を
行
う
と
と
も
に
、
一
般
の
人

々
の
多
様
な
、
需
要
を
一
応
満
足
さ
せ
る
た
め
に
は
、
各
人
の
貨
幣
の
支
出
を

促
す
制
度
が
並
用
さ
れ
て
い
る
。

　
山
東
省
長
清
県
の
万
徳
人
民
公
社
に
お
い
て
は
、
社
員
の
要
求
に
も
と
づ

き
、
公
社
の
党
委
員
会
が
共
同
食
堂
の
改
善
問
題
を
取
上
げ
る
よ
う
に
な
り
、

社
員
の
自
由
な
希
望
意
見
の
発
表
、
党
委
員
会
の
幾
度
か
の
研
究
を
経
て
、

集
団
的
な
生
産
と
生
活
に
有
利
で
あ
る
と
い
う
前
提
の
も
と
に
、
若
干
の
原

則
と
制
度
を
定
め
た
。
す
な
わ
ち
全
社
の
百
五
十
四
力
処
の
共
同
食
堂
は

「
よ
く
煮
た
物
を
食
べ
、
熱
い
物
を
食
べ
、
腹
一
ぱ
い
食
べ
、
う
ま
い
物
を

食
べ
る
」
と
い
う
原
則
に
も
と
づ
い
て
、
個
人
の
自
由
に
対
し
て
左
の
よ
う

な
若
干
の
伸
縮
性
の
あ
る
規
定
を
設
け
た
。
す
な
わ
ち
、
共
同
食
堂
は
で
き

る
だ
け
一
家
に
一
つ
の
テ
ー
ブ
ル
を
つ
く
る
よ
う
に
し
、
あ
る
い
は
自
由
に

（21）



　
　
　
中
国
人
民
公
社
序
説

テ
ー
ブ
ル
を
結
合
し
て
食
事
を
す
る
よ
う
に
す
る
。
二
、
浪
費
を
防
止
す
る

と
い
う
条
件
の
も
と
に
お
い
て
、
社
員
が
食
堂
で
食
事
を
す
る
こ
と
を
希
望

し
な
け
れ
ば
家
に
帰
っ
て
食
事
を
し
て
さ
し
つ
か
え
な
い
。
三
、
雨
天
、
休

日
の
会
食
の
お
り
、
あ
る
い
は
家
に
老
人
、
子
供
、
妊
婦
、
産
婦
が
あ
る
時

に
は
、
食
堂
か
ら
糧
食
と
野
菜
を
受
取
っ
て
、
家
に
持
っ
て
行
っ
て
自
か
ら

食
事
を
作
っ
て
よ
ろ
し
い
。
四
、
食
堂
は
社
員
に
五
〇
％
の
食
用
油
と
一
部

の
野
菜
を
分
給
し
、
社
員
が
自
か
ら
お
か
ず
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
五
、

社
員
の
家
に
親
し
い
友
人
が
訪
れ
た
と
き
に
は
、
食
堂
は
来
客
用
の
食
事
を

つ
く
っ
て
接
待
す
る
こ
と
が
で
き
、
あ
る
い
は
ま
た
油
、
食
糧
、
野
菜
を
家

に
持
ち
帰
っ
て
自
か
ら
食
事
を
つ
く
っ
て
来
客
を
接
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
、
養
老
院
、
産
院
、
託
児
所
、
幼
稚
園
に
ば
別
に
料
理
場
を
作
る
こ
と
が

で
き
る
。
七
、
各
公
共
食
堂
に
は
現
金
取
引
の
小
売
部
を
普
遍
的
に
設
け
、

比
較
的
に
上
等
な
食
料
品
、
お
か
ず
、
調
味
料
、
煙
草
、
酒
、
菓
子
、
茶
の

葉
等
を
小
売
し
、
社
員
の
需
要
を
満
足
さ
せ
る
。

　
こ
の
公
社
は
共
同
食
堂
の
成
立
と
同
時
に
四
つ
の
物
を
保
留
し
た
。
　
（
こ

れ
を
「
四
保
留
」
と
い
う
。
）
す
な
わ
ち
社
員
の
家
の
鍋
や
竈
を
保
留
し
て
、

社
員
が
集
団
食
堂
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
家
で
食
べ
た
い
物
を
つ
く
り
、

親
し
い
友
人
を
招
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
市
場
を
保
留
し
て
、

社
員
が
各
種
の
生
活
資
料
を
交
換
す
る
の
に
便
し
た
。
一
般
の
料
理
屋
、
酒

場
、
茶
を
の
む
茶
店
を
保
留
し
て
、
通
過
す
る
旅
客
や
社
員
の
需
要
に
供
し

た
。
十
余
ケ
所
の
酒
二
面
、
製
菓
工
場
、
醤
油
醸
造
所
、
搾
油
所
、
製
粉
所

等
各
種
の
仕
事
場
を
保
存
し
て
、
各
種
の
副
食
品
を
大
量
に
生
産
し
て
、
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

売
部
に
供
給
し
て
小
売
さ
せ
た
。

　
右
の
事
例
は
、
「
四
保
留
」
を
の
ぞ
き
、
そ
の
他
の
諸
点
に
つ
い
て
は
、
改

善
策
実
施
前
に
は
こ
こ
に
記
し
た
こ
と
と
反
対
の
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
共
同
食
堂
に
お
い
て
は
、
如
何
な
る
程
度
の
食
事
が
提
供
さ
れ
て
い
る
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
彼
の
地
の
新
聞
に
献
立
表
な
ど
も
散
見
さ
れ
る
が
、

一
般
の
農
民
か
ら
み
れ
ば
か
な
り
上
等
な
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
広
東
省
の

事
例
で
は
毎
日
、
三
回
、
無
料
で
、
普
通
の
白
米
の
飯
を
満
腹
す
る
程
食
べ

さ
せ
る
方
針
を
と
っ
て
お
り
、
そ
の
場
合
に
、
一
人
あ
た
り
毎
日
平
均
三
十

斤
の
米
で
十
分
で
あ
る
と
い
う
。
五
八
年
十
一
月
二
十
四
日
、
中
共
広
東
省

委
員
会
が
発
し
た
指
示
に
よ
れ
ば
、
十
二
月
中
旬
ま
で
に
野
菜
は
一
人
あ
た

り
毎
日
二
斤
を
供
し
、
肉
類
は
一
人
あ
た
り
毎
月
、
三
回
あ
る
い
は
三
回
以

上
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
要
求
し
、
明
年
（
五
九
年
）
の
下
半
年

以
降
に
は
一
人
あ
た
り
毎
日
二
両
な
い
し
六
両
（
一
両
は
日
本
の
約
十
匁
）

の
肉
を
食
べ
る
こ
と
が
で
ぎ
る
よ
う
に
せ
よ
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
見
れ

ば
、
野
菜
や
肉
の
摂
取
は
未
だ
十
分
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
が
、
米
飯
を
腹

一
杯
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
こ

れ
は
ひ
と
え
に
一
九
五
八
年
の
食
糧
の
増
産
に
負
う
て
お
り
、
広
東
省
に
お

（22）



い
て
は
一
人
あ
た
り
約
一
千
七
百
斤
の
食
糧
を
保
有
し
う
る
に
い
た
っ
て
い

る
。
過
去
に
お
い
て
は
、
広
東
省
人
は
白
米
の
ほ
か
雑
糧
を
食
べ
、
普
通
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

白
米
の
飯
の
ほ
か
に
、
か
ゆ
を
食
べ
て
ぎ
た
も
の
で
あ
る
。

　
養
老
院
は
主
と
し
て
身
寄
り
の
な
い
老
年
の
社
員
や
傷
疲
軍
人
の
入
院
の

た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
男
子
六
十
五
才
以
上
、
女
子
六

十
才
以
上
の
杜
員
は
た
と
い
子
女
の
扶
養
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ

っ
て
も
入
院
す
る
権
利
を
持
っ
て
い
る
。
後
者
に
属
す
る
老
人
が
入
院
し
た

場
合
に
は
、
随
時
、
家
に
帰
っ
て
、
子
供
や
孫
と
団
ら
ん
す
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
子
供
や
孫
は
養
老
院
に
老
人
を
訪
れ
て
そ
の
責
任
を
つ
く
す
こ
と
も
で

き
る
。
養
老
院
の
目
的
は
老
人
を
し
て
安
静
に
し
て
快
適
な
環
境
の
う
ち
に

そ
の
幸
福
な
晩
年
を
過
さ
せ
る
に
あ
る
。
養
老
院
は
老
人
の
た
め
に
衣
食
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

を
は
じ
め
医
療
、
喪
葬
を
引
受
け
て
い
る
。

　
と
も
あ
れ
、
今
や
、
中
国
に
お
い
て
は
、
人
民
公
社
を
通
じ
て
、
「
揺
藍
か

ら
墓
場
ま
で
」
の
生
活
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
生
活
の
集
団
化
に
と
も
な
い
、
中
国
国
内
に
お
い
て
も
「
家
庭
」
が
あ
る

の
か
ど
う
か
、
夫
婦
や
親
子
の
愛
情
が
薄
く
な
る
の
で
は
な
い
か
な
ど
の
疑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

問
が
生
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
一
つ
の
解
答
は
生
活
の

集
団
化
に
よ
っ
て
婦
人
が
家
庭
の
労
働
か
ら
解
放
さ
れ
た
こ
と
が
、
女
子
を

し
て
真
に
男
子
と
対
等
な
ら
し
め
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
こ
と
が
社
会
的
地

位
や
財
力
に
支
配
さ
れ
た
従
前
の
夫
婦
関
係
や
家
父
長
専
制
の
旧
い
家
庭
を

　
　
　
　
中
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至
純
至
情
の
愛
情
で
結
び
つ
け
ら
れ
た
新
ら
し
い
夫
婦
関
係
や
新
ら
し
い
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

庭
を
生
む
の
で
あ
る
と
な
す
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

　
以
上
の
ほ
か
人
民
公
社
の
事
業
の
う
ち
、
特
に
論
じ
て
お
く
べ
き
も
の
は

国
家
の
財
政
、
貿
易
、
金
融
業
務
の
遂
行
、
軍
事
上
の
業
務
、
政
治
上
の
業

務
等
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
問
題
の
性
質
に
し
た
が
っ
て
、
別
に
項
を
設
け

て
こ
れ
を
論
ず
る
。

　
　
（
四
）
　
人
民
公
社
の
管
理
機
構

　
人
民
公
社
の
管
理
機
構
の
一
斑
は
左
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
一
、
社
員
代
表
大
会
－
公
社
の
最
高
管
理
機
関
で
あ
っ
て
、
公
社
の
重

大
な
問
題
が
こ
こ
で
討
議
さ
れ
、
決
定
さ
れ
る
。
社
員
代
表
大
会
に
は
各
生

産
隊
お
よ
び
各
方
面
（
例
え
ば
婦
人
、
青
年
、
老
人
、
文
化
・
教
育
関
係
者
、

医
務
関
係
者
、
科
学
技
術
関
係
者
、
工
業
関
係
者
、
商
業
関
係
者
、
少
数
民

族
な
ど
。
）
の
代
表
的
入
物
が
含
ま
れ
る
。

　
二
、
管
理
委
員
会
　
　
社
員
代
表
大
会
に
よ
っ
て
選
挙
さ
れ
、
社
務
を
管

理
す
る
。
管
理
委
員
会
は
社
長
一
名
、
副
社
長
若
干
名
、
委
員
若
干
名
を
も

つ
て
構
成
し
、
そ
の
下
に
若
干
の
部
あ
る
い
は
委
員
会
を
設
け
て
そ
れ
ぞ
れ

関
係
事
務
を
分
担
す
る
。
管
理
委
員
会
は
常
務
委
員
を
選
出
し
て
日
常
の
事

務
を
処
理
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
三
、
監
察
委
員
会
　
　
社
員
代
表
大
会
に
よ
っ
て
選
挙
さ
れ
、
社
務
を
監

察
す
る
。
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以
上
の
社
員
代
表
大
会
、
管
理
委
員
会
お
よ
び
監
察
委
員
会
の
任
期
は
い

ず
れ
も
二
年
で
あ
る
。

　
四
、
生
産
大
隊
と
生
産
隊

　
人
民
公
社
の
生
産
組
織
は
管
理
委
員
会
の
も
と
に
、
ま
ず
い
く
つ
か
の
生

産
大
隊
（
管
理
区
と
も
い
う
。
）
に
分
け
ら
れ
、
生
産
大
隊
は
さ
ら
に
幾
つ

か
の
生
産
隊
に
分
け
ら
れ
て
、
「
統
一
領
導
と
分
級
管
理
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。

生
産
大
隊
は
生
産
を
管
理
し
、
独
立
採
算
制
を
採
る
単
位
で
あ
っ
て
、
損
益

は
公
社
が
一
括
し
て
処
理
す
る
。
生
産
隊
は
労
働
を
組
織
す
る
基
本
単
位
で

あ
る
。
農
業
の
機
械
化
が
実
現
し
た
と
き
に
は
生
産
大
隊
毎
に
ト
ラ
ク
タ
ー

隊
を
つ
く
る
。
工
場
、
鉱
山
、
留
場
、
牧
場
な
ど
の
う
ち
、
比
較
的
に
規
模

の
大
き
な
も
の
は
公
社
が
直
接
に
管
理
し
、
比
較
的
に
規
模
の
小
さ
い
も
の

は
生
産
大
隊
に
管
理
を
ま
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
小
型
の
機
械
や
設
備
は

生
産
隊
に
管
理
を
ま
か
せ
て
も
よ
い
。

　
大
隊
に
は
社
員
代
表
会
議
を
設
け
、
そ
の
大
隊
の
社
員
代
表
大
会
代
表
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
大
隊
の
社
員
代
表
会
議
は
大
隊
長
一
名
、
副
大
隊
若

干
名
、
委
員
若
干
名
を
選
出
し
て
大
隊
管
理
委
員
会
を
組
織
し
、
監
察
主
任

一
名
、
副
主
任
若
干
名
、
委
員
若
干
名
を
選
出
し
て
監
察
委
員
会
を
組
織
す

る
。
そ
の
任
期
は
い
ず
れ
も
一
年
と
す
る
。
生
産
隊
は
隊
社
員
大
会
が
隊
長

一
名
、
副
隊
長
若
干
名
を
選
出
し
て
組
織
し
た
隊
務
委
員
会
に
よ
っ
て
活
動

を
指
導
さ
れ
る
。

　
公
社
の
管
理
機
構
に
つ
い
て
は
、
簡
素
化
を
励
行
し
、
管
理
人
員
全
員
の

賃
金
が
全
社
の
賃
金
総
額
の
一
％
を
こ
え
て
は
な
ら
な
い
。

　
公
社
は
民
主
的
管
理
を
実
施
す
る
。

　
以
上
は
衛
星
公
社
定
款
第
十
二
条
、
第
十
三
条
、
第
十
四
条
、
第
二
十
四

条
に
よ
っ
て
、
人
民
公
社
の
管
理
機
構
を
概
説
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
管
理
委
員
会
↓
生
産
大
隊
↓
生
産
隊
と
い
う
生
産
管
理
の
組
織
は
大
体
上
、

一
二
一
社
の
場
合
を
前
提
し
て
い
る
。
全
県
に
あ
っ
た
数
個
の
人
民
公
社
が

合
併
し
て
一
丸
一
社
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
従
前
の
人
民
公
社
を
「
戦
区
」

と
呼
ん
で
い
る
事
例
が
あ
る
。
例
え
ば
山
東
省
高
唐
県
人
民
公
社
に
お
け
る

が
如
く
で
あ
る
。
黒
竜
江
省
肇
源
県
人
民
公
社
の
場
合
に
は
、
県
を
分
け
て

十
五
個
の
「
作
業
区
」
と
し
、
作
業
区
を
生
産
大
隊
に
分
げ
、
生
産
大
隊
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

生
産
小
隊
に
分
け
て
い
る
。

　
一
九
五
八
年
十
二
月
末
か
ら
五
九
年
一
月
初
め
に
か
け
て
蘇
州
に
お
い
て

開
か
れ
た
江
蘇
省
公
社
経
営
管
理
会
議
は
管
理
区
（
生
産
大
隊
）
は
五
百
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

前
後
、
生
産
隊
は
五
十
戸
前
後
を
適
当
と
す
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
若
し
人
民
公
社
が
純
粋
に
農
業
生
産
の
た
め
の
集
団
組
織
で
あ
る
な
ら
ば
、

人
民
公
社
の
管
理
組
織
に
関
す
る
説
明
は
以
上
を
も
つ
て
終
え
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
現
実
に
は
か
よ
う
な
管
理
組
織
に
対
し
、
行
政
組
織
、

党
組
織
、
軍
事
組
織
が
結
合
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
人
民
公

社
の
一
つ
の
重
要
な
特
徴
を
看
取
し
う
る
の
で
あ
る
。
以
下
こ
の
点
に
つ
い
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て
考
察
す
る
。

　
　
（
1
）
政
社
の
合
一

　
人
民
公
社
が
一
郷
（
あ
る
い
は
一
期
）
に
一
社
で
、
し
か
も
、
経
済
、
文

化
、
軍
事
を
も
営
む
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
郷
（
あ
る
い
は
県
）
の
行
政
と

公
社
の
経
営
を
二
本
建
と
す
る
必
要
が
な
い
の
で
、
こ
こ
に
政
社
の
合
一
が

実
行
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
郷
人
民
代
表
大
会
の
代
表
は
公
社
の
社

員
代
表
大
会
を
か
ね
、
郷
人
民
委
員
会
の
委
員
は
公
社
の
管
理
委
員
会
の
委

員
を
か
ね
、
郷
長
は
社
長
を
か
ね
、
副
郷
長
は
副
社
長
を
か
ね
、
公
社
の
管

理
委
員
会
の
事
務
機
構
は
郷
人
民
委
員
会
の
事
務
機
構
を
か
ね
る
の
で
あ
る

（
衛
星
公
社
定
款
第
十
一
条
参
照
）
。
か
よ
う
に
し
て
い
ゆ
る
「
基
層
経
済

組
織
と
基
層
政
権
組
織
の
結
合
」
が
見
ら
れ
、
ま
た
武
昌
会
議
が
「
人
民
公

社
は
わ
が
国
社
会
主
義
社
会
機
構
の
工
農
商
挙
兵
相
結
合
の
基
層
単
位
で
あ

り
、
同
時
に
ま
た
社
会
主
義
政
権
組
織
の
基
層
単
位
で
あ
る
。
」
　
と
規
定
し

て
い
る
ゆ
え
ん
を
知
る
の
で
あ
る
。
申
国
の
旧
い
社
会
に
お
い
て
は
、
国
家

に
よ
る
直
接
統
治
は
県
ま
で
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
郷
村
は
自
治
に
ま
か
せ

ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
思
え
ば
、
前
記
の
よ
う
な
政
社
の
合
一
は
中
国
社
会

経
済
史
上
の
一
大
変
革
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
（
2
）
党
と
の
結
合

　
北
戴
河
会
議
の
決
議
は
「
頭
並
の
合
一
を
実
行
す
る
を
要
し
、
郷
の
党
委

員
会
は
公
社
の
党
委
員
会
を
か
ね
、
郷
人
民
委
員
会
は
社
務
委
員
会
を
か
ね
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る
」
と
述
べ
て
い
る
。
郷
の
党
委
員
套
が
公
社
の
党
委
員
会
を
か
ね
る
の
は

党
の
公
社
に
対
す
る
領
導
を
強
化
す
る
た
め
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、

公
社
に
は
党
は
不
必
要
で
あ
り
、
か
く
し
て
こ
そ
「
党
社
の
合
一
」
が
実
行

し
え
ら
れ
る
と
主
張
す
る
者
が
あ
ら
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
武
昌
会

議
の
決
議
は
「
人
民
公
社
の
適
正
経
営
の
根
本
問
題
は
党
の
領
導
を
強
化
す

る
こ
と
に
あ
る
。
」
と
し
て
か
よ
う
な
見
解
に
批
判
を
加
え
て
い
る
。
な
お
、

中
共
河
北
省
委
員
会
の
「
人
民
公
社
設
立
に
関
す
る
指
示
」
は
人
民
公
社
に

お
け
る
党
お
よ
び
民
主
団
体
の
機
構
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
「
人
民
公
社
（
郷
）
に
は
党
委
員
会
を
設
け
る
。
生
産
大
隊
あ
る

い
は
生
産
隊
は
党
員
の
多
少
に
も
と
づ
い
て
、
総
支
部
あ
る
い
は
支
部
を
設

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
共
産
主
義
青
年
団
の
組
織
は
党
委
員
会
の
組
織
機
構

に
し
た
が
っ
て
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
社
に
は
重
代
会
と
婦
連
会
を
設

け
る
。
公
社
（
郷
）
に
は
武
装
部
を
設
け
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
党
委
員
会
の

　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

軍
事
部
で
あ
る
。
」
と
。

　
　
（
3
）
　
民
兵
組
織
と
の
結
合

　
自
由
会
議
の
決
議
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
人
民
公
社
の
各
級
の
生
産
組

織
の
な
か
に
は
、
各
級
に
応
じ
て
民
兵
組
織
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し

民
兵
の
組
織
と
生
産
の
組
織
と
は
そ
の
領
導
機
構
が
二
重
に
な
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
各
級
の
民
兵
組
織
の
指
揮
者
で
あ
る
団
長
、
営
長
、
細
長
等
は
原

則
と
し
て
公
社
の
主
任
、
管
理
区
主
任
（
大
隊
長
）
、
隊
長
等
が
兼
任
し
な
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（
2
1
）

い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
民
兵
は
必
要
に
応
じ
て
武
器
の
配
備
を
受
け
る
が
、

そ
の
武
器
は
地
方
が
自
営
す
る
兵
器
廠
で
生
産
さ
れ
る
。
民
兵
に
二
種
類
あ

る
。
一
は
基
幹
民
兵
で
、
規
定
の
時
間
に
し
た
が
っ
て
軍
事
訓
練
を
受
け
る

も
の
で
あ
る
。
他
は
普
通
の
民
兵
で
、
労
働
の
あ
い
だ
に
ひ
ま
を
見
て
適
当

な
訓
練
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
一
朝
有
事
の
場
合
に
全
民
皆
兵

を
実
現
す
る
準
備
を
と
と
の
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
既
に
申
国
に
は
六
百
八

十
万
の
退
役
復
員
軍
人
が
あ
り
、
そ
れ
が
民
兵
組
織
中
の
指
導
者
と
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　
　
（
4
）
　
労
働
組
織
の
軍
事
化

　
人
民
公
社
所
属
の
労
働
に
対
し
て
は
、
「
組
織
の
軍
事
化
、
行
動
の
戦
闘
化

お
よ
び
生
活
の
集
団
化
」
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
農
民
自
身
が
打
ち

出
し
た
ス
p
ー
ガ
ン
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
雑
誌
「
紅
旗
」
の
社
説
は

「
組
織
の
軍
事
化
」
を
解
説
し
て
い
わ
く
、
「
い
わ
ゆ
る
組
織
の
軍
事
化
と
は

か
れ
ら
が
本
式
に
兵
営
を
つ
く
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
し
、

さ
ら
に
か
れ
ら
自
か
ら
が
将
校
に
お
さ
ま
り
か
え
っ
た
と
い
う
の
で
も
な
い
。

そ
れ
は
た
だ
農
業
の
急
速
な
発
展
が
か
れ
ら
に
対
し
大
々
的
に
自
己
の
組
織

性
を
強
化
す
る
こ
と
を
要
求
し
、
か
れ
ら
に
対
し
労
働
中
に
お
い
て
行
動
に

さ
ら
に
迅
速
さ
を
加
え
、
さ
ら
に
紀
律
と
効
率
を
有
す
る
こ
と
を
求
め
、
さ

ら
に
広
汎
な
範
囲
に
お
い
て
自
由
に
調
節
し
、
移
動
さ
せ
う
る
こ
と
工
場
の

労
働
者
と
同
様
で
あ
り
、
部
隊
の
兵
士
と
同
様
で
あ
る
こ
と
を
求
め
て
い
る

の
で
あ
る
。
し
と
。
ま
た
い
わ
く
、
「
現
在
の
農
業
労
働
に
お
け
る
組
織
の
軍

事
化
は
人
間
の
敵
に
対
す
る
も
の
で
は
決
し
て
な
く
、
自
然
界
に
対
し
て
闘

争
を
行
う
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
両
軸
不
同
の
闘
争
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

に
お
い
て
、
相
互
に
転
変
す
る
こ
と
は
決
し
て
難
事
で
は
な
い
。
」
と
。
武

昌
会
議
の
決
議
も
「
い
わ
ゆ
る
組
織
の
軍
事
化
は
組
織
の
工
場
化
に
ほ
か
な

ら
ず
、
公
社
の
労
働
組
織
が
あ
だ
か
も
工
場
の
よ
う
に
、
軍
隊
の
よ
う
に
組

織
が
あ
り
、
規
律
が
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
ず
、
こ
れ

は
大
規
模
の
農
業
生
産
が
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
、
さ
ら
に

一
歩
を
す
す
め
て
、
人
民
公
社
の
労
働
組
織
の
性
格
を
「
社
会
主
義
的
民
主

集
中
制
の
農
業
産
業
軍
」
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
の
所
論
に
よ
れ
ば
、

大
規
模
な
農
業
生
産
の
隊
伍
は
大
規
模
な
工
業
生
産
の
隊
伍
と
同
様
に
ひ
と

つ
の
産
業
軍
で
あ
る
が
、
産
業
軍
に
も
色
々
あ
り
、
そ
の
一
は
「
近
代
的
産

業
軍
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
資
産
階
級
の
組
織
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
つ
の

工
場
は
一
つ
の
兵
営
に
等
し
く
、
労
働
者
が
機
械
の
前
に
立
つ
や
、
そ
の
紀

律
の
厳
格
な
こ
と
、
軍
隊
に
劣
ら
な
い
。
そ
の
二
は
「
社
会
主
義
社
会
の
工

業
産
業
軍
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
工
人
階
級
と
い
う
一
つ
の
階
級
の
産
業
軍

で
あ
っ
て
、
剰
余
価
値
を
搾
取
す
る
資
本
家
を
打
ち
お
と
し
て
、
工
人
階
級

内
部
に
お
い
て
、
生
気
濃
刺
と
し
た
自
主
自
願
の
民
主
集
中
制
を
実
行
し
て

い
る
。
か
よ
う
な
制
度
を
農
村
に
応
用
し
て
、
建
立
さ
れ
た
も
の
が
第
三
の

産
業
面
　
　
地
主
、
富
農
の
搾
取
の
な
い
ま
た
小
生
産
状
態
を
も
脱
離
し
た
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社
会
主
義
の
民
主
集
中
制
の
農
業
産
業
軍
で
あ
り
、
こ
れ
が
人
民
公
社
の
労

働
組
織
の
性
格
で
あ
る
と
な
す
の
で
あ
る
。

　
組
織
の
軍
事
化
、
行
動
の
戦
闘
化
は
往
々
に
し
て
上
部
か
ら
の
命
令
主
義

の
弊
害
を
生
ん
だ
。
そ
こ
で
「
管
理
の
民
主
化
」
が
と
く
に
叫
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
組
織
の
軍
事
化
、
行
動
の
戦
闘
化
、
生
活
の
集
団
化
お
よ
び
管

理
の
民
主
化
の
曝
者
を
あ
わ
せ
て
「
四
化
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　
農
業
労
働
組
織
の
軍
事
化
は
さ
き
に
の
べ
た
民
兵
組
織
と
相
合
体
し
て
、

い
わ
ゆ
る
「
工
農
兵
相
結
合
し
た
労
働
制
度
」
を
生
む
に
い
た
っ
た
。
趙
漢

氏
に
よ
れ
ば
、
人
民
公
社
が
実
行
す
る
「
工
農
兵
相
結
合
し
た
労
働
制
度
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

の
主
た
る
内
容
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

　
一
、
一
切
の
労
働
能
力
あ
る
者
が
労
働
に
参
加
す
る
。

　
二
、
公
社
営
の
学
校
が
労
働
と
教
育
の
相
結
合
し
た
制
度
を
実
行
す
る
。

　
三
、
公
社
の
社
員
が
す
で
に
農
民
で
あ
り
ま
た
工
人
で
あ
り
、
あ
る
い
は

輪
換
の
方
法
を
と
り
あ
る
い
は
専
業
の
方
法
を
採
用
す
る
。

　
四
、
公
社
の
幹
部
も
一
律
に
体
力
労
働
に
参
加
す
る
。

　
五
、
労
働
組
織
と
民
兵
組
織
と
が
相
結
合
し
て
全
民
皆
兵
を
実
行
す
る
。

　
山
西
省
に
工
農
兵
相
結
合
し
た
労
働
大
軍
三
百
六
＋
四
万
が
設
け
ら
れ
た

と
報
ぜ
ら
れ
た
の
は
一
九
五
八
年
八
月
十
五
日
の
「
人
民
日
報
」
に
お
い
て

で
あ
り
、
こ
れ
は
金
門
、
臨
池
両
島
を
め
ぐ
る
紛
争
の
激
化
に
関
連
を
持
つ

た
も
の
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
が
、
し
か
し
当
時
、
山
西
省
に
は
人
民
公
社
化

　
　
　
中
国
人
民
公
社
序
説

運
動
の
発
展
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
か
よ
う
な
性
格
を
有
す
る
労
働

組
織
が
人
民
公
社
運
動
の
発
展
と
相
結
び
つ
い
て
ゆ
っ
た
の
は
当
然
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
五
八
年
十
月
一
日
の
「
人
民
日
報
」
所
載
「
全
国
農

村
、
基
本
的
に
公
社
化
を
実
現
」
と
い
う
記
事
の
な
か
に
は
、
各
地
に
大
規

模
な
労
働
組
織
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
山
西
省
で
は
四
百
二
十
九
万
人
を
一
団
と
す
る
「
黒
田
結
合
の
大
軍
」
が

設
け
ら
れ
、
甘
粛
、
四
川
、
広
西
、
雲
南
等
の
省
区
で
は
鋼
鉄
の
精
煉
、
水

利
事
業
の
遂
行
、
農
業
生
産
、
道
路
の
建
設
、
運
輸
等
の
方
面
に
お
い
て
多

数
の
「
野
戦
兵
団
」
を
組
織
し
て
お
り
、
福
建
省
で
は
、
さ
ら
に
前
線
を
支

援
す
る
「
野
戦
兵
団
」
を
組
織
し
て
い
る
と
い
う
。

　
五
八
年
九
月
末
、
毛
沢
東
氏
は
長
江
流
域
の
数
省
を
視
察
し
て
帰
京
し
て

の
ち
、
「
民
兵
師
の
組
織
は
ま
こ
と
に
良
好
で
あ
り
、
こ
れ
を
お
し
ひ
ろ
め
る

べ
き
で
あ
る
。
云
々
」
と
述
べ
た
。
時
あ
だ
か
も
台
湾
海
峡
を
め
ぐ
る
風
雲

急
を
つ
げ
、
抗
米
の
風
潮
の
最
高
潮
に
達
し
て
い
た
と
き
で
あ
っ
た
か
ら
各

地
に
驚
異
的
に
多
数
の
民
兵
師
の
結
成
を
見
た
。
し
か
し
い
わ
ゆ
る
民
兵
師

の
内
容
を
見
れ
ば
、
国
民
皆
兵
的
な
も
の
で
、
既
述
の
工
農
兵
一
体
の
労
働

組
織
を
主
た
る
構
成
要
素
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
か
よ
う
に
見
て
く
る
な
ら
ば
、
人
民
公
社
の
労
働
組
織
は
単
に
労
働
力
の

活
用
と
い
う
経
済
的
目
的
に
役
立
つ
だ
け
で
は
な
く
、
国
防
目
的
の
た
め
に

も
至
大
な
意
味
を
有
す
る
こ
と
が
明
か
で
あ
ろ
う
。
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人
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（
五
）
　
人
民
公
社
の
財
政
貿
易
管
理

　
一
九
五
八
年
十
二
月
二
十
日
、
中
共
中
央
な
ら
び
に
国
務
院
が
発
布
し
た

「
入
民
公
社
化
の
形
勢
に
適
応
し
て
、
農
村
の
財
政
貿
易
管
理
体
制
を
改
善

す
る
こ
と
に
関
す
る
決
定
」
は
農
村
の
財
政
貿
易
管
理
体
制
の
一
大
変
革
で

あ
る
が
、
そ
れ
は
要
す
る
に
人
民
公
社
を
し
て
そ
の
支
配
区
域
内
の
国
家
財

政
、
国
営
商
業
お
よ
び
国
営
金
融
業
上
の
機
関
を
管
理
せ
し
め
る
と
と
も
に

こ
れ
ら
の
機
関
の
業
務
を
完
遂
す
る
任
務
を
課
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

こ
の
決
定
は
こ
れ
よ
り
さ
き
、
十
一
月
二
十
八
日
か
ら
十
二
月
十
日
ま
で
武

昌
に
お
い
て
開
か
れ
た
中
共
第
八
期
六
中
全
会
に
お
い
て
討
議
の
上
、
通
過

し
た
も
の
で
、
さ
ら
に
国
務
院
の
討
議
を
経
た
上
で
、
発
表
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
な
お
、
こ
の
決
定
の
原
案
と
も
見
ら
る
べ
き
も
の
は
十
月
十
五
日
か

ら
同
月
二
＋
三
日
ま
で
西
安
に
お
い
て
開
か
れ
た
全
国
財
貿
工
作
会
議
に
お

い
て
提
議
さ
れ
、
討
論
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
こ
の
決
定
の
線
に
添
う

政
策
が
す
で
に
若
干
の
人
民
公
社
に
お
い
て
試
験
的
に
実
施
さ
れ
て
い
た
。

　
さ
て
、
今
回
の
決
定
は
ま
ず
全
国
農
村
の
人
民
公
社
化
の
基
本
的
実
現
の

結
果
招
来
さ
れ
た
経
済
お
よ
び
政
治
上
の
変
化
か
ら
左
の
よ
う
な
新
ら
し
い

事
態
が
発
生
し
て
お
り
、
そ
れ
が
農
村
の
財
政
貿
易
の
管
理
体
制
の
改
善
を

促
が
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
商
業
工
作
方
面
の
薪
事
態
と
し
て
は
、
一
、
買
付
と
供
給
が
一

層
、
集
中
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
二
、
自
由
市
場
が
基
本
的
に
存
在
し

な
く
な
っ
た
こ
と
、
三
、
商
業
部
門
が
商
品
流
通
に
従
事
す
る
任
務
が
ひ
き

つ
づ
き
増
大
し
て
き
て
い
る
反
面
、
公
社
の
範
囲
内
で
生
産
品
の
直
接
分
配

を
処
理
す
る
職
能
が
漸
次
増
加
し
た
こ
と
、
四
、
商
業
工
作
が
さ
ら
に
一
層
、

公
社
自
身
の
経
済
生
活
の
不
可
分
の
部
分
と
な
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
る
。
財
政
工
作
方
面
の
新
事
態
と
し
て
は
、
一
、
商
品
流
通
を
徴
税

の
宝
飾
と
し
て
い
た
工
商
税
収
制
度
が
基
本
的
に
も
は
や
適
用
さ
れ
え
な
く

な
っ
た
こ
と
、
二
、
税
収
と
利
潤
を
区
別
し
て
徴
収
し
ま
た
上
納
せ
し
め
る

方
法
は
も
は
や
不
必
要
と
な
っ
た
こ
と
、
三
、
国
家
の
郷
鎮
に
お
け
る
財
政

工
作
も
公
祉
の
財
務
工
作
と
合
体
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。
銀
行
工
作
方
面
の
新
事
態
と
し
て
は
、
一
、
振
替
決
済
の
範
囲
が

一
段
と
拡
大
し
て
き
た
こ
と
、
二
、
現
金
取
引
が
相
対
的
に
減
少
し
た
こ
と
、

三
、
農
村
の
銀
行
機
構
が
一
歩
を
す
す
め
て
公
社
の
各
種
経
済
活
動
の
決
済

の
中
心
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
決
定
は
「
農
村
の
財
政
貿
易
体
制
は
統
一
領
導
、
分
級
管

理
の
方
針
に
も
と
づ
き
、
機
構
の
配
置
替
、
計
画
の
統
】
、
財
政
請
負
の
方

法
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
す
な
わ
ち
『
両
放
、
三
聖
、
一
包
』
の
方

法
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
」
　
と
改
善
の
根
本
原
則
を
打
出
し
て
い
る
。

い
ま
、
こ
の
決
定
の
記
す
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
解
説
す
れ
ば
左
の
ご

と
く
で
あ
る
。

　
ま
ず
「
両
放
」
と
は
国
家
の
人
員
と
資
産
の
二
者
を
公
社
に
下
放
す
る
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（
配
置
黙
す
る
）
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
国
家
の
農
村
に
お
け
る
糧
食
、

商
業
、
財
政
、
銀
行
等
の
部
門
の
基
礎
…
機
構
は
、
数
個
の
公
社
の
た
め
、
あ

る
い
は
さ
ら
に
大
き
な
範
囲
の
た
め
に
業
務
を
遂
行
す
る
も
の
を
除
い
て
、

全
部
、
人
民
公
社
に
配
置
替
え
さ
れ
、
業
務
の
管
理
権
限
も
人
民
公
社
に
移

譲
さ
れ
、
公
社
が
責
任
を
も
つ
て
管
理
経
営
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら

の
単
位
の
人
員
は
人
民
公
社
の
人
員
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
単
位
の
資
産
は
固

定
資
産
も
流
動
資
金
も
と
も
に
公
社
に
よ
っ
て
そ
の
使
用
が
管
理
さ
れ
る
。

配
置
替
さ
れ
た
農
村
の
財
政
貿
易
機
構
は
人
民
公
社
の
構
成
部
分
と
な
り
、

人
民
公
社
の
統
一
的
領
導
を
受
け
、
か
つ
上
級
の
財
政
貿
易
部
門
の
業
務
指

導
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
Q

　
次
ぎ
に
「
三
期
」
と
は
政
策
を
統
一
す
る
こ
と
、
計
画
を
統
一
す
る
こ
と
、

流
動
資
金
の
管
理
を
統
一
す
る
こ
と
の
三
者
を
い
う
。
す
な
わ
ち
、
人
民
公

社
は
か
な
ら
ず
国
家
の
統
一
的
方
針
・
政
策
に
服
従
し
て
、
国
家
の
市
場
・

物
価
政
策
、
統
一
的
購
入
・
統
一
的
販
売
政
策
（
原
語
一
「
統
購
統
錆
政

策
」
）
　
お
よ
び
そ
の
他
の
関
係
の
あ
る
各
項
の
政
策
と
規
定
を
執
行
し
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
人
民
公
社
は
か
な
ら
ず
国
家
の
統
一
的
計
画
に
服

従
し
、
国
家
の
計
画
に
し
た
が
っ
て
、
国
家
が
統
一
的
に
購
入
し
ま
た
買
入

れ
る
生
産
品
を
売
却
し
、
国
家
計
画
に
し
た
が
っ
て
社
員
に
対
し
て
統
一
的

販
売
の
物
資
を
配
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
人
民
公
社
は
か
な
ら
ず
流
動
資

金
の
管
理
に
注
意
し
、
国
家
が
公
社
に
交
付
し
た
流
動
資
金
が
た
だ
工
農
業

　
　
　
中
国
人
民
公
社
序
説

生
産
の
運
転
と
商
品
流
通
の
方
面
に
の
み
用
い
ら
れ
、
基
本
建
設
や
そ
の
他

の
用
途
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
保
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
お
わ
り
に
、
「
一
包
」
と
は
財
政
の
任
務
を
請
負
う
（
「
包
」
は
「
請
負
う
」

の
意
）
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
人
民
公
社
は
国
家
の
農
村
に
お
け
る
農
業

税
、
工
商
業
税
、
配
置
替
さ
れ
た
国
営
企
業
や
事
業
の
収
入
、
地
方
附
加
税

お
よ
び
そ
の
他
の
収
入
を
統
一
的
に
計
算
し
、
元
来
、
国
家
が
支
弁
し
て
い

た
行
政
費
や
事
業
費
、
例
え
ば
郷
の
幹
部
、
学
校
教
職
員
、
技
術
指
導
員
等

の
人
員
の
賃
金
、
農
業
、
林
業
、
教
育
、
衛
生
等
の
費
用
（
こ
れ
ら
の
事
業

機
構
も
公
社
に
配
置
替
さ
れ
る
。
）
を
控
除
し
、
そ
の
差
額
を
国
家
に
上
納

す
る
こ
と
を
請
負
う
の
で
あ
る
。
請
負
の
方
法
は
一
定
の
金
額
に
よ
っ
て
請

負
っ
て
も
よ
く
、
公
社
の
収
入
の
一
定
の
比
例
に
し
た
が
っ
て
請
負
っ
て
も

よ
い
。
国
家
か
ら
公
社
に
配
置
替
さ
れ
た
人
員
の
賃
金
は
前
述
の
よ
う
に
収

支
の
請
負
の
範
囲
内
に
含
ま
せ
て
公
社
が
統
一
的
に
支
払
っ
て
も
よ
く
、
ま

た
収
支
の
請
負
の
範
囲
内
に
含
ま
せ
な
い
で
、
従
来
通
り
国
家
よ
り
別
に
支

払
っ
て
も
よ
い
。
上
納
す
る
金
額
と
上
納
比
例
を
規
定
す
る
と
き
に
は
、
国

家
の
収
入
を
保
証
す
る
こ
と
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
と
も
に
公
社
の

負
担
能
力
を
適
当
に
顧
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
こ

の
決
定
は
「
こ
れ
は
工
農
の
連
盟
の
問
題
で
あ
り
、
国
家
と
五
億
農
民
と
の

関
係
の
問
題
で
あ
る
。
」
と
強
調
し
て
い
る
。
　
ま
た
公
社
と
公
社
と
の
あ
い

だ
に
お
い
て
も
、
各
公
社
の
不
同
の
経
済
情
況
を
考
慮
し
、
負
担
の
大
体
の

（29）



　
　
　
中
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人
民
公
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説

平
衡
を
達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
原
則
上
、
富
区
は
管
区
よ
り
も
少
し
く

多
く
負
担
し
、
経
済
作
物
区
は
糧
食
作
物
区
よ
り
少
し
く
多
く
負
担
し
、
商

工
業
の
副
業
の
多
い
地
区
は
商
工
業
の
副
業
の
少
い
地
区
よ
り
も
少
し
く
多

く
負
担
す
る
。
請
負
つ
た
の
ち
に
、
も
し
経
済
情
況
に
重
大
な
変
化
が
発
生

し
、
あ
る
い
は
重
大
な
自
然
災
害
に
遭
遇
し
た
場
合
に
は
、
前
に
定
め
た
任

務
を
適
当
に
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
決
定
は
叙
上
の
奔
放
、
三
脚
、
一
包
の
方
法
が
「
目
前
の
情
況
の
も

と
に
お
い
て
は
、
比
較
的
に
良
好
な
実
行
可
能
の
方
法
で
あ
る
。
」
と
述
べ
、

こ
の
政
策
実
行
に
と
も
な
う
効
果
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

い
わ
く
、
「
こ
の
方
法
を
実
行
す
れ
ば
、
国
家
の
各
般
の
財
政
経
済
政
策
の
全

面
的
な
貫
徹
を
保
証
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
と
と
も
に
人
民
公
社
が
政
策
を
施

行
す
る
条
件
の
も
と
に
お
い
て
、
機
動
的
に
業
務
を
処
理
す
る
の
に
有
利
で

あ
り
、
国
家
の
統
一
的
計
画
の
執
行
を
保
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に

人
民
公
社
が
工
農
商
学
兵
の
各
方
面
の
活
動
に
対
し
て
全
面
的
な
管
理
と
処

理
を
行
う
の
に
有
利
で
あ
り
、
国
家
の
財
政
収
入
を
保
証
す
る
こ
と
が
で
ぎ

る
と
と
も
に
入
民
公
社
の
生
産
の
発
展
、
蓄
積
の
増
加
の
積
極
性
を
十
分
に

発
揮
す
る
に
有
利
で
あ
る
。
」
と
。

　
以
上
に
よ
っ
て
、
人
民
公
社
が
国
家
の
財
政
、
貿
易
、
金
融
政
策
遂
行
の

基
本
的
単
位
た
る
性
格
を
具
え
る
に
い
た
っ
た
こ
と
が
明
か
に
な
っ
た
で
あ

ろ
う
。
と
り
わ
け
財
政
請
負
の
制
度
が
採
用
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
こ
と
は
意

義
重
大
で
あ
る
。

　
な
お
、
国
家
か
ら
人
民
公
社
に
配
置
替
さ
れ
た
財
政
、
貿
易
、
金
融
等
の

機
関
は
一
方
に
お
い
て
は
人
民
公
社
の
組
成
部
分
で
あ
る
が
、
同
時
に
国
家

の
財
政
、
貿
易
、
金
融
部
門
の
基
本
単
位
で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
機
関
の
所

有
制
は
元
来
、
全
短
所
譜
面
で
あ
っ
た
が
、
人
民
公
社
へ
の
配
置
替
に
よ
っ

て
そ
の
性
質
は
な
ん
ら
の
変
化
を
生
じ
て
ぱ
い
な
い
。
す
な
わ
ち
人
民
公
社

の
集
団
所
有
制
の
な
か
に
全
民
所
有
制
が
喰
い
込
ん
で
ぎ
た
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
こ
と
は
む
し
ろ
、
国
家
の
人
民
公
社
に
対
す
る
領
導
を
強
化
す
る
も
の

で
あ
り
、
人
民
公
社
を
し
て
集
団
所
有
者
か
ら
全
民
所
有
制
に
移
行
さ
せ
る

の
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　
人
民
公
社
に
配
置
替
さ
れ
た
国
家
の
事
業
単
位
が
人
民
公
社
の
機
構
の
な

か
に
如
何
に
織
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
か
。
こ
の
点
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

具
体
的
意
見
は
左
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
一
、
も
と
の
国
営
綜
合
商
店
と
人
民
公
社
が
合
併
し
て
公
社
の
商
業
部

（
あ
る
い
は
供
鎗
部
）
と
な
る
。

　
二
、
も
と
の
糧
食
管
理
所
と
供
給
点
は
こ
れ
を
撤
廃
し
て
、
人
民
公
社
の

な
か
に
糧
食
部
を
設
け
る
。
（
又
は
油
料
を
も
含
め
て
、
糧
油
部
を
設
け
る
。
）

　
三
、
信
用
社
と
銀
行
営
業
所
が
合
併
し
て
、
人
民
公
社
の
金
融
部
（
あ
る

い
は
信
用
部
）
と
な
る
。
信
用
社
は
信
用
合
作
社
の
意
味
と
解
せ
ら
れ
る
が
、

人
民
公
社
の
信
用
部
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
銀
行
営
業
所

（30）



は
中
国
人
民
銀
行
の
営
業
所
で
あ
る
。

　
四
、
も
と
の
郷
財
政
所
と
公
社
が
合
併
し
て
人
民
公
社
の
財
政
部
と
な
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
機
構
の
合
併
は
人
員
の
合
併
を
伴
う
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、

「
元
来
の
郷
の
財
政
幹
部
と
公
社
の
財
務
人
員
と
が
合
併
し
、
公
社
内
に
財

政
部
（
財
務
部
）
を
設
立
し
、
業
務
上
、
財
政
局
の
領
導
を
受
け
、
国
家
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

財
政
工
作
と
公
社
の
財
務
収
支
計
画
を
担
任
す
る
。
」
こ
と
と
な
る
。

　
国
務
院
の
「
人
民
公
社
信
用
部
の
業
務
中
の
若
干
問
題
と
国
営
企
業
流
動

資
金
問
題
に
関
す
る
規
定
」
（
五
八
年
十
二
月
二
十
日
、
国
務
院
会
議
通
過
）

第
八
条
は
「
人
民
公
社
の
信
用
部
は
す
で
に
人
民
公
社
の
組
成
部
分
で
あ
る

と
と
も
に
人
民
銀
行
の
そ
の
地
に
お
け
る
営
業
所
で
あ
る
。
業
務
に
便
す
る

た
め
に
、
同
時
に
二
個
の
看
板
を
か
か
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
　
と
規
定
し

て
い
る
。
こ
の
規
定
は
機
構
、
人
員
合
併
後
の
公
社
の
事
務
機
構
の
具
体
的

な
行
き
方
を
想
望
さ
せ
る
資
料
と
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
農
村
の
財
政
貿
易
管
理
体
制
の
改
革
は
財
政
、
貿
易
、
金
融
の
側
面
に
お

い
て
、
国
家
の
農
村
に
対
す
る
支
配
力
を
強
化
す
る
所
以
に
ほ
か
な
ら
ぬ
が
、

し
か
し
一
歩
を
誤
ま
れ
ば
人
民
日
報
が
洩
ら
し
て
い
る
次
の
よ
う
な
事
態
を

惹
起
す
る
。
す
な
わ
ち
「
現
在
す
で
に
若
干
の
地
方
の
中
枢
幹
部
は
財
政
貿

易
機
構
の
配
置
替
が
行
わ
れ
た
か
ら
に
は
、
こ
れ
ら
の
機
構
の
物
資
は
勝
手

に
使
用
す
る
こ
と
が
で
ぎ
、
金
は
勝
手
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
考
え

た
の
で
、
国
家
と
公
社
の
物
資
を
区
別
せ
ず
、
食
堂
と
倉
庫
の
物
資
を
区
別

　
　
　
中
国
人
民
公
社
序
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

せ
ず
、
個
人
と
集
団
を
区
別
し
な
い
等
の
混
乱
現
象
を
出
現
し
た
。
L

　
な
お
、
農
村
の
財
政
貿
易
管
理
体
制
の
改
善
の
趣
旨
を
広
く
解
し
て
、
そ

の
地
方
に
所
在
す
る
公
私
合
営
商
店
、
合
作
商
店
、
合
作
小
組
等
を
も
人
民

公
社
の
管
理
に
帰
せ
し
め
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
そ
こ
ま
で
行
か
な
く
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

一
般
に
人
民
公
社
の
こ
れ
ら
に
対
す
る
領
導
は
強
め
ら
れ
っ
っ
あ
る
。

　
　
（
六
）
　
人
民
公
社
の
分
配
制
度

　
農
業
生
産
合
作
社
に
お
い
て
、
従
来
か
ら
行
っ
て
来
た
分
配
制
度
は
春
秋

の
二
季
に
仮
払
を
し
て
お
い
て
、
年
末
に
一
回
決
算
す
る
が
、
労
働
日
に
も

と
づ
い
て
余
剰
を
分
配
す
る
方
式
で
あ
っ
た
。
別
に
生
産
隊
な
ど
の
集
団
に

対
し
て
は
、
講
負
制
度
の
も
と
に
奨
励
金
を
支
給
す
る
制
度
も
行
わ
れ
て
い
　
n
り

た
。
北
戴
河
会
議
の
決
議
は
人
民
公
社
の
成
立
以
後
も
生
産
に
不
利
な
影
響
　
σ

を
生
ず
る
の
を
さ
け
る
た
め
に
、
従
来
の
制
度
を
い
そ
い
で
改
め
る
必
要
は

な
い
が
、
条
件
の
熟
す
る
の
を
ま
っ
て
「
賃
金
制
」
（
原
語
1
「
労
資
制
」
）

に
改
め
る
こ
と
を
す
す
め
て
い
る
Q

　
賃
金
制
の
意
義
と
運
用
の
一
斑
は
衛
星
公
社
定
欺
第
十
四
条
に
よ
っ
て
知

　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

る
こ
と
が
出
来
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
制
度
の
も
と
に
お
い
て
は
、
各
人
の
参

加
す
る
仕
事
の
強
度
と
複
雑
度
、
本
人
の
体
力
の
強
弱
、
技
術
の
高
低
と
労

働
態
度
の
良
否
に
し
た
が
っ
て
、
大
衆
が
か
れ
ら
の
賃
金
等
級
を
A
口
議
決
定

し
た
上
、
毎
月
、
各
人
に
対
し
級
に
応
じ
た
一
定
の
賃
金
を
支
払
う
の
で
あ

る
。
特
殊
な
技
術
を
持
つ
者
に
は
別
に
技
術
手
当
を
追
加
す
る
こ
と
が
で
き
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る
。
ま
た
仕
事
に
積
極
的
で
任
務
を
よ
く
完
遂
し
た
者
に
は
奨
励
金
を
あ
た

え
、
仕
事
に
消
極
的
で
任
務
を
完
遂
し
な
か
っ
た
者
に
は
賃
金
減
額
の
処
罰

を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
こ
の
定
欺
第
十
三
条
に
は
大
隊
や
生
産
隊

が
生
産
計
画
を
超
過
完
遂
す
る
か
、
ま
た
は
生
産
支
出
を
節
約
し
た
場
合
に
、

公
社
か
ら
大
隊
に
、
大
隊
か
ら
生
産
隊
に
奨
励
金
が
あ
た
え
ら
れ
る
こ
と
を

規
定
し
て
い
る
。

　
現
状
の
も
と
に
お
い
て
は
、
多
く
の
人
民
公
社
は
賃
金
制
に
あ
わ
せ
て
現

物
給
与
制
（
原
語
1
「
供
給
制
」
）
を
採
用
し
て
お
り
、
こ
れ
を
半
現
物
給

与
・
半
賃
金
制
（
原
語
1
「
半
供
給
・
理
工
資
制
」
）
あ
る
い
は
賃
金
制
と

現
物
給
与
制
と
相
結
合
し
た
分
配
制
と
呼
ん
で
い
る
。

　
河
南
農
村
の
事
例
を
も
つ
て
言
え
ば
、
現
物
給
与
制
の
部
分
に
は
次
の
三

　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

っ
の
形
式
が
あ
る
。

　
第
一
は
食
糧
の
給
与
制
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
国
家
が
規
定
す
る
食
糧
の
配

給
標
準
に
し
た
が
っ
て
無
料
で
公
社
の
全
体
の
人
々
に
食
糧
を
給
す
る
も
の

で
あ
る
。
五
八
年
九
月
ご
ろ
は
遂
平
県
の
衛
星
人
民
公
社
が
こ
の
方
式
を
採

用
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
人
々
は
共
同
食
堂
で
食
糧
に
つ
い
て
は
切
符
に
も

と
づ
い
て
無
料
で
交
付
を
受
け
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
油
、
塩
、
野

菜
等
の
副
食
物
に
つ
い
て
は
無
料
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
公
社
の
場
合
は
公

社
の
把
握
し
て
い
る
食
糧
が
豊
か
で
あ
っ
た
の
で
、
国
家
が
定
め
た
配
給
標

準
以
上
を
給
し
て
い
た
。

　
第
二
は
食
事
給
与
制
（
原
語
i
「
玉
食
供
給
制
」
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
公
社

が
全
社
の
人
々
の
賄
費
を
負
担
し
て
し
ま
う
も
の
で
、
人
々
は
公
社
の
食
堂

で
食
事
を
す
る
と
ぎ
に
は
飯
、
野
菜
、
油
、
塩
、
薪
な
ど
一
切
に
つ
い
て
無

料
で
あ
る
。

　
第
三
は
生
活
基
本
需
要
給
与
制
で
あ
る
。
こ
れ
は
社
内
の
経
済
条
件
と
社

員
の
消
費
水
準
に
も
と
づ
い
て
給
与
す
る
範
囲
を
確
定
す
る
も
の
で
、
例
え

ば
、
食
事
、
衣
服
、
住
居
、
育
児
、
教
育
、
病
気
の
治
療
、
婚
喪
等
を
無
料

で
負
担
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
「
七
三
」
で
あ
る
。
以
上
の
ほ
か
、
さ
ら
に

理
髪
、
入
浴
、
観
劇
等
ま
で
も
負
担
す
れ
ば
「
十
包
」
あ
る
い
は
そ
れ
以
上

の
「
包
」
と
な
る
。

　
中
共
河
南
省
委
農
村
工
作
部
の
了
解
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
食
糧
給
与

制
を
実
行
す
る
公
社
に
お
い
て
は
、
一
般
に
現
物
給
与
が
社
員
の
収
入
中
に

お
い
て
占
め
る
割
合
は
五
〇
％
前
後
、
賃
金
が
五
〇
％
を
占
め
、
生
活
基
本

需
要
給
与
制
を
実
行
す
る
場
合
に
は
、
現
物
給
与
部
分
は
一
般
に
社
員
収
入

の
八
0
％
前
後
を
占
め
、
賃
金
は
す
で
に
社
員
の
生
活
の
手
当
と
化
し
て
し

ま
っ
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
基
礎
が
特
別
に
良
好
な
公
社
、
例
え
ば
新
郷

県
の
七
里
営
人
民
公
社
に
お
い
て
は
、
五
八
年
全
年
の
一
人
あ
た
り
平
均
消

費
水
準
は
一
百
元
で
あ
り
、
「
七
包
」
の
生
活
基
本
需
要
給
与
制
を
実
行
し
て

後
に
お
い
て
も
賃
金
は
な
お
、
社
員
の
平
均
収
入
の
五
〇
％
を
占
め
て
い
る
。

　
次
に
か
か
げ
る
二
つ
の
表
は
中
国
人
民
大
学
新
聞
系
喧
崎
山
工
作
組
の
筆

（32）



河南省の若干の人民公社の現物給与情況（1958年）

中
国
人
民
公
社
序
説

公社の名称

雪平県亭号山衛星人
民公社

新郷県七里営入民公
社

南陽県一河人民公社

開封県五愛人民公社

安胡弓曲溝人民公社

公社の総収
入中に占め
る分配部分
の比率（％）

26．　9

20．　6

40

37．　4

33

一人あたり一年
間の平均分配額

金　額
（元）

57．　6

100．0

48．　216

66．　5

70

前年に比
し増加率
　（％）

69．08

10

11

現物給与の範囲

糧　食

食事，衣類，居住，
育児，教育，看病，
婚喪
糧食，薪

食事，医療

食事，衣類，居住，
育児，結婚，看病，
死葬，教育，暖房，
理髪，劇および映画
観覧

一人あたり一年間の
平均現物給与

換算金額
　（元）

31．　5

50

28

45

54．　8

平均分配額
中に占める
比率（％）

54．　68

50

58

70

78．　17

出所一中国青年出版社「論人民公社」（1958年）119頁より採る。

　　　　　　　　　河南省の若干の人民公社の賃金給与情況（1958年）

公社の名称

裏書県双廟郷紅旗人
民公社

遂平治衛星人民公社

高城果超英人民公社

開封十五愛人民公社

新郷県七里営人民公
社

現物給与

制の種類

現物給与制
を実行せず

食　　糧

食　　糧

食　　事

食事を含
め七包

各級労働力の毎月得る報酬（元）

　1

6

2．　03

6．　7

1．　25

tlf

21314

7　18　19

2．　543．　3013．　80

　　1

7．2@17，7　18，2

1．　67，2．　1712．　75

5　16　17

5

10

4．　5715．　07

8．7　19．2

3．　1713．　85

8　19

6171slglloi11

6．　09

9．7

4．　17

10

7．　61

10．　2

4．　58

11

10．　7

5．　00

］2 13 15

域
）

捌
る解

1．66・1

3．74・1

1．　59　・　1

　4：1

3．75・1

出所一同上書，123頁より採る。なお開封二五愛人民公社の現物給与は前表においては「食事，

医療」とある。

に
成
る
「
農
村
人
民
公
社
の
分
配
問
題
」
（
一

九
五
八
年
十
月
四
日
付
）
な
る
一
文
中
に
掲
載

さ
れ
て
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
人
民
公
社
の

分
配
制
度
の
具
体
的
状
況
を
知
る
に
便
す
る
た

め
に
、
こ
こ
に
収
録
し
て
お
く
次
第
で
あ
る
。

　
申
共
河
南
省
委
農
村
工
作
部
が
招
集
し
た
地

区
（
市
）
県
農
村
工
作
部
長
会
議
（
五
八
年
八
月

二
十
六
日
－
九
月
七
日
開
催
）
に
お
い
て
、
人

民
公
社
の
蓄
積
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
定
め
て

い
る
。
す
な
わ
ち
一
般
に
総
収
入
の
七
〇
％
前

後
を
蓄
積
（
公
糧
お
よ
び
社
内
の
一
切
の
控
除

を
含
む
。
）
に
ま
わ
し
て
再
生
産
を
拡
大
し
、
そ

の
他
の
三
〇
，
％
前
後
を
社
員
の
た
め
の
分
配
部

分
（
賃
金
お
よ
び
現
物
給
与
部
分
を
ふ
く
む
。
）

と
な
し
、
適
当
に
社
員
の
生
活
を
改
善
す
る
と

　
　
　
　
　
（
3
1
）

い
う
の
で
あ
る
。
陳
漠
氏
に
よ
れ
ば
、
河
南
湯

陰
県
朝
歌
人
民
公
社
（
経
済
情
況
中
等
以
下
）

の
総
収
入
は
生
産
費
二
二
・
三
四
％
、
社
員
分

配
三
四
・
九
一
％
、
公
社
の
蓄
積
三
一
∴
一
二

％
、
国
家
に
上
納
す
る
税
金
と
利
潤
一
一
・
二

（33）



　
　
　
中
国
人
民
公
社
序
説

四
％
、
管
理
費
0
・
二
〇
％
の
よ
う
に
分
配
さ
れ
て
お
り
、
皇
恩
県
七
里
営

人
民
公
社
（
比
較
的
富
裕
の
地
区
）
の
総
収
入
の
分
配
比
例
は
生
産
費
一
七

・
五
八
％
、
社
員
分
配
二
五
・
五
九
％
、
公
社
蓄
積
四
九
・
二
七
％
、
国
家
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

上
納
す
る
税
金
と
利
潤
七
・
〇
五
％
、
管
理
費
○
・
五
一
％
で
あ
る
と
い
う
。

な
お
楊
波
氏
に
よ
れ
ば
一
九
五
七
年
に
、
全
国
の
農
業
生
産
合
作
社
が
蓄
積

し
た
積
立
金
は
三
十
億
元
前
後
で
あ
っ
た
が
、
五
八
年
に
は
二
倍
、
三
倍
以

上
を
増
加
し
う
る
と
い
う
。
ま
た
一
九
五
六
、
五
七
の
両
年
に
各
地
の
農
業

生
産
合
作
社
の
積
立
金
が
純
収
入
中
に
占
め
る
比
例
は
最
も
多
い
も
の
で
一

〇
9
6
余
り
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
一
部
の
人
民
公
社
の
資
料
に
も
と
づ
い
て

計
算
す
れ
ば
、
五
八
年
お
よ
び
そ
の
後
数
年
に
お
い
て
は
、
こ
の
比
例
は
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

0
％
な
い
し
四
〇
％
以
上
に
引
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
。

か
く
し
て
、
人
民
公
社
制
度
の
発
展
に
よ
っ
て
、
民
衆
の
生
活
水
準
の
向
上

と
蓄
積
の
増
加
と
い
う
一
石
二
鳥
的
効
果
が
ね
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
半
現
物
給
与
・
半
賃
金
制
実
施
の
結
果
は
従
前
に
比
し
て
不
利
と
な
る
者

が
生
ず
る
。
人
口
少
く
労
働
力
が
多
い
者
は
不
利
で
、
人
口
多
く
労
働
力
の

少
い
者
は
有
利
と
な
る
。
け
だ
し
現
物
給
与
の
部
分
は
労
働
の
有
無
に
か
か

わ
り
な
く
、
人
口
に
し
た
が
っ
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
従
前
の
収
入
あ
る
い
は
生
活
水
準
の
低
下
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
者
も
生

ず
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
不
利
は
一
時
的
で
あ
り
、
全
体
の
た
め

に
忍
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
や
が
て
大
き
な
生
産
の
増
進
が

め
ぐ
っ
て
き
て
そ
の
不
利
を
抹
消
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
集
団
生
活
や
集

団
福
利
事
業
か
ら
来
る
無
形
の
利
益
も
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

や
が
て
自
分
も
多
数
の
子
供
を
持
つ
か
も
し
れ
ず
、
老
年
に
な
っ
て
労
働
力

を
失
う
日
を
迎
え
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
1
か
よ

う
な
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
一
般
に
半
現
物
給
与
・
半
賃
金
制
と
い
う
分
配
制
度
は
次
の
よ
う
な
長
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

を
持
っ
て
い
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。

　
一
、
人
々
の
基
本
的
な
生
活
上
の
需
要
の
充
足
を
根
本
的
に
保
証
し
、
人

々
を
衣
食
の
負
担
か
ら
解
放
し
て
、
か
れ
ら
の
労
働
に
対
す
る
積
極
性
を
強

め
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
二
、
現
物
を
給
与
す
る
と
同
時
に
一
定
額
の
賃
金
を
支
給
し
、
し
か
も
賃
　
σ

金
は
勤
労
者
本
人
に
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
、
社
員
が
自
か
ら
の

生
活
を
や
り
く
り
す
る
に
便
利
と
な
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
旧
社
会
か
ら
残
さ

れ
て
き
た
家
父
長
制
に
打
撃
を
あ
た
え
、
平
等
の
上
に
立
つ
∵
家
の
平
和
を

招
来
す
る
に
役
立
っ
て
い
る
。

　
三
、
い
ま
ま
で
生
活
が
困
難
で
あ
っ
た
者
が
希
望
を
持
っ
て
働
く
よ
う
に

な
り
、
一
般
の
社
員
と
の
団
結
の
程
度
を
強
め
た
。

　
四
、
従
前
の
制
度
は
出
来
高
払
制
の
上
に
立
っ
て
お
り
、
仕
事
振
を
評
定

し
、
点
数
を
記
し
て
お
く
な
ど
の
面
倒
が
あ
り
、
ま
た
い
ろ
い
ろ
な
弊
害

が
あ
っ
た
が
、
新
制
度
は
時
間
制
の
上
に
立
ち
、
従
前
の
弊
害
は
一
掃
さ
れ
、



財
務
会
計
と
収
益
分
配
の
手
続
が
簡
素
化
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
公
社
の
諸

活
動
の
発
展
を
促
進
し
た
。

　
五
、
新
制
度
の
採
用
以
後
、
公
社
の
社
員
と
公
社
と
の
関
係
が
漸
次
、
工

人
と
工
場
と
の
関
係
と
同
様
な
も
の
に
変
わ
り
う
る
に
い
た
り
、
し
た
が
っ

て
、
公
社
が
集
団
所
有
制
か
ら
全
民
所
有
制
に
移
行
し
、
漸
次
に
、
護
身
の

差
別
と
懐
郷
の
差
別
を
消
滅
す
る
た
め
の
条
件
を
創
造
し
た
。
同
時
に
ま
た

農
民
の
私
有
観
念
を
除
去
し
、
各
種
の
資
本
主
義
的
思
想
の
藤
津
を
消
滅
し
、

共
産
主
義
の
精
神
を
有
効
に
高
め
、
ま
た
発
揚
す
る
の
に
一
段
と
有
利
に
な

っ
た
。

　
し
か
し
欠
点
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
怠
け
て
い
て
も
、
食
っ
て

行
け
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
「
か
れ
ら
は
き
わ
め
て
少
数
で
、
個
別
的
で

あ
り
、
か
つ
常
に
大
衆
の
与
論
の
叱
責
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
。
」
　
と
主
張
さ

れ
て
い
る
。

　
要
す
る
に
、
中
国
の
農
民
は
い
ま
や
月
給
取
に
変
り
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
「
吃
飯
不
要
銭
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
き
な
変
革
で
あ
り
、
理
想
通

り
に
実
行
さ
れ
れ
ば
、
中
国
の
農
民
に
と
っ
て
「
地
上
の
天
国
」
の
誕
生
と

な
る
で
あ
ろ
う
。
敢
え
て
註
す
る
ま
で
も
な
く
、
新
制
度
下
の
現
物
給
与
制

は
、
物
資
欠
乏
下
の
配
給
制
で
は
な
い
し
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
も
の
に
堕
落

さ
せ
て
は
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
人
民
公
社
に
お
け
る
賃
金
制
あ
る
い
は
半
現
物
給
与
・
半
賃
金
制

　
　
　
　
中
国
人
民
公
社
序
説

の
採
用
は
公
社
の
分
配
政
策
に
対
す
る
国
家
の
関
与
を
う
な
が
し
、
集
団
所

有
制
か
ら
全
民
所
有
制
へ
の
道
を
開
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
ま
た
半
現
物
給
与
・
半
賃
金
制
の
う
ち
、
賃
金
部
分
は
労
働
に

し
た
が
っ
て
分
配
を
受
け
る
部
分
で
あ
る
が
、
現
物
給
与
部
分
は
必
要
に
応

じ
て
分
配
を
受
け
る
部
分
で
あ
り
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
後
者
は
土
ハ
産
主
義

の
萌
芽
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
二
点
に
つ
い
て
は
後
段
に
お
い

て
再
び
論
及
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
七
）
　
人
民
公
社
の
所
有
制

　
農
業
生
産
合
作
社
の
所
有
制
は
集
団
所
有
制
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
農

業
生
産
合
作
社
の
合
併
あ
る
い
は
改
組
に
よ
っ
て
成
立
し
た
農
村
の
人
民
公

社
の
所
有
制
は
や
は
り
集
団
所
有
制
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
人
民
公
社
の

成
立
に
と
も
な
っ
て
、
二
つ
の
新
ら
し
い
事
態
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
注

目
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
第
一
は
社
員
の
私
有
に
属
す
る
財
産
部
分
が
今
ま

で
よ
り
も
さ
ら
に
せ
ば
め
ら
れ
て
公
社
の
集
団
的
所
有
に
帰
せ
し
め
ら
れ
る

こ
と
で
あ
り
、
第
二
は
農
村
人
民
公
社
の
本
来
の
所
有
制
の
な
か
に
全
民
所

有
制
が
生
成
し
か
つ
発
展
し
、
漸
次
に
、
集
団
所
有
制
が
全
民
所
有
制
に
移

行
し
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
二
点
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
　
（
－
）
　
社
員
の
私
的
所
有
部
分
の
縮
小

　
一
九
五
八
年
九
月
十
日
に
公
表
さ
れ
た
北
戴
河
会
議
の
決
議
は
お
そ
か
れ

早
か
れ
人
民
公
社
の
集
団
的
所
有
に
移
さ
る
べ
き
私
有
財
産
と
し
て
、
自
家

（35）



　
　
　
　
中
国
入
民
公
社
序
説

用
の
土
地
（
原
語
1
「
自
留
地
」
）
、
零
細
な
果
樹
お
よ
び
出
資
金
（
原
語
一

「
股
傍
基
金
」
1
農
業
生
産
合
作
社
に
対
す
る
農
家
の
出
資
金
で
あ
る
。
－
）

の
三
者
を
指
摘
し
た
。
右
の
決
議
よ
り
も
一
週
間
ば
か
り
早
く
に
発
表
さ
れ

た
衛
星
公
社
定
欺
の
第
五
条
は
同
様
な
性
質
を
も
つ
も
の
と
し
て
自
家
用
の

土
地
の
ほ
か
に
私
有
の
敷
地
、
役
畜
、
林
木
を
挙
げ
た
。
因
に
役
畜
は
高
級

農
業
生
産
合
作
社
に
お
い
て
す
で
に
合
作
社
の
集
団
的
所
有
へ
の
帰
属
が
見

ら
れ
た
。

　
社
員
の
私
有
財
産
の
う
ち
如
何
な
る
物
が
人
民
公
社
の
集
団
的
所
有
に
帰

し
、
如
何
な
る
も
の
が
そ
れ
に
帰
し
な
い
か
は
何
人
に
と
っ
て
も
重
大
な
問

題
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
当
初
か
ら
明
確
に
定
め
て

公
表
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
右
の
よ
う
に
北
戴
河
会
議
の
決
議

と
衛
星
公
社
定
欺
の
よ
う
な
人
民
公
社
の
設
立
や
経
営
に
関
し
、
学
習
の
対

象
た
る
べ
き
権
威
的
文
献
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
夫
々
異
っ
た
こ
と
を
規

定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
例
え
ば
「
紅
旗
」
五
八
年
九
月
一
日
号
の

社
説
が
河
南
省
遂
平
面
の
衛
星
人
民
公
社
な
ど
に
関
連
し
て
、
「
集
団
労
働
の

要
求
が
日
ま
し
に
高
ま
っ
て
い
る
し
、
共
同
食
堂
を
全
組
合
員
が
利
用
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
組
合
員
が
自
家
用
の
土
地
を
自
分
で
経
営
し
た

り
、
豚
を
飼
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
も
は
や
不
可
能
で
も
あ
る
し
、
不
必
要

で
も
あ
る
」
と
述
べ
、
ま
た
邦
文
「
人
民
中
国
」
が
人
民
公
社
の
ば
あ
い
に

は
、
土
地
な
ど
の
お
も
な
生
産
手
段
を
そ
の
ま
ま
集
団
的
所
有
と
す
る
の
は

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
組
合
員
の
手
も
と
に
の
こ
し
て
い
た
わ
ず
か
な
土
地

や
敷
地
も
し
だ
い
に
公
有
に
き
り
か
え
る
。
少
数
の
家
畜
や
家
禽
、
果
樹
は

当
分
の
あ
い
だ
私
有
の
ま
ま
に
し
て
お
く
が
、
や
が
て
は
公
有
に
き
り
か
え

て
ゆ
く
。
L
　
と
述
べ
、
少
数
の
家
畜
や
家
禽
に
つ
い
て
も
社
員
の
私
有
を
否

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

定
す
る
に
い
た
っ
て
い
た
。
か
よ
う
な
事
情
の
も
と
に
お
い
て
は
、
人
民
公

社
化
運
動
の
進
展
に
と
も
な
っ
て
、
色
々
な
紛
議
が
発
生
し
た
で
あ
ろ
う
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
例
え
ば
五
八
年
八
月
十
七
日
、
青

海
省
に
は
じ
め
て
成
立
し
た
人
民
公
社
で
あ
る
楽
都
県
紅
旗
人
民
公
社
の
場

合
に
は
、
曲
戒
心
は
椅
子
、
テ
ー
ブ
ル
、
腰
掛
、
衣
類
箱
、
小
麦
粉
を
入
れ
る

箱
や
袋
、
鍋
、
釜
な
ど
も
公
社
に
提
出
し
た
が
、
あ
と
で
研
究
の
結
果
、
返

　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

還
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
人
民
公
社
が
設
け
ら
れ
る
以
前
に
、
鶏
を
殺
し
、

豚
を
殺
し
、
大
に
食
べ
、
大
に
飲
み
、
合
作
社
の
積
立
金
を
用
い
尽
す
か
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

る
い
は
少
し
し
か
残
さ
な
い
よ
う
に
し
た
事
例
も
あ
る
と
い
う
。

　
か
よ
う
な
情
況
の
も
と
に
お
い
て
、
例
え
ば
中
共
河
北
省
委
員
会
の
入
民

公
社
設
立
に
関
す
る
指
示
が
公
社
の
集
団
的
所
有
に
属
す
べ
き
物
品
と
永
久

に
社
員
の
私
有
に
帰
す
べ
き
物
品
と
を
裁
然
と
区
別
し
て
発
表
す
る
に
い
た

っ
た
の
は
、
問
題
の
解
決
に
大
に
寄
与
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
指
示
は

自
家
用
の
土
地
、
山
間
の
大
き
な
森
林
お
よ
び
耕
畜
の
三
者
は
人
民
公
社
の

集
団
的
所
有
に
帰
す
る
が
、
「
社
員
の
家
屋
、
家
屋
の
周
囲
に
め
ぐ
ら
し
た
垣

根
の
中
に
あ
る
土
地
、
そ
の
垣
根
の
傍
の
少
し
ば
か
り
の
土
地
お
よ
び
若
干

（36）



の
零
細
な
果
樹
な
い
し
社
員
が
飼
養
し
て
い
る
豚
、
羊
、
鶏
、
鴨
等
は
す
べ

て
私
有
に
帰
し
て
動
か
さ
な
い
。
社
員
個
人
の
自
転
車
、
ラ
ジ
オ
、
家
具
、

時
計
、
衣
服
、
布
団
等
の
生
活
資
料
は
一
律
に
個
人
の
所
有
に
帰
す
る
。
こ

れ
ら
の
物
品
は
共
産
主
義
社
会
に
な
っ
て
も
、
個
人
の
所
有
に
帰
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

で
あ
る
。
し
と
定
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
指
示
に
お
い
て
は
、
北
戴
河

会
議
の
決
講
…
が
私
有
を
認
め
て
い
な
い
零
細
な
果
…
樹
と
衛
…
星
公
社
定
欺
が
私

有
を
認
め
て
い
な
い
家
屋
の
敷
地
を
社
員
の
私
有
物
の
方
に
入
れ
て
い
る
。

　
一
九
五
八
年
十
二
月
の
武
昌
会
議
の
決
議
は
消
費
資
料
に
つ
い
て
は
、
今

後
と
も
個
人
の
私
有
を
認
め
る
こ
と
を
強
調
し
て
左
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

い
わ
く
「
大
衆
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
発
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
す
な
わ

ち
社
員
個
人
の
所
有
す
る
生
活
資
料
（
家
屋
、
衣
服
と
夜
具
、
家
具
等
を
ふ

く
む
。
）
　
お
よ
び
銀
行
、
信
用
社
に
あ
る
預
金
は
公
社
化
以
後
に
お
い
て
も
、

依
然
と
し
て
社
員
の
所
有
に
帰
す
る
と
。
社
員
の
余
分
の
家
屋
は
公
社
が
必

要
の
あ
る
と
き
に
は
社
員
の
同
意
を
得
て
借
用
し
て
も
よ
い
が
、
し
か
し
所

有
権
は
依
然
と
し
て
も
と
の
所
有
者
に
あ
る
。
社
員
は
住
宅
の
傍
の
零
細
な

樹
木
、
小
農
具
、
小
工
具
、
小
家
畜
お
よ
び
家
禽
等
を
保
留
し
て
も
よ
く
、

ま
た
集
団
労
働
へ
の
参
加
を
妨
げ
な
い
と
い
う
条
件
の
も
と
に
お
い
て
、
ひ

き
つ
づ
き
若
干
の
家
庭
の
小
副
業
を
経
営
し
て
も
よ
い
。
」
と
。

　
さ
て
、
右
の
決
議
が
住
宅
の
傍
の
零
細
な
樹
木
の
社
員
に
よ
る
保
留
を
容

認
し
た
の
は
、
北
戴
河
会
議
の
決
議
に
お
い
て
果
樹
が
公
社
の
集
団
的
所
有

　
　
　
　
中
国
人
民
公
社
序
説

に
帰
す
る
こ
と
を
定
め
た
こ
と
に
対
す
る
修
正
で
あ
る
と
見
ら
れ
う
る
。
そ

れ
よ
り
も
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
は
、
集
団
労
働
へ
の
参
加
を
妨
げ

な
い
と
い
う
条
件
の
も
と
に
お
い
て
家
庭
の
小
副
業
を
経
営
し
て
も
よ
い
と

し
て
い
る
点
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
家
庭
の
小
副
業
」
の
内
容
は
も
と
よ
り

い
ろ
い
ろ
で
あ
る
が
、
当
面
に
お
い
て
問
題
と
な
る
の
は
農
民
個
人
に
よ
る

家
畜
や
家
禽
の
飼
養
と
野
菜
の
栽
培
で
あ
る
。

　
人
民
公
社
に
よ
る
家
畜
や
家
禽
の
集
団
飼
養
や
野
菜
の
集
団
栽
培
が
個
人

飼
養
や
個
人
飼
養
に
と
っ
て
代
え
ら
れ
て
行
っ
た
の
が
こ
の
と
き
ま
で
の
大

勢
で
あ
っ
た
。
す
で
に
社
員
は
集
団
生
産
に
せ
わ
し
く
、
共
同
食
堂
に
お
い

て
食
う
こ
と
が
保
証
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
自
か
ら
野
菜
を
作
っ
た

り
、
家
畜
を
飼
う
が
ご
と
き
こ
と
は
不
必
要
で
も
あ
り
、
不
可
能
で
も
あ
る

と
い
う
の
が
そ
の
一
の
理
由
で
あ
っ
た
（
既
に
指
摘
し
た
「
紅
旗
」
の
社
説

に
お
け
る
主
張
を
想
起
せ
よ
。
）
　
い
ま
一
つ
の
理
由
は
集
団
飼
養
や
集
団
栽

培
が
個
人
飼
養
や
個
人
栽
培
に
比
し
て
、
よ
り
大
き
く
増
産
の
目
的
を
達
成

し
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
つ
と
に
江
西
省
各
地
の
人

民
公
社
で
は
集
団
飼
養
が
心
ら
ず
し
も
期
待
し
た
成
果
を
あ
げ
え
な
か
っ
た

こ
と
と
関
連
し
て
、
補
助
的
に
個
人
に
よ
る
家
畜
と
家
禽
の
飼
養
を
許
し
て

　
（
3
9
）

い
た
。
山
東
省
長
短
県
の
走
査
人
民
公
社
が
共
同
食
堂
の
経
営
に
つ
い
て
伸

縮
性
を
発
揮
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
論
及
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
こ
の
公
社
は
ま
た
早
く
か
ら
公
社
自
か
ら
が
養
豚
場
、
養
兎
場
お
よ
び

（37）



　
　
　
　
中
国
人
民
公
社
序
説

養
鶏
場
を
設
け
て
集
団
飼
養
に
大
に
つ
と
め
る
と
と
も
に
、
公
社
か
ら
一
部

の
飼
料
を
支
給
し
て
、
社
員
が
一
頭
な
い
し
二
頭
の
豚
、
二
頭
の
羊
お
よ
び

鶏
、
鴨
、
鷲
鳥
、
兎
、
蚕
、
蜂
等
を
飼
育
す
る
こ
と
を
許
し
、
ま
た
社
員
の

住
宅
の
傍
の
零
細
な
果
樹
や
小
面
積
の
野
菜
畑
に
対
し
て
は
、
自
か
ら
栽
培

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

し
て
自
か
ら
食
べ
る
こ
と
を
許
し
て
い
た
と
い
う
。
か
よ
う
な
事
例
よ
り
も

そ
の
意
義
が
重
大
な
の
は
、
申
共
中
央
政
治
局
委
員
、
国
務
院
副
総
理
の
回

書
を
つ
け
た
李
先
念
氏
が
一
九
五
八
年
＋
二
月
二
＋
八
日
、
全
国
農
業
社
会

主
義
建
設
先
進
単
位
代
表
会
議
の
席
上
に
お
い
て
、
「
積
極
的
に
多
種
経
営
を

展
開
し
、
大
に
副
食
品
の
増
産
に
つ
と
め
よ
。
」
　
と
い
う
報
告
を
行
い
、
人

民
公
社
に
対
し
、
自
給
性
の
副
食
品
の
生
産
と
あ
わ
せ
て
商
品
性
の
副
食
品

の
生
産
に
も
っ
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
、
副
食
品
の
生
産
に
お
い
て
、

公
社
の
集
団
生
産
の
実
行
を
主
と
し
、
社
員
個
人
の
生
産
を
補
助
と
す
べ
き

こ
と
を
強
調
し
た
こ
と
で
あ
る
。
社
員
個
人
の
生
産
に
つ
い
て
同
氏
は
い
わ

く
、
「
集
団
労
働
を
妨
害
し
な
い
と
い
う
条
件
の
も
と
に
お
い
て
、
社
員
個
人

を
し
て
で
き
る
だ
け
の
方
法
で
、
少
量
の
豚
、
羊
等
の
小
家
畜
お
よ
び
鶏
、

鴨
等
の
家
禽
を
飼
養
さ
せ
、
社
員
に
住
宅
の
傍
、
家
の
垣
根
の
中
お
よ
び
そ

の
他
の
空
地
に
自
か
ら
若
干
の
野
菜
を
栽
培
す
る
こ
と
を
許
す
べ
き
で
あ
る
。

人
民
公
社
は
肥
料
の
収
集
、
飼
料
の
供
給
や
労
働
力
の
調
節
の
方
面
に
お
い

て
、
社
員
に
対
し
て
で
き
る
だ
け
世
話
を
し
て
や
る
べ
き
で
あ
る
。
社
員
の

小
家
畜
と
家
禽
が
成
長
し
た
と
き
に
は
、
自
発
的
に
契
約
を
締
結
し
た
も
の

に
つ
い
て
は
、
契
約
に
も
と
づ
い
て
売
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
そ
の
他

は
一
律
に
飼
養
者
自
身
が
支
配
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
副
食
品
供
給
の
補

充
源
泉
を
増
加
す
る
も
の
で
、
こ
の
方
面
の
作
用
を
抹
殺
す
る
こ
と
は
や
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

り
不
正
確
で
あ
る
。
し
と
。
か
よ
う
に
し
て
、
新
中
国
の
指
導
者
が
個
人
飼

養
と
個
人
栽
培
の
積
極
的
意
義
を
強
調
す
る
に
い
た
っ
た
の
は
従
来
か
ら
の

経
過
か
ら
見
て
そ
の
意
義
は
小
さ
く
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
（
2
）
　
公
社
の
集
団
所
有
制
の
全
民
所
有
制
へ
の
移
行

　
農
業
生
産
合
作
社
の
合
併
あ
る
い
は
改
組
に
よ
っ
て
成
立
し
た
人
民
公
社

の
所
有
制
は
さ
し
あ
た
っ
て
は
依
然
と
し
て
集
団
所
有
制
で
あ
る
が
、
し
か

し
次
第
に
全
民
所
有
制
に
移
行
し
て
行
く
の
で
あ
る
。

　
こ
の
点
を
明
か
に
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
人
民
公
社
の
成
立
に
と
も
な
い
、

そ
の
集
団
所
有
制
の
な
か
に
、
す
で
に
若
干
の
全
民
所
有
制
の
部
分
が
混
入

し
、
あ
る
い
は
生
成
し
は
じ
め
る
こ
と
を
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点

に
関
し
て
は
、
武
昌
会
議
の
決
議
は
次
の
四
つ
の
場
合
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
一
、
農
村
の
人
民
公
社
と
基
層
政
権
の
合
一
に
よ
る
場
合
。

　
二
、
農
村
に
お
い
て
従
前
存
在
し
て
い
た
全
民
所
有
制
の
銀
行
、
商
店
お

よ
び
な
ん
ら
か
の
そ
の
他
の
企
業
が
公
社
に
配
置
替
さ
れ
て
、
そ
の
管
理
に

帰
し
た
場
合
。

　
三
、
公
社
が
全
民
所
有
制
の
性
質
．
を
有
す
る
な
ん
ら
か
の
工
業
お
よ
び
そ

の
他
の
建
設
事
業
を
お
こ
す
こ
と
に
参
加
す
る
場
合
。

（38）



　
四
、
多
く
の
県
に
お
い
て
、
全
県
の
公
社
を
統
一
的
に
領
導
す
る
県
の
連

合
社
（
原
語
i
「
県
連
社
」
）
を
設
け
、
そ
の
連
合
社
が
各
公
社
の
適
当
な

部
分
の
人
力
、
物
力
お
よ
び
財
力
を
活
用
し
て
、
全
県
性
の
、
あ
る
い
は
県

の
範
囲
を
超
え
た
建
設
事
業
を
行
う
場
合
、
さ
ら
に
ま
た
多
く
の
地
方
が
す

で
に
こ
れ
ら
の
事
業
の
進
行
に
着
手
し
た
場
合
。

　
か
よ
う
な
事
情
に
よ
っ
て
生
成
し
発
展
す
る
全
民
所
有
制
の
部
分
は
時
日

の
経
過
と
と
も
に
次
第
に
増
大
し
て
行
く
で
あ
ろ
う
。
ま
た
人
民
公
社
の
集

団
所
有
制
の
部
分
も
次
第
に
全
民
所
有
制
に
代
替
さ
れ
て
行
く
で
あ
ろ
う
。

　
武
昌
会
議
の
決
議
は
人
民
公
社
の
集
団
所
有
制
を
全
仁
所
有
年
に
移
行
さ

せ
る
た
め
に
、
各
県
が
普
遍
的
に
県
の
連
合
社
を
設
け
る
よ
う
に
す
す
め
て

い
る
。
け
だ
し
「
県
の
連
合
社
は
今
後
の
若
干
年
間
に
、
大
に
生
産
の
発
展

と
人
民
の
自
覚
の
向
上
に
つ
と
め
た
上
で
、
適
当
な
ス
テ
ッ
プ
を
採
っ
て
、

漸
次
、
公
社
の
生
産
資
料
の
全
民
性
の
部
分
を
増
加
し
、
漸
次
、
公
社
の
生

産
品
の
国
家
に
よ
る
統
一
的
分
配
の
部
分
を
増
加
し
、
か
つ
条
件
の
成
熟
し

た
と
き
に
は
、
集
団
所
有
制
を
全
民
所
有
制
に
移
行
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
」
か
ら
で
あ
る
。

　
河
南
省
魯
山
県
で
、
蘇
寒
湿
と
い
う
人
が
領
導
し
た
人
民
公
社
は
若
干
の

農
業
生
産
合
作
社
が
合
併
し
て
大
社
と
な
っ
た
の
ち
、
自
身
で
全
民
所
有
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

を
宣
言
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
北
載
河
合
議
の
決
議
は
「
人
民
公

社
の
成
立
以
後
は
、
集
団
所
有
制
を
い
そ
い
で
全
民
所
有
制
に
改
め
て
は
な
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ら
ず
、
い
ま
の
と
こ
ろ
集
団
所
有
制
を
と
る
方
が
よ
い
。
こ
う
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
所
有
制
を
改
め
る
過
程
に
お
い
て
不
必
要
な
面
倒
が
お
ぎ
る
の
を

さ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
L
　
と
述
べ
て
い
た
。
武
昌
会
議
の
決
議
も
農
村
に

お
け
る
集
団
所
有
制
を
あ
ま
り
に
い
そ
い
で
否
定
す
る
こ
と
が
不
適
当
で
あ

る
こ
と
を
警
告
し
て
お
り
、
「
集
団
所
有
制
は
今
日
の
農
村
人
民
公
社
の
生
産

の
発
展
に
対
し
て
、
依
然
と
し
て
そ
の
積
極
的
作
用
を
持
っ
て
い
る
」
こ
と

を
指
摘
し
、
「
集
団
所
有
制
の
全
民
所
有
制
へ
の
移
行
の
遅
速
は
生
産
発
展
の

水
準
と
人
民
の
自
覚
の
水
準
と
い
う
、
こ
れ
ら
の
客
観
的
に
存
在
す
る
形
勢

に
依
存
す
る
」
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

　
入
民
公
社
が
分
配
制
度
を
改
革
し
て
賃
金
制
を
採
用
し
、
あ
る
い
は
半
現

物
給
与
・
半
賃
金
制
を
実
行
す
る
に
と
も
な
い
、
公
社
の
分
配
政
策
に
対
す

る
国
家
の
統
制
が
強
化
せ
ら
れ
る
に
い
た
る
が
、
こ
の
こ
と
は
ひ
い
て
、
人

民
公
社
の
所
有
制
を
全
民
所
有
制
に
移
行
せ
し
め
る
道
を
開
く
も
の
で
あ
る

こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
李
友
九
関
は
人
民
公
社
に
お
け
る
賃
金

制
の
採
用
に
関
連
し
て
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
国
家
は
当

然
に
、
農
業
社
（
人
民
公
社
を
さ
す
。
－
筆
者
）
の
賃
金
水
準
を
掌
握
す
る

で
あ
ろ
う
し
、
生
産
の
発
展
に
し
た
が
い
、
ま
た
は
な
は
だ
自
然
的
に
各
個

の
社
の
税
収
を
調
整
す
る
で
あ
ろ
う
。
数
年
の
工
作
を
行
っ
た
の
ち
、
各
社

の
賃
金
水
準
は
大
体
上
、
平
衡
に
お
も
む
き
、
各
社
の
税
収
も
大
体
上
、
そ

れ
ら
の
経
済
条
件
と
相
適
応
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
と
き
に
は
、
全
民
所
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有
制
に
改
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
た
だ
税
収
を
上
納
利
潤
に
代
え
、
蓄
積
を
国

家
投
資
に
改
め
さ
え
ず
れ
ば
よ
い
。
た
と
い
改
め
な
く
て
も
全
民
所
有
制
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

な
ん
ら
本
質
上
の
差
別
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
と
。
林
鉄
氏
も
同
様
な
こ
と

　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

を
主
張
し
て
い
る
。
思
う
に
、
人
民
公
社
の
分
配
に
対
す
る
国
家
に
よ
る
統

制
は
公
社
に
よ
る
財
政
請
負
と
県
連
合
社
に
よ
る
建
設
資
金
の
各
公
社
に
対

す
る
請
求
の
二
側
面
か
ら
も
発
展
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
諸
事
情
は
相
ま
っ

て
、
李
友
九
、
林
鉄
両
氏
が
主
張
す
る
よ
う
な
結
果
を
招
来
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
北
戴
河
会
議
の
決
議
は
農
村
に
お
け
る
集
団
所
有
制
の
全
民
所
有

制
へ
の
移
行
の
た
め
に
必
要
な
具
体
的
な
期
間
に
つ
い
て
、
「
地
方
に
よ
っ
て

は
比
較
的
に
早
く
、
三
、
四
年
で
お
わ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
地
方
に
よ
っ

て
は
比
較
的
に
お
そ
く
、
五
、
六
年
あ
る
い
は
さ
ら
に
長
い
期
間
を
要
す
る

と
こ
ろ
も
あ
る
。
」
　
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
場
合
の
全
民
所
有
主
の

性
質
は
ま
だ
社
会
主
義
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
各
人
は
そ
の
能
力
に
し
た
が

っ
て
働
き
、
そ
の
労
働
に
し
た
が
っ
て
報
酬
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

つ
け
く
わ
え
て
い
る
。

　
心
高
会
議
の
決
議
は
北
戴
河
会
議
の
決
議
の
右
の
部
分
を
引
用
し
て
、
こ

れ
を
コ
ン
フ
ァ
ー
ム
す
る
と
と
も
に
、
新
に
、
全
中
国
に
お
け
る
全
民
所
有

制
の
実
現
の
問
題
を
提
出
し
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
具
体
的
期
間
に
つ
い
て

論
じ
て
い
る
。
全
中
国
に
お
け
る
全
民
所
有
制
の
実
現
の
な
か
に
は
、
人
民

公
社
の
所
有
制
の
全
民
所
有
制
へ
の
移
行
の
ほ
か
、
都
市
に
お
け
る
公
私
合

営
企
業
や
手
工
業
生
産
合
作
社
な
ど
の
全
民
所
有
制
へ
の
移
行
を
も
含
ん
で

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
武
昌
会
議
の
決
議
は
ま
ず
当
面
の
中
国
人
民
の
任
務
に
つ
い
て
述
べ
て
い

る
。
い
わ
く
、
「
現
在
以
降
、
わ
が
国
の
人
民
の
面
前
に
な
ら
べ
ら
れ
て
い
る

任
務
は
人
民
公
社
と
い
う
社
会
組
織
形
式
を
経
過
し
、
党
が
提
出
し
た
社
会

主
義
建
設
の
総
路
線
に
も
と
づ
き
、
高
速
度
に
社
会
の
生
産
力
を
発
展
さ
せ
、

国
家
の
工
業
化
、
公
社
の
工
業
化
、
農
業
の
機
械
化
、
電
気
化
を
促
進
し
、

一
歩
一
歩
、
社
会
主
義
の
集
団
所
有
制
を
社
会
主
義
の
全
民
所
有
制
に
移
行

せ
し
め
、
し
た
が
っ
て
わ
が
国
の
社
会
主
義
経
済
を
し
て
全
面
的
に
全
民
所

有
制
を
実
現
せ
し
め
、
一
歩
一
歩
、
わ
が
国
を
高
度
に
発
展
し
た
現
代
的
工

業
、
現
代
的
農
業
お
よ
び
現
代
的
科
学
文
化
を
具
え
た
一
つ
の
偉
大
な
社
会

主
義
国
家
を
建
設
し
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
」
　
と
。
な
お
、
決
議
は
右
の

過
程
に
お
い
て
、
共
産
主
義
の
心
素
が
か
な
ら
ず
漸
次
に
増
大
し
、
物
質
的

お
よ
び
精
神
的
の
二
つ
の
条
件
に
お
い
て
社
会
主
義
が
共
産
主
義
へ
移
行
す

る
た
め
に
、
基
礎
を
定
め
る
で
あ
ろ
う
こ
と
に
注
意
を
促
が
し
て
い
る
。

　
右
の
文
言
を
受
け
て
、
心
嚢
会
議
の
決
議
は
い
わ
く
、
「
こ
れ
は
一
つ
の
十

分
に
巨
大
な
複
雑
な
任
務
で
あ
る
。
現
在
の
経
験
か
ら
み
れ
ば
、
わ
が
国
の

具
体
的
条
件
の
も
と
に
お
い
て
、
全
面
的
に
社
会
主
義
の
全
民
所
有
制
を
実

現
す
る
期
間
は
少
し
く
早
く
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
ま
た
あ
ま
り

早
く
に
は
な
り
え
な
い
。
広
汎
に
国
家
の
工
業
化
、
公
社
の
工
業
化
お
よ
び

（40）



農
業
の
機
械
化
、
電
気
化
を
実
現
し
、
高
度
に
発
展
し
た
現
代
的
工
業
、
現

代
的
農
業
お
よ
び
現
代
的
科
学
文
化
を
具
え
た
社
会
主
義
国
家
を
打
建
て
る

に
は
、
た
と
い
わ
れ
わ
れ
の
前
進
の
速
度
が
比
較
的
に
早
く
と
も
、
必
要
な

期
間
は
な
お
は
な
は
だ
長
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
こ
の
過
程
を
全
部
、
完

成
す
る
に
は
、
現
在
か
ら
十
五
年
、
二
十
年
あ
る
い
は
さ
ら
に
若
干
多
く
の

期
間
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
と
。

　
さ
て
、
北
戴
河
会
議
の
決
議
に
示
さ
れ
た
集
団
所
有
制
か
ら
全
民
所
有
制
－

へ
の
移
行
の
た
め
に
必
要
な
期
間
　
　
三
、
四
年
差
る
い
は
五
、
六
年
叉
は

そ
れ
以
上
　
　
は
武
昌
会
議
の
前
記
の
よ
う
な
決
議
が
発
表
さ
れ
な
か
っ
た

場
合
に
は
、
い
ろ
い
ろ
に
解
釈
せ
ら
れ
え
た
で
あ
ろ
う
。
若
し
こ
れ
を
全
中

国
の
全
民
所
有
制
実
現
の
た
め
に
必
要
な
期
間
と
し
て
中
共
の
指
導
者
が
予

想
し
て
い
る
も
の
と
考
え
た
人
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で

あ
っ
た
。
か
よ
う
な
見
解
に
立
て
ば
、
新
中
国
に
お
け
る
共
産
主
義
社
会
の

実
現
の
時
期
も
こ
れ
に
応
じ
て
か
な
り
近
い
将
来
で
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
こ

と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
か
よ
う
に
考
え
た
人
は
外
国
は
も
ち
ろ
ん
新
中
国
に

も
多
数
に
居
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
私
は
元
来
、
中
共
の
指
導
者
そ
の
も
の
が

そ
う
考
え
て
い
た
と
は
敢
え
て
言
わ
な
い
。
武
昌
会
議
の
決
議
の
う
ち
前
に

引
用
し
た
文
章
は
右
の
よ
う
な
考
を
訂
正
す
る
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。
す
な

わ
ち
中
国
に
お
け
る
全
民
所
有
制
の
全
面
的
実
現
の
予
想
時
期
は
＋
五
年
、

二
十
年
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
将
来
に
持
っ
て
行
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
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は
ま
た
中
国
に
お
け
る
共
産
主
義
社
会
実
現
の
時
期
を
さ
ら
に
遠
い
将
来
に

持
っ
て
行
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
一
九
五
五
年
七
月
、
第
一
期
全
国
人
民
代
表
大
会
第
二
回
会
議
を
通
過
し

た
「
第
一
期
五
年
計
画
」
は
過
渡
期
の
総
任
務
の
実
現
の
た
め
に
は
大
体
三

個
の
五
年
計
画
を
必
要
と
す
る
と
述
べ
て
お
り
、
李
富
春
氏
は
さ
ら
に
右
の

計
画
の
報
告
の
な
か
で
強
大
な
高
度
に
社
会
主
義
工
業
化
を
実
現
し
た
国
家

を
う
ち
た
て
る
た
め
に
は
今
世
紀
の
後
半
全
部
を
必
要
と
す
る
と
述
べ
た
。

往
年
の
か
よ
う
な
事
実
と
右
述
の
こ
と
と
を
考
え
合
せ
る
な
ら
ば
、
中
国
に

お
け
る
社
会
主
義
社
会
の
完
成
の
時
期
と
し
て
新
中
国
の
当
局
者
が
考
え
て

い
る
こ
と
は
大
体
に
お
い
て
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
な
い
と
言
い
う
る
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
技
術
革
命
と
文
化
革
命
を
打
ち
出
し
、
革
命
に
お
け
る
「
速

度
」
の
問
題
を
重
視
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
現
在
で
あ
る
こ
と
に
鑑
査
れ
ば
、

こ
れ
は
一
壷
と
す
る
に
足
る
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
は
と
に
か
く
と
し
て
、
以
上
の
ご
と
く
に
し
て
、
人
民
公
社
は
中
国

の
農
村
が
集
団
所
有
制
か
ら
全
民
所
有
制
に
移
行
す
る
場
合
の
最
も
適
当
な

形
式
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
（
八
）
　
人
民
公
社
と
社
会
体
制

　
人
民
公
社
は
現
在
の
中
国
社
会
の
基
礎
的
単
位
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
将

来
の
中
国
の
共
産
主
義
社
会
の
基
礎
的
な
単
位
と
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。
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一
体
、
社
会
主
義
社
会
の
原
則
は
「
各
人
は
そ
の
能
力
に
し
た
が
っ
て
働

き
、
そ
の
労
働
に
し
た
が
っ
て
分
配
を
受
け
る
。
」
　
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
共
産
主
義
社
会
の
原
則
は
「
各
人
は
そ
の
能
力
に
し
た
が
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

て
働
き
、
そ
の
必
要
に
し
た
が
っ
て
分
配
を
受
け
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
現
在
の
中
国
は
社
会
主
義
社
会
の
建
設
完
成
に
努
力
し
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、
共
産
主
義
社
会
の
実
現
は
将
来
の
こ
と
に
属
し
て
い
る
。

　
農
村
の
人
民
公
社
の
集
団
所
有
制
が
全
民
所
有
制
に
移
行
し
て
も
、
そ
れ

は
社
会
主
義
の
集
団
所
有
制
が
社
会
主
義
の
全
民
所
有
制
に
移
行
し
た
の
で

あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
中
国
の
農
村
社
会
が
社
会
主
義
か
ら
共
産
主
義
に

移
行
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
は
、
依
然
と
し

て
、
「
各
人
は
そ
の
能
力
に
し
た
が
っ
て
働
き
、
そ
の
労
働
に
し
た
が
っ
て
分

配
を
受
け
る
。
」
　
と
い
う
原
則
が
行
わ
れ
て
い
る
。
全
民
所
有
制
で
あ
る
国

営
工
業
に
つ
い
て
も
こ
の
理
は
同
様
で
あ
る
。

　
か
よ
う
な
段
階
か
ら
共
産
主
義
社
会
の
実
現
を
も
た
ら
す
た
め
に
は
如
何

な
る
条
件
が
必
要
で
あ
る
か
。
こ
の
点
に
関
し
、
北
戴
河
会
議
の
決
議
は
次

の
よ
う
な
五
つ
の
点
を
あ
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
、
社
会
の
生
産
物
が

き
わ
め
て
豊
富
と
な
る
こ
と
、
二
、
全
体
の
人
民
の
共
産
主
義
的
思
想
の
自

覚
と
道
徳
的
品
性
が
き
わ
め
て
高
ま
る
こ
と
、
三
、
全
体
の
人
民
の
教
育
が

普
及
し
か
つ
向
上
す
る
こ
と
、
四
、
工
業
と
農
業
の
差
別
、
都
市
と
農
村
の

差
別
、
頭
脳
労
働
と
肉
体
労
働
の
差
別
が
い
ず
れ
も
消
失
す
る
こ
と
、
五
、

国
家
の
職
能
が
た
だ
外
敵
の
侵
略
に
対
応
す
る
だ
け
で
、
国
内
に
対
し
て
は

も
は
や
作
用
を
は
た
さ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。

　
北
戴
河
会
議
の
決
議
は
そ
の
末
尾
に
お
い
て
、
「
現
段
階
の
わ
れ
わ
れ
の
任

務
は
社
会
主
義
を
建
設
す
る
こ
と
で
あ
る
。
」
と
い
う
見
出
し
を
か
か
げ
て
、

い
わ
く
、
「
人
民
公
社
を
つ
く
る
の
は
、
ま
ず
第
一
に
社
会
主
義
建
設
の
速
度

を
は
や
め
る
た
め
で
あ
り
、
そ
し
て
社
会
主
義
を
建
設
す
る
の
は
共
産
主
義

へ
移
行
す
る
た
め
の
準
備
を
積
極
的
に
す
す
め
る
こ
と
で
あ
る
。
か
よ
う
に

考
え
れ
ば
、
共
産
主
義
が
わ
が
国
に
実
現
す
る
の
も
、
も
は
や
大
し
て
遠
い

将
来
の
こ
と
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
人
民
公
社
の
形
態
を
積

極
的
に
運
用
し
て
、
共
産
主
義
へ
移
行
す
る
具
体
的
な
道
を
さ
ぐ
り
あ
て
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
。
こ
の
文
章
は
既
述
の
農
村
に
お
け
る
人
民
公
社

の
集
団
的
所
有
制
が
全
民
所
有
制
に
移
行
す
る
た
め
に
必
要
な
期
間
と
し
て
、

こ
の
決
議
が
予
想
し
た
年
月
　
　
早
く
て
三
、
四
年
、
お
そ
く
て
五
、
六
年

あ
る
い
は
そ
れ
以
上
　
　
と
相
合
し
て
、
中
共
の
指
導
者
が
如
何
に
も
中
国

に
お
け
る
全
民
所
有
制
の
全
面
化
は
も
ち
ろ
ん
、
共
産
主
義
社
会
の
実
現
を

い
そ
い
い
で
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
あ
た
え
た
こ
と
は
否
定
し
え
な
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
武
昌
会
議
の
決
議
は
申
国
に
お
け
る
全
民
所
有
制
完
成
の
テ
ン
ポ
に
つ
い

て
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
新
に
全
中
国
に
お
け
る
全
民
所
有
制
へ
の
移
行
の

問
題
を
提
起
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
十
五
年
置
二
十
年
あ
る
い
は
そ
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れ
以
上
の
期
間
を
必
要
と
す
る
と
主
張
し
た
。
共
産
主
義
社
会
の
実
現
の
テ

ム
ポ
に
つ
い
て
も
、
北
戴
河
会
議
の
決
議
よ
り
も
慎
重
の
議
論
を
展
開
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
武
昌
会
議
の
決
議
は
ま
ず
「
社
会
主
義
よ
り
共
産
主
義
に

変
る
こ
と
は
社
会
主
義
の
集
団
所
有
制
が
社
会
主
義
の
全
民
所
有
制
に
変
る

の
に
く
ら
べ
て
、
さ
ら
に
長
い
期
間
の
経
過
が
必
要
で
あ
る
。
」
　
と
し
て
お

り
、
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
時
期
を
は
る
か
に
遠
い
将
来
に
お
し
や
っ
て
し

ま
う
の
も
正
し
く
な
い
と
主
張
す
る
。
け
だ
し
中
国
の
社
会
に
は
人
民
公
社

を
通
じ
て
、
次
の
よ
う
な
共
産
主
義
へ
の
移
行
を
準
備
す
る
条
件
が
成
熟
す

る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
第
一
に
人
民
公
社
が
実
行
し
て
い
る

現
物
給
与
制
は
必
要
に
し
た
が
っ
て
分
配
を
受
け
る
と
い
う
共
産
主
義
の
原

則
の
繭
芽
を
は
ら
み
は
じ
め
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、
人
民
公
社
が
実
行
し

て
い
る
工
業
と
農
業
の
同
時
発
展
と
相
互
結
合
の
方
針
は
都
市
と
農
村
の
差

別
、
工
業
と
農
業
の
差
別
を
縮
小
す
る
た
め
に
道
を
開
い
て
い
る
こ
と
、
第

三
に
、
農
村
の
人
民
公
社
が
社
会
主
義
の
集
団
所
有
制
か
ら
社
会
主
義
の
全

民
所
有
制
に
移
行
し
て
し
ま
っ
た
の
ち
に
は
、
そ
の
共
産
主
義
の
因
素
が
新

に
増
進
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
、
第
四
に
、
全
国
の
農
工
業
が
ま
す
ま
す
発
展

す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
の
生
産
物
は
漸
次
に
豊
富
と
な
り
、
人
民
公
社
の

分
配
制
度
申
の
現
物
給
与
部
分
も
漸
次
に
多
く
な
り
、
そ
の
給
与
の
標
準
も

漸
次
に
高
ま
っ
て
行
く
こ
と
、
第
五
に
、
人
民
の
共
産
主
義
的
自
覚
が
ま
す

ま
す
高
ま
り
、
全
人
民
の
教
育
が
ま
す
ま
す
発
展
し
て
知
的
労
働
と
肉
体
労

　
　
　
中
国
人
民
公
社
序
説

働
の
差
別
が
漸
次
縮
小
し
、
国
家
政
権
の
対
内
作
用
も
漸
次
に
小
さ
く
な
っ

て
行
く
こ
と
こ
れ
で
あ
る
。
右
の
よ
う
な
諸
要
因
の
漸
次
的
成
熟
に
と
も
な

い
中
国
の
社
会
は
社
会
主
義
よ
り
共
産
主
義
に
移
行
し
て
行
く
。
そ
の
過
程

は
複
雑
で
あ
り
、
ま
た
相
当
に
長
期
な
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
こ
の
全
体

の
過
程
に
お
い
て
、
社
会
の
性
質
は
依
然
と
し
て
社
会
主
義
的
な
も
の
で
あ

る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
武
昌
会
議
の
決
議
は
条
件
が
と
と
の
わ
な
い
う
ち
に
共
産
主
義
を

笑
現
す
る
こ
と
の
危
険
を
い
ま
し
め
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
い
わ
く
、

「
共
産
主
義
の
分
配
制
度
は
一
層
、
合
理
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ

れ
は
社
会
の
生
産
物
が
き
わ
め
て
豊
官
田
に
な
っ
て
以
後
は
じ
め
て
実
現
し
う

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
条
件
を
欠
き
な
が
ら
労
働
に
し
た
が
っ
て
分
配
を
う

け
る
と
い
う
原
則
を
否
定
す
る
な
ら
ば
、
人
々
の
労
働
の
積
極
性
を
妨
害
し
、

生
産
の
発
展
に
不
利
で
あ
り
、
社
会
の
生
産
物
の
増
加
に
不
利
で
あ
り
、
ま

た
共
産
主
義
の
実
現
に
不
利
で
あ
る
。
」
と
。
　
か
よ
う
な
見
地
か
ら
、
今
後

と
も
、
生
産
力
の
発
展
が
至
上
命
令
で
あ
る
こ
と
、
人
民
公
社
の
社
員
の
収

入
中
に
お
い
て
、
労
働
に
し
た
が
っ
て
分
配
を
受
け
る
と
こ
ろ
の
賃
金
の
部

分
が
、
今
後
長
期
間
に
わ
た
り
、
か
な
ら
ず
重
要
な
地
位
を
占
め
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
あ
る
期
間
に
お
い
て
は
、
あ
わ
せ
て
主
た
る
地
位
を
占
め
る
で
あ

ろ
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　
と
も
あ
れ
、
以
上
の
ご
と
く
に
し
て
人
民
公
社
は
中
国
が
社
会
・
王
義
社
会
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中
国
人
民
公
社
序
説

か
ら
共
産
主
義
社
会
へ
移
行
す
る
場
合
の
最
も
適
当
な
形
式
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
Q

註
（
1
）
　
国
家
の
財
政
、
貿
易
、
金
融
等
の
諸
機
関
の
下
部
機
構
が
人
民
公
社
に
配

　
　
属
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
後
段
を
参
照
せ
ら
れ
た
い
Q
こ
こ
に
は
国
営
農
場
、

　
　
国
営
農
業
試
験
場
な
ど
も
人
民
公
社
生
成
の
重
要
な
基
盤
と
な
る
一
つ
の
事
例

　
　
を
あ
げ
る
。
一
九
五
八
年
九
月
二
日
ま
で
に
福
建
省
で
は
百
三
十
余
個
の
人
民

　
　
公
社
を
作
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
次
の
三
種
の
形
式
に
分
け
え
ら
れ
る
と
い
う
。

　
　
す
な
わ
ち
一
は
数
個
の
小
社
が
合
併
し
て
一
個
の
大
き
な
公
社
に
転
化
し
た
も

　
　
の
、
二
は
農
村
に
設
け
ら
れ
て
い
た
農
業
科
学
研
究
機
構
を
そ
の
地
の
人
民
公

　
　
社
の
な
か
に
配
属
し
て
公
社
の
一
部
分
と
し
た
も
の
、
三
は
国
営
農
場
を
主
と

　
　
し
て
周
囲
の
小
社
を
吸
収
し
て
人
民
公
社
を
設
立
し
た
も
の
こ
れ
で
あ
る
。

　
　
　
（
「
人
民
日
報
」
五
八
年
九
月
五
日
の
記
事
に
よ
る
。
）

　
（
2
）
　
都
市
に
設
け
ら
れ
た
人
民
公
社
の
二
、
三
の
事
例
を
あ
げ
れ
ば
次
の
よ
う

　
　
　
で
あ
る
。

　
　
　
河
南
省
鄭
州
市
の
鄭
州
紡
織
機
械
住
人
民
公
社
は
五
八
年
六
月
末
に
創
立
に

　
　
着
手
し
た
も
の
で
、
既
に
名
実
と
も
に
人
民
公
社
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
鄭

　
　
州
紡
織
機
械
廠
を
中
心
と
し
て
、
こ
の
工
場
の
周
囲
に
居
住
す
る
職
員
、
工
人

　
　
　
の
家
族
、
こ
の
工
場
の
た
め
に
服
務
し
て
い
る
各
種
の
業
界
お
よ
び
市
民
、
農

　
　
民
合
計
一
万
五
百
五
十
九
人
が
参
加
し
て
い
る
。
鄭
州
紡
織
機
械
廠
は
全
民
所

　
　
有
婦
で
あ
る
が
、
農
業
生
産
隊
や
新
に
設
け
ら
れ
た
工
場
の
多
く
は
集
団
所
有

　
　
制
で
あ
る
。
（
腎
癌
捧
「
鄭
州
紡
織
機
械
廠
人
民
公
社
的
誕
生
」
「
紅
旗
」
一
九

　
　
　
五
八
年
十
日
月
十
⊥
ハ
日
（
第
十
期
）
参
照
）
。

　
　
　
河
南
省
焦
作
市
の
全
市
民
は
す
で
に
基
本
的
に
公
社
化
を
実
現
し
た
が
、
そ

　
　
　
の
う
ち
で
も
は
じ
め
て
設
立
さ
れ
た
の
は
紅
旗
人
民
公
社
で
あ
る
。
こ
の
公
社

　
は
元
来
、
民
生
南
街
、
民
生
西
街
、
民
生
東
街
、
先
峰
街
、
工
人
新
村
の
五
つ

　
の
街
道
の
居
住
民
（
工
場
、
鉱
山
、
交
通
、
財
政
貿
易
、
文
教
等
の
系
統
の
職

　
員
、
工
人
や
家
族
を
含
む
。
）
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
。
五
八
年
五
月
、
大
に

　
地
方
工
業
が
お
こ
さ
れ
た
と
き
に
、
か
れ
ら
は
人
民
公
社
の
性
質
を
持
つ
五
個

　
の
生
産
社
を
つ
く
っ
た
が
、
八
月
十
六
日
に
合
併
し
て
紅
旗
人
民
公
社
と
な
つ

　
た
も
の
で
あ
る
。
全
社
合
計
二
千
二
百
十
八
戸
、
一
万
七
百
二
十
八
人
で
あ
る
。

　
中
共
河
南
省
委
工
業
部
面
公
室
「
一
個
街
道
人
民
公
社
」
中
国
青
年
出
版
社

　
「
論
人
民
公
社
」
（
一
九
五
八
年
）
所
収
、
一
八
一
頁
。

　
　
匝
門
市
に
お
い
て
は
、
全
市
の
人
民
公
社
化
を
実
現
し
た
。
五
八
年
十
月
十

　
五
日
ま
で
に
市
区
に
は
九
個
の
人
民
公
社
が
設
け
ら
れ
、
六
万
八
千
二
百
余
の

　
居
住
者
（
十
六
才
以
上
の
公
民
の
九
五
％
前
後
を
占
め
る
。
）
が
そ
れ
ぞ
れ
所

　
在
地
区
で
公
社
に
参
加
し
て
い
る
。
郊
区
に
は
五
つ
の
人
民
公
社
が
設
け
ら
れ
、

　
二
万
七
千
二
十
八
戸
（
総
農
家
の
九
九
％
以
上
を
占
め
る
。
）
が
公
社
に
参
加

　
し
た
。
市
区
に
設
け
ら
れ
た
九
個
の
公
社
は
鼓
浪
峡
が
区
を
範
囲
と
し
て
設
け

　
ら
れ
た
ほ
か
は
、
街
道
（
居
住
地
）
を
範
囲
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

　
ら
の
公
社
は
所
在
地
の
市
、
区
の
機
関
、
工
場
、
学
校
等
の
単
位
の
勤
務
員
を

　
含
ん
で
い
る
。
郊
区
の
人
民
公
社
は
大
部
分
、
元
来
の
合
作
社
を
基
礎
と
し
て

　
合
併
さ
れ
、
改
組
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
（
香
港
「
大
公
報
」
五
八
年
十
月
二

　
十
六
日
）
。

　
　
五
八
年
九
月
十
五
日
、
広
州
の
華
南
工
学
院
に
お
い
て
人
民
公
社
が
成
立
し

　
た
Q
こ
の
公
社
は
華
－
南
工
学
院
の
教
員
、
職
工
、
学
生
、
教
員
職
工
の
家
族
に

　
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
（
香
港
「
大
公
報
」
五
八
年
九
月
十
七
日
）
。

（
3
）
　
中
共
河
北
省
委
「
関
予
建
立
人
民
公
社
手
指
示
」
（
五
八
年
八
月
二
十
九
日

　
公
布
）
「
紅
旗
」
五
八
年
九
月
十
六
日
（
第
八
期
）
一
五
頁
。
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（
4
）
　
趙
福
基
「
従
肇
源
県
人
民
公
社
看
一
県
一
社
制
」
「
財
経
研
究
」
五
八
年

　
十
二
月
十
五
日
（
第
九
期
目
一
一
頁
。

（
5
）
　
呉
乱
塾
、
前
掲
八
頁
。

（
6
）
　
農
業
部
部
長
屡
二
言
氏
に
よ
れ
ば
、
「
一
九
五
八
年
初
め
、
全
国
に
は
七
十

　
四
万
余
個
の
農
業
合
作
社
が
あ
り
、
一
社
平
均
で
約
百
七
十
戸
、
三
百
数
十
個

　
の
労
働
力
（
そ
の
う
ち
大
部
分
の
婦
人
の
労
働
力
が
家
庭
労
働
に
束
縛
さ
れ
て

　
い
た
。
）
、
二
千
立
中
山
売
で
あ
っ
た
。
現
在
は
二
万
六
千
五
百
余
個
の
農
村
の

　
人
民
公
社
が
あ
り
、
一
社
平
均
五
千
戸
に
近
く
、
一
万
個
前
後
の
労
働
力
と
六

　
千
中
国
畝
前
後
の
土
地
を
持
っ
て
い
る
。
（
塵
魯
言
コ
九
五
九
年
農
業
戦
線

　
的
任
務
」
「
人
民
日
報
」
五
九
年
一
月
一
日
。
）

（
7
）
　
李
先
念
「
人
民
公
社
所
見
」
「
紅
旗
」
五
八
年
十
月
十
六
日
（
第
十
期
）
四

　
頁
。

（
8
）
　
中
共
河
北
省
委
「
関
子
建
立
人
民
公
社
的
指
示
」
、
前
掲
、
一
六
頁
。

（
9
）
林
鉄
、
前
掲
、
二
一
頁
。

（
1
0
）
　
北
京
「
大
公
報
」
五
九
年
一
月
七
日
、
社
説
「
人
民
公
社
必
須
大
弁
工

　
業
」
。

（
1
1
）
　
「
人
民
日
報
」
五
八
年
十
二
月
二
十
五
日
所
載
、
魏
文
華
氏
の
記
事
に
よ
る
。

（
1
2
）
　
香
港
「
大
公
報
」
五
八
年
十
一
月
二
十
九
日
の
記
事
に
よ
る
。

（
1
3
）
　
「
人
民
日
報
」
五
九
年
一
月
十
日
の
記
事
。
な
お
、
「
四
保
留
」
に
つ
い
て

　
は
「
人
民
日
報
」
五
八
年
十
二
月
一
日
に
四
川
省
邸
県
の
各
人
民
公
社
が
や
は

　
り
こ
れ
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。

（
1
4
）
　
広
東
省
の
共
同
食
堂
に
つ
い
て
は
、
香
港
「
大
公
報
」
五
八
年
十
一
月
十

　
日
、
十
一
月
二
十
六
日
、
十
二
月
二
十
一
日
の
記
事
に
よ
る
。

（
1
5
）
　
養
老
院
に
関
す
る
こ
の
記
述
は
香
港
「
大
公
報
」
五
八
年
十
二
月
四
日
、

中
国
人
民
公
社
序
説

　
「
天
下
事
」
欄
の
解
説
に
よ
る
。

（
1
6
）
　
「
人
民
日
報
」
五
八
年
十
二
月
十
六
日
所
載
、
山
西
省
介
与
城
関
人
民
公

　
社
に
お
け
る
生
活
の
集
団
化
と
家
庭
問
題
に
関
す
る
討
論
会
の
記
事
は
こ
の
点

　
を
取
り
あ
げ
て
お
り
、
興
味
深
く
読
ま
れ
る
。

（
1
7
）
　
団
き
α
q
囚
四
百
ぎ
α
q
り
．
、
守
三
ぐ
＝
ず
目
冨
＝
睾
譲
暫
ざ
、
．
、
．
℃
。
惹
お
即
。
鼠
。
ぎ
、
．

　
署
。
〈
・
H
c
。
レ
O
朝
。
。
9
竈
．
ア
＝
．

（
1
8
）
　
山
東
省
高
官
県
公
社
に
つ
い
て
は
、
北
京
「
大
公
報
」
五
八
年
十
一
月
二

　
十
日
、
黒
竜
江
省
肇
源
県
公
社
に
つ
い
て
は
、
趨
福
基
、
前
掲
に
よ
る
。

（
1
9
）
　
「
人
民
日
報
」
五
九
年
一
月
十
日
。

（
2
0
）
　
中
共
河
北
省
委
「
関
子
建
立
人
民
公
社
的
指
示
」
前
掲
、
一
五
頁
。

（
2
1
）
　
福
建
省
閾
上
県
城
門
人
民
公
社
に
お
い
て
は
公
社
の
各
生
産
隊
を
営
に
改

　
め
、
全
社
に
十
五
個
営
、
百
二
十
一
個
連
、
三
百
二
十
九
個
排
、
一
千
二
百
五

　
十
四
個
班
に
編
成
し
て
い
る
が
、
原
生
産
大
隊
、
中
隊
、
小
隊
の
そ
れ
ぞ
れ
の

　
長
を
営
長
、
連
長
、
排
長
等
に
任
じ
て
い
る
Q
（
中
共
閲
候
県
委
員
会
「
工
農

　
商
学
兵
機
一
体
」
「
紅
旗
」
五
八
年
十
月
十
六
日
（
第
十
期
）
二
六
頁
Q

（
2
2
）
　
傅
秋
濤
「
全
民
皆
兵
」
「
紅
旗
」
同
上
号
二
四
頁
。
同
氏
「
大
弁
民
兵
師
」

　
「
人
民
日
報
」
五
八
年
十
月
三
十
日
。
同
氏
「
非
実
行
全
民
皆
兵
中
復
員
転
業

　
軍
人
応
当
発
揮
更
大
的
作
用
」
同
上
紙
五
八
年
十
月
十
五
日
。

（
2
3
）
　
「
迎
接
人
民
公
社
化
的
高
潮
」
「
紅
旗
」
五
八
年
九
月
一
日
（
第
七
期
）

　
一
五
頁
。

（
2
4
）
越
漢
「
『
四
化
』
是
民
主
集
中
制
的
体
現
」
「
人
民
日
報
」
五
八
年
卜
二
月

　
十
八
日
。

（
2
5
）
　
中
共
江
蘇
省
准
陰
地
委
財
貿
部
工
作
組
「
如
何
建
立
人
民
公
社
的
財
貿
体

　
制
」
北
京
「
大
公
報
」
五
八
年
十
月
十
日
。
中
共
新
郷
地
委
財
貿
部
「
関
干
七
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中
国
人
民
公
社
序
説

　
里
営
人
民
公
社
調
整
財
貿
機
構
、
体
制
、
試
点
工
作
的
意
見
L
「
経
済
研
究
」

　
五
八
年
十
月
、
一
四
－
一
五
頁
。

（
2
6
）
　
李
遵
尭
「
財
政
工
作
如
何
適
応
人
民
公
社
建
立
後
的
新
情
況
」
北
京
「
大

　
公
報
」
五
八
年
十
月
十
六
日
。

（
2
7
）
　
「
農
村
財
政
貿
易
管
理
体
制
的
重
大
改
進
」
「
人
民
日
報
」
五
八
年
十
二

　
月
二
十
三
日
社
説
。
な
お
、
北
京
「
大
公
報
」
十
一
月
目
十
三
日
に
は
、
湖
南

　
省
に
お
い
て
、
公
社
の
糧
食
を
管
理
す
る
者
が
な
く
、
食
糧
の
消
費
が
無
計
画

　
に
行
な
わ
れ
て
い
る
地
方
が
あ
り
、
中
共
湖
南
省
委
が
糧
食
管
理
の
強
化
を
要

　
求
し
て
い
る
と
報
じ
て
い
る
Q

（
2
8
）
　
北
京
西
郊
の
石
景
山
人
民
公
社
は
こ
の
地
の
公
私
合
営
商
店
お
よ
び
合
作

　
商
店
の
全
部
を
公
社
が
接
収
し
て
し
ま
っ
た
。
商
店
の
職
員
と
店
員
は
全
部
、

　
公
社
の
商
業
部
と
服
務
部
に
再
就
職
さ
せ
た
。
資
本
家
の
定
息
は
従
来
通
り
支

　
払
っ
て
い
る
。
小
商
人
や
行
商
人
に
つ
い
て
は
、
次
の
三
方
式
で
解
決
し
た
。

　
身
体
強
健
な
者
は
工
業
あ
る
い
は
農
業
生
産
に
転
職
さ
せ
、
体
力
の
比
較
的
に

　
弱
い
者
は
商
店
が
吸
収
し
、
老
年
で
病
身
で
労
働
力
を
失
っ
た
者
は
養
老
院
に

　
お
く
っ
た
。
（
張
雅
篠
「
石
景
山
公
社
的
商
業
工
作
」
「
中
央
合
作
通
訊
」
五
八

　
年
十
一
月
、
九
頁
）
。
「
人
民
日
報
」
五
八
年
十
二
月
二
十
三
日
に
は
、
湖
北
省

　
麻
城
県
白
果
人
民
公
社
お
よ
び
景
趣
省
武
功
歯
面
陵
人
民
公
社
の
公
私
合
営
商

　
店
、
合
作
商
店
お
よ
び
合
作
小
組
に
対
す
る
領
導
の
強
化
に
つ
い
て
報
じ
て
い

　
る
。

（
2
9
）
　
衛
星
人
民
公
社
が
実
際
に
如
何
に
し
て
そ
の
分
配
制
度
を
定
め
た
か
に
つ

　
い
て
は
、
趙
光
「
口
糧
供
給
制
加
基
本
工
資
制
－
遂
平
県
衛
星
人
民
公
社
的
分

　
配
制
度
」
「
人
民
日
報
」
九
月
二
十
日
が
参
考
に
な
る
。

（
3
0
）
　
「
河
南
農
村
実
行
ロ
糧
供
給
加
工
品
制
」
「
人
民
日
報
」
五
八
年
九
月
二

　
十
九
日
置

（
3
1
）
　
「
人
民
日
報
」
五
八
年
九
月
十
九
日
。

（
3
2
）
　
陳
漠
「
河
南
省
農
村
人
民
公
社
建
立
後
的
財
政
管
理
」
「
財
政
」
　
一
，
九
五

　
八
年
十
一
月
、
　
一
〇
頁
。

（
3
3
）
　
唐
言
「
我
国
国
民
収
入
中
積
累
和
消
費
的
関
係
」
「
人
民
日
報
」
五
八
年

　
十
月
十
三
日
。
同
氏
の
い
う
「
純
収
入
」
と
は
如
何
な
る
も
の
か
が
明
か
に
さ

　
れ
て
い
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

（
3
4
）
　
張
余
三
「
関
干
人
民
公
社
実
行
半
供
給
柵
工
資
制
的
調
査
」
「
紅
旗
」
五

　
八
年
十
月
十
六
日
（
第
十
期
）
三
〇
1
三
一
頁
。

（
3
5
）
　
「
迎
接
人
民
公
社
化
的
高
潮
」
「
紅
旗
」
前
掲
、
一
四
頁
。
賀
仁
「
中
国
に

　
新
ら
し
く
生
れ
た
人
民
公
社
」
「
人
民
中
国
」
五
八
年
十
一
月
、
二
一
頁
。

（
3
6
）
　
程
光
遠
、
高
慶
填
、
毎
夏
瑞
「
一
個
人
民
公
社
的
調
査
」
「
人
民
日
報
」

　
五
八
年
九
月
三
日
。

（
3
7
）
　
若
干
の
地
主
、
富
農
、
反
革
命
分
子
、
不
良
分
子
の
煽
動
に
よ
る
と
い
う
。

　
劉
田
均
「
利
刀
立
脚
私
有
根
」
「
学
習
」
五
八
年
九
月
十
日
　
（
第
一
七
一
一
八

　
期
）
一
七
頁
。

（
3
8
）
　
中
共
河
北
省
委
「
関
干
建
立
人
民
公
社
的
指
示
」
「
紅
旗
」
前
掲
、
一
六
頁
。

　
し
か
し
、
お
な
じ
河
北
省
で
も
滞
水
県
人
民
公
社
に
お
い
て
は
、
既
に
家
屋
、

　
林
木
、
家
畜
等
の
公
社
へ
の
帰
属
を
発
表
し
て
い
る
が
、
安
国
県
の
各
人
民
公

　
社
に
お
い
て
は
、
家
屋
、
果
樹
、
豚
、
羊
は
な
お
社
員
の
私
有
と
し
て
い
る
。

　
（
商
業
部
調
査
班
「
公
社
商
業
職
能
和
経
営
形
式
的
研
究
」
「
中
央
合
作
通
訊
」

　
五
八
年
十
一
月
、
＝
頁
。
）

（
3
9
）
　
北
京
「
大
公
報
」
五
八
年
十
一
月
十
八
日
。

（
4
0
）
　
「
人
民
二
百
」
五
九
年
一
月
十
日
Q
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（
4
1
）
　
「
人
民
日
報
」
五
八
年
十
二
月
二
十
九
日
。

（
4
2
）
　
（
4
3
）
　
李
友
九
「
河
南
斜
陽
来
信
」
「
紅
旗
」
五
八
年
九
月
一
日
（
第
七

　
期
）
二
三
頁
。

（
4
4
）
　
林
鉄
、
前
掲
、
一
八
頁
。

（
4
5
）
　
一
一
会
議
の
決
議
に
お
い
て
、
従
来
、
「
各
尽
所
能
、
按
労
取
酬
」
さ
れ
た

　
言
葉
が
「
各
尽
才
能
、
按
労
分
配
」
に
改
め
ら
れ
、
従
来
、
「
各
尽
五
能
、
早
取

　
所
需
」
と
さ
れ
た
言
葉
が
「
各
尽
所
能
、
按
需
分
配
」
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。

　
理
由
に
つ
い
て
は
張
仲
実
「
関
干
『
按
配
分
配
』
和
『
按
需
分
配
』
」
（
「
人
民

　
日
報
」
五
八
年
十
二
月
二
十
日
）
を
参
照
せ
よ
。

四
、
結

証ロロ

　
人
民
公
社
は
現
在
の
中
国
の
社
会
主
義
経
済
体
制
の
な
か
に
新
ら
し
く
生

れ
た
大
規
模
に
し
て
集
団
的
な
、
綜
合
的
に
し
て
基
本
的
な
社
会
単
位
で
あ

る
が
、
そ
の
性
格
の
基
本
的
諸
様
相
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
前
節
所
述
の
ご
と

き
も
の
と
し
て
把
握
し
え
ら
れ
る
。
私
は
こ
こ
に
人
民
公
社
の
性
格
を
別
の

角
度
か
ら
照
明
す
る
た
め
に
、
人
民
公
社
類
似
の
他
の
制
度
と
の
比
較
を
試

み
、
こ
れ
を
も
っ
て
本
篇
の
結
語
と
し
た
い
。

　
中
国
の
人
民
公
社
の
先
例
を
た
つ
ね
る
な
ら
ば
、
革
命
以
後
若
干
の
年
月

に
わ
た
り
、
ソ
連
共
産
党
に
よ
っ
て
農
業
社
会
化
政
策
の
一
方
策
と
し
て
採

用
さ
れ
た
コ
ン
ム
ー
ナ
に
求
め
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
国
の
共

産
党
政
府
は
一
九
一
七
年
十
月
の
「
土
地
に
関
す
る
布
告
」
お
よ
び
一
九
一

　
　
　
　
中
国
人
民
公
社
序
説

八
年
二
月
の
「
土
地
社
会
化
法
」
を
も
っ
て
、
一
切
の
土
地
私
有
権
を
即
時

に
か
つ
無
償
で
廃
止
し
た
が
、
そ
の
農
業
の
社
会
化
に
着
手
し
た
の
は
一
九

一
九
年
二
月
の
「
社
会
主
義
的
土
地
統
制
並
に
社
会
主
義
的
農
業
へ
の
推
移

の
方
法
に
関
す
る
命
令
」
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
こ
の
政
府
は
一

面
、
自
か
ら
大
規
模
な
ソ
フ
ォ
ー
ズ
（
国
営
農
場
）
を
経
営
し
て
農
民
に
対

し
て
大
経
営
の
模
範
を
示
し
、
こ
れ
を
教
育
す
る
に
努
め
る
と
と
も
に
、
他

面
、
農
民
に
対
し
、
従
来
の
個
人
的
な
小
農
経
営
を
結
合
し
て
協
同
組
合
的

組
織
に
よ
る
コ
ル
ホ
ー
ズ
（
集
団
農
場
）
を
設
立
し
、
こ
れ
を
共
同
に
経
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

す
る
よ
う
に
奨
励
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
は
次
の
三
種
が

　
　
　
　
　
　
（
2
）

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
セ
　
　
も
　
　
も
　
　
う
　
　
も

　
（
－
）
　
コ
ン
ム
ー
ナ
　
　
こ
れ
は
組
合
員
が
農
地
の
ほ
か
、
自
己
の
所
有

す
る
家
畜
、
農
具
、
農
舎
等
の
経
営
資
本
財
お
よ
び
そ
の
他
の
全
財
産
を
組

合
に
提
供
し
て
組
合
の
共
同
財
産
と
な
し
、
組
合
員
は
か
く
し
て
設
定
し
た

共
同
農
場
に
お
い
て
共
同
に
労
働
し
、
そ
の
収
益
を
も
つ
て
共
同
に
生
活
す

る
組
織
で
あ
る
。
コ
ン
ム
ー
ナ
の
特
徴
は
農
業
生
産
の
み
な
ら
ず
消
費
を
も

共
同
化
す
る
こ
と
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
各
組
合
員
の
個
人
的
家
計
は
廃
止
さ

れ
、
組
合
員
は
す
べ
て
共
同
農
場
の
収
益
を
も
つ
て
共
同
の
建
物
に
居
住
し

共
同
生
活
を
営
む
。
組
合
員
は
そ
の
家
族
と
と
も
に
全
部
が
共
同
の
宿
舎
に

居
住
し
、
炊
事
は
婦
人
組
合
員
が
交
代
で
行
い
、
組
合
員
は
共
同
食
堂
で
同

一
の
食
事
を
と
る
。
故
に
、
組
合
員
の
住
宅
は
も
ち
ろ
ん
、
炊
事
道
具
の
よ
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中
国
人
民
公
社
序
説

う
な
生
活
用
品
ま
で
が
大
部
分
コ
ン
ム
ー
ナ
の
共
同
の
財
産
に
移
さ
れ
て
し

ま
い
、
私
有
財
産
制
度
は
事
実
上
、
廃
止
さ
れ
る
。
各
組
合
員
が
小
面
積
の

土
地
を
留
保
し
て
、
共
同
農
場
に
お
け
る
共
同
労
働
の
傍
ら
、
個
人
的
に
自

家
用
疏
菜
を
栽
培
す
る
よ
う
な
こ
と
は
絶
対
に
認
め
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も

　
（
2
）
　
ア
ル
テ
リ
ー
こ
れ
は
組
合
員
の
土
地
を
集
団
化
し
て
共
同
農
場

を
設
定
し
、
こ
れ
を
組
合
員
が
共
同
の
資
本
財
を
用
い
て
共
同
に
耕
作
す
る

組
織
で
あ
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
は
コ
ン
ム
ー
ナ
と
同
様
で
あ
る
。
し
か
し

ア
ル
テ
リ
に
お
い
て
は
、
農
業
生
産
だ
け
を
共
同
化
す
る
の
で
あ
っ
て
、
消

費
の
共
同
化
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
点
に
お
い
て
コ
シ
ム
ー
ナ
と
異
る
。

消
費
が
個
々
、
別
々
に
行
わ
れ
る
た
め
に
、
農
業
生
産
の
方
面
に
お
い
て
も

か
な
ら
ず
し
も
そ
の
全
部
を
共
同
化
せ
ず
、
各
組
合
員
が
自
家
消
費
の
た
め

に
小
面
積
の
疏
菜
園
を
耕
作
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
各
組
合

員
は
組
合
に
対
し
て
そ
の
全
部
の
土
地
を
提
供
す
る
義
務
が
な
く
、
自
家
用

耕
作
地
と
し
て
多
少
の
土
地
を
留
保
し
う
る
は
も
ち
ろ
ん
、
役
畜
、
農
具
等

の
経
営
資
本
財
に
つ
い
て
も
、
あ
る
い
は
そ
の
一
部
分
だ
け
を
共
同
化
す
る

こ
と
と
し
、
ま
た
は
全
部
を
共
同
化
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
所
有
者
に
は
優

先
的
使
用
権
を
認
め
る
等
の
特
典
を
あ
た
え
て
、
自
家
用
耳
菜
の
耕
作
に
便

す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
住
宅
、
家
具
、
什
器
等
は
依
然
と
し
て
私
有
が
認

め
ら
れ
、
コ
ン
ム
ー
ナ
に
お
け
る
よ
う
に
私
有
財
産
の
全
廃
は
行
わ
れ
て
い

な
い
。
要
す
る
に
ア
ル
テ
リ
は
農
業
生
産
の
大
部
分
を
共
同
化
す
る
組
織
で

あ
り
、
し
た
が
っ
て
土
地
、
経
営
資
本
財
お
よ
び
労
働
の
大
部
分
を
共
同
化

す
る
組
織
で
あ
る
。

　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も

　
（
3
）
　
ト
ー
ズ
　
　
こ
れ
は
「
共
同
耕
作
組
合
」
で
あ
っ
て
、
共
同
化
の

程
度
の
最
も
低
い
も
の
で
、
単
に
個
々
の
農
事
作
業
、
な
か
ん
づ
く
土
地
の

耕
作
だ
け
を
共
同
に
行
い
、
そ
の
他
の
作
業
は
各
組
合
員
が
別
々
に
行
う
組

織
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
各
組
合
員
は
従
来
通
り
各
自
の
農
場
を
個
別
的
に
経

営
し
、
た
だ
そ
の
作
業
の
一
部
、
例
え
ば
耕
作
、
播
種
、
収
穫
等
の
特
定
の

作
業
を
全
組
合
員
共
同
の
労
働
を
も
つ
て
行
う
の
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
各

組
合
員
の
土
地
を
集
団
化
し
て
共
同
農
場
を
設
定
す
る
こ
と
は
な
く
、
農
地

や
資
本
財
も
す
べ
て
私
有
で
あ
り
、
農
業
収
益
も
ま
た
各
組
合
員
の
個
人
所

得
と
な
る
の
で
あ
る
。
故
に
、
こ
の
組
合
は
未
だ
農
業
生
産
を
社
会
化
し
て

い
な
い
が
、
農
業
生
産
社
会
化
へ
の
端
初
的
形
態
で
あ
り
、
や
は
り
コ
ル
ホ

ー
ズ
の
一
種
と
し
て
見
ら
れ
て
い
る
。

　
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
種
類
と
そ
の
性
質
は
以
上
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
そ
の
収

益
分
配
法
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
く
。
ま
ず
収
穫
後
に
、
そ
の
年
度
の
総
収

入
を
計
算
し
、
そ
の
な
か
か
ら
そ
の
年
度
の
経
常
費
お
よ
び
臨
時
費
を
控
除

し
て
剰
余
金
を
確
定
し
、
さ
ら
に
そ
の
な
か
か
ら
一
定
割
合
を
積
立
金
と
し

て
引
去
り
（
こ
れ
は
ト
ラ
ク
タ
ー
購
入
等
に
用
い
る
。
）
、
残
額
を
各
組
合
員

に
対
し
て
、
コ
ン
ム
ー
ナ
な
ら
ば
各
自
の
需
要
に
応
じ
、
ま
た
ア
ル
テ
リ
な

ら
ば
主
と
し
て
各
自
の
提
供
し
た
労
働
量
に
応
じ
て
適
当
に
分
配
す
る
の
で
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あ
る
。
但
し
、
稀
に
は
各
自
が
提
供
し
た
土
地
面
積
や
資
本
財
の
価
格
を
標

準
と
し
て
収
益
を
分
配
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　
コ
ン
ム
ー
ナ
は
、
共
産
主
義
を
徹
底
的
に
実
現
し
よ
う
と
す
る
極
端
な
組

織
で
あ
る
か
ら
、
当
時
の
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
政
府
の
理
想
に
は
よ
く
適
合
し
て
い

た
。
そ
こ
で
政
府
は
こ
れ
を
も
っ
て
最
も
理
想
的
な
農
業
経
営
形
態
で
あ
る

と
認
め
、
戦
時
共
産
主
義
の
時
期
以
来
、
主
と
し
て
そ
の
設
定
を
目
標
と
し

て
進
ん
だ
。
し
か
し
こ
の
政
策
は
あ
ま
り
に
極
端
に
す
ぎ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
他
色
々
の
理
由
が
加
わ
っ
て
、
コ
ン
ム
ー
ナ
の
普
及
の
成
績
は
他
の
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

業
集
団
化
の
形
態
に
比
し
不
良
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
コ
ン
ム
ー
ナ
の
普
及
に

重
点
を
お
く
政
策
は
変
改
を
加
え
ら
れ
る
に
い
た
り
、
遂
に
ス
タ
ー
リ
ン
は

一
九
三
〇
年
三
月
の
命
令
を
も
つ
て
、
今
後
、
コ
ン
ム
ー
ナ
の
設
立
を
中
止

し
、
農
民
は
専
ら
ア
ル
テ
リ
に
結
成
せ
し
む
べ
き
旨
を
指
令
し
た
。
爾
来
、

ア
ル
テ
リ
が
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
中
軸
　
と
な
り
、
　
コ
ル
ホ
ー
ズ
と
言
え
ば
、
大
体
、

ア
ル
テ
リ
を
さ
す
も
の
と
な
っ
た
。
な
お
又
、
コ
ン
ム
ー
ナ
の
ア
ル
テ
リ
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

も
行
わ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
す
な
わ
ち
一
九
三
三
年
六
月
、
農
務
人
民
委
員

部
の
決
定
に
よ
れ
ば
、
コ
ン
ム
ー
ナ
の
組
合
員
は
自
己
の
個
人
経
営
の
た
め

に
、
牡
牛
、
小
家
畜
、
家
禽
を
所
有
す
る
権
利
を
認
め
ら
れ
、
ま
た
コ
ン
ム

ー
ナ
は
作
業
労
働
日
に
応
じ
て
コ
ン
ム
ー
ナ
組
合
員
に
分
配
す
る
た
め
に
、

必
要
な
飼
料
を
保
有
し
得
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
一
九
三
四
年
五

月
、
コ
ン
ム
ー
ナ
理
事
会
に
対
し
、
社
会
化
さ
れ
て
い
る
家
畜
の
一
部
を
コ

　
　
　
　
中
国
入
民
公
社
序
説

ン
ム
ー
ナ
組
合
員
の
私
用
に
譲
渡
す
る
こ
と
を
許
し
、
ま
た
そ
の
収
容
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

め
の
建
設
物
の
一
部
の
譲
渡
を
も
認
め
て
い
る
。

　
以
上
に
よ
っ
て
判
ず
れ
ば
、
農
業
協
同
化
の
形
態
と
し
て
の
み
考
察
す
る

か
ぎ
り
に
お
い
て
は
、
ト
ー
ズ
は
中
国
に
お
け
る
互
助
組
ま
で
の
集
団
的
労

働
の
組
織
で
あ
り
、
ア
ル
テ
リ
は
中
国
に
お
け
る
農
業
生
産
合
作
社
（
初
級

と
鐙
骨
を
含
め
て
）
の
段
階
に
あ
た
り
、
コ
ン
ム
ー
ナ
は
人
民
公
社
を
の
り

こ
え
た
存
在
で
あ
る
と
一
応
、
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
人
民
公
社
は

単
な
る
農
業
協
同
化
の
組
織
で
は
な
い
点
に
お
い
て
コ
ン
ム
ー
ナ
を
の
り
こ

え
て
い
る
。
以
下
、
立
入
っ
て
人
民
公
社
と
コ
ン
ム
ー
ナ
と
を
比
較
し
て
み

よ
う
。

　
コ
ン
ム
ー
ナ
ぱ
生
産
と
消
費
の
両
側
面
に
お
い
て
、
農
家
の
共
同
生
活
が

そ
こ
に
お
い
て
行
わ
れ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
一
つ
の
社
会
単
位
を
形
成

し
て
い
る
。
人
民
公
社
も
一
つ
の
社
会
単
位
で
あ
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
、

そ
れ
は
コ
ン
ム
ー
ナ
と
そ
の
性
質
を
等
し
く
し
て
い
る
。
し
か
し
コ
ン
ム
ー

ナ
に
お
け
る
社
会
単
位
は
た
ん
に
そ
れ
が
農
業
生
産
の
単
位
で
あ
る
こ
と
に

結
び
つ
い
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
人
民
公
社
に
お
け
る
社
会
単
位
は
工
農

商
学
界
と
相
結
合
し
、
行
政
と
も
合
一
し
た
多
面
的
、
綜
合
的
な
、
大
規
模

な
単
位
で
あ
る
。

　
コ
ン
ム
ー
ナ
と
人
民
公
社
と
の
相
異
は
さ
ら
に
、
所
有
、
生
産
、
消
費
、

分
配
の
諸
側
面
に
お
い
て
看
取
さ
れ
る
。
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中
国
人
民
公
社
序
説

　
コ
ン
ム
ー
ナ
に
お
い
て
は
、
私
有
財
産
は
全
部
的
に
認
め
ら
れ
ず
、
一
切

の
財
産
は
コ
ン
ム
ー
ナ
の
共
有
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
人
民
公
社
に
お
い
て
は
、

生
活
資
料
は
も
ち
ろ
ん
銀
行
や
信
用
社
の
預
金
の
私
有
を
認
め
て
お
り
、
さ

ら
に
ま
た
住
宅
の
そ
ば
の
零
細
な
樹
木
、
小
農
具
、
小
工
具
、
小
家
畜
お
よ

び
家
禽
等
の
私
有
を
も
認
め
て
い
る
。
か
よ
う
に
、
生
活
資
料
の
ほ
か
、
狭

小
な
範
囲
に
お
い
て
で
は
あ
る
が
、
生
産
資
料
の
私
有
制
が
容
認
さ
れ
て
い

る
の
は
人
民
公
社
が
コ
ン
ム
ー
ナ
と
異
る
大
き
な
点
で
あ
る
。
な
お
人
民
公

社
の
場
合
に
は
、
全
民
所
有
制
の
部
分
も
生
成
し
、
発
展
し
、
集
団
所
有
制

か
ら
全
民
所
有
制
へ
の
移
行
が
漸
次
的
に
進
展
す
る
の
で
あ
る
。

　
コ
ン
ム
ー
ナ
に
お
い
て
は
、
一
切
の
生
産
は
共
同
的
に
行
わ
れ
る
。
し
か

し
人
民
公
社
に
お
い
て
は
、
ご
く
狭
い
範
囲
で
は
あ
る
が
、
個
人
の
生
産
を

容
認
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
集
団
労
働
へ
の
参
加
を
妨
げ
な
い
と
い
う
条
件

の
も
と
に
お
い
て
、
若
干
の
家
庭
の
小
副
業
を
経
営
す
る
こ
と
が
容
認
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
コ
ン
ム
ー
ナ
に
お
い
て
は
組
合
員
の
消
費
生
活
は
一
切
、
共
同
的
に
行
わ

れ
て
い
る
。
そ
こ
に
お
い
て
は
共
同
に
食
事
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
共
同

に
居
住
し
て
い
る
。
人
民
公
社
に
お
い
て
は
、
共
同
食
堂
が
設
け
ら
れ
て
共

同
の
食
事
が
配
給
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
居
住
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
で

の
と
こ
ろ
、
共
同
の
宿
舎
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
自
ら
の
住
居
に
お
い
て
、
個

々
別
々
に
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
も
共
同
食
堂
に
お
け
る
食
事
の
劃
一
性
の

欠
点
を
補
う
た
め
に
、
色
々
な
伸
縮
性
の
あ
る
処
置
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
既
に
詳
論
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
コ
ン
ム
ー
ナ
に
お
け
る
分
配
は
「
必
要
に
し
た
が
っ
て
分
配
を
受
け
る
」

と
い
う
共
産
主
義
の
原
則
の
上
に
立
っ
て
行
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
人
民
公

社
に
お
い
て
は
、
現
物
給
与
制
の
部
分
は
共
産
主
義
の
原
則
の
上
に
立
っ
て

い
る
が
、
別
に
賃
金
制
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
「
労
働

に
し
た
が
っ
て
分
配
を
受
け
る
。
」
　
と
い
う
社
会
主
義
の
原
則
が
行
わ
れ
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
人
民
公
社
は
遠
い
将
来
の
問
題
と
し
て
は
＝
譜
面
に
共

産
主
義
の
原
則
の
実
現
を
期
待
し
て
い
る
。

　
以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
人
民
公
社
と
コ
ン
ム
ー
ナ
と
の
あ
い
だ
に
は
か

な
り
の
相
異
点
が
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

　
か
つ
て
ソ
連
に
お
い
て
コ
ン
ム
ー
ナ
が
失
敗
し
た
が
故
に
入
民
公
社
も
失

敗
す
る
で
あ
ろ
う
と
観
測
す
る
者
が
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
コ
ン
ム
ー
ナ

と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
人
民
公
社
の
前
途
を
ト
せ
ん
と
す
る
な
ら
ば
、
ま
ず

両
者
間
に
存
す
る
前
記
の
よ
う
な
性
格
の
相
異
に
着
目
す
る
必
要
が
あ
り
、

さ
ら
に
コ
ン
ム
ー
ナ
を
失
敗
に
陥
れ
た
諸
事
情
と
現
在
、
中
国
が
当
面
し
て

い
る
諸
事
情
と
の
相
異
を
も
顧
み
る
必
要
が
あ
る
。

　
ソ
連
に
お
い
て
コ
ン
ム
ー
ナ
が
失
敗
に
帰
し
た
原
因
と
し
て
は
、
一
、
農

民
の
個
人
主
義
的
性
情
が
強
烈
で
あ
っ
た
こ
と
、
二
、
当
時
の
ソ
連
経
済
に

お
け
る
技
術
の
未
発
達
と
生
産
の
不
足
、
三
、
コ
ン
ム
ー
ナ
の
成
員
の
多
く
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（
6
）

が
都
市
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
で
あ
っ
た
こ
と
等
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
中
国

の
現
段
階
は
か
よ
う
な
事
情
と
は
大
に
異
る
。
す
な
わ
ち
、
一
、
中
国
の
人

民
公
社
の
出
現
の
前
に
は
、
幾
年
か
に
わ
た
る
農
業
合
作
化
の
歴
史
が
あ
り
、

こ
の
あ
い
だ
に
農
民
の
個
人
主
義
的
性
情
も
か
な
り
に
変
改
を
受
け
て
き
て

い
る
。
二
、
人
民
公
社
の
出
現
は
一
九
五
八
年
に
お
け
る
中
国
の
農
工
業
生

産
の
躍
進
と
同
時
に
生
起
し
て
い
る
。
三
、
農
村
人
民
公
社
の
成
員
は
農
民

で
あ
り
、
生
活
に
追
わ
れ
、
し
か
も
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
夢
見
る
都
市
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
ー
ト
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
加
う
る
に
、
人
民
公
杜
が
コ
ン
ム
ー
ナ
に

比
し
て
持
っ
て
い
る
温
和
な
性
格
、
さ
ら
に
は
共
産
主
義
社
会
の
実
現
を
究

極
に
お
い
て
目
指
す
と
は
い
え
、
そ
の
目
標
達
成
の
た
め
に
、
中
国
共
産
党

指
導
者
が
採
用
し
て
い
る
現
実
的
に
し
て
伸
縮
的
な
行
き
方
を
思
え
ば
、
中

国
の
人
民
公
社
が
失
敗
に
帰
す
る
で
あ
ろ
う
と
軽
々
し
く
断
ず
る
こ
と
は
で

き
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
れ
ば
と
い
う
て
、
人
民
公
社
の
発
展
が
何
ら
の
障
害

も
な
く
、
順
調
な
道
を
辿
る
で
あ
ろ
う
と
見
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
け
だ
し

中
国
は
地
域
が
広
く
、
地
方
的
事
情
が
相
互
に
異
な
り
、
ま
た
各
地
方
の
住

民
の
性
質
も
異
っ
て
お
り
、
農
民
の
個
人
主
義
的
性
情
が
変
改
を
受
け
つ
つ

あ
り
と
は
い
え
、
な
お
こ
れ
を
軽
視
す
る
こ
と
は
正
し
く
な
く
、
さ
ら
に
ま

た
中
国
の
生
産
の
発
展
が
一
九
五
八
年
の
躍
進
を
今
後
に
お
い
て
も
常
に
く

り
か
え
す
で
あ
ろ
う
と
い
う
保
証
も
な
く
、
加
う
る
に
中
国
の
経
済
は
な
お

立
ち
お
く
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
中
国
人
民
公
社
序
説

　
中
国
の
人
民
公
社
と
か
な
り
近
似
し
て
い
る
も
の
に
一
九
五
〇
年
以
来
、

ご
く
短
期
間
、
ソ
連
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
農
業
都
市
（
隠
岩
σ
q
自
。
激
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

㊤
α
q
同
。
－
a
江
①
ω
）
の
構
想
が
あ
る
。
こ
の
構
想
に
お
い
て
は
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
合

併
、
統
合
に
よ
っ
て
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
大
規
模
化
を
は
か
り
、
し
か
も
散
在
し

た
農
村
を
一
個
所
に
集
中
す
る
た
め
、
古
い
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
建
物
や
農
民
の

家
屋
を
と
り
こ
わ
し
、
新
ら
し
い
場
所
に
「
コ
ル
ホ
ー
ズ
村
」
と
か
「
コ
ル

ホ
ー
ズ
都
市
」
と
か
「
農
業
都
市
」
と
か
呼
ば
れ
る
都
市
を
作
り
、
ま
た
か

よ
う
な
都
市
を
中
心
と
し
て
工
業
製
品
を
つ
く
る
附
属
企
業
を
発
達
せ
し
め

る
の
で
あ
る
。
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
構
想
に
お
い
て
は
、

や
が
て
コ
ル
ホ
ー
ズ
農
民
か
ら
自
家
用
耕
作
地
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
計
画

さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
か
よ
う
な
構
想
の
実
施
の
任
に
あ
た
っ
た
人
は
当
時
、

ソ
連
共
産
党
政
治
局
員
と
し
て
農
業
政
策
を
担
任
し
て
い
た
フ
ル
シ
チ
ョ
フ

氏
そ
の
人
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
農
業
都
市
化
政
策
の
発
展
に
よ
っ
て
、
一
九
五
〇
年
の
は
じ
め
二
十

五
万
二
千
個
年
算
し
て
い
た
ソ
連
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
数
は
一
九
五
二
年
十
二

月
ま
で
に
九
万
七
千
個
に
激
減
し
て
い
る
。
か
よ
う
な
小
規
模
コ
ル
ホ
ー
ズ

の
整
理
統
合
に
よ
る
大
規
模
化
は
ソ
連
の
農
業
生
産
力
の
向
上
に
寄
与
し
た

こ
と
は
疑
な
い
が
、
し
か
し
新
ら
し
い
都
市
を
建
設
し
た
り
、
農
業
に
あ
わ

せ
て
工
業
を
発
達
さ
せ
る
こ
と
は
た
ち
ま
ち
ス
タ
ー
リ
ン
の
反
対
に
あ
っ
て

高
閣
に
つ
か
ね
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
一
九
五
二
年
十
月
の
第
十
九
回
党
大
会

（51）



　
　
　
　
中
国
入
民
公
社
序
説

に
対
す
る
マ
レ
ン
コ
フ
報
告
は
農
業
都
市
の
提
案
者
を
批
評
し
て
「
こ
れ
ら

の
同
志
の
あ
や
ま
り
は
、
か
れ
ら
が
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
一
ば
ん
だ
い
じ
な
生
産

的
任
務
を
忘
れ
、
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
消
費
者
的
任
務
、
つ
ま
り
コ
ル
ホ
ー

ズ
の
日
常
生
活
の
建
設
と
い
う
任
務
を
前
面
に
お
し
出
し
た
と
い
う
点
に
あ

る
。
」
と
な
し
、
農
村
に
お
け
る
工
業
の
発
達
に
つ
い
て
は
、
「
こ
れ
は
建
築

資
材
や
そ
れ
ら
の
工
業
製
品
の
値
段
を
つ
り
上
げ
、
し
か
も
一
だ
い
じ
な

こ
と
は
　
　
農
業
生
産
の
任
務
の
遂
行
か
ら
コ
ル
ホ
ー
ズ
や
ソ
フ
ォ
ー
ズ
の

注
意
を
そ
ら
せ
、
農
業
の
発
展
の
じ
ゃ
ま
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
」
　
と
批
判

　
　
　
（
8
）

し
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
ソ
連
の
農
業
都
市
計
画
は
単
に
農
業
生
産
の
集
団
化
、
協
同
化

を
推
進
し
、
拡
大
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
工
業
と
農
業
の
同
時
発
展
を
は
か

り
、
消
費
生
活
を
も
集
中
化
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
、
か
な
り
に
大
規

模
な
一
種
の
社
会
単
位
を
形
成
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
申
国
の
人
民
公
社
は

そ
の
任
務
が
さ
ら
に
多
面
的
で
あ
り
、
た
ん
に
所
有
制
の
変
革
の
み
な
ら
ず
、

社
会
体
制
の
変
革
を
も
明
確
に
意
…
識
し
て
い
る
等
の
点
に
お
い
て
、
ソ
連
の

農
業
都
市
を
の
り
こ
え
た
社
会
単
位
で
あ
る
が
、
し
か
し
前
者
が
後
者
の
構

想
に
よ
っ
て
大
き
な
示
唆
を
受
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
十
分
に

想
察
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
註
（
1
）
　
革
命
以
後
に
お
け
る
ソ
連
の
農
業
社
会
化
政
策
に
つ
い
て
は
、
沢
村
康

　
　
　
　
「
ロ
シ
ア
農
地
制
度
史
論
」
（
昭
和
二
十
七
年
）
第
二
編
参
照
。

各種コルホーズの発展概況
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掲
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十
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頁
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冨
⇔
目
凶
8
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魯
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．
．
Q
。
o
言
9
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8
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甑
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一
）
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♂
娼
目
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三
Q
。
ぎ
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¢
笥
㌔
．
団
。
日
爵
国
飾
莚
8
レ
O
鵯
も
●
卜
ρ
潔
・

（
7
）
　
ソ
ヴ
ェ
ト
農
業
の
明
暗
「
世
界
週
報
」

　
（
一
九
五
一
年
十
二
月
十
一
日
）
、
八
一
｝

　
二
頁
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．
、
目
訂
目
ヨ
鵠
g
亀
O
。
言
臼
巨
。
ω
ぎ

　
O
冒
昌
ε
。
．
．
》
、
、
閃
9
。
同
国
器
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昌
国
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ロ
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目
ざ
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。
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ユ
霧
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∪
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♪
H
O
凱
Q
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も
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誤
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（
8
）
　
民
主
主
義
科
学
者
協
会
訳
編
、
ス
タ

　
ー
リ
ン
「
ソ
同
盟
に
お
け
る
社
会
主
義
の

　
経
済
的
諸
問
題
」
（
一
九
五
三
年
）
一
七
五

　
頁
、
一
七
六
頁
。

　
　
　
　
　
（
一
九
五
九
年
二
月
十
日
）
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後
進
国
の
貿
易
変
動
と
経
済
安
定
政
策

Z
舞
閃
の
。
教
授
の
見
解
を
め
ぐ
っ
て

川

田

冨

久

雄

一、

説

　
後
進
国
経
済
は
少
数
の
第
一
次
生
産
物
の
輸
出
に
主
と
し
て
依
存
し
て
い

る
が
、
こ
れ
ら
の
第
一
次
生
産
物
の
輸
出
市
場
は
極
め
て
不
安
定
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
後
進
国
経
済
も
絶
え
ず
不
安
定
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
の
み
な

ら
ず
、
ひ
い
て
は
こ
れ
が
先
進
国
経
済
に
も
影
響
し
、
世
界
経
済
の
安
定
を

阻
害
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
後
進
国
経
済
の
不
安
定
性
を
除
去
ま
た
は
軽

減
す
る
こ
と
は
世
界
経
済
の
安
定
に
貢
献
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
具
体
策
に
つ
い
て
は
従
来
い
ろ
い
ろ
の
提
案
が
行
わ
れ
て
来
た
。
本
稿

で
論
じ
よ
う
と
す
る
の
は
累
霞
認
。
教
授
の
提
唱
す
る
政
策
で
あ
る
。
そ
の

構
想
は
価
格
分
析
と
所
得
分
析
と
を
結
合
し
た
も
の
で
極
め
て
興
味
深
い
も

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
2
霞
冨
①
教
授
の
論
文
は
「
貿
易
変
動
と
低
所
得
国
の
緩
衝
政
策
」
と
題
し
、

　
　
　
　
後
進
国
の
貿
易
変
動
と
経
済
安
定
政
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

「
第
一
次
生
産
国
の
安
定
政
策
の
探
究
」
を
論
題
と
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

中
心
論
文
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
諸
学
者
の
議
論
が
た

た
か
わ
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
構
成
は
日
輸
出
所
得
不
安
定
の
原
因
と
結
果
、

口
緩
衝
在
庫
政
策
、
日
緩
衝
基
金
政
策
、
四
輸
出
課
税
と
経
済
開
発
資
金

及
び
固
結
語
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
最
後
の
結
語
の
部
分
は
諸
学
者
の
批

判
に
対
し
て
同
教
授
が
自
己
の
見
解
を
よ
り
詳
細
に
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
以
下
に
お
い
て
同
教
授
の
論
文
の
要
旨
を
紹
介
し
、
且
つ
そ

の
内
容
を
検
討
し
て
行
き
た
い
と
思
う
。

註
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－
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訂
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目
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こ
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
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参
加
し
た
学
者
は
｝
・
〉
山
貯
り
即
弓
・
守
器
〒
司
・
翅
・

　
　
電
解
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罫
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O
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後
進
国
の
貿
易
変
動
と
経
済
安
定
政
笛
…

3
開
・
ω
・
℃
自
冨
円
の
諸
氏
で
あ
る
。

二
、
輸
出
所
得
の
不
安
定
の
原
因
と
結
果

　
一
、
原
　
　
　
　
　
因

　
Z
5
冨
。
に
よ
れ
ば
後
進
国
の
輸
出
所
得
不
安
定
の
原
因
は
需
要
の
側
に
あ

る
も
の
と
さ
れ
る
。
も
し
も
そ
の
原
因
が
供
給
の
側
に
あ
る
と
す
れ
ば
輸
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

価
格
と
輸
出
数
量
と
は
逆
の
方
向
に
動
く
筈
で
あ
る
。
然
る
に
後
進
国
の
輸

出
所
得
の
変
動
を
分
析
す
れ
ば
輸
出
価
格
と
輸
出
数
量
と
は
同
一
方
向
に
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
　
（
2
）

い
て
い
る
。
国
連
の
研
究
に
よ
れ
ば
一
九
〇
一
一
一
九
五
一
年
間
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

国
際
貿
易
の
対
象
と
な
っ
た
主
要
第
一
次
生
産
物
十
八
品
目
の
景
気
循
環
的

な
上
昇
及
び
下
降
の
局
面
に
お
い
て
、
年
間
平
均
で
数
量
の
変
動
率
は
一
七

．
％
、
価
格
の
変
動
は
一
四
，
％
と
な
っ
て
い
る
。
価
格
の
変
動
率
に
比
べ
て
数

量
の
変
動
率
の
方
が
そ
の
大
さ
が
著
し
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
価
格
と
数
量
が
同
一
方
向
に
動
く
こ
と
か
ら
、
後
進
国
の
輸
出
所
得
不
安

定
の
原
因
は
需
要
の
側
即
ち
工
業
国
の
固
定
資
本
投
下
に
お
け
る
循
環
的
変

動
に
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
工
業
国
の
固
定
資
本
投
下
の
サ
イ
ク
ル
が

第
一
次
生
産
物
の
需
要
に
対
し
て
及
ぼ
す
効
果
は
在
庫
の
変
動
に
よ
っ
て
拡

大
さ
れ
る
。
在
庫
変
動
は
投
機
的
活
動
か
ら
も
生
じ
る
し
、
ま
た
貿
易
や
生

産
に
対
し
て
正
常
な
在
庫
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
欲
求
か
ら
も
生
じ
る
。
要

す
る
に
工
業
国
の
設
備
投
資
や
在
庫
投
資
の
変
動
に
よ
っ
て
第
一
次
生
産
物

に
対
す
る
需
要
の
循
環
的
な
変
動
が
生
じ
る
も
の
で
あ
る
と
2
日
目
①
は
見

て
い
る
。

　
二
、
結
　
　
　
　
果

　
然
ら
ば
こ
の
よ
う
な
輸
出
所
得
の
不
安
定
は
輸
出
に
依
存
す
る
こ
と
が
多

い
後
進
国
経
済
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
、
こ
れ
を
検
討
す
る
た
め

に
2
霞
訴
①
は
ま
ず
世
界
を
A
地
域
（
西
欧
、
米
国
、
カ
ナ
ダ
、
日
本
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

工
業
国
）
と
B
地
域
（
共
産
圏
外
の
後
進
地
域
）
に
分
類
し
、
そ
の
各
地
域

の
輸
出
の
割
合
を
次
の
よ
う
に
計
算
し
て
い
る
。

に
　
A
地
域
諸
国
相
互
間
の
輸
出

②
　
B
地
域
諸
国
相
互
間
の
輸
出

α
　
A
地
域
よ
り
B
地
域
へ
の
輸
出

四
　
B
地
域
よ
り
A
地
域
へ
の
輸
出

　
総
　
輸
出
　
額

四
〇
％

　
一
〇
％

二
五
％

二
五
％

一
〇
〇
％

　
A
グ
ル
ー
プ
の
二
〇
ヵ
国
は
そ
の
総
人
口
は
約
五
億
に
達
し
て
い
る
。
B

グ
ル
ー
プ
の
諸
国
の
数
は
一
〇
〇
力
国
以
上
（
関
税
単
位
、
従
属
地
域
を
含

む
）
に
達
し
、
そ
の
人
口
は
十
億
を
こ
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
A
地

域
の
域
内
貿
易
は
B
地
域
の
そ
れ
の
四
倍
で
あ
る
。
何
故
に
低
開
発
国
の
相

互
間
貿
易
は
か
く
も
少
量
で
あ
る
の
か
？
　
そ
の
・
王
な
理
由
は
2
日
器
。
に

よ
れ
ば
こ
れ
ら
の
諸
国
が
貧
し
い
か
ら
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
低
い
生
産
性
と

低
い
購
買
力
は
低
開
発
国
の
国
内
経
済
に
相
対
的
真
空
状
態
を
つ
く
り
出
す
。
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こ
れ
が
た
め
低
開
発
国
の
工
業
国
へ
の
輸
出
（
そ
れ
は
低
開
発
国
相
互
間
の

輸
出
の
約
二
・
五
倍
）
が
非
常
に
重
要
な
意
義
を
も
つ
。
そ
し
て
こ
の
工
業

国
へ
の
輸
出
が
変
動
す
る
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
。

　
A
、
B
各
グ
ル
ー
プ
の
地
域
内
貿
易
量
と
A
地
域
及
び
B
地
域
が
そ
れ
ぞ

れ
他
地
域
と
の
間
に
行
う
貿
易
量
と
を
比
較
し
て
見
る
と
、
A
地
域
は
地
域

内
貿
易
が
四
〇
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
地
域
間
貿
易
は
二
五
％
、
B
地
域
は

地
域
内
貿
易
が
一
〇
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
地
域
間
貿
易
は
二
五
％
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
両
地
域
の
貿
易
構
造
は
均
斉
が
と
れ
て
い
な
い
か
ら
、

A
地
域
に
と
っ
て
単
に
さ
ざ
な
み
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
よ
う
な
地
域
間
貿
易

の
変
動
が
B
地
域
に
と
っ
て
は
津
波
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
第
一
次
生
産
物
の
輸
出
市
場
の
不
安
定
性
は
8
何
等
か
の
安
定
的
な
開

発
政
策
を
困
難
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
り
、
　
口
第
一
次
生
産
部
門
へ
の
投

資
を
阻
害
し
、
日
「
経
済
活
動
の
範
囲
」
（
Φ
O
O
口
O
困
5
一
〇
　
『
O
目
一
N
O
昌
）
を
一
般
的

に
限
定
し
、
公
的
計
画
及
び
私
的
計
画
に
お
い
て
甚
だ
必
要
な
連
続
性

（
8
巨
百
工
ξ
）
の
意
識
（
・
・
8
ω
①
）
を
破
壊
す
る
。
「
人
々
は
過
去
の
経
験
か
ら

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
富
は
速
か
に
得
ら
れ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

し
か
し
、
事
態
が
急
転
回
す
る
と
大
損
失
が
生
じ
る
こ
と
も
知
っ
た
」
の
で

　
（
6
）

あ
る
。
輸
出
貿
易
の
は
げ
し
い
変
動
は
お
そ
ら
く
低
開
発
国
の
実
業
界
に
拡

が
っ
て
い
る
投
機
的
態
度
と
一
撰
千
金
的
（
㎝
。
訂
一
。
7
咤
算
）
心
理
の
主
要
な

原
因
で
あ
る
だ
ろ
う
。
先
進
国
の
動
態
的
成
長
は
外
国
貿
易
の
循
環
的
不
安

　
　
　
　
後
進
国
の
貿
易
変
動
と
経
済
安
定
政
策

定
を
通
じ
て
貧
し
い
諸
国
の
進
歩
を
妨
げ
る
傾
向
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
三
、
根
本
的
対
策

　
こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
し
て
は
二
つ
の
根
本
的
な
救
済
策
が
あ
る
。
そ
の

一
は
先
進
国
の
側
に
、
他
の
一
は
後
進
国
の
側
に
あ
る
。
第
一
の
方
法
は
景

気
循
環
を
統
制
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
方
向
に
向
っ
て
何
等
か
の
仕
事
が

達
成
さ
れ
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
今
後
大
不
況
は
お
こ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
雲
際
商
品
市
場
で
厄
介
な
問
題
を
ひ
き
お
こ
す
程
度
の
強
さ
を
も

っ
た
上
昇
や
下
降
が
全
然
避
け
ら
れ
得
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
そ
う
も
な
い

こ
と
で
あ
る
。

　
今
一
つ
の
基
礎
的
な
救
済
策
は
低
開
発
国
が
こ
の
よ
う
な
景
気
変
動
に
対

す
る
抵
抗
力
を
強
く
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
主
と
し
て
国
内
市
場

を
目
的
と
し
、
相
互
に
助
け
合
う
多
角
的
な
経
済
成
長
を
通
じ
て
国
内
経
済

の
宣
ハ
空
を
充
た
す
こ
と
を
意
味
す
る
。
一
言
に
し
て
い
え
ば
そ
れ
は
「
工
業

化
」
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
輸
出
品
の
多
様
化
だ
け
で
も
役
に
立
つ
で
あ

ろ
う
。
何
故
な
ら
ば
多
く
の
国
々
は
余
り
に
も
狭
い
範
囲
の
輸
出
商
品
に
依

存
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
は
根
本
的
な
解
決
策
で
は

な
い
。
工
業
化
は
い
わ
ば
「
構
造
的
」
解
決
で
あ
る
。
工
業
化
は
い
ず
れ
は

行
わ
れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
に
は
時
間
が
か
か
る
。
従
っ
て
直
ち
に
適
用
さ

れ
る
応
急
的
対
策
に
つ
い
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の

は
緩
衝
在
庫
政
策
と
緩
衝
基
金
政
策
で
あ
る
。
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後
進
国
の
貿
易
変
動
と
経
済
安
定
政
策

註
（
1
）
　
需
要
曲
線
が
一
定
で
あ
っ
て
、
供
給
曲
線
が
シ
フ
ト
す
る
も
の
と
す
れ
ば

　
　
両
曲
線
の
交
点
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
価
格
と
こ
れ
に
対
応
す
る
数
量
と
は
逆

　
　
の
方
向
に
動
く
。
即
ち
、
価
格
が
上
昇
す
れ
ば
数
量
は
減
少
し
、
価
格
が
低
下

　
　
す
れ
ば
数
量
が
増
加
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

　
（
2
）
　
供
給
曲
線
が
一
定
で
あ
っ
て
、
需
要
曲
線
が
シ
フ
ト
す
る
も
の
と
す
れ
ば

　
　
両
曲
線
の
交
点
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
価
格
と
こ
れ
に
対
応
す
る
数
量
と
は
同
一

　
　
の
方
向
に
動
く
。
即
ち
、
価
格
が
上
昇
す
る
と
ぎ
は
数
量
も
増
加
し
、
価
格
が

　
　
下
落
す
る
と
き
は
数
量
も
減
少
す
る
。

　
（
3
）
d
鼻
巴
密
江
8
・
・
》
冒
。
・
け
㊤
呂
ξ
言
国
壱
旦
罫
爵
①
け
す
d
巳
。
乙
・
邑
ε
巴

　
　
O
o
ロ
ロ
艮
①
9
冥
。
宅
団
。
善
し
O
凱
ト
っ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ン
プ

　
（
4
）
　
こ
れ
ら
の
品
目
は
コ
コ
ア
、
コ
ー
ヒ
ー
、
銅
、
綿
花
、
大
麻
、
黄
麻
、
亜

　
　
麻
仁
、
石
油
、
米
、
ゴ
ム
、
生
糸
、
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
砂
糖
、
茶
、
錫
、
煙

　
　
草
、
小
麦
、
羊
毛
な
ど
で
あ
る
。

　
（
5
）
　
こ
の
分
類
の
方
法
に
つ
い
て
は
A
グ
ル
ー
プ
の
中
に
も
第
一
次
生
産
が
大

　
　
量
に
行
わ
れ
（
例
え
ば
米
国
、
カ
ナ
ダ
な
ど
）
、
B
グ
ル
ー
プ
の
中
に
も
商
工

　
　
業
が
盛
に
行
わ
れ
て
い
る
国
（
例
え
ば
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
）
が
あ
る

　
　
の
で
、
A
グ
ル
ー
プ
と
B
グ
ル
ー
プ
と
の
間
の
貿
易
を
も
つ
て
こ
れ
を
そ
の
ま

　
　
ま
工
業
製
品
と
第
一
次
生
産
物
と
の
貿
易
と
み
る
こ
と
は
過
度
の
単
純
化
を
お

　
　
か
す
こ
と
だ
と
Q
D
旨
ロ
畠
O
巴
口
。
は
批
評
し
て
い
る
。

　
（
6
）
国
8
昌
。
巨
。
o
円
。
三
『
ロ
σ
円
臼
国
芦
同
巳
昼
冒
窟
戸
。
舞
①
彪
ξ
ω
ぎ
8
寄
N
更
。
・

　
　
¢
巳
g
ぼ
声
U
再
冨
β
H
O
ら
．
㎝
”
∪
爵
。
d
a
話
邑
4
中
。
。
・
。
。
Ψ
団
・
お
。
。
．

三
、
緩
衝
在
庫
政
策

第
一
次
生
産
物
の
輸
出
市
場
安
定
の
た
め
の
国
際
的
な
対
策
と
し
て

2
口
時
ω
①

る
。

は
緩
衝
在
庫
…
機
関
（
ゴ
津
円
ω
8
昂
曽
σ
q
①
ロ
9
①
ω
）
の
設
置
を
挙
げ
て
い

　
「
、
意
義
及
び
目
的

　
こ
の
機
関
は
商
品
の
世
界
市
場
価
格
が
予
め
定
め
ら
れ
た
最
低
水
準
に
下

落
す
れ
ば
こ
れ
を
買
入
れ
、
ま
た
そ
の
価
格
が
一
定
の
最
高
水
準
に
ま
で
上

昇
す
れ
ば
こ
れ
を
売
出
す
。
こ
れ
ら
の
公
定
の
売
買
価
格
の
中
間
で
は
価
格

は
自
由
に
変
動
す
る
。
支
持
価
格
（
下
限
価
格
）
及
び
天
井
価
格
（
上
限
価

格
）
は
需
給
状
態
の
長
期
の
変
化
を
考
慮
に
入
れ
て
経
験
に
て
ら
し
て
時
々

調
整
さ
れ
得
る
。
こ
の
調
整
は
過
去
八
年
乃
至
十
年
間
に
記
録
さ
れ
た
価
格

の
移
動
平
均
を
基
礎
と
し
て
或
程
度
ま
で
は
自
動
的
に
行
わ
れ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
方
法
は
如
何
な
る
国
も
単
独
で
は
採
用
し
得
な
い
方
法
で

あ
る
。
そ
れ
故
に
、
国
際
的
な
基
礎
の
上
に
実
施
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
一

九
五
一
年
に
国
際
連
合
の
専
門
家
委
員
会
は
「
国
際
経
済
安
定
の
た
め
の
施

（
1
）

策
」
（
委
員
長
の
名
を
と
っ
て
エ
ン
ジ
ェ
ル
報
告
〉
轟
①
昌
開
名
。
昌
と
よ
ば
れ

て
い
る
）
と
題
す
る
報
告
に
お
い
て
国
際
的
商
品
協
定
を
強
力
に
支
持
し
、

そ
の
実
際
的
な
成
功
の
機
会
に
つ
い
て
幾
分
楽
観
し
、
国
際
復
興
開
発
銀
行

が
第
一
次
生
産
物
の
緩
衝
在
庫
の
た
め
に
融
資
す
る
こ
と
を
要
請
し
た
。
こ

の
報
告
は
こ
の
よ
う
な
協
定
の
成
立
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
輸
入
国
が

も
つ
利
益
を
強
調
し
た
。
緩
衝
在
庫
制
は
輸
入
国
に
と
っ
て
は
景
気
後
退
期

に
買
入
れ
、
ブ
ー
ム
の
時
期
に
さ
き
に
買
入
れ
た
在
庫
を
放
出
す
る
こ
と
に
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よ
っ
て
輸
入
商
品
の
平
均
費
用
を
低
く
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
る
に
こ

の
制
度
が
な
い
た
め
に
現
実
の
状
態
で
は
輸
入
国
は
価
格
が
高
い
と
き
に
最

も
多
く
買
入
れ
、
価
格
が
低
い
と
き
に
買
入
れ
を
停
止
す
る
傾
向
が
あ
り
、

そ
の
た
め
に
損
失
を
被
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

　
緩
衝
在
庫
の
盗
心
は
世
界
市
場
に
お
け
る
第
一
次
商
品
の
売
買
双
方
の
側

よ
り
見
て
魅
力
の
あ
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
実
施
の
面
に
お
い
て
は
全

く
進
歩
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
米
国
は
こ
の
政
策
に
反
対
し
た
。
（
も
っ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

も
こ
の
制
度
を
支
持
す
る
よ
う
な
発
言
が
ペ
イ
リ
ー
委
員
会
報
告
（
℃
巴
塁

O
。
日
巳
。
・
。
。
δ
昌
国
。
唱
〇
二
）
そ
の
他
に
お
い
て
行
わ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
全

般
的
に
見
て
米
国
は
こ
の
よ
う
な
対
策
に
は
反
対
で
あ
っ
た
。
）
　
一
九
五
三

年
に
国
連
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
新
し
い
専
門
家
委
員
会
は
「
商
品
貿
易
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

び
経
済
発
展
」
に
関
す
る
そ
の
報
告
に
お
い
て
或
る
種
の
野
心
的
な
理
論
的

研
究
を
行
っ
た
け
れ
ど
も
、
全
体
と
し
て
見
れ
ば
国
際
商
品
協
定
に
つ
い
て

は
用
心
深
い
態
度
を
と
っ
て
い
る
。
同
報
告
は
「
こ
の
よ
う
な
国
際
商
品
協

定
の
方
策
は
メ
ム
バ
ー
の
直
接
の
国
家
的
な
利
害
に
役
立
た
な
く
な
る
や
否

や
直
ち
に
破
棄
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
と
指
摘
し
た
（
四
三
頁
）
。
　
そ
し
て
ま

た
国
際
復
興
開
発
銀
行
が
緩
衝
在
庫
の
融
資
に
当
る
と
い
う
示
唆
は
銀
行
の

歓
迎
す
る
と
こ
ろ
と
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
（
四
八
頁
）
。

　
二
、
緩
衝
在
庫
の
特
質

　
然
ら
ば
、
緩
衝
在
庫
の
原
理
そ
れ
自
体
に
何
か
間
違
つ
た
点
が
あ
る
の
だ

　
　
　
　
後
進
国
の
貿
易
変
動
と
経
済
安
定
政
策

ろ
う
か
と
い
う
疑
問
を
生
じ
る
。
し
か
し
、
Z
霞
駐
①
は
緩
衝
在
庫
の
果
た
す

安
定
的
役
割
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
即
ち
、
遊
休
的
商
品
在
庫
の
蓄
積
は

世
界
の
資
金
の
浪
費
的
な
使
用
一
こ
の
資
金
は
よ
り
緊
急
的
な
開
発
目
的

に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
　
　
で
あ
る
と
非
難
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
る

ほ
ど
、
第
一
次
生
産
物
の
緩
衝
在
庫
に
対
す
る
資
本
の
投
下
は
こ
れ
だ
け
を

孤
立
し
て
考
察
す
る
と
浪
費
的
な
不
生
産
的
な
投
資
で
あ
る
。
し
か
し
勿
論

こ
の
投
資
は
そ
れ
だ
け
を
切
離
し
て
単
に
使
用
さ
れ
な
い
財
の
貯
蔵
と
し
て

の
み
看
倣
す
べ
き
で
は
な
い
。
そ
れ
が
国
際
商
品
市
場
で
大
き
な
安
定
を
達

成
す
る
な
ら
ば
、
第
一
次
生
産
国
の
長
期
発
展
と
い
う
形
に
お
い
て
相
当
大

き
な
利
益
を
生
み
出
す
も
の
と
見
て
差
支
え
は
な
い
。
次
に
躍
霞
訴
。
は
緩

衝
在
庫
は
世
界
に
お
け
る
第
一
次
商
品
の
ス
ト
ッ
ク
の
平
均
保
有
高
の
正
味

増
加
と
は
必
ず
し
も
な
ら
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
即
ち
、
在
庫
は
如

何
な
る
場
合
に
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
事
情
の
下
で
は
在
庫
の
動
き

（ぴ

@
げ
麟
く
一
〇
同
）
は
主
と
し
て
第
一
次
商
品
生
産
者
の
価
格
及
び
所
得
の
循
環
的

な
変
動
を
激
化
す
る
（
薗
O
O
①
口
け
口
帥
け
①
）
よ
う
で
あ
る
。
国
際
的
な
商
品
協
定
は

世
界
の
在
庫
維
持
の
総
負
担
を
増
加
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
も
の
で
は
な
く

し
て
、
第
一
次
生
産
物
の
ス
ト
ッ
ク
の
動
き
に
安
定
性
を
与
え
る
こ
と
を
主

要
な
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
緩
衝
在
庫
は
原
理
的
に
見
て
す
ぐ
れ
た
政
策
で
あ
る
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
故
に
緩
衝
在
庫
政
策
が
第
二
次
大
戦
後
に
お
い
て
具
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後
進
国
の
貿
易
変
動
と
経
済
安
定
政
策

体
的
な
形
態
で
実
現
し
な
か
っ
た
か
と
い
う
疑
問
を
生
じ
る
。
そ
れ
に
対
す

る
2
日
訂
①
の
解
答
は
緩
衝
在
庫
は
ブ
ー
ム
の
時
期
で
な
く
し
て
、
リ
セ
ッ

シ
ョ
ン
の
時
期
に
お
い
て
の
み
開
始
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
全
体
と

し
て
見
れ
ば
、
過
去
の
＋
年
間
は
こ
の
よ
う
な
在
庫
の
蓄
積
に
有
利
で
は
な

か
っ
た
。
こ
の
方
向
へ
の
如
何
な
る
試
み
も
既
存
の
イ
ン
フ
レ
圧
力
を
強
化

し
た
で
あ
ろ
う
。
あ
た
か
も
一
九
五
〇
年
六
月
（
朝
鮮
動
乱
勃
発
）
以
後
の

政
府
に
よ
る
戦
略
物
資
の
蓄
積
が
イ
ン
フ
レ
圧
力
を
強
化
し
た
よ
う
に
。
イ

ン
フ
レ
圧
力
及
び
完
全
雇
用
の
状
態
は
緩
衝
在
庫
の
当
初
の
仮
定
に
つ
い
て

は
明
ら
か
に
不
適
当
で
あ
る
。
そ
し
て
恐
ら
く
こ
れ
が
、
第
二
次
世
界
大
戦

以
来
緩
衝
在
庫
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
理
由
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
だ
け
が
理
由
で
あ
る
な
ら
ば
最
近
の
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

期
に
緩
衝
在
庫
政
策
が
強
力
に
推
進
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
守
弩
＆
も

こ
の
政
策
の
実
施
を
強
調
し
て
い
る
。
然
る
に
現
実
に
は
少
数
の
場
合
を
除

い
て
は
緩
衝
在
庫
政
策
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
（
5
）

　
因
ぎ
旨
は
緩
衝
在
庫
政
策
が
実
施
さ
れ
な
い
理
由
と
し
て
日
巨
額
の
資

金
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
口
公
正
な
買
入
価
格
及
び
売
渡
価
格
の
決
定
が

困
難
で
あ
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
即
ち
、
こ
の
政
策
を
実
施
す
る
に
必
要

な
資
金
は
数
十
億
ド
ル
に
も
達
す
る
と
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
資
金
を

負
担
し
得
る
の
は
米
国
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
米
国
自
身
が
こ
の
政
策
に
反
対

で
あ
る
こ
と
、
及
び
公
正
な
売
買
価
格
を
決
定
し
よ
う
と
し
て
も
、
売
手
側

と
買
手
側
と
の
双
方
の
「
か
け
ひ
き
」
に
よ
っ
て
こ
れ
が
極
め
て
困
難
で
あ

る
こ
と
も
こ
の
政
策
の
実
施
を
阻
害
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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国
の
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安
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経
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昭
和
三
十
四
年

　
　
一
月
四
日
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5
）
　
囚
冨
島
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口
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昌
前
掲
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Q

四
、
緩
衝
基
金
政
策

　
　
　
　
　
　
ナ
ノ
ヨ
ナ
ル

　
次
に
著
者
は
国
家
的
な
措
置
と
し
て
緩
衝
基
金
政
策
を
あ
げ
、
そ
の
意
義

及
び
目
的
、
実
施
の
方
法
、
そ
の
特
質
な
ど
を
論
じ
た
後
、
著
者
独
自
の
対

策
を
提
案
し
て
い
る
。

　
一
、
意
義
及
び
目
的

　
緩
衝
基
金
（
切
口
題
O
同
国
唱
口
無
）
政
策
と
い
う
の
は
好
況
時
に
第
一
次
生
産
物

の
輸
出
に
課
税
し
、
不
況
時
に
は
そ
れ
に
補
助
金
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
政
策
は
世
界
市
場
の
価
格
変
動
を
減
少
せ
し
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

も
の
で
は
な
く
、
第
一
次
商
品
生
産
者
の
可
処
分
所
得
を
安
定
化
す
る
こ
と
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に
よ
っ
て
価
格
変
動
が
国
内
経
済
に
与
え
る
衝
撃
を
緩
和
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
二
、
実
施
の
方
法

　
緩
衝
基
金
政
策
は
通
常
次
の
三
つ
の
方
法
の
一
つ
で
行
う
こ
と
が
出
来
る
。

　
ω
　
中
央
販
売
機
関
（
8
三
H
巴
目
⇔
鱒
①
野
合
σ
Q
9
α
q
①
口
。
図
）
が
設
立
さ
れ
、
こ
の

機
関
が
国
内
生
産
者
に
＝
疋
の
価
格
を
保
証
し
、
生
産
物
は
輸
出
市
場
で
売

れ
る
価
格
で
売
却
す
る
。
生
産
者
に
支
払
う
国
内
価
格
は
暗
黙
の
う
ち
に
好

況
の
年
に
は
あ
た
か
も
課
税
が
行
わ
れ
た
と
同
じ
よ
う
に
、
ま
た
、
不
況
の

年
で
は
あ
た
か
も
補
助
金
が
支
払
わ
れ
た
の
と
同
じ
よ
う
な
結
果
と
な
る
よ

う
に
こ
れ
を
定
め
る
。
（
輸
出
税
や
補
助
金
の
額
は
明
示
さ
れ
な
い
。
）

　
②
　
本
質
的
に
は
ω
と
同
一
種
類
の
政
策
が
可
変
的
な
輸
出
税
と
輸
出

補
助
金
の
形
で
明
示
的
に
運
営
さ
れ
る
。

　
⑧
　
為
替
管
理
機
関
が
輸
出
者
の
外
国
為
替
収
入
を
買
取
る
公
定
の
買
相

場
を
上
下
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
同
…
様
の
政
策
を
実
施
す
る
。
も
し
も
外
国

為
替
の
売
レ
ー
ト
が
不
変
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
為
替
管
理
機
関
は
海
外
で
輸

出
品
の
価
格
が
高
い
時
期
に
は
利
益
を
得
、
そ
の
他
の
時
期
に
は
損
失
を
被

る
よ
う
な
方
法
で
こ
の
政
策
を
実
行
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
第
一
の
方
法
の
主
要
な
例
は
現
在
コ
コ
ア
、
落
花
生
及
び
パ
ー
ム
オ
イ
ル

な
ど
に
つ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
西
ア
フ
リ
カ
の
マ
ー
ク
ッ
テ
ィ
ン
グ
・
ボ
ー

　
　
　
（
1
）

ド
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
一
九
三
六
年
に
酪
農
品
に
つ
い
て
こ
の

　
　
　
後
進
国
の
貿
易
変
動
と
経
済
安
定
政
策

制
度
を
開
始
し
た
。
プ
ル
ぜ
ン
チ
ン
で
ぺ
p
ン
の
治
政
下
に
同
じ
よ
う
な
政

策
が
行
わ
れ
た
。
第
二
の
方
法
は
最
近
に
東
南
ア
ジ
ア
の
種
々
の
国
々
に
よ

っ
て
広
く
行
わ
れ
て
い
る
。
第
三
の
為
替
操
作
に
よ
る
方
法
は
ラ
テ
ン
・
ア

メ
リ
カ
で
は
熟
知
の
慣
行
で
あ
る
。

　
以
上
の
三
つ
の
・
王
室
な
方
法
の
共
通
の
特
徴
に
つ
い
て
い
え
ば
、
こ
れ
ら

の
方
法
は
全
て
一
方
に
お
い
て
は
海
外
市
場
の
価
格
変
動
と
輸
出
収
入
、
他

方
に
お
い
て
は
国
内
生
産
者
の
受
取
る
正
味
の
価
格
と
そ
の
収
入
と
の
間
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ノ
ヨ
ナ
ル

関
連
を
遮
断
す
る
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
方
法
は
国
家
的
な
措
置

で
あ
っ
て
い
ず
れ
の
一
国
で
も
こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
、
国
際
的
な

協
定
に
依
存
す
る
も
の
で
は
な
い
。
緩
衝
基
金
制
の
下
で
は
輸
出
価
格
が
高

い
と
き
に
外
国
為
替
の
緩
衝
基
金
が
蓄
積
さ
れ
、
輸
出
価
格
が
低
い
と
き
に

こ
れ
が
引
き
出
さ
れ
る
。
商
品
の
緩
衝
在
庫
と
対
照
的
に
、
こ
の
種
の
緩
衝

基
金
は
世
界
の
需
要
が
ブ
ー
ム
状
態
に
あ
る
と
き
に
発
足
す
る
の
が
最
も
適

当
．
で
あ
る
。

　
三
、
緩
衝
在
庫
と
緩
衝
基
金
の
差
異

　
商
品
在
庫
と
現
金
保
有
と
は
市
場
の
不
確
実
と
不
安
定
に
対
処
す
る
二
者

択
一
的
な
方
法
と
し
て
、
経
済
界
で
一
般
に
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
そ
れ
と
同
様
に
緩
衝
在
庫
と
緩
衝
基
金
と
は
第
一
次
商
品
生
産
国
の
安

定
政
策
の
二
者
択
一
的
な
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
相
互
に
代
替
的
で
あ
る
。

緩
衝
在
庫
の
存
在
は
外
国
為
替
準
備
の
必
要
を
減
少
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
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後
進
国
の
貿
易
変
動
と
経
済
安
定
政
策

（
逆
の
場
合
は
逆
）
。

　
倉
敷
料
そ
の
他
持
越
費
用
に
つ
い
て
も
〔
こ
れ
は
緩
衝
基
金
に
つ
い
て
は

負
（
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
）
で
あ
る
が
〕
相
違
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
両
者
の
主
要
な

相
違
点
は
緩
衝
基
金
は
昌
8
－
。
・
唱
①
。
監
。
な
内
容
を
も
つ
て
い
る
こ
と
、
及
び

い
ず
れ
の
個
々
の
国
も
こ
の
方
策
を
独
立
的
に
採
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
と

い
う
点
に
あ
る
。
し
か
し
、
緩
衝
基
金
を
調
達
す
る
た
め
に
輸
入
を
抑
制
す

る
と
い
う
負
担
が
あ
り
、
こ
れ
は
消
費
財
の
み
な
ら
ず
資
本
設
備
の
輸
入
が

緊
急
的
に
必
要
で
あ
る
後
進
国
に
と
っ
て
は
非
常
に
切
実
な
問
題
で
あ
る
。

　
四
、
緩
衝
基
金
の
運
営

　
緩
衡
基
金
制
度
の
下
で
は
黒
字
予
算
の
デ
フ
レ
的
効
果
が
ブ
ー
ム
期
に
お

け
る
国
際
収
支
の
イ
ン
フ
レ
的
釣
果
を
相
殺
す
る
傾
向
が
あ
り
、
不
況
期
に

は
逆
の
現
象
が
お
こ
る
。
本
質
的
な
問
題
は
輸
出
ス
ラ
ン
プ
の
と
ぎ
に
貯
蓄

の
引
出
し
（
勢
ω
磐
凶
品
）
を
行
う
た
め
に
、
輸
出
ブ
ー
ム
の
と
き
に
強
制
貯

蓄
が
そ
の
国
に
課
せ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
個
々
の
生
産
者
が
ブ
ー
ム
時
代
の
現
金
収
入
の
一
部
を
不
況
時
代
の
使
用

に
備
え
て
貯
蓄
し
て
お
く
こ
と
は
、
　
一
部
の
生
産
者
に
は
こ
れ
が
期
待
出
来

る
と
し
て
も
大
部
分
の
生
産
者
に
は
こ
れ
を
期
待
出
来
な
い
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
理
由
は
生
産
者
は
長
期
的
な
見
通
し
を
持
ち
得
な
い
こ
と
、
金
融
制
度

が
不
完
全
で
あ
る
こ
と
、
或
い
は
生
産
者
個
人
が
貧
困
で
あ
る
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
生
産
者
の
所
得
の
適
当
な
処
置
は
彼
自
身

で
は
な
く
し
て
国
家
（
或
は
何
等
か
の
そ
の
他
の
中
央
機
関
）
の
行
動
に
よ

っ
て
実
行
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
五
、
緩
衝
基
金
政
策
に
対
す
る
批
判

　
従
来
の
緩
衝
基
金
政
策
に
つ
い
て
累
ロ
蒔
ω
①
が
最
も
疑
問
と
す
る
点
は
次

の
点
で
あ
る
。
即
ち
、
第
二
次
生
産
物
が
外
国
市
場
で
高
い
価
格
を
得
て
い

る
と
き
に
第
一
次
品
生
産
者
に
課
税
し
、
逆
の
場
合
に
こ
れ
に
補
助
金
を
与

え
る
こ
と
は
正
し
い
こ
と
で
あ
り
得
よ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
し
も

輸
出
品
の
供
給
が
租
税
叉
は
補
助
金
に
対
し
て
少
し
で
も
感
応
的
で
あ
る
と

す
る
な
ら
ば
、
こ
の
こ
と
は
先
づ
第
一
に
一
国
の
外
国
為
替
収
入
を
平
均
的

に
見
て
減
少
せ
し
め
な
い
か
と
い
う
こ
と
、
第
二
に
、
世
界
市
場
に
お
け
る

価
格
の
循
環
的
変
動
を
激
化
し
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
国
は
こ
れ

と
反
対
の
措
置
を
と
っ
て
は
い
け
な
い
だ
ろ
う
か
。
即
ち
、
海
外
の
価
格
が

好
調
で
あ
る
と
き
に
輸
出
数
量
を
極
度
に
増
加
し
、
輸
出
価
格
が
低
下
し
た

と
き
に
輸
出
数
量
を
減
少
せ
し
め
る
こ
と
は
い
け
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
疑
問
に
対
す
る
回
答
は
事
実
上
第
一
次
生
産
物
の
輸
出
供
給
が
価
格

に
対
し
て
弾
力
的
で
あ
る
か
叉
は
非
弾
力
的
で
あ
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て

い
る
。
輸
出
供
給
が
完
全
に
非
弾
力
的
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
即
ち
、
輸
出
の

た
め
の
供
給
が
受
取
る
価
格
に
よ
っ
て
全
然
影
響
を
う
け
な
い
も
の
と
す
れ

ば
、
問
題
は
生
ぜ
ず
、
現
在
論
議
し
て
い
る
政
策
は
少
く
と
も
こ
の
点
で
は

悪
い
影
響
を
も
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
若
し
も
供
給
が
「
逆
に
」
弾
力
的
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（
、
．
℃
霞
く
霞
ω
。
ζ
．
、
①
寓
§
）
で
あ
る
な
ら
ば
　
　
時
と
し
て
は
そ
れ
が
事
実
で

あ
る
が
　
　
即
ち
、
価
格
の
増
加
が
現
実
に
は
供
給
の
減
少
を
生
ぜ
し
め
る

と
い
う
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
最
も
数
…
果
的
な
政
策
は
ブ
ー
ム
期
に
は
輸
出
に

重
い
課
税
算
し
て
農
民
の
受
取
る
正
味
価
格
を
切
下
げ
、
ま
た
不
況
期
に
は

正
味
価
格
を
増
加
す
る
た
め
に
補
助
金
を
与
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場

合
に
は
輸
出
向
け
の
供
給
量
は
ブ
ー
ム
期
に
は
増
加
し
、
ス
ラ
ン
プ
期
に
は

減
少
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
世
界
市
場
の
安
定
の
た
め
の
み
な
ら
ず
、

生
産
国
の
国
家
的
見
地
か
ら
見
て
も
正
し
い
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
だ
ろ
う
。

　
現
実
に
は
輸
出
第
一
次
生
産
物
の
供
給
は
必
ず
と
い
う
の
で
は
な
い
が
、

価
格
に
関
し
て
幾
分
弾
力
的
（
同
9
け
げ
①
肖
　
Φ
一
髄
。
ロ
辛
目
〇
）
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
既
に

引
用
し
た
国
連
の
研
究
「
低
開
発
国
輸
出
市
場
の
不
安
定
性
」
に
よ
っ
て
明

か
に
さ
れ
て
い
る
（
本
稿
第
二
節
参
照
）
。
わ
れ
わ
れ
が
述
べ
た
よ
う
に
過
去
半

世
紀
の
経
験
は
世
界
貿
易
に
お
け
る
十
八
品
目
の
第
一
次
生
産
物
の
価
格
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

動
と
輸
出
数
量
と
の
間
に
可
成
り
大
き
い
正
の
相
関
関
係
が
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
第
一
次
生
産
物
の
供
給
は
正
常
な
場
合
に
お
い
て
は
価
格
に
正

し
く
反
応
す
る
と
い
う
事
実
は
現
在
論
議
し
て
い
る
政
策
を
判
断
す
る
の
に

明
か
に
決
定
的
な
重
要
さ
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
政
策
は
生
産
者
の
受
取
る

価
格
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
輸
出
価
格
が
高
い
と
き
に
は
よ
り
多
く

を
生
産
し
よ
う
と
い
う
刺
戟
（
一
口
O
①
口
甘
甘
く
O
）
を
妨
害
し
、
逆
に
輸
出
価
格
が

低
い
と
き
に
は
輸
出
向
け
生
産
を
維
持
す
る
こ
と
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
後
進
国
の
貿
易
変
動
と
経
済
安
定
政
策

こ
の
方
法
は
生
産
国
の
輸
出
手
取
高
を
景
気
循
環
期
を
通
じ
て
極
大
化
す
る

方
法
で
も
な
い
し
、
ま
た
第
一
次
商
品
の
国
際
市
場
を
安
定
さ
せ
る
の
に
役

立
つ
方
法
で
も
な
い
。

　
西
ア
フ
リ
カ
の
マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
・
ボ
ー
ド
は
最
近
に
お
け
る
若
干
の

興
味
あ
る
議
論
の
・
王
題
で
あ
っ
た
。
戦
後
の
ブ
ー
ム
の
間
に
こ
れ
ら
の
ボ
ー

ド
は
巨
大
な
利
潤
を
得
て
、
莫
大
な
準
備
資
金
を
蓄
積
し
た
。
℃
・
目
・
b
d
き
霞

と
男
名
・
頴
一
。
・
げ
は
「
第
一
次
品
生
産
者
の
所
得
変
動
の
減
少
」
に
関
す
る

　
　
　
　
　
（
3
）

二
つ
の
長
論
文
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
価
格
固
定
政
策
が
、
輸
出
向
生
産

物
の
数
量
に
及
ぼ
す
制
限
的
効
果
に
大
い
に
、
関
心
を
も
ち
、
移
動
平
均
算

（
4
）

式
を
主
張
し
た
。
即
ち
、
そ
れ
に
よ
っ
て
マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
・
ボ
ー
ド
が

生
産
者
に
支
払
う
価
格
は
そ
れ
が
世
界
市
場
の
趨
勢
に
絶
え
ず
一
致
す
る
よ

う
に
確
実
に
調
整
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
両
氏
で
さ
え
も
、
「
保
証
価
格
制
度
」
（
磐
鈴
諺
－

8
亀
層
凶
8
ω
爵
。
日
①
）
の
原
則
に
つ
い
て
疑
問
を
も
た
な
か
っ
た
。

　
こ
の
制
度
は
日
々
の
価
格
変
動
の
危
険
と
不
確
実
性
を
軽
減
す
る
こ
と
及

び
農
民
を
し
て
投
機
的
な
仕
事
よ
り
も
、
む
し
ろ
生
産
的
な
仕
事
に
注
意
を

集
中
さ
せ
る
こ
と
に
お
い
て
有
益
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
剴
窪
霞
や
℃
駐
げ
が
抱
く
と
こ
ろ
の
最
初
の
疑
問
（
即
ち
、
マ
ー
ケ
ッ

テ
ィ
ン
グ
・
ボ
ー
ド
の
政
策
が
輸
出
向
生
産
量
を
制
限
す
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
）
は
彼
等
が
選
ぶ
算
式
に
よ
っ
て
除
去
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
彼
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後
進
国
の
貿
易
変
動
と
経
済
安
定
政
策

等
が
マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
・
ボ
ー
ド
を
課
税
及
び
強
制
貯
蓄
の
機
関
と
し
て

反
対
す
る
と
ぎ
に
は
彼
等
の
非
難
は
マ
ー
ク
ッ
テ
ィ
ン
グ
・
ボ
ー
ド
を
こ
の

　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も

目
的
の
た
め
に
持
続
的
（
白
上
ω
8
葺
）
に
使
用
す
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
て
い

る
。
彼
等
は
こ
の
機
関
の
任
務
を
第
一
次
商
品
生
産
者
の
所
得
の
景
気
循
環

的
な
安
定
に
限
定
し
、
よ
り
広
い
領
域
に
侵
入
す
る
こ
と
を
阻
止
し
よ
う
と

す
る
の
で
あ
る
。
細
い
点
を
度
外
視
す
る
な
ら
ば
守
器
や
守
写
算
式
の
要

点
は
固
定
的
な
国
内
価
格
が
毎
年
毎
年
に
過
去
の
一
定
年
間
に
実
現
さ
れ
た

平
均
的
輸
出
価
格
に
等
し
く
な
る
よ
う
に
こ
れ
を
調
整
す
る
こ
と
に
あ
る
。

（
た
だ
し
移
動
、
平
均
に
お
い
て
は
最
近
の
年
の
ウ
エ
イ
ト
を
以
前
の
年
よ

り
も
重
く
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
）
　
両
氏
の
方
式
に
お
い
て
も
矢

張
り
、
算
定
に
お
い
て
は
課
税
と
強
制
貯
蓄
は
部
分
的
に
は
行
わ
れ
る
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
算
式
に
よ
れ
ば
課
税
や
強
制
貯
蓄
は
後
年
の
補
助
金

供
与
及
び
負
の
貯
蓄
に
よ
っ
て
、
よ
り
確
か
に
相
殺
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
両

氏
の
方
式
で
は
課
税
と
補
助
金
の
供
与
が
　
　
即
ち
、
貯
蓄
と
負
の
貯
蓄
と

が
　
　
交
互
に
行
わ
れ
る
が
、
そ
の
対
象
が
輸
出
商
品
の
第
一
次
生
産
者
に

厳
密
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
両
氏
か
ら
見
れ
ば
長
所
で
あ
る
が
、

2
目
訂
①
の
見
る
と
こ
ろ
で
は
こ
れ
が
正
し
く
そ
の
基
礎
的
な
短
所
で
あ
る
。

何
故
な
ら
ば
こ
の
よ
う
な
方
法
で
は
、
既
に
の
べ
た
よ
う
に
丁
度
不
適
当
な

時
期
に
輸
出
生
産
の
数
量
を
交
互
に
制
限
し
た
り
、
増
加
し
た
り
す
る
か
ら

で
あ
る
。

　
六
、
新
し
い
提
案

　
こ
こ
で
2
自
転
①
は
次
の
よ
う
な
政
策
を
提
案
す
る
。
即
ち
、
輸
出
作
物

の
国
内
価
格
は
世
界
市
場
の
情
勢
に
従
っ
て
自
由
に
変
動
さ
せ
る
。
　
（
そ
れ

は
毎
日
、
毎
日
で
は
な
い
と
し
て
も
少
く
と
も
毎
年
毎
年
）
。
　
し
か
し
な
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
う
　
　
も

ら
、
課
税
は
こ
れ
を
輸
出
第
一
次
生
産
物
生
産
者
に
限
定
せ
ず
、
一
般
的
に

（
内
国
消
費
税
、
所
得
税
、
輸
出
税
の
み
な
ら
ず
輸
入
税
に
よ
っ
て
）
行
な

い
輸
出
ブ
ー
ム
の
時
に
は
増
大
し
、
ス
ラ
ン
プ
の
時
に
は
減
少
さ
れ
る
。
こ

の
よ
う
に
し
て
財
政
黒
字
は
ブ
ー
ム
時
代
に
達
成
さ
れ
、
所
得
の
拡
大
と
輸

入
の
増
加
を
抑
制
し
、
不
況
期
に
お
け
る
支
出
に
利
用
さ
れ
る
べ
き
外
国
為

替
の
必
要
な
緩
衝
基
金
を
蓄
積
す
る
。
重
要
な
点
は
こ
の
場
合
に
は
市
場
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ノ
セ
ン
チ
イ
ヴ

態
の
変
化
に
呼
応
し
て
資
源
を
移
動
さ
せ
る
刺
戟
に
対
し
て
は
干
渉
し
な

い
点
で
あ
る
。
国
民
所
得
勘
定
の
点
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
政
策
は
総
可
処
分

所
得
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
輸
出
生
産
か
ら

生
じ
る
可
処
分
所
得
だ
け
の
安
定
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
で
あ

　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も

る
。
確
か
に
一
般
的
な
課
税
政
策
を
こ
の
景
気
対
策
的
な
形
で
用
い
る
こ
と

は
専
ら
輸
出
商
品
の
価
格
だ
け
に
結
び
つ
い
て
い
る
狭
い
形
の
課
税
（
そ
れ

は
積
極
的
及
び
消
極
的
の
両
者
を
含
む
）
よ
り
も
す
ぐ
れ
て
い
る
。
価
格
の

変
動
は
資
源
の
配
分
に
対
し
て
重
要
な
刺
戟
的
効
果
を
も
つ
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
こ
れ
を
活
用
す
る
こ
と
は
有
益
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
現
実
に
は
次
の
こ
と
が
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
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ち
、
多
数
の
国
に
お
い
て
は
一
般
的
な
景
気
対
策
的
財
政
政
策
を
行
う
実
際

的
な
可
能
性
は
極
端
に
限
ら
れ
て
い
る
。
他
の
課
税
源
泉
が
存
在
す
る
と
し

て
も
輸
出
生
産
物
に
課
税
す
る
こ
と
は
景
気
対
策
的
財
政
政
策
の
最
も
簡
単

に
し
て
容
易
な
形
態
で
あ
る
。
し
か
し
、
さ
き
に
の
べ
た
輸
出
税
及
び
補
助

金
の
好
ま
し
く
な
い
効
果
を
見
逃
し
て
は
い
け
な
い
。
実
際
的
に
政
府
が
狙

い
得
る
最
善
の
も
の
は
一
般
的
課
税
と
輸
出
課
税
と
の
妥
協
案
で
あ
っ
て
、

ブ
ー
ム
期
に
は
輸
出
品
に
幾
ら
か
の
課
税
を
す
る
が
、
し
か
も
生
産
者
の
受

取
額
が
有
利
と
な
る
よ
う
に
輸
出
価
格
の
一
部
増
加
を
み
と
め
、
さ
ら
に
そ

の
他
の
財
政
的
方
法
に
よ
っ
て
（
例
え
ば
高
額
の
所
得
税
、
財
産
税
、
消
費

税
叉
は
輸
入
税
さ
え
も
用
い
て
）
総
可
処
分
所
得
、
従
っ
て
輸
入
需
要
を
抑

制
す
る
こ
と
に
努
力
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
例
外
的
な
場
合
と
し
て
Z
自
訂
①
は
次
の
よ
う
な
事
情
を
み
と

め
て
い
る
。
即
ち
、
労
力
及
び
資
源
が
外
国
の
価
格
変
動
に
呼
応
し
て
輸
出

生
産
へ
、
ま
た
輸
出
生
産
か
ら
景
気
循
環
期
に
移
動
す
る
こ
と
は
一
た
と

え
総
可
処
分
所
得
の
安
定
が
得
ら
れ
る
と
し
て
も
1
短
期
的
に
余
り
に
多

く
の
構
造
的
適
応
を
要
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
内
経
済
の
安
定
を
く
つ
が

え
す
で
あ
ろ
う
と
い
う
事
情
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
輸
出
農
作
物

の
生
産
者
が
実
現
す
る
正
味
の
国
内
価
格
を
安
定
さ
せ
る
と
い
う
政
策
は
等

そ
の
国
の
経
済
生
活
の
混
乱
を
招
く
よ
う
な
労
力
及
び
資
源
の
移
動
を
制
限

す
る
慎
重
な
試
み
と
看
徹
す
こ
と
が
出
来
る
。
経
済
学
者
は
こ
の
よ
う
な
選

　
　
　
　
後
進
国
の
貿
易
変
動
と
経
済
安
定
政
策

択
に
つ
い
て
苦
情
を
い
う
こ
と
は
出
来
な
い
。
（
た
だ
し
、
そ
の
選
択
が
有

事
適
切
に
、
即
ち
輸
出
価
格
が
高
い
と
き
に
多
く
輸
出
し
、
輸
出
価
格
が
低

い
と
き
に
少
く
輸
出
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
利
益
で
あ
る
こ
と
を
充
分
に
わ

き
ま
え
て
行
わ
れ
る
場
合
に
限
る
。
）

註
（
1
）
　
こ
の
機
関
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
は
矢
内
原
勝
「
西
ア
フ
リ
カ
の
マ
ー
ケ

　
　
ッ
テ
ィ
ン
グ
・
ボ
ー
ド
の
安
定
政
策
と
基
金
」
三
田
学
会
雑
誌
、
昭
和
三
十
三

　
　
年
四
月
号
及
び
同
氏
「
西
ア
フ
リ
カ
マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
。
ボ
ー
ド
下
の
コ
コ

　
　
ア
買
付
機
構
の
研
究
」
慶
応
義
塾
経
済
学
会
経
済
学
年
報
1
　
（
一
九
五
七
年

　
　
度
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
（
2
）
　
こ
こ
に
著
者
の
い
う
「
正
の
相
関
関
係
」
な
る
言
葉
は
厳
密
な
統
計
学
的

　
　
用
語
と
し
て
用
い
た
の
で
は
な
く
、
価
格
と
数
量
と
が
そ
の
循
環
的
変
動
に
お

　
　
い
て
著
し
い
一
致
を
見
せ
て
い
る
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
（
前
掲
論

　
　
文
二
五
一
頁
）

　
（
3
）
　
団
・
日
・
守
器
同
。
巳
司
・
零
・
国
冨
げ
曽
、
．
日
ぎ
開
巴
き
減
8
0
協
固
琴
言
餌
ぎ
冨
冒

　
　
爵
Φ
ぎ
8
日
①
。
。
寺
中
。
評
8
円
ω
”
．
、
国
8
8
巳
。
U
呂
目
斜
∪
。
8
言
げ
。
円
昌
ゆ
齢
及
び
、
、
目
冨

　
　
即
①
曾
。
嵩
8
亀
固
口
9
8
鼠
。
β
の
ぎ
爵
o
H
琴
。
日
①
ω
亀
中
ぎ
暫
寺
中
。
象
8
窃
黒
日
爵
9

　
　
∩
o
ロ
q
D
北
洋
①
斜
．
．
国
8
昌
。
ヨ
8
冒
目
ロ
p
一
”
U
o
8
ヨ
げ
。
同
H
O
q
継
・

　
（
4
）
　
守
器
同
ら
。
。
一
。
・
げ
の
算
式
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
国
．
9
∪
①
。
」
O
認
も
為
謡
）

　
　
　
　
　
　
　
十
｛
♪
ユ
。
：
＋
♪
－
・
◎
・
－
b
・
＋
－
歯
も
；

　　

@
鵡
＋
　
－
f
雌
∵
f
‡
ず
ヂ
｝

　
　
　
稀
…
…
生
産
者
価
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
ソ
ト
プ
ロ
ノ
　
ズ

　
　
　
P
…
…
市
場
価
格
（
ト
ン
当
り
純
売
上
額
）
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後
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策

ア
…
…
予
想
市
場
価
格
（
ト
ン
当
り
純
売
上
額
）

ρ
…
…
収
穫
量

一
ρ
…
…
予
想
収
穫
量

⊥
X
…
今
年
度
の
予
想
売
上
高
の
う
ち
（
生
産
者
に
）
支
払
わ
れ
る
部
分
、

　
　
　
即
ち
、
生
産
者
価
格
の
算
定
に
含
ま
れ
る
部
分

賜
…
…
変
動
を
円
滑
化
す
る
た
め
に
平
均
さ
れ
る
年
数

五
、
輸
出
課
税
と
開
発
資
金

　
最
後
に
2
霞
冨
①
は
第
一
次
生
産
物
の
輸
出
に
対
す
る
課
税
を
景
気
循
環

対
策
と
し
て
で
は
な
く
、
国
内
経
済
開
発
（
工
業
化
）
の
資
金
調
達
を
目
的

と
し
た
恒
久
的
な
政
策
と
し
て
考
察
し
て
い
る
。

　
そ
の
事
例
と
し
て
第
二
次
大
戦
後
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
政
策
と
、
第
十
九

世
紀
の
後
半
に
日
本
が
採
用
し
た
政
策
と
比
較
対
照
さ
せ
て
吟
味
し
て
い
る
。

　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
が
政
府
専
売
を
通
じ
て
第
一
次
生
産
物
を
輸
出
し
た
政
策

　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
国
内
の
農
民
の
受
取
る
価
格
は
海
外
で
獲
得
さ
れ

た
価
格
よ
り
も
遙
か
に
下
廻
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
た
の
で
、
こ
の
制
度
は
第

一
次
生
産
物
の
輸
出
に
対
し
て
絶
え
間
な
く
重
税
を
課
す
る
の
と
等
し
い
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
主
な
る
目
的
は
工
業
化
の
資
本
を
調
達
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
。
そ
の
割
判
も
等
し
く
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
輸
出
に
利
用
さ
れ
る
供

給
は
澗
渇
し
た
。
一
九
五
〇
1
五
二
年
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
資
本
財
の
輸
入

は
一
九
四
七
－
四
九
年
の
水
準
よ
り
は
三
七
％
低
く
、
戦
前
の
一
九
三
七
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

三
九
年
の
水
準
か
ら
見
て
さ
え
も
低
か
っ
た
。

　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
輸
出
品
に
対
す
る
世
界
の
需
要
が
非
弾
力
的
で
あ
っ
た

な
ら
ば
、
輸
出
生
産
物
に
対
す
る
課
税
や
輸
出
数
量
の
減
少
は
輸
出
売
上
高

の
増
加
を
生
ぜ
し
め
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
が
そ
の
輸
出

す
る
生
産
物
の
唯
一
の
売
手
で
は
な
い
。
プ
ル
ゼ
ン
チ
ン
は
明
か
に
幾
分
か

弾
力
的
な
輸
出
需
要
に
直
面
し
て
い
た
。
た
と
え
一
国
が
ゴ
ム
や
コ
ー
ヒ
の

よ
う
な
商
品
の
唯
一
の
輸
出
者
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
国
の
輸
出
品
に
対

す
る
世
界
の
需
要
が
非
弾
力
的
で
あ
る
の
は
価
格
変
動
の
見
る
一
定
の
範
囲

に
限
ら
れ
て
い
る
。
若
し
そ
れ
が
全
範
囲
に
お
い
て
非
弾
力
的
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
そ
れ
は
世
界
が
そ
の
所
得
を
悉
く
ゴ
ム
叉
は
コ
ー
ヒ
ー
に
よ
ろ
こ
ん

で
支
出
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
世
界
は
こ
の
よ
う
な
こ

と
を
す
る
も
の
で
は
な
い
。
需
要
は
限
ら
れ
た
範
囲
内
で
の
み
非
弾
力
的
で

あ
り
得
る
。
供
給
が
制
限
さ
れ
、
価
格
が
増
大
す
る
に
従
っ
て
、
早
晩
に
需

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

要
は
弾
力
的
に
転
化
す
る
。
一
国
叉
は
共
同
し
て
行
動
す
る
一
群
の
国
の
独

占
的
地
位
の
利
用
は
そ
れ
故
に
常
に
や
り
に
く
い
仕
事
で
あ
る
。
需
要
が
非

弾
力
的
な
範
囲
で
は
輸
出
積
出
量
の
減
少
に
よ
っ
て
世
界
市
場
か
ら
得
る
外

国
為
替
の
量
は
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
。
若
し
こ
の
よ
う
な
可
能
性
が
存
在
す

る
な
ら
ば
、
そ
の
時
に
は
、
輸
出
課
税
は
輸
出
生
産
を
抑
制
す
る
と
同
時
に

輸
出
売
上
高
を
増
加
し
、
こ
れ
を
公
的
目
的
の
た
め
に
充
当
す
る
有
効
な
手

段
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
場
合
に
は
輸
出
品
に
対
す
る
課
税
論
は
景
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気
変
動
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
持
続
的
に
適
用
さ
れ
る
議
論
で
あ
っ
て
以

前
に
述
べ
た
「
緩
衝
基
金
」
モ
デ
ル
と
特
に
関
連
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
、
繰
返
し
て
い
う
が
、
こ
の
よ
う
な
可
能
性
は
極
め
て
限
ら
れ
て
い

る
の
が
普
通
で
あ
る
。
そ
の
可
能
性
は
一
九
四
五
年
以
後
の
い
ず
れ
の
年
に

お
い
て
も
著
し
い
程
度
に
お
い
て
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
対
し
て
は
存
在
し
な
か

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
態
の
下
で
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
農
業
生
産
物
の
輸
出

に
対
す
る
仮
借
な
き
課
税
は
、
工
業
化
計
画
の
代
金
を
支
払
う
こ
と
を
予
期

さ
れ
た
金
の
卵
を
生
む
鷲
鳥
を
殺
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
日
本
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
日
本
の
生
糸
輸
出
に
対
す
る
世
界
市

場
の
情
勢
は
一
八
六
七
年
以
後
著
し
く
好
調
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
に
工
業
化

へ
の
ド
ラ
イ
ブ
が
開
始
さ
れ
た
。
し
か
し
、
日
本
の
政
府
は
生
糸
の
輸
出
に

は
課
税
し
な
か
っ
た
。
政
府
は
よ
り
広
い
基
礎
に
お
い
て
、
主
と
し
て
「
地

租
」
を
通
じ
て
課
税
を
し
た
。
そ
れ
は
一
八
七
〇
年
代
に
再
査
定
さ
れ
、
且

つ
重
課
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
輸
出
市
場
が
好
調
の
と
き
に
輸
出
生
糸

の
生
産
に
対
す
る
刺
戟
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
か
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
一

方
、
こ
の
輸
出
よ
り
得
ら
れ
た
外
貨
収
入
は
こ
れ
を
工
業
開
発
の
た
め
に
用

い
た
。

　
国
内
の
所
得
の
流
れ
に
お
い
て
は
、
地
租
は
輸
出
向
に
生
産
さ
れ
た
生
糸

か
ら
農
民
が
得
た
余
分
の
所
得
を
掬
い
と
る
手
段
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
強
制

貯
蓄
の
方
法
で
あ
っ
た
。
国
内
の
強
制
貯
蓄
に
対
応
し
、
外
国
為
替
勘
定
に

　
　
　
　
後
進
国
の
貿
易
変
動
と
経
済
安
定
政
策

お
い
て
は
輸
出
収
入
の
増
加
す
る
部
分
を
資
本
財
の
輸
入
の
た
め
に
解
除
し

た
。
資
本
財
の
輸
入
は
、
わ
れ
わ
れ
も
知
る
如
く
そ
の
数
量
が
大
い
に
増
加

し
た
。
必
要
な
国
内
の
「
節
欲
」
き
。
・
“
営
8
8
が
な
い
な
ら
ば
外
国
為
替
収

入
は
輸
入
設
備
へ
の
投
資
の
た
め
に
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
国
内

の
所
得
の
流
れ
と
外
国
為
替
勘
定
と
は
屡
々
二
つ
の
独
立
し
た
事
物
と
し
て

と
り
あ
っ
か
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
事
例
に
見
る
よ
う
に
両
者
の
相
互
関

係
は
極
め
て
密
接
で
あ
る
こ
と
を
強
調
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
の
現
在
の
主
題
に
対
し
て
、
日
本
の
事
例
が
示
す
主

要
な
点
は
租
税
が
輸
出
品
そ
れ
自
体
に
課
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
輸
出

価
格
ま
た
は
輸
出
収
入
と
は
別
個
の
基
礎
の
上
に
課
せ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
価
格
の
刺
戟
は
輸
出
価
格
の
順
調
な
趨
勢
に
充
分
に
呼
応
し

て
、
輸
出
供
給
を
促
進
す
る
よ
う
に
作
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　
本
質
的
に
は
同
一
の
議
論
が
第
一
次
商
品
の
輸
出
に
著
し
く
依
存
す
る
諸

国
の
所
得
安
定
を
め
ぐ
る
景
気
変
動
の
問
題
に
適
用
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
景
気
安
定
の
関
係
に
お
い
て
は
目
的
は
資
本
財
輸
入
の
資
金
調
達
よ
り

は
む
し
ろ
、
不
況
時
に
そ
の
国
が
外
国
為
替
収
入
を
超
え
て
生
活
し
て
ゆ
け

る
よ
う
な
外
国
為
替
の
緩
衝
準
備
金
を
蓄
積
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
場
合

も
ま
た
必
要
な
国
内
貯
蓄
を
ブ
ー
ム
期
に
確
保
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ

の
方
法
は
輸
出
価
格
の
変
動
が
供
給
増
加
の
刺
戟
と
し
て
作
用
す
る
若
干
の
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余
地
（
そ
れ
は
完
全
で
な
く
て
も
よ
い
が
）
を
残
し
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。

勿
論
、
こ
の
議
論
の
効
力
は
国
に
よ
っ
て
異
な
る
。
そ
し
て
恐
ら
く
は
生
産

物
に
よ
っ
て
も
異
る
。
若
し
も
一
九
五
三
年
の
国
際
連
合
の
研
究
が
輸
出
価

格
と
数
量
の
循
環
的
変
動
の
間
に
、
高
い
相
関
々
係
が
あ
る
こ
と
を
正
し
く

示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
輸
出
向
け
第
一
次
生
産
物
の
供
給
は
価
格

変
動
に
対
し
て
可
成
り
敏
感
で
あ
る
と
結
論
し
て
も
間
違
い
は
な
い
よ
う
で

あ
る
。
（
こ
の
点
は
後
述
の
議
論
に
重
大
な
関
係
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
）
も

し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
議
論
は
今
日
の
後
進
国
の
輸
出
政
策
に
可
成

り
一
般
的
な
関
連
性
を
も
つ
と
考
え
る
充
分
な
理
由
が
あ
る
。

註
（
1
）
　
拙
稿
「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
外
国
貿
易
の
発
展
」
（
国
民
経
済
雑
誌
第
九
二
巻

　
　
第
六
号
）
（
昭
和
三
十
年
十
二
月
）

　
（
2
）
口
巳
邑
三
舞
巨
p
中
。
。
。
。
・
器
臣
巳
甲
邑
①
墓
。
ニ
ロ
ユ
蚤
・
藝
営
営
冒
d
亭

　
　
山
。
乙
①
〈
①
ざ
も
巴
9
巨
艮
。
・
。
”
宕
霧
団
。
同
r
H
ゆ
親
も
・
＝
G
。
・

　
（
3
）
　
こ
の
点
は
次
の
図
に
よ
っ
て
明
か
と
な
る
。
い
ま
需
要
曲
線
を
P
〃
と
し
、

　
　
直
角
双
曲
線
〃
五
が
ρ
〃
と
接
す
る
点
を
P
と
す
る
。
し
か
る
と
ぎ
は
需
要
曲

　
　
線
ρ
〃
の
う
ち
で
ρ
P
の
部
分
は
弾
力
的
で
あ
り
、
P
〃
の
部
分
は
非
弾
力
的

　
　
で
あ
り
、
P
点
に
お
い
て
は
弾
力
性
は
一
で
あ
る
。
P
点
に
お
け
る
価
格
は
P

　
　
冴
で
こ
れ
に
対
応
す
る
数
量
は
P
よ
り
O
X
へ
の
垂
線
の
足
を
鍍
と
す
る
と
0

　
　
皿
で
あ
る
。

　
　
　
い
ま
P
〃
上
の
任
意
の
点
μ
を
と
っ
て
O
X
へ
の
垂
線
を
下
し
、
そ
の
足
を

　
　
躍
と
す
る
。
P
〃
は
非
弾
力
的
部
分
で
あ
る
か
ら
売
上
高
（
、
、
ミ
、
×
O
ミ
、
）
は

　
　
認
点
が
右
方
に
動
く
に
従
っ
て
減
少
し
、
左
方
に
動
く
に
従
っ
て
増
加
す
ろ
。

大
と
な
る
。
M

が
M
よ
り
左
方

へ
行
く
（
即
ち

数
量
が
減
少
す

る
）
に
従
っ
て

売
上
高
は
減
少

す
る
。

　
以
上
の
べ
た

と
こ
ろ
を
要
約

す
れ
ば
需
要
が

非
弾
力
的
で
あ

る
場
合
（
即
ち
、

売
上
高
は
必
が
M
と
一
致
す
る
と
き
に
お
い
て
極
大
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
ノ

　
ま
た
い
ま
ρ
P
上
に
点
P
を
と
っ
て
P
よ
り
垂
線
O
X
へ
垂
線
P
盈
を
下
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ

P
は
需
要
曲
線
上
の
弾
力
的
部
分
に
あ
る
か
ら
躍
が
右
方
に
動
く
に
従
っ
て
売

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
高
、
、
、
ミ
、
、
×
O
ミ
は
増
加
す
る
が
、
躍
か
M
に
一
致
す
る
と
き
に
売
上
高
は
極

　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
X
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価
格

P
が
P
〃
上
に
あ
り
、
売
上
数
量
は
躍
〃
上
に
あ
る
）
に
は
数
量
が
減
少
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

程
売
上
高
は
増
加
す
る
。
ま
た
需
要
が
弾
力
的
で
あ
る
場
合
（
即
ち
P
が
P
ρ

上
に
あ
り
、
売
上
数
量
が
0
躍
上
に
あ
る
）
に
は
数
量
が
増
加
す
る
に
従
っ
て
売

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
高
は
増
加
す
る
。
売
上
高
は
M
、
M
が
盟
と
一
致
す
る
と
ぎ
に
極
大
と
な
る
。

（66）

六
、
結

紐Pt口

以
上
に
述
べ
ら
れ
た
Z
霞
厨
①
の
考
え
方
の
・
王
都
な
特
徴
は
次
の
二
点
に



あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
第
一
に
後
進
国
の
第
一
次
生
産
物
の
供
給
は
価
格
に
対
し
て
或
程
度
は
弾

力
的
で
あ
る
か
ら
、
課
税
な
ど
に
よ
っ
て
生
産
者
価
格
を
固
定
す
る
こ
と
な

く
、
む
し
ろ
こ
れ
を
或
程
度
ま
で
自
由
に
変
動
さ
せ
、
需
要
の
変
化
に
供
給

を
適
合
さ
せ
た
方
が
輸
出
所
得
は
大
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
も
　
　
お

　
第
二
に
単
に
輸
出
所
得
の
み
に
課
税
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
一
般
的
課
税

を
行
う
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
緩
衝
基
金
政
策
に
つ
い
て
は
客
霞
駐
①
も
こ
れ
を
支
持
し
て
い
る
が
、
緩

衝
基
金
を
積
立
て
る
方
法
を
従
来
は
専
ら
輸
出
税
に
の
み
頼
っ
て
い
た
が
、

こ
れ
を
広
く
哺
般
の
所
得
税
や
消
費
税
さ
ら
に
輸
入
税
に
も
そ
の
財
源
を
求

め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
進
国
に
お
い
て
景
気
安
定
策
と
し

て
好
況
の
産
業
だ
け
に
課
税
せ
ず
、
一
般
的
な
課
税
を
行
う
こ
と
と
同
様
の

考
慮
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
こ
の
政
策
の
結
果
と
し
て
、
輸
出
部
門
と
国
内
部
門
と
の
問
に
相
対

的
価
格
変
動
が
生
じ
、
価
格
の
資
源
配
分
機
能
が
作
用
し
て
資
源
の
配
分
が

適
正
化
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
次
に
右
の
二
点
に
つ
い
て
幾
分
詳
細
に
検
討
し
よ
う
。

　
先
ず
第
一
の
点
、
即
ち
、
供
給
が
弾
力
的
で
あ
る
限
り
、
価
格
を
自
由
に

変
動
さ
せ
て
需
要
の
変
化
に
供
給
を
適
合
せ
し
め
る
（
輸
出
価
格
の
高
い
と

き
に
は
増
産
し
、
輸
出
価
格
の
低
い
と
き
に
は
減
産
す
る
）
方
が
輸
出
所
得

　
　
　
　
後
進
国
の
貿
易
変
動
と
経
済
安
定
政
策

う
　
も
し
も
供
給
が
輸

出
価
格
に
つ
い
て
完
全

に
非
弾
力
的
（
供
給
の

弾
力
性
が
ゼ
p
）
で
あ

れ
ば
、
供
給
曲
線
は
0

〃
に
垂
直
な
M
y
と
な

り
、
こ
の
場
A
口
に
実
現

さ
れ
る
価
格
は
P
M
と

な
る
。
F
は
新
し
い
需

が
大
と
な
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
累
目
蒔
器
は
次
の
よ
う
な
図
に
よ
っ
て

説
明
し
て
い
る
。
（
第
二
図
参
照
）

　
い
ま
ρ
〃
を
初
期
状
態
に
お
け
る
外
国
需
要
曲
線
と
す
る
。
P
M
を
初
期

の
受
取
価
格
、
O
M
を
輸
出
量
と
す
る
。
P
点
で
直
角
双
曲
線
即
ち
不
変
売

上
高
曲
線
（
。
8
。
・
訂
纂
も
§
①
巴
・
・
。
旨
く
①
）
五
∬
が
D
〃
に
接
す
る
も
の
と
す

れ
ば
、
点
P
に
お
い
て
需
要
の
価
格
弾
力
性
は
一
で
あ
る
。
そ
し
て
第
一
図

で
見
た
よ
う
に
需
要
は
P
〃
で
は
非
弾
力
的
で
あ
り
、
P
O
で
は
弾
力
的
で

あ
る
。

　
さ
て
外
国
需
要
の
変
化
に
よ
っ
て
、
0
〃
は
E
君
に
シ
フ
ト
し
た
と
し
よ

　
。
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価
格

要
曲
線
β
8
の
弾
力
的
部
分
に
あ
る
か
ら
、

ぜ
p
よ
り
大
（
た
だ
し
、
無
限
大
よ
り
小
）

D

D’NM0

輸
出
収
入
は
供
給
の
弾
力
性
が

で
あ
る
な
ら
ば
、
輸
出
量
の
増

（67）



　
　
　
　
後
進
国
の
貿
易
変
動
と
経
済
安
定
政
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

加
に
従
っ
て
輸
出
売
上
高
は
㌧
、
ミ
×
O
ミ
よ
り
大
と
な
る
。
0
5
は
弾
力
性

一
の
供
給
曲
線
で
あ
る
。
薪
需
要
曲
線
か
F
で
不
変
売
上
高
曲
線
と
接
す
る

と
す
れ
ば
、
供
給
曲
線
0
5
は
最
大
の
輸
出
所
得
を
生
じ
る
。
た
だ
し
、
そ

の
弾
力
性
が
ゼ
ロ
よ
り
大
で
無
限
大
よ
り
小
で
あ
る
い
か
な
る
供
給
曲
線
も
、

弾
力
性
が
ぜ
ロ
で
あ
る
M
y
よ
り
は
大
き
い
輸
出
所
得
を
生
じ
る
こ
と
を
こ

こ
で
繰
返
し
て
の
べ
て
お
く
。

　
今
度
は
以
前
と
逆
に
も
し
需
要
が
E
π
か
ら
D
〃
へ
と
低
下
し
た
と
し
よ

う
。
そ
の
場
合
に
供
給
が
非
弾
力
的
で
依
然
と
し
て
数
量
O
N
を
供
給
し
続

け
て
い
る
と
す
れ
ば
、
O
N
量
の
売
上
高
は
O
M
量
の
売
上
高
よ
り
も
小
と

な
る
。
何
故
な
ら
ば
憎
し
い
需
要
曲
線
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ρ
点
は
非
弾
力

的
部
分
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
場
合
は
供
給
量
を
縮
少
し
た
方

が
売
上
高
は
大
と
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
需
要
に
対
し
て
供
給
を
調
整
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
う
で

な
い
場
合
に
比
べ
て
よ
り
大
き
い
所
得
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
明
か
と
な
る
。

供
給
の
調
整
に
は
費
用
が
か
か
る
が
、
そ
の
費
用
が
禁
心
的
で
な
い
限
り
、

需
要
の
変
動
に
対
し
て
供
給
を
適
合
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
何
程
か
の
利
益

は
あ
る
も
の
と
2
主
翼
①
は
信
じ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
カ
　
　
　
カ

　
第
二
の
点
に
つ
い
て
は
2
霞
訴
。
方
式
に
よ
る
一
般
的
な
課
税
政
策
は
一

国
の
可
処
分
所
得
従
っ
て
国
民
支
出
を
全
体
と
し
て
安
定
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
方
に
お
い
て
は
輸
出
生
産
物
の
国
内

価
格
は
外
国
市
場
の
変
動
に
呼
応
し
て
可
成
り
自
由
に
変
動
す
る
こ
と
を
み

と
め
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、
も
し
、
輸
出
部
門
（
①
芒
。
昌
器
。
8
目
）
の
支
出
可

能
所
得
の
循
環
的
変
動
が
許
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
国
民
貨
幣
支
出
の
総
体
的

安
定
の
た
め
に
は
財
政
政
策
に
よ
っ
て
国
内
部
門
（
山
○
圏
P
①
ロ
D
け
一
〇
こ
自
①
O
け
O
同
）
の
可

処
分
所
得
に
輸
出
部
門
の
景
気
循
環
を
相
殺
す
る
よ
う
な
変
動
を
生
ぜ
し
め

ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
Z
自
訂
Φ
構
想
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

　
こ
の
政
策
の
具
体
的
な
説
明
と
し
て
次
の
よ
う
な
算
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
一
九
五
六
年
に
は
B
グ
ル
ー
プ
諸
国
は
A
グ
ル
ー
プ
諸
国
へ
の
輸
出
に
よ

っ
て
約
二
五
〇
億
ド
ル
を
受
取
つ
た
。
B
グ
ル
ー
プ
諸
国
の
純
国
民
生
産
は

総
計
＝
一
五
〇
億
ド
ル
見
当
で
あ
っ
た
。
も
し
一
九
五
七
年
に
は
げ
し
い
原

料
ブ
ー
ム
が
起
っ
て
輸
出
受
取
額
が
二
五
〇
億
ド
ル
か
ら
三
〇
〇
億
ド
ル
へ

と
二
〇
％
だ
け
上
昇
し
た
も
の
と
す
れ
ば
、
躍
霞
器
①
方
式
に
よ
れ
ば
国
内
部

門
の
可
処
分
所
得
は
一
〇
〇
〇
億
ド
ル
か
ら
九
六
〇
億
ド
ル
へ
と
四
％
の
削

減
が
行
わ
れ
る
。
輸
出
部
門
に
も
追
加
的
課
税
が
行
わ
れ
、
追
加
的
輸
出
所

得
五
〇
億
ド
ル
の
五
分
の
一
即
ち
一
〇
億
ド
ル
が
課
税
徴
収
さ
れ
る
。
こ
の

五
分
の
一
と
い
う
割
合
は
総
生
産
額
に
対
す
る
輸
出
額
の
当
初
の
割
合
と
同

率
で
あ
る
。
（
即
ち
一
二
五
〇
億
ド
ル
対
二
五
〇
億
ド
ル
は
五
対
一
の
比
率

で
あ
る
）
か
く
て
輸
出
収
入
の
増
加
六
五
〇
億
ド
ル
は
租
税
収
入
の
同
額
の

増
加
（
国
内
部
門
四
〇
億
ド
ル
、
輸
出
部
門
一
〇
億
ド
ル
）
に
よ
っ
て
相
殺

さ
れ
る
。
　
（
た
だ
し
、
こ
の
場
合
に
政
府
支
出
の
変
化
が
な
い
と
仮
定
す

（68）



る
。
）
　
こ
の
よ
う
に
し
て
総
国
民
支
出
は
一
定
に
保
た
れ
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
は
回
避
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
い
ま
、
過
去
に
一
般
的
に
行
わ
れ
た
自
由
放
任
政
策
（
幽
。
き
珪
お
唱
＆
畠
）

と
三
目
駐
。
方
式
と
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
自
由
放
任
政
策
で
は
輸
出
受
取

高
の
二
五
〇
億
ド
ル
か
ら
三
〇
〇
億
ド
ル
へ
の
増
加
は
国
内
部
門
に
お
け
る

貨
幣
所
得
を
一
〇
〇
〇
億
ド
ル
か
ら
例
え
ば
一
一
五
〇
億
ド
ル
へ
と
拡
大
す

る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
に
は
b
d
窪
①
7
守
諄
の
例
に
従
っ
て
限
界
輸
入
率

（
暴
西
冨
＝
目
唱
。
目
汀
豊
。
）
を
四
分
の
一
と
す
る
。
こ
の
数
字
は
可
成
り
現
実

的
な
仮
定
で
あ
る
。
B
グ
ル
ー
プ
諸
国
全
体
と
し
て
の
A
グ
ル
ー
プ
諸
国
よ

り
の
平
均
輸
入
率
・
（
・
・
＜
。
目
品
。
ぎ
勺
自
＝
。
。
ま
）
は
約
五
分
の
一
で
あ
る
。
し
か

し
、
B
グ
ル
ー
プ
諸
国
の
限
界
輸
入
率
は
平
均
輸
入
率
よ
り
は
幾
分
高
い
よ

う
で
あ
る
。
さ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
二
つ
の
政
策
の
国
内
部
門
に
お
け
る
効
果

を
比
較
し
よ
う
。
即
ち
、
Z
醇
訂
①
方
式
の
場
合
に
は
、
四
〇
億
ド
ル
の
減
少

が
必
要
で
あ
り
、
自
由
放
任
政
策
の
場
合
に
は
一
五
〇
億
ド
ル
の
増
加
と
な

る
。
こ
こ
に
大
き
な
相
違
が
あ
り
、
こ
れ
が
2
ロ
蒔
8
方
式
の
最
も
重
要
な

特
色
で
あ
る
。
こ
の
一
五
〇
億
ド
ル
の
増
加
は
自
動
的
な
所
得
乗
数
に
よ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　
過
去
に
お
け
る
輸
出
貿
易
の
ブ
ー
ム
や
ス
ラ
ン
プ
は
そ
の
影
響
を
国
内
市

場
に
も
拡
が
ら
せ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
価
格
の
上
昇
や

価
格
の
下
落
は
輸
出
部
門
に
限
ら
れ
ず
、
一
般
化
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
こ

　
　
　
　
後
進
国
の
貿
易
変
動
と
経
済
安
定
政
策

こ
で
強
調
す
べ
き
点
は
こ
の
よ
う
な
事
情
で
は
価
格
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
作

用
す
る
余
地
が
殆
ど
な
い
か
又
は
全
く
な
い
こ
と
で
あ
る
。
輸
禺
品
の
価
格

は
上
昇
又
は
下
降
す
る
が
、
も
し
も
国
内
品
の
費
用
と
価
格
も
ま
た
殆
ど
同

時
に
上
昇
ま
た
は
下
降
す
る
な
ら
ば
、
生
産
者
が
国
内
市
場
生
産
か
ら
輸
出

生
産
へ
（
或
い
は
そ
の
逆
）
転
換
す
る
た
め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
殆
ど
な

い
。
例
え
ば
輸
出
ブ
ー
ム
に
お
い
て
、
も
し
も
国
内
市
場
も
ま
た
ブ
ー
ム
を

迎
え
て
い
る
と
す
れ
ば
一
体
何
故
に
輸
出
作
物
に
転
換
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
ス
ラ
ン
プ
の
場
合
に
も
し
も
国
内
経
済
も
ま
た
不
況
で
あ
る
と
す
れ
ば

輸
出
生
産
者
は
ど
こ
に
行
く
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
な
輸
出
部
門
も
国
内
部
門
も
同
様
の
価
格
変
動
を
示
す
と
き
は

価
格
体
系
は
資
源
を
配
分
す
る
そ
の
力
の
多
く
を
（
全
部
で
は
な
い
と
し
て

も
）
失
う
。
景
気
循
環
に
お
い
て
価
格
が
輸
出
部
門
及
び
国
内
部
門
で
同
様

に
変
動
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
程
度
だ
け
価
格
変
動
の
資
源
配
分
機
能
は
失
わ

れ
る
の
で
あ
る
。
輸
出
向
け
第
一
次
生
産
が
輸
出
品
価
格
の
変
化
に
対
し
て

比
較
的
に
感
応
度
が
低
か
っ
た
と
い
う
一
般
的
な
印
象
は
、
不
移
動
性
や
怠

慢
に
よ
っ
て
然
る
の
で
は
な
く
し
て
、
む
し
ろ
主
と
し
て
生
産
国
内
に
お
け

る
ブ
ー
ム
や
ス
ラ
ン
プ
の
一
般
化
の
た
め
に
輸
出
品
と
国
内
品
と
の
相
対
的

価
格
の
著
し
い
変
化
が
妨
げ
ら
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
次
に
自
由
放
任
政
策
と
可
変
的
輸
出
税
に
よ
る
生
産
者
価
格
釘
付
け
政
策

と
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
後
者
は
輸
出
向
生
産
物
の
受
取
価
格
の
変
動
の
み
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後
進
国
の
貿
易
変
動
と
経
済
安
定
政
策

な
ら
ず
、
国
内
向
生
産
物
の
価
格
の
変
動
を
も
一
般
的
に
取
り
除
く
。
そ
れ

は
一
般
的
な
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
に
関
連
す
る

不
正
や
摩
擦
や
緊
張
を
取
除
く
。
そ
れ
に
よ
っ
て
「
経
済
安
定
」
が
達
成
さ

れ
る
。
し
か
し
2
霞
訂
①
は
こ
の
場
合
に
達
成
さ
れ
る
経
済
安
定
に
は
疑
問

を
抱
く
。
何
故
な
ら
ば
そ
れ
は
相
対
価
格
の
変
動
が
も
つ
資
源
配
分
効
果
を

削
除
す
る
か
ら
で
あ
る
。
旧
式
の
自
由
放
任
政
策
や
現
在
一
般
に
行
わ
れ
て

い
る
輸
出
生
産
物
の
国
内
価
格
釘
付
政
策
は
、
い
ず
れ
も
産
出
高
の
調
整
に

対
す
る
価
格
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
除
去
す
る
傾
向
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
肝
要
な
点
は
輸
出
品
の
価
格
変
動
よ
り
生
じ
る
貨
幣
所
得
効
果
が
一
般
化

す
る
こ
と
を
出
来
る
限
り
防
止
し
、
価
格
変
動
が
生
産
に
及
ぼ
す
代
替
効
果

を
十
分
に
利
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
財
政
政
策
を
通
じ
て
国

内
市
場
の
変
動
と
輸
出
市
場
の
変
動
と
を
逆
行
さ
せ
る
（
少
く
と
も
理
論
的

に
は
）
よ
り
以
外
に
方
法
は
な
い
。

　
そ
の
際
に
問
題
と
な
る
の
は
こ
の
逆
行
関
係
は
（
a
）
国
内
消
費
の
面
だ

け
に
止
ま
る
べ
き
か
、
ま
た
は
（
b
）
国
内
投
資
の
面
に
も
及
ぼ
す
べ
き
か

と
い
う
点
で
あ
る
。
2
自
訂
。
は
こ
の
点
に
関
し
て
は
国
内
消
費
部
門
の
調
整

に
だ
け
と
め
て
、
国
内
投
資
の
面
に
及
ぼ
す
べ
き
で
な
い
と
し
て
い
る
。
そ

の
理
由
と
し
て
は
国
内
投
資
部
門
は
国
内
消
資
の
た
め
の
生
産
部
門
よ
り
は

小
さ
い
の
み
な
ら
ず
、
大
多
数
の
国
で
は
輸
出
部
門
さ
え
よ
り
も
小
さ
い
。

こ
の
た
め
に
国
内
投
資
部
門
に
お
け
る
調
整
は
輸
出
の
変
動
に
適
応
す
る
た

め
の
手
段
と
し
て
は
敷
力
が
な
い
。
そ
れ
の
み
か
、
国
内
投
資
部
門
の
調
整

は
後
進
国
に
と
っ
て
致
命
的
に
重
要
な
開
発
の
進
展
を
妨
害
す
る
か
ら
で
あ

る
。　

以
上
に
述
べ
た
茗
霞
厨
¢
方
式
に
お
い
て
は
、
財
政
政
策
乃
至
課
税
の
果

た
す
役
割
が
極
め
て
大
き
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
現
実
の
問
題
と
し
て
後

進
国
の
現
段
階
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
財
政
政
策
を
有
敷
に
実
施
す
る
だ
け

の
行
政
的
な
能
力
が
あ
る
か
ど
う
か
が
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

　
ま
た
外
国
為
替
準
備
の
不
足
に
苦
し
ん
で
い
る
後
進
国
が
、
増
大
す
る
輸

入
需
要
を
抱
え
な
が
ら
、
経
済
安
定
の
た
め
と
い
う
目
的
の
た
め
に
緩
衝
基

金
を
保
有
す
る
だ
け
の
余
裕
が
あ
る
か
ど
う
か
も
問
題
で
あ
る
。

　
従
っ
て
先
進
国
又
は
国
際
機
関
に
よ
る
技
術
的
援
助
に
よ
っ
て
行
政
的
職

員
の
訓
練
を
行
う
一
方
、
こ
れ
ら
の
後
進
国
に
対
し
て
資
金
的
な
援
助
を
与

え
て
緩
衝
基
金
を
設
定
を
容
易
な
ら
し
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

註
（
1
）
　
こ
の
問
題
を
い
ま
少
し
詳
細
に
説
明
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
い
ま
P
を
過
ぎ
る
直
角
双
角
線
（
不
変
収
入
曲
線
）
と
P
よ
り
横
軸
に
平
行

　
　
に
引
い
た
直
線
P
K
と
が
K
に
お
い
て
交
る
も
の
と
す
る
。
K
点
が
E
P
E
上

　
　
に
あ
れ
ば
問
題
が
証
明
さ
れ
る
。
即
ち
μ
K
が
ρ
〃
に
．
平
行
で
あ
れ
ば
K
は
E

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　

　
　
矧
上
に
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
、
K
点
に
お
い
て
P
K
、
M
躍
、
E
〃
が
交
る

　
　
こ
と
と
な
る
。
従
っ
て
供
給
の
弾
力
性
が
無
限
大
の
と
き
に
は
供
給
の
弾
力
性

　
　
が
ゼ
ロ
の
と
ぎ
と
輸
出
収
入
が
等
し
く
な
る
の
で
あ
っ
て
、
供
給
の
弾
力
性
が

　
　
無
限
大
よ
り
小
で
ゼ
ロ
よ
り
大
の
場
合
に
お
い
て
は
、
供
給
の
弾
力
性
が
ゼ
ロ

（70）



の
場
合
よ
り
も
輸
出
収
入
は
常
に
大
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
0
5
線
の
勾
配
を
砺
（
k
1
ー
ミ
冶
）
と
し
、
P
を
過
ぎ
る
直
角
双
角
線
を

豊
一
1
神
冒
P
を
過
ぎ
る
直
角
双
三
線
を
ミ
ー
1
♂
と
す
る
。

譲
e
・
点
の
座
標
を
求
め
・
・
乏
羽
冒
・
＼
雫
差
る
．

（
黛
1
1
嚢
尊
1
1
嚢
悼
1
1
♂
　
で
あ
る
か
ら
）
次
に
口
P
点
の
座
標
を
求
め
る
と

護
見
手
㌍
ミ
峠
・
な
・
。
（
ミ
ー
1
♂
鴇
璽
陪
」
r
♂
で
あ
る
か
ら
）

さ
ら
旨
・
点
の
座
馨
求
め
・
・
、
一
浪
調
・
芝
嗣
・

な
・
。
（
・
芝
一
軒
弾
・
・
で
あ
・
か
・
）

四
多
の
勾
配
を
・
・
す
る
・
；
脂
馳
、
・
な
る
。
・
れ
を
計
算
す
る

一
榊
擁
壁
母
子
詣
一

晶
串
爺
；
即
一
の
勾
配
静

る
こ
と
が
わ
か
る
Q

　
次
に
㈲
P
点
に
お
け
る
0
〃
の
勾
配
を
求
め
る
と
嘆
1
1
言
黛
1
1
♂
」
ド

恥
し
即
・
れ
に
多
書
（
重
・
督
・
・
で
あ
・
か
・
）

を
代
入
す
る
・
購
一
亨
†
一
と
な
る
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
従
っ
て
P
K
と
0
〃
と
は
平
行
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
、
K
は
E
P
β
上

　
に
あ
る
。

　
　
か
く
し
て
供
給
の
弾
力
性
が
ゼ
ロ
よ
り
大
で
、
無
限
大
よ
り
小
で
あ
る
と
ぎ

　
は
輸
出
収
入
は
供
給
の
弾
力
性
が
ゼ
ロ
の
場
合
に
比
べ
て
常
に
大
で
あ
る
こ
と

　
が
証
明
さ
れ
る
。

　
（
こ
の
証
明
に
つ
い
て
は
本
学
経
済
経
営
研
究
所
片
野
彦
二
助
教
授
の
御
協
力

　
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
で
あ
っ
た
。
）

（
2
）
　
輸
出
の
五
〇
億
ド
ル
の
増
加
の
場
合
、
限
界
輸
入
性
向
が
四
分
の
一
で
あ

　
る
の
で
、
乗
数
は
四
と
な
り
、
国
民
所
得
の
総
増
加
額
は
二
〇
〇
億
ド
ル
と
な

　
る
。
こ
の
う
ち
輸
出
部
門
の
所
得
増
加
額
は
五
〇
億
ド
ル
で
あ
る
か
ら
、
国
内

　
部
門
の
所
得
増
加
額
は
一
五
〇
億
ド
ル
で
あ
る
。

（
附
記
）
　
本
研
究
は
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。

　
　
　
附
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
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後
進
国
の
貿
易
変
動
と
経
済
安
定
政
策



貿
易
利
益
の
発
生
と
そ
の
分
配

片

野

彦

二

　
こ
の
論
文
の
目
的
は
、
資
本
主
義
諸
国
間
に
お
け
る
貿
易
が
、
労
働
生
産

性
、
価
格
、
実
質
賃
金
率
、
利
潤
の
間
の
関
係
を
、
貿
易
が
存
在
し
な
い
場

合
、
資
本
主
義
諸
国
の
夫
々
の
内
部
に
お
い
て
存
在
す
る
も
の
に
較
べ
て
、

ど
の
様
に
変
化
さ
せ
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
問
題
は
、
貿
易
理
論
の
歴
史
の
上
で
、
最
初
に
リ
カ
ー
ド
に
よ
り
提

出
さ
れ
た
〃
比
較
生
産
費
原
理
”
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
が
解
決
の
端
緒
と

な
る
。
近
代
貿
易
理
論
は
〃
比
較
生
産
費
原
理
〃
を
扱
う
に
あ
た
っ
て
、
労

働
価
値
説
か
ら
全
く
独
立
し
た
態
度
を
と
っ
た
。
し
か
し
、
近
代
貿
易
理
論

の
理
論
的
、
実
践
的
意
味
を
追
求
す
る
こ
と
を
あ
え
て
し
な
く
て
も
、
こ
の

こ
と
は
、
貿
易
論
の
発
展
に
と
っ
て
不
幸
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
う
。
な
ぜ

な
ら
ば
〃
経
済
学
が
資
本
主
義
社
会
で
の
諸
階
級
の
経
済
的
な
関
係
を
分
析

し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
以
上
、
人
間
が
自
然
に
対
す
る
能
力
を
示
す
労
働
生
産

性
、
賃
労
働
者
が
一
日
の
労
働
力
を
提
供
し
て
受
取
る
消
費
財
の
種
類
お
よ

び
量
を
示
す
実
質
賃
金
、
資
本
家
の
利
潤
率
の
三
者
の
関
連
を
徹
底
的
に
明

　
　
　
　
貿
易
利
益
の
発
生
と
そ
の
分
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ら
か
に
す
る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
る
”
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
観
点
よ
り
、
私

は
前
に
、
リ
カ
ー
ド
の
〃
比
較
生
産
費
説
”
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

に
つ
い
て
の
論
文
を
発
表
し
た
が
、
そ
こ
で
の
議
論
は
、
ま
だ
不
充
分
だ
つ

た
と
思
う
。
そ
れ
故
、
こ
の
論
文
に
お
い
て
は
、
そ
の
不
充
分
で
あ
っ
た
処

を
補
足
し
な
が
ら
、
上
述
の
よ
り
広
汎
な
問
題
へ
の
発
展
を
試
み
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
こ
で
の
企
て
は
、
全
く
充
分
な
も
の
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

と
い
う
の
は
、
議
論
の
展
開
が
、
二
国
、
二
商
品
の
仮
定
の
下
で
の
限
ら
れ

た
枠
内
に
て
行
な
わ
れ
る
だ
け
だ
か
ら
、
そ
の
結
論
に
対
し
て
、
一
般
性
を

望
む
こ
と
は
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
新
ら
し
い
論

文
に
お
い
て
補
う
こ
と
に
す
る
。

（
1
）
　
置
塩
信
雄
「
労
働
生
産
性
と
実
質
賃
金
率
」
国
民
経
済
雑
誌
、
第
九
七
巻
、

　
第
二
号
、
三
八
頁
。

（
2
）
　
片
野
彦
二
「
比
較
生
産
費
差
の
導
く
状
態
に
つ
い
て
」
国
民
経
済
雑
誌
、

　
第
九
三
巻
、
第
一
号
、
二
九
～
四
五
頁
。
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貿
易
利
益
の
発
生
と
そ
の
分
配

　
こ
の
論
文
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
資
本
主
義
の
現
段
階
に
お
け
る
重
要
な

問
題
で
あ
る
独
占
価
格
に
つ
い
て
は
触
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
述
し

た
問
題
は
、
貿
易
論
を
研
究
す
る
に
あ
た
っ
て
、
基
本
的
な
も
の
で
あ
り
、

こ
の
意
味
に
お
い
て
、
独
占
価
格
な
ど
の
分
析
の
た
め
に
も
不
可
欠
の
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
ま
で
の
貿
易
論
の
歴
史
の
内
で
、

上
述
七
た
問
題
に
充
分
な
解
答
を
与
え
て
い
る
も
の
は
ま
だ
見
出
せ
な
い
。

一、

附
ｽ
さ
れ
た
一
国
の
経
済
の
内
部
に
お
け
る

労
働
生
産
性
、
実
質
賃
金
率
、
価
格
、
利
潤
率

　
　
　
　
　
（
1
）

の
函
数
関
係

　
前
提
。
　
ω
社
会
は
資
本
家
と
労
働
者
か
ら
だ
け
構
成
さ
れ
、
所
得
は
利

潤
と
賃
金
だ
け
で
あ
る
。
　
②
貿
易
は
存
在
し
な
い
。
　
⑧
賃
金
格
差
は
存

在
し
な
い
。
　
凶
結
合
生
産
物
は
存
在
し
な
い
。
「
樹
耐
久
的
生
産
財
は
存

在
し
な
い
。
　
㈲
企
業
格
差
は
存
在
し
な
い
。
　
ω
生
産
物
の
種
類
は
二
個

あ
り
、
第
一
商
品
が
生
産
財
、
第
二
商
品
が
消
費
財
で
あ
る
。
　
矧
規
模
に

関
す
る
収
穫
不
変
。
　
働
資
本
の
回
転
期
間
は
全
産
業
で
同
一
。

　
記
号
。
9
．
㌦
第
ゴ
生
産
物
一
単
位
の
生
産
に
要
す
る
生
産
財
の
量
。
ゴ
”

第
ゴ
生
産
物
一
単
位
の
生
産
に
要
す
る
直
接
労
働
量
。
い
㍗
第
・
‘
生
産
物
一
単

位
の
投
下
労
働
量
。
甲
一
日
の
労
働
時
間
。
§
時
間
当
り
の
貨
幣
賃
金
率
。

〉
・
第
・
‘
商
品
の
価
格
。
・
・
平
均
利
潤
率
。
b
口
“
一
日
の
賃
金
で
購
入
し
う

る
消
費
財
の
量
。

　
さ
て
、
第
護
商
品
の
生
産
方
法
を

　
　
　
（
じ
　
（
＆
讐
」
）
　
馬
1
1
H
秘

と
す
る
と
、
こ
の
場
合
の
各
商
品
の
労
働
生
産
性
は

　
　
　
　
♪
1
1
ρ
》
十
ご

　
　
　
（
N
）

　
　
　
　
♂
1
1
ぶ
》
十
ご

に
よ
り
決
定
さ
れ
る
6
1
及
び
ち
の
夫
々
の
逆
数
に
て
測
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
労
働
者
は
、
一
日
に
丁
時
間
働
ら
い
て
、
認
だ
け
の
賃
率
賃
金
を

え
、
こ
れ
に
よ
り
β
だ
け
の
消
費
財
を
購
入
す
る
か
ら
、

　
　
　
（
ω
）
ミ
『
1
1
婁
b
。

　
こ
こ
で
尺
H
ヒ
6
＼
『
）
を
時
間
当
り
の
実
質
賃
金
率
と
す
る
と
、
㈹
式
は
、

　
　
　
（
ω
）
、
ミ
ー
1
書
b
。

と
な
る
。

　
最
後
に
、
各
部
門
で
平
均
利
潤
率
が
成
立
す
る
よ
う
な
価
格
状
態
を
考
え

る
と
、

　
　
　
　
　
曾
h
H
3
愚
一
＋
ミ
ゴ

　
　
　
（
も

　
　
　
　
　
鳶
謹
1
1
3
一
♪
＋
ミ
ご

　
但
し
、

　
　
　
　
　
恥
H
（
H
十
、
）
L

　
ま
た
、
消
費
財
を
貨
幣
商
品
（
】
P
口
『
昌
①
門
9
　
同
①
）
と
考
え
る
か
ら
、
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、
b
。
田
H

と
な
る
Q

　
さ
て
、
上
述
の
方
程
式
②
、
⑧
及
び
鰯
に
よ
り
合
計
五
個
の
方
程
式
を
え

た
。
そ
こ
で
、
各
商
品
の
生
産
方
法
ω
と
、
時
間
当
り
実
質
賃
金
ら
が
与
え

ら
れ
れ
ば
、
各
商
品
一
単
位
の
投
下
労
働
量
ら
、
生
産
財
の
価
格
凸
、
貨
幣

賃
金
率
”
、
及
び
平
均
利
潤
率
r
の
五
個
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
上

述
の
方
程
式
②
か
ら
す
ぐ
に
判
る
よ
う
に
、
各
商
品
の
単
位
当
り
の
投
下
労

量
働
ら
は
、
生
産
方
法
さ
え
決
定
す
れ
ば
、
労
働
日
の
長
さ
や
労
働
者
の
う

る
消
費
財
の
量
と
は
無
関
係
に
定
ま
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
価
格
凸
や
平
均

利
潤
率
は
、
生
産
方
法
の
他
に
、
時
問
当
り
実
質
賃
金
率
が
定
ま
ら
な
け
れ

ば
定
ま
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
生
産
方
法
に
よ
り
各
商
品
の
投
下
労
働
時
間
が
き
ま
り
、
生

産
方
法
と
実
質
賃
金
率
に
よ
り
価
格
と
平
均
利
潤
率
が
き
ま
る
と
い
う
結
論
、

は
以
上
で
は
単
に
、
方
程
式
の
数
と
未
知
数
の
数
の
照
合
か
ら
言
っ
て
い
る

だ
け
で
あ
っ
て
、
上
掲
の
方
程
式
で
定
ま
る
ら
、
凸
、
砂
及
び
r
が
、
経
済

学
的
に
有
意
味
で
あ
る
よ
う
に
、
非
負
で
あ
る
と
い
う
保
証
は
何
も
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

し
か
し
、
置
塩
氏
が
既
に
示
し
た
様
に
、
生
産
方
法
が
正
の
純
生
産
物
を
齎

ら
さ
な
い
程
に
劣
等
で
な
い
限
り
、
方
程
式
②
が
き
め
る
6
6
は
す
べ
て
正
で

あ
る
こ
と
。
ま
た
、
生
産
方
法
が
上
述
の
意
味
で
劣
等
で
な
く
、
か
つ
、
実

質
賃
金
率
が
剰
余
労
働
を
負
に
す
る
程
に
大
で
な
け
れ
ば
、
方
程
式
團
、
ω

　
　
　
　
貿
易
利
益
の
発
生
と
そ
の
分
配

が
き
め
る
A
、
ω
は
正
で
r
は
負
と
は
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
数
学
的

に
は
、
次
の
条
件
に
て
示
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
H
－
3
一
V
ρ
　
H
i
9
圏
V
O

　
　
　
　
　
H
－
9
　
　
－
o

　
　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
の

　
　
　
㈲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
V
ρ
　
黛
』
峠
い
J

　
　
　
　
　
1
3
一
　
H
I
爵
“
。

　
　
　
　
　
H
l
旬
V
ρ
　
旬
1
ρ
一
〉
ρ
　
恥
一
3
p
＞
O

　
し
か
し
な
が
ら
、
我
々
は
、
資
本
主
義
経
済
に
つ
い
て
の
分
析
を
行
っ
て

い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
㈲
の
条
件
は
み
た
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
議
論
を

進
め
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
、
方
程
式
②
、
團
及
び
ω
は
、
一
国

の
内
部
に
お
け
る
労
働
生
産
性
、
実
質
賃
金
率
、
価
格
及
び
平
均
利
潤
率
の

間
の
函
数
関
係
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

　
（
1
）
　
本
節
は
、
全
く
、
置
塩
信
雄
「
労
働
生
産
性
と
実
質
賃
金
率
」
に
準
拠
す

　
　
る
。

　
（
2
）
　
置
塩
信
雄
「
価
値
と
価
格
」
。
　
神
戸
大
学
、
経
済
学
部
、
経
済
学
研
究
、

　
　
年
報
1
、
二
八
七
頁
。

二
、
貿
易
と
生
産
の
特
化

　
前
提
。
　
ω
二
国
（
A
国
と
B
国
）
間
の
貿
易
が
存
在
す
る
。
　
②
国
際

的
な
輸
送
費
及
び
そ
の
他
の
附
随
費
用
は
無
視
す
る
。
　
国
そ
の
他
は
第
一

節
に
準
拠
す
る
。
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貿
易
利
益
の
発
生
と
そ
の
分
配

　
記
号
。
生
産
係
数
に
つ
い
て
は
、
A
国
は
傷
、
B
国
は
％
に
て
示
す
。
そ

の
他
の
記
号
は
、
第
一
節
の
記
号
に
α
及
び
み
の
脚
数
を
附
け
て
示
す
。

　
さ
て
、
貿
易
が
開
始
さ
れ
た
後
、
ど
の
様
な
状
態
が
生
ず
る
か
を
分
析
す

る
に
あ
た
り
、
ま
つ
、
す
く
な
く
と
も
次
の
二
つ
の
条
件
は
み
た
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
　
ω
世
界
全
体
と
し
て
再
生
産
が
可

能
で
あ
る
こ
と
。
　
②
各
国
共
、
夫
々
の
王
化
部
門
問
に
お
い
て
平
均
利
潤

率
が
成
立
す
る
こ
と
。
第
一
の
条
件
に
つ
い
て
。
貿
易
が
開
始
さ
れ
た
後
に

お
い
て
も
、
貿
易
が
開
始
さ
れ
る
以
前
に
行
な
わ
れ
て
い
た
と
同
様
に
、
順

調
な
再
生
産
が
持
続
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ゆ
こ
の
為
に
は
、
ど
の
種
類

の
生
産
部
門
も
、
A
・
B
両
国
の
何
れ
か
、
ま
た
は
そ
の
双
方
に
お
い
て
活

動
せ
し
め
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
の
条
件
に
つ
い
て
は
当
然

で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
A
・
B
両
国
共
に
、
資
本
主
義
経
済
の
支
配
的
な
国
で
あ
る

か
ら
、
こ
の
こ
と
よ
り
当
然
に
、
貿
易
は
、
両
国
の
資
本
家
に
と
っ
て
有
利

な
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
貿
易
は
、
両
国
の
資
本
家
に

と
っ
て
有
利
な
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
そ
開
始
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
貿
易
が
開

始
さ
れ
た
後
に
お
け
る
各
国
の
平
均
利
潤
率
は
、
貿
易
開
始
前
の
そ
れ
以
上

で
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

　
　
　
（
①
）
勲
－
勲
》
ρ
　
孕
－
葛
、
。
M
O

　
こ
こ
で
ダ
ッ
シ
ュ
の
つ
い
た
記
号
は
貿
易
開
始
後
の
も
の
を
、
つ
か
な
い

も
の
は
、
貿
易
開
始
前
の
も
の
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

　
さ
て
、
貿
易
が
開
始
さ
れ
る
以
前
に
お
け
る
A
・
B
両
国
の
価
格
状
態
は
、

何
れ
も
次
の
状
態
に
て
示
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
A
　
国
　
　
　
　
　
　
　
B
　
国

　
　
　
　
　
　
孕
｝
1
1
3
一
津
十
3
卜
・
　
　
　
恥
馬
。
目
ぴ
二
》
十
黛
岡

　
　
　
　
　
　
切
p
　
1
1
§
b
・
愚
9
十
§
“
・
“
・
　
　
　
勲
　
1
1
計
ド
㌻
十
富
卜
。

　
こ
こ
で
、
喝
及
び
傷
に
よ
り
定
ま
る
島
及
び
動
の
間
に
は
、

　
　
　
（
S
　
、
9
〈
》

な
る
関
係
が
あ
る
こ
と
と
す
る
。

　
次
に
、
両
国
の
間
に
貿
易
が
開
始
さ
れ
て
、
生
産
財
の
国
際
価
格
が
定
ま

っ
た
と
す
る
。
　
（
こ
れ
が
ど
の
よ
う
に
定
ま
る
か
は
後
節
に
て
詳
述
す
る
）
。

こ
の
場
合
の
各
国
の
利
潤
率
状
態
は
、

　
　
　
　
　
孕
愚
腫
3
毫
十
3
の
　
勲
愚
1
1
P
愚
管
？
卜
。

　
　
　
（
Q
。
）

　
　
　
　
　
b
蕊
腫
3
毫
十
3
“
・
　
孕
卜
。
1
1
？
愚
十
2
p

と
な
る
。
こ
こ
で
、
各
国
各
生
産
部
門
の
利
潤
率
の
変
化
は
、

　
　
　
　
　
勲
－
勧
註
日
レ
P
一
目
黛
這
（
℃
1
壽
ζ
9
1
官
L

　
　
　
　
　
勲
－
切
爲
陪
レ
切
§
1
1
δ
一
（
｝
1
、
）

　
　
　
（
㊤
）

　
　
　
　
　
奮
一
勲
一
1
ー
レ
孕
一
1
1
？
b
。
（
、
1
》
）
説
盲
む

　
　
　
　
　
奮
i
勲
b
。
1
ー
レ
b
9
“
3
一
（
》
1
、
）

　
　
（
1
）

と
な
る
。
従
っ
て
、
ω
の
前
提
の
下
で
、
㈲
の
条
件
を
み
た
す
為
に
は
、
生
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産
財
の
国
際
価
格
が
夫
々
次
の
状
態
に
あ
る
場
合
に
は
、

（
δ

・
一
瓦

旧
く
よ

、
、
〈
、
〈
、
。
♂
葛
駄
。

旧
く
訪
藁

レ
聖
〈
o

レ
功
島
V
o

＞
聖
y
O

レ
馬
差
〈
o

（
ヒ
邑
〉
。

〉
孕
〈
O

レ
頚
V
o

＞
恥
g
〈
o

＞
3
V
O

＞
旬
。
広
O

レ
馬
g
y
O

レ
恥
g
V
o

＞
勲
b
∂
〈
O

と
な
り
、
更
に
、
前
に
述
べ
た
世
界
的
な
再
生
産
を
可
能
な
ら
し
め
る
為
の

条
件
を
考
え
る
と
、
結
局
、
（
じ
津
1
1
、
〈
㌻
の
場
合
に
は
、
A
国
は
生
産
財

生
産
部
門
と
消
費
財
生
産
部
門
に
特
化
し
、
B
国
は
消
費
財
生
産
部
門
に
完

全
特
化
す
る
。
蓮
重
く
、
〈
》
の
場
合
に
は
、
A
国
は
生
産
財
生
産
部
門
に
、

B
国
は
消
費
財
生
産
部
門
に
夫
々
完
全
特
化
す
る
。
（
ω
）
津
く
、
1
1
㌻
の
場
合

に
は
、
A
国
は
生
産
財
生
産
部
門
に
完
全
特
化
し
、
B
国
は
生
産
財
生
産
部

門
と
消
費
財
生
産
部
門
に
特
化
す
る
。
こ
と
が
判
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
A
国
及
び
B
国
が
三
々
生
産
財
生
産
部
門
及
び
消
費
財
生
産

部
門
に
特
化
す
る
と
言
う
こ
と
は
、
夫
々
に
生
産
量
の
変
化
は
あ
る
が
、
特

化
と
い
う
点
よ
り
み
る
と
、
貿
易
開
始
前
と
全
く
異
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
か

か
る
状
態
は
除
去
し
て
考
え
る
と
、
ω
の
条
件
の
下
で
は
、
A
国
は
生
産
財

　
　
　
　
貿
易
利
益
の
発
生
と
そ
の
分
配

生
産
部
門
に
特
化
し
、
B
国
は
消
費
財
生
産
部
門
に
特
化
す
る
も
の
と
考
え

う
る
。

　
さ
て
、
A
国
に
と
っ
て
の
生
産
財
生
産
部
門
及
び
B
国
に
と
っ
て
の
消
費

財
生
産
部
門
は
、
何
れ
も
、
剛
よ
り
、
次
の
よ
う
な
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ

る
こ
と
が
判
る
。
夫
々
、
相
手
国
に
お
け
る
貿
易
開
始
前
の
均
衡
価
格
を
代

入
し
た
場
合
に
、
平
均
以
上
の
利
潤
率
を
収
め
う
る
生
産
部
門
で
あ
る
こ
と
。

従
っ
て
、
こ
こ
で
我
々
は
次
の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
夫
々
、
相
手

国
に
お
け
る
貿
易
開
始
前
の
均
衡
価
格
に
よ
リ
生
産
が
行
な
わ
れ
た
と
考
え

る
場
合
に
、
平
均
以
上
の
利
潤
率
を
持
つ
こ
と
の
で
き
る
生
産
部
門
が
、
そ

の
国
に
と
っ
て
の
、
貿
易
開
始
に
あ
た
っ
て
の
特
化
部
門
と
な
る
も
の
で
あ

（
2
）

る
。

ω
　
各
国
の
資
本
家
に
と
っ
て
の
〃
貿
易
〃
に
よ
る
利
益
は
、
J
l
、
に
よ
っ
て

　
測
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
形
の
貿
易
に
よ
る
利
益
は
、
邸
に
よ
り
測

　
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
β
の
定
義
よ
り
明
ら
か
な
よ
う
に
、
邸
の
符
号
は
、

　
貿
易
に
よ
る
利
益
の
そ
れ
と
一
致
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
変
化
は
、
線
型
対
応

　
を
示
さ
な
い
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
レ
切
1
1
切
一
漁

　
　
　
　
　
1
1
（
H
十
、
）
L
l
（
H
＋
己
L

　
　
　
　
　
1
1
（
♂
i
・
×
H
十
・
）
1
一
（
目
＋
・
軸
）
L

　
と
な
り
、
邸
は
、
詳
1
・
の
増
加
函
数
で
は
あ
る
が
、
線
型
函
数
で
は
な
い
か
ら

　
で
あ
る
。
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貿
易
利
益
の
発
生
と
そ
の
分
配

②
　
こ
こ
で
示
さ
れ
た
命
題
は
、
モ
デ
ル
の
二
国
二
商
品
の
前
提
に
縛
ら
れ
て
、

　
一
般
性
を
甚
だ
し
く
欠
い
て
い
る
。
こ
の
一
般
性
を
多
少
な
り
と
も
取
り
戻
し

　
て
い
る
命
題
は
、
口
．
囚
巴
き
ρ
閑
9
。
亀
中
。
讐
留
畠
目
巨
①
暮
9
。
仲
ざ
ロ
9
。
拓
窟
皇
冨
N
註
自

　
亀
甲
。
音
註
。
戸
囚
。
ぽ
国
8
ロ
。
巨
。
俸
野
ω
ぼ
①
器
開
。
〈
8
乏
凱
に
よ
り
与
え
ら
れ
て

　
い
る
。
そ
こ
で
は
二
国
三
商
品
の
前
提
の
下
で
、
各
国
に
と
っ
て
特
化
可
能
な

　
生
産
部
門
は
、
ω
各
国
が
、
夫
々
、
相
手
国
に
お
け
る
貿
易
開
始
の
均
衡
価
格

　
に
よ
り
生
産
を
行
う
と
し
た
場
合
、
平
均
以
上
の
利
潤
率
を
持
つ
こ
と
の
で
ぎ

　
る
生
産
部
門
、
ま
た
は
②
共
に
平
均
以
上
の
利
潤
率
を
持
つ
こ
と
の
で
ぎ
な

　
い
部
門
、
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
命
題
は
、
多
く
の

　
一
般
性
を
持
つ
で
あ
ろ
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

三
、
貿
易
と
労
働
生
産
性

　
前
節
に
お
い
て
考
え
た
よ
う
に
、
資
本
主
義
諸
国
間
に
お
い
て
行
な
わ
れ

る
貿
易
は
、
必
ず
、
貿
易
に
従
事
す
る
国
の
利
潤
率
を
、
貿
易
開
始
前
の
そ

れ
以
上
に
な
ら
し
め
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
こ
と
は
、
各
国
に
お
け
る
実
質

賃
金
率
が
不
変
に
保
た
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
す
ら
妥
当
す
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
結
局
、
貿
易
と
い
う
世
界
的
な
生
産
の
再
編
成
の
過
程
に
お
い
て
、

貿
易
開
始
前
に
お
い
て
各
国
が
生
産
し
て
い
た
以
上
の
剰
余
価
値
が
生
産
さ

れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

　
さ
て
、
各
国
に
お
け
る
各
生
産
物
の
価
値
は
、

　
　
　
　
　
　
A
　
国
　
　
　
　
　
　
B
　
国

　
　
　
　
　
£
1
1
3
一
£
＋
ボ
戸
　
　
　
£
1
1
2
馬
9
＋
↓
9

　
　
　
（
屋
　
縣
島
H
ぶ
μ
鄭
爵
＋
↓
爲
　
　
　
♂
卜
。
1
1
f
δ
＋
『
9

に
よ
り
定
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
各
国
共
に
、
貿
易
開
始
前
に
お
い
て
、
剰
余

価
値
は
正
の
値
を
も
た
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
§
ミ
ー
ー
『
鼠
（
H
ー
ミ
昌
）

　
　
　
§
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軌
1
1
H
』

　
　
　
　
　
§
g
1
1
『
g
（
μ
ー
ミ
9
）

　
こ
れ
ら
の
内
の
何
れ
か
が
、
貿
易
開
始
後
に
お
い
て
こ
の
水
準
よ
り
大
と

な
る
為
に
は
、
縣
島
ま
た
は
肺
9
の
内
の
何
れ
か
が
、
貿
易
開
始
後
に
お
い
て
、

貿
易
開
始
前
よ
り
も
小
さ
く
な
れ
ば
よ
い
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
　
　
馬
昌
》
諒

　
　
　
（
邑

　
　
　
　
　
ぼ
》
怠

　
但
し
、
等
号
は
同
時
に
は
成
立
し
な
い
も
の
と
す
る
。
こ
の
こ
と
よ
り
、

我
々
は
次
の
こ
と
が
言
え
る
。
各
国
の
消
費
財
に
つ
い
て
の
労
働
生
産
性
の

内
、
す
く
な
く
と
も
一
個
は
、
貿
易
開
始
後
に
お
い
て
は
、
貿
易
開
始
前
の

そ
れ
よ
り
大
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
㎝
の
前
提
の
下
で
は
、
各
国
が
完
全
特
化
を
す
る
状
態
を
考

え
る
と
、
A
国
は
、
生
産
財
生
産
部
門
に
完
全
特
化
し
、
B
国
は
消
費
財
生

産
部
門
に
特
化
す
る
こ
と
は
、
前
節
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
貿
易
の
パ
タ

ー
ン
を
こ
の
よ
う
な
も
の
と
す
る
と
、
貿
易
開
始
前
に
お
い
て
、
㈹
に
よ
り

定
め
ら
れ
た
各
国
各
生
産
部
門
の
生
産
物
の
価
値
は
、
貿
易
の
開
始
後
に
お

い
て
次
の
よ
う
に
変
化
す
る
。
A
国
は
B
国
よ
り
消
費
財
を
一
単
位
輸
入
す
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る
為
に
生
産
財
を
℃
む
単
位
だ
け
輸
出
す
る
も
の
と
す
る
。
か
く
し
て
A
国

に
お
け
る
貿
易
開
始
後
の
消
費
財
の
価
値
は
、
輪
で
は
な
く
、
む
昌
昌
と
な
る
。

ま
た
、
B
国
は
、
A
国
よ
り
生
産
財
一
単
位
を
輸
入
す
る
為
に
、
消
費
財
を

ρ
単
位
輸
出
す
る
。
か
く
し
て
、
B
国
に
お
け
る
貿
易
開
始
後
の
生
産
財
の

価
値
は
貿
易
開
始
後
の
消
費
財
の
価
値
の
ρ
倍
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
貿

易
開
始
後
の
消
費
財
は
、
輸
入
生
産
財
を
用
い
て
生
産
さ
れ
る
か
ら
、
結
局
、

貿
易
開
始
後
の
B
国
の
消
費
財
の
価
値
は
、

　
　
　
　
　
慮
1
1
f
黛
蝕
＋
『
9

に
よ
り
定
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
怠
1
ー
ゴ
“
・
（
H
l
℃
f
）
L

　
従
っ
て
ま
た
、
貿
易
開
始
後
の
生
産
財
の
価
値
は
、

　
　
　
　
　
颪
1
1
℃
ご
N
（
H
i
℃
f
）
し

と
な
る
。
以
上
を
一
括
し
て
表
示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

A
国
　
生
産
財

　
　
　
消
費
財

　
　
　
生
産
財

B
国

　
　
　
消
費
財

　
　
こ
こ
で
は
、

　　　貿　　　易8♂♂♂開
N一「oH ｨ
　　　　削

貿
易
開
始
後

　
縣
、
1
1
、

　
9
H
　
　
ま
け

　
諒
1
1
、
工
馬
a

　
颪
H
、
J
b
・
（
H
一
理
巳
L

　
怠
1
1
ご
ト
・
（
H
一
℃
f
）
L

　
さ
て
、
　
　
　
　
　
各
国
共
に
完
全
特
化
の
状
態
を
考
え
て
い
る
か
ら
、

圏
の
条
件
は
何
れ
も
不
等
号
の
み
と
な
る
。
ま
つ
A
国
に
つ
い
て
。
A
国
に

　
　
　
　
貿
易
利
益
の
発
生
と
そ
の
分
配

お
け
る
生
産
財
の
価
値
は
、
貿
易
開
始
の
前
後
を
通
じ
て
不
変
で
あ
る
。
ま

た
消
費
財
の
価
値
は
。

　
　
　
　
　
愚
島
V
試

　
次
に
B
国
に
つ
い
て
。
消
費
財
の
価
値
は
、
当
然
に
、

　
　
　
　
　
ぼ
V
訊

　
従
っ
て
ま
た

　
　
　
　
　
f
＞
訊

　
　
（
1
）

と
な
る
。

　
従
っ
て
、
各
国
共
に
完
全
特
化
の
場
合
に
つ
い
て
言
え
ば
、
貿
易
の
開
始

は
、
各
国
各
生
産
物
の
労
働
生
産
性
を
上
昇
せ
し
め
る
。

　
　
　
　
　
妹
§
〉
、
臥

　
　
　
ρ
e
　
　
　
　
　
一
口
同
Ψ
卜
⊃

　
　
　
　
　
縣
g
V
訊

　
次
に
、
A
国
が
不
完
全
特
化
、
B
国
が
完
全
特
化
と
な
る
場
合
に
つ
い
て

考
え
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
B
国
に
お
け
る
貿
易
開
始
後
の
各
商
品

の
価
値
は
上
述
の
通
り
暢
で
あ
る
が
、
A
国
に
つ
い
て
は
若
干
異
る
。
A
国

は
、
生
産
財
を
輸
出
し
て
、
そ
の
代
償
と
し
て
消
費
財
を
輸
入
す
る
が
、
輸

入
消
費
財
以
外
に
国
内
に
て
も
消
費
財
を
生
産
す
る
。
従
っ
て
、
貿
易
開
始

後
の
消
費
財
の
価
値
は
、
娩
と
磁
と
の
鰯
と
鰯
を
加
重
値
と
す
る
加
重
平
均

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
♂
黙
さ
。
ρ
十
縣
箋
ぷ
§

　
　
　
（
6
　
叢
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
“
十
ぶ
き
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貿
易
利
益
の
発
生
と
そ
の
分
配

　
こ
こ
で
、
棚
及
び
鰯
は
、
A
国
に
お
け
る
消
費
財
の
国
内
生
産
量
及
び
輸

入
量
で
あ
る
。
こ
の
様
に
し
て
定
め
ら
れ
る
犠
は
、

　
　
　
　
　
ぎ
M
諒

で
あ
る
限
り
、

　
　
　
〔
δ
　
鮎
蕊
》
♂
購
y
♂
い

で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
場
合
も
、
A
国
に
お
け
る
生
産
財
の
価
値
は
不
変
で

あ
る
。

　
最
後
に
、
A
国
が
完
全
特
化
、
B
国
が
不
完
全
特
化
と
な
る
場
合
に
は
次

の
通
り
で
あ
る
。
A
国
に
お
け
る
、
貿
易
開
始
後
の
各
商
品
の
価
値
は
％
で

あ
る
が
、
B
国
に
つ
い
て
は
異
っ
て
く
る
。
B
国
は
、
消
費
財
を
輸
出
し
て
、

生
産
財
を
輸
入
す
る
。
し
か
し
こ
の
他
に
国
内
で
も
生
産
財
を
生
産
す
る
。

従
っ
て
、
貿
易
開
始
後
の
生
産
財
の
価
値
は
、
砺
と
嘱
と
の
を
勘
加
重

値
と
す
る
加
重
平
均
で
あ
る
。

　　

@
（
§
♂
畔
L
ぴ
、
鞭
辮
講
、
§

　
こ
こ
で
昂
及
び
翫
は
B
国
に
お
け
る
生
産
財
の
国
内
生
産
量
及
び
輸
入
量

で
あ
る
。
こ
の
…
様
に
し
て
定
め
ら
れ
る
殖
は
、

　
　
　
　
　
f
》
颪

で
あ
る
限
り
、

　
　
　
富
）
　
f
》
叢
y
颪

で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
場
合
に
お
け
る
B
国
の
消
費
財
の
価
値
は
、

　
　
　
（
邑
　
識
ほ
3
一
叢
十
↓
g

で
あ
る
。
か
く
し
て
ま
た
儲
も
、

　
　
　
⑯
9
　
♂
b
。
》
♂
瞬
y
♂
い

　
　
（
2
）

で
あ
る
。

　
従
っ
て
、
各
国
共
に
完
全
特
化
の
場
合
、
及
び
何
れ
か
の
国
が
不
完
全
特

化
を
含
む
場
合
に
つ
い
て
み
て
も
、
貿
易
の
開
始
は
、
各
国
生
産
物
の
労
働

生
産
性
を
上
昇
せ
し
め
る
。
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
縣
ミ
y
♂
醐
y
獣

　
　
　
霞
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
執
1
1
H
柚

　
　
　
　
　
蛛
g
y
愈
》
♂
い

　
ω
　
消
費
財
の
価
値
を
定
め
る
方
程
式
は
、

　
　
貿
易
開
始
前
　
♂
b
・
1
1
趣
卜
。
｝
μ
＋
↓
9

　
　
貿
易
開
始
後
　
慮
肘
ぴ
“
・
掛
い
＋
↓
g

　
　
こ
の
二
個
の
式
を
辺
々
引
算
す
る
と
、

　
　
　
　
（
♂
b
。
1
慮
）
1
1
3
h
（
£
1
颪
）

　
　
更
に
、
中
事
V
o
で
あ
る
か
ら
、
左
辺
と
右
辺
の
符
号
は
同
じ
で
あ
る
。

　
　
従
っ
て
、

　
　
　
　
　
ぼ
V
点

　
　
で
あ
れ
ば
、
必
ず
、

　
　
　
　
　
露
V
颪

　
　
で
あ
る
。

　
②
　
以
下
の
三
個
の
方
程
式
よ
り
、
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馬
g
1
1
計
ド
♂
十
↓
g

　
　
識
1
1
♂
墨
畔
十
ご
b
。

　
　
慮
ロ
計
　
訊
＋
『
g

註
ω
と
同
様
に
考
え
ら
れ
る
か
ら
、

　
　
鄭
g
y
或
y
訊

　
な
ら
ば
、
必
ず
、

　
　
馬
g
M
識
y
慮

で
あ
る
Q四

、
貿
易
と
生
産
の
特
化
（
続
）

　
第
二
節
に
お
い
て
は
、
貿
易
の
開
始
に
よ
る
生
産
の
特
定
が
、
資
本
家
に

と
っ
て
ど
の
様
な
動
機
か
ら
行
な
わ
れ
る
か
を
示
し
、
第
三
節
に
お
い
て
は
、

そ
の
様
な
特
化
が
、
ど
の
様
な
基
礎
に
支
え
ら
れ
て
い
る
か
を
示
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
我
々
は
、
そ
の
何
れ
に
お
い
て
も
、
特
化
の
パ
タ
ー
ン
が
ど
の

様
に
し
て
定
め
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
本
節
に
お
い
て
は
、

こ
の
問
題
を
分
析
す
る
。

　
㎝
を
前
提
す
る
限
り
、
貿
易
の
パ
タ
ー
ン
は
、
前
節
及
び
前
々
節
に
て
示

し
た
通
り
の
も
の
で
あ
る
。
更
に
、
前
節
に
お
い
て
示
し
た
様
に
、
特
化
が

上
記
の
貿
易
の
パ
タ
ー
ン
の
内
部
に
お
い
て
、
ど
の
様
な
パ
タ
ー
ン
を
と
る

に
せ
よ
、
各
国
は
、
何
れ
も
、
非
負
の
値
を
と
る
剰
余
価
値
の
生
産
増
分
を

持
つ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、
剰
余
価
値
の
本
源
的
な
形
態
で
あ

　
　
　
　
貿
易
利
益
の
発
生
と
そ
の
分
配

る
剰
余
生
産
物
に
つ
い
て
こ
の
こ
と
を
考
え
す
す
め
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

　
A
国
に
お
け
る
各
生
産
物
の
生
産
量
を
き
（
馴
1
1
H
楠
）
、
B
国
に
お
け
る
そ

れ
を
3
（
軸
1
1
H
Ψ
卜
。
）
に
て
示
す
こ
と
と
す
る
。
ま
た
議
論
を
簡
単
に
す
る
為
に
、

貿
易
開
始
前
に
お
い
て
は
、
各
国
共
に
単
純
再
生
産
が
行
な
わ
れ
て
い
た
も

の
と
す
る
。
か
く
し
て
、
各
国
に
お
け
る
貿
易
開
始
前
の
状
態
は
、

　
　
　
　
　
　
　
A
　
国
　
　
　
　
　
　
　
　
B
　
国

　
　
　
　
　
3
庵
一
＋
3
庵
b
。
1
1
き
　
　
　
　
夕
藁
H
＋
禽
一
謡
　
　
“
3

　
　
　
2
2

　
　
　
　
　
3
b
・
き
＋
δ
b
・
ぶ
＋
轄
1
1
ぶ
　
　
♪
b
・
3
＋
ぴ
ト
。
込
N
＋
伽
1
1
ご

で
あ
る
。
こ
こ
で
η
及
び
ξ
は
、
各
国
の
剰
余
生
産
物
を
示
す
。
単
純
再
生

産
を
仮
定
し
て
い
る
為
、
こ
の
状
態
に
お
け
る
剰
余
生
産
物
は
、
消
費
財
に

つ
い
て
の
み
現
わ
れ
る
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
も
ま
ず
、
A
国
・
B
国
共
に
完
全
特
販
を
な
す
状
態
か
ら

考
え
る
。
A
国
に
お
い
て
は
、
従
来
、
消
費
財
生
産
部
門
に
投
入
し
て
い
た

生
産
要
素
を
す
べ
て
生
産
財
生
産
部
門
に
振
替
え
る
為
に
、
生
産
財
の
生
産

量
は
、
貿
易
開
始
前
の
絢
か
ら
。
見
き
に
増
大
す
る
。
ま
た
、
B
国
に
お
い

て
は
、
従
来
、
生
産
財
生
産
部
門
に
投
入
し
て
い
た
生
産
要
素
の
す
べ
て
を
、

消
費
財
生
産
部
門
に
振
替
え
る
為
に
、
消
費
財
の
生
産
量
は
、
貿
易
開
始
前

の
均
よ
り
（
H
1
び
し
一
髪
卜
・
に
増
大
す
る
。
従
っ
て
、
世
界
全
体
と
し
て
の
再

生
産
の
状
態
は
、

（81）



　
　
　
　
貿
易
利
益
の
発
生
と
そ
の
分
配

　
　
　
　
　
ρ
H
・
ぶ
㌧
き
＋
£
（
H
1
2
）
L
謡
＋
娼
、
1
1
0
凱
き

　
　
　
（
卜
。
G
。
＞

　
　
　
　
　
3
b
。
§
黒
き
＋
中
b
。
“
・
（
H
一
£
）
一
一
謡
＋
鞭
、
1
1
（
H
1
2
）
1
煤
b
。

と
な
り
、
世
界
全
体
と
し
て
の
剰
余
生
産
物
は
、

　
　
　
　
　
唱
、
胱
§
見
（
H
l
o
し
き
1
3
　
　
　
　
　
（
生
産
財
）

　
　
　
豊

　
　
　
　
　
聯
、
1
1
1
0
ド
も
見
き
＋
ぴ
馳
（
H
一
♂
b
。
）
ざ
　
（
消
費
財
）

と
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
様
な
状
態
が
、
実
現
可
能
で
あ
る
為
に
は
、

　
　
　
　
　
心
、
y
o

　
　
　
⑳

　
　
　
　
　
鞭
、
》
唱
＋
聯

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
更
に
ま
た
、
こ
の
様
な
状
態
が
、
実
際
に
実
現
さ

れ
る
為
に
は
、
こ
こ
で
造
り
出
さ
れ
る
剰
余
生
産
物
に
対
し
て
完
全
に
一
致

す
る
需
要
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
蕗
、
皿
O
の
場
合
な
ら
ば
、
両
国

共
に
従
来
と
同
じ
く
単
純
再
生
産
の
持
続
も
可
能
で
あ
る
が
、
唱
、
＞
O
で
あ

れ
ば
、
両
国
の
内
、
何
れ
か
は
単
純
再
生
産
か
ら
脱
し
て
、
拡
張
再
生
産
へ

の
途
を
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
次
に
、
こ
の
様
な
、
両
国
共
に
完
全
特
化
を
保
つ
よ
う
な
状
態
は
、
た
と

え
実
現
可
能
で
あ
っ
て
も
、
需
要
の
面
よ
り
実
現
が
阻
ま
れ
る
場
合
に
つ
い

て
考
え
る
。
ま
つ
、
生
産
財
に
対
す
る
需
要
が
不
足
す
る
場
合
に
は
ど
う
な

る
か
。
こ
の
場
合
に
は
、
A
国
が
完
全
楽
弓
の
状
態
を
脱
し
て
、
生
産
財
の

生
産
と
併
行
し
て
消
費
財
の
生
産
を
始
め
る
こ
と
に
な
る
。
B
国
は
、
そ
の

ま
ま
、
消
費
財
生
産
部
門
に
完
全
特
販
を
保
つ
も
の
と
す
る
。

　
さ
て
、
A
国
に
お
い
て
、
消
費
財
生
産
部
門
は
、
貿
易
開
始
前
の
水
準
の

（H

[
ン
）
だ
け
の
水
準
で
活
動
せ
し
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。
　
こ
こ
で
λ
は
、

o
《
ン
《
H
の
範
囲
に
て
変
化
し
、
ン
目
。
は
貿
易
の
な
い
状
態
を
、
ン
目
H
は

完
全
特
化
の
状
態
を
示
す
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
場
合
、
A

国
に
お
け
る
生
産
財
の
生
産
量
は
［
ン
十
〇
＝
（
H
i
ン
）
］
＆
見
き
で
あ
り
、
消
費

財
の
生
産
量
は
（
H
ー
ン
）
ぶ
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
こ
の
場
合
に
お
け
る
、

世
界
全
体
と
し
て
の
剰
余
生
産
物
は
、

　
　
　
　
　
唱
、
、
ほ
ン
（
H
l
e
し
9
眺
ぶ
一
ご

　
　
　
⑳

　
　
　
　
　
鞭
、
、
1
1
（
H
ー
ン
）
レ
も
馴
閲
ド
ー
ン
3
寒
雷
き
＋
（
H
一
禽
“
。
）
ぴ
乳
3

と
な
る
。
こ
こ
で
、

　
　
　
　
　
〉
寧
1
1
　
H
－
3
ド
ー
ぶ
H

　
　
　
　
　
　
　
　
1
3
卜
。
H
i
δ
卜
・

で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
こ
の
様
な
状
態
が
実
現
可
能
で
あ
る
為
に
は
、

　
　
　
　
　
認
、
、
y
O

　
　
　
§

　
　
　
　
　
噌
、
、
M
心
＋
鞭

で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
⑳
を
み
た
し
た
上
で
、
A
国
の
不
完
全
特
化

の
深
化
の
程
度
を
示
す
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
が
ど
の
水
準
で
定
め
ら
れ
る
か
は
、

そ
れ
に
対
応
す
る
需
要
と
の
一
致
に
よ
っ
て
の
み
与
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
次
に
、
消
費
財
に
対
す
る
需
要
が
不
足
す
る
場
合
に
つ
い
て
。
こ
こ
に
お

（82）



い
て
は
、
A
国
は
完
全
特
設
の
状
態
を
保
つ
た
ま
ま
、
B
国
が
消
費
財
の
生

産
に
併
行
し
て
生
産
財
の
生
産
を
始
め
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
B
国
に

お
い
て
は
、
生
産
財
生
産
部
門
は
、
貿
易
開
始
前
の
（
H
－
o
）
だ
け
の
水
準

で
活
動
せ
し
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。
こ
こ
で
ε
は
、
O
《
o
《
H
の
範
囲
に

変
で
化
し
、
・
1
1
0
は
貿
易
の
な
い
状
態
を
、
の
1
1
H
は
完
全
特
化
の
状
態
を

示
す
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
場
合
、
B
国
に
お
け
る
生
産
財

の
生
産
量
は
（
μ
一
。
）
3
で
あ
り
、
消
費
財
の
生
産
量
は
、
（
墨
一
＋
（
H
l
尊
し
）

（H

齟
?
ｵ
し
謡
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
こ
の
場
合
に
お
け
る
、
世
界
全
体
と

し
て
の
剰
余
生
産
物
は
、

　
　
　
　
　
唱
ミ
ー
1
1
塁
μ
＋
（
H
l
ρ
一
）
§
凱
き

　
　
　
豊

　
　
　
　
　
噂
ミ
ー
ー
①
（
2
（
H
一
『
）
＋
夕
“
・
薗
》
臥
肩
幅
＋
レ
も
晩
黛
μ
一
§
お
象
轟
き

と
な
る
。
こ
こ
で
、

　
　
　
　
　
〉
。
”
　
H
l
夕
μ
一
声

　
　
　
　
　
　
　
　
一
ぴ
這
　
H
i
♀
卜
・

で
あ
る
。
こ
こ
で
、
こ
の
様
な
状
態
が
実
現
可
能
で
あ
る
為
に
は
、

　
　
　
　
　
戟
、
、
y
o

　
　
　
豊

　
　
　
　
　
恥
、
、
、
y
心
＋
触

で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
2
9
を
み
た
し
た
上
で
、
B
国
の
不
完
全
特
化

の
深
化
の
程
度
を
示
す
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
ε
が
ど
の
水
準
で
定
め
ら
れ
る
か
、

は
そ
れ
に
対
応
す
る
需
要
と
一
致
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
定
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
貿
易
利
益
の
発
生
と
そ
の
分
配

（
1
）
　
こ
こ
で
は
、
生
産
財
の
量
的
制
限
の
み
が
有
効
な
も
の
と
し
て
考
え
、
労

　
働
の
量
に
つ
い
て
は
、
常
に
充
足
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
択
っ
て
い
る
。
す
な

　
わ
ち
、
産
業
予
備
軍
よ
り
の
召
集
及
び
そ
の
解
除
は
、
常
に
資
本
家
の
意
思
の

　
ま
ま
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
以
上
に
よ
り
我
々
は
次
の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
特
化
の
パ
タ
ー

ン
の
決
定
は
、
　
ω
そ
の
特
化
が
剰
余
生
産
物
を
増
産
し
う
る
程
に
有
利
な

も
の
で
あ
り
、
　
②
更
に
、
そ
こ
で
生
産
さ
れ
た
剰
余
生
産
物
が
、
完
全
に

需
要
さ
れ
る
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
特
化
の
パ
タ
ー
ン
を
決
定

す
る
も
の
は
、
　
ω
各
国
各
生
産
物
の
生
産
方
法
及
び
実
質
賃
金
、
　
②
各

国
の
貿
易
開
始
前
の
生
産
水
準
、
そ
し
て
⑧
各
国
の
貿
易
開
始
後
に
お
け

る
発
展
の
方
向
。
で
あ
る
。

　
次
に
、
以
上
本
節
で
述
べ
て
来
た
こ
と
を
図
示
し
て
み
よ
う
。
⑳
式
は
次

の
よ
う
に
変
形
し
う
る
。

　　

@
三
H
「
U
陸
（
H
h
樗
“
◎

　　

@　
@　
@　
@　
@（H

v
魅
）
3
＋
（
愚
ご
陪
◎

　
こ
の
ベ
ク
ト
ル
の
第
一
要
素
を
横
軸
に
と
り
、
第
二
要
素
を
縦
軸
に
と
る

こ
と
に
す
る
。
A
国
に
つ
い
て
の
式
の
左
辺
第
一
項
は
↓
0
オ
、
第
二
項
は
↓
0
8
、 （83）



貿
易
利
益
の
発
生
と
そ
の
分
配

I
I

p
　
　
　
　
、
S
、
臥

　、cい・　　　、

、

、、

@、@、
S

二

；
多 R

D 多
多＿〃〃，〃〃〃〃，’T

B
G

、
、

、

、

・F 、
、

・E 、
、

、

、
、

1

0 、
、

A 、△T’

C A，

右
辺
は
↓
㏄
に
て
示
さ
れ
、
B
国
に
つ
い
て
の
式
の
左
辺
第
一
項
は
↓
0
0
、
第

二
項
は
↓
O
D
、
右
辺
は
↓
㎝
に
て
示
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
第
二
・
三

節
を
充
た
す
よ
う
に
配
置
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
次
に
O
向
＋
O
、
”
O
O
な
る
よ
う
な
点
0
を
定
め
、
0
を
原
点
と
す
る
非

負
象
限
を
考
え
る
。
こ
の
非
負
象
限
部
分
に
頂
点
を
持
つ
よ
う
な
剰
余
生
産

物
ベ
ク
ト
ル
が
存
在
す
れ
ば
、
そ
の
時
の
特
化
の
パ
タ
ー
ン
は
、
少
く
と
も

実
現
可
能
で
あ
る
。

　
さ
て
、
2
3
式
は
次
の
よ
う
に
変
形
し
う
る
。

　　

@
三
H
■
鰹
じ
曾
琶
＋
（
h
撃
〔
（
H
8
ド
．
）
L
謡
〕
“
愈

　
こ
の
式
の
左
辺
第
一
項
は
↓
0
4
、
第
二
項
は
↓
0
0
、
右
辺
は
↓
侃
に
て
示
す
。

こ
の
場
合
に
は
R
は
上
記
の
非
負
象
限
の
内
部
に
あ
る
も
の
と
し
て
お
く
。

　
ま
た
、
A
国
が
不
完
全
特
化
と
な
り
、
B
国
が
完
全
特
化
を
保
つ
際
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

ン
H
o
と
な
っ
た
場
合
の
剰
余
生
産
物
ベ
ク
ト
ル
を
↓
0
5
、
B
国
が
不
完
全
特

化
と
な
り
、
A
国
が
完
全
特
化
を
保
つ
際
に
、
・
1
1
0
と
な
っ
た
場
合
の
剰
余

謹
物
ベ
ク
歪
を
痂
、
と
す
る
。
餓
と
縦
軸
の
交
点
を
5
、
冊
と
横
軸

の
交
点
を
T
と
す
る
。
こ
の
様
に
し
て
つ
く
ら
れ
る
閉
じ
た
領
域
O
舅
防
は

A
国
及
び
B
国
の
二
国
が
貿
易
を
行
う
に
際
し
、
二
化
可
能
な
領
域
と
な
る
。

す
な
わ
ち
、
0
は
両
国
共
に
貿
易
を
行
な
わ
な
い
状
態
に
対
応
し
、
R
は
両

国
が
完
全
特
化
し
た
状
態
に
対
応
す
る
。
ま
た
、
A
国
が
不
完
全
特
化
、
B

国
が
完
全
現
化
に
な
る
状
態
の
内
で
、
有
効
な
る
も
の
は
必
ず
訳
の
上
の
点

　
　
　
（
2
）

に
対
応
し
、
A
国
が
完
全
特
化
、
B
国
が
不
完
全
特
性
に
な
る
状
態
の
内
で
、

有
効
な
・
も
の
は
必
蒼
の
上
の
点
に
対
応
す
飽

　
　
　
　
　
　
　
ヨ

更
に
、
こ
の
領
域
皿
が
、
↓
0
4
、
↓
0
8
、
↓
0
0
、
及
び
↓
0
0
の
四
個
の
ベ
ク
ト
ル

　
　
　
　
　
　
　
0

の
一
次
結
合
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
領

（84）



域
の
内
部
の
点
は
、
す
べ
て
、
両
国
共
に
不
完
全
特
化
を
保
つ
場
合
に
対
応

す
る
こ
と
が
容
易
に
判
る
こ
と
と
な
る
。

　
以
上
の
こ
と
よ
り
、
我
々
は
次
の
こ
と
を
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
特
化
の

パ
タ
ー
ン
の
決
定
に
あ
た
り
、
両
国
共
に
不
完
全
特
化
を
保
つ
こ
と
は
、
貿

易
よ
り
の
利
益
を
完
全
に
享
受
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

そ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
需
給
の
均
衡
を
保
ち
な
が
ら
、
よ
り
大
き
な
剰
余

生
産
物
を
生
産
し
う
る
特
化
の
パ
タ
ー
ン
に
移
行
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
移
行
は
、
何
れ
か
一
方
の
国
が
完
全
特
化
に
つ
き
あ
た
る
か
、
ま
た
は
双

方
の
国
が
共
に
完
全
特
化
を
実
現
す
る
に
到
る
ま
で
継
続
し
う
る
。
こ
れ
を

逆
に
言
え
ば
次
の
よ
う
に
も
言
え
る
。
何
れ
か
一
方
、
ま
た
は
双
方
の
国
が

完
全
特
化
を
保
つ
場
合
こ
そ
が
、
貿
易
よ
り
の
利
益
を
最
大
限
に
享
受
し
て

い
る
状
態
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
（
2
）
　
ベ
ク
ト
ル
↓
0
5
は
次
の
様
に
示
さ
れ
る
。

　　

@　

@
。
喚
人
9
1
爵
ζ
蚤
＋
七
署
し

　
　
　
従
っ
て
、
直
線
郡
は

　　

@　

@
情
－
9
山
霊
鞭
嘔
美
・
－
ζ
§
＋
七
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
お
。
貼
＋
レ
亀
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
一
（
「
。
し
。
蹴
黛
博

　
　
に
て
示
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
（
唱
、
い
僧
ミ
）
に
て
示
さ
れ
る
点
が
こ
の
直
線
上
に

　
　
あ
る
こ
と
は
容
易
に
理
解
し
う
る
。
更
に
、
0
を
原
点
と
す
る
非
負
象
限
に
お

　
　
い
て
、
（
鵡
ミ
温
ミ
）
が
非
負
の
値
を
も
つ
こ
と
が
、
A
国
不
完
全
時
化
、
B
国
完

　
　
　
　
貿
易
利
益
の
発
生
と
そ
の
分
配

　
全
時
化
の
状
態
の
内
で
有
効
な
も
の
と
す
れ
ば
、
点
R
が
、
上
記
非
負
象
限
内

　
に
あ
る
限
り
、
有
効
点
は
梱
上
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
ノ

（
3
）
　
ベ
ク
ト
ル
↓
㎝
は
次
の
様
に
示
さ
れ
る
。

　　

@　

黶
|
鼻
灘
岬
説
写
し

　
　
従
っ
て
、
直
線
僧
は
、

　　

@
乖
レ
．
－
部
－
徹
・
．
、
）
・
L
墾
（
レ
「
貯
ぴ
・
．
・
，
）
y

　
　
　
　
　
＋
〉
も
土
量
H
1
9
誌
9
長
き

　
に
て
示
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
（
昌
ミ
℃
ミ
）
に
て
示
さ
れ
る
点
が
こ
の
直
線
上
に

　
あ
る
こ
と
は
容
易
に
理
解
し
う
る
。
更
に
、
0
を
原
点
と
す
る
非
負
象
限
に
お

　
い
て
、
（
昌
ミ
伽
ミ
）
が
非
負
の
値
を
も
つ
こ
と
が
、
B
国
不
完
全
時
化
、
A
国
完

　
全
時
化
の
状
態
の
内
で
有
効
な
も
の
と
す
れ
ば
、
点
R
が
上
記
非
負
象
限
内
に

　
あ
る
限
り
、
有
効
点
は
∬
上
に
あ
る
。

五
、
国
際
価
格

　
次
に
、
国
際
価
格
が
、
ど
の
様
に
し
て
決
定
さ
れ
る
か
を
分
析
す
る
。

　
国
際
価
格
は
、
貿
易
に
よ
る
利
益
が
、
各
国
に
対
し
ど
の
よ
う
に
分
配
さ

れ
る
か
の
決
定
因
子
で
あ
る
。
上
記
諸
節
に
お
い
て
は
、
貿
易
に
よ
る
利
益

が
ど
の
よ
う
に
し
て
発
生
し
、
そ
れ
が
、
ど
の
よ
う
な
因
子
を
パ
ラ
メ
タ
ー

と
し
、
ど
の
様
な
機
構
に
従
っ
て
、
各
国
に
分
配
さ
れ
る
か
を
示
し
た
。
そ

の
パ
ラ
メ
タ
ー
は
国
際
価
格
で
あ
っ
た
。

　
ま
つ
A
国
・
B
国
共
に
夫
々
の
優
位
生
産
部
門
に
完
全
特
化
し
て
い
る
状
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貿
易
利
益
の
発
生
と
そ
の
分
配

態
に
お
け
る
価
格
の
決
定
か
ら
分
析
す
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
A
国
は
生

産
財
生
産
部
門
に
特
化
、
B
国
は
消
費
財
生
産
部
門
に
特
化
し
て
い
る
。

　
こ
の
場
合
、
A
・
B
両
国
に
お
け
る
価
格
・
利
潤
率
の
関
係
は
、

　
　
　
（
G
。
9
　
諺
圖
　
葡
＆
、
1
1
8
ミ
十
3
心
。

　
　
　
豊
　
田
圖
　
勲
b
ひ
1
1
中
b
。
態
十
四
b
。

で
あ
る
。
こ
の
二
個
の
関
係
だ
け
で
は
、
砺
、
碗
及
び
P
の
三
個
を
決
定
す

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
更
に
一
個
の
関
係
を
附
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
こ
こ
で
老
え
う
る
の
は
〃
国
際
収
支
均
等
”
を
示
す
関
係
で
あ
る
。
A
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

に
お
け
る
生
産
財
輸
出
量
を
例
、
B
国
に
お
け
る
消
費
財
輸
出
量
を
驚
と
す

る
と
、
こ
の
関
係
は
、

　
　
　
⑳
尊
　
、
き
魏
1
1
黛
卜
。
魏

に
て
示
さ
れ
る
。

　
以
上
の
6
㊥
、
⑳
、
及
び
6
2
の
三
個
の
関
係
に
よ
り
轍
、
娩
及
び
P
の
三
個

は
決
定
で
き
る
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
も
う
す
こ
し
吟
味
す
る
必
要
が
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
圃
の
関
係
は
、
上
記
に
お
い
て
は
、
世
界
全
体
と
し
て
の
、

物
質
的
な
再
生
産
の
一
環
と
し
て
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
ま
つ
、
貿
易
の
開
始
後
も
、
世
界
全
体
と
し
て
は
、
単
純
再
生
産

が
保
た
れ
る
も
の
と
し
て
み
よ
う
。
こ
の
場
合
に
は
、
A
国
の
輸
出
す
る
生

産
財
は
、
B
国
に
お
け
る
同
一
規
模
の
生
産
水
準
を
維
持
す
る
に
た
る
生
産

財
補
填
に
あ
て
ら
れ
る
し
、
B
国
の
輸
出
す
る
消
費
財
は
、
A
国
に
お
け
る

労
働
者
の
生
活
資
料
と
、
利
潤
の
す
べ
て
を
消
費
す
る
資
本
家
の
生
活
資
料

か
ら
な
る
。
従
っ
て
6
2
は
、

　
　
　
（
ら
。
卜
。
）
、
　
ぴ
b
。
ド
遠
、
b
。
H
9
旨
き
＋
、
a
（
3
愚
＋
ρ
“
ひ
）
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
圃
は
、
価
格
P
か
ら
全
く
独
立
し
た
関
係
で
あ

（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

る
。
従
っ
て
、
⑳
、
⑳
、
及
び
6
2
か
ら
は
輸
、
娩
及
び
P
は
決
定
で
き
な
い

こ
と
が
判
る
。

　
そ
れ
で
は
6
2
の
形
式
の
関
係
以
外
に
、
何
か
有
意
味
な
関
係
を
導
入
す
る

こ
と
が
必
要
と
な
る
が
、
我
々
の
現
在
の
前
提
の
下
で
は
そ
れ
は
不
可
能
で

（
2
）

あ
る
。
従
っ
て
我
々
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
各
国
共
に
完

全
特
化
が
行
な
わ
れ
、
世
界
的
に
重
複
産
業
が
な
い
場
合
、
貿
易
開
始
後
に

お
い
て
、
世
界
的
な
単
純
再
生
産
が
行
な
わ
れ
る
な
ら
ば
、
国
際
価
格
を
一

意
的
に
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
こ
の
場
合
に
は
、
国
際
価
格
は
、
上
限
恥
と
下
限
陶
の
問
の
何
れ
か
に
お

い
て
定
ま
る
。

　
　
　
（
ω
ら
。
）
艶
く
、
〈
㌻

　
し
か
し
、
こ
の
範
囲
の
何
処
で
定
ま
る
か
は
不
確
定
で
あ
る
。
従
っ
て
、

こ
の
場
合
に
お
け
る
、
貿
易
に
よ
る
利
益
の
各
国
へ
の
分
配
を
決
定
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
る
。

（
1
）
　
鰍
の
関
係
は
、
直
ち
に
、
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X
H
－
3
ド
）
き
1
1
噛
さ
。
一
ご

　
と
変
形
し
う
る
。
こ
れ
は
、
価
格
と
は
無
関
係
に
常
に
成
立
し
う
る
関
係
で
あ

　
る
Q

（
2
）
　
本
論
文
に
お
け
る
、
（
そ
し
て
こ
の
部
分
の
問
題
に
関
す
る
）
必
要
な
前
提

　
は
、
次
の
二
個
で
あ
る
。
　
（
1
）
価
格
の
決
定
は
生
産
費
説
に
よ
る
。
　
（
2
）

　
資
本
の
国
際
移
動
は
認
め
な
い
。

　
　
第
一
の
前
提
の
為
に
、
従
来
よ
く
し
ら
れ
た
〃
相
互
需
要
理
論
〃
の
援
用
は

　
不
可
能
で
あ
る
。
従
来
の
理
論
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
お
け
る
国

　
際
価
格
の
決
定
は
、
直
ち
に
、
相
互
需
要
の
均
等
に
よ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら

　
我
々
は
、
こ
の
よ
う
な
主
観
主
義
理
論
を
、
科
学
と
し
て
の
経
済
理
論
の
内
に

　
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
従
っ
て
〃
相
互
需
要
理
論
〃
の
援
用
を
断
つ
の
は
、

　
単
に
、
前
提
の
故
だ
け
で
は
な
い
。

　
　
第
二
の
前
提
を
除
去
す
る
こ
と
に
よ
り
、
我
々
は
、
両
国
に
お
け
る
利
潤
率

　
が
平
均
す
る
状
態
を
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
侶
ω
及
び
⑳

　
は
、

　
　
（
匂
9
0
、
）
　
智
一
1
3
ミ
十
3
N

　
　
（
。
。
H
、
）
　
蜘
1
1
f
℃
＋
『

　
と
な
り
、
単
に
こ
の
二
個
の
関
係
よ
り
、
r
と
P
の
二
個
が
決
定
さ
れ
る
。
こ

　
れ
は
、
一
国
の
内
部
に
お
い
て
生
産
財
と
消
費
財
が
生
産
さ
れ
る
場
合
と
全
く

　
同
一
で
あ
る
。
　
（
第
一
節
参
照
）
。
　
従
っ
て
、
各
国
に
お
け
る
生
産
方
法
が
正

　
の
純
生
産
物
を
齎
ら
さ
な
い
程
に
劣
等
で
な
く
、
且
つ
、
実
質
賃
金
率
が
剰
余

　
労
働
を
負
に
す
る
程
に
大
で
な
け
れ
ば
、
上
記
に
よ
り
定
ま
る
P
は
正
で
、
r

　
は
負
と
な
ら
な
い
。
即
ち
、

　
　
　
　
H
1
8
＞
O
　
　
一
り
器
V
O

　
　
貿
易
利
益
の
発
生
と
そ
の
分
配

　　

@　

@
冒
∵
ド
壁
V
。

　
　
　
　
　
μ
1
筍
V
O
　
や
1
自
＝
＞
O
　
偽
一
『
＞
O

　
　
の
条
件
を
充
た
し
て
い
れ
ば
よ
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
条
件
は
、
各

　
　
国
が
資
本
主
義
的
な
経
済
で
あ
る
限
り
、
当
然
に
充
た
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、

　
　
我
々
は
、
P
が
正
、
r
が
非
負
で
あ
る
と
、
常
に
考
え
て
よ
い
。

　
次
に
、
貿
易
の
開
始
後
に
お
け
る
世
界
全
体
と
し
て
の
再
生
産
が
、
単
純

再
生
産
で
は
な
い
も
の
と
す
れ
ば
ど
う
な
る
か
。
す
な
わ
ち
、
A
国
に
お
け

る
生
産
財
の
輸
出
が
、
B
国
に
お
い
て
、
従
来
の
生
産
水
準
の
維
持
の
為
の

補
填
と
、
資
本
家
の
利
潤
よ
り
の
新
投
資
に
あ
て
ら
れ
、
B
国
よ
り
の
消
費

財
の
輸
出
が
、
A
国
に
お
い
て
は
、
労
働
者
の
生
活
資
料
と
、
資
本
家
の
か
新

投
資
を
し
た
後
で
の
消
費
の
為
の
生
活
資
料
に
あ
て
ら
れ
る
場
合
に
は
ど
う

な
る
か
。
こ
の
場
合
に
は
、
勧
は
、

　
　
　
豊
、
、
忘
卜
・
室
b
。
＋
《
弦
£
、
＋
ぴ
ト
。
b
。
ζ
b
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
3
跨
＋
（
H
l
己
、
巳
（
o
旨
、
＋
3
b
・
）
3

と
な
る
。
こ
こ
で
㌔
及
び
筋
は
、
両
国
に
お
け
る
資
本
家
の
貯
蓄
率
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
関
係
は
、
価
格
P
か
ら
独
立
と
は
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
我

々
は
、
⑳
、
㎝
及
び
謝
の
三
個
の
関
係
よ
り
輸
、
勉
及
び
P
の
三
個
を
決
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
我
々
は
次
の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

各
国
共
に
完
全
特
化
が
行
な
わ
れ
、
世
界
的
に
重
複
産
業
が
な
い
場
合
、
貿

易
開
始
後
に
お
い
て
、
世
界
的
な
再
生
産
が
単
純
再
生
産
で
な
い
な
ら
ば
、
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貿
易
利
益
の
発
生
と
そ
の
分
配

国
際
価
格
は
決
定
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
国
際
価
格
の
決
定
因
は
、

各
国
の
生
産
方
法
、
実
質
賃
金
率
、
生
産
水
準
及
び
貯
蓄
率
で
あ
る
。
な
お
、

上
記
の
三
個
の
関
係
に
よ
り
、
三
個
の
未
知
数
砺
、
勉
及
び
P
が
決
定
さ
れ
、

P
が
正
で
、
す
べ
て
の
r
が
非
負
で
あ
る
為
に
は
、
生
産
方
法
が
正
の
純
生

産
物
を
齎
ら
さ
な
い
程
に
劣
等
で
な
く
、
且
つ
、
実
質
賃
金
率
が
剰
余
労
働

を
負
に
す
る
程
に
大
で
な
い
、
と
い
う
二
個
の
条
件
に
加
え
て
、
資
本
家
は
、

利
潤
以
上
に
投
資
は
行
な
わ
な
い
（
恥
く
H
）
こ
と
が
保
証
さ
れ
れ
ば
よ
い
。

し
か
し
、
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
資
本
主
義
の
下
で
は
、
上
記

三
個
の
関
係
よ
り
、
正
の
P
と
、
非
負
の
r
が
定
ま
る
も
の
と
考
え
て
さ
し

つ
か
え
な
い
Q

　
次
に
、
A
・
B
両
国
の
内
の
何
れ
か
が
不
完
全
黒
化
の
状
態
に
あ
る
場
合

を
考
え
る
。

　
ま
つ
、
A
国
が
不
完
全
特
化
状
態
に
あ
り
、
B
国
が
消
費
財
生
産
部
門
に

完
全
特
心
し
て
い
る
場
合
を
考
え
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
A
・
B
両
国
に
お

け
る
価
格
・
利
潤
率
状
態
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
勲
℃
n
ρ
愚
十
3
b
。

　
　
　
謹

　
　
　
　
　
孕
1
1
δ
惣
十
3
b
・

　
　
　
（
G
。
9
　
喬
9
1
1
ぴ
b
⊃
愚
＋
ぴ
ト
。
“
ユ

　
こ
こ
で
は
、
こ
の
三
個
の
関
係
よ
り
、
直
ち
に
、
㌔
、
吻
、
及
び
P
の
三

個
は
決
定
さ
れ
る
。
し
か
も
、
㈲
及
び
個
よ
り
明
ら
か
な
よ
う
に
、
㌔
と
P

は
図
の
二
個
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
、

　
　
　
⑳
9
　
、
ロ
ミ

で
あ
り
、
更
に
、
勉
は
、
圃
に
て
定
ま
っ
た
几
に
従
っ
て
定
ま
る
。
換
言
す

れ
ば
、
A
国
に
お
け
る
、
価
格
・
利
潤
率
の
関
係
は
、
貿
易
開
始
前
の
そ
れ

と
全
く
同
一
で
あ
り
、
B
国
の
そ
れ
は
、
A
国
の
価
格
に
従
っ
て
定
ま
る
。

　
更
に
、
図
及
び
個
の
三
個
の
関
係
よ
り
定
ま
る
P
が
正
で
す
べ
て
の
r
が

非
負
で
あ
る
為
に
は
、
両
国
に
お
け
る
生
産
方
法
が
正
の
純
生
産
物
を
生
産

し
え
な
い
程
劣
等
な
も
の
で
な
い
こ
と
、
及
び
、
実
質
賃
金
が
、
剰
余
労
働

を
負
に
す
る
程
大
で
な
い
こ
と
、
の
二
個
の
条
件
が
充
た
さ
れ
れ
ば
よ
い
。

す
な
わ
ち
、

　
　
　
　
　
H
一
ρ
一
V
ρ
　
H
一
ぶ
腎
。
V
ρ
　
H
一
ぴ
ト
・
“
・
＞
O

　　

@　

@「H

|
◎
・
・
－
象
μ
・
。
〉
ρ

　
　
　
　
　
㎜
1
ぶ
ド
H
－
9
B

　
　
　
竈
　
　
H
一
ρ
μ
　
1
3
卜
。
［
＞
O

－
£
H
－
些

　
　
　
　
H
l
勲
＞
P
　
H
l
切
g
V
O

　
　
　
　
勲
1
3
一
V
ρ
　
孕
卜
。
一
ぎ
V
O

を
充
た
せ
ば
よ
い
。

　
同
様
に
し
て
、
A
国
が
生
産
財
生
産
部
門
に
完
全
特
化
し
、
B
国
が
不
完

全
特
化
の
状
態
に
あ
る
場
合
に
は
、
両
国
の
利
潤
率
と
国
際
価
格
は
、
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（
ω
。
。
）
勲
、
1
－
3
愚
＋
ρ
N

　
　
　
　
　
曲
馬
ー
ー
2
、
＋
夕
“
・

　
　
　
豊

　
　
　
　
　
孕
　
習
？
愚
十
計
b
。

の
三
個
の
関
係
に
よ
り
定
ま
り
、
こ
れ
に
よ
り
定
ま
る
P
が
正
、
す
べ
て
の

『
が
非
負
で
あ
る
に
は
、

　
　
　
　
　
H
1
9
に
〉
ρ
　
H
一
£
V
ρ
　
H
l
ぴ
吋
b
。
＞
O

　
　
　
　
　
H
l
ρ
一
　
一
3
“
。
　
V
O

　
　
　
　
　
　
1
£
H
1
3
b
。

　　
@（偽．

�
g
■
鈴
∵
■
齢
〉
。

　
　
　
　
　
H
l
孕
一
V
ρ
　
H
I
奮
＞
O

　
　
　
　
　
範
邑
1
3
ド
V
ρ
　
奮
1
ぴ
ト
。
卜
。
＞
O

を
充
た
し
て
お
れ
ば
、
必
要
に
し
て
充
分
で
あ
る
。

　
以
上
に
よ
り
判
る
よ
う
に
、
両
国
共
に
完
全
二
化
の
状
態
に
お
か
れ
て
い

た
場
合
と
は
異
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
国
際
収
支
均
等
の
関
係
の
導
入
な
し
に

国
際
価
格
を
決
定
し
う
る
か
ら
、
貿
易
開
始
後
の
世
界
的
な
再
生
産
の
状
態

と
は
無
関
係
に
国
際
価
格
は
定
ま
る
。
従
っ
て
ま
た
、
次
の
よ
う
に
言
う
こ

と
が
で
き
る
。
何
れ
か
一
方
の
国
が
不
完
全
特
化
の
状
態
に
あ
り
、
世
界
全

体
と
し
て
、
唯
醐
個
の
重
複
産
業
の
あ
る
場
合
に
は
、
各
国
の
平
均
利
潤
率

及
び
国
際
価
格
は
、
各
国
の
生
産
方
法
と
、
実
質
賃
金
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ

　
　
　
　
貿
易
利
益
の
発
生
と
そ
の
分
配

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
様
に
し
て
定
ま
る
状
態
の
下
で
は
、
国
際
収
支

が
均
等
す
る
為
に
は
、
各
国
の
貯
蓄
率
の
間
に
は
一
定
の
制
限
が
加
え
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
○

　
本
論
文
に
お
い
て
は
、
A
・
B
両
国
共
に
不
完
全
特
化
の
状
態
と
な
る
場

合
に
つ
い
て
は
扱
か
わ
な
い
。
こ
の
状
態
は
、
別
の
機
会
に
、
保
護
貿
易
に

つ
い
て
論
ず
る
時
に
詳
論
す
る
。

　
以
上
に
お
い
て
、
A
・
B
両
国
の
夫
々
の
特
牛
状
態
に
対
応
し
て
生
ず
る

国
際
価
格
の
決
定
機
構
に
つ
い
て
考
え
た
。
そ
こ
で
こ
の
結
論
を
第
二
節
に

述
べ
た
結
論
と
結
び
つ
け
て
考
え
る
と
次
の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

ω
何
れ
か
【
方
の
国
が
不
完
全
特
化
の
状
態
に
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
国

は
、
貿
易
よ
り
の
利
益
は
全
く
分
配
さ
れ
ず
、
貿
易
よ
り
の
利
益
は
、
す
べ

て
相
手
国
の
完
全
特
化
を
し
た
国
に
与
え
ら
れ
る
。
　
囲
何
れ
の
国
も
完
全

特
心
を
な
す
場
合
に
は
、
そ
こ
で
与
え
ら
れ
る
国
際
価
格
に
従
っ
て
、
両
国

に
利
益
は
分
配
さ
れ
る
。
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人
口
を
通
し
た
南
米
諸
国
の
一
研
究

山

崎

頑

一

一、

l
　
口
　
総
　
数

　
南
米
の
人
口
は
国
際
連
合
の
世
界
統
計
年
鑑
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
五
年
に

一
億
二
五
〇
〇
万
で
、
世
界
全
人
口
二
六
億
九
一
〇
〇
万
の
四
・
六
％
に
過

ぎ
な
い
。
世
界
全
人
口
の
過
半
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
に
住
ん
で
い
る
の
で
、

ア
メ
リ
カ
大
陸
の
人
口
は
全
部
合
せ
て
も
世
界
全
人
口
の
僅
か
に
一
三
・
五

％
で
、
ア
ン
グ
ロ
ア
メ
リ
カ
（
北
米
）
と
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
（
申
南
米
）
に

分
け
る
と
、
ほ
ぼ
同
じ
割
合
に
な
る
。
従
っ
て
面
積
の
小
さ
い
中
米
の
人
ロ

密
度
は
最
も
高
く
、
一
平
方
立
当
り
二
一
人
で
世
界
の
平
均
人
口
密
度
一
平

方
量
当
り
二
〇
人
を
少
し
上
廻
る
が
、
北
米
の
人
口
密
度
は
一
平
方
粁
当
り

九
人
で
極
め
て
低
く
、
南
米
の
人
口
密
度
は
一
平
方
粁
当
り
七
人
で
更
に
低

く
、
オ
セ
ア
ニ
ア
の
一
平
方
粁
当
り
二
人
よ
り
は
高
い
が
、
ア
フ
リ
カ
と
は

同
じ
位
の
人
口
密
度
を
示
し
て
い
る
。

　
時
代
を
さ
か
の
ぼ
る
程
、
正
確
な
人
口
を
推
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

　
　
　
人
口
を
通
し
た
南
米
諸
国
の
一
研
究

が
、
一
九
二
〇
年
以
降
の
大
地
域
別
の
人
口
を
比
較
す
る
と
、
こ
の
三
十
五

年
間
の
人
口
増
加
は
、
南
米
が
最
も
著
し
く
、
二
倍
強
の
増
加
振
り
で
、
中

米
が
こ
れ
に
次
い
で
ほ
ぼ
二
倍
の
増
加
に
近
い
が
、
他
は
著
し
く
増
加
率
は

低
い
。
即
ち
南
米
の
人
ロ
は
そ
の
絶
対
値
は
小
さ
い
が
、
世
界
人
口
に
対
す

る
比
重
は
著
し
く
大
と
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

二
、
人
口
分
布
と
密
度

　
南
米
大
陸
は
全
域
に
亙
っ
て
セ
ン
サ
ス
が
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ほ
ぼ

正
確
な
人
口
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
南
米
の
十
国
の
う
ち
、
ウ
ル
グ
ァ
イ

（一

縺
Z
八
年
）
、
ペ
ル
ー
（
一
九
四
〇
年
）
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
（
一
九
四
七

年
）
の
三
国
の
ほ
か
は
い
つ
れ
も
一
九
五
〇
年
以
後
に
セ
ン
サ
ス
を
実
施
し

て
い
る
。
最
近
の
セ
ン
サ
ス
か
ら
最
も
年
代
の
た
っ
て
い
る
ウ
ル
グ
ァ
イ
で

は
一
九
五
七
年
七
月
三
十
日
に
新
セ
ン
サ
ス
が
実
施
さ
れ
た
筈
で
あ
る
か
ら
、

や
が
て
新
し
い
結
果
も
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
イ
ギ
リ
ス
領
ギ
ア
ナ
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人
口
を
通
し
た
南
米
諸
国
の
一
研
究

は
一
九
五
四
年
、
ス
リ
ナ
ム
（
オ
ラ
ン
ダ
領
ギ
ア
ナ
）
は
一
九
二
一
年
、
フ

ラ
ン
ス
領
ギ
ア
ナ
は
一
九
五
四
年
、
イ
ギ
リ
ス
領
の
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
は
一

九
五
三
年
に
い
つ
れ
も
セ
ン
サ
ス
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
国
別
に
一
九
五
五
年
の
推
定
人
口
を
見
る
と
、
ブ
ラ
ジ
ル
が
約
五
八
四
五

万
で
最
も
多
く
、
南
米
の
全
人
口
の
半
分
近
く
を
占
め
る
。
次
い
で
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
が
約
一
九
一
一
万
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
が
約
一
二
六
五
万
で
、
こ
の
三
国

が
一
〇
〇
〇
万
以
上
で
あ
る
が
、
他
は
小
さ
く
ペ
ル
ー
（
九
三
九
万
）
、
チ
リ

（
六
七
六
万
）
、
ザ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
（
五
七
七
万
）
、
エ
ク
ア
ド
ル
（
三
六
七
万
）
、

ボ
リ
ビ
ア
（
ゴ
ニ
九
万
）
、
ウ
ル
グ
ァ
イ
（
二
六
一
万
）
の
順
と
な
り
、
最
小

は
パ
ラ
グ
ァ
イ
の
一
五
六
万
で
あ
る
。
し
か
し
ブ
ラ
ジ
ル
の
面
積
は
非
常
に

大
き
い
の
で
、
そ
の
平
均
人
口
密
度
は
一
平
方
粁
当
り
七
人
に
過
ぎ
な
い
。

人
口
密
度
の
最
も
高
い
の
は
一
平
方
粁
当
り
一
四
人
を
示
す
ウ
ル
グ
ァ
イ
と

エ
ク
ア
ド
ル
で
、
次
い
で
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
一
一
人
が
高
く
、
他
は
い
つ
れ
も

一
平
方
粁
一
〇
人
以
下
で
、
チ
リ
が
九
人
、
ペ
ル
ー
が
八
人
、
ブ
ラ
ジ
ル
と

プ
ル
ぜ
ン
チ
ン
が
七
人
、
ヴ
ェ
、
矛
ズ
エ
ラ
が
六
人
で
、
パ
ラ
グ
ァ
イ
は
四
人
、

最
小
は
ボ
リ
ビ
ア
の
三
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
か
く
の
如
く
国
に
よ
っ
て
そ
の
粗
密
の
度
を
異
に
す
る
が
、
い
つ
れ
の
国

を
と
っ
て
も
そ
の
国
内
に
於
け
る
人
口
分
布
の
状
態
を
見
る
と
、
一
方
に
は

人
口
が
相
当
集
中
し
て
大
都
市
の
発
達
を
見
る
地
域
が
存
在
す
る
が
、
他
方

に
は
人
煙
極
め
て
鳴
れ
な
地
域
が
見
ら
れ
、
人
口
は
著
し
く
不
均
一
に
分
布

し
て
い
る
。
人
口
密
度
を
経
済
地
理
的
研
究
に
湿
て
は
最
も
重
要
な
一
指
標

で
あ
る
と
考
え
る
筆
者
は
、
す
で
に
ア
ジ
ア
大
陸
に
於
て
試
み
た
よ
う
に
、

行
政
的
な
区
劃
に
基
い
て
人
口
密
度
を
算
出
し
、
地
形
、
気
候
等
の
自
然
的

料資

Table　1．

…1麓劃口人暗面行政区劃名国

s．y

s．y

s．y

　　s．y
　　s．y
1956推定人口あ
れど採用せず

　　s．y
面　積　L・G
人　口　D・Y
　　s　．y

　
G
Y

Y
じ
．

二
十
。
．

　
面
人

計算ズミ

計算ズミ

計算ズミ

計算ズミ

計算ズミ

1955推定

1950

センサス
1950

センサス
1952

センサス
1951

センサス

1955推定

1950

センサス

1956推定

1953推定

1950

センサス

平方粁

平方粁

平方粁

平方粁

平方粁

粁
よ
　
粁
　
粁
よ

　
　
　
　
　
方
斜

方
轟
方

平
平
り
平
平
平
壷
㎜

P
D
S
P
D
P
D
D
D
S

P：Province．

S　：　State，

D　：　Department．

S．　Y　：　Statesman’s　Year－Boolc　1957．

L，　G　：　Celumbia　Lippincott　Gazetteer　of　the　World　1952．

D．　Y　：　Demographic　Year－Book　1955．　United　Nations．

Argentina

Botivia

Brazil

Chile

Colombia

Ecuador

Paraguaア

Peru

Uruguay

Venezuela

（註）　（1）

　　　　　　　（2）

　　　　　　　（3）

　　　　　　　（4）

　　　　　　　（5）

　　　　　　　（6）

条
件
を
勘
案
し
て
、
地
理
的
な
人
口
密
度
を
見
出
す
こ
と
に
努
め
て
来
た
。
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本
稿
に
於
て
も
同
様
に
、
先
づ
各
国
に
於
け
る
州
乃
至
省
（
Q
D
藝
ρ
甲
。
ぐ
言
8

自
∪
①
徳
詳
目
。
巨
）
別
の
人
口
密
度
を
計
算
し
た
。

　
次
に
、
梢
々
豆
粒
と
な
る
が
、
そ
の
計
算
の
過
程
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と

に
す
る
。
州
或
は
省
別
人
口
密
度
は
・
王
と
し
て
目
零
q
D
婁
①
ω
§
ロ
．
㎝
磯
＄
目
・
切
。
鮮

H
ゆ
鵯
に
よ
っ
た
。
人
口
の
年
次
は
国
に
よ
っ
て
一
致
し
な
い
の
は
止
む
を
得

な
い
が
、
大
体
一
九
五
〇
1
五
六
年
の
数
字
で
、
セ
ン
サ
ス
人
口
の
あ
る

も
の
は
こ
れ
を
採
用
し
た
。
面
積
が
平
方
哩
単
位
の
も
の
よ
り
見
出
さ
れ
な

い
場
合
は
、
平
方
粁
に
換
算
し
た
。
（
第
一
表
）

　
こ
う
し
た
場
合
行
政
区
劃
の
面
積
に
は
非
常
な
広
狭
が
あ
る
。
国
土
の
全

面
積
の
小
さ
い
ウ
ル
グ
ァ
イ
が
十
九
省
に
分
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
省
の
面

積
は
四
〇
〇
〇
一
五
〇
〇
〇
平
方
粁
の
小
さ
い
も
の
と
な
る
が
、
パ
ラ
グ

ァ
イ
は
小
国
で
も
グ
ラ
ン
チ
ャ
コ
の
地
域
の
省
面
積
は
大
き
い
が
、
東
部
の

省
の
面
積
に
は
も
っ
と
小
さ
い
も
の
が
あ
る
。
エ
ク
ア
ド
ル
に
も
比
較
的
小

面
積
の
省
が
あ
る
。
パ
ラ
グ
ァ
イ
で
見
た
よ
う
に
、
各
国
共
概
し
て
未
開
発

地
域
ほ
ど
そ
の
省
叉
は
州
の
面
積
は
大
ぎ
く
、
従
っ
て
人
口
密
度
は
極
め
て

稀
薄
と
な
っ
て
い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
は
例
外
に
属
す
る
方
で
、
一
五
八
万
平
方

主
遣
の
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
を
最
大
と
し
て
、
一
〇
〇
万
平
方
粁
を
こ
え
る
州
は

マ
ッ
ト
グ
p
ッ
ソ
、
パ
ラ
と
計
三
省
も
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
一
〇
万
平
方

粁
以
下
の
州
を
数
え
る
方
が
少
く
て
容
易
な
位
で
最
小
が
二
二
、
〇
二
七
平

方
粁
の
セ
ル
ジ
プ
州
で
あ
る
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
心
臓
部
に
あ
た
る
パ
ン

　
　
　
　
人
口
を
通
し
た
南
米
諸
国
の
一
研
究

パ
ス
地
方
の
省
が
比
較
的
面
積
は
大
で
、
サ
ン
タ
フ
ェ
、
ラ
・
パ
ン
パ
（
も

と
の
エ
ヴ
ア
・
ペ
ロ
ン
）
コ
ル
ド
バ
三
省
共
一
〇
万
平
方
音
以
上
で
ブ
エ
ノ

ス
・
ア
イ
レ
ス
州
は
実
に
三
〇
万
平
方
粁
を
こ
え
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
で
二

〇
万
平
方
粁
を
こ
え
る
省
は
い
つ
れ
も
パ
タ
ゴ
ニ
ア
に
あ
る
。
ボ
ー
ー
ビ
ア
で

は
東
北
部
の
ア
マ
ゾ
ン
盆
地
に
属
す
る
ベ
ニ
川
流
域
の
ベ
ニ
州
が
約
二
一
万

平
方
粁
、
東
南
部
の
グ
ラ
ン
チ
ャ
コ
の
一
部
を
占
め
る
サ
ン
タ
・
ク
ル
ー
ス

省
の
面
積
は
実
に
三
七
万
平
方
坐
乗
で
国
土
の
面
積
の
約
三
分
の
一
に
当
る
。

そ
れ
と
共
に
人
口
の
集
中
す
る
ラ
・
バ
ス
省
の
面
積
は
大
き
く
＝
二
・
三
万

平
方
粁
で
あ
る
。
チ
リ
で
は
北
部
乾
燥
地
帯
の
ア
ン
ト
フ
ァ
ガ
ス
タ
省
と
南

端
の
マ
ゼ
ラ
、
邪
ス
省
と
が
共
に
一
〇
万
平
方
寸
を
こ
え
て
い
る
。
コ
ロ
ン
ビ

ア
で
は
ア
ン
デ
ス
以
東
の
ア
マ
ゾ
ン
流
域
の
四
地
区
（
同
∪
Φ
嚇
詳
目
①
巨
と
。
。

6
0
当
日
凶
ω
。
・
霞
♂
。
。
）
　
の
み
が
各
一
〇
万
平
方
骨
を
こ
え
て
い
る
。
　
エ
ク
ア
ド
ル

で
も
ア
ン
デ
ス
以
東
の
省
が
大
き
い
。
パ
ラ
グ
ァ
イ
で
は
前
述
の
如
く
北
部

の
グ
ラ
ン
チ
ャ
コ
の
ボ
ケ
p
ン
州
が
一
六
・
八
万
平
方
粁
で
全
面
積
の
四
一

％
強
を
占
め
る
。
ペ
ル
ー
で
も
東
部
に
あ
る
ロ
レ
ト
州
（
・
王
都
ア
マ
ゾ
ン
上

流
の
港
イ
キ
ト
ス
）
は
三
〇
万
平
方
面
を
こ
え
て
最
大
で
、
ボ
リ
ビ
ア
に
隣

る
東
南
部
の
マ
ド
レ
・
デ
・
デ
イ
ロ
ス
州
も
一
五
万
平
方
粁
を
こ
え
る
大
ぎ

さ
で
あ
る
。
な
お
ア
ン
デ
ス
山
中
の
ク
ス
コ
省
も
大
き
く
一
四
・
四
万
平
方

粁
も
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ウ
ル
グ
ァ
イ
は
全
面
積
が
一
八
・
七
万
骨
頭
に

過
ぎ
な
い
。
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
で
は
ギ
ア
ナ
山
地
を
占
め
る
ボ
リ
バ
ー
ル
州
が
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学
的
に
意
義
あ
る
人
ロ
密
度
を
見
出
す
こ

と
に
努
め
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
筆
・
者
が
ア

ジ
ア
に
於
て
、
モ
ン
ス
ー
ン
平
野
な
ど
に

於
て
求
め
た
人
口
密
度
値
と
も
比
較
で
き

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
省
の
い
く

つ
か
を
合
せ
、
適
当
に
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
を

し
て
、
出
来
る
だ
け
、
地
形
区
乃
至
は
気

候
区
と
一
致
せ
し
め
る
よ
う
に
し
て
、
例

え
ば
ア
マ
ゾ
ン
流
域
の
熱
帯
森
林
地
域
、

パ
タ
ゴ
ニ
ア
東
部
の
半
沙
漠
な
ど
の
景
観

　
　
　
　
人
口
を
通
し
た
南
米
諸
国
の
一
研
究

二
三
・
九
万
方
粁
で
最
大
で
、
最
南
部
に
突
出
し
た
ア
マ
ゾ
ナ
ス
地
方
も
一

ヒ
・
六
万
方
粁
で
大
き
い
。

　
こ
の
よ
う
に
行
政
区
劃
に
は
極
め
て
著
し
い
広
狭
の
差
が
あ
る
が
、
　
一
応

州
乃
至
省
別
人
口
密
度
を
計
算
し
た
結
果
、
こ
れ
を
地
図
上
に
モ
ザ
イ
ク
と

し
て
表
現
し
よ
う
と
し
た
。

　
（
註
）
　
南
米
十
国
の
行
政
区
皇
別
人
口
密
度
一
覧
表
と
行
政
区
登
別
人
山
密
度
図

　
　
は
紙
幅
と
印
刷
の
都
合
で
省
略
す
る
。

　
し
か
し
広
狭
様
々
の
行
政
区
劃
別
の
人

口
密
度
の
モ
ザ
イ
ク
よ
り
も
、
こ
れ
を
多

少
ま
と
め
て
、
特
色
あ
る
地
域
別
の
地
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
a
　
　
）

　　　　　　Fig．　1．

Landscape　division　of　South　Americ

南米の景観地域区分（1958山崎
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。
こ
の
場
合
ア
マ
ゾ
ン
盆
地
の
よ
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に
、

国
境
を
こ
え
て
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
一
応
国
別
に
計
算
し
て
比
較

す
る
こ
と
も
試
み
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。
こ
れ
は
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様
の
自
然
条
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地
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於
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も
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国
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よ
っ
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そ
の
開
拓
の
方
向
、
方
針
、
様
式
を
異
に
す
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た
め
に
、
そ
こ
に
開

発
度
を
異
に
し
、
そ
れ
が
人
口
密
度
に
反
映
す
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
結
果
に
於
て
は
同
じ
自
然
条
件
を
有
す
る
地
域
に
於
て
、
著
し
い
人

口
密
度
の
差
を
示
す
場
合
は
決
し
て
多
く
な
か
っ
た
。
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南
米
の
地
域
区
分
は
、
シ
ュ
ミ
ー
ダ
ー

O
・
。
り
畠
巨
巴
霞
の
南
米
地
誌
に
あ
る
景
観

地
域
区
分
を
基
礎
に
し
て
前
記
人
口
密
度

計
算
の
結
果
か
ら
相
当
修
正
し
た
が
、
ブ

ラ
ジ
ル
台
地
東
部
で
は
資
料
の
関
係
か
ら

三
々
簡
略
に
し
た
。
そ
の
地
域
と
人
口
密

度
を
示
せ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
第
一
図
・
第
二
図
参
照
）

　　　　　　Fig．　2．

Population　Deng．　ity　of　South　America

南米の人口密度図（1958山崎）
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人
口
密
度
を
景
観
地
域
毎
に
詳
し
く
検
討
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
（
1
）
北
部
ア
ン
デ
ス

　
ヴ
ェ
、
浄
ズ
エ
ラ
の
北
部
・
西
部
か
ら
コ
ロ
ン
ビ
ア
を
経
て
エ
ク
ア
ド
ル
西

部
を
占
め
る
ア
ン
デ
ス
部
分
を
北
部
ア
ン
デ
ス
と
す
る
。
シ
ェ
ミ
ー
グ
ー
の

区
分
で
は
エ
ク
ア
ド
ル
の
ア
ン
デ
ス
は
申
部
ア
ン
デ
ス
に
入
れ
て
あ
る
が
、

エ
ク
ア
ド
ル
と
ペ
ル
ー
国
境
に
人
口
密
度
の
断
層
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
を
北

部
・
中
部
ア
ン
デ
ス
の
境
界
と
す
る
。
そ
の
平
均
人
口
密
度
は
二
三
人
で
あ
る
。

　
先
づ
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
で
こ
の
地
域
に
属
す
る
十
二
州
（
ω
け
鉾
①
ω
）
の
平
均
人

口
密
度
は
一
平
方
粁
一
＝
・
七
人
組
か
な
り
高
い
。
こ
れ
は
コ
p
ン
ビ
ア
と

の
国
境
か
ら
マ
ラ
カ
イ
ボ
湖
の
南
を
北
東
へ
走
り
、
首
府
カ
ラ
カ
ス
の
南
方

に
及
ぶ
ア
ン
デ
ス
の
支
脈
コ
ル
デ
ィ
レ
ラ
・
デ
・
メ
リ
ダ
以
北
の
マ
ラ
カ
イ

ボ
湖
畔
か
ら
カ
リ
ブ
海
沿
岸
平
野
ま
で
を
含
む
。
こ
の
申
で
は
人
口
密
度
の

最
高
は
首
府
カ
ラ
カ
ス
の
あ
る
連
邦
地
域
の
三
六
六
∴
二
人
で
、
こ
れ
を
例

外
と
す
る
と
州
別
で
は
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ア
を
主
都
と
す
る
カ
ラ
ボ
ボ
州
の
五
二

人
が
最
高
で
、
そ
の
東
の
ア
ラ
グ
ア
州
（
主
都
マ
ラ
カ
イ
）
、
更
に
そ
の
東
で

カ
ラ
カ
ス
南
方
の
ミ
ラ
ン
ダ
州
が
三
〇
人
位
と
な
っ
て
い
る
。
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ

ラ
の
人
口
稠
密
地
は
カ
ラ
カ
ス
ー
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ア
地
区
で
、
そ
の
東
の
延
長

の
ス
ク
レ
省
は
三
〇
人
に
近
い
。
マ
ラ
ヵ
イ
ボ
湖
南
東
端
か
ら
東
に
拡
が
る

ト
ル
セ
リ
ヨ
州
は
三
六
・
八
人
と
高
く
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
と
の
国
境
付
近
の
州

も
人
ロ
密
度
は
三
〇
人
近
い
。
要
す
る
に
こ
の
ア
ン
デ
ス
支
脈
で
も
そ
の
山

間
盆
地
が
最
も
重
要
な
経
済
空
間
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
マ
ラ
ヵ
イ

ボ
湖
両
岸
の
熱
帯
平
野
部
の
ズ
リ
ア
（
主
都
マ
ラ
カ
イ
ボ
）
、
そ
の
東
の
フ
ァ

ル
コ
ン
（
・
王
都
コ
ロ
）
両
州
の
人
口
密
度
は
一
〇
人
程
度
で
山
地
部
よ
り
遙

か
に
低
い
。

　
コ
ロ
ン
ビ
ア
で
は
ア
ン
デ
ス
は
西
部
・
中
部
・
東
部
の
三
つ
の
山
脈
に
分

れ
、
そ
の
間
に
カ
ゥ
山
川
と
マ
グ
ダ
レ
ナ
川
の
谷
が
深
く
入
り
込
ん
で
、
そ

の
流
域
が
主
要
経
済
空
間
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
＋
六
省
（
一
）
Φ
智
誹
日
野
州
。
・
）

一
地
区
（
巨
①
昌
①
ロ
畠
）
の
平
均
人
口
密
度
は
二
〇
・
八
人
で
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ

国
内
よ
り
喜
々
低
い
が
、
昼
鳶
人
口
密
度
に
は
大
き
な
開
き
が
あ
る
。
マ
グ

ダ
レ
ナ
川
川
口
の
港
バ
ラ
ン
キ
ラ
を
主
都
と
す
る
ア
ト
ラ
ン
チ
ィ
ノ
省
は
面

積
も
最
少
な
の
で
、
一
二
三
・
四
人
の
最
高
人
徳
密
度
を
示
す
。
次
い
で
マ

（96）



グ
ダ
レ
ナ
川
上
流
の
マ
ニ
ザ
レ
ス
を
主
都
と
す
る
カ
ル
ダ
ス
省
（
七
九
・
八

人
）
と
首
府
ボ
ゴ
ダ
の
あ
る
ク
ン
デ
ィ
ナ
マ
ル
カ
省
（
六
八
・
八
人
）
、
カ
ウ

カ
谷
上
流
の
カ
リ
を
主
都
と
す
る
ヴ
ァ
レ
・
デ
ル
・
カ
ゥ
カ
省
（
五
二
・
八

入
）
が
高
い
。
マ
ラ
カ
イ
ボ
湖
の
西
方
で
ほ
ぼ
国
境
を
な
す
シ
エ
ラ
・
デ
・

ペ
リ
ハ
の
北
端
の
ゴ
ア
ヒ
ラ
半
島
を
占
め
る
ゴ
ア
ヒ
ラ
地
区
が
三
・
一
人
と

例
外
的
に
低
い
人
口
密
度
で
開
発
の
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ

の
南
西
に
隣
る
マ
グ
ダ
レ
ナ
省
は
マ
グ
ダ
レ
ナ
川
下
流
右
岸
の
大
き
い
省
で
、

人
口
密
度
九
・
二
人
で
東
に
隣
る
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
西
北
部
の
マ
ラ
カ
イ
ボ
湖

岸
の
熱
帯
海
岸
地
区
と
同
じ
位
の
人
口
密
度
で
あ
る
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
で
は
太

平
洋
岸
の
北
部
を
占
め
る
チ
ョ
コ
州
（
ア
ト
ラ
ト
川
流
域
、
主
都
キ
ブ
ド

ー
）
が
北
部
ア
ン
デ
ス
地
域
最
低
の
人
口
密
度
二
・
八
人
で
あ
る
。

　
エ
ク
ア
ド
ル
で
は
東
部
ア
マ
ゾ
ン
上
流
の
二
省
と
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
島
を
除
く

十
五
省
（
H
》
門
O
ぐ
ビ
P
O
⑦
o
o
）
が
入
り
、
そ
の
平
均
人
口
密
度
は
そ
の
北
の
コ
ロ
ン

ゼ
ア
の
北
部
ア
ン
デ
ス
よ
り
少
し
高
く
二
三
・
五
人
で
あ
る
。
国
内
で
は
中

部
の
カ
ナ
ー
ル
（
主
都
ア
ゾ
グ
ス
）
、
チ
ン
ボ
ラ
ソ
（
主
都
の
オ
バ
ン
バ
）
、

コ
ト
パ
ク
シ
或
は
レ
オ
ン
（
・
王
都
ラ
タ
ク
ン
ガ
）
、
ボ
リ
バ
ー
ル
（
・
王
都
ガ
ラ

ン
ダ
）
の
諸
省
は
四
〇
人
位
で
最
も
高
く
、
南
部
の
ロ
バ
州
は
面
積
が
他
の

省
に
比
し
て
著
し
く
大
き
い
の
で
そ
の
入
ロ
密
度
は
九
人
と
飛
び
離
れ
て
低

く
、
こ
れ
が
全
体
の
平
均
を
相
当
低
下
さ
せ
て
い
る
。

　
　
（
2
）
　
オ
リ
ノ
コ
の
リ
ヤ
ノ
ス

　
　
　
　
入
口
を
通
し
た
南
米
諸
国
の
一
研
究

　
ヴ
ェ
、
矛
ズ
エ
ラ
楽
部
を
占
め
る
オ
リ
ノ
コ
申
下
流
の
リ
ャ
ノ
ス
の
八
州

（Q∩

y
器
。
・
）
の
平
均
人
口
密
度
は
僅
か
に
二
・
九
人
で
あ
る
。
中
で
も
前
述
の

ト
ル
ヒ
リ
ヨ
の
東
方
の
北
部
ア
ン
デ
ス
山
地
と
り
ャ
ノ
ス
の
境
に
あ
る
ボ
ル

チ
ュ
グ
サ
州
（
主
都
ガ
ナ
ー
レ
）
は
最
高
の
八
人
、
下
流
の
モ
ナ
ガ
ス
州

（
・
王
都
マ
ト
ゥ
リ
ン
）
が
六
人
で
次
い
で
高
く
、
そ
の
西
の
ア
ン
ツ
ォ
タ
エ

ギ
州
も
五
・
四
人
で
あ
る
。
デ
ル
タ
・
ア
マ
ク
ロ
地
方
は
○
・
八
人
で
低
い

が
、
一
般
に
西
方
、
上
流
へ
行
く
ほ
ど
人
口
密
度
は
小
と
な
る
。

　
オ
リ
ノ
コ
の
リ
ャ
ノ
ス
は
更
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
国
内
に
延
び
る
。
コ
ロ
ン
ビ

ア
の
東
端
の
ヴ
ィ
チ
ャ
ダ
地
区
（
O
。
日
巳
・
・
ω
缶
曙
）
は
ア
マ
ゾ
ン
の
セ
ル
ヴ
ァ

ス
と
オ
リ
ノ
コ
の
リ
ャ
ノ
ス
の
中
間
地
域
に
当
る
の
で
、
そ
の
人
口
密
度
0

・
一
人
は
リ
ャ
ノ
ス
地
域
の
最
低
で
あ
る
が
、
南
に
隣
る
セ
ル
ヴ
ァ
ス
地
区

の
○
・
〇
六
人
よ
り
は
高
い
。
そ
の
北
西
の
ア
ラ
ウ
カ
、
西
の
メ
タ
両
地
区

で
は
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
よ
り
梢
々
低
い
○
・
七
人
位
で
あ
る
。
ア
ラ
ウ
カ
と
メ

タ
の
中
間
の
ボ
ヤ
カ
省
は
省
域
が
西
部
で
ア
ン
デ
ス
に
及
ぶ
の
で
一
二
・
四

人
の
高
密
度
と
な
っ
て
い
る
。

　
結
局
、
オ
リ
ノ
コ
の
リ
ャ
ノ
ス
の
平
均
人
口
密
度
は
二
・
四
人
と
な
る
。

　
　
（
3
）
中
部
ア
ン
デ
ス

　
ペ
ル
ー
西
部
か
ら
ボ
リ
ビ
ア
で
幅
広
く
な
る
ア
ン
デ
ス
の
部
分
を
中
部
ア

ン
デ
ス
と
す
る
。
そ
の
平
均
人
口
密
度
は
八
・
一
人
で
北
部
ア
ン
デ
ス
よ
り

相
当
低
い
。
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人
口
を
通
し
た
南
米
諸
国
の
一
研
究

　
ペ
ル
ー
で
は
海
岸
線
を
も
つ
十
一
省
（
∪
①
喝
き
巨
①
巨
。
・
）
と
東
部
の
ア
マ
ゾ

ン
上
流
を
占
め
る
二
省
を
除
い
た
残
り
十
一
省
が
こ
れ
に
属
し
、
そ
の
平
均

人
口
密
度
は
九
・
六
人
と
北
部
ア
ン
デ
ス
よ
り
著
し
く
低
下
す
る
。
こ
れ
は

海
岸
地
方
に
居
住
す
る
人
口
が
ア
ン
デ
ス
地
方
に
居
住
す
る
人
口
よ
り
多
い

か
ら
で
あ
る
。
国
内
で
は
北
部
の
カ
ハ
マ
ル
カ
省
が
二
三
・
二
人
で
最
も
高

く
、
首
府
リ
マ
の
東
部
に
あ
る
省
の
人
口
密
度
は
平
均
を
上
廻
っ
て
一
七
人

位
に
達
し
て
い
る
。
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
は
主
都
が
チ
ャ
チ
ャ
ボ
ヤ
ス
で
ア
ン
デ

ス
山
地
か
ら
東
方
の
ア
マ
ゾ
ン
低
地
に
ま
た
が
る
の
で
、
そ
の
人
口
密
度
も

三
・
三
人
と
ず
っ
と
低
く
な
っ
て
い
る
。

　
内
陸
国
ボ
リ
ビ
ア
で
は
西
部
の
ア
ン
デ
ス
高
原
の
面
積
は
全
面
積
の
約
四

〇
％
を
占
め
、
六
省
（
∪
。
昌
昌
目
①
昌
ω
）
が
属
し
、
そ
の
平
均
人
口
密
度
は
更

に
低
下
し
て
五
・
七
人
と
な
る
。
省
の
中
で
は
コ
チ
ャ
バ
ン
バ
の
八
・
八
人

と
ラ
パ
ス
の
七
・
一
人
が
高
い
方
で
、
オ
ル
ロ
の
三
・
九
人
、
南
部
の
ト
リ

ハ
の
三
・
四
人
は
低
い
方
で
、
大
体
北
部
は
首
府
が
あ
る
関
係
か
ら
南
方
よ
ρ

り
人
口
密
度
は
高
い
。

　
中
部
ア
ン
デ
ス
全
体
と
し
て
も
概
し
て
南
方
ほ
ど
人
口
密
度
は
低
下
し
て

い
る
。

　
　
（
4
）
　
ペ
ル
ー
海
岸

　
ペ
ル
ー
の
海
岸
線
を
も
つ
十
一
省
の
平
均
人
口
密
度
は
一
七
人
で
、
背
後

の
ア
ン
デ
ス
地
帯
の
平
均
よ
り
高
い
。
カ
リ
ャ
オ
区
で
そ
の
人
口
密
度
四
、

五
三
一
人
は
別
と
し
て
首
府
リ
マ
の
あ
る
省
は
四
〇
人
に
近
い
。
そ
の
北
方

で
は
り
ベ
ル
タ
ー
ド
や
ラ
ン
バ
エ
ケ
な
ど
二
〇
人
を
こ
え
る
人
口
密
度
の
省

が
あ
る
。
し
か
し
南
部
ほ
ど
人
口
密
度
は
小
と
な
り
、
チ
リ
と
の
国
境
付
近

で
は
三
人
位
に
煙
柱
す
る
。

　
　
（
5
）
　
北
部
チ
リ
乾
燥
地

　
チ
リ
北
部
の
タ
ラ
パ
カ
・
ア
ン
ト
フ
ァ
ガ
ス
タ
・
ア
タ
カ
エ
ニ
省
の
沙
漠

地
帯
で
は
人
ロ
密
度
は
非
常
に
低
下
し
て
一
・
四
人
と
な
る
。
チ
リ
硝
石
採

取
の
最
盛
期
を
過
ぎ
て
、
む
し
ろ
人
口
は
減
少
し
て
い
る
。

　
　
（
6
）
　
中
部
チ
リ
地
中
海
性
気
候
地
域

　
コ
キ
ン
ボ
省
は
北
部
の
乾
燥
地
帯
と
の
漸
和
算
に
当
る
の
で
ま
だ
人
口
密

度
は
低
く
て
六
・
五
人
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
含
め
た
こ
の
地
域
十
三
省
の
平

均
人
口
密
度
は
二
九
入
強
で
南
米
の
最
高
で
あ
る
。
こ
こ
は
チ
リ
の
心
臓
部

で
、
省
の
面
積
も
平
均
し
て
狭
い
が
、
中
で
も
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
と
ヴ
ァ
ル
パ

ラ
イ
ソ
両
省
で
は
一
〇
〇
人
を
少
し
越
え
る
高
さ
で
、
コ
ン
セ
プ
シ
オ
ン
省

の
七
二
・
一
人
が
こ
れ
に
次
ぐ
。
し
か
し
そ
の
他
の
省
で
は
大
体
一
二
一

一
八
人
で
、
地
域
内
で
の
高
低
の
開
き
は
か
な
り
著
し
い
。

　
　
（
7
）
　
南
　
部
　
チ
　
リ

　
ビ
オ
ビ
オ
省
以
南
の
湖
沼
と
森
林
地
帯
の
南
部
チ
リ
は
六
省
平
均
の
人
ロ

密
度
が
一
二
・
七
人
と
低
く
な
る
。
カ
ウ
テ
ィ
ン
省
（
主
都
テ
ム
コ
）
で
は

二
一
人
目
高
く
、
鉄
道
の
終
点
プ
エ
ル
ト
モ
ン
ト
の
あ
る
最
南
の
ラ
ン
キ
フ

（98）



工
省
は
七
・
六
人
の
低
さ
と
な
る
。

　
　
（
8
）
　
西
部
パ
タ
ゴ
ニ
ア

　
チ
リ
最
南
部
の
島
と
フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
多
い
チ
リ
領
パ
タ
ゴ
ニ
ア
（
西
部
パ

タ
ゴ
ニ
ア
）
に
来
る
と
急
に
人
口
密
度
は
低
下
し
て
、
そ
の
三
省
平
均
は
○

・
七
三
人
と
な
る
が
、
そ
れ
で
も
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
領
の
東
部
パ
タ
ゴ
ニ
ア
よ

り
は
面
積
が
ず
っ
と
狭
い
の
で
、
平
均
人
口
密
度
は
少
し
高
い
。
中
で
も
北

部
の
チ
ロ
ェ
島
は
最
も
高
く
四
・
二
人
で
、
従
っ
て
テ
ィ
エ
ラ
・
デ
ル
・
フ

ェ
ゴ
方
面
へ
の
出
稼
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
南
の
」
新
設
の
ア
イ
ゼ
ン
省
は

〇
二
二
人
、
最
南
部
の
マ
ぜ
ラ
ネ
ス
省
は
テ
ィ
エ
ラ
・
デ
ル
・
フ
ェ
ゴ
島
の

西
半
面
を
も
含
ん
で
、
そ
の
平
均
人
口
密
度
は
G
・
四
人
で
あ
る
。

　
な
お
一
九
四
〇
年
と
五
二
年
の
セ
ン
サ
ス
人
口
を
比
較
す
る
と
、
チ
ロ
エ

で
は
一
・
三
，
％
の
減
少
を
示
す
の
に
対
し
て
、
ア
イ
ゼ
ン
は
約
五
〇
％
の
激

増
、
マ
ぜ
ラ
、
不
ス
も
一
三
％
の
増
加
を
示
し
て
い
る
。

　
　
（
9
）
　
東
部
パ
タ
ゴ
ニ
ア
半
沙
漠
台
地

　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
南
部
の
コ
p
ラ
ド
川
以
南
は
パ
タ
ゴ
ニ
ア
の
半
沙
漠
台
地

で
、
そ
の
五
省
の
平
均
人
口
密
度
は
0
・
四
七
人
で
、
南
米
で
は
ア
マ
ゾ
ン

盆
地
に
次
ぐ
人
口
稀
薄
地
域
で
あ
る
。
最
北
部
の
リ
オ
・
、
矛
グ
ロ
省
で
は
灌

漸
農
業
も
行
わ
れ
て
い
る
の
で
0
・
八
七
人
と
最
も
高
く
、
次
は
中
部
に
あ

っ
て
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
第
一
の
油
田
の
あ
る
コ
モ
ド
ロ
・
リ
ヴ
ァ
ダ
ヴ
ィ
ア
省

の
○
・
七
一
人
で
、
南
米
本
土
の
最
南
端
を
占
め
る
サ
ン
タ
。
ク
ル
ー
ス
省

　
　
　
　
人
ロ
を
通
し
た
南
米
諸
国
の
一
研
究

の
○
・
一
六
人
は
南
米
の
最
低
に
近
い
。
南
部
の
テ
ィ
エ
ラ
・
デ
ル
・
フ
ェ

ゴ
省
は
面
積
も
小
さ
い
が
○
・
四
九
人
と
案
外
高
い
。
フ
ェ
ゴ
島
は
東
半
の

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
領
は
西
半
の
チ
リ
領
よ
り
少
し
狭
い
が
、
人
口
は
チ
リ
領
の

約
九
倍
も
あ
る
（
後
述
の
島
の
部
参
照
）
。

　
　
（
0
1
）
　
北
西
部
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

　
ア
ン
デ
ス
山
脈
東
側
の
山
麓
地
帯
に
あ
た
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
北
西
部
の
チ

ャ
コ
・
ア
ウ
ス
ト
ラ
ル
に
属
す
る
チ
ャ
コ
省
（
主
都
レ
シ
チ
ン
シ
ア
）
を
含

め
た
十
二
省
の
平
均
人
口
密
度
は
僅
か
に
三
・
三
人
で
あ
る
。
こ
の
中
で
は

省
面
積
の
最
も
小
さ
い
ヅ
ク
マ
ン
省
が
三
二
・
八
人
の
例
外
的
な
高
さ
を
示

す
が
、
平
均
を
上
廻
っ
て
い
る
の
は
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
の
西
方
に
あ
た
り
、

横
断
鉄
道
の
通
る
メ
ン
ド
サ
省
と
、
西
北
端
の
ジ
ュ
ジ
ュ
イ
と
コ
ル
ド
バ
の

北
の
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
デ
ル
・
エ
ス
ト
ロ
の
三
省
が
共
に
四
・
二
人
で
、
こ

れ
に
次
ぐ
の
は
サ
ン
・
ジ
ュ
ア
ン
省
で
あ
る
。
低
い
方
は
こ
の
地
域
南
端
に

あ
っ
て
パ
タ
ゴ
ニ
ア
に
接
す
る
ネ
ウ
ケ
ン
、
ラ
・
パ
ン
パ
（
も
と
の
エ
ヴ
ァ

・
ペ
ロ
ン
）
と
北
の
ラ
・
リ
表
町
と
カ
タ
マ
ル
カ
な
ど
の
省
で
一
・
一
一

一
・
七
人
で
あ
る
Q

　
　
（
n
）
パ
ン
パ
ス

　
南
米
第
一
の
大
都
市
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
を
童
心
と
し
た
パ
ン
パ
ス
は
南

米
第
一
の
農
牧
地
帯
で
人
口
＝
三
一
七
万
（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
全
人
ロ
の
六
九

％
強
）
を
包
括
し
て
い
る
。
そ
の
平
均
人
口
密
度
は
一
九
・
三
人
で
割
合
に
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人
口
を
通
し
た
南
米
諸
国
の
一
研
究

低
い
。
パ
ン
パ
ス
の
人
ロ
密
度
一
九
人
は
、
チ
リ
中
部
に
は
及
ば
な
い
が
、

北
部
ア
ン
デ
ス
や
ブ
ラ
ジ
ル
南
部
と
共
に
南
米
の
中
で
は
人
口
密
度
の
高
い

地
帯
で
あ
る
。
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
を
除
く
パ
ン
パ
ス
の
平
均
人
口
密
度
は

一
二
・
六
人
と
低
下
す
る
。
自
然
・
産
業
の
点
か
ら
も
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
パ
ン

パ
ス
と
全
く
同
性
質
の
ウ
ル
グ
ァ
イ
は
そ
の
平
均
人
口
密
度
は
＝
二
・
六
人
、

人
口
約
六
〇
万
の
首
府
モ
ン
テ
ヴ
ィ
デ
オ
を
除
く
と
そ
の
平
均
人
口
密
度
は

約
定
・
四
人
で
、
共
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
部
分
よ
り
少
し
低
い
。

　
　
（
皿
）
グ
ラ
ン
チ
ャ
コ

　
パ
ラ
グ
ァ
イ
川
の
西
、
ア
ン
デ
ス
山
麓
に
及
ぶ
こ
の
サ
ヴ
ァ
ン
ナ
と
湿
地

に
島
状
の
密
林
の
あ
る
グ
ラ
ン
チ
ャ
コ
は
パ
ラ
グ
ァ
イ
を
面
心
に
、
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
の
北
部
と
ボ
リ
ビ
ア
南
東
部
に
及
ん
で
い
る
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ベ

ル
メ
ホ
川
以
南
の
チ
ャ
コ
・
ア
ウ
ス
ト
ラ
ル
で
は
六
人
で
か
な
り
高
い
。
人

口
密
度
の
点
か
ら
は
、
チ
ャ
コ
・
ア
ウ
ス
ト
ラ
ル
は
北
西
部
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

に
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
フ
オ
ル
モ
サ
省
に
属
す
る
北
端
の
チ
ャ
コ
・
セ
ン

ト
ラ
ル
で
は
二
・
四
人
と
な
り
、
パ
ラ
グ
ァ
イ
に
入
る
と
0
・
二
人
と
な
る
。

パ
ラ
グ
ァ
イ
で
も
パ
ラ
ナ
川
東
部
低
地
（
オ
リ
エ
ン
タ
ル
区
）
で
は
こ
れ
よ

り
高
く
八
・
五
人
で
あ
り
、
パ
ラ
グ
ァ
イ
の
オ
ク
シ
デ
ン
タ
ル
区
で
あ
る
チ

ャ
コ
・
ボ
レ
ア
ル
は
南
米
の
最
低
人
ロ
密
度
地
域
で
、
自
然
条
件
に
も
よ
る

が
、
南
米
で
最
も
未
開
発
地
域
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
延
長
に

あ
た
る
ボ
リ
ビ
ア
の
サ
ン
タ
・
ク
ル
ー
ス
省
の
人
口
密
度
は
○
・
七
七
人
で

梢
々
高
い
。

　
　
（
3
1
）
　
マ
モ
レ
の
リ
ャ
ノ
ス

　
ボ
リ
ビ
プ
の
チ
ャ
コ
に
つ
づ
く
べ
ニ
省
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
マ
ッ
ト
・
グ
ロ

ッ
ソ
台
地
の
西
に
あ
っ
て
、
ア
マ
ゾ
ン
水
系
の
マ
デ
ィ
ラ
川
の
支
流
マ
モ
レ

川
の
上
流
に
な
る
の
で
マ
モ
レ
の
リ
ャ
ノ
ス
と
呼
ぶ
。
そ
の
人
口
密
度
は
○

・
五
二
人
で
あ
る
。
ボ
リ
ビ
ア
東
部
の
低
地
で
は
南
東
の
チ
ャ
コ
か
ら
北
方

ア
マ
ゾ
ン
の
セ
ル
ヴ
ァ
ス
の
密
林
に
向
う
ほ
ど
人
ロ
密
度
は
低
下
し
て
い
る
。

　
　
（
U
）
　
パ
ラ
ナ
東
方
低
地

　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
（
パ
ラ
ナ
川
と
ウ
ル
グ
ァ
イ
川
と
の
中

間
の
土
地
）
の
北
部
の
コ
リ
エ
ン
テ
ス
・
ミ
シ
オ
ネ
ス
両
省
を
こ
れ
に
入
れ

る
と
、
そ
の
平
均
人
口
密
度
は
七
・
九
人
で
、
そ
の
北
の
パ
ラ
グ
ァ
イ
の
オ

リ
エ
ン
タ
ル
区
は
そ
れ
よ
り
少
し
高
く
八
・
五
人
で
あ
る
。
後
者
の
人
口
は

近
年
相
当
増
加
し
た
が
大
体
同
程
度
の
人
口
密
度
と
考
え
て
よ
い
。
そ
の
つ

づ
き
の
ブ
ラ
ジ
ル
領
の
パ
ラ
ナ
上
流
域
の
人
込
密
度
は
残
念
乍
ら
算
出
で
き

な
か
っ
た
。
そ
れ
は
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
州
別
の
人
言
密
度
し
か
知
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
（
勝
）
南
部
ブ
ラ
ジ
ル

　
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
州
面
積
に
非
常
に
広
狭
の
差
が
あ
る
が
、
州
を
ま
と
め
て

㈲
　
　
㎝
の
五
地
域
と
し
た
。
こ
れ
は
ブ
ラ
ジ
ル
で
一
般
に
使
用
さ
れ
て
い

る
地
域
区
分
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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サ
ン
パ
ウ
ロ
、
パ
ラ
ナ
、
サ
ン
タ
カ
タ
リ
ナ
、
リ
オ
グ
ラ
ン
デ
ド
ス
ル
四

州
を
含
む
南
部
ブ
ラ
ジ
ル
の
平
均
人
口
密
度
は
二
〇
・
六
人
で
、
ブ
ラ
ジ
ル

の
五
地
域
申
で
は
最
高
で
、
南
米
で
も
高
密
度
地
域
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
こ

は
ブ
ラ
ジ
ル
で
も
温
帯
気
候
の
部
分
で
、
ま
た
コ
ー
ヒ
ー
産
地
が
含
ま
れ
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
経
済
活
動
中
心
地
域
の
一
つ
で
あ
る
。
申
で
も
サ
ン
パ
ウ
ロ
州

の
人
口
密
度
は
三
七
人
で
、
州
別
で
第
三
位
の
高
密
度
を
示
す
。

　
　
（
6
1
）
東
部
ブ
ラ
ジ
ル

　
ブ
ラ
ジ
ル
台
地
の
東
部
を
占
め
る
ミ
ナ
ス
ジ
ェ
ラ
ス
と
バ
ピ
ア
の
二
大
州

と
、
大
西
洋
岸
の
小
さ
い
セ
ル
ジ
プ
州
、
エ
ス
ピ
リ
ト
サ
ン
ト
州
、
リ
オ
デ

ジ
ャ
、
矛
イ
p
州
と
、
首
府
の
あ
る
連
邦
地
区
を
含
む
。
こ
こ
も
今
日
ブ
ラ
ジ

ル
の
適
々
な
経
済
活
動
地
域
で
あ
る
が
、
そ
の
人
口
密
度
は
梢
々
低
く
約
一

五
人
で
あ
る
。
リ
オ
デ
ジ
ャ
、
不
イ
ロ
州
は
五
四
人
で
州
別
最
高
密
度
だ
が
、

鉱
業
的
発
展
の
著
し
い
ミ
ナ
ス
ジ
ェ
ラ
ス
州
で
二
二
人
強
、
そ
の
北
の
バ
ビ

ア
州
は
八
・
六
人
の
低
さ
で
あ
る
。

　
　
（
7
1
）
　
北
東
部
ブ
ラ
ジ
ル

　
ブ
ラ
ジ
ル
の
東
北
端
の
早
く
開
か
れ
た
部
分
で
、
従
っ
て
州
の
面
積
は
概

し
て
小
さ
い
。
こ
の
地
域
の
平
均
人
口
密
度
は
一
二
・
九
人
で
、
東
部
よ
り

謝
々
低
い
が
、
南
米
と
し
て
は
可
也
開
け
た
地
域
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
州
別
で
は
ア
ラ
ゴ
ア
ス
、
パ
ラ
イ
バ
、
ベ
ル
ナ
ン
ブ
コ
の
三
州
の
人
口

密
度
は
非
常
に
高
い
方
で
三
〇
　
　
三
九
人
で
こ
の
国
の
歴
史
を
物
語
っ
て

　
　
　
　
人
口
を
通
し
た
南
米
諸
国
の
一
研
究

い
る
。
西
よ
り
の
面
積
も
大
き
い
マ
ラ
ン
ハ
ン
、
ピ
ア
ウ
イ
ニ
州
を
含
む
の

で
、
こ
の
二
州
の
約
四
人
と
い
う
低
人
口
密
度
が
ブ
ラ
ジ
ル
の
こ
の
地
域
の

平
均
人
口
密
度
を
相
当
低
下
さ
せ
て
い
る
。

　
　
（
1
8
）
　
中
部
ブ
ラ
ジ
ル
台
地

　
ブ
ラ
ジ
ル
の
地
域
区
分
で
は
中
西
部
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
マ
ッ
ト
グ
ロ
ッ

ソ
と
ゴ
イ
ア
ス
の
二
州
で
あ
る
が
、
面
積
は
広
く
、
人
口
は
少
い
の
で
、
そ

の
平
均
密
度
は
○
・
九
人
で
低
い
。
ゴ
イ
ア
ス
州
の
人
口
密
度
は
約
二
人
で

あ
る
が
、
サ
ヴ
ァ
ン
ナ
を
な
す
広
い
マ
ッ
ト
グ
ロ
ヅ
ソ
州
は
0
・
四
人
の
密

度
で
ま
だ
開
発
が
進
ん
で
い
な
い
。

　
　
（
9
1
）
ア
マ
ゾ
ン
盆
地

　
ブ
ラ
ジ
ル
の
地
域
区
分
の
北
部
六
州
を
プ
マ
ゾ
ン
盆
地
の
う
ち
ブ
ラ
ジ
ル

領
域
内
の
も
の
と
す
れ
ぽ
、
こ
の
セ
ル
ヴ
ァ
ス
の
大
密
林
地
域
の
平
均
人
ロ

密
度
は
0
・
五
人
で
、
予
想
し
た
如
く
南
米
で
は
パ
タ
ゴ
ニ
ア
と
並
ぶ
最
低

人
口
密
度
地
域
で
あ
る
。
併
し
州
別
で
は
相
当
の
開
き
が
あ
る
。
ベ
ソ
ム
を

主
都
と
す
る
下
流
域
を
占
め
る
パ
ラ
州
が
○
・
九
人
と
最
も
高
い
。
次
い
で

ペ
ル
ー
国
境
に
接
す
る
小
さ
い
ア
ク
レ
州
が
O
・
七
五
人
で
高
く
、
中
流
域

を
占
め
る
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
（
主
都
マ
ナ
ウ
ス
）
と
ア
マ
ゾ
ン
川
口
左
岸
の
小

さ
い
ア
マ
パ
州
が
共
に
約
○
・
三
入
で
、
マ
デ
ィ
ラ
川
上
流
を
占
め
る
薪
し

い
ロ
ン
ド
リ
ナ
州
が
○
・
一
五
人
、
北
部
の
ギ
ア
ナ
山
地
の
問
に
入
り
込
ん

だ
り
オ
ブ
ラ
ン
コ
州
が
最
も
低
い
0
・
〇
七
人
と
い
う
無
人
の
境
に
近
い
人
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ロ
密
度
を
示
し
て
い
る
。

　
ア
マ
ゾ
ン
水
系
の
上
流
部
は
国
境
を
こ
え
て
、
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
の
南
西
部
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
、
エ
ク
ア
ド
ル
、
ペ
ル
ー
、
ボ
リ
ビ
ア
の
諸
国
の
東
部
を
占
め

て
い
る
。
そ
の
場
合
、
却
っ
て
上
流
部
で
人
口
密
度
が
高
い
場
合
も
あ
る
。

殊
に
本
流
の
上
流
部
で
イ
キ
ト
ス
港
を
主
都
と
す
る
ペ
ル
ー
の
p
レ
ト
州
の

人
口
密
度
は
一
・
四
人
で
割
合
高
い
。
マ
デ
ィ
ラ
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
も
ロ

ン
ド
リ
ナ
州
よ
り
マ
モ
レ
の
リ
ャ
ノ
ス
の
人
口
密
度
の
方
が
高
い
。
し
か
し

一
般
に
は
人
口
密
度
は
相
当
低
い
。
オ
リ
ノ
コ
水
系
と
ア
マ
ゾ
ン
水
系
が
結

続
し
て
い
る
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
の
ア
マ
ゾ
ナ
ス
地
区
の
人
口
密
度
は
0
・
〇
六

人
で
、
そ
の
東
に
接
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
ブ
ラ
ン
コ
州
の
入
口
密
度
と
同

程
度
で
あ
る
。
ヅ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
の
ア
マ
ゾ
ナ
ス
地
区
の
西
に
あ
る
コ
ロ
ン
ビ

プ
の
ヴ
ア
ゥ
ペ
ス
と
そ
の
南
の
ア
マ
ゾ
ナ
ス
の
両
地
区
（
∩
。
ヨ
巨
の
ω
巴
①
の
）
も

○
・
〇
六
人
で
あ
る
Q

　
エ
ク
ア
ド
ル
東
部
で
は
人
口
数
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
大
体
人
口
密
度

は
○
・
一
七
人
位
ら
し
い
。

　
ペ
ル
ー
の
イ
キ
ト
ス
を
中
心
と
す
る
ロ
レ
ト
州
は
前
述
し
た
が
、
ボ
リ
ビ

ア
の
北
西
部
に
接
す
る
ペ
ル
ー
南
東
部
の
マ
ド
レ
・
デ
・
デ
ィ
オ
ス
は
人
ロ

密
度
○
・
二
人
で
、
セ
ル
ヴ
ァ
ス
と
リ
ャ
ノ
ス
と
の
漸
移
地
帯
に
あ
る
こ
と

を
よ
く
示
し
て
い
る
。

　
　
（
2
0
）
ギ
ア
ナ
山
地

　
ヴ
ェ
、
昂
ズ
エ
ラ
南
部
か
ら
ギ
ア
ナ
内
陸
地
方
に
及
ん
で
い
る
。
ヴ
ェ
ネ
ズ

エ
ラ
の
ボ
リ
バ
ー
ル
州
が
大
部
分
を
占
め
る
の
で
、
そ
の
平
均
人
口
密
度
を

見
る
と
、
0
・
五
人
で
あ
る
。
・
王
都
シ
ュ
ー
グ
ー
ド
・
ボ
リ
バ
ー
ル
は
オ
リ

ノ
コ
川
島
の
町
で
あ
る
の
で
、
リ
ャ
ノ
ス
に
入
れ
る
と
し
て
そ
の
人
口
を
除

い
て
、
概
算
す
る
と
、
O
・
四
人
に
低
下
す
る
が
、
実
際
は
更
に
そ
れ
以
下

と
思
わ
れ
る
。
ギ
ア
ナ
の
海
岸
低
地
を
除
い
た
部
分
で
は
更
に
ず
っ
と
稀
薄

と
考
え
ら
れ
る
。
仏
領
ギ
プ
ナ
の
内
陸
部
の
イ
ン
ニ
地
方
（
一
九
三
〇
年
分

離
、
四
六
年
再
合
併
）
の
人
口
密
度
は
○
・
〇
六
人
で
、
こ
れ
が
未
開
発
の

ギ
ア
ナ
山
地
の
人
口
密
度
を
代
表
す
る
と
考
え
て
よ
い
と
思
う
。

　
　
（
2
1
）
　
ギ
ア
ナ
海
岸
低
地

　
英
領
ギ
ア
ナ
の
平
均
人
口
密
度
は
二
・
二
人
、
ス
リ
ナ
ム
（
オ
ラ
ン
ダ
領

ギ
ア
ナ
）
は
一
・
五
人
、
面
積
最
小
の
フ
ラ
ン
ス
領
ギ
ア
ナ
は
0
・
一
二
人
の

低
さ
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
人
口
は
殆
ん
ど
海
岸
低
地
に
集
中
し
て
い
る
。

仏
領
ギ
ア
ナ
の
イ
ン
ニ
地
方
を
ギ
ア
ナ
山
地
と
し
、
そ
れ
が
海
岸
低
地
と
ほ

ぼ
同
面
積
を
占
め
る
の
で
、
こ
の
割
合
を
英
領
と
オ
ラ
ン
ダ
領
に
も
適
用
し

て
そ
の
南
半
の
面
積
を
ギ
ア
ナ
山
地
と
し
て
除
き
、
ギ
プ
ナ
海
岸
低
地
の
平

均
人
口
密
度
を
計
算
す
る
と
四
人
と
な
り
、
相
当
高
く
な
る
。
し
か
し
英
領

ギ
ア
ナ
と
ス
リ
ナ
ム
は
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
、
そ
の
主
都

ジ
。
ー
ジ
タ
ウ
ン
（
人
口
約
九
・
七
万
）
と
、
パ
ラ
マ
リ
ボ
（
約
九
・
四
万
）

（
い
つ
れ
も
一
九
五
五
年
）
は
ど
ち
ら
も
＋
万
近
い
都
市
に
発
達
し
て
い
る
。
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（
附
）
島
　
　
　
　
喚

　
南
米
の
大
陸
に
は
附
属
島
は
少
い
。
行
政
区
劃
を
別
に
し
て
い
る
こ
と
か

ら
島
群
の
人
口
密
度
の
分
る
の
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
ヴ
ェ
、
矛
ズ
エ
ラ
東
部
の
ス
ク
レ
州
の
沖
、
カ
リ
ブ
海
に
あ
る
マ
ル
ガ
リ
ー

タ
島
な
ど
を
合
せ
た
ヌ
エ
ヴ
ァ
エ
ス
パ
ル
タ
州
の
人
口
密
度
は
六
五
・
七
人

の
高
さ
で
あ
る
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
領
の
サ
ン
・
ア
ン
ド
レ
と
プ
ロ
ビ
デ
ン
シ
ア

の
二
島
は
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
鼠
色
、
カ
リ
ブ
海
に
あ
る
が
、
面
積
が
小
さ
い
の

で
人
口
密
度
は
一
〇
三
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
カ
リ
ブ
海
を
囲
む
西
イ
ン
ド
諸
島
の
申
に
は
こ
れ
に
劣
ら
ず
高
人
口
密
度

の
島
が
あ
る
。
最
高
は
プ
エ
ル
ト
リ
コ
島
の
二
五
一
人
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
島
一

三
三
人
、
ハ
イ
テ
ィ
は
一
二
六
人
（
島
の
東
半
の
ド
ミ
ニ
カ
は
四
八
人
）
な

ど
い
つ
れ
も
高
い
。
な
お
キ
ェ
ー
バ
島
は
大
き
い
の
で
平
均
人
口
密
度
は
五

一
人
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
比
べ
る
と
、
太
平
洋
に
あ
る
エ
ク
プ
ド
ル
領
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
島
の

人
口
密
度
は
僅
か
に
○
・
二
人
目
あ
る
。
チ
リ
南
部
の
多
島
海
の
中
で
大
き

い
チ
p
工
島
は
前
述
の
如
く
四
・
二
人
で
か
な
り
高
い
。
最
南
部
の
テ
ィ
エ

ラ
デ
ル
フ
ェ
ゴ
の
チ
リ
領
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
領
の
人
口
を
合
せ
て
島
の
平
均

人
口
密
度
を
出
す
と
○
・
二
五
人
と
な
り
、
極
南
の
島
と
し
て
は
高
い
。
な

お
イ
ギ
リ
ス
領
の
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
諸
島
の
人
口
密
度
は
0
・
一
八
人
で
そ

の
属
領
の
う
ち
フ
ェ
ゴ
島
の
東
に
あ
た
る
南
ジ
ョ
ー
ジ
ア
島
の
み
は
定
住
人
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を
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し
た
南
米
諸
国
の
一
研
究

口
を
も
つ
て
い
る
が
、
そ
の
人
口
密
度
は
約
○
・
〇
六
人
置
低
さ
で
あ
る
。

四
、
都
市
人
口
と
そ
の
分
布

　
南
米
の
大
都
市
の
数
は
、
ア
ジ
ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
比
べ
れ
ば
ず
っ
と
少

く
、
北
米
よ
り
も
少
い
。
こ
れ
は
人
口
総
数
も
少
い
か
ら
で
あ
る
が
、
ア
フ

リ
カ
に
較
べ
る
と
昏
々
そ
の
数
は
多
い
。

　
人
口
一
〇
〇
万
以
上
の
巨
大
都
市
は
、
d
暑
き
母
＄
も
し
く
は
冨
①
＃
毛
。
・

ま
目
母
＄
を
含
め
た
も
の
を
採
る
と
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
、
リ
オ
デ
ジ

ャ
ネ
イ
ロ
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
、
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
と
A
B
C
三
強
国
の
首
府
を
含

む
ほ
か
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
近
年
発
展
の
著
し
い
サ
ン
パ
ウ
ロ
が
加
っ
て
四
市
と

な
る
。

　
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
は
南
半
球
最
大
の
都
市
で
三
三
六
万
（
一
九
五
一
）

を
数
え
、
リ
ォ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
p
は
二
三
〇
万
、
サ
ン
バ
ウ
p
は
二
〇
一
万
で

あ
る
。
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
は
一
四
五
万
（
一
九
五
二
）
と
い
わ
れ
る
。
ペ
ル
ー

の
首
府
リ
マ
は
一
九
五
六
年
の
推
定
人
口
で
は
一
〇
〇
万
を
突
破
し
て
い
る
。

　
五
〇
万
－
一
〇
〇
万
の
大
都
市
は
モ
ン
テ
ヴ
ィ
デ
オ
（
ウ
ル
グ
ァ
イ
首

府
）
、
カ
ラ
カ
ス
（
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
首
府
）
、
ボ
ゴ
タ
（
コ
ロ
ン
ビ
ア
首
府
）
、

レ
シ
ー
フ
ェ
（
ブ
ラ
ジ
ル
）
の
四
都
市
と
ロ
ザ
リ
オ
（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
）
の

人
口
は
五
〇
万
に
近
い
。
こ
こ
で
は
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
の
首
府
人
口
の
著
し
い

発
展
が
注
目
さ
れ
る
。
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二
〇
　
　
五
〇
万
の
都
市
数
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
六
（
う
ち
ブ
エ
ノ
ス
ア

イ
レ
ス
の
衛
…
星
都
市
三
）
、
ブ
ラ
ジ
ル
六
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
一
二
、
エ
ク
ア
ド
ル
ニ
、

ボ
リ
ビ
ア
・
チ
リ
・
パ
ラ
グ
ァ
イ
・
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
面
一
と
な
る
。
小
国
パ

ラ
グ
ァ
イ
の
首
府
ア
ス
ン
シ
オ
ン
の
人
口
は
二
〇
・
五
十
（
一
九
五
〇
）
で

相
当
大
き
く
、
南
米
十
国
の
首
府
で
二
〇
万
以
下
の
都
市
は
な
い
。

　
一
〇
i
二
〇
万
の
都
市
数
は
、
ア
ル
ぜ
ン
チ
ン
八
（
う
ち
ブ
ェ
ノ
ス
ア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　2．

Distribution　of　Cities　in　South　American　Countries

Tota1100N200
thousand

200A．500
thousand

O．　5A”1

million
Over　1
million名田

16

@
1
　
1
43
　
　
8
　
　
2
　
　
1
　
　
3
　
　
1
　
　
3

8

5
　
　
1
　
　
4

2

1

6
　
　
1
　
　
6
　
　
1
　
　
3
　
　
2
　
　
1

1

1

1

1

1
　
　
　
1

1

2
　
　
　
1

1

Argentina

Bolivia

Brazil

Chile

Colombia

Ecuador

Paraguay

Peru

Uruguay

Venezuela

52212155Total

イ
レ
ス
の
衛
星
都
市
四
）
、
ブ
ラ
ジ
ル
五
、
コ
p
ン
ゼ
ア
四
、
ペ
ル
ー
二
、

チ

リ
・
ヴ
ェ
、
矛
ズ
エ
ラ
各
一
と
な
る
。
ア
マ
ゾ
ン
中
流
の
河
港
の
マ
ナ
ウ
ス
は

人
口
一
一
万
で
こ
の
中
に
入
っ
て
い
る
。

　
五
　
　
一
〇
万
の
都
市
に
な
る
と
、
都
市
人
口
数
を
大
陸
全
体
に
亘
っ
て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　3．

Sites　of　Cities　（over　200　thousand　pop．）　in South　America

Total
Population

200・svsoo
thousandO．5Nl　millionOver　1　million

Site

皿
1
0
2
4
1
2
1

15（3）

　8

　2

5（3）

8
　
6
　
2
　
3
　
1
　
1
　
1

10

　4

　1

　5

（3）

（3）

2
　
2
　
0
　
1
凸
　
0
　
1

一
2
2
0
0

2
2
0
0
0
0
　
3
2
1
0

Sea　Port

　　　Atlantic

　　　Paci丘c

River　Port

　　　Amazon

　　　La　Plata

　　　Lag6句目dos　Patos

｝nland

　　　Andes

　　　Brazilian　Plateau

　　　Pampas

31（3）21　（3）55Total
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　　　　Fig．　3．
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得
る
こ
と
が
相
当
困
難
に
な
る
の
で
、
一
応
筆
者
の
種
々
な
資
料
か
ら
得
た

数
を
暫
定
の
も
の
と
し
て
次
に
掲
げ
る
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
ニ
0
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
七
（
一
九
四
七
の
セ
ン
サ
ス
結
［
果
の
都

市
人
口
を
入
手
で
き
な
か
っ
た
の
で
こ
の
数
は
相
当
疑
問
が
あ
る
）
、
チ
リ
六
、

ペ
ル
ー
四
、
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
三
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
・
ボ
リ
ゼ
ア
・
ウ
ル
グ
ァ
イ

各
二
、
エ
ク
ア
ド
ル
一
と
な
り
、
ペ
ル
ー
東
部
の
ア
マ
ゾ
ン
最
上
流
の
港
市

　
　
　
　
人
口
を
通
し
た
南
米
諸
国
の
一
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
キ
ト
ス
が
漸
く
姿
を
見
せ
る
。
ボ
リ
ビ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
の
古
都
ス
ク
レ
は
四
万
で
こ
れ
に
入
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
い
。
し
か
し
英
領
ギ
プ
ナ
の
主
都
ジ
ョ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ジ
タ
ウ
ン
と
ス
リ
ナ
ム
の
主
都
パ
ラ
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ボ
も
こ
の
申
に
入
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
万
以
上
の
都
市
数
を
国
別
に
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
（
第
二
表
）
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
が
一
六
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
最
も
多
く
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
一
四
で
、
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
次
ぎ
、
こ
の
二
国
が
圧
倒
的
に
多
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
位
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
八
で
、
チ
リ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
案
外
少
く
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
と
バ
ル
パ
ラ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
の
ほ
か
に
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
が
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
者
は
こ
の
付
近
の
重
工
業
の
発
展
に
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
て
い
る
。
ペ
ル
ー
は
イ
ン
カ
の
古
い
文

化
の
中
心
で
あ
る
が
、
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
の
三
都
市
は
首
府
カ
ラ
カ
ス
、
石
油

の
中
心
マ
ラ
カ
イ
ボ
、
コ
ル
デ
ィ
エ
ラ
・
デ
・
メ
リ
ダ
と
リ
ャ
ノ
の
境
に
あ

る
バ
ル
キ
シ
メ
ト
で
あ
る
。
バ
ル
キ
シ
メ
ト
は
農
牧
地
域
の
中
心
で
工
業
も

行
わ
れ
、
交
通
の
要
衝
で
あ
る
。
ヴ
ェ
、
矛
ズ
エ
ラ
で
は
石
油
ブ
ー
ム
に
よ
る

発
展
が
よ
く
都
市
に
反
映
し
て
い
る
。

〔
位
置
〕
人
口
二
〇
万
以
上
の
都
市
を
港
市
（
海
港
・
河
港
）
と
内
陸
都
市

（105）



　
　
　
　
人
口
を
通
し
た
南
米
諸
国
の
一
研
究

と
に
分
け
る
と
第
三
表
の
如
く
な
る
。

　
南
米
の
都
市
は
内
陸
に
位
置
す
る
も
の
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
二

十
万
以
上
の
都
市
で
は
港
市
と
ほ
ぼ
同
じ
位
で
あ
る
。

　
内
陸
都
市
の
多
い
の
は
、
南
米
大
陸
の
大
部
分
は
熱
帯
に
あ
る
の
で
、
ア

ン
デ
ス
諸
国
の
首
府
は
い
つ
れ
も
ア
ン
デ
ス
山
中
に
あ
る
。
ア
ン
デ
ス
山
地

の
都
市
で
首
府
で
な
い
の
は
、
コ
ロ
ン
ビ
プ
の
メ
デ
リ
ン
と
カ
リ
で
あ
る
。

ブ
ラ
ジ
ル
台
地
に
あ
る
の
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
と
べ
ロ
・
ホ
リ
ゾ
ン
テ
と
で
後
者

は
ミ
ナ
ス
ジ
ェ
ラ
ス
州
の
主
都
で
、
一
九
四
〇
　
　
五
〇
年
間
の
人
口
増
加

率
は
七
〇
％
強
で
そ
の
発
展
が
著
し
い
。
パ
ン
パ
ス
の
都
市
で
は
コ
ル
ド
バ

と
ツ
ク
マ
ン
の
ほ
か
は
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
の
衛
…
星
都
市
の
ア
ヴ
ェ
ラ
ネ

グ
、
サ
ン
マ
ル
テ
イ
ン
、
ラ
ナ
ス
の
三
都
市
で
人
口
二
四
　
　
二
七
万
で
あ

る
。

　
河
港
で
は
ア
マ
ゾ
ン
水
系
の
一
つ
は
べ
レ
ム
で
、
ラ
プ
ラ
タ
水
系
の
は
、

ロ
ザ
リ
オ
と
パ
ラ
グ
ノ
イ
の
首
府
ア
ス
ン
シ
オ
ン
の
二
つ
で
あ
る
Q
ボ
ル
ト

ア
レ
グ
レ
は
パ
ト
ス
養
浜
に
あ
っ
て
直
接
大
西
洋
岸
の
港
で
は
な
い
。

　
海
港
都
市
は
圧
倒
的
に
大
西
洋
岸
に
多
い
が
、
太
平
洋
岸
の
港
市
は
人
口

二
〇
万
台
の
エ
ク
ア
ド
ル
の
グ
ア
ヤ
キ
ル
と
チ
リ
の
ヴ
ァ
ル
バ
ラ
イ
ソ
の
二

港
の
み
で
あ
る
。

五
、
結

論

　
以
上
で
人
口
密
度
を
梢
々
詳
し
く
、
ま
た
都
市
人
口
と
そ
の
分
布
に
つ
い

て
も
考
察
し
て
来
た
が
、
人
口
増
加
の
問
題
に
は
ふ
れ
る
こ
と
は
で
ぎ
な
か

っ
た
。
し
か
し
こ
こ
で
一
応
、
人
口
を
通
し
た
南
米
諸
国
の
研
究
に
一
応
の

結
論
を
出
し
て
置
こ
う
。

　
第
四
表
の
一
に
国
別
に
首
府
へ
の
人
口
集
申
度
（
1
）
、
一
〇
万
以
上
の
都

市
へ
の
人
口
集
中
度
（
∬
）
、
都
市
人
口
の
全
人
口
に
対
す
る
割
合
（
m
）
、
人

ロ
一
人
当
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
（
W
）
を
示
す
。
こ
の
各
項
目
を
A
B

C
の
三
階
級
に
分
類
し
て
示
し
た
の
が
第
四
表
の
二
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、

A
B
C
の
数
か
ら
考
慮
し
て
一
応
の
結
論
と
し
て
南
米
民
力
国
の
漏
り
に
文

化
度
と
も
称
す
べ
き
も
の
で
序
列
を
つ
け
る
と
第
六
表
の
よ
う
に
な
る
。

　
こ
れ
は
地
域
別
人
口
密
度
に
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
か
ら
引
出
し
得
る
結

論
と
大
体
に
於
て
一
致
す
る
。
温
帯
気
候
に
位
し
て
肥
沃
な
パ
ン
パ
ス
草
原

を
占
め
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
が
有
利
で
、
チ
リ
は
好
条
件
の
部
分
が
狭
い
。
ブ

ラ
ジ
ル
は
殆
ん
ど
大
部
分
が
熱
帯
で
、
南
東
部
を
除
い
て
人
口
稀
薄
で
開
拓

の
進
ん
で
い
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
下
位
と
な
っ
て
い
る
。
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
の

上
位
は
石
油
資
源
の
開
発
が
大
き
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
第
三
次
産
業

人
口
の
割
合
の
多
い
の
に
驚
か
さ
れ
る
（
第
五
表
）
。
　
オ
リ
ノ
コ
流
域
が
鉄

鉱
の
み
な
ら
ず
、
農
牧
も
発
展
せ
し
め
ら
れ
れ
ば
前
途
の
躍
進
は
ま
だ
ま
だ

（iO6）



　　　　’N

Energy　Con－

　sumption
　per　catita（11）

（metric　tons）

O．89　（1955）

O．16　（1954）

O．36　（1955）

1．02（　”　）

O．47（　”　）

O．14（　”　）

O．30　（1955）

O．81（　”　）

2．03（　”　）

　　　皿

　　　　　　（1）

Urban　pop

Total　pop

（．o一．）

62．5（2）

33．6（3）

36．2（4）

59．9（s）

36．3（6）

28．5（7）

34．6（8）

C．　84．0（9）

　　53．8（11）

Table　4－1

　　　　I

Pop　of　Cities

儲、；29）

’rotal　pop

　　（．a／e）

37．1

10．6

14．8

16．9

1Z7

14．6

15．3

13．4

13．7

16．6

1

Capital　pop

Total　pop

（．oo／）

24．2

10．6

4．4

24．4

5．6

6．5

15．3

11．0

32．8

13．7

Country

Argentina

Bolivia

Brazil

Chile

Colombia

Ecuador

Paraguay

Peru

Uruguay

Venezuela

Table　4－2

皿丑1Country

A
C
B
A
B
C
　
B
A
A

A
　
B
　
B
　
A
　
B
C
　
B

（A）

　A

A
C
B
B
B
B
B
C
C
B

A
B
C
A
C
C
B
B
A
B

Argentina

Bolivia

Brazil

Chile

Colombia

Ecuador

Paraguay

Peru

Uruguaア

Venezuela

（註）（1）

　　　（2）

　　　（3）

　　　（4）

　　　（5）

　　　（6）

　　　（7）

　　　（8）

　　　（9）

　　　（10）

　　　（11）

Demographic　Yearbook　1955・United　Nations・より

1947，人口2，000以上の市町村

1950，行政中心都市

1950，行政，人口中心，subu・ban・・neを含む

1952，urban性格なもつもの，人口制限なし

1951，行政中心の人口1，500以上のもの

1950，行政中心都市

1950，行政中心の政治境界内

South　American　Handbook　l955／6より

1950，行政中心の人口1，000以上のもの

Statistical　Yearbook　l956，　United　Nationsより

（107）

目
覚
し
い
と
思
わ
れ
る
。

　
エ
ク
ア
ド
ル
を
ボ
リ
ビ
ア
よ
り
下
位
と
す
る
の
は
、
人
口
密
度
か
ら
見
れ

ば
不
適
当
で
逆
に
し
た
方
が
よ
い
と
考
え
た
。
産
業
別
人
口
構
成
（
第
五

表
）
を
見
て
も
第
一
次
産
業
人
口
の
最
も
多
い
の
は
ボ
リ
ビ
ア
で
あ
る
。
エ

ク
ア
ド
ル
の
第
二
次
産
業
人
口
の
多
い
の
は
主
と
し
て
手
工
業
人
口
と
考
え

　
　
　
人
口
を
通
し
た
南
米
諸
国
の
一
研
究

ら
れ
る
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
が
三
位
よ
り
下
っ
て
い
る
が
、
首
府
へ
の
人
口
集
中
度
を
見
る

と
ブ
ラ
ジ
ル
は
最
低
の
約
四
・
四
％
に
過
ぎ
な
い
。
入
口
二
〇
〇
万
を
こ
え

る
巨
大
都
市
を
二
つ
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
と
合
せ
て
も

全
人
口
の
八
％
強
に
な
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
C
と
な
る
。
し
か
し
新
大
陸
の



　　　　　　　Table　6，

Degree　of　Culture　and　Racial　Composition　of

South　American　Countries

順位

1
　
2
　
3
　
4
　
5
　
6
　
7
　
8
　
9
　
1
0

国

Argentina

Chile

Uruguay

Venezuela

Brazil

Colombia

Paraguay

Peru

Il　euador

Bo1三via

大体の種族構成

白人（大部分），混血（2％以下）

混血（大部分）

白人（大部分），混血（10％）

混血（大部分）

白人（61％），混血（27％），

黒人（11％）

混血（40％），白人（30％）

混血（大部分）

口入＋混血（53％），

インディアン（46％）
混血（41％），インディアン（39％），
白人（10％）

インディアン（53％），混血（32％）

（註）Statesman，s　Year・bookなどより摘記

　　混血はメスチソを指す。

諸
国
の
特
徴
と
し
て
人
口
が
都
市
、
殊
に
位
置
の
優
れ
た
州
や
省
の
主
都
に

集
中
し
て
こ
こ
か
ら
開
発
が
進
め
ら
れ
た
結
果
は
、
首
府
が
大
人
口
を
擁
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
は
人
口
密
度
図
で
見
た
よ
う
に
南
東
部
か
ら

東
部
、
北
東
部
に
か
け
て
は
相
当
開
発
さ
れ
て
い
る
が
、
南
米
大
陸
で
面
積

最
大
の
国
で
、
し
か
も
北
部
の
ア
マ
ゾ
ン
大
盆
地
と
、
ブ
ラ
ジ
ル
高
地
の
内

部
に
広
大
な
未
開
発
地
を
も
つ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
う
し
た
結
果
と
な
っ
た
。

し
か
し
そ
れ
だ
け
に
将
来
発
展
の
余
地
は
極
め
て
大
き
い
。

　
大
体
の
傾
向
と
し
て
、
第
六
表
の
如
く
白
人
人
口
の
％
の
高
い
国
ほ
ど
上

位
で
、
逆
に
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
人
口
の
％
の
大
な
る
も
の
が
下
位
と
な
っ
て
い

る
。

（　108　）

　　　　　Table　5．

Economically　Active　Population　by

Industry　in　South　American

Countries

国

Argentina

Bolivia

Brazil

Chile

Colembia

Ecuador

Paraguay

Peru

Uruguay

Venezuela

次
業一

　
〇
％

第
産

25．1

64．1

（O－1）

60．5＊

30，0

49．4

55．3

41．3

次
業
5

　
　
　
％

二
　
一

第
産
－

28．3

20．9

［2－5］

13．0＊

29．3

26．5

19．2

18．3

諜
穿

第
産
6

46．6

15．0

26．5

嵐〕．7

24，1

25．5

co．4

（註）Demographic　Yearbook　1955，　Un－

　ited　Nations．　Economically　active　po－

　pulation　by　industry．

　0：農牧，林，漁業

　1：採鉱及び採石

　2－3：製造工業

　4：建設工業

　5；電気，ガス，水及び衛生サー

　　　ヴィス

　6＝商　業

　7：交通，通信，倉庫業

　8：サーヴィス業

　9：その他

＊ブラジルのみは分類基準が穂々異

　るのでこのままで他国と比較でき

　ない。

人
口
を
通
し
た
南
米
諸
国
の
一
研
究



移
住
者
と

協
同
組
合

「
文
化
移
植
」
に
関
す
る
一
研
究
1

斉

藤

広

士ノじ、

－
本
稿
を
、
終
生
協
同
組
合
運
動
に
尽
力
し
た
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
者
の
先
輩
、
故
下
元
健
吉
氏
の
霊
に
捧
ぐ
一

　
　
内
　
　
　
　
　
容

序
論
　
　
「
文
化
移
植
」
の
概
念

一
　
コ
チ
ア
地
方
の
邦
人
入
植

　
風
土
と
歴
史
的
背
景
1
1
住
民
と
階
層
－
邦
人
入
植
者
の
集
団
l

I
　
農
耕
と
生
活
の
変
化

　
借
地
農
の
始
ま
り
1
現
地
住
民
と
の
接
触
－
定
着
へ
の
段
階
一

皿
　
移
住
者
社
会
の
形
成

　
パ
タ
タ
学
校
の
発
生
－
日
本
人
会
の
機
能
i
村
と
学
校
－
集
団
制
裁
の
発
現

　
一
行
動
様
式
の
変
化
－
外
界
と
の
関
係
一

W
　
組
合
の
成
立
条
件

　
生
産
部
面
の
調
整
一
最
初
の
試
み
一
組
合
の
成
立
－
組
合
法
の
適
用
一
市

　
場
と
の
関
係
－
発
展
と
現
況
一

結
　
　
　
語

　
　
　
　
　
序
　
　
　
　
　
論

　
本
稿
で
は
文
化
移
植
O
巳
ε
お
＃
昌
。
・
覧
㊤
三
。
二
。
ロ
の
一
つ
の
事
例
と
し
て
、

ブ
ラ
ジ
ル
国
サ
ン
パ
ウ
p
州
に
お
け
る
農
業
協
同
組
合
の
発
生
を
と
り
あ
げ

る
。
同
州
農
村
の
組
合
運
動
は
邦
人
移
住
者
の
手
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
推
進

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
組
合
の
発
生
の
状
況
並
び
に
そ
の
後
の
展
開
の
過

程
は
、
こ
れ
と
併
尊
し
て
、
移
住
者
社
会
国
窪
ロ
8
8
目
巨
巨
ξ
の
形
成
過
程

と
、
移
住
者
集
団
と
現
地
住
民
と
の
接
触
6
8
鼠
含
を
観
察
す
る
こ
と
な
し

に
は
、
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
こ
に
、
文
化
移
植
の
概
念
を
導
入

す
る
わ
け
が
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
現
住
民
は
、
も
と
を
た
だ
せ
ば
、
か
つ
て
移
住
者
で
あ

っ
た
者
の
子
孫
で
あ
る
か
、
叉
は
移
住
者
そ
の
も
の
で
あ
る
。
　
「
原
住
民
」

（　109　）

移
住
者
と
協
同
組
合



　
　
　
移
住
者
と
協
同
組
合

の
名
で
称
ば
れ
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
し
て
も
、
旧
大
陸
か
ら
新
大
陸
に
移
住

し
て
き
た
の
は
、
人
類
の
歴
史
か
ら
言
え
ば
、
さ
し
て
古
い
こ
と
で
は
な
い
。

四
世
紀
ば
か
り
前
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
、
特
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
ブ
ラ
ジ
ル
に

移
住
し
、
次
い
で
、
自
ら
の
意
志
で
は
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
多
数
の
ア
フ
リ

カ
黒
人
が
奴
隷
と
し
て
移
り
住
ん
だ
。
こ
れ
ら
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
人
、
黒
人
を
基
調
と
し
て
い
わ
ゆ
る
ブ
ラ
ジ
ル
文
化
が
形
成
さ
れ
た
。
そ

し
て
前
世
紀
中
葉
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
移
住
者
が
、
ま
た
今
世
紀
の
初

め
か
ら
日
本
人
が
移
住
し
た
。

　
移
住
者
は
そ
れ
ぞ
れ
母
胎
社
会
国
。
ヨ
①
ω
9
聾
図
か
ら
「
丈
化
の
手
荷
物
」

6
巳
言
冨
；
品
嘘
α
Q
①
を
に
な
っ
て
い
く
。
形
こ
そ
「
手
荷
物
」
で
あ
る
が
、
そ

の
内
容
は
母
胎
社
会
の
雛
型
で
あ
り
、
母
胎
文
化
の
巳
巳
9
舞
①
（
縮
図
）
で

も
あ
る
。
移
住
者
は
、
可
能
な
範
囲
に
お
い
て
、
移
住
者
社
会
を
形
成
し
、

そ
こ
に
手
荷
物
と
し
て
携
行
し
た
母
胎
社
会
1
1
丈
化
を
再
現
し
よ
う
と
す
る
。

こ
の
再
現
の
プ
p
セ
ス
は
、
入
移
民
国
社
会
の
構
造
叉
は
組
織
と
い
う
コ
ン

テ
キ
ス
ト
（
蕩
尽
）
に
お
い
て
、
幾
多
の
変
異
を
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の

よ
う
な
文
化
的
及
び
社
会
的
再
編
成
は
移
住
者
に
と
っ
て
社
会
的
生
存
の
た

め
の
死
活
問
題
で
あ
る
が
故
に
、
再
編
成
の
過
程
が
「
正
常
」
に
行
わ
れ
る

こ
と
は
移
住
の
目
的
を
達
成
す
る
上
の
根
本
的
な
要
請
で
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
タ
　
ン
　
コ
ム
プ

　
再
編
成
の
過
程
に
お
い
て
移
住
者
が
に
な
っ
て
行
っ
た
文
化
の
様
式
、
複

レ
タ
ス
　
エ
レ
メ
ン
ト

合
、
要
素
な
ど
の
う
ち
、
あ
る
も
の
は
現
地
社
会
に
と
っ
て
適
合
性
が
あ
り

有
用
性
に
富
ん
で
い
る
が
故
に
そ
の
ま
ま
受
容
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
他
の

も
の
は
適
応
の
た
め
の
調
整
叉
は
再
評
価
を
経
過
す
る
で
あ
ろ
う
。
更
に
他

の
あ
る
も
の
は
、
適
合
も
せ
ず
、
再
評
価
の
対
象
と
も
な
ら
ず
に
破
棄
さ
れ
、

消
滅
し
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
過
程
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
文
化
変

容
》
。
。
巳
ε
冨
鼠
。
昌
の
一
様
相
で
あ
り
、
　
一
過
程
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
日
本
人
移
住
者
が
担
っ
て
い
っ
た
農
業
協
同
組
合
（
当
時
は
ま

だ
産
業
組
合
と
よ
ば
れ
て
い
た
）
の
文
化
複
合
6
暮
癖
①
8
目
覧
霞
が
、
ブ

ラ
ジ
ル
農
村
に
根
を
下
す
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
過
程
を
辿
っ
た
か
、
ど
の

よ
う
な
変
化
を
経
過
し
た
か
、
と
い
う
こ
と
を
、
丈
化
移
植
と
い
う
観
点
か

ら
一
つ
の
事
例
と
し
て
記
述
す
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
協
同
組
合
は
日
本
文

化
の
始
原
的
な
要
素
で
は
な
い
。
そ
れ
は
欧
米
諸
国
か
ら
日
本
に
「
文
化
移

植
」
さ
れ
た
も
の
　
　
そ
れ
も
多
分
に
政
策
的
な
意
味
を
も
つ
て
一
で
あ

る
が
、
そ
れ
を
更
に
邦
人
移
住
者
は
ブ
ラ
ジ
ル
農
村
に
お
い
て
再
現
し
た
の

で
あ
っ
た
。

　
本
稿
は
筆
者
が
一
九
五
三
一
五
四
年
に
わ
た
っ
て
サ
ン
パ
ウ
p
で
行
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

調
査
の
報
告
の
概
要
で
あ
る
。
こ
の
調
査
を
終
始
指
導
さ
れ
た
恩
師
ピ
ア
ー

ス
ン
教
授
（
∪
7
U
o
冨
冠
コ
。
屋
。
ロ
）
、
ま
た
研
究
を
援
護
し
て
も
ら
っ
た
ブ
ラ

ジ
ル
教
育
省
高
水
準
要
員
養
成
委
（
略
称
6
跨
℃
国
。
∩
）
、
並
び
に
母
校
サ
ン
パ

ウ
・
大
学
社
会
政
治
学
院
（
図
。
・
8
山
山
。
Q
。
。
6
芭
。
α
q
冨
・
ま
葺
陣
8
）
に
謝
意
を
表

す
る
。
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註
（
1
）
　
欧
文
の
報
告
は
野
駆
。
。
。
＝
ψ
。
・
ぎ
”
0
9
§
・
・
遷
帖
ミ
吻
ミ
。
§
聖
鷺
S
§
O
。
翫
9
”

　
穿
妹
ミ
。
三
石
§
竜
隷
ミ
§
8
9
N
ミ
「
ミ
．
国
q
・
8
ポ
号
Q
n
8
三
σ
q
冨
①
弓
島
銘
。
9
。
鳩
ω
き

　
勺
餌
巳
『
同
O
朝
◎
累
書
・

1

コ
チ
ア
地
方
へ
の
邦
人
入
植

　
コ
チ
ア
産
業
組
合
は
一
九
二
七
年
十
二
月
に
、
コ
チ
ァ
地
方
在
住
の
邦
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

移
住
者
八
三
戸
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
同
地
方
へ
の
邦
人
の

入
植
は
一
九
一
六
一
一
七
年
ご
ろ
か
ら
目
立
つ
た
の
で
、
入
植
宿
善
十
年
を

経
て
、
組
合
設
立
を
見
た
わ
け
で
あ
る
。
設
立
に
先
立
つ
こ
の
十
年
間
が
、

い
わ
ば
コ
チ
ア
地
方
に
お
け
る
邦
人
移
住
者
社
会
の
形
成
期
に
あ
た
る
。
い

ま
入
植
地
の
風
土
、
現
地
住
民
及
び
初
期
の
邦
人
入
植
の
概
況
を
み
て
み
よ

、
）
o

　
風
土
と
歴
史
的
背
景

　
組
合
設
立
の
地
と
な
っ
た
コ
チ
ア
0
9
ド
郡
モ
イ
ン
ニ
ョ
・
ヴ
ェ
ー
リ
ヨ

冨
。
巨
5
＜
①
臣
。
部
落
は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
の
首
都
か
ら
バ
ラ
ナ
ー
州
首
都
ク

リ
チ
ー
バ
O
巳
三
げ
9
へ
と
走
る
街
道
に
沿
っ
て
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
の
外
れ
か

ら
約
二
十
五
粁
の
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
。
こ
の
街
道
が
建
設
さ
れ
た
の
は
今

世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
、
邦
人
が
入
植
し
た
一
九
一
五
年
頃
は
僅
か
に
牛
車

の
通
行
で
き
る
小
道
が
、
こ
の
部
落
と
サ
ン
パ
ウ
ロ
を
つ
な
い
で
い
た
。

　
　
　
　
移
住
者
と
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
セ
　
ラ
　
ド
ロ
マ
　
ル

　
こ
の
地
方
は
海
岸
山
脈
に
接
す
る
高
原
地
帯
で
、
標
高
は
七
八
0
～
八
七

〇
米
の
あ
い
だ
で
あ
る
。
丘
陵
の
間
を
数
多
く
の
小
川
が
流
れ
、
か
つ
谷
間

か
ら
丘
の
頂
き
に
い
た
る
中
腹
は
か
な
り
の
勾
配
を
な
し
て
い
る
。
一
年
は

四
季
に
分
れ
、
三
～
五
月
秋
、
六
～
八
月
が
冬
、
九
～
十
一
月
春
、
十
二
～

二
月
が
夏
に
当
る
が
、
住
民
は
む
し
ろ
降
雨
に
よ
る
季
節
わ
け
を
使
っ
て
い

る
。
春
夏
に
降
雨
が
多
い
の
で
「
雨
季
」
と
よ
び
、
秋
冬
は
乾
燥
す
る
の
で

「
乾
季
」
と
よ
ぶ
。
降
水
量
は
年
間
を
通
じ
て
一
、
三
〇
〇
ミ
リ
内
外
で
あ

る
。
気
温
は
六
月
が
最
も
低
く
、
こ
の
月
の
平
均
一
六
・
五
C
で
時
々
降
霜

を
み
る
。
高
温
は
二
月
で
、
平
均
二
一
・
九
C
を
記
録
す
る
。

　
土
質
は
丘
の
頂
上
に
い
た
る
ほ
ど
地
味
が
痩
せ
て
お
り
、
中
腹
の
斜
面
こ

れ
に
次
ぎ
、
水
流
に
沿
っ
て
狭
く
或
は
広
く
横
た
わ
る
低
地
が
最
も
腐
埴
土

に
富
ん
で
肥
沃
で
あ
る
。
古
い
記
録
を
み
て
も
、
こ
の
地
方
に
は
海
岸
山
脈

に
み
ら
れ
る
よ
う
な
熱
帯
性
の
森
林
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
植
生
は
カ
ン
ポ

（
草
原
）
型
に
属
し
、
丘
の
頂
上
は
草
原
や
灌
木
に
覆
わ
れ
、
谷
間
に
森
林

が
あ
っ
た
。
す
で
に
二
世
紀
以
上
も
農
牧
の
営
ま
れ
た
現
在
で
は
、
原
始
の

森
林
は
全
く
見
ら
れ
ず
、
諸
所
に
雑
木
林
や
植
林
の
ユ
ー
カ
リ
林
を
み
る
の

み
で
あ
る
。

　
郡
役
場
の
所
在
地
コ
チ
ア
町
は
更
に
西
方
へ
約
八
粁
を
距
て
て
い
る
。
部

落
の
南
方
は
植
民
期
の
時
代
か
ら
土
民
の
教
化
部
落
と
し
て
知
ら
れ
又
現
在

で
は
そ
の
古
い
寺
院
で
有
名
な
エ
ン
ブ
ー
部
落
と
接
す
る
。
東
方
、
サ
ン
バ

（IH）



　
　
　
移
住
者
と
協
同
組
合

ウ
ロ
寄
り
の
カ
ラ
ピ
ク
イ
ー
バ
部
落
も
ま
た
十
七
世
紀
ご
ろ
は
イ
ン
デ
ィ
ア

ン
の
教
化
部
落
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
位
置
か
ら
判
る
よ
う

に
、
モ
イ
ン
ニ
ョ
・
ヴ
ェ
ー
リ
ョ
部
落
も
、
十
七
世
紀
ご
ろ
ま
で
は
ほ
と
ん

ど
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
が
居
住
し
、
イ
エ
ス
会
の
僧
侶
の
手
で
教
導
さ
れ
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
十
六
世
紀
末
葉
か
ら
十
七
世
紀
に
か
け
て
、
サ
ン
パ
ウ

ロ
を
聾
心
に
環
状
に
イ
エ
ス
会
に
よ
る
伝
道
の
た
め
の
土
民
教
化
部
落
や
、

或
は
海
港
へ
の
通
路
を
保
護
す
る
た
め
の
砦
を
兼
ね
た
部
落
が
形
成
さ
れ
た

が
、
モ
イ
ン
ニ
ョ
・
ヴ
ェ
ー
リ
ョ
部
落
も
こ
の
環
状
の
地
域
内
に
包
含
さ
れ

て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
十
八
世
紀
の
は
じ
め
、
バ
ン
デ
ィ
ラ
切
目
巳
①
冨
と
し
て
功
労
あ
っ
た
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

が
セ
ズ
マ
リ
ブ
o
D
o
o
ヨ
霞
貯
の
慣
行
に
よ
っ
て
コ
チ
プ
地
方
の
土
地
を
分
割
、

占
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
コ
チ
ア
地
方
の
農
耕
が
は
じ
ま
っ
た
。

農
耕
と
言
っ
て
も
、
食
料
自
給
を
主
軸
と
し
た
極
め
て
原
始
的
な
農
耕
と
牧

畜
で
あ
っ
た
。
農
牧
経
営
の
方
式
も
捗
術
も
、
そ
の
後
角
世
紀
の
あ
い
だ
停

滞
を
示
し
ヅ
、
ほ
と
ん
ど
改
変
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
十
八
世
紀
の
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ン
パ

葉
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
南
部
草
原
に
牧
畜
が
お
こ
り
、
こ
こ
で
繁
殖
し
た
牛
馬
を
、

サ
ン
パ
ウ
ロ
を
経
由
し
て
鉱
山
地
帯
や
農
業
地
帯
に
お
く
っ
た
時
代
、
つ
ま

り
ブ
ラ
ジ
ル
経
済
史
で
い
う
「
鵬
馬
時
代
」
を
現
出
し
た
と
き
に
も
、
コ
チ

ア
地
方
は
牛
馬
市
へ
の
通
路
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
人
馬
の
た
め
の
駅
亭
が

で
き
た
の
み
で
、
こ
の
地
域
の
生
活
様
式
を
変
え
る
に
は
到
ら
な
か
っ
た
。

サ
ン
パ
ウ
ロ
の
経
済
史
に
重
要
な
局
面
を
占
め
た
十
八
世
紀
の
砂
糖
産
業
も
、

次
い
で
興
つ
た
十
九
世
紀
の
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
も
コ
チ
ア
地
方
と
は
ほ
と
ん
ど

無
縁
の
も
の
で
あ
っ
た
。
コ
チ
ア
は
、
た
ま
た
ま
こ
れ
ら
新
興
経
済
地
域
へ

運
ば
れ
る
牛
馬
の
通
路
に
当
っ
て
、
僅
か
に
駅
停
の
機
能
を
果
し
た
に
と
ど

ま
っ
た
。
つ
ま
り
、
コ
チ
ア
地
方
は
十
八
、
九
世
紀
に
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
を
揺

ぶ
っ
た
開
拓
の
鼓
動
の
局
外
に
お
か
れ
、
そ
の
後
も
邦
人
移
住
者
が
入
植
す

る
ま
で
は
、
未
だ
曽
っ
て
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
（
開
拓
前
線
）
と
な
っ
た
こ
と
が

な
い
の
で
あ
る
。

　
十
九
世
紀
の
後
半
か
ら
、
コ
ー
ヒ
ー
経
営
の
展
開
と
共
に
近
代
化
の
波
が

サ
ン
パ
ウ
ロ
か
ら
内
陸
へ
と
向
つ
た
時
に
も
、
コ
チ
ア
地
方
は
こ
の
波
に
取

残
さ
れ
た
。
鉄
道
や
蒸
汽
機
関
は
コ
ー
ヒ
ー
や
綿
花
の
あ
と
を
追
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
政
府
は
、
し
か
し
、
幾
度
か
、
こ
の
地
方
の
開
発
を
図
っ
た
。
サ

ン
パ
ウ
ロ
市
の
発
展
と
共
に
、
僅
か
数
十
粁
を
距
て
な
が
ら
未
開
発
の
状
態

に
放
置
さ
れ
て
い
た
近
郊
地
域
の
殖
民
を
企
て
た
。
こ
の
た
め
、
　
一
八
二
七

i
八
年
に
は
、
コ
チ
ア
に
隣
接
す
る
イ
タ
ペ
セ
リ
ー
カ
H
富
需
。
巴
8
郡
に

バ
バ
リ
プ
、
プ
ロ
シ
プ
出
身
の
移
住
者
を
中
心
と
す
る
ド
イ
ツ
人
の
集
団
が

導
入
さ
れ
た
。
間
も
な
く
ド
イ
ツ
移
民
の
大
部
分
は
、
交
通
の
便
も
な
く
産

業
も
興
ら
な
い
こ
の
地
域
を
放
棄
し
て
他
地
域
へ
転
住
し
、
残
留
し
た
一
部

の
ド
イ
ツ
人
は
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
系
の
現
地
住
民
と
混
血
し
て
、
全
く
「
カ
ボ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ー
ク
ロ
」
住
民
と
化
し
た
。
今
日
で
は
、
ド
イ
ツ
流
の
姓
と
若
干
の
者
に
金

（112）



髪
青
眼
の
形
質
を
残
し
て
い
る
の
み
で
、
ド
イ
ツ
移
民
の
面
影
は
全
く
残
っ

て
い
な
い
。

　
コ
チ
ア
地
方
が
セ
ズ
マ
リ
ア
で
分
割
さ
れ
、
少
数
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
系
の
勢

力
家
が
大
農
場
を
占
有
し
た
の
は
一
七
二
〇
年
前
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ

れ
か
ら
二
世
紀
の
あ
い
だ
、
主
と
し
て
遺
産
の
均
分
相
続
に
よ
る
農
地
の
細

分
化
が
行
わ
れ
、
そ
れ
と
共
に
農
民
の
階
層
分
化
が
見
ら
れ
た
以
外
に
は
、

生
活
様
式
も
農
耕
技
術
も
改
善
さ
れ
な
か
っ
た
。
　
「
ご
く
少
数
の
家
畜
が
飼

わ
れ
て
い
た
。
牛
、
豚
、
羊
、
家
禽
な
ど
。
そ
れ
も
自
家
用
で
あ
っ
た
。
作

物
と
し
て
は
、
と
う
も
ろ
こ
し
、
フ
ェ
イ
ジ
ョ
ン
豆
、
落
花
生
、
草
棉
、
稲
、

マ
ン
ヂ
オ
カ
、
さ
と
う
き
び
　
　
こ
れ
か
ら
黒
砂
糖
と
火
酒
を
製
し
た
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

な
ど
を
小
規
模
に
栽
培
し
た
が
、
も
ち
ろ
ん
自
給
農
業
で
あ
る
。
」
　
こ
れ
は

や
は
り
開
拓
前
線
か
ら
取
残
さ
れ
た
一
部
落
の
、
十
八
世
紀
の
農
業
で
あ
る

が
、
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
営
農
形
態
が
コ
チ
ア
地
方
で
も
十
七
世
紀
か
ら
十

九
世
紀
初
葉
ま
で
続
い
た
と
思
っ
て
よ
い
。
し
か
も
農
業
技
術
と
言
っ
て
は
、

ほ
と
ん
ど
が
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
文
化
を
受
継
い
だ
も
の
で
、
焼
畑
耕
作
で
あ
り

整
地
、
蒔
付
、
収
穫
と
も
に
手
労
働
で
牛
馬
耕
を
知
ら
な
か
っ
た
。

　
現
地
住
民
は
人
種
的
に
は
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
混
血
が
多
く
、
い
わ
ゆ
る
カ

ボ
ー
ク
ロ
型
で
あ
っ
た
。
黒
人
は
ご
く
少
数
が
奴
隷
と
し
て
使
役
さ
れ
た
が
、

地
方
の
住
民
構
成
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
同
じ
よ
う
に
住
民

の
地
域
的
な
移
動
性
も
低
く
、
邦
人
が
入
植
し
た
一
九
一
五
年
当
時
で
も
若

　
　
　
　
移
住
者
と
協
同
組
合

干
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
を
除
く
と
、

と
ん
ど
な
か
っ
た
。

外
部
か
ら
こ
の
部
落
に
移
り
住
む
者
も
ほ

　
住
民
と
階
層

　
前
述
の
よ
う
に
こ
の
地
方
は
セ
ズ
マ
リ
ア
で
分
割
占
有
さ
れ
た
が
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ア
セ
ノ
ダ

も
幾
世
代
も
の
間
に
細
分
化
さ
れ
、
邦
人
入
植
の
こ
ろ
は
す
で
に
大
農
場
と

よ
ば
れ
る
も
の
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
に
お
け
る
農
地
所
有

形
態
の
標
準
で
い
え
ぽ
、
お
そ
ら
く
小
農
場
（
シ
チ
オ
ω
三
。
）
地
帯
と
よ
べ

る
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
小
農
場
と
言
っ
て
も
そ
の
面
積
は
大
小
さ
ま
ざ

ま
で
あ
る
が
、
お
お
む
ね
一
〇
ア
ル
ケ
ー
ル
「
ン
ワ
卿
酢
州
妙
隙
ド
酌
〕
か
ら
一
〇

〇
ア
ル
ケ
ー
ル
で
、
地
方
で
大
地
主
と
い
わ
れ
る
者
は
一
〇
〇
な
い
し
二
〇

〇
ア
ル
ケ
ー
ル
の
所
有
者
で
あ
っ
た
。
住
民
の
移
動
が
少
な
い
の
で
均
分
相

続
に
よ
る
農
地
の
細
分
化
は
必
至
で
あ
っ
た
。
今
日
で
も
コ
チ
ア
地
方
は
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

内
で
も
最
も
小
農
家
の
多
い
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
農
地
細
分
化
の
た
め
に

貧
農
と
な
っ
た
者
は
、
地
主
に
労
力
を
提
供
し
、
そ
こ
に
従
属
関
係
が
生
じ

て
、
ア
グ
レ
ガ
ー
ド
（
茜
①
α
・
巴
。
隷
属
農
）
と
な
っ
た
。
出
稼
ぎ
や
都
市
労

働
者
へ
の
転
向
は
ず
っ
と
後
年
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
雑
木
林
を
利
用
し
て

の
炭
焼
き
や
、
こ
の
地
帯
に
産
す
る
良
質
粘
土
を
利
用
し
た
煉
瓦
工
場
の
労

働
者
と
し
て
生
計
を
立
て
る
こ
と
も
一
九
一
五
年
ご
ろ
は
考
え
ら
れ
な
か
っ

た
。
そ
れ
ほ
ど
こ
の
地
帯
は
都
市
化
、
工
業
化
か
ら
取
残
さ
れ
て
い
た
。
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モ
イ
ン
ニ
・
・
ヴ
ェ
ー
リ
ョ
を
〃
部
落
〃
と
は
呼
ん
で
も
、
住
家
は
集
落

を
形
成
し
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
水
流
に
沿
っ
て
散
在
し
て
い
た
。
住
民
は

好
ん
で
小
さ
な
丘
陵
の
上
か
、
水
の
利
用
に
好
都
合
な
緩
か
な
斜
面
に
住
居

を
建
て
た
。
井
戸
は
な
い
の
で
川
水
を
使
用
し
た
。
民
家
は
屋
根
は
瓦
ぶ
き
、

土
壁
で
、
家
の
ま
わ
り
は
牛
馬
の
放
牧
場
と
し
た
。
蜜
柑
、
バ
ナ
ナ
な
ど
数

本
の
果
樹
を
裏
庭
に
植
え
、
パ
ラ
ナ
松
≧
碧
8
計
げ
冨
。
。
旨
Φ
匡
。
・
が
そ
び
え

て
日
蔭
を
つ
く
る
。
こ
の
よ
う
な
民
家
は
現
在
で
も
多
く
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
水
流
を
翫
ん
で
、
両
側
の
丘
陵
の
斜
面
に
民
家
が
並
ん
で
い
る
、
と
言

っ
て
も
水
流
が
曲
折
し
谷
間
は
ジ
グ
ザ
グ
状
を
呈
す
る
か
ら
、
い
わ
ゆ
る

〃
線
状
集
落
”
で
も
な
い
。
丘
の
中
腹
を
牧
場
に
す
る
の
で
畑
は
谷
間
の
低

地
か
、
頂
上
に
位
置
す
る
。

　
住
民
は
大
雑
把
に
い
う
と
三
つ
の
階
層
に
分
れ
て
い
た
。
い
わ
ば
地
主
層

に
あ
た
る
「
大
百
姓
」
。
。
三
僧
正
Φ
。
。
噸
。
。
・
の
。
の
、
自
作
層
に
あ
た
る
「
小
百
姓
」

q∩

O
白
巨
①
の
需
虐
①
ロ
。
。
。
と
下
層
の
ア
グ
レ
ガ
ー
ド
（
隷
属
農
）
農
家
で
あ
る
。

「
大
百
姓
」
は
昔
セ
ズ
マ
リ
ア
の
所
有
者
で
あ
っ
た
地
方
で
の
旧
家
に
属
し
、

「
大
百
姓
」
相
互
の
間
は
親
族
関
係
で
結
ば
れ
て
い
る
か
、
そ
う
で
な
い
時

で
も
共
通
の
利
害
に
つ
な
が
っ
て
、
地
方
の
政
治
勢
力
を
に
ぎ
っ
て
い
た
。

こ
う
い
う
「
大
百
姓
」
は
コ
チ
ア
郡
内
で
も
僅
か
に
十
指
に
余
る
小
数
で
あ

っ
た
。
「
大
百
姓
」
は
農
地
の
外
に
売
店
く
言
辞
と
牛
車
と
、
そ
し
て
往
々

ト
ロ
ッ
パ
山
容
甥
（
駄
馬
隊
）
を
所
有
し
て
い
た
。
農
地
に
は
ア
グ
レ
ガ
ー

ド
（
前
掲
）
を
使
役
し
、
売
店
は
お
お
む
ね
地
主
の
息
子
の
一
人
が
そ
の
管

理
に
当
っ
た
。
牛
馬
や
ト
ロ
ッ
パ
（
前
掲
）
も
ま
た
ア
グ
レ
ガ
ー
ド
に
や
ら

せ
る
か
、
又
は
地
主
の
家
族
が
そ
の
指
揮
に
あ
た
っ
た
。

　
売
店
で
は
日
常
の
必
需
品
を
売
っ
て
い
た
が
、
売
店
主
と
顧
客
と
の
関
係

は
単
な
る
売
手
買
手
の
関
係
で
は
な
か
っ
た
。
コ
チ
ア
地
方
の
邦
人
移
住
者

と
し
て
最
も
早
く
売
店
を
経
営
し
た
某
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
『
百
姓
た
ち
は
売
店
の
主
人
を
自
分
の
親
分
の
よ
う
に
尊
敬
し
て
い
た
。

　
何
か
仲
間
や
隣
同
志
で
揉
め
ご
と
が
起
る
と
、
売
店
の
パ
ト
ロ
ン
の
と
こ

　
ろ
へ
持
込
ん
だ
。
夫
婦
グ
ン
カ
の
仲
裁
を
た
の
む
こ
と
す
ら
あ
っ
た
。
と

　
こ
ろ
が
面
白
い
こ
と
に
日
本
人
が
売
店
を
居
抜
き
で
買
っ
て
そ
の
店
主
に

　
お
さ
ま
っ
て
か
ら
も
付
近
の
百
姓
の
態
度
は
変
ら
な
か
っ
た
。
か
つ
て
の

　
パ
ト
ロ
ン
と
同
じ
よ
う
に
新
し
い
日
本
人
の
店
主
を
親
分
扱
い
に
す
る
。

　
そ
し
て
鶏
で
も
豚
で
も
何
か
生
産
物
を
売
店
に
持
ち
こ
ん
で
、
そ
の
代
り

　
に
自
分
に
と
っ
て
必
要
な
石
油
、
塩
、
布
演
の
よ
う
な
日
用
品
を
買
っ
て

　
い
く
。
買
値
も
売
値
も
そ
れ
を
決
め
る
の
は
バ
ト
p
ン
の
方
だ
が
、
カ
ボ

　
ー
ク
ロ
農
家
は
売
店
を
変
え
る
こ
と
を
し
な
い
。
何
時
も
同
じ
パ
ト
ロ
ン

　
と
取
引
す
る
。
だ
か
ら
日
本
人
が
店
を
買
っ
て
も
、
店
つ
き
の
お
客
が
い

　
た
わ
け
で
何
の
苦
労
も
な
か
っ
た
』

　
ま
だ
商
品
経
済
の
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
一
九
一
五
年
ご
ろ
の
コ
チ
ア
で

は
、
売
店
と
顧
客
と
の
関
係
は
、
む
し
ろ
地
主
と
ア
グ
レ
ガ
ー
ド
の
人
間
関
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係
で
規
制
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
て
物
々
交
換
の
形
式
で
売
店
に
集
荷
さ
れ
’

た
家
畜
や
農
産
物
は
、
売
店
の
経
営
者
が
所
有
す
る
牛
車
や
駄
馬
隊
を
使
っ

て
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
市
場
に
搬
出
さ
れ
た
。
　
「
大
地
主
」
は
住
居
の
構
え
も
大

き
か
っ
た
し
、
外
出
に
は
調
練
の
行
届
い
た
馬
に
乗
っ
た
。
そ
の
家
族
の
婦

女
子
は
外
出
用
に
四
輪
馬
車
中
9
Φ
を
使
っ
た
。

「
小
百
姓
」
は
同
じ
自
作
農
層
と
い
っ
て
も
、
か
な
り
貧
富
の
差
が
あ
っ
た
。

豊
か
な
「
小
百
姓
」
は
自
家
労
力
で
耕
作
す
る
に
＋
分
な
農
地
を
所
有
し
、

余
剰
の
農
産
物
は
売
店
に
売
り
、
叉
牛
車
を
持
っ
て
い
る
場
合
は
直
接
サ
ン

パ
ウ
ロ
ま
で
搬
出
し
て
販
売
し
た
。
貧
し
い
「
小
百
姓
」
は
自
己
所
有
の
農

地
の
み
で
は
生
計
が
立
た
な
い
の
で
、
家
族
の
一
部
が
「
大
百
姓
」
の
許
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
ロ
　
ノ
パ

牛
車
の
御
者
を
し
た
り
、
駄
馬
隊
に
傭
わ
れ
て
働
い
た
。
下
層
の
ア
グ
レ
ガ

ー
ド
農
家
は
何
ら
か
の
理
由
で
農
地
を
所
有
し
な
い
貧
農
で
、
こ
の
層
は

「
大
百
姓
」
に
全
く
従
属
し
て
い
た
。
従
っ
て
地
主
と
の
従
属
関
係
か
ら
見

れ
ば
、
「
小
百
姓
」
の
下
層
と
ア
グ
レ
ガ
ー
ド
と
の
間
に
は
、
従
属
関
係
の
強

弱
の
度
合
こ
そ
ち
が
え
、
劃
然
と
し
た
一
線
を
引
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ

れ
ら
「
小
百
姓
」
下
層
と
ア
グ
レ
ガ
ー
ド
と
が
、
後
に
邦
人
移
住
者
へ
の
労

力
供
給
者
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

邦
人
入
植
者
の
集
団

モ
イ
ン
ニ
ョ
・
ヴ
ェ
ー
リ
ヨ
部
落
へ
の
日
本
人
の
入
植
は
一
九
一
三
一
一

　
　
　
移
住
者
と
協
同
組
合

四
年
ご
ろ
始
ま
り
、
一
九
一
六
年
に
は
約
三
〇
世
帯
の
邦
人
農
家
が
在
住
し

　
　
　
　
　
　
（
7
）

た
と
推
定
さ
れ
る
。
当
時
の
状
況
か
ら
み
る
と
コ
チ
ア
に
お
け
る
邦
人
移
住

者
の
集
団
は
、
日
本
人
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
史
上
、
ご
く
当
初
の
も
の
に
属
す

る
。
日
本
人
の
入
国
は
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
十
一
年
）
に
創
始
さ
れ
た
と

は
言
え
、
そ
の
後
四
年
を
経
た
一
九
一
二
年
ま
で
に
千
余
世
帯
、
人
員
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

て
四
千
五
百
名
強
が
入
国
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
の
移
住
者
は
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
内
陸
の
コ
ー
ヒ
ー
農
場
に
契
約
労
働
者
と
し
て
導

入
さ
れ
、
言
語
の
不
通
、
習
慣
の
相
異
、
契
約
条
件
の
食
違
い
な
ど
で
各
地

で
騒
擾
や
脱
耕
事
件
が
頻
発
し
た
。
一
部
は
高
賃
銀
を
求
め
て
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
に
移
動
し
た
。
他
の
一
部
は
耕
地
を
脱
出
し
て
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
集
っ
た
。

し
か
し
過
半
の
者
は
何
と
か
無
恥
先
の
コ
ー
ヒ
ー
農
場
に
留
っ
て
契
約
の
年

限
を
働
い
た
。

　
耕
地
を
脱
し
て
サ
ン
パ
ウ
p
に
集
っ
た
者
も
、
斡
旋
…
機
関
や
救
済
機
関
が

当
時
は
な
か
っ
た
の
で
容
易
に
定
職
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
下
層
労
働

者
と
な
っ
て
貧
苦
と
戦
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
叉
コ
ー
ヒ
ー
農
場
で
契
約

年
限
を
働
い
て
若
干
の
貯
蓄
を
得
た
者
も
、
コ
ー
ヒ
ー
地
帯
で
は
独
立
農
へ

の
道
程
を
辿
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
コ
ー
ヒ
ー
地
帯
は
大
土
地
所
有
制

度
が
ま
だ
残
存
し
て
、
小
農
の
独
立
で
き
る
余
地
が
な
か
っ
た
の
だ
。
こ
う

し
て
、
契
約
期
間
を
満
了
し
た
移
住
者
の
家
族
た
ち
は
、
借
地
農
、
歩
合
作

（
刈
分
）
農
な
ど
独
立
へ
の
途
を
求
め
て
他
の
地
域
へ
移
動
し
た
。
コ
ー
ヒ
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i
の
栽
培
に
も
適
せ
ず
、
砂
糖
景
気
も
棉
花
ブ
ー
ム
も
起
ら
ず
に
、
開
拓
地

帯
か
ら
取
残
さ
れ
て
い
た
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
近
郊
農
村
は
こ
れ
ら
移
住
者
に
と

っ
て
独
立
へ
の
機
会
を
与
え
た
。
そ
こ
で
は
、
日
本
人
の
移
住
者
が
、
何
十

世
紀
も
の
な
が
い
あ
い
だ
祖
先
か
ら
継
承
し
て
き
た
集
約
農
法
を
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
内
陸
の
輸
出
農
業
と
ち
が
っ
て
、
サ
ン
パ
ウ
p
の
近
郊
は

惣
菜
園
芸
の
農
業
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
コ
チ
ア
地
方
に
邦
人
集
団
地
が
形
成
さ
れ
た
頃
、
同
様
な

集
団
地
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
内
に
僅
か
数
ヵ
所
を
算
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。
リ

ベ
イ
ラ
河
流
域
の
レ
ヂ
ス
ト
三
蓋
①
α
q
聾
呂
植
民
地
、
ア
ヴ
ァ
レ
ー
跨
二
二
地

方
の
モ
ン
ソ
ー
ン
竃
。
昌
魯
。
植
民
地
、
マ
イ
リ
ボ
ラ
ン
冒
臥
円
舞
。
鼠
（
ジ
ュ
ク

リ
ー
）
、
タ
イ
パ
ス
目
包
智
。
。
な
ど
で
あ
る
。
　
こ
の
う
ち
レ
ヂ
ス
ト
ロ
は
日
本

の
移
植
民
会
社
が
自
作
農
養
成
の
た
め
に
創
設
し
た
移
住
地
で
あ
っ
た
し
、

モ
ン
ソ
ン
は
同
様
の
目
的
で
州
政
府
が
経
営
し
た
農
場
で
あ
っ
た
。
マ
イ
リ

ポ
ラ
ン
と
ジ
ュ
ケ
リ
ー
と
は
何
れ
も
サ
ン
パ
ウ
ロ
近
郊
に
位
置
し
、
コ
チ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

と
同
様
な
発
生
過
程
を
経
た
邦
人
集
団
地
で
あ
っ
た
。

　
一
九
一
五
－
六
年
ま
で
に
モ
イ
ン
ニ
ョ
・
ヴ
ェ
ー
リ
ョ
に
入
植
し
た
邦
人

　
　
　
　
　
（
1
0
）

七
三
〇
家
族
は
、
そ
の
前
歴
か
ら
み
る
と
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
区
別
で
き
る
。

ω
「
町
組
」
と
よ
ば
れ
た
十
家
族
は
何
れ
も
内
陸
の
コ
ー
ヒ
ー
農
場
に
配
耕

　
さ
れ
な
が
ら
、
耕
地
生
活
に
順
応
で
ぎ
な
い
で
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
に
出
て
ぎ

　
た
も
の
で
、
そ
の
出
身
県
、
前
歴
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
。
市
で
は
大
工
、

　
皿
洗
い
、
庭
師
、
雑
役
夫
な
ど
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
た
が
賃
銀
は
安
く
、

　
就
職
先
も
安
定
が
な
く
、
貧
窮
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
で
、
コ
チ
ア
地

　
方
へ
移
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

回
「
ピ
ラ
ジ
ェ
ー
組
」
と
よ
ば
れ
た
の
は
五
家
族
で
、
ソ
p
カ
バ
ナ
沿
線
ピ

　
ラ
ジ
ュ
ー
国
勢
甘
か
ら
移
動
し
て
き
た
。
一
九
一
四
年
、
ピ
ラ
ジ
ュ
ー

　
の
コ
ー
ヒ
ー
農
場
に
配
耕
さ
れ
た
福
岡
出
身
一
三
、
熊
本
出
身
六
、
高
知

　
出
身
五
、
計
二
四
家
族
の
一
団
の
う
ち
、
一
年
の
就
働
の
の
ち
、
高
知
四
、

　
福
岡
一
が
コ
チ
ア
へ
入
植
し
た
。

8
「
グ
ワ
タ
パ
ラ
ー
組
」
と
い
う
の
は
ア
ラ
ラ
ク
ワ
ラ
沿
線
グ
ワ
タ
バ
ラ
ー

　
O
轟
訂
毎
号
農
場
か
ら
移
動
し
た
＋
七
、
八
家
族
の
一
団
で
、
全
部
高
知

　
県
出
身
で
あ
っ
た
。

　
ピ
ラ
ジ
ュ
ー
組
や
グ
ワ
タ
バ
ラ
ー
組
の
移
動
の
動
機
と
な
っ
た
の
は
、
や

は
り
高
知
県
出
身
の
一
家
族
が
一
年
ほ
ど
前
に
コ
チ
ア
に
入
植
し
て
い
て
、

同
郷
の
者
に
呼
び
か
け
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
当
初
に
入
植
し
た

グ
ル
ー
プ
は
高
知
県
出
身
の
者
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
後

年
同
郷
の
新
来
移
民
を
呼
寄
せ
る
の
が
慣
わ
し
と
な
っ
て
か
ら
、
な
お
さ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

高
知
出
身
者
が
コ
チ
ア
集
団
地
で
数
的
に
優
勢
と
な
る
傾
向
を
強
め
た
。

註
（
1
）
　
組
合
の
名
称
は
0
8
需
冨
酔
ぎ
〉
㎝
臥
8
『
告
①
O
。
欝
と
い
う
。
当
初
、
産
業

　
　
組
合
と
よ
ん
だ
の
で
、
戦
後
日
本
で
農
業
協
同
組
合
と
改
称
さ
れ
て
も
、
コ
チ

　
　
ア
組
合
は
も
と
の
ま
ま
の
名
称
を
つ
づ
け
て
い
る
。
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へ
2
）
　
十
六
－
八
世
紀
に
か
け
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
南
部
、
と
く
に
サ
ン
パ
ウ
ロ
を

　
拠
点
と
し
て
内
奥
へ
侵
入
し
た
探
検
隊
の
こ
と
を
バ
ン
デ
イ
ラ
と
い
う
。
バ
ン

　
デ
イ
ラ
は
初
め
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
捕
獲
と
奴
隷
化
を
そ
の
主
な
目
的
と
し
た
が
、

　
十
七
世
紀
に
金
・
ダ
イ
ヤ
の
発
見
が
あ
っ
て
か
ら
は
、
も
っ
ぱ
ら
宝
石
。
貴
金

　
属
の
あ
と
を
追
っ
た
。
こ
う
し
て
サ
ン
パ
ウ
ロ
か
ら
内
陸
へ
向
っ
て
進
発
し
た

　
バ
ン
デ
イ
ラ
は
、
南
方
で
は
現
在
の
ウ
ル
グ
ワ
イ
、
西
方
で
は
ボ
リ
ビ
ヤ
に
も

　
達
し
、
結
果
と
し
て
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
室
の
た
め
に
ブ
ラ
ジ
ル
南
部
の
領
土
を

　
拡
張
し
確
保
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
3
）
　
王
室
又
は
総
督
の
名
で
分
与
さ
れ
た
セ
ズ
マ
リ
ア
は
、
時
代
に
よ
っ
て
幾

　
ら
か
差
異
が
あ
る
と
は
言
え
、
大
体
セ
ズ
マ
リ
ア
の
大
き
さ
は
一
レ
グ
ア
四
方

　
つ
ま
り
間
口
約
六
キ
ロ
、
奥
行
約
六
キ
ロ
の
面
積
で
あ
っ
た
。
セ
ズ
マ
リ
ア
は

　
そ
の
後
遺
産
の
均
等
分
配
に
よ
っ
て
漸
次
細
分
化
を
辿
っ
た
。
セ
ズ
マ
リ
ア
で

　
は
、
そ
の
荘
園
的
な
性
格
を
の
こ
し
大
農
場
の
形
態
を
保
存
し
て
今
日
に
い
た

　
つ
て
い
る
例
は
極
め
て
少
な
い
。

（
4
）
土
日
蜜
。
三
智
①
ヨ
。
。
“
臥
」
§
N
§
§
§
§
恥
ミ
§
§
§
切
§
導
ω
9
守
巳
『

　
ち
ま
・
喝
』
冨
・
カ
ボ
ー
ク
ロ
6
聾
9
♂
と
は
人
種
的
に
も
文
化
的
に
も
初
期
の

　
ポ
ル
ト
ガ
ル
植
民
者
と
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
と
の
混
血
児
で
、
今
で
も
内
陸
の
農
村

　
に
は
こ
う
い
う
型
の
農
民
が
み
ら
れ
る
。
自
給
農
業
を
主
と
し
て
、
そ
の
生
活

　
程
度
も
低
く
、
い
わ
ば
h
。
罫
。
巳
ε
冨
の
担
い
手
で
あ
る
。

（
5
）
∪
8
告
国
。
・
。
・
8
・
o
§
爵
・
」
ぎ
8
」
b
δ
§
ミ
§
§
ミ
聴
・
謬
。
・
ぼ
轟
§
噛

　
Q
D
目
富
即
Q
噂
O
昌
♂
屋
H
昌
ω
臥
臼
ロ
島
O
昌
”
H
℃
凱
H
●

（
6
）
　
一
九
五
〇
年
の
国
勢
調
査
に
依
れ
ば
、
コ
チ
ア
郡
の
農
地
所
有
は
次
の
通

　
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
郡
内
の
農
地
所
有
劃
一
、
五
五
七
の
う
ち
、
二
〇
ア
ル

　
ケ
ー
ル
未
満
の
農
地
が
一
、
三
八
二
、
二
〇
～
五
〇
ア
ル
ケ
ー
ル
が
二
二
四
、

移
住
者
と
協
同
組
合

　
五
〇
～
一
〇
〇
ア
ル
ケ
ー
ル
が
三
二
、
一
〇
〇
以
上
の
農
地
が
八
と
な
っ
て
い

　
る
。
二
〇
ア
ル
ケ
ー
ル
未
満
の
農
家
が
八
八
・
八
二
％
を
占
め
て
い
る
。

（
7
）
　
横
浜
正
金
銀
行
の
リ
オ
・
デ
・
ジ
ォ
ネ
イ
ロ
駐
在
員
が
一
九
一
七
年
に
コ

　
チ
ア
を
訪
れ
た
と
き
は
、
一
つ
の
大
き
な
農
場
に
日
本
人
二
四
家
族
が
在
住
し

　
た
と
報
告
し
て
い
る
。

（
8
）
　
一
九
〇
八
－
一
二
年
の
五
力
年
間
に
お
け
る
日
本
人
移
住
者
の
入
国
は
次

　
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜

年
次

一
九
〇
八

一
九
一
〇

一
九
一
二

一
九
一
二

肴

船
　
名

笠
戸
丸

旅
順
丸

厳
島
丸

神
奈
川
丸

世
帯
数

　
一
六
八

二
四
七

三
六
七

三
五
七

一
二
二
九

男五
九
三

五
一
八

　
り
．
・9

・

？IPI八女
　一六

り
る

　
一
｝
口

　
七
七
九

　
九
〇
九

一
四
三
二

一
四
一
九

四
五
三
九

（
9
）
　
コ
チ
ア
と
同
様
な
経
路
で
成
立
し
た
マ
イ
リ
ポ
ラ
ン
（
ジ
ユ
ケ
リ
ー
）
集

　
団
地
で
は
コ
チ
ア
よ
り
や
や
遅
れ
て
ジ
ユ
ケ
リ
ー
組
合
が
で
ぎ
た
。
コ
チ
ア
、

　
ジ
ユ
ケ
リ
ー
の
両
組
合
が
後
年
ブ
ラ
ジ
ル
有
数
の
協
同
組
合
に
成
長
し
た
こ
と

　
は
興
味
ぶ
か
い
。

（
1
0
）
　
コ
チ
ア
郡
モ
イ
ン
ニ
ョ
・
ヴ
ェ
ー
リ
ョ
部
落
に
初
め
て
日
本
人
が
入
植
し

　
た
の
は
一
九
二
二
年
の
こ
と
で
、
独
身
青
年
数
名
の
一
団
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら

　
れ
る
が
、
本
稿
は
歴
史
的
な
記
述
を
目
的
と
し
な
い
か
ら
、
入
植
に
つ
い
て
の

　
詳
し
い
経
緯
は
省
略
す
る
。

（
1
1
）
　
「
コ
チ
ア
組
合
は
高
知
出
身
が
多
い
か
ら
あ
れ
は
コ
ー
チ
ャ
（
高
知
屋
）

　
だ
」
と
い
う
シ
ャ
レ
が
新
聞
に
載
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
高
知
出
身
で
も
仁
淀
川

　
流
域
、
と
く
に
高
岡
出
身
の
者
が
多
か
っ
た
。
同
地
方
で
は
古
く
か
ら
楮
（
こ

（　l17　）



　
移
住
者
と
協
同
組
合

う
そ
）
、
三
極
（
み
つ
ま
た
）
を
栽
培
し
、
和
紙
の
手
漉
き
が
農
家
の
重
要
な

副
業
と
な
っ
て
い
た
が
、
明
治
未
期
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
の
工
業
化
は
こ

の
地
方
の
農
家
か
ら
手
工
業
を
奪
っ
た
。
こ
の
余
波
で
移
住
す
る
者
が
相
つ
い

だ
の
で
あ
る
Q
詳
し
く
は
拙
稿
「
移
住
者
の
母
村
　
　
高
知
県
伊
野
町
勝
賀
瀬

の
調
査
報
告
」
、
国
際
経
済
年
報
皿
号
所
収
、
を
参
照
。

皿

農
耕
と
生
活
の
変
化

　
邦
人
農
業
者
の
誘
致
を
図
っ
た
の
は
、
コ
チ
ア
の
カ
ト
リ
ッ
ク
寺
院
の
司

祭
で
あ
っ
た
。
日
本
人
を
誘
致
し
て
コ
チ
ア
地
方
の
農
業
生
産
を
改
良
し
よ

う
と
考
え
た
司
祭
は
、
一
九
一
三
年
ご
ろ
サ
ン
パ
ウ
ロ
か
ら
数
名
の
独
身
青

年
を
誘
っ
て
、
広
大
な
教
会
所
有
農
地
に
入
植
さ
せ
た
。
種
苗
や
生
活
費
を

借
し
、
農
地
の
借
料
も
収
穫
払
い
と
い
う
好
条
件
で
あ
っ
た
。
青
年
に
続
い

て
、
グ
ワ
タ
パ
ラ
ー
農
場
か
ら
高
知
県
出
身
の
一
家
族
も
移
っ
て
き
た
。
青

年
た
ち
は
落
着
か
な
か
っ
た
が
、
家
族
の
方
は
コ
ー
ヒ
ー
農
場
の
生
活
経
験

が
あ
っ
た
の
で
、
コ
チ
ア
地
方
の
農
業
を
有
望
と
考
え
、
同
郷
人
の
入
植
を

勧
誘
し
た
。
こ
う
し
て
、
一
九
一
六
年
ま
で
入
植
し
た
三
〇
家
族
の
大
部
分

は
教
会
所
有
の
農
地
に
入
っ
た
。

　
一
九
一
七
年
に
コ
チ
ア
を
視
察
し
た
横
浜
正
金
銀
行
の
駐
在
員
が
報
告
し

た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

　
　
教
会
の
所
有
地
は
一
千
町
歩
（
？
）
も
あ
る
が
、
今
ま
で
に
開
墾
さ
れ
た
と
こ
ろ

　
　
は
七
十
町
歩
を
出
て
な
い
。
地
味
肥
沃
で
農
耕
に
適
し
た
農
地
は
、
こ
の
う
ち
約

　
百
町
歩
と
見
積
ら
れ
、
あ
と
は
傾
斜
が
激
し
か
っ
た
り
、
土
地
が
黙
せ
て
い
る
の

で
農
業
に
不
適
で
あ
る
。
邦
人
在
在
者
の
大
部
分
は
一
九
一
六
年
忌
六
、
七
月
に

入
植
し
た
も
の
で
、
交
通
の
便
や
地
味
を
考
え
て
各
自
そ
の
農
地
を
選
定
し
た
。

次
い
で
仮
小
屋
を
建
て
、
そ
こ
に
住
ん
で
野
菜
の
生
産
を
始
め
て
い
る
。
こ
の
地

方
は
馬
鈴
薯
と
玉
葱
の
栽
培
に
適
し
て
い
る
。
と
く
に
馬
鈴
薯
は
年
間
三
回
の
作

付
が
で
き
、
一
作
で
ア
ル
ケ
ー
ル
当
り
一
五
〇
俵
以
上
の
収
獲
を
あ
げ
て
い
る
。

玉
葱
の
裁
培
も
ま
た
結
果
良
好
で
、
邦
人
の
生
産
物
は
す
で
に
市
場
で
も
定
評
と

な
り
つ
つ
あ
る
。

と
当
時
の
状
況
を
伝
え
て
い
る
。
や
が
て
入
植
者
の
増
加
と
共
に
教
会
の
所

有
地
で
は
間
に
合
わ
ず
、
同
じ
司
祭
の
斡
旋
で
隣
接
の
地
主
が
農
地
を
貸
す

こ
と
と
な
っ
た
。

　
借
地
仁
者
の
始
ま
り

　
コ
チ
ア
地
方
に
入
植
し
た
邦
人
農
業
者
は
一
九
二
五
年
頃
ま
で
専
ら
借
地

農
と
し
て
農
業
生
産
に
従
事
し
た
。
一
家
族
当
り
の
耕
作
面
積
は
二
な
い
し

三
ア
ル
ケ
ー
ル
で
、
借
地
料
は
は
じ
め
口
契
約
で
取
極
め
、
か
つ
収
穫
払
い

と
し
た
。
そ
の
後
入
植
者
が
増
加
す
る
と
共
に
借
地
料
も
上
っ
た
。
そ
し
て

借
地
契
約
は
ロ
頭
か
ら
書
式
へ
と
変
っ
た
。
借
地
料
の
支
払
も
契
約
と
同
時

に
一
年
分
を
前
払
い
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
変
化
が
起
つ
た
の

は
当
初
の
入
植
か
ら
数
年
を
経
た
一
九
二
〇
年
頃
の
こ
と
で
あ
る
。

　
主
作
は
馬
鈴
薯
と
玉
葱
で
あ
っ
た
が
、
他
に
自
家
消
費
用
と
し
て
稲
や
そ

の
他
の
雑
穀
の
作
付
も
行
っ
た
。
数
年
を
出
で
ず
し
て
、
玉
葱
の
栽
培
を
止
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め
馬
鈴
薯
の
単
作
へ
移
っ
た
。
又
現
金
収
入
の
増
大
に
伴
っ
て
自
家
消
費
用

の
稲
作
も
顧
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
日
本
人
入
植
者
が
こ
の
よ
う
に
馬
鈴
薯
単

作
農
へ
漸
次
転
化
し
て
行
っ
た
の
は
、
栽
培
技
術
の
改
善
と
そ
れ
に
伴
う
収

益
の
増
大
に
因
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
邦
人
入
植
の
以
前
も
、
小
規
模
な
が
ら
馬
鈴
薯
の
栽
培
が
現
地
住
民
の
あ

い
だ
で
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
農
法
は
い
わ
ゆ
る
カ
ボ
ー
ク
ロ
農
法
で
あ
っ

た
。
先
ず
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
慣
習
か
ら
採
入
れ
た
コ
イ
ヅ
ァ
ラ
ー
O
。
ぎ
誌

（
焼
畑
）
の
方
法
で
整
地
を
行
い
、
蒔
付
は
種
子
を
下
す
と
こ
ろ
だ
け
鍬
の

先
で
穴
を
掘
る
。
す
な
わ
ち
彼
ら
は
耕
転
を
行
わ
な
か
っ
た
。
日
本
人
農
家

は
、
現
地
住
民
に
倣
っ
て
整
地
は
コ
イ
ヴ
ァ
ラ
ー
を
行
っ
た
が
、
そ
の
あ
と

を
日
本
か
ら
携
行
し
た
田
鍬
、
ミ
ツ
鍬
な
ど
で
耕
し
、
下
種
も
一
定
の
間
隔

を
お
い
て
浅
い
溝
を
掘
り
条
播
と
し
た
。
邦
人
移
住
者
に
と
っ
て
、
ご
く
常

識
的
な
耕
惹
と
い
う
こ
と
が
、
梨
を
知
ら
ぬ
現
地
住
民
に
と
っ
て
は
、
お
ど

ろ
き
で
あ
っ
た
。

　
馬
鈴
薯
の
品
種
も
現
地
住
民
は
昔
か
ら
知
ら
れ
た
一
種
の
み
を
用
い
、
毎

年
自
家
産
の
種
薯
を
下
し
た
。
邦
人
入
植
者
は
先
ず
品
種
改
良
を
試
み
、
隣

接
の
地
方
を
視
察
し
て
は
良
さ
そ
う
な
種
薯
を
あ
さ
っ
た
。
品
種
改
良
の
結

果
、
反
当
り
収
量
は
増
大
し
、
コ
チ
ア
産
の
馬
鈴
薯
は
オ
ウ
ロ
種
O
霞
。
（
黄

金
）
と
し
て
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
市
場
で
も
評
判
と
な
っ
た
。
こ
の
頃
か
ら
「
い

も
の
コ
チ
ア
か
、
コ
チ
ア
の
い
も
か
」
と
歌
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
移
住
者
と
協
同
組
合
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生
産
さ
れ
た
馬
鈴
薯
は
牛
車
9
肩
。
自
①
占
9
に
積
ん
で
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
市

場
へ
搬
出
さ
れ
た
。
牛
車
は
市
場
ま
で
の
二
五
粁
を
往
復
す
る
の
に
二
日
を

要
し
た
。

　
一
九
一
八
－
二
〇
年
頃
に
な
る
と
、
栽
培
技
術
は
一
段
と
向
上
し
た
。
当

時
化
学
肥
料
は
ま
だ
一
般
に
使
用
さ
れ
ず
、
市
販
も
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
コ
チ
ア
地
方
の
邦
人
農
家
は
一
九
一
七
年
ご
ろ
か
ら
屠
殺
残
物
を
使
用

し
た
。
三
〇
余
粁
を
距
て
た
屠
殺
場
ま
で
出
か
け
て
直
接
購
入
レ
、
牛
車
で

運
ん
だ
。
当
時
の
こ
と
を
旧
地
主
の
老
い
た
ブ
ラ
ジ
ル
人
は
次
の
よ
う
に
語

っ
て
い
る
。

　
　
「
ニ
ッ
ポ
ン
人
が
こ
の
地
に
現
わ
れ
た
こ
ろ
、
村
で
も
馬
鈴
薯
を
作
っ
て
い
た
が
、

　
作
付
は
少
な
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
無
肥
料
で
作
っ
た
。
肥
料
は
ニ
ッ
ポ
ン
人
が

　
持
っ
て
来
た
。
わ
れ
わ
れ
は
畑
仕
事
に
馬
を
使
う
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
し
、
型
－

　
も
な
か
っ
た
Q
こ
れ
も
ニ
ッ
ポ
ン
人
が
持
っ
て
ぎ
た
Q
そ
れ
で
も
わ
れ
わ
れ
が
馬

　
鈴
薯
を
収
穫
で
き
た
の
は
、
そ
の
頃
は
土
地
も
肥
え
て
い
た
し
、
日
射
も
今
の
よ

　
う
に
強
く
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
ブ
ラ
ジ
ル
人
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
ニ
ッ
ポ
ン
人

　
か
ら
教
え
ら
れ
た
Q
」

　
初
め
て
化
学
肥
料
が
試
用
さ
れ
た
の
は
一
九
二
一
年
ご
ろ
で
、
サ
ン
パ
ウ

ロ
の
ド
イ
ツ
系
商
社
が
輸
入
し
、
初
め
の
一
回
は
、
宜
伝
の
た
め
に
コ
チ
ア

在
住
の
邦
人
農
家
に
無
償
で
提
供
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
屠
殺
残
物
に
化
学
肥

料
を
混
用
し
、
肥
料
の
使
用
は
隣
接
の
諸
部
落
に
も
数
年
の
あ
い
だ
に
普
及

し
た
。
肥
料
の
普
及
は
先
ず
驚
く
べ
き
速
度
を
も
つ
て
邦
人
農
家
に
い
ぎ
わ
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た
り
、
そ
の
後
は
徐
々
に
同
じ
地
域
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
農
家
も
肥
料
を
使
用
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
邦
人
間
に
お
け
る
普
及
が
速
か
っ
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん

技
術
を
受
入
れ
る
た
め
の
素
地
が
あ
っ
た
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。

　
農
薬
品
の
場
合
も
肥
料
と
ほ
ぼ
同
じ
経
路
を
辿
っ
た
。
初
め
て
馬
鈴
薯
畑

の
病
害
防
除
に
ボ
ル
ド
ー
液
が
使
用
さ
れ
た
の
は
一
九
一
九
年
で
あ
っ
た
。

こ
の
場
合
も
、
材
料
は
専
門
店
で
市
販
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
硫
酸
銅
は
薬

局
で
買
求
め
、
生
石
灰
は
建
築
材
料
屋
で
求
め
て
、
そ
れ
を
医
師
の
実
験
室

で
試
験
を
行
っ
た
。
最
初
の
年
は
青
年
会
を
中
心
に
薬
剤
を
試
用
し
た
が
、

邦
人
入
植
者
の
中
に
は
ボ
ル
ド
ー
液
の
使
用
に
応
じ
な
い
者
も
出
た
。
し
か

し
次
年
度
か
ら
は
大
部
分
の
入
植
者
が
競
っ
て
使
用
し
た
。

　
農
器
具
も
か
な
り
の
変
遷
を
経
て
い
る
。
先
ず
、
初
期
の
移
住
者
が
日
本

か
ら
携
行
し
た
農
具
類
は
、
鍬
、
鎌
、
唐
箕
な
ど
で
あ
っ
た
が
、
コ
ー
ヒ
ー

農
場
で
働
く
う
ち
に
漸
次
現
地
の
農
具
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
稲
作

に
必
要
な
鎌
や
唐
箕
は
ず
っ
と
保
存
さ
れ
た
煙
り
で
な
く
、
現
地
住
民
の
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

い
だ
で
も
使
用
さ
れ
た
。
コ
チ
ア
で
も
初
め
田
鍬
、
ミ
ツ
鍬
で
耕
し
て
い
た

が
、
一
九
二
〇
年
ご
ろ
大
工
職
あ
が
り
の
移
住
者
が
鍬
の
刃
先
を
利
用
し
て

梨
を
製
作
し
た
。
梨
を
牽
か
せ
る
鞍
も
作
っ
た
。
こ
れ
が
馬
耕
の
初
ま
り
で

あ
っ
た
。
一
九
二
五
年
頃
に
な
る
と
、
現
金
収
入
が
向
上
し
た
の
で
一
部
の

農
家
が
プ
ラ
ウ
や
ハ
ロ
ー
を
購
入
し
て
本
格
的
な
馬
耕
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
る
。

　
衣
食
住
の
改
善
は
農
業
技
術
の
改
善
や
農
具
の
改
良
ほ
ど
迅
速
に
行
わ
れ

な
か
っ
た
。
年
と
共
に
生
活
は
向
上
し
た
が
、
生
産
技
術
の
向
上
と
の
間
に

は
ズ
レ
が
あ
っ
た
。
入
植
と
同
時
に
邦
人
農
家
が
建
て
た
住
居
は
、
屋
根
は

草
ぶ
き
、
土
壁
の
掘
立
小
屋
で
、
間
口
六
～
八
米
、
奥
行
三
～
四
米
、
長
方

形
の
切
妻
造
り
で
あ
っ
た
。
屋
内
は
二
値
に
仕
切
り
、
一
室
を
寝
間
と
し
他

の
一
室
は
納
屋
に
あ
て
た
。
裏
に
突
出
し
を
作
っ
て
炊
事
場
と
し
た
。
家
具

ら
し
い
も
の
は
な
く
、
寝
台
も
丸
木
造
り
の
手
製
で
あ
っ
た
。
や
が
て
数
年

を
経
て
経
済
的
に
余
裕
が
で
き
る
と
、
寝
台
に
板
を
用
い
、
土
壁
が
板
壁
に

代
っ
た
。
煉
瓦
造
り
、
瓦
ぶ
き
と
な
る
の
は
農
地
を
購
入
し
て
か
ら
の
こ
と

で
、
こ
れ
は
一
九
二
五
年
以
後
に
な
ら
ぬ
と
見
ら
れ
な
い
。
衣
服
は
初
め
日

本
か
ら
携
行
し
た
衣
類
の
縫
直
し
で
あ
っ
た
。
ご
く
少
数
の
婦
人
が
モ
ン
ペ

を
使
用
し
た
、
そ
れ
を
着
つ
く
し
て
了
う
と
綿
布
を
購
入
し
た
が
、
ミ
シ
ン

が
な
い
の
で
手
縫
い
で
あ
っ
た
。
外
出
血
と
し
て
絹
や
毛
織
物
が
登
場
す
る

の
は
、
や
は
り
一
九
二
五
年
以
降
で
あ
る
。

　
食
生
活
の
切
換
え
は
ほ
と
ん
ど
の
入
植
者
が
前
事
地
の
コ
ー
ヒ
ー
農
場
で

経
験
し
て
い
た
。
当
時
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
内
で
は
ま
だ
米
食
が
普
及
し
て
い
な

か
っ
た
の
で
移
住
者
た
ち
は
現
地
住
民
の
食
品
を
採
用
し
た
。
フ
ェ
イ
ジ
ョ

ン
豆
、
フ
バ
ー
臣
冨
（
と
う
も
ろ
こ
し
粉
）
、
フ
ァ
リ
ン
ニ
ャ
類
匿
巨
冨

（
マ
ン
ヂ
オ
カ
及
び
と
う
も
ろ
こ
し
よ
り
製
し
た
粉
）
、
干
鱈
、
肉
な
ど
を
使

用
し
た
が
、
調
理
法
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
。
と
く
に
フ
ァ
リ
ン
ニ
ャ
類
は
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コ
ー
ヒ
ー
と
混
ぜ
て
、
か
き
そ
ば
の
よ
う
に
し
て
食
べ
た
。
コ
チ
ア
に
移
動

し
た
の
ち
も
、
こ
の
よ
う
な
変
則
な
食
生
活
が
つ
づ
い
た
が
、
低
湿
地
を
拓

き
稲
作
を
始
め
て
か
ら
、
米
の
消
費
が
可
能
と
な
っ
た
。
コ
チ
ア
に
は
精
米

工
場
が
な
か
っ
た
の
で
、
籾
は
山
面
叉
は
踏
臼
に
か
け
て
白
米
と
し
た
。
後

に
コ
ー
ヒ
ー
農
場
の
労
働
を
経
験
せ
ず
に
、
直
接
コ
チ
ア
地
方
に
入
植
し
た

新
来
移
住
者
た
ち
は
、
こ
の
変
則
は
食
生
活
に
当
面
し
て
、
か
な
り
衝
撃
を

受
け
た
よ
う
で
あ
る
。
一
九
二
四
年
に
コ
チ
ア
に
到
着
し
た
あ
る
移
住
者
は
、

『
最
も
驚
い
た
の
は
食
物
で
し
た
。
着
い
た
翌
朝
、
コ
！
ピ
ー
と
フ
ァ
リ
ン
ニ
ャ

が
出
ま
し
た
が
何
と
も
奇
妙
な
食
物
で
し
た
。
そ
の
家
の
主
人
か
ら
こ
れ
が
常
食

だ
と
い
わ
れ
て
ガ
ッ
カ
り
し
ま
し
た
Q
お
昼
は
フ
ェ
イ
ジ
ョ
ン
豆
と
馬
鈴
薯
の
煮

物
に
、
添
物
の
よ
う
に
少
し
米
飯
が
つ
い
て
ま
し
た
。
こ
ん
な
物
だ
け
食
べ
て
や

っ
て
行
け
る
か
と
不
安
に
な
り
ま
し
た
。
』

と
述
懐
し
て
い
る
。
米
食
の
代
り
に
と
う
も
ろ
こ
し
や
マ
ン
ヂ
オ
カ
を
使
用

す
る
こ
と
で
主
食
の
切
換
え
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
伴
っ
て
現
地
住
民
の
食

生
活
の
よ
う
に
、
肉
や
油
脂
の
採
用
が
併
行
し
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
変
則
性

が
あ
っ
た
。
時
と
共
に
白
米
が
再
び
主
食
と
な
り
、
星
雲
や
醤
油
な
ど
の
調

味
料
も
で
き
た
の
で
食
生
活
も
や
や
豊
富
と
な
っ
た
。

現
地
住
民
と
の
接
触

入
植
者
の
増
加
と
共
に
、
初
め
教
会
の
所
有
地
に
集
中
し
て
い
た
の
が
、
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隣
接
の
諸
農
場
に
分
散
入
植
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
現
地
住
民
と

の
関
係
が
生
じ
た
。

　
邦
人
移
住
者
と
現
地
住
民
と
の
接
触
は
、
二
つ
の
型
叉
は
レ
ベ
ル
に
区
別

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
は
地
主
層
の
「
大
百
姓
」
と
の
関
係
で
あ
り
、
他

は
自
作
層
の
「
小
百
姓
」
及
び
ア
グ
レ
ガ
ー
ド
（
隷
属
農
）
と
の
関
係
で
あ

っ
た
。

　
ω
地
主
層
と
の
関
係
　
　
地
主
は
邦
人
入
植
者
に
そ
の
所
有
地
の
一
部
を

貸
し
た
。
又
地
主
一
族
の
経
営
す
る
売
店
か
ら
生
活
必
需
品
の
前
貸
し
を
収

穫
期
払
い
の
条
件
で
行
っ
た
。
生
産
物
の
搬
出
に
は
地
主
の
所
有
す
る
牛
車

　
ト
　
ロ
　
ノ
　
ぐ

や
駄
馬
隊
が
動
員
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
邦
人
農
家
は
地
主
層
に
対
し
て
、

か
な
り
強
度
の
依
存
関
係
に
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
例
え
ば
地
主
対
ア
グ
レ
ガ

ー
ド
（
隷
属
農
）
の
場
合
に
お
け
る
よ
う
に
、
人
間
的
な
従
属
関
係
に
転
化

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
現
地
住
民
の
文
化
で
は
「
口
約
束
」
が
重
ん
ぜ
ら

れ
、
重
要
な
価
値
観
を
な
し
て
い
た
。
と
く
に
地
主
層
で
は
こ
の
傾
向
が
強

か
っ
た
。
　
「
日
本
人
は
口
約
束
を
守
る
」
と
い
う
評
判
が
地
主
層
に
生
れ
、

こ
の
こ
と
が
地
主
層
と
邦
人
農
家
と
の
接
触
を
有
利
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。

従
っ
て
農
地
の
貸
借
、
商
品
や
金
銭
の
前
貸
し
も
ほ
と
ん
ど
「
口
約
束
」
で

取
極
め
ら
れ
、
書
類
は
作
製
さ
れ
な
か
っ
た
。
地
主
に
よ
っ
て
は
書
類
を
交

換
す
る
こ
と
を
、
「
相
互
的
な
不
信
の
表
明
」
と
し
て
む
し
ろ
忌
避
す
る
傾
向

す
ら
あ
っ
た
。

（　121　）



　
　
　
移
住
者
と
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
ロ
　
ノ
　
ペ

　
こ
う
し
て
、
農
地
・
売
店
・
牛
車
及
び
駄
馬
隊
な
ど
軍
愚
な
生
産
手
段
の

所
有
者
で
あ
る
地
主
「
大
百
姓
」
層
と
日
本
人
農
業
者
と
の
接
触
は
、
そ
こ

に
何
ら
の
衝
撃
・
競
合
又
は
葛
藤
を
生
む
こ
と
な
く
成
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
回
自
作
農
層
及
び
ア
グ
レ
ガ
ー
ド
と
の
関
係
　
　
こ
の
関
係
は
主
と
し
て

雇
傭
関
係
で
あ
っ
た
。
自
作
農
の
「
小
百
姓
」
で
も
比
較
的
に
貧
し
い
者
は
、

曲
辰
繁
期
に
な
る
と
邦
入
農
家
に
傭
わ
れ
て
働
い
た
。
自
給
農
業
を
主
体
と
し

た
自
作
農
で
は
こ
の
賃
銀
労
働
か
ら
生
ず
る
現
金
収
入
が
商
品
購
入
に
当
て

ら
れ
た
。
叉
ア
グ
レ
ガ
ー
ド
（
隷
属
農
）
は
邦
人
農
家
に
と
っ
て
恒
常
的
な

労
働
力
提
供
者
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
日
本
人
農
家
対
ア
グ
レ
ガ
ー
ド
関
係
に

は
、
地
・
王
対
ア
グ
レ
ガ
ー
ド
の
よ
う
な
人
間
的
従
属
を
伴
わ
な
か
っ
た
の
で
、

む
し
ろ
彼
ら
は
日
本
人
の
常
傭
労
働
者
と
な
る
こ
と
を
欣
ん
だ
。
こ
う
し
て

多
く
の
貧
農
は
従
来
の
ア
グ
レ
ガ
ー
ド
の
地
位
か
ら
、
よ
り
近
代
的
な
賃
銀

労
働
者
へ
と
転
化
し
て
行
っ
た
。

　
一
方
、
日
本
人
農
家
と
現
地
住
民
と
の
関
係
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
日

本
人
の
地
位
一
身
分
（
Q
o
富
巨
Φ
）
に
つ
い
て
で
あ
る
。
コ
チ
ア
地
域
に
お
け
る

現
地
住
民
の
社
会
は
、
既
述
の
よ
う
に
h
。
舅
。
・
8
響
団
的
な
特
徴
を
与
え
、

そ
の
社
会
構
造
は
比
較
的
に
安
定
し
て
い
た
。
そ
こ
に
は
明
確
な
階
層
制
が

あ
り
、
各
階
層
間
の
社
会
関
係
も
確
立
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
い
う
地
域
に
日

本
人
移
住
者
の
集
団
が
入
植
し
た
。
こ
れ
ら
新
来
の
移
住
者
た
ち
は
自
集
団

内
部
で
は
独
自
の
コ
ミ
ェ
ニ
テ
ィ
形
成
を
行
い
な
が
ら
、
し
か
も
集
団
の
外

延
的
（
叉
は
外
周
的
な
）
な
面
で
は
現
地
住
民
の
よ
り
大
き
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
と
の
接
触
を
調
整
し
た
。
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
立
場
に
お
か
れ
た
日
本

人
移
住
者
の
、
現
地
住
民
社
会
に
お
け
る
望
9
臣
は
初
め
甚
だ
不
明
確
で

あ
り
、
浮
動
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
両
集
団
は
、
対
応
す
る
よ
う
な

様
式
が
な
い
ま
ま
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
動
様
式
で
特
定
の
状
況
に
処
し
た
。

　
例
え
ば
日
本
人
が
用
件
を
も
つ
て
地
主
の
住
居
を
訪
問
す
る
と
、
そ
の
家

の
主
人
は
日
本
人
を
「
来
客
」
と
し
て
扱
い
、
屋
内
に
招
じ
入
れ
た
。
こ
れ

は
自
分
と
同
じ
地
主
層
の
者
叉
は
親
族
－
洗
礼
に
よ
る
擬
似
親
族
コ
ン
パ

ド
リ
ー
オ
O
。
日
経
酔
ざ
を
含
め
一
と
同
じ
待
遇
で
あ
る
。
ア
グ
レ
ガ
ー
1
3

が
用
件
を
も
つ
て
地
主
を
訪
ね
て
も
屋
内
に
招
じ
入
れ
ず
に
、
戸
口
で
応
対

す
る
の
が
慣
わ
し
で
あ
る
。

　
こ
れ
と
反
対
に
、
日
本
人
と
ア
グ
レ
ガ
ー
ド
と
の
関
係
で
は
日
本
人
の
行

動
様
式
が
優
先
し
た
。
日
本
人
家
は
傭
人
で
あ
る
ア
グ
レ
ガ
ー
ド
を
「
家
族

並
み
」
に
待
遇
し
た
。
食
事
の
時
間
に
は
家
族
の
者
は
傭
人
た
ち
と
同
じ
食

卓
で
同
じ
も
の
を
食
っ
た
。
作
業
に
お
い
て
も
雇
主
と
傭
人
と
の
間
に
全
く

差
別
が
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
ア
グ
レ
ガ
ー
ド
は
地
主
よ
り
も

日
本
人
に
傭
わ
れ
る
こ
と
を
好
ん
だ
。

　
邦
人
移
住
者
が
一
九
二
五
年
夏
ろ
か
ら
定
着
の
傾
向
を
示
し
、
農
地
を
購

入
し
は
じ
め
た
頃
に
な
る
と
、
両
集
団
の
関
係
は
急
激
に
変
化
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
　
「
大
百
姓
」
の
場
合
は
な
る
べ
く
自
己
所
有
農
地
の
分
割
を
避
け
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ト
ロ
　
ソ
バ

る
。
農
地
の
外
に
売
店
や
牛
車
・
駄
馬
隊
を
所
有
し
た
か
ら
遺
産
の
分
配
は

必
ず
し
も
農
地
の
細
分
化
を
伴
わ
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
自
作
農
家
層
の
「
小

百
姓
」
と
な
る
と
均
分
相
続
は
多
く
の
場
合
農
地
の
分
割
と
い
う
形
態
で
行

わ
れ
た
。
こ
う
し
て
農
地
の
分
配
に
あ
ず
か
っ
た
も
の
は
そ
の
土
地
を
日
本

人
に
売
り
、
自
分
は
そ
の
農
地
に
住
み
つ
い
た
ま
ま
新
し
い
所
有
者
で
あ
る

日
本
人
の
労
働
者
と
し
て
働
く
、
と
い
う
專
例
が
多
く
な
っ
た
。
両
者
の
役

割
が
反
転
す
る
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
薪
炭
の
生
産
・
搬
出
が
可
能
と

り
、
森
林
の
商
品
価
値
が
生
じ
て
か
ら
、
こ
の
関
係
は
更
に
複
雑
な
操
作
を

要
し
た
。
　
「
小
百
姓
」
が
そ
の
所
有
地
を
日
本
人
に
売
ろ
う
と
す
る
時
、
そ

の
土
地
に
森
林
が
あ
れ
ば
先
ず
こ
れ
を
薪
炭
と
し
て
処
分
す
る
。
次
い
で
同

じ
土
地
を
日
本
人
農
家
に
借
地
さ
せ
る
。
何
年
か
継
続
借
地
の
の
ち
に
、
土

地
を
売
り
わ
た
す
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
生
態
学
的
競
孚
の
過
程
で
も
、

概
し
て
葛
藤
や
集
団
間
の
反
目
を
招
く
よ
う
な
事
態
は
起
ら
な
か
っ
た
。
初

期
の
入
植
者
で
、
現
在
ま
で
コ
チ
ア
地
方
に
定
住
し
て
い
る
一
日
本
人
の
話

は
、
こ
の
関
係
を
端
的
に
表
し
て
い
る
。

　
　
『
こ
の
辺
の
カ
ボ
ー
ク
ロ
農
民
は
別
に
日
木
人
に
対
し
て
反
感
も
何
も
抱
い
て
い

　
ま
せ
ん
。
日
本
人
は
彼
ら
に
出
来
な
い
こ
と
を
し
た
の
だ
か
ら
、
好
運
に
恵
ま
れ

　
ろ
の
は
当
り
前
だ
、
従
っ
て
彼
ら
の
土
地
を
日
本
人
が
買
っ
た
の
も
不
思
議
で
は

　
な
い
、
と
い
う
の
で
す
。
私
に
こ
の
土
地
を
売
っ
た
も
と
の
地
主
は
、
私
の
と
こ

　
ろ
で
も
う
二
〇
年
間
も
働
い
て
い
ま
す
。
こ
の
二
〇
年
の
あ
い
だ
、
彼
の
家
族
と

　
私
と
の
間
に
は
全
然
問
題
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
私
は
彼
の
子

　
　
　
移
住
者
と
協
同
組
合

供
た
ち
の
洗
礼
親
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
彼
の
娘
が
結
婚
し
た
と
き
も
私
ど
も
夫

婦
が
仲
人
を
つ
と
め
ま
し
た
。
又
私
の
息
子
が
こ
ん
ど
コ
チ
ア
の
郡
会
議
員
に
立

候
補
し
た
と
ぎ
も
、
彼
の
家
族
が
熱
心
に
選
挙
運
動
を
や
っ
て
当
選
さ
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
』

　
定
着
へ
の
段
階

　
以
上
、
邦
人
の
入
植
か
ら
集
団
地
形
成
に
い
た
る
期
間
を
通
じ
て
、
農
耕

と
衣
食
住
の
生
活
に
起
つ
た
変
化
を
見
て
き
た
が
、
こ
れ
を
概
括
す
る
と
次

の
よ
う
に
な
る
。

ω
　
　
一
九
一
五
－
一
七
（
邦
人
の
入
植
期
）

　
　
借
地
形
態
は
口
頭
の
契
約
で
収
穫
期
払
い
。
住
居
は
並
ぶ
ぎ
土
壁
、
丸

　
木
組
の
手
製
寝
台
。
携
行
衣
料
を
縫
直
し
た
作
業
衣
。
食
生
活
は
現
地
自

　
給
の
食
料
に
日
本
式
の
調
理
と
い
う
変
則
性
。
作
物
と
し
て
は
馬
鈴
薯
、

　
玉
葱
を
主
作
と
し
、
他
に
自
給
用
の
穀
類
の
作
付
。
屠
殺
残
物
を
肥
料
と

　
し
て
使
用
開
始
。
自
家
労
働
力
を
主
と
し
、
現
地
住
民
の
雇
傭
少
し
。

回
　
一
九
一
八
－
二
四
（
定
着
期
）

　
　
借
地
形
態
は
口
頭
契
約
か
ら
書
類
交
換
へ
変
り
、
借
地
料
も
前
払
い
と

　
な
る
。
住
居
は
屋
根
は
ま
だ
草
ぶ
き
だ
が
、
壁
と
寝
台
に
は
板
を
使
用
。

　
衣
料
は
綿
布
を
購
入
。
食
生
活
は
米
食
に
も
ど
り
三
三
醤
油
も
あ
ら
わ
れ

　
る
。
農
業
は
馬
鈴
薯
を
主
作
と
し
て
種
薯
の
改
良
が
進
む
。
化
学
肥
料
を

　
用
い
ボ
ル
ド
ー
液
に
よ
る
消
毒
を
開
始
。
農
具
も
自
家
製
の
梨
か
ら
プ
ラ
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移
住
者
と
協
同
組
合

　
ウ
、
ハ
p
l
の
購
入
へ
と
移
行
。
労
働
力
と
し
て
現
地
住
民
の
自
作
農
下

　
層
及
び
ア
グ
レ
ガ
ー
ド
農
の
大
量
雇
傭
が
は
じ
ま
る
。
叉
新
来
の
後
続
移

　
民
も
重
要
な
労
働
力
と
な
る
。

困
　
一
九
二
五
一
三
〇
（
組
合
形
成
期
）

　
　
農
地
を
購
入
し
て
借
地
農
か
ら
自
作
農
へ
転
ず
る
も
の
が
続
出
す
る
。

　
土
地
所
有
者
と
な
っ
た
邦
人
の
住
居
は
瓦
ぶ
き
、
練
瓦
建
て
と
な
る
。
衣

　
料
も
外
出
着
は
毛
や
絹
も
の
と
な
る
。
ト
ラ
ク
タ
ー
や
ト
ラ
ッ
ク
が
登
場

　
す
る
。
ト
ラ
ッ
ク
の
出
現
に
よ
っ
て
牛
車
は
そ
の
機
能
を
失
し
、
現
地
住

　
民
の
地
主
層
と
邦
人
農
家
の
あ
い
だ
に
地
位
の
交
替
（
又
は
逆
転
）
が
は

　
じ
ま
る
。

註
（
1
）
　
牛
車
は
ト
ロ
ッ
パ
（
駄
馬
隊
）
と
な
ら
ん
で
ト
ラ
ッ
ク
が
出
現
す
る
前
の

　
　
重
要
な
輸
送
機
関
で
あ
っ
た
。
現
在
で
も
内
陸
農
村
で
は
牛
車
を
使
用
し
て
い

　
　
る
地
方
が
あ
る
。
牛
車
を
索
く
役
牛
の
数
は
、
四
頭
び
ぎ
、
六
頭
び
き
が
普
通

　
　
だ
が
、
多
い
の
は
八
頭
も
つ
け
る
。
四
輪
の
荷
馬
車
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
入
つ

　
　
た
の
は
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
が
一
っ
て
か
ら
で
、
そ
れ
も
四
輪
荷
馬
車
の
使
用
は
コ

　
　
ー
ヒ
ー
地
帯
に
限
ら
れ
た
。
も
っ
と
も
サ
ン
パ
ウ
ロ
以
南
の
諸
州
で
は
ド
イ
ツ
、

　
　
ポ
ー
ラ
ン
ド
移
民
が
ほ
ろ
の
つ
い
た
四
輪
車
を
ひ
ろ
め
た
。

　
（
2
）
　
筆
者
は
一
九
四
六
年
に
リ
ベ
イ
ラ
流
域
を
調
査
し
た
と
ぎ
、
そ
こ
で
は
ド

　
　
イ
ツ
系
移
住
者
の
子
孫
が
唐
箕
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
同
流
域
に

　
　
入
植
し
た
日
本
人
の
農
具
が
伝
播
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

皿

移
住
者
社
会
の
形
成

　
馬
鈴
薯
の
生
産
方
式
が
確
立
さ
れ
、
コ
チ
ア
地
方
の
邦
人
移
住
者
の
経
済

生
活
が
安
定
に
向
つ
た
一
九
一
八
i
二
四
年
の
時
期
は
、
ま
た
移
住
者
に
よ

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
時
期
で
も
あ
っ
た
Q
そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

に
あ
ず
か
っ
た
諸
要
素
及
び
諸
集
団
を
、
そ
の
機
能
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ

れ
を
二
つ
の
型
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
a
）
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内

部
の
統
合
性
を
高
め
、
対
内
的
社
会
統
制
の
機
能
を
具
え
た
要
素
及
び
集
団

で
あ
り
、
（
h
）
は
移
住
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
「
外
界
」
と
の
関
係
を
調
整
す

る
た
め
の
要
素
及
び
集
団
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
a
型
・
b
型
の
要
素
及

び
諸
集
団
の
あ
い
だ
に
は
…
機
能
の
重
合
。
奉
・
ご
竈
貯
α
q
が
あ
っ
た
。
a
型
の
代

表
的
な
も
の
は
い
わ
ゆ
る
「
バ
タ
タ
（
馬
鈴
薯
）
学
校
」
で
あ
り
、
b
型
の

中
心
的
な
存
在
は
「
日
本
人
会
」
で
あ
っ
た
。
邦
人
移
住
者
の
社
会
再
編
制

の
過
程
は
こ
れ
ら
両
極
を
な
す
諸
集
団
及
び
諸
要
素
、
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ

た
と
言
っ
て
よ
い
Q

　
「
バ
タ
タ
（
馬
鈴
薯
）
学
校
」
の
発
生

　
邦
人
移
住
者
問
に
お
け
る
階
層
形
成
へ
の
第
一
歩
は
、
初
期
（
一
九
一
五

－
一
七
）
に
入
植
し
た
「
旧
移
民
」
と
、
そ
の
後
の
第
二
期
（
一
九
一
八
一

二
四
）
入
植
者
で
あ
る
「
新
移
民
」
と
の
あ
い
だ
の
経
済
的
な
依
存
関
係
か
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ら
始
ま
っ
た
。
初
期
の
入
植
者
は
、
入
植
の
時
期
も
ほ
ぼ
同
時
で
あ
っ
た
し
、

そ
の
後
の
資
本
・
経
験
の
累
積
で
も
同
じ
よ
う
な
条
件
に
あ
っ
た
。
こ
れ
に

引
代
え
、
第
二
期
入
植
の
「
新
移
民
」
は
、
こ
れ
が
親
類
縁
者
に
よ
る
呼
寄

せ
移
住
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
あ
る
い
は
コ
チ
ア
の
評
判
を
聞
伝
え
て
来
臨
し

た
者
に
せ
よ
、
第
一
期
の
も
の
と
は
入
植
条
件
が
全
く
異
っ
て
い
た
。
第
一

に
「
新
移
民
」
に
は
初
め
か
ら
一
本
立
で
馬
鈴
薯
栽
培
が
で
き
る
よ
う
な
知

識
や
経
験
が
欠
除
し
て
い
た
。
第
二
に
現
地
労
働
力
の
雇
傭
や
自
立
農
に
必

要
な
資
金
も
な
か
っ
た
。

　
従
っ
て
「
新
移
民
」
は
何
ら
か
の
形
で
「
旧
移
民
」
に
依
存
せ
ね
ば
一
本

立
の
農
業
者
と
な
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
「
新
移
民
」
の
家
族
は
「
旧
移
民
」

の
と
こ
ろ
で
二
～
三
年
間
賃
銀
労
働
を
し
た
の
ち
、
「
旧
移
民
」
の
援
護
で

独
立
す
る
と
い
う
慣
行
が
生
れ
た
。
こ
の
慣
行
の
こ
と
を
「
新
移
民
を
仕
込

む
」
と
い
N
叉
「
バ
タ
タ
（
馬
鈴
薯
）
学
校
」
と
よ
ん
だ
。
世
話
を
す
る
方

の
「
旧
移
民
」
を
「
パ
ト
ロ
ン
」
国
霞
ぎ
と
よ
び
、
世
話
さ
れ
る
方
の
「
新

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

移
民
」
を
カ
マ
ラ
ー
ダ
0
9
目
霞
p
匿
と
よ
ん
だ
。
年
と
共
に
、
か
つ
て
カ
マ

ラ
ー
ダ
で
あ
っ
た
も
の
が
独
立
し
て
、
「
新
移
民
」
の
家
族
を
呼
寄
せ
る
と
自

ら
は
「
旧
移
民
」
の
パ
ト
ロ
ン
と
な
り
、
カ
マ
ラ
ー
ダ
を
抱
え
る
こ
と
と
な

る
。
こ
う
し
て
パ
ト
ロ
ン
ー
カ
マ
ラ
ー
ダ
関
係
は
、
横
の
ひ
ろ
が
り
の
み
で

な
く
、
ま
た
縦
の
関
係
が
伸
長
し
て
い
っ
た
の
で
、
き
わ
め
て
錯
綜
し
た
様

相
を
呈
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
叉
一
方
で
は
パ
ト
ロ
ン
ー
ー
カ
マ
ラ
ー
ダ
関
係

　
　
　
移
住
者
と
協
同
組
合

は
義
理
や
先
輩
・
後
輩
意
識
に
よ
っ
て
一
つ
の
序
列
を
生
出
し
た
の
で
、
親

方
・
子
方
的
な
従
属
関
係
を
張
り
め
ぐ
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　
パ
ト
ロ
ン
は
次
々
と
カ
マ
ラ
ー
ダ
を
抱
え
る
こ
と
に
依
っ
て
労
働
力
を
確

保
し
、
作
付
反
別
を
増
や
そ
う
と
す
る
。
独
立
し
て
行
っ
た
カ
マ
ラ
ー
ダ
は

バ
ト
p
ン
と
な
り
、
新
た
に
カ
マ
ラ
ー
ダ
を
養
成
す
る
。
そ
こ
に
は
生
産
の

拡
大
と
い
う
要
因
が
、
パ
ト
ロ
ン
重
油
マ
ラ
ー
ダ
関
係
を
確
立
す
る
上
の
背

景
と
な
っ
た
。
無
事
に
二
～
三
年
の
間
カ
マ
ラ
ー
ダ
を
勤
め
あ
げ
た
者
が

「
独
立
」
す
る
時
に
は
、
パ
ト
ロ
ン
は
農
地
を
借
り
て
や
り
、
肥
料
や
種
子

は
も
と
よ
り
、
時
に
は
生
活
資
金
の
面
倒
も
み
て
や
っ
た
。
従
属
関
係
は
カ

マ
ラ
ー
ダ
が
独
立
し
た
あ
と
も
持
続
さ
れ
た
。
年
末
に
は
元
パ
ト
ロ
ン
の
家

へ
こ
歳
暮
と
し
て
ピ
ン
が
酒
〔
臆
靴
の
健
弼
酌
〕
そ
の
他
を
届
け
る
。
蒔
付
・
収

穫
な
ど
の
農
繁
期
に
は
自
家
の
仕
事
よ
り
先
に
元
パ
ト
ロ
ン
の
畑
仕
事
を
家

族
全
員
で
手
伝
う
。
元
パ
ト
ロ
ン
の
住
居
新
築
が
始
ま
る
と
何
日
間
も
手
伝

い
に
出
る
。
こ
う
し
て
元
カ
マ
ラ
ー
ダ
の
数
が
多
い
程
、
そ
の
パ
ト
ロ
ン
の

威
信
が
高
か
っ
た
こ
と
、
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。

　
カ
マ
ラ
ー
グ
家
族
の
賃
銀
は
、
婦
女
や
子
供
の
場
合
は
半
人
前
で
あ
っ
た
。

一
人
前
の
賃
銀
を
貰
う
資
格
は
収
穫
の
時
に
六
〇
キ
ロ
入
俵
を
肩
に
担
い
で

運
べ
る
こ
と
が
目
安
と
さ
れ
た
。

　
経
営
上
の
不
手
際
や
不
作
な
ど
で
パ
ト
ロ
ン
が
不
況
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と

が
あ
っ
た
。
パ
ト
ロ
ン
の
窮
境
は
カ
マ
ラ
ー
ダ
達
の
窮
境
を
伴
う
。
量
る
程
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移
住
者
と
協
同
組
合

度
ま
で
の
貧
窮
な
ら
カ
マ
ラ
ー
ダ
も
黙
っ
て
耐
え
る
が
、
賃
銀
の
遅
滞
は
も

と
よ
り
、
食
料
の
配
給
に
も
こ
と
欠
い
て
飢
じ
い
思
い
を
す
る
と
な
る
と
、

カ
マ
ラ
ー
ダ
は
そ
の
パ
ト
ロ
ン
か
ら
離
れ
て
、
他
の
パ
ト
ロ
ン
に
援
護
を
求

め
ざ
る
を
得
な
い
。
つ
ま
り
、
パ
ト
ロ
ン
は
転
落
し
て
、
パ
ト
ロ
ン
の
地
位

を
失
う
わ
け
で
あ
る
。

　
パ
ト
ロ
ン
ー
ー
カ
マ
ラ
ー
グ
関
係
の
危
機
は
、
す
で
に
組
合
が
結
成
さ
れ
た

後
の
、
一
九
二
九
－
三
〇
年
の
パ
ニ
ッ
ク
と
共
に
訪
れ
た
。
も
と
も
と
バ
ト

p
ン
達
は
多
く
の
カ
マ
ラ
ー
ダ
家
族
の
生
活
や
事
業
の
面
倒
を
見
る
た
め
の

自
己
資
金
を
も
つ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
肥
料
・
種
子
・
農
器
具
な
ど
は
、

サ
ン
パ
ウ
p
市
内
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
商
人
か
ら
期
限
つ
き
で
借
り
て
い
た
。
コ

チ
ア
地
方
に
お
け
る
馬
鈴
薯
栽
培
の
勃
興
と
共
に
、
サ
ン
パ
ウ
p
の
種
苗
商
、

肥
料
農
薬
商
、
農
器
具
商
た
ち
は
農
地
を
所
有
し
な
い
バ
ト
p
ン
達
に
も
信

用
貸
を
行
っ
て
い
た
。
ト
ラ
ッ
ク
の
購
入
も
分
割
払
い
で
行
わ
れ
て
い
た
。

馬
鈴
薯
そ
の
も
の
は
食
料
だ
か
ら
パ
ニ
ッ
ク
が
来
て
も
市
場
販
売
が
激
減
し

た
訳
で
は
な
い
が
、
不
況
は
先
ず
商
人
を
襲
っ
た
。
商
人
は
パ
ト
ロ
ン
達
か

ら
取
立
て
よ
う
と
し
た
。
パ
ト
ロ
ン
は
カ
マ
ラ
ー
ダ
か
ら
取
立
て
る
訳
に
い

か
な
い
の
で
支
払
い
が
で
き
な
い
。
こ
こ
に
パ
ト
ロ
ン
三
位
マ
ラ
ー
ダ
関
係

の
破
綻
が
や
っ
て
き
た
。
窮
地
に
追
込
ま
れ
た
パ
ト
ロ
ン
は
カ
マ
ラ
ー
ダ
家

族
も
ろ
と
も
、
家
財
道
具
を
ト
ラ
ッ
ク
に
積
ん
で
夜
逃
げ
す
る
者
が
続
出
し

（
2
）

た
。
夜
逃
げ
し
な
い
者
も
支
払
い
不
能
は
同
様
で
あ
る
。
信
用
貸
を
し
て
い

た
商
店
の
多
く
が
破
産
に
瀕
し
、
閉
店
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
こ
の
一
九
二
九
－
三
〇
年
の
経
済
恐
慌
の
結
果
、
コ
チ
プ
地
方
の
馬
鈴
薯

栽
培
に
従
事
し
て
い
た
邦
人
農
業
者
は
隣
接
の
諸
地
域
に
分
散
し
た
。
そ
し

て
彼
ら
は
移
動
先
の
地
域
で
依
然
と
し
て
馬
鈴
薯
を
作
っ
た
。
農
具
も
な
く
・

経
験
に
も
乏
し
い
「
新
移
民
」
の
カ
マ
ラ
ー
ダ
は
パ
ト
ロ
ン
か
ら
離
れ
て
は

生
活
が
成
立
た
な
い
の
で
多
く
は
バ
ト
p
ン
と
共
に
移
動
し
た
。
元
の
パ
ト

ロ
ン
の
許
か
ら
離
散
し
た
者
も
、
転
任
し
た
先
で
新
し
い
パ
ト
ロ
ン
に
つ
い

た
。
つ
ま
り
パ
ト
ロ
ン
ー
カ
マ
ラ
ー
ダ
関
係
は
或
る
程
度
の
結
合
を
持
続
し

な
が
ら
地
域
的
な
移
動
を
行
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
少
数
で
は
あ
る
が
、
パ
ト

ロ
ン
か
ら
離
れ
て
無
力
と
な
っ
た
カ
マ
ラ
ー
ダ
達
が
集
っ
て
、
大
農
具
も
生
　
ハ
り

産
資
金
も
要
ら
な
い
野
菜
の
栽
培
に
着
手
し
た
。
こ
れ
は
邦
人
移
住
者
に
よ
　
仰

る
青
物
栽
培
の
端
緒
と
な
っ
た
。

　
結
果
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
一
九
二
九
一
三
〇
年
の
経
済
恐
慌
を
機
と
し
て
、

コ
チ
ア
地
方
の
邦
人
農
家
の
分
散
が
起
り
、
や
が
て
サ
ン
パ
ウ
ロ
近
郊
の
諸

地
域
に
、
い
わ
ば
多
く
の
「
小
コ
チ
ア
村
」
が
再
現
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
「
小
コ
チ
ア
村
」
が
、
後
年
コ
チ
ア
産
業
組
合
が
急
激
な
膨
脹
を

と
げ
る
た
め
の
有
力
な
背
景
と
な
っ
た
こ
と
は
興
味
ぶ
か
い
。

「
日
本
人
会
」
の
諸
機
能

上
述
の
よ
う
に
「
バ
タ
タ

（
馬
鈴
薯
）
学
校
し
が
移
住
者
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ



内
部
の
階
層
・
序
列
を
あ
ら
わ
す
結
合
関
係
で
あ
っ
た
の
に
比
し
、
日
本
人

会
は
多
分
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
渉
外
的
機
能
を
具
え
た
集
団
で
あ
っ
た
。

　
日
本
入
会
が
発
足
し
た
の
は
一
九
一
六
－
七
年
ご
ろ
と
推
定
さ
れ
る
。
あ

る
日
、
在
住
邦
人
の
全
家
長
と
青
年
が
集
ま
っ
て
共
同
作
業
を
行
い
、
そ
の

日
の
う
ち
に
日
本
人
会
の
会
館
が
建
つ
た
。
会
館
と
は
名
ば
か
り
で
、
街
道

に
近
く
建
て
ら
れ
た
草
ぶ
き
土
壁
の
小
屋
で
あ
っ
た
。
屋
内
に
は
、
何
れ
も

丸
木
製
の
卓
と
腰
掛
け
が
設
け
ら
れ
た
。
集
会
の
席
上
で
は
必
ず
ピ
ン
が
酒

（
前
掲
）
を
飲
ん
だ
の
で
、
一
名
ピ
ン
が
会
と
も
よ
ば
れ
た
。
会
設
立
の
趣

旨
と
し
て
は
、
ω
現
地
住
民
と
の
接
衝
に
当
る
機
関
を
必
要
と
す
る
こ
と
、

回
子
等
の
教
育
を
推
進
す
る
必
要
の
あ
る
こ
と
、
な
ど
が
強
調
さ
れ
た
。

　
コ
チ
ア
に
入
植
以
来
、
邦
人
移
住
者
は
絶
え
ず
ブ
ラ
ジ
ル
人
と
の
接
衝
に

悩
ま
さ
れ
た
。
借
地
料
の
交
渉
や
牛
車
の
傭
入
れ
ば
現
地
の
地
主
と
掛
合
わ

ね
ば
な
ら
ぬ
。
労
働
者
を
傭
入
れ
る
に
も
先
ず
接
衝
の
必
要
が
生
じ
る
。
生

産
物
の
販
売
、
生
活
必
需
品
の
購
入
に
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
商
人
と
取
引
き
せ

ね
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
移
住
後
間
も
な
い
者
が
大
部
分
で
あ
っ
た
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
現
地
住
民
と
の
接
衝
を
行
う
に
も
言
語
の
不
便
が
あ
る
。
単
な

る
取
引
な
ら
ま
だ
接
衝
も
容
易
で
あ
る
が
、
と
き
に
は
借
地
人
身
地
主
、
生

産
者
対
仲
買
人
の
関
係
に
お
い
て
諸
種
の
問
題
が
生
じ
る
。
従
っ
て
事
あ
る

毎
に
言
語
が
達
者
で
、
現
地
住
民
と
の
接
衝
に
長
け
た
者
を
、
邦
人
集
団
の

「
代
表
」
と
し
て
選
ば
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
移
住
者
と
協
同
組
合

　
子
供
の
教
育
は
も
う
一
つ
の
悩
み
で
あ
っ
た
。
モ
イ
ニ
ョ
・
ヴ
ェ
ー
リ
ヨ

の
部
落
に
は
学
校
が
な
か
っ
た
の
で
児
童
を
就
学
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

学
令
期
の
児
童
は
未
就
学
の
ま
ま
成
長
す
る
。
か
と
言
っ
て
繁
忙
な
父
兄
は

家
庭
で
教
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ
こ
で
会
館
が
で
き
て
か
ら
数
ヵ
月
後

に
は
、
日
本
の
外
国
語
学
校
出
身
の
教
師
を
傭
っ
て
、
塾
の
よ
う
な
学
校
を

開
き
、
日
本
語
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
教
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
や
が
て
移
住
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
が
進
行
す
る
に
伴
っ
て
、
日
本
人

会
の
機
能
も
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
に
な
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
成
員
の
集
団
行

動
が
必
要
な
部
面
ω
①
9
臼
や
場
合
に
は
日
本
人
会
が
活
動
す
る
。
「
日
本
人

会
」
が
行
っ
た
主
な
事
業
と
し
て
は
次
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

ω
肥
料
の
共
同
購
入
　
　
既
述
の
よ
う
に
馬
鈴
薯
の
肥
料
と
し
て
屠
殺
残
物

　
が
使
用
さ
れ
始
め
た
の
は
一
九
一
七
年
前
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
初
め
は

　
友
人
や
近
隣
同
志
が
組
ん
で
、
代
表
に
選
ば
れ
た
者
が
三
〇
向
丘
ほ
ど
距

　
た
っ
た
屠
殺
場
に
で
か
け
た
。
個
別
に
購
入
す
る
よ
り
も
こ
の
方
が
手
数

　
も
は
ぶ
け
、
運
賃
も
安
上
り
だ
つ
た
。
そ
し
て
量
が
ま
と
ま
れ
ば
格
安
と

　
な
っ
た
。
日
本
人
会
が
結
成
さ
れ
て
か
ら
は
、
肥
料
の
共
同
購
入
は
会
に

　
移
管
さ
れ
た
。

回
労
働
賃
銀
の
統
制
　
　
入
植
者
の
増
加
と
作
付
反
別
の
拡
大
に
伴
っ
て
ア

　
グ
レ
ガ
ー
ド
労
働
者
の
傭
入
れ
が
活
澄
と
な
っ
た
。
コ
チ
ア
地
方
の
現
地

　
住
民
の
み
で
は
労
働
力
が
不
足
し
、
後
に
は
隣
接
の
諸
地
域
か
ら
も
季
節
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移
住
者
と
協
同
組
合

　
労
働
の
形
で
ア
グ
レ
ガ
ー
ド
や
貧
農
の
者
が
働
き
に
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
こ
で
当
然
労
働
者
の
傭
入
れ
に
馬
長
が
起
り
、
賃
銀
の
値
上
げ
を
招
来

　
し
た
。
過
当
競
孚
や
労
銀
吊
上
げ
を
防
止
す
る
た
め
に
、
日
本
人
会
が
取

　
極
め
を
行
い
、
そ
の
実
行
を
監
視
し
た
。

㈲
輸
送
手
段
の
統
制
　
　
同
様
に
馬
鈴
薯
の
増
産
は
生
産
物
を
搬
出
す
る
た

　
　
　
　
　
ト
　
ロ
　
ノ
　
ぐ

　
め
の
牛
車
や
駄
馬
隊
の
不
足
を
招
来
し
た
。
収
穫
期
が
同
じ
だ
か
ら
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
ロ
　
ノ
　
ペ

　
時
に
大
量
の
牛
車
が
必
要
と
な
る
。
コ
チ
ア
地
域
の
牛
車
や
駄
馬
隊
だ
け

　
で
は
足
ら
な
い
の
で
、
収
穫
期
と
な
れ
ば
隣
接
の
地
域
か
ら
も
牛
車
が
出

　
稼
ぎ
に
来
た
。
そ
こ
で
、
距
離
に
応
じ
て
標
準
運
賃
を
日
本
人
会
で
取
極

　
め
た
。
叉
各
戸
の
作
付
反
別
に
応
じ
て
、
牛
車
の
配
車
日
程
を
定
め
、
日

　
本
人
会
が
こ
れ
を
監
視
し
た
。

ω
植
付
期
日
の
制
限
　
　
輸
送
の
統
制
と
関
連
し
て
馬
鈴
薯
の
植
付
期
の
問

　
題
が
あ
っ
た
。
一
九
二
〇
年
頃
、
馬
鈴
薯
栽
培
者
の
あ
い
だ
に
は
「
早
蒔

　
き
競
事
」
と
い
う
現
象
が
あ
っ
た
。
隣
人
よ
り
一
日
で
も
蒔
付
を
先
ん
じ

　
た
者
は
そ
れ
だ
け
有
利
な
生
産
を
あ
げ
た
。
そ
れ
は
早
蒔
き
に
よ
っ
て
、

　
隣
人
に
先
ん
じ
て
生
産
物
を
搬
出
す
れ
ば
有
利
に
販
売
で
き
る
こ
と
、
隣

　
入
の
畑
よ
り
先
に
収
穫
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
病
害
を
免
が
れ
る
こ
と
に
因

　
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
お
互
い
に
早
く
蒔
付
を
終
ろ
う
と
競
宰
に
な

　
つ
た
が
、
早
蒔
も
度
が
過
ぎ
る
と
い
ろ
い
ろ
の
不
都
合
が
生
じ
た
。
な
か

　
で
も
霜
害
の
脅
威
が
怖
れ
ら
れ
た
。
コ
チ
ア
地
方
お
け
る
馬
鈴
薯
雨
季
作

蒔
付
適
期
は
初
春
に
あ
た
る
九
月
ご
ろ
と
さ
れ
て
い
た
が
、
早
蒔
き
競
孚

の
結
果
八
月
上
中
旬
に
蒔
く
よ
う
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
八
月
は
年
に
よ

つ
て
霜
害
を
被
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
日
本
人
会
で
は
、
現
地
住
民
の

経
験
に
照
し
て
八
月
中
旬
以
後
は
降
霜
の
な
い
こ
と
を
確
か
め
、
八
月
十

五
日
以
前
の
蒔
付
を
禁
止
し
た
。
蒔
付
期
制
限
の
可
否
に
つ
い
て
は
会
員

の
間
に
異
論
が
あ
っ
た
。
制
限
反
対
の
者
は
た
と
え
コ
チ
ア
地
域
で
蒔
付

期
日
制
限
を
や
っ
た
と
こ
ろ
で
、
他
地
域
の
栽
培
者
は
無
制
限
で
あ
り
、

む
し
ろ
コ
チ
ア
の
制
限
の
た
め
漁
夫
の
利
を
占
め
る
で
は
な
い
か
、
と
主

張
し
た
。
蒔
付
制
限
を
め
ぐ
っ
て
の
論
孚
は
結
局
コ
ミ
ェ
ニ
テ
ィ
内
部
の

派
閥
行
動
の
表
面
化
で
あ
っ
た
。
論
議
の
末
、
蒔
付
制
限
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
、
こ
れ
は
約
十
年
間
に
わ
た
っ
て
持
続
さ
れ
た
。
後
で
述
べ
る

よ
う
に
、
蒔
付
制
限
を
め
ぐ
る
派
閥
の
対
立
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
社
会
統

合
を
試
す
た
め
の
テ
ス
ト
・
ケ
ー
ス
と
な
っ
た
。

「
村
」
と
学
校

　
初
め
は
学
校
と
い
う
よ
り
も
塾
と
し
て
発
足
し
、
一
九
一
七
年
か
ら
日
本

人
下
々
館
で
授
業
を
開
始
し
た
。
年
・
を
追
っ
て
生
徒
…
数
と
教
師
の
数
が
増
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

以
来
四
十
余
年
に
わ
た
っ
て
維
持
さ
れ
て
き
た
。
邦
人
在
住
者
は
「
コ
チ
ア

小
学
校
」
と
よ
ん
だ
が
、
後
に
公
認
校
と
な
っ
て
か
ら
は
ノ
ー
ヴ
ァ
・
エ
ス

ペ
ラ
ン
サ
宕
。
護
国
。
・
感
謝
巨
3
小
学
校
と
名
ず
け
ら
れ
た
。
邦
人
の
設
立
に
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な
る
学
校
と
し
て
は
最
も
古
い
も
の
に
属
す
る
。
コ
チ
ア
小
学
校
の
変
遷
を

辿
っ
て
み
る
こ
と
は
、
　
一
方
に
お
い
て
コ
チ
ア
地
方
の
邦
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
成
過
程
を
辿
る
こ
と
で
あ
り
、
他
方
移
住
者
の
生
活
意
識
と
態
度
の
変

化
を
知
る
上
の
手
蔓
で
も
あ
る
。

　
間
も
な
く
学
校
は
会
館
か
ら
離
れ
て
、
近
く
の
高
地
の
上
に
移
転
し
た
。

一
九
二
四
年
に
は
・
三
・
タ
ー
ド
紙
〔
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
一
流
新
聞
〕
に
広
告
を
掲
げ
て
、
薪

校
舎
建
築
の
入
札
を
行
っ
た
。
こ
う
し
て
出
来
上
っ
た
新
校
舎
は
煉
瓦
建
、

瓦
ぶ
き
で
あ
っ
た
。
建
設
費
は
一
部
を
在
住
者
の
寄
付
行
為
に
仰
ぎ
、
一
部

は
在
サ
ン
パ
ウ
ロ
日
本
総
領
事
館
の
補
助
に
よ
っ
た
。
敷
地
は
初
め
付
近
の

地
主
か
ら
借
地
し
て
い
た
も
の
を
、
の
ち
に
日
本
人
会
の
共
有
資
産
と
し
て

購
入
し
た
。
そ
し
て
日
本
人
会
の
集
会
も
新
校
舎
で
行
わ
れ
た
。
の
み
な
ら

ず
、
学
校
は
在
住
邦
入
に
と
っ
て
社
会
生
活
の
中
心
で
も
あ
っ
た
。
知
名
の

士
が
コ
チ
ア
を
訪
れ
る
時
は
校
舎
が
歓
迎
会
場
と
な
っ
た
し
、
秋
に
催
さ
れ

る
慰
安
運
動
会
、
新
年
や
天
長
節
な
ど
の
祝
賀
式
も
こ
こ
で
行
わ
れ
た
。
一

九
一
七
年
か
ら
二
七
年
に
至
る
問
、
学
校
の
維
持
は
日
本
人
会
心
は
そ
の
附

属
団
体
で
あ
る
父
兄
会
が
当
っ
た
。
維
持
費
は
そ
の
大
部
分
を
父
兄
会
で
ま

か
な
い
、
不
足
分
は
日
本
人
会
の
負
担
と
し
た
。

　
村
と
学
校
と
の
関
係
を
、
他
の
ヨ
i
p
ッ
パ
系
移
住
者
、
例
え
ば
ド
イ
ツ

人
に
つ
い
て
み
る
と
圏
ハ
味
ぶ
か
い
。
日
本
人
に
し
て
も
、
ド
イ
ツ
人
に
し
て

も
、
移
住
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
学
校
を
重
要
な
施
設
と
み
な
し
、
学

　
　
　
　
移
住
者
と
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

校
の
維
持
に
大
ぎ
な
努
力
を
払
う
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。
併
し
日

本
人
は
ド
イ
ツ
人
に
比
べ
て
よ
り
性
急
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
系
移
住
者
は
ブ
ラ

ジ
ル
側
政
府
機
関
の
補
助
と
援
護
と
を
期
待
し
且
つ
そ
の
実
現
を
侯
っ
て
学

校
の
設
立
経
営
を
行
う
が
、
日
本
人
移
住
者
の
場
合
は
多
く
の
移
住
地
に
お

い
て
政
府
当
局
の
イ
ニ
シ
チ
ー
ヴ
を
侯
た
ず
に
学
校
を
設
立
し
た
。
こ
れ
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
移
住
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
、
旧
教
に
せ
よ
新
教
に
せ
よ
、

教
会
を
中
心
と
し
学
校
を
一
つ
の
補
助
施
設
と
す
る
に
比
べ
て
、
日
本
人
移

住
者
の
場
合
は
学
校
そ
れ
自
体
が
コ
ミ
ュ
ニ
ナ
ィ
の
中
心
的
施
設
で
あ
り
、

社
会
結
合
の
中
核
を
な
す
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
言
い
代
え
れ

ば
、
宗
教
に
根
ざ
す
道
徳
観
を
基
調
と
す
る
西
欧
諸
国
文
化
と
、
明
治
維
新

以
降
は
学
校
教
育
を
基
本
的
な
価
値
の
一
つ
と
し
て
採
入
れ
た
日
本
文
化
と

の
、
文
化
様
式
の
違
い
で
も
あ
ろ
う
。

　
問
題
は
、
こ
の
よ
う
に
政
府
教
育
機
関
と
は
ほ
と
ん
ど
無
関
係
に
、
移
住

者
自
身
の
発
意
と
行
為
に
よ
っ
て
次
々
と
設
立
さ
れ
た
日
語
学
校
が
後
年
さ

ま
ざ
ま
の
困
難
と
障
碍
に
当
面
し
た
こ
と
で
あ
る
Q
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
に
お
け

る
日
系
人
経
営
の
学
校
の
多
く
は
一
九
三
〇
一
四
〇
年
間
に
次
の
よ
う
な
推

移
を
辿
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
当
初
の
設
立
は
移
住
者
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ー
ヴ
で

行
わ
れ
る
。
後
に
州
の
教
育
官
庁
が
同
一
地
域
に
学
校
を
施
設
す
る
場
合
に

は
日
系
学
校
は
「
私
立
」
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
日
系
学

校
の
施
設
を
教
育
官
庁
に
接
収
し
、
更
め
て
公
官
立
学
校
と
し
て
改
造
さ
れ
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移
住
者
と
協
同
組
合

る
。
殊
に
一
九
三
〇
年
代
の
末
期
に
、
当
時
の
ヴ
ァ
ル
ガ
ス
政
権
が
次
々
と

ナ
シ
・
ナ
リ
ゼ
ー
シ
・
ン
政
策
を
実
施
し
て
、
初
等
科
児
童
に
対
す
る
外
国

語
教
育
が
禁
止
さ
れ
て
か
ら
は
、
そ
れ
ま
で
非
公
認
の
私
立
学
校
に
す
ぎ
な

か
っ
た
日
語
学
校
は
或
は
閉
鎖
を
命
ぜ
ら
れ
、
或
は
強
制
的
に
私
立
公
認
校

へ
改
造
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
日
本
人
経
営
の
学
校
は
非
常
な
混
乱
に
陥
っ

た
。
そ
れ
許
り
で
は
な
い
、
一
九
三
〇
年
以
後
、
日
本
政
府
は
サ
ン
パ
ウ
ロ

州
に
お
け
る
日
系
人
子
弟
教
育
の
積
極
的
な
干
渉
一
指
導
と
い
う
名
の
ー

ー
を
展
開
し
て
い
た
の
で
、
こ
れ
は
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
の
学
校
教
育
方
針
と
正

面
か
ら
衝
突
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
方
で
ブ
ラ
ジ
ル
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ぜ
ー

シ
ョ
ン
政
策
に
圧
迫
さ
れ
、
他
方
日
本
の
国
家
主
義
的
な
指
導
を
押
し
つ
け

ら
れ
た
移
住
者
の
集
団
は
、
二
つ
の
文
化
の
谷
間
に
陥
ち
た
よ
う
な
状
態
を

呈
し
た
。
こ
の
時
か
ら
第
二
次
大
戦
に
か
け
て
、
移
住
者
は
文
化
的
な
相
剋

6
巳
け
客
舎
6
。
ロ
漂
9
に
悩
ん
で
暗
い
日
々
を
送
る
こ
と
に
な
る
。

　
コ
チ
ア
小
学
校
の
場
合
は
私
立
か
ら
公
認
へ
の
転
換
が
き
わ
め
て
順
調
に

行
わ
れ
た
。
一
九
一
七
年
に
設
立
、
＋
心
後
の
一
九
二
七
年
に
私
立
学
校
と

し
て
公
認
さ
れ
、
定
期
的
に
視
学
の
巡
視
を
う
け
た
。
日
本
語
と
並
ん
で
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
を
初
め
か
ら
教
え
た
が
、
現
地
住
民
の
子
弟
の
入
学
を
認
め
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ル
ノ
ポ
サ
エ
ス
コ
ラ
　
ル

の
は
一
九
二
五
年
以
後
で
あ
っ
た
。
一
九
三
〇
年
に
は
四
年
制
小
学
校
と
し

て
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
頃
、
パ
ニ
ッ
ク
の
結
果
邦
人
在
住
者
の
隣
接
地
域
へ

の
移
動
・
分
散
が
は
じ
ま
っ
て
い
た
の
で
、
遠
距
離
地
域
の
邦
人
子
弟
を
学

ば
せ
る
た
め
に
寄
宿
舎
を
併
設
し
た
。
一
九
二
七
年
ま
で
教
員
の
任
免
は
日

本
人
会
で
行
い
、
学
校
の
諸
方
針
も
日
本
人
会
役
員
の
意
見
で
左
右
さ
れ
て

い
た
が
、
同
年
日
本
の
師
範
出
身
の
教
員
が
指
導
す
る
よ
う
に
な
っ
て
教
育

方
針
は
大
き
く
転
回
し
た
。
彼
は
学
級
を
増
や
し
、
積
極
的
に
ブ
ラ
ジ
ル
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

子
弟
を
入
学
さ
せ
る
方
針
を
採
っ
た
。
同
時
に
日
本
人
教
師
と
ブ
ラ
ジ
ル
人

教
師
と
の
協
同
を
促
進
し
た
。
こ
の
よ
う
な
方
針
を
確
定
し
た
こ
と
が
、
後

に
ナ
シ
。
ナ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
政
策
に
よ
っ
て
致
命
的
な
打
撃
を
蒙
る
こ
と
な

く
、
学
校
を
経
営
維
持
で
き
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

　
子
弟
教
育
に
対
す
る
コ
チ
ア
地
方
の
邦
人
移
住
者
の
態
度
は
、
入
植
当
初

と
組
合
設
立
後
と
に
お
い
て
は
、
か
な
り
の
相
異
が
認
め
ら
れ
る
。
言
を
換

え
れ
ば
、
こ
れ
は
邦
人
移
住
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
学
校
の
機
能
的
な

変
化
で
も
あ
る
。
次
に
こ
れ
を
三
つ
の
局
面
剛
冨
。
。
①
に
分
け
て
見
よ
う
。

ω
　
教
育
は
言
語
習
得
の
観
点
か
ら
価
値
ず
け
ら
れ
る
。
移
住
者
は
そ
の
経

　
験
に
よ
っ
て
言
語
に
湛
能
な
こ
と
が
如
何
に
「
成
功
す
る
」
た
め
の
必
要

　
条
件
で
あ
る
か
を
痛
感
す
る
。
そ
こ
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
習
得
に
重
点
が
お

　
か
れ
る
。
児
童
に
は
併
せ
て
日
本
語
も
教
え
る
が
、
夜
間
は
成
人
の
た
め

　
の
ポ
語
学
校
が
開
設
さ
れ
た
。
一
九
二
四
年
に
は
コ
チ
ア
小
学
校
で
成
人

　
ポ
語
講
座
が
開
始
さ
れ
、
多
数
の
青
年
が
通
学
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

回
　
次
い
で
教
育
は
子
弟
の
「
カ
ボ
ー
ク
ロ
化
」
を
予
防
す
る
最
良
の
手
段

　
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
年
月
の
経
過
と
共
に
、
移
住
者
は
「
一
携
千
金
」
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「
錦
衣
帰
郷
」
の
夢
が
薄
ら
い
で
い
き
、
子
弟
の
教
育
を
真
剣
に
な
っ
て

考
え
は
じ
め
る
。
　
「
子
供
が
カ
ポ
ー
ク
p
と
な
っ
た
ら
大
変
だ
」
と
い
う

考
え
方
が
こ
の
時
期
に
は
支
配
的
と
な
る
。
一
、
二
の
例
を
引
こ
う
。

（
a
）
　
『
近
く
の
エ
ン
ブ
ー
部
落
に
ド
イ
ツ
系
の
木
樵
が
何
家
族
が
住
ん
で
い
た
。

　
恐
ら
く
ド
イ
ツ
移
民
の
三
世
か
四
世
か
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
た
が
、
彼
ら
の
生
活

　
は
全
く
カ
ボ
ー
ク
ロ
と
寸
分
違
わ
な
い
。
違
っ
て
い
る
点
は
金
髪
の
持
主
だ
と

　
い
う
に
あ
っ
た
。
私
は
そ
の
う
ち
一
家
と
識
合
い
に
な
っ
た
が
、
家
族
全
員
が

　
朝
か
ら
晩
ま
で
木
を
挽
い
て
い
る
Q
挽
く
と
き
の
癖
が
習
性
と
な
っ
た
の
か
、

　
彼
ら
は
歩
く
と
き
も
、
話
し
て
い
る
時
も
、
首
か
ら
上
が
一
方
に
曲
っ
て
い
た
Q

　
も
し
教
育
を
し
て
や
ら
な
い
と
自
分
の
子
供
や
孫
も
や
が
て
あ
ん
な
惨
め
な
生

　
活
を
す
る
よ
う
に
な
る
か
、
と
思
う
と
ゾ
ツ
と
し
た
。
』

（
b
）
　
『
わ
れ
わ
れ
は
移
民
で
来
た
の
だ
か
ら
言
葉
や
教
育
の
点
で
ブ
ラ
ジ
ル
人

　
の
良
家
に
追
い
つ
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
こ
の
土
地
で
生
れ
、
そ
し
て

　
育
つ
た
わ
れ
わ
れ
の
子
供
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
入
よ
り
高
い
教
育
を
与
え
て
や
ら
ね

　
ば
な
ら
な
い
。
で
な
い
と
、
わ
れ
わ
れ
の
子
供
た
ち
が
良
家
出
身
の
ブ
ラ
ジ
ル

　
人
の
社
会
で
伸
び
て
い
く
こ
と
は
で
ぎ
な
い
の
だ
。
』

　
こ
の
風
潮
を
反
映
し
て
か
、
当
時
の
邦
人
移
住
者
の
経
済
生
活
は
ま
だ

安
定
に
達
し
て
い
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
初
期
の
コ
チ
ア
小
学
校

出
身
の
子
弟
に
は
上
級
学
校
へ
進
む
者
が
相
続
い
だ
。
例
え
ば
一
九
二
三

i
二
六
年
間
に
同
小
学
校
を
算
え
た
二
五
〇
名
の
生
徒
の
中
か
ら
後
に
法

科
二
、
医
科
三
、
工
科
二
、
商
科
一
、
計
八
名
と
い
う
大
学
卒
業
生
を
出

し
て
い
る
。

　
　
　
移
住
者
と
協
同
組
合

8
　
一
九
三
〇
年
ご
ろ
を
境
と
し
て
、
学
校
に
は
新
た
な
「
使
命
」
が
与
え

　
ら
れ
る
。
そ
れ
は
ブ
ラ
ジ
ル
文
化
と
の
接
触
が
深
ま
り
、
移
住
者
の
文
化

　
変
容
が
進
行
す
る
に
伴
っ
て
芽
生
え
て
く
る
文
化
相
剋
の
端
緒
と
い
え
る

　
か
も
知
れ
な
い
。
移
住
者
の
マ
ー
ジ
ナ
ル
的
傾
向
は
更
に
数
年
後
に
は
日

　
本
と
ブ
ラ
ジ
ル
両
国
の
相
対
す
る
ナ
シ
・
ナ
リ
ズ
ム
の
激
流
に
よ
っ
て
強

　
め
ら
れ
る
。
移
住
者
自
身
の
立
場
の
矛
盾
を
解
決
す
る
途
と
し
て
、
学
校

　
に
対
し
て
新
し
い
「
使
命
」
が
要
請
さ
れ
る
。
一
九
三
二
年
に
コ
チ
ア
小

　
学
校
が
子
弟
指
導
要
綱
と
し
て
起
草
し
た
一
文
に
は
、
三
つ
の
使
命
を
あ

　
げ
て
い
る
。

　
a
i
ブ
ー
フ
ジ
ル
在
住
邦
人
の
理
想
に
適
い
、
か
つ
ブ
ラ
ジ
ル
国
家
に
対
し

　
　
て
忠
誠
な
市
民
を
育
成
す
る
こ
と
。

　
b
l
日
本
精
神
の
中
核
を
堅
持
し
、
健
全
な
世
界
観
の
湖
養
に
努
め
る
こ

　
　
と
Q

　
c
l
日
本
人
ブ
ラ
ジ
ル
人
を
問
わ
ず
、
コ
チ
ア
全
住
民
の
教
育
を
高
め
、

　
　
学
校
を
し
て
社
会
教
育
の
中
心
た
ら
し
め
る
こ
と
。

　
相
対
す
る
二
つ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
谷
間
で
、
コ
チ
ア
の
移
住
者
た
ち

は
、
育
ち
つ
つ
あ
る
新
し
い
世
代
の
教
育
に
「
和
魂
洋
才
」
、
「
伯
主
日
従
」

と
い
う
問
題
を
真
剣
に
考
え
た
。
そ
れ
は
抗
し
よ
う
も
な
い
激
流
に
対
す
る

優
な
い
反
抗
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
コ
チ
ア
在
住
者
の
悩
み
は
そ
の

ま
ま
ブ
ラ
ジ
ル
在
住
の
邦
人
移
住
者
の
姿
で
も
あ
っ
た
。
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移
住
者
と
協
同
組
A
口

　
集
団
制
裁
の
発
現

　
コ
チ
ア
地
方
に
形
成
さ
れ
た
邦
人
移
住
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
い
わ
ば

日
本
農
村
の
村
落
組
織
を
多
分
に
再
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
か
な

り
高
度
の
社
会
統
合
性
。
D
。
畠
＝
ロ
8
α
Q
糞
ご
ロ
を
保
持
し
て
い
た
。
そ
の
あ
ら

わ
れ
の
一
つ
に
集
団
制
裁
∩
。
ま
。
試
く
。
ω
碧
。
試
。
ロ
が
あ
る
Q

　
例
え
ば
日
本
人
会
の
取
極
め
を
守
ら
ず
、
個
別
的
な
違
反
行
為
を
犯
し
た

成
員
に
対
し
て
は
、
当
然
集
団
制
裁
が
適
用
さ
れ
た
。
一
九
二
〇
年
頃
、
日

本
人
会
で
は
集
団
秩
序
の
概
乱
者
に
対
し
て
罰
則
を
定
め
た
。
も
し
日
本
人

会
の
会
員
で
あ
っ
て
、
会
の
取
極
め
を
遵
守
せ
ず
、
他
の
会
員
に
物
質
的
・

精
神
的
損
害
を
与
え
た
者
は
こ
れ
を
除
名
処
分
に
付
し
て
会
か
ら
追
放
す
る

と
い
う
要
旨
で
あ
っ
た
。
会
か
ら
の
追
放
は
絶
交
を
意
味
し
、
か
つ
他
の
会

員
と
は
日
常
の
挨
拶
を
も
交
わ
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
定
め
た
。
地
方
在
住

の
邦
人
は
全
員
例
外
な
し
に
目
本
人
密
々
員
で
あ
る
か
ら
、
一
度
追
放
さ
れ

た
会
員
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
の
追
放
を
意
味
す
る
。
か
と
言
っ
て
、
ま
だ

現
地
の
風
俗
習
慣
に
な
じ
ま
ず
、
ま
だ
「
異
邦
人
」
の
域
を
脱
し
な
い
移
住

者
が
孤
立
し
て
生
活
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
除
名
処
分
は

地
域
的
・
社
会
的
追
放
を
意
味
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
制
裁
の
発

現
は
、
日
本
の
村
ハ
チ
ブ
叉
は
村
ハ
ズ
シ
の
再
現
で
あ
っ
た
。
日
本
の
村
ハ

チ
ブ
と
違
う
点
は
、
コ
チ
ア
で
は
そ
れ
が
日
本
人
会
の
決
議
と
い
う
合
法
的

な
手
続
き
に
よ
っ
て
成
文
化
さ
れ
た
点
で
あ
ろ
う
。

　
最
初
の
追
放
事
件
は
牛
車
の
分
配
に
か
ら
ん
で
起
つ
た
。
既
に
或
る
会
員

に
配
車
さ
れ
て
い
た
牛
車
を
他
の
会
員
が
使
用
し
た
。
日
本
人
会
で
は
直
ち

に
、
牛
車
の
不
法
使
用
を
行
っ
た
会
員
を
除
名
処
分
に
付
し
た
。
こ
の
会
員

の
家
族
は
、
全
く
孤
立
状
態
で
生
活
す
る
こ
と
約
一
年
の
の
ち
、
隣
人
を
介

し
て
再
三
謝
り
を
申
入
れ
、
会
で
は
こ
れ
を
認
め
て
再
加
入
を
許
し
た
。

　
次
い
で
馬
鈴
薯
の
植
付
時
期
制
限
に
つ
い
て
、
一
部
の
会
員
は
、
こ
れ
に

反
対
の
意
を
表
明
し
、
会
が
制
限
の
設
定
を
決
議
し
た
の
ち
も
、
こ
の
決
定

に
従
お
う
と
し
な
か
っ
た
。
日
本
人
会
は
臨
時
総
会
を
召
集
し
て
、
こ
れ
ら

植
付
時
期
の
制
限
を
守
ら
な
か
っ
た
会
員
を
糾
明
し
た
。
こ
の
時
は
除
名
ま

で
進
展
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
翌
年
も
反
対
論
者
の
或
る
者
が
、
前
年
と
同

じ
よ
う
に
植
付
時
期
の
制
限
を
無
視
す
る
と
い
う
事
態
が
起
つ
た
。
こ
れ
を

知
っ
た
日
本
人
会
は
、
再
び
臨
時
総
会
を
開
催
し
、
そ
の
決
議
に
従
っ
て
会

員
た
ち
は
各
自
鍬
を
肩
に
し
て
違
反
者
の
農
地
に
押
寄
せ
、
せ
っ
か
く
蒔
付

け
た
許
り
の
種
子
を
掘
起
す
と
い
う
処
置
に
出
た
。
こ
の
時
、
違
反
者
は
他

0
会
員
が
集
合
し
た
と
こ
ろ
で
陳
謝
の
意
を
表
し
、
再
び
誤
り
を
犯
さ
な
い

こ
と
を
誓
っ
て
よ
う
や
く
赦
免
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
制
裁
は
ま
た
、
そ
の
効
果
を
倍
加
さ
せ
る
た
め
に
、
後
に
は

薪
聞
紙
上
に
除
名
広
告
を
掲
載
す
る
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
た
。
制
裁
の
適
用
は

お
ど
ろ
く
べ
き
周
到
さ
を
も
っ
て
準
備
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
日
本
人
会
が
除
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名
処
分
に
つ
い
て
決
議
文
を
採
択
す
る
時
に
は
、
そ
の
決
議
が
満
場
一
致
を

も
つ
て
可
決
さ
れ
た
こ
と
は
も
と
よ
り
、
決
議
は
全
員
の
共
同
責
任
の
下
に

実
行
さ
れ
る
こ
と
、
将
来
除
名
処
分
を
受
け
た
者
の
家
族
が
己
れ
の
態
度
を

反
省
、
豊
丘
の
の
ち
に
会
へ
の
復
帰
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
共
同

責
任
の
事
実
に
は
些
も
変
化
が
な
い
こ
と
、
万
一
共
同
責
任
を
棄
る
よ
う
な

行
為
が
あ
っ
た
場
合
そ
の
会
員
は
如
何
な
る
罰
則
に
処
せ
ら
れ
て
も
不
服
を

い
わ
ざ
る
こ
と
、
な
ど
を
定
め
て
い
る
。
こ
う
い
う
申
合
せ
を
し
た
の
ち
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

日
本
人
会
の
名
に
お
い
て
除
名
広
告
が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
る
。
除
名
広
告
は

氏
名
の
外
に
、
そ
の
者
の
出
身
地
名
を
あ
げ
る
。

　
一
た
ん
広
告
が
掲
載
さ
れ
る
と
、
除
名
広
告
の
取
消
し
叉
は
撤
回
に
は
面

倒
な
手
続
き
が
要
る
。
制
裁
を
受
け
る
側
は
調
停
を
村
の
老
人
に
依
頼
し
、

老
人
は
「
年
寄
の
顔
に
免
じ
て
」
赦
免
し
て
く
れ
る
よ
う
日
本
人
会
の
役
員

に
申
入
れ
る
。
会
で
は
再
三
会
合
を
重
ね
た
の
ち
に
除
名
処
分
の
撤
回
に
同

意
し
、
除
名
を
解
か
れ
た
者
が
差
出
し
た
酒
を
受
取
っ
て
手
を
打
つ
、
と
い

う
手
続
き
を
要
し
た
。
年
寄
の
仲
裁
と
い
い
、
酒
を
買
う
こ
と
と
言
い
、
こ

の
よ
う
な
制
裁
が
村
ハ
ズ
シ
の
再
現
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
行
動
様
式
の
変
化

　
邦
人
移
住
者
の
入
植
期
（
一
九
一
五
i
一
七
）
及
び
定
着
期
（
一
九
一
八

－
二
四
）
を
通
じ
て
、
日
本
人
が
現
地
住
民
か
ら
受
入
れ
た
文
化
要
素
叉
は

　
　
　
　
移
住
者
と
協
同
組
合

様
式
の
う
ち
、
と
く
に
ム
チ
ロ
ー
ン
及
び
コ
ン
パ
ド
リ
ー
オ
を
あ
げ
る
必
要

が
あ
ろ
う
。
ム
チ
ロ
ー
ン
も
コ
ン
パ
ド
リ
ー
オ
も
、
日
本
人
と
現
地
住
民
と

の
、
異
っ
た
二
集
団
の
社
会
的
な
相
互
関
係
を
そ
れ
ぞ
れ
象
徴
し
た
と
こ
ろ

に
共
通
性
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
前
期
（
入
植
）
の
q
∩
隔
日
ぼ
亀
。
な
関
係

の
次
元
に
お
い
て
は
ム
チ
p
ー
ン
が
、
そ
し
て
後
期
（
定
着
）
に
よ
り
緊
密

な
接
触
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
コ
ン
パ
ド
リ
ー
オ
が
、
こ
れ
ら

二
集
団
の
あ
い
だ
の
接
触
の
段
階
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
ム
チ
ロ
ー
ン
冒
昌
一
鼠
。
は
日
本
農
村
の
ユ
イ
叉
は
モ
ヤ
イ
に
も
比
す
べ
き

隣
保
集
団
の
協
同
形
態
で
あ
る
。
現
在
で
は
ム
チ
p
i
ン
は
よ
ほ
ど
内
陸
の

農
村
に
い
か
な
い
と
見
ら
れ
な
い
が
、
当
時
は
頻
繁
に
催
さ
れ
た
。
邦
人
移

住
者
は
入
植
後
一
～
二
年
で
現
地
住
民
の
ム
チ
ロ
ー
ン
に
参
加
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
伝
統
的
な
形
態
で
は
、
ム
チ
ロ
ー
ン
は
家
建
て
、
と
う
も
ろ
こ
し

や
フ
ェ
イ
ジ
ョ
ン
豆
な
ど
畑
地
の
除
草
の
と
き
催
さ
れ
る
。
日
本
人
の
場
合

は
、
馬
鈴
薯
の
蒔
付
け
、
家
建
て
な
ど
早
急
に
作
業
を
終
ら
せ
た
い
時
に
ム

チ
ロ
ー
ン
を
採
用
し
た
。
そ
の
日
は
隣
人
や
親
族
を
含
め
、
部
落
の
者
が
三

余
名
な
い
し
数
＋
名
も
参
集
す
る
。
作
業
申
は
ム
チ
ロ
ー
ン
特
有
の
難
し
歌

を
う
た
い
、
昼
食
を
振
舞
い
、
早
仕
舞
い
の
夕
食
に
は
酒
が
出
る
。
日
本
人

は
招
か
れ
る
と
現
地
住
民
の
ム
チ
ロ
ー
ン
に
参
加
し
、
叉
自
家
で
催
す
と
き

は
そ
の
「
お
返
し
」
を
受
け
た
Q

　
邦
人
入
植
者
が
増
加
し
て
か
ら
は
馬
鈴
薯
の
蒔
付
は
ほ
と
ん
ど
こ
の
ム
チ
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移
住
者
と
協
同
組
合

p
ー
ン
形
態
の
共
同
作
業
で
行
わ
れ
た
。
日
本
人
の
場
合
は
作
業
を
分
業
と

し
、
土
竈
を
切
る
者
、
忌
詞
を
下
す
者
、
肥
料
を
運
ぶ
者
な
ど
、
幾
組
も
に

分
れ
て
働
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
ム
チ
ロ
ー
ン
の
外
に
、
日
本
人
の
間
で
は
も
っ
と
相
互
的
性

格
の
強
い
ト
ロ
ッ
カ
・
デ
ィ
ー
ア
目
呂
。
㌣
象
⇔
を
行
っ
た
が
、
こ
れ
は
手
間

替
え
に
該
当
す
る
。

　
コ
ン
パ
ド
リ
ー
オ
。
。
日
至
孝
。
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
の
洗
礼
の
儀
礼
に
根
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ノ
プ
レ
ク
ス

す
擬
似
親
族
の
文
化
複
合
で
あ
る
。
こ
の
習
慣
も
日
本
人
は
早
く
か
ら
採

入
れ
た
。
何
の
家
で
も
子
供
た
ち
の
何
人
か
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
洗
礼
を
受
け
、

現
地
住
民
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
を
洗
礼
親
に
持
つ
た
。
こ
の
場
合
、
洗
礼
親
の
選

択
標
準
は
、
お
お
む
ね
地
域
社
会
に
お
け
る
日
本
人
の
社
会
上
昇
に
併
行
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
初
期
（
入
植
）
に
お
い
て
は
部
落
の
地
主
や
自
作
農

の
中
か
ら
日
本
人
子
弟
の
洗
礼
親
が
選
ば
れ
た
が
、
後
期
（
定
着
）
に
な
る

と
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
商
店
主
、
コ
チ
ア
郡
の
役
職
員
な
ど
が
洗
礼
親
選
択
の
対

象
と
な
っ
た
。
コ
チ
ア
小
学
校
が
公
認
校
と
な
っ
て
か
ら
は
、
邦
人
子
弟
間

の
洗
礼
は
ぐ
っ
と
増
加
し
た
。

　
ム
チ
ロ
ー
ン
に
せ
よ
、
コ
ン
バ
ド
リ
ー
オ
に
せ
よ
、
移
住
者
の
集
団
を
現

地
住
民
の
集
団
に
接
近
さ
せ
る
上
に
重
要
な
役
割
を
果
し
た
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。

　
「
外
界
」
と
の
関
係

　
邦
人
移
住
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
「
外
界
」
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
・
ン

は
幾
つ
も
の
回
路
を
介
し
て
行
わ
れ
た
。
コ
チ
ア
地
方
に
お
い
て
こ
そ
、
日

本
人
と
現
地
住
民
と
の
関
係
は
年
を
逐
っ
て
緊
密
と
な
っ
た
が
、
よ
り
大
き

な
ブ
ラ
ジ
ル
社
会
と
の
接
触
は
生
産
物
の
販
売
、
消
費
材
の
購
入
な
ど
極
め

て
狭
隆
な
経
済
関
係
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
む
し
ろ
ブ
ラ
ジ
ル
社
会
と
の
接

触
は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
日
本
人
社
会
（
移
住
者
社
会
）
を
仲
介
と
し
て
間
接

的
に
行
わ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
も
っ
と
も
組
合
が
結
成
さ
れ
、
組
合
の
活

動
が
や
が
て
コ
チ
ア
地
域
か
ら
他
の
隣
接
諸
地
域
へ
と
拡
大
さ
れ
る
に
伴
っ

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
大
が
行
わ
れ
る
。

　
当
時
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
で
は
二
様
の
日
語
新
聞
が
発
刊
さ
れ
て
い
た
。
コ
チ

ア
在
住
の
邦
人
は
ほ
と
ん
ど
各
戸
で
こ
れ
ら
の
新
聞
を
購
読
し
て
い
た
。
母

国
の
ニ
ュ
ー
ズ
も
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
情
勢
も
新
聞
を
通
じ
て
接
し
た
し
、
逆
に

コ
チ
ア
地
方
の
邦
人
の
動
静
も
新
聞
を
介
し
て
一
般
在
住
邦
人
に
報
道
さ
れ

た
。
新
聞
が
ま
た
除
名
広
告
の
掲
載
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
部
の
社
会
統

制
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
も
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
日
本
政
府
の
在
外
公
館
、
と
く
に
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
総
領
事
館
は
い
ろ
い
ろ

な
意
味
で
コ
チ
ア
の
邦
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
影
響
を
与
え
た
。
総
領
事
館
と

の
形
式
的
な
関
係
は
日
本
人
会
が
担
当
し
た
。
い
ま
、
こ
の
関
係
を
具
体
的

な
事
実
に
つ
い
て
辿
っ
て
み
る
と
、
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凶
　
］
九
二
三
年
、
コ
チ
ア
小
学
校
の
敷
地
購
入
に
つ
い
て
領
事
館
が
地
主
と
の
接

　
衝
を
斡
旋
し
た
。
又
同
校
々
舎
新
築
の
際
は
経
費
の
↓
部
を
補
助
金
と
し
て
下
付

　
し
た
。

回
　
一
九
二
四
年
、
い
わ
ゆ
る
イ
ジ
ド
ー
ロ
革
命
に
際
し
て
は
、
コ
チ
ア
地
方
の
在

　
住
邦
人
の
食
料
確
保
を
援
護
す
る
た
め
、
総
領
事
館
は
日
本
人
会
に
資
金
を
貸
与

　
し
た
Q

㈲
　
領
事
館
に
農
事
部
（
の
ち
に
勧
業
部
）
が
併
設
さ
れ
て
か
ら
は
農
業
技
術
面
の

　
指
導
が
活
議
に
行
わ
れ
た
Q

目
　
］
九
二
七
年
、
組
合
設
立
に
あ
た
っ
て
は
、
条
件
付
で
は
あ
っ
た
が
、
創
立
資

　
金
の
重
要
な
一
部
が
補
助
金
と
し
て
日
本
政
府
か
ら
下
付
さ
れ
た
。

　
勿
論
こ
の
よ
う
な
総
領
事
館
の
補
助
は
母
国
政
府
の
方
針
を
表
し
た
も
の

で
、
コ
チ
ア
に
限
ら
ず
他
地
域
在
住
の
邦
人
集
団
に
対
し
て
も
行
わ
れ
た
。

し
か
し
母
国
政
府
の
保
護
鳥
が
自
作
農
育
成
、
協
同
組
合
結
成
促
進
、
農
業

技
術
面
の
指
導
な
ど
、
生
産
方
面
に
集
注
さ
れ
た
間
は
確
か
に
効
果
的
で
あ

っ
た
が
、
の
ち
に
日
系
子
弟
の
教
育
指
導
に
ま
で
介
入
す
る
に
及
ん
で
、
移

住
者
を
混
乱
に
陥
れ
る
と
い
う
逆
効
果
を
招
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

註
（
1
）
　
パ
ト
ロ
ン
は
奉
公
人
が
雇
傭
主
を
指
す
場
合
の
「
且
那
」
又
は
「
主
人
」

　
　
に
あ
た
る
。
同
時
に
「
保
護
者
」
を
も
意
味
す
る
。
カ
マ
ラ
；
ダ
は
も
と
も
と

　
　
「
同
志
」
を
意
味
し
た
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
転
じ
て
「
日
傭
人
夫
」
、
「
使
用
人
」

　
　
な
ど
を
指
す
。

　
へ
2
）
　
当
時
す
で
に
協
同
組
合
は
設
立
さ
れ
て
い
た
が
、
未
だ
経
済
的
に
弱
体
で

　
　
組
合
員
の
負
債
を
整
理
し
て
や
る
こ
と
は
思
い
も
及
ば
な
か
っ
た
。
組
合
の
解

　
　
　
移
住
者
と
協
同
組
合

　
体
を
防
ぐ
こ
と
に
せ
い
一
ぱ
い
で
あ
っ
た
。
又
、
組
合
法
も
無
か
っ
た
当
時
て

　
は
、
政
府
の
援
助
を
期
待
す
る
こ
と
も
で
ぎ
な
か
っ
た
。

へ
3
）
　
設
立
後
十
五
年
間
に
お
け
る
コ
チ
ア
小
学
校
の
児
童
と
教
師
の
教
は
次
の

　
通
り
で
あ
る
。

九九九九九九九九年

西豆三二δ九八七度

生
　
徒

　
　
九

　
二

　
＝

　
一
二

　
一
四

　
一
二

　
一
九

　
二
一

ロ

巳一一一一一一一一一教
δ’　　　　　　　　　　　　貝
ヨ
穿　』’』．．．．．』’．『…’『『’『『”『『”『

墨

黒．九九九九九九九九年

忌三三δ充聴毛藏度

一一一一 @　　　　生
六四三六九五二二
〇四七四六六九三徒

五五四四三ニー一響
　　　　　　　　貝

（
4
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
　
　
　
　
　
　
b
》
。
ロ
ぎ
冨
富
。
山
。
。
・
と
H
①
ヨ
ロ
Φ
ω

　
昌
。
ピ
d
冨
。
。
岸
Q
。
習
団
碧
♂
”
H
ゆ
ま
・
毛
・
ω
o
O
7
し
。
o
。
鱒
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
5
）
　
前
掲
註
（
3
）
の
表
を
参
照
。

（
6
）
　
「
カ
ボ
ー
ク
ロ
化
」
＞
B
げ
8
ド
日
昌
8
、
つ
ま
り
知
的
水
準
の
低
い
カ
ボ
ー

　
ク
ロ
住
民
と
化
す
る
現
象
を
い
う
。
通
念
と
し
て
は
カ
ボ
ー
ク
ロ
化
は
退
嬰
的
、

　
頽
療
的
な
も
の
、
原
始
生
活
へ
の
逆
行
、
と
い
う
様
な
ス
テ
ロ
タ
イ
プ
を
含
ん

　
で
い
る
。

（
7
）
　
当
時
サ
ン
パ
ウ
ロ
で
発
刊
さ
れ
て
い
た
有
力
な
日
本
語
新
聞
が
二
紙
あ
っ

　
た
。
「
日
曝
新
聞
」
と
「
ブ
ラ
ジ
ル
時
報
」
が
そ
れ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
一
九
一
六
、

　
一
九
一
七
年
の
創
刊
で
あ
る
。

（
8
）
　
ム
チ
ロ
ー
ン
の
地
方
的
異
称
と
し
て
は
目
星
劉
ρ
℃
三
冨
P
鷲
首
円
ぎ
な

　
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
制
度
は
ブ
ラ
ジ
ル
全
国
を
通
じ
て
み
ら
れ
る
。
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移
住
者
と
協
同
組
合

W
　
組
合
の
成
立
条
件

　
コ
チ
ア
地
方
の
邦
人
移
住
者
は
、
当
初
の
入
植
期
（
一
九
　
五
一
一
七
）
を
経
て
、

漸
く
農
業
生
産
が
増
大
し
、
生
活
が
安
定
に
向
つ
た
定
着
期
（
一
九
一
八
一
二
四
）
を

過
ぎ
る
頃
に
は
、
す
で
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
過
程
を
終
ろ
う
と
し
て
い

た
。
現
地
住
民
の
地
域
社
会
と
重
合
し
た
移
住
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
は
、

一
方
に
お
い
て
現
地
住
民
と
の
関
係
を
設
定
し
、
地
域
社
会
の
社
会
条
件
に

適
応
し
つ
つ
、
他
方
で
は
母
胎
社
会
の
諸
要
素
・
諸
結
合
形
態
の
復
元
を
め

ざ
す
社
会
的
再
編
成
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
協
同
組
合
は
一
九
二
五
年
ご
ろ
か
ら
そ
の

設
立
の
動
き
が
始
ま
り
、
二
年
後
の
一
九
二
七
年
に
到
っ
て
実
現
さ
れ
た
。

協
同
組
合
の
結
成
は
、
既
存
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の
上
に
更
に
今
一
つ
の

要
素
が
「
追
加
」
叉
は
「
添
加
」
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
構
成
し
統
合
す
る
全
体
的
な
も
の
の
部
分
と
し
て
発
生
し
た
も
の

で
あ
り
、
従
っ
て
コ
ミ
ェ
ニ
テ
ィ
組
織
を
基
盤
と
し
て
の
み
、
そ
の
発
生
と

展
開
が
可
能
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
協
同
組
合
の
結
成
は
、
そ
の
意
味
に
お
い

て
、
移
住
者
集
団
の
社
会
再
編
成
の
「
仕
上
げ
工
程
」
と
い
え
る
も
の
で
あ

っ
た
。

生
産
部
面
の
調
整

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ロ
　
ン
　
パ

　
農
産
物
の
市
場
出
荷
が
も
つ
ば
ら
牛
車
や
駄
馬
隊
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
頃

は
、
こ
の
よ
う
な
輸
送
手
段
を
保
有
し
な
い
日
本
入
農
家
は
現
地
住
民
の
地

主
層
や
売
店
主
に
依
存
し
た
。
と
こ
ろ
が
ト
ラ
ッ
ク
の
出
現
に
よ
っ
て
状
況

は
一
変
し
た
。
す
で
に
商
品
経
済
の
生
活
を
営
ん
で
い
た
邦
入
移
住
者
は
ト

ラ
ッ
ク
の
現
金
購
入
が
現
地
地
主
よ
り
容
易
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
引
代
え
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ロ
　
ソ
　
バ

地
主
の
保
有
す
る
広
「
大
な
土
地
は
多
数
の
牛
馬
を
飼
育
し
て
牛
車
や
駄
馬
隊

を
維
持
す
る
に
は
適
し
て
い
た
が
、
ト
ラ
ッ
ク
へ
の
切
換
え
を
早
急
に
行
う

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
一
九
二
三
年
に
は
邦
人
の
う
ち
に
農
業
を
止
め
て
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
転

ず
る
者
が
出
た
。
翌
二
四
年
に
か
け
て
多
数
の
邦
人
農
家
が
自
家
用
と
賃
稼

ぎ
を
兼
ね
て
ト
ラ
ッ
ク
を
購
入
し
た
。
目
先
の
利
く
地
主
の
中
に
は
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
ト
ロ
　
ソ
　
バ

所
有
す
る
牛
車
や
駄
馬
隊
を
売
払
い
、
代
り
に
ト
ラ
ッ
ク
を
購
入
す
る
者
も

あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
ト
ラ
ッ
ク
運
送
で
日
本
人
と
競
卜
す
る
こ
と
は
不
利

な
結
果
に
終
っ
た
。

　
輸
送
力
の
革
命
的
な
改
善
は
幾
多
の
薪
た
な
問
題
を
生
ん
だ
。
牛
車
は
サ

ン
パ
ウ
p
市
内
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
ス
国
昌
①
ぎ
。
・
市
場
ま
で
馬
鈴
薯
を
運
搬
す
る

の
に
往
復
二
～
三
日
を
要
し
た
。
と
こ
ろ
が
ト
ラ
ッ
ク
は
、
同
じ
距
離
を
毎

日
二
回
往
復
が
で
き
、
し
か
も
積
載
量
に
お
い
て
牛
車
の
比
で
は
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
輸
送
力
の
増
大
は
市
場
に
混
乱
を
生
じ
た
。
市
場
の
取
引
は
午
前

中
に
限
ら
れ
て
い
た
の
で
、
午
後
か
ら
夜
間
に
か
け
て
搬
出
さ
れ
た
農
産
物
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は
、
市
場
の
近
傍
に
積
ん
で
翌
朝
市
場
の
取
引
再
開
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
に
つ
け
込
ん
で
、
仲
買
商
人
が
勝
手
な
行
為
を
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
当
時
の
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
ス
市
場
の
状
況
を
止
る
人
は
次
の
よ
う
に
伝
え
て

い
る
。

　
　
『
メ
ル
カ
ー
ド
〔
市
場
〕
の
仲
買
商
人
は
全
く
泥
棒
よ
り
ひ
ど
か
っ
た
。
奴
ら
は

　
我
々
が
言
葉
に
通
じ
な
い
こ
と
に
つ
け
こ
み
、
弱
点
を
利
用
し
て
ど
ん
な
こ
と
で

　
も
や
っ
た
。
取
引
の
と
き
は
早
ロ
で
ま
く
し
立
て
る
の
で
我
々
に
は
さ
っ
ぱ
り
通

　
じ
な
い
。
こ
っ
ち
が
売
る
と
も
何
と
も
言
わ
な
い
う
ち
に
独
り
合
点
で
、
カ
レ
ガ

　
ド
ー
ル
〔
ポ
ー
タ
ー
〕
を
指
図
し
て
、
ど
ん
ど
ん
薯
の
袋
を
運
ば
せ
て
し
ま
う
。

　
メ
ル
カ
ー
ド
の
監
督
や
警
官
に
訴
え
て
み
て
も
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
我
々
が
く

　
ど
く
ど
説
明
す
る
前
に
、
商
人
の
方
は
巧
妙
に
弁
解
し
て
監
督
や
警
官
を
説
得
し

　
て
し
ま
う
。
な
か
に
は
何
人
か
の
仲
買
人
が
組
ん
で
、
そ
の
一
人
が
我
々
と
カ
ケ

　
合
っ
て
い
る
間
に
、
他
の
者
は
さ
っ
さ
と
薯
の
袋
を
運
ば
せ
て
し
ま
）
。
追
つ
か

　
け
て
そ
の
行
為
を
な
じ
っ
て
も
、
間
違
つ
た
と
い
わ
れ
れ
ば
そ
れ
ま
で
だ
し
、
そ

　
の
間
に
も
何
俵
か
は
見
失
っ
て
し
ま
う
Q
』

　
叉
別
な
邦
人
農
業
…
者
は
、
　
一
九
二
四
年
の
日
記
で
、
こ
の
よ
う
な
ピ
ニ
ェ

イ
p
ス
市
場
の
統
制
三
三
と
設
備
不
全
の
た
め
に
、
コ
チ
ア
在
住
の
日
本
人

が
蒙
っ
た
損
害
を
次
の
よ
う
に
見
積
っ
て
い
る
。

　
　
『
仲
買
人
は
牛
車
一
台
分
の
積
荷
約
ご
○
俵
に
つ
い
て
、
そ
の
代
償
に
五
ミ
ル
レ

　
イ
ス
以
下
の
端
数
が
出
た
ら
こ
れ
は
支
払
わ
な
い
。
そ
の
損
害
は
年
間
十
八
コ
ン

　
ト
を
下
ら
な
い
。
メ
ル
カ
ー
ド
で
盗
ま
れ
る
積
荷
も
馬
鹿
に
な
ら
な
い
が
、
こ
れ

　
か
二
戸
当
り
年
間
十
俵
の
被
害
と
み
て
四
十
八
コ
口
ト
と
な
る
。
又
市
場
の
経
営

　
　
　
　
移
住
者
と
協
同
組
合

が
悪
い
た
め
に
空
袋
の
盗
用
や
心
惑
が
続
出
す
る
。
そ
の
被
害
を
年
間
各
戸
当
り

百
枚
と
見
て
三
十
六
コ
ン
ト
と
な
る
…
…
』

　
不
良
仲
買
人
を
懲
ら
す
た
め
に
、
日
本
人
生
産
者
は
幾
度
か
警
察
官
の
介

入
を
要
請
し
た
が
、
そ
れ
も
期
待
す
る
よ
う
な
効
果
は
あ
が
ら
な
か
っ
た
。

日
本
人
が
言
語
に
通
じ
な
い
こ
と
が
何
よ
り
の
障
碍
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、

日
本
人
生
産
者
と
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
ス
市
場
の
仲
買
商
人
と
の
対
立
は
、
正
常
な

経
済
的
競
合
の
域
か
ら
そ
れ
て
、
漸
次
葛
藤
6
。
島
§
の
特
徴
を
具
え
て
い

っ
た
。
市
場
と
の
関
係
を
調
整
す
る
た
め
に
は
、
日
本
人
生
産
者
の
よ
り
効

果
的
な
集
団
行
動
が
要
請
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

最
初
の
試
み

　
協
同
組
合
設
立
の
最
初
の
試
み
は
一
九
二
一
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
時

ま
だ
ト
ラ
ッ
ク
は
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
組
合
設
立
の
気
運
は
、

ω
　
コ
チ
ア
地
方
で
生
産
さ
れ
る
馬
鈴
薯
は
す
べ
て
市
内
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
ス
市

　
場
に
搬
出
さ
れ
る
が
、
不
良
仲
買
人
の
横
行
で
生
産
者
は
多
大
の
損
害
を

　
受
け
る
。
こ
れ
ら
仲
買
人
に
対
し
て
共
同
戦
線
を
張
る
こ
と
。

回
　
市
場
付
近
に
倉
庫
を
設
け
、
生
産
物
の
輸
送
と
販
売
を
調
節
す
る
こ
と
。

四
　
現
在
の
牛
車
用
の
通
路
を
改
修
し
て
自
動
車
道
路
と
な
し
、
機
械
力
輸

　
送
を
導
入
す
る
こ
と
。

　
な
ど
を
目
的
と
し
て
具
体
化
し
た
。
こ
の
案
は
コ
チ
プ
在
住
の
全
邦
人
家
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移
住
者
と
協
同
組
合

族
が
支
持
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
具
体
化
の
第
一
歩
と
し
て
持
株
を
募
り
、

倉
庫
建
設
用
の
敷
地
購
入
ま
で
話
が
進
捗
し
た
と
き
、
も
う
夏
も
近
い
と
い

う
十
月
、
季
節
外
れ
の
大
霜
が
下
り
て
馬
鈴
薯
畑
が
全
滅
に
瀕
し
た
。
こ
の

た
め
、
組
合
結
成
を
見
送
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
に
、
一
九
二
二
年

に
は
モ
イ
ン
ニ
ョ
・
ヴ
ェ
ー
リ
ョ
部
落
か
ら
近
接
の
街
道
ま
で
自
動
車
道
路

も
通
ず
る
こ
と
と
な
り
、
翌
年
か
ら
は
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
が
始
ま
っ
た
の
で
、

組
合
設
立
案
は
お
あ
ず
け
と
な
っ
た
。

　
次
い
で
組
合
の
結
成
が
企
図
さ
れ
た
の
は
一
九
二
五
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

当
時
、
日
本
政
府
の
在
外
公
館
は
、
移
住
地
に
お
け
る
自
作
農
育
成
を
目
的

と
し
て
移
住
者
に
よ
る
協
同
組
合
の
結
成
を
要
望
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ

の
た
め
に
は
資
金
の
調
達
、
補
助
金
の
下
付
を
斡
旋
す
る
と
い
う
方
針
を
取

っ
て
い
た
。
同
年
、
コ
チ
ア
日
本
人
会
の
役
員
の
一
部
は
総
領
事
館
と
折
衝

し
、
定
款
の
草
案
も
総
領
事
館
で
作
製
し
て
も
ら
い
、
創
立
総
会
を
開
催
す

る
と
こ
ろ
ま
で
漕
ぎ
つ
け
た
。
一
九
二
五
年
五
月
五
日
付
の
ブ
ラ
ジ
ル
時
報

紙
は
、

　
　
馬
鈴
薯
の
生
産
地
と
し
て
知
ら
れ
た
コ
チ
ァ
の
在
住
邦
人
は
五
月
一
日
に
産
業

　
組
合
を
設
立
し
た
。
…
…
組
合
定
款
は
内
地
の
組
合
の
そ
れ
に
準
じ
、
総
領
事
館

　
が
提
供
し
た
雛
型
に
基
い
て
作
製
さ
れ
た
。
定
款
は
長
文
の
も
の
で
幾
つ
か
の
章

　
に
分
れ
、
販
購
買
な
ど
通
常
の
経
済
活
動
の
外
に
、
子
弟
の
教
育
、
道
路
の
開
設

　
修
理
な
ど
他
の
方
面
で
の
活
動
に
つ
い
て
も
定
め
て
い
る
。

旨
を
報
じ
た
。
す
な
わ
ち
、
当
時
の
発
案
者
の
構
想
に
は
、
経
済
団
体
と
し

て
の
協
同
組
合
の
活
動
以
外
に
、
教
育
・
親
睦
・
渉
外
な
ど
社
会
的
な
活
動

分
野
が
織
り
こ
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
特
色
は
後
日
実
現
を
み
た
組
合
に
も
受

継
が
れ
、
今
日
に
及
ん
で
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
こ
こ
ま
で
具
体
化
し
た
組
合
設
立
も
発
起
人
達
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
全
面
的
な
支
持
を
受
け
な
か
っ
た
た
め
に
、
遂
に
流
産
に
終
っ
た
。
創

立
総
会
に
出
席
し
、
持
株
の
申
込
を
行
っ
た
者
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
員
の
約

三
分
の
一
に
止
ま
っ
た
。
こ
の
事
情
の
裏
に
は
、
集
団
内
の
派
閥
行
為
が
潜

ん
で
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
九
二
一
年
の
第
一
次
試
案
の
時
に
は
発
起

人
も
違
っ
て
い
た
し
、
全
員
の
支
持
が
あ
っ
た
。
一
九
ニ
ニ
ー
二
四
年
ご
ろ

は
村
ハ
ズ
シ
そ
の
他
の
形
態
で
集
団
制
裁
が
実
効
を
あ
げ
た
ほ
ど
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
統
合
性
は
高
め
ら
れ
て
い
た
。
に
も
拘
ら
ず
一
九
二
五
年
の
第
二

次
試
案
は
全
員
の
支
持
が
無
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
発
起
人
た
ち
は
次
の
試
案
と
し
て
農
業
倉
庫
建
設
の
計
画
を
立
て

た
。
当
時
日
本
農
村
で
は
政
府
が
組
合
の
補
助
機
関
と
し
て
農
業
倉
庫
の
建

設
を
奨
励
し
て
い
た
か
ら
、
こ
の
動
き
に
刺
戟
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
案
に
対
し
て
総
領
事
館
は
積
極
的
な
援
護
を
約
し
た
が
、
総
会
の
席
上

反
対
意
見
が
続
出
し
て
計
画
案
は
つ
い
に
潰
え
て
し
ま
っ
た
。
発
起
人
中
の

有
力
者
は
な
お
も
諦
め
ず
、
こ
ん
ど
は
私
営
事
業
と
し
て
倉
庫
経
営
を
企
図

し
た
が
、
そ
の
時
は
も
う
公
館
の
支
持
も
集
団
内
の
賛
意
も
得
ら
れ
ず
、
結

局
机
上
案
と
し
て
解
消
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
後
に
組
合
の
設
立
が
実
現
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し
て
か
ら
、
こ
の
発
起
人
有
力
者
を
中
心
と
す
る
数
家
族
が
、
コ
チ
ア
か
ら

他
の
地
域
へ
移
動
し
た
こ
と
は
、
つ
い
に
同
派
閥
が
弱
体
化
し
母
集
団
か
ら

離
脱
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
事
情
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
組
合
の
成
立

　
一
九
二
一
年
、
二
五
年
と
二
回
の
試
み
が
失
敗
し
た
あ
と
、
一
九
二
七
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

に
到
っ
て
組
合
設
立
の
実
現
を
み
た
。
組
合
成
立
の
内
的
な
条
件
と
し
て
は
、

生
産
物
の
輸
送
・
貯
蔵
の
方
法
を
確
立
す
る
こ
と
、
市
場
や
商
人
と
の
関
係

を
調
整
し
て
生
産
物
の
販
売
を
有
利
に
導
く
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

外
的
な
条
件
と
し
て
は
、
移
住
者
の
集
団
地
に
組
合
を
設
立
す
る
た
め
の
気

運
が
動
い
て
い
た
。
そ
れ
は
日
本
政
府
が
在
外
公
館
を
介
し
て
、
移
住
者
を

指
導
す
る
た
め
に
は
、
組
合
の
よ
う
な
自
治
団
体
を
各
地
に
成
立
さ
せ
る
こ

と
が
捷
径
で
も
あ
っ
た
。
自
作
農
育
成
、
若
干
の
移
住
地
に
み
ら
れ
た
財
政

困
難
の
打
開
を
目
ざ
し
て
、
在
外
公
館
が
積
極
的
な
動
き
を
み
せ
た
。
又
こ

の
動
向
を
反
映
し
て
目
語
新
聞
は
活
澄
な
報
道
を
行
っ
た
の
で
、
組
合
設
立

の
気
運
が
一
般
的
に
動
い
て
い
た
。

　
何
れ
に
し
て
も
、
成
立
の
根
本
条
件
は
、
コ
チ
ア
に
入
植
し
た
邦
人
移
住

者
の
大
部
分
が
農
業
組
合
の
経
験
者
で
あ
り
、
そ
の
経
験
と
知
識
と
を
母
国

か
ら
担
っ
て
き
た
と
い
う
点
に
あ
る
。
既
成
の
組
合
が
存
在
せ
ず
、
叉
組
合

に
関
す
る
立
法
も
無
か
っ
た
当
時
の
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
い
て
、
も
し
邦
人
移
住

　
　
　
移
住
者
と
協
同
組
合

者
が
農
業
組
合
に
関
す
る
知
識
や
経
験
を
持
合
せ
て
い
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、

在
外
公
館
の
指
導
奨
励
の
み
で
成
立
し
た
と
は
老
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
意
昧

に
お
い
て
、
組
合
の
成
立
は
邦
人
移
住
者
に
と
っ
て
新
た
な
「
経
験
」
で
は

な
く
、
む
し
ろ
移
住
者
集
団
の
社
会
再
編
成
の
一
過
程
を
な
す
も
の
で
あ
っ

た
。
併
し
、
日
本
農
村
で
は
、
か
つ
て
、
政
府
の
地
方
行
政
上
の
政
治
的
な

企
図
に
よ
っ
て
、
天
下
り
式
に
普
及
さ
れ
た
組
合
運
動
が
、
コ
チ
ア
地
方
に

お
い
て
は
移
住
者
集
団
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ー
ヴ
に
よ
っ
て
、
自
発
的
に
再
現

さ
れ
た
こ
と
に
、
移
住
者
の
創
立
に
か
か
わ
る
諸
組
合
の
特
殊
性
が
存
在
す

る
。　

一
九
二
七
年
た
お
け
る
組
合
の
設
立
運
動
は
、
か
つ
て
コ
チ
ア
日
本
人
青

年
会
の
中
核
を
成
し
た
二
五
～
三
十
才
の
、
青
壮
年
の
一
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ

て
展
開
さ
れ
た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
格
で
、
の
ち
に
組
合
の
幹
部

と
し
て
終
始
し
た
某
氏
は
、
一
九
二
五
年
に
妻
帯
の
た
め
一
時
郷
里
の
高
知

に
帰
っ
た
が
、
そ
の
時
の
感
想
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
『
私
が
一
九
二
五
年
に
一
時
帰
国
を
し
た
と
ぎ
は
、
日
本
で
は
政
府
が
躍
起
と
な

　
つ
て
組
合
の
普
及
を
行
っ
て
い
た
。
農
林
省
は
全
国
津
々
浦
々
の
農
村
に
組
合
を

　
結
成
さ
せ
よ
う
と
、
ほ
と
ん
ど
強
制
的
な
手
段
を
実
行
し
て
い
た
。
こ
れ
は
第
一

　
次
大
戦
を
契
機
と
し
て
崩
壊
し
た
講
の
代
り
に
、
信
用
組
合
を
普
及
さ
せ
よ
う
と

　
狙
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
コ
チ
ア
で
も
日
本
と
そ
っ
く
り
の
組
合
を
作
る
の
は
や
さ

　
し
い
が
、
良
く
考
え
る
と
、
こ
の
種
の
組
合
を
コ
チ
ア
で
作
っ
て
も
決
し
て
う
ま

　
く
行
く
ま
い
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
信
用
事
案
だ
け
で
は
永
続
せ
ず
に
組
合
が
潰
れ
る
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移
住
者
と
協
同
組
合

だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
我
々
は
必
要
と
し
た
の
は
、
先
ず
焦
眉
の
急
と
し
て
、
生
産

物
の
販
売
を
確
保
し
、
組
合
員
の
た
め
に
購
買
事
業
を
推
進
す
る
よ
う
な
組
合
で

あ
っ
た
。
信
用
事
業
は
ま
ず
販
購
事
業
の
基
礎
が
定
ま
っ
て
か
ら
着
手
す
れ
ば
良

い
。
そ
う
思
っ
て
、
日
本
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
間
も
な
く
、
組
合
設
立
を
推
進
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
』

　
若
干
の
グ
ル
ー
プ
が
設
立
運
動
の
先
頭
に
立
つ
た
こ
と
は
、
い
ろ
い
ろ
の

点
で
有
利
と
な
っ
た
。
第
一
に
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
政
治
的
に
中
立
の
立
場
を

取
っ
た
の
で
、
か
つ
て
の
失
敗
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
派
閥
行
為
の
派
生
を
回

避
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
第
二
に
、
こ
の
政
治
的
な
中
立
を
利
用
し
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
政
治
勢
力
を
握
っ
て
い
た
各
パ
ト
ロ
ン
の
説
得
に
成
功
し
た
。

パ
ト
ロ
ン
が
支
持
す
れ
ば
、
そ
の
パ
ト
ロ
ン
に
依
存
す
る
カ
マ
ラ
ー
ダ
が
つ

い
て
来
る
。
つ
ま
り
パ
ト
ロ
ン
ー
ー
カ
マ
ラ
ー
ダ
関
係
を
利
用
す
る
こ
と
に
成

功
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
一
九
二
七
年
九
月
に
コ
チ
ア
日
本
人
会
の
臨
時
総
会
が
開
催

さ
れ
、
創
立
準
備
委
員
会
が
選
出
さ
れ
た
。
委
員
会
は
直
ち
に
倉
庫
建
設
用

の
敷
地
購
入
を
進
め
る
一
方
、
定
款
の
起
草
を
行
っ
た
。
次
い
で
同
年
十
二

月
、
コ
チ
ア
小
学
校
に
お
い
て
創
立
総
会
を
催
し
た
。
集
ま
っ
た
も
の
八
十

三
家
族
、
定
款
草
案
を
可
決
し
、
理
事
会
を
選
出
し
た
。
こ
う
し
て
「
有
限

責
任
株
式
会
社
コ
チ
ア
馬
鈴
薯
生
産
者
組
合
」
。
。
。
。
一
古
河
①
∩
8
山
霊
臼
ぎ
自
①

菊
①
。
・
℃
8
。
・
臼
ぽ
訟
山
巴
①
＝
巨
富
餌
暫
山
。
。
。
甲
。
晋
8
同
①
ω
畠
①
u
ヴ
9
。
冨
甘
9
①
ヨ
6
0
昌
ゆ
ω
0
2
巴
苧

号
＞
8
巳
舞
と
い
う
長
た
ら
し
い
名
称
の
組
合
が
発
足
し
た
。
株
式
の
形

式
を
と
っ
た
の
は
後
述
の
よ
う
に
組
合
法
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
資
本
金
と
し
て
は
組
合
員
の
出
資
約
三
百
コ
ン
ト
ス
の
外
に
、
総
領
事
館

が
約
百
コ
ン
ト
ス
の
補
助
金
を
出
し
た
。
も
っ
と
も
こ
の
補
助
金
に
は
、
も

し
組
合
が
創
立
後
＋
年
以
内
に
解
散
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
総
領
事
館
に
返

還
す
る
、
と
い
う
条
件
が
つ
い
て
い
た
。
十
年
以
上
、
組
合
が
存
続
す
る
場

合
は
組
合
の
資
産
と
な
る
わ
け
で
あ
っ
た
。

組
合
法
の
適
用

　
コ
チ
ア
組
合
の
定
款
は
、
も
と
も
と
日
本
の
産
業
組
合
の
定
款
を
雛
型
と

し
、
こ
れ
に
若
干
の
修
正
を
施
し
た
。
組
合
関
係
の
ブ
ラ
ジ
ル
の
法
規
と
言

え
ば
、
一
九
〇
七
年
の
法
律
第
一
、
六
三
七
〇
号
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
業

種
別
の
同
業
組
合
を
対
象
と
し
た
も
の
で
、
農
業
組
合
は
該
当
し
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
コ
チ
ア
組
合
は
商
法
に
基
い
て
株
式
会
社
組
織
を
も
つ
こ
と
に
な

っ
た
。

　
一
九
〇
七
年
の
法
律
第
一
、
六
三
七
〇
等
が
改
正
さ
れ
、
農
業
協
同
組
合

に
つ
い
て
明
確
な
立
法
が
あ
っ
た
の
は
一
九
三
二
年
の
大
統
領
令
第
二
二
、

三
三
九
号
が
初
め
て
、
こ
れ
は
コ
チ
ア
組
合
設
立
五
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

次
い
で
一
九
三
四
年
か
ら
一
九
四
五
年
中
か
け
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
農
業
協
同

組
合
法
は
幾
度
か
改
正
を
重
ね
て
い
る
が
、
結
局
現
在
で
は
一
九
三
二
年
の
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（
2
）

そ
れ
に
戻
っ
た
。

　
コ
チ
ア
組
合
の
定
款
も
そ
の
後
法
律
改
正
と
共
に
修
正
を
加
え
ら
れ
た
の

は
当
然
で
あ
る
が
、
　
一
九
三
三
年
改
正
の
際
に
、
　
コ
チ
ア
産
業
組
合
0
8
・

冨
曇
ぎ
跨
α
q
昌
8
討
尋
O
。
膏
と
改
称
さ
れ
た
。
同
時
に
株
式
会
社
の
名
称
が

略
さ
れ
た
。
し
か
し
、
改
称
や
定
款
一
部
改
正
に
も
拘
ら
ず
、
コ
チ
ア
組
合

の
現
行
定
款
は
基
本
的
に
は
創
立
当
時
の
原
則
を
持
し
、
組
合
の
機
構
・
運

営
方
法
も
ま
た
、
当
初
の
性
格
を
失
っ
て
は
い
な
い
。

　
更
に
協
同
組
合
法
で
は
原
則
と
し
て
、
一
地
域
一
組
合
主
義
を
採
択
し
た

が
、
こ
の
法
規
が
施
行
さ
れ
た
当
時
、
す
で
に
コ
チ
ア
組
合
は
幾
つ
も
の
地

域
に
そ
の
出
張
所
や
倉
庫
を
開
設
し
て
い
た
の
で
、
地
域
に
つ
い
て
は
法
の

適
用
を
受
け
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
コ
チ
ア
組
合
が
サ
ン
パ
ウ

ロ
州
に
止
ら
ず
隣
接
の
諸
州
に
も
そ
の
活
動
範
囲
を
拡
げ
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
こ
の
よ
う
な
既
得
権
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
市
場
と
の
関
係

　
組
合
の
設
立
に
よ
っ
て
、
コ
チ
ア
地
方
の
馬
鈴
薯
生
産
者
は
市
場
仲
買
人

に
対
し
て
攻
勢
に
転
じ
た
。
そ
の
第
一
歩
は
包
装
の
規
格
統
制
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ま
で
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
ス
市
場
で
は
馬
鈴
薯
の
一
将
は
正
味
七
五
キ
p
が
標

　
　
　
　
　
　
（
3
）

準
重
量
と
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
七
五
キ
ロ
に
入
り
袋
は
重
過
ぎ
る
と
い
う
こ

と
と
、
こ
の
規
格
に
合
う
空
袋
が
不
足
す
る
と
こ
ろ
が
ら
、
実
際
に
は
五
三

　
　
　
移
住
者
と
協
同
組
合

キ
ロ
入
袋
が
用
い
ら
れ
た
。
つ
ま
り
一
・
五
俵
で
標
準
重
量
に
達
す
る
。
仲

買
人
は
五
三
キ
ロ
袋
で
買
っ
て
詰
替
を
行
っ
た
の
ち
、
空
袋
を
生
産
者
に
返

却
す
る
建
前
だ
つ
た
が
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
沼
袋
の
返
却
が
遅
れ
た

り
紛
失
も
起
る
。
詰
替
の
手
間
も
か
か
る
。
併
し
仲
買
人
は
こ
の
方
法
の
方

が
有
利
な
の
で
改
善
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
一
九
二
八
年
に
な
っ
て
、
生

産
者
は
組
合
の
名
に
お
い
て
、
以
後
は
六
〇
キ
ロ
入
袋
を
規
格
と
す
る
こ
と
、

空
袋
は
売
買
価
格
に
含
め
て
取
引
す
る
こ
と
を
仲
買
人
に
通
達
し
た
。
六
〇

キ
ロ
規
格
は
そ
の
後
サ
ン
パ
ウ
p
市
内
の
各
市
場
で
採
用
さ
れ
、
た
め
に
生

産
者
は
各
市
場
の
商
人
と
自
由
に
取
引
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
第
二
の
問
題
は
、
倉
庫
の
建
設
に
よ
っ
て
出
荷
を
統
制
し
、
馬
鈴
薯
の
消

費
市
場
を
拡
張
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
九
二
八
年
当
時
、
コ
チ
ア
地
方
の

馬
鈴
薯
生
産
は
年
間
一
〇
万
な
い
し
一
五
万
俵
に
達
し
た
。
収
穫
の
最
盛
期

と
も
な
れ
ば
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
ス
市
場
の
み
で
は
捌
き
切
れ
ず
、
余
剰
生
産
量
は

リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
市
場
へ
転
送
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
ス

市
場
の
仲
買
人
は
も
と
も
と
小
資
本
の
も
の
が
多
い
の
で
コ
チ
ア
産
馬
鈴
薯

を
大
量
に
買
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
馬
鈴
薯
の
出
荷
量
が
一
時
的
に
せ

よ
こ
れ
ら
仲
買
人
の
買
付
能
力
を
上
廻
る
と
き
は
、
相
場
が
急
に
低
落
し
た
。

そ
こ
で
組
合
と
し
て
は
ピ
ニ
ェ
イ
p
ス
市
場
の
み
で
な
く
、
リ
才
・
デ
・
ジ

ャ
ネ
イ
p
を
初
め
他
の
諸
市
場
に
出
荷
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
、
そ
こ
で
大
規

模
の
倉
庫
経
営
、
出
荷
統
制
並
に
共
同
販
売
の
方
法
確
立
が
急
務
と
な
っ
た
。
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移
住
者
と
協
同
組
合

設
立
の
翌
々
年
ご
ろ
か
ら
、
組
合
は
馬
鈴
薯
の
品
質
管
理
を
行
っ
て
格
付
制

を
実
施
す
る
な
ど
、
共
同
販
売
の
確
立
を
図
っ
た
。
こ
れ
は
世
界
パ
ニ
ッ
ク

と
そ
の
後
の
不
況
時
に
も
努
力
が
継
続
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
九
三
八
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
ノ
ゴ

は
、
当
時
カ
ナ
ダ
の
林
檎
生
産
に
用
い
ら
れ
て
い
た
共
同
計
算
制
（
プ
ー
リ

ン
グ
制
）
を
採
用
し
た
Q

　
第
三
は
購
買
事
業
の
拡
充
で
あ
っ
た
。
と
く
に
農
業
資
材
i
肥
料
、
農

薬
品
、
農
機
具
等
ー
ー
の
共
同
購
入
を
優
先
的
に
強
化
し
、
次
い
で
生
活
必

需
品
の
購
入
に
及
ぼ
し
た
。
一
九
二
八
年
、
コ
チ
ア
地
方
の
馬
鈴
薯
生
産
者

は
年
間
に
約
五
万
俵
の
化
学
肥
料
を
消
費
し
て
い
た
。
共
同
購
入
に
よ
る
利

便
は
、
格
安
な
買
入
れ
と
い
う
こ
と
よ
り
、
む
し
ろ
品
質
の
吟
味
に
あ
っ
た
。

肥
料
の
生
産
・
販
売
が
ま
だ
企
業
化
し
て
い
な
か
っ
た
当
時
は
、
劣
悪
な
商

品
が
混
入
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
コ
チ
ア
地
方
の
邦
人
生
産
者
は
、
組
合
活
動
を
通
じ
て
、
市
場

と
の
調
整
を
着
々
と
実
行
し
た
。
組
合
の
攻
勢
が
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
内
で
も
ピ

ニ
ェ
イ
p
ス
市
場
に
の
み
限
定
さ
れ
て
い
た
間
、
仲
買
人
、
　
一
般
商
人
の
反

擾
は
微
弱
で
問
題
と
す
る
に
足
り
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
生
産
の
増
大
と
共

に
、
組
合
活
動
が
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
内
の
他
の
市
場
を
は
じ
め
、
リ
ォ
・
デ
・

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
方
面
に
ま
で
拡
大
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
商
人
の
組
織
的
な
反
攻

が
開
始
さ
れ
る
。

　
そ
の
後
の
発
展
と
現
況

　
コ
チ
ア
組
合
は
一
九
二
七
年
の
創
立
か
ら
今
日
に
い
た
る
ま
で
の
三
〇
年

間
に
急
速
な
発
展
を
と
げ
た
。
そ
の
発
展
の
跡
を
辿
る
こ
と
は
、
サ
ン
パ
ウ

ロ
州
農
業
の
発
展
過
程
を
走
り
、
且
つ
同
壁
床
界
に
お
け
る
邦
人
農
業
者
の

位
置
を
知
る
こ
と
で
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
組
合
の
成
立
を
促
し
た
基
本
的

な
諸
条
件
を
分
析
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
か
ら
、
詳
細
な
歴
史
的
記
述
を
行

う
い
と
ま
が
な
い
Q

　
組
合
は
そ
の
設
立
後
間
も
な
く
世
界
経
済
パ
ニ
ッ
ク
の
痛
撃
を
う
け
た
。

い
ま
一
九
二
九
年
当
時
に
お
け
る
コ
チ
ア
地
方
邦
人
生
産
者
の
概
況
を
み
る

と
、　

　
在
住
邦
人
は
一
四
三
家
族
、
人
員
一
、
一
七
八
名
で
あ
っ
た
。
邦
人
の
耕
作
面

　
積
は
一
、
二
一
四
ア
ル
ケ
ー
レ
ス
、
こ
の
う
ち
約
三
分
の
一
の
四
〇
ニ
ア
ル
ケ
ー

　
レ
ス
は
、
農
地
所
有
者
二
一
家
族
の
所
有
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
一
四
三
家
族

　
が
保
有
し
た
農
機
具
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
六
、
三
型
－
四
五
七
、
ト
ラ
ッ
ク
九
一
台
、

　
乗
用
車
五
台
で
あ
っ
た
。
家
畜
は
馬
と
騙
馬
七
〇
七
頭
、
豚
四
四
七
頭
、
山
羊
四

　
　
一
頭
、
家
禽
二
、
九
四
六
羽
を
保
有
し
た
。
一
九
二
八
年
に
お
け
る
馬
鈴
薯
生
産

　
は
、
一
八
六
、
四
二
三
俵
（
六
〇
キ
ロ
入
俵
）
で
あ
っ
た
。

　
ト
ラ
ク
タ
ー
、
ト
ラ
ッ
ク
、
乗
用
車
な
ど
は
分
割
払
い
で
購
入
し
た
も
の

で
、
こ
の
こ
と
は
或
る
程
度
肥
料
、
種
子
、
農
薬
剤
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ

っ
た
。
設
立
後
日
の
浅
い
組
合
は
ま
だ
、
こ
の
よ
う
な
貸
付
け
を
行
う
だ
け

の
資
力
が
な
か
っ
た
の
で
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
商
人
が
貸
付
け
を
行
っ
て
い
た
。
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こ
の
事
実
は
却
っ
て
組
合
が
パ
ニ
ッ
ク
に
因
っ
て
う
け
た
打
撃
を
緩
和
す
る

結
果
と
な
っ
た
。
そ
の
代
り
、
既
述
の
パ
ト
ロ
ン
ー
ー
カ
マ
ラ
ー
ダ
関
係
を
通

じ
て
、
多
額
の
貸
付
を
行
っ
て
い
た
商
人
は
相
次
い
で
破
産
に
瀕
し
た
。

　
パ
ニ
ッ
ク
の
結
果
と
し
て
は
、
先
ず
二
つ
の
現
象
を
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ω
邦
人
生
産
者
が
隣
接
の
諸
地
域
に
向
っ
て
移
動
・
分
散
し
た
こ
と
、
　
回

馬
鈴
薯
栽
培
の
外
に
他
の
＋
上
期
栽
培
が
起
つ
た
こ
と
、
で
あ
る
。
パ
ニ
ッ
ク

を
契
機
と
し
て
多
く
の
生
産
者
が
隣
接
の
諸
地
域
　
　
例
え
ば
サ
ン
・
ロ
ッ

ケ
Q
Q
似
。
國
。
面
ロ
①
、
ヴ
ァ
ル
ぜ
ン
・
グ
ラ
ン
評
ア
＜
9
吋
㎝
①
8
0
目
餌
目
自
φ
、
イ
ビ
ウ
ー

ナ
田
ロ
§
、
サ
ン
ト
・
ア
マ
垂
耳
ω
昌
8
諺
日
工
。
な
ど
　
　
へ
向
っ
て
移
動

し
、
そ
こ
で
馬
鈴
薯
の
栽
培
を
始
め
た
。
従
っ
て
生
産
者
の
分
散
は
、
農
業

技
術
の
普
及
と
共
に
、
ま
た
組
合
活
動
の
地
域
的
な
拡
大
を
伴
っ
た
。
と
い

う
の
は
コ
チ
ア
地
方
で
形
成
さ
れ
た
移
住
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
諸
結
合
関
係

は
、
成
員
が
移
動
・
分
散
し
た
の
ち
も
持
続
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
他
方
、
転
住
に
必
要
な
資
金
の
な
い
者
、
と
く
に
バ
ト
p
ン
か
ら
離
脱
し

た
カ
マ
ラ
ー
ダ
、
農
地
所
有
者
で
土
地
の
処
分
の
出
来
な
か
っ
た
者
な
ど
は

コ
チ
ア
地
方
に
残
留
し
た
。
と
こ
ろ
が
残
留
し
て
も
従
前
の
よ
う
に
馬
鈴
薯

の
単
一
栽
培
に
た
よ
ら
ず
、
他
の
疏
菜
の
栽
培
を
試
み
る
こ
と
と
な
っ
た
。

か
く
し
て
一
九
三
〇
年
ご
ろ
か
ら
コ
チ
ア
で
は
ト
マ
ト
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
茄
子
、

胡
瓜
な
ど
疏
菜
が
生
産
さ
れ
は
じ
め
た
。
貧
農
が
大
分
部
を
占
め
る
こ
の
残

留
集
団
で
は
共
同
で
輸
送
を
行
う
こ
と
と
し
、
疏
菜
出
荷
組
合
を
結
成
し
た
。

　
　
　
移
住
者
と
協
同
組
合

年
三
〇
家
族
の
も
の
が
ト
ラ
ッ
ク
一
台
を
運
営
し
た
。
や
が
て
こ
の
出
荷
組

合
も
コ
チ
ア
組
合
に
合
併
さ
れ
た
。

　
パ
ニ
ッ
ク
の
打
撃
か
ら
よ
う
や
く
起
上
っ
た
と
き
、
コ
チ
ア
組
合
の
急
激

な
発
展
が
は
じ
ま
っ
た
。
一
九
二
七
－
二
八
年
に
八
三
家
族
で
創
立
さ
れ
た

組
合
は
一
九
三
一
－
三
二
年
に
二
四
一
家
族
、
一
九
三
五
一
三
六
年
度
は
九

三
二
家
族
へ
と
膨
脹
し
た
。
組
合
員
の
増
加
と
共
に
組
合
の
活
動
地
域
も
拡

大
さ
れ
、
組
合
は
そ
の
諸
事
業
を
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
内
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
ス
区
の
本

部
事
務
所
に
集
申
さ
せ
た
。
叉
、
販
園
圃
三
喜
業
部
門
の
外
に
、
一
九
三
六

年
以
降
は
利
用
部
を
創
設
し
、
こ
こ
に
医
療
部
を
設
け
た
。
出
荷
・
販
売
の

統
制
が
強
力
に
推
進
さ
れ
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
と
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
ィ
ロ
の
間

に
組
合
専
用
の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
が
開
始
さ
れ
た
。

　
組
合
に
よ
る
市
場
統
制
が
強
化
さ
れ
る
に
伴
っ
て
市
場
商
人
の
組
織
的
な

抵
抗
が
あ
ら
わ
れ
た
。
　
一
九
三
四
年
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
各
市
場
の
仲
買
人
は

結
束
し
て
組
合
生
産
物
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
行
っ
た
。
組
合
が
出
荷
す
る
馬
鈴

薯
は
一
事
も
買
わ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
抗
し
て
組
合
は
一
切

の
出
荷
を
止
め
、
組
合
員
の
抜
売
り
を
防
止
す
る
た
め
に
ピ
ケ
隊
を
配
置
し
、

そ
の
間
に
対
策
を
た
て
、
組
合
直
営
の
ト
ラ
ッ
ク
隊
と
組
合
員
私
有
の
ト
ラ

ッ
ク
を
動
員
し
て
生
産
物
の
直
接
配
給
を
開
始
し
た
。
　
一
週
間
後
に
は
仲
買

人
側
が
折
れ
て
妥
協
案
を
出
し
た
の
で
、
こ
こ
に
双
方
が
妥
結
し
た
。

　
一
九
三
六
年
に
は
養
鶏
部
を
設
定
、
鶏
卵
の
取
扱
い
を
始
め
た
。
叉
組
合
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移
住
者
と
協
同
組
合

員
が
多
く
居
住
す
る
地
域
に
出
張
所
を
設
け
て
、
地
方
出
張
所
と
本
部
と
の

間
に
「
共
同
運
搬
事
業
」
を
開
始
し
た
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
人
組
合
員
の
加
入
は
最
初
の
十
年
間
は
き
わ
め
て
少
か
っ
た
。

こ
れ
は
組
合
が
積
極
的
に
そ
の
加
入
を
促
進
し
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
一
九
三

四
年
に
は
全
組
合
員
五
八
○
に
対
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
人
組
合
員
が
二
四
、
翌
三

五
年
に
は
同
じ
比
率
が
九
三
二
に
対
し
て
五
一
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ

が
一
九
三
五
－
六
年
、
つ
ま
り
ボ
イ
コ
ッ
ト
事
件
の
あ
と
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
加

入
が
目
立
っ
て
増
加
し
た
。
こ
れ
は
ボ
イ
コ
ッ
ト
事
件
に
よ
っ
て
組
合
の
存

在
が
広
く
知
れ
わ
た
っ
た
こ
と
、
組
合
側
に
お
い
て
も
積
極
的
に
ブ
ラ
ジ
ル

人
の
加
入
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
図
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
、
一
九

四
〇
年
に
は
全
組
合
員
一
、
八
三
三
に
対
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
二
四
六
、
一

九
五
一
年
年
に
は
四
、
九
六
〇
に
対
し
て
二
、
一
二
四
と
増
加
し
た
。

　
な
お
一
九
四
六
－
五
四
年
に
お
け
る
コ
チ
ア
組
合
員
の
国
籍
別
工
数
は
下

表
の
通
り
で
あ
る
。

　
第
二
次
大
戦
に
は
日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル
と
の
間
に
戦
時
状
態
が
発
生
し
た
の

で
、
そ
れ
ま
で
全
く
邦
人
移
住
者
に
よ
っ
て
設
立
、
運
営
さ
れ
て
き
た
組
合

の
方
針
に
若
干
の
転
換
が
み
ら
れ
た
。
そ
れ
は
組
合
が
敵
性
資
産
と
見
な
さ

れ
、
或
は
利
敵
行
為
を
行
う
か
の
よ
う
な
疑
惑
を
避
け
る
た
め
に
、
組
合
の

理
事
会
構
成
に
ブ
ラ
ジ
ル
人
を
加
え
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て
戦
稟
申
の

臨
時
措
置
と
し
て
考
え
ら
れ
た
ブ
ラ
ジ
ル
人
理
事
の
選
任
は
、
そ
の
後
も
継
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日　　　　　　　木

日　系　　二　　世

ブ　　ラ　　ジ　　ル

帰化人（日系を含む）

イ　　タ　　リ　　ヤ

ヤ
ツ
ア
ヤ
ル

ニ
　
　
ニ
　
ニ
ガ

マ
イ
パ
ア
ト

F
　
　
ス
ト
ル

ル
ド
エ
リ
ポ

ユーゴースラビや

そ　　の　　他

不　　　　明
　　　計

続
さ
れ
て
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。
叉
ブ
ラ
ジ
ル
人
選
任
と
共
に
、
日
系
ブ

ラ
ジ
ル
人
（
二
世
）
の
理
事
も
登
場
し
た
。

　
い
ま
調
査
を
行
っ
た
当
時
の
、
一
九
五
四
年
現
在
の
組
合
の
概
況
を
み
よ

（
4
）

う
。
同
年
に
お
け
る
組
合
員
実
数
四
・
八
六
八
家
族
の
う
ち
、
経
済
調
査
を

施
行
し
た
三
・
六
八
0
家
族
、
つ
ま
り
八
一
％
を
見
本
と
し
て
、
前
記
四
・

八
六
八
組
合
員
の
推
定
状
況
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
世
帯
の
大
き
さ
は
平
均

五
・
四
三
名
。
組
合
員
家
族
に
よ
る
雇
用
家
族
労
働
者
三
・
〇
五
四
世
帯
、
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同
じ
く
雇
用
単
身
労
働
者
八
・
七
五
三
名
と
な
る
。
組
合
員
の
う
ち
土
地
所

有
者
と
非
所
有
者
と
の
比
率
は
前
者
が
穴
二
∴
二
％
、
後
者
が
三
七
・
七
％

で
あ
る
。
土
地
所
有
者
の
う
ち
、
二
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
の
も
の
七
三
・
八

％
、
二
五
～
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
一
九
・
三
％
、
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
以

上
が
六
・
九
％
と
な
っ
て
お
り
、
コ
チ
ア
組
合
員
の
大
部
分
が
小
農
家
で
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
組
合
員
の
農
業
生
産
は
、
そ
の
生
産
高
順
に
あ
げ
れ
ば
、
馬
鈴
薯
、
鶏
卵
、

ト
マ
ト
、
バ
ナ
ナ
、
茶
、
棉
、
と
う
も
ろ
こ
し
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
薄
荷
油
等
を

主
と
し
て
い
る
。
叉
、
組
合
現
在
の
事
業
を
そ
の
四
部
門
に
つ
い
て
あ
げ
れ

ば
、　

一
、
販
売
事
業
一
馬
鈴
薯
、
ト
マ
ト
、
鶏
卵
、
バ
ナ
ナ
、
果
物
、
野
菜
、
穀
類
、
薪

　
炭
の
各
課

　
二
、
購
買
事
業
一
仕
入
、
肥
料
、
容
器
、
家
畜
飼
料
、
種
苗
、
燃
料
、
食
料
、
呉
服

　
反
物
、
雑
貨
の
各
課

三
、
信
用
事
業
U
農
業
資
材
、
融
資
、
前
払
、
預
金
の
各
課

四
、
利
用
事
業
h
医
療
部
、
技
術
建
築
部
、
運
搬
部
、
機
械
修
理
部
、
木
工
部
、
艀

　
化
場
、
原
種
鶏
頭
、
農
事
試
験
場
、
映
画
と
刊
行
物
、
講
習
会
の
各
部
門

　
一
九
五
四
年
現
在
の
組
合
従
業
員
は
、
職
員
。
雇
一
員
・
臨
時
傭
を
含
め
て

九
六
九
名
で
、
こ
れ
を
国
籍
・
出
自
か
ら
み
れ
ば
、
職
員
七
八
七
名
の
う
ち
、

ブ
ラ
ジ
ル
人
臣
一
八
（
日
系
を
含
む
）
、
帰
化
人
（
日
系
）
五
、
日
本
人
二
六

四
と
な
っ
て
い
る
。
叉
組
合
の
管
理
職
に
つ
い
て
み
る
と
、
理
事
か
ら
係
長

　
　
　
　
移
住
者
と
協
同
組
合

ク
ラ
ス
に
い
た
る
管
理
職
の
者
の
出
自
は
次
の
通
り
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
人

　
日
　
　
本
　
　
人

　
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人

す
な
わ
ち
管
理
職
は
局
長
、

　理二五二事

局
部
長

一・ l

　一　課
四四三長

一三係二四三長

課
長
ク
ラ
ス
に
お
い
て
日
本
人
が
ほ
と
ん
ど

を
占
め
、
実
務
の
係
長
水
準
で
は
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
（
二
世
）
が
目
立
っ
て

い
る
。
平
従
業
員
で
も
下
層
に
い
く
ほ
ど
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
多
く
、
ま
だ
組
合

の
運
営
が
目
本
人
の
手
に
掌
握
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
組
合
の
機
構
と
運
営
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス

テ
ム
、
命
令
シ
ス
テ
ム
、
カ
リ
ズ
マ
チ
ッ
ク
・
パ
タ
ー
ン
と
合
理
化
・
官
僚

化
の
問
題
な
ど
、
興
味
あ
る
点
が
少
く
な
い
が
、
本
稿
の
目
的
か
ら
逸
脱
す

る
の
で
何
れ
も
省
略
す
る
。

註
（
1
）
　
本
稿
は
歴
史
的
な
記
述
を
主
題
と
し
て
い
な
い
の
で
、
組
合
の
設
立
に
い

　
　
た
る
経
緯
、
そ
の
後
の
発
展
に
つ
い
て
の
詳
し
い
事
情
は
省
略
す
る
。
も
し
コ

　
　
チ
ア
産
業
組
合
の
発
展
史
及
び
現
況
に
つ
い
て
興
味
あ
る
方
は
同
組
合
の
諸
種

　
　
の
刊
行
物
を
参
照
さ
れ
る
よ
う
す
す
め
た
い
。

　
（
2
）
　
ブ
ラ
ジ
ル
の
協
同
組
合
関
係
の
立
法
に
つ
い
て
は
左
の
文
献
を
参
照
さ
れ

　
　
た
い
。
＜
巴
象
置
竃
。
日
2
2
0
暮
冨
。
・
自
o
O
8
℃
。
罠
島
く
『
日
巳
W
鍔
ω
駅
冒
。
・
ω
似
。
団
。
巳
。
“

　
　
ぢ
鼻
。
◎
…
司
僧
ぼ
。
日
自
田
子
ρ
O
O
8
稀
三
島
ユ
ω
日
。
昌
。
瓦
器
出
。
。
・
鵠
国
ぎ
訂
3
0
・
空
。

　
　
自
O
』
9
。
目
①
冒
O
”
同
ゆ
G
ゆ
ゆ
●
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移
住
者
と
協
同
組
合

（
3
）
　
七
五
キ
ロ
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
伝
統
的
な
度
量
衡
に
よ
れ
ば
ニ
ア
ル
ケ
ー
レ

　
ス
に
該
当
す
る
。
昔
風
の
単
位
を
そ
の
儘
用
い
て
い
た
訳
で
あ
る
Q

（
4
）
　
現
在
は
組
合
員
・
従
業
員
と
も
に
増
加
し
、
又
事
業
分
量
も
増
大
し
て
い

　
る
が
、
数
字
は
す
べ
て
著
者
の
調
査
施
行
当
時
の
も
の
に
拠
っ
た
こ
と
を
断
つ

　
て
お
き
た
い
。

結

甑ロロ

　
一
九
二
七
年
に
コ
チ
ア
地
方
在
住
の
邦
人
移
住
者
八
三
家
族
に
よ
っ
て
結

成
さ
れ
た
コ
チ
ア
産
業
組
合
は
、
そ
れ
か
ら
三
〇
年
を
経
た
こ
ん
に
ち
、
ブ

ラ
ジ
ル
は
も
ち
ろ
ん
、
南
米
で
も
最
有
力
と
い
わ
れ
る
協
同
組
合
と
し
て
の

発
展
を
と
げ
た
。
コ
チ
ア
組
合
の
設
立
と
そ
れ
に
つ
づ
く
発
展
過
程
を
辿
る

と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
が
移
住
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
と
密
接
に
関
連
し

て
い
る
事
実
を
見
の
が
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
移
住
者
の
社
会
的
再
編
成
の

プ
ロ
セ
ス
を
経
て
形
成
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
現
地
社
会
の
諸
要
素
を

加
味
し
た
も
の
で
あ
る
と
は
言
え
、
そ
の
基
底
に
お
い
て
日
本
の
社
会
構
造
、

と
く
に
農
村
の
村
落
構
造
を
再
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
協
同
組
合

は
こ
の
よ
う
な
村
落
構
造
を
基
般
皿
と
し
て
成
立
し
、
発
展
し
た
。
協
同
組
合

の
活
動
地
域
の
拡
大
は
、
い
わ
ば
村
落
構
造
の
地
域
的
拡
大
　
　
あ
る
い
は

村
落
構
造
の
地
域
的
増
殖
　
　
を
伴
っ
て
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
こ
と
は
組
合
現
在
の
地
域
活
動
を
み
て
も
判
然
と
す
る
。
組
合
は
理

事
会
そ
の
他
の
執
行
部
門
の
外
に
、
決
議
…
機
関
と
し
て
評
議
員
会
を
も
つ
て

い
る
。
　
一
九
五
四
年
に
は
評
議
員
会
は
、
明
六
〇
の
「
部
落
」
切
畦
旨
。
を
代

表
す
る
評
議
員
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
実
は
切
蹄
δ
と
い
う
名
称
そ
の

も
の
が
日
本
語
の
「
部
落
」
の
訳
語
で
あ
り
、
も
と
も
と
切
巴
霞
。
と
い
う
概

念
は
「
部
落
」
に
そ
の
ま
ま
該
当
す
る
も
の
で
は
な
い
。
各
「
部
落
」
は
ま

た
「
区
」
Q
。
Φ
。
3
。
に
分
れ
る
。
部
落
内
に
は
区
長
が
あ
り
、
区
長
が
い
る
。

評
議
員
が
ふ
つ
う
「
村
長
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
「
部
落
」
は
日
本
農

村
の
ム
ラ
に
当
り
、
「
区
」
は
ク
ミ
に
該
当
す
る
よ
う
で
あ
る
。
評
議
員
は

「
部
落
」
の
公
選
に
よ
る
。
組
A
国
事
の
多
い
「
部
落
」
に
は
組
合
の
倉
庫
・

出
張
所
が
開
設
さ
れ
、
又
「
部
落
」
の
経
営
に
依
っ
て
出
荷
組
合
が
運
行
さ

れ
て
い
る
。
倉
庫
・
地
方
出
張
所
主
任
は
本
部
理
事
会
の
任
命
に
よ
る
が
、

「
部
落
」
そ
れ
自
体
は
地
方
の
自
治
単
位
を
な
し
て
い
る
。
　
「
部
落
」
の
地

域
は
、
行
政
区
分
と
は
無
関
係
に
決
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
ブ
ラ
ジ
ル
の
地
方

行
政
区
分
で
あ
る
ム
ニ
シ
ー
ピ
二
言
ロ
巳
。
菅
。
と
「
部
落
」
と
は
必
ず
し
も

地
域
的
に
重
合
し
な
い
。
し
か
も
h
部
落
」
と
は
、
同
じ
地
域
に
居
住
す
る

住
民
の
な
か
で
、
組
合
に
属
す
る
者
の
み
の
集
団
で
あ
る
。
コ
チ
ア
組
合
の

地
域
的
な
発
展
は
、
こ
の
よ
う
な
「
部
落
」
組
織
の
増
殖
に
よ
っ
て
可
能
で

あ
っ
た
。

　
移
住
者
集
団
の
結
成
し
た
協
同
組
合
は
、
ほ
と
ん
ど
政
府
機
関
の
援
護
・

干
渉
を
う
け
る
こ
と
な
し
に
成
長
し
た
。
組
合
に
関
す
る
立
法
や
政
府
の
保
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護
奨
励
政
策
は
、
こ
の
よ
う
な
協
同
組
合
の
成
長
に
有
利
な
条
件
で
あ
っ
た

と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
必
要
か
つ
十
分
な
る
条
件
で
は
な
か
っ
た
。

よ
り
重
要
な
条
件
は
、
移
住
者
集
団
が
形
成
し
た
コ
ミ
ェ
ニ
テ
ィ
と
、
そ
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
み
ら
れ
た
高
度
の
画
素
作
用
H
巨
①
。
・
§
一
く
。
。
巳
8
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

　
今
一
つ
は
コ
チ
ア
組
合
の
成
立
と
発
展
と
が
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
を
中
心
と
す

る
地
域
の
工
業
化
・
都
市
化
の
発
展
と
併
嘉
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
サ
ン

パ
ウ
ロ
市
近
郊
に
起
つ
た
疏
菜
園
芸
農
業
1
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
日
本
人
移

住
者
の
貢
献
に
負
う
も
の
で
あ
る
が
　
　
は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
と
そ
の
衛
星

諸
都
市
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
冨
①
冒
毛
。
密
9
。
昌
・
。
器
9
の
住
民
の
食

習
慣
を
大
き
く
改
変
せ
し
め
た
Q

　
一
九
一
五
年
ご
ろ
か
ら
コ
チ
ア
地
方
に
始
ま
っ
た
疏
菜
農
業
は
、
そ
れ
ま

で
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
州
内
で
行
わ
れ
て
い
た
農
業
形
態
と
異
っ
て
い
た
。
そ
れ

は
コ
ー
ヒ
ー
を
主
体
と
し
単
一
作
・
巨
大
農
場
・
商
品
生
産
を
特
徴
と
す
る

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
農
業
と
対
照
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
叉
自
給
生
活
を

基
本
と
し
、
焼
畑
・
粗
放
・
低
技
術
を
特
色
と
す
る
カ
ボ
ー
ク
ロ
農
業
と
も

違
っ
て
い
た
。
更
に
そ
れ
は
、
半
ば
自
給
農
業
で
、
半
ば
商
品
生
産
を
行
う

。D

E
。
・
・
①
。
・
一
静
三
①
ω
の
農
業
（
自
作
農
業
）
よ
り
も
、
よ
り
集
約
的
で
、
よ
り

商
品
生
産
的
で
あ
っ
た
。
コ
チ
ア
地
方
に
発
生
し
た
還
し
い
形
態
の
農
業
は
、

や
が
て
サ
ン
パ
ウ
ロ
近
郊
の
各
地
域
に
興
り
、
つ
い
に
「
近
郊
型
農
業
」
と

し
て
、
「
奥
地
型
農
業
」
に
対
比
さ
れ
る
新
農
業
に
ま
で
発
展
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
新
し
い
形
態
の
農
業
が
従
前
の
農
業
と
異
り
、
新
た
な
技
術

と
組
織
力
と
を
必
要
と
し
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
考
え
て
み

る
と
、
こ
の
薪
し
い
農
業
形
態
は
、
協
同
組
合
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

や
は
り
日
本
人
移
住
者
が
母
胎
社
会
か
ら
担
っ
て
き
た
、
∩
巳
臼
上
巴
冨
σ
Q
σ
・
品
。

の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
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後
進
国
開
発
投
資
政
策
の
基
準

ー
ブ
ラ
ジ
ル
の
投
資
計
画
に
関
序
し
て藤

田

正

寛

眞煮：喚四ミ1一；
　
目
　
　
　
次

序
　
　
　
説

投
資
基
準
に
つ
い
て
の
理
論
的
系
譜

投
資
諸
基
準
の
検
討

後
進
国
に
於
け
る
投
資
政
策
の
タ
イ
プ

ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
投
資
基
準
に
つ
い
て
の
一
般
的
考
察

ブ
ラ
ジ
ル
経
済
に
於
け
る
投
資
計
画
と
そ
の
基
準

結
論
的
覚
書

一

　
戦
孚
に
よ
る
世
界
経
済
の
構
造
変
動
は
後
進
国
乃
至
低
所
得
国
或
は
未
開

発
地
域
の
開
発
を
も
た
ら
し
た
。

　
即
ち
世
界
経
済
の
構
造
的
不
均
衡
は
高
度
資
本
主
義
国
家
に
よ
る
投
資
の

拡
大
が
之
等
の
地
域
へ
行
わ
れ
て
之
等
の
地
域
に
経
済
的
覚
醒
を
与
え
た
と

　
　
　
　
後
進
国
開
発
投
資
政
策
の
基
準

も
云
え
る
。
そ
れ
は
資
本
主
義
体
制
そ
の
も
の
の
も
つ
必
然
的
帰
結
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

の
資
本
移
動
が
大
量
に
及
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
が
、
戦
後
の
所
謂
国
際
投
資
に

は
政
府
間
の
借
款
、
国
際
的
信
用
供
与
機
関
を
通
ず
る
貸
付
、
援
助
、
政
府

の
対
外
政
策
の
貨
幣
的
乃
至
金
融
的
側
面
と
し
て
、
例
え
ば
ポ
イ
ン
ト
・
フ

ォ
ア
計
画
、
コ
ロ
ン
ボ
計
画
等
が
見
ら
れ
、
亦
、
眼
を
公
的
（
o
田
。
一
匙
）
資
本

移
動
よ
り
民
間
（
嘗
く
9
①
）
資
本
の
移
動
に
転
ず
る
な
ら
ば
所
謂
資
本
提
携

の
形
で
の
資
本
投
下
が
進
ん
で
い
る
。

　
純
粋
金
融
的
に
は
高
利
潤
と
利
子
率
の
格
差
を
求
め
、
国
際
的
高
所
得
水

準
圏
の
貨
幣
的
購
買
力
が
移
動
す
る
の
で
あ
る
が
ホ
ッ
ト
・
マ
ネ
ー
、
資
本

逃
避
等
の
形
の
も
の
を
除
く
な
ら
ば
、
理
解
し
う
る
国
際
的
資
本
移
動
は
低

開
発
国
乃
至
後
進
国
へ
の
投
資
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
勿
論
、
所
謂
経
済
協
力

の
形
式
で
の
技
術
進
出
、
設
備
投
下
は
実
物
的
資
本
移
動
と
解
す
る
こ
と
に

す
る
が
、
資
本
輸
入
国
に
於
い
て
は
、
そ
の
輸
入
の
基
準
が
奈
辺
に
存
す
る
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後
進
国
開
発
投
資
政
策
の
基
準

や
に
関
係
し
、
資
本
輸
出
国
に
於
い
て
は
、
そ
の
投
下
の
基
準
が
問
題
と
な

る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
従
っ
て
投
資
基
準
の
問
題
は
主
体
的
に
資
本
を
投
下
す
る
側
で
も
亦
、
受

入
れ
る
国
で
も
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
本
稿
は
両
者
に
代
表
的
な
所
説
を
と
り

上
げ
、
更
に
ブ
ラ
ジ
ル
に
於
け
る
投
資
計
画
に
及
び
た
い
。
投
資
政
策
の
計

画
化
は
社
会
主
義
国
で
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
資
本
投
下
国
側
で
も
受

入
国
側
で
も
有
機
的
連
関
に
於
い
て
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
之
に
対
し
て

資
本
主
義
国
に
あ
っ
て
は
経
済
の
成
長
に
伴
い
漸
次
、
資
本
投
下
も
計
画
化

さ
れ
受
入
側
に
於
い
て
も
、
従
っ
て
外
資
導
入
を
効
果
的
に
工
業
化
に
注
ぐ

た
め
に
計
画
が
樹
て
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
投
資
政
策
の
基
準
が
近
次
頻
り

に
論
ぜ
ら
れ
る
の
は
理
の
当
然
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
社
会
主
義
国
の
国
際
投
資
、
例
え
ば
ソ
連
圏
内
部
の
投
資
政
策

や
ソ
連
の
東
南
ア
ジ
ア
、
中
近
東
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
、
特
に
南
米
に
対

す
る
投
資
政
策
に
於
け
る
考
察
は
し
ば
ら
く
措
き
、
専
ら
資
本
主
義
的
に
先

進
国
と
い
わ
れ
る
ア
メ
リ
カ
を
童
心
と
す
る
自
由
世
界
と
俗
に
分
類
さ
れ
て

い
る
各
国
の
国
際
投
資
政
策
が
主
と
し
て
後
進
国
に
対
し
て
推
進
さ
れ
る
場

合
を
問
題
に
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
後
進
国
は
一
様
に
工
業
化
計
画
を
急
速
に
お
し
進
め
て
い
る
が
資
本
蓄
積

の
低
い
こ
と
か
ら
工
業
用
の
諸
種
の
資
本
材
の
絶
対
的
不
足
を
輸
入
に
侯
た

ね
ば
な
ら
ず
、
自
国
の
輸
出
産
業
が
所
謂
幼
稚
産
業
で
あ
り
而
も
モ
ノ
カ
ル

チ
ュ
ブ
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
る
時
、
近
代
化
の
積
粁
と
な
る
重
工
業
建
設
に

必
要
な
莫
大
な
資
本
量
は
、
資
本
の
回
転
期
間
が
長
く
な
る
た
め
収
益
の
低

下
が
生
じ
、
民
間
資
本
の
こ
の
面
へ
の
供
給
は
消
極
的
と
な
り
、
勢
い
、
国

家
資
本
に
よ
る
資
金
の
動
員
に
頼
る
外
は
な
い
。
外
国
資
本
の
後
進
国
へ
の

円
滑
な
導
入
そ
れ
自
体
が
、
こ
の
資
本
の
安
全
性
、
収
益
性
を
保
証
す
べ
き

政
治
的
、
経
済
的
背
景
を
要
請
さ
れ
国
家
に
よ
る
強
力
な
計
画
と
い
う
形
で

の
経
済
へ
の
強
制
を
結
果
す
る
の
で
あ
る
。

　
更
に
後
進
国
と
い
う
名
に
於
け
る
固
有
な
環
境
即
ち
前
資
本
制
的
生
産
関

係
が
重
工
業
化
と
い
う
近
代
化
の
プ
p
セ
ス
を
経
過
す
る
間
に
生
ず
る
結
果

が
投
資
政
策
に
つ
い
て
も
具
体
的
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
印
度
や
東
南

ア
ジ
ア
に
於
け
る
商
品
経
済
の
発
達
に
よ
る
新
し
い
生
産
関
係
の
展
開
を
促

進
し
て
い
る
こ
と
に
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
さ
て
、
投
資
政
策
に
つ
い
て
は
、
そ
の
投
資
の
優
先
度
即
ち
投
資
基
準
と
、

一
つ
の
投
資
計
画
の
中
で
の
配
分
と
が
重
要
で
あ
る
が
、
前
者
は
部
分
分
析

を
強
調
す
る
に
対
し
、
後
者
は
、
こ
の
欠
点
を
補
完
す
る
一
般
分
析
と
も
い

え
る
。

　
本
稿
で
主
と
し
て
考
察
し
た
い
の
は
、
む
し
ろ
前
者
で
あ
る
が
、
之
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

い
て
は
戦
後
、
ポ
ラ
ッ
ク
が
之
を
先
づ
、
と
り
上
げ
以
後
、
ケ
イ
ン
ジ
ァ
ン

に
よ
っ
て
受
け
つ
が
れ
英
、
米
の
学
界
が
一
斉
に
問
題
と
し
、
国
連
等
の
研

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
（
5
）

究
機
関
で
も
研
究
さ
れ
、
ブ
キ
ャ
ナ
ン
、
カ
ー
ン
、
チ
ェ
ネ
リ
ー
、
ガ
レ
ン
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⇔
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。
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①
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①
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冨
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罫
・
・
お
朝
。
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@　
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@
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k
っ
て
、
投
資
の
基
準
点
即
ち
最
適
投
資
量
の
決
定
を
考
察
す
る
な
ら
ば
、

結
論
的
に
は
ク
イ
ン
ズ
の
い
う
よ
う
に
投
資
は
投
資
需
要
者
に
於
い
て
資
本

一
般
の
限
界
効
率
が
市
場
利
子
率
と
等
し
く
な
る
点
迄
進
め
ら
れ
、
私
的
投

資
の
規
模
は
両
者
の
均
等
す
る
点
で
決
定
さ
れ
る
訳
で
、
こ
の
点
が
、
い
わ

ば
、
投
資
の
最
適
点
で
あ
る
と
い
え
る
。
ケ
イ
ン
ズ
の
こ
の
投
資
最
適
点
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

フ
イ
ツ
シ
ヤ
ー
の
費
用
超
過
収
益
率
（
即
ち
、
す
べ
て
の
費
用
の
現
在
値
と
、

す
べ
て
の
収
益
の
現
在
値
の
計
算
に
使
わ
れ
る
こ
の
二
つ
の
率
を
均
等
化
さ

せ
る
率
）
と
利
子
率
の
均
し
い
点
と
も
云
い
直
す
こ
と
が
出
来
る
。
フ
ィ
ッ

シ
ャ
ー
流
に
い
え
ば
新
投
資
は
費
用
超
過
収
益
率
が
利
子
率
を
超
過
し
た
場
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合
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
投
資
決
定
論
を
、
こ
こ
で
立
入
る
必
要
は
な
い
が
一
般

的
な
投
資
機
会
の
決
定
に
つ
い
て
の
彼
の
所
説
の
簡
単
な
要
約
を
試
み
る
。

　
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
借
入
利
率
と
貸
付
利
率
の
関
係
に
つ
い
て
両
者
の
均
等

の
場
合
と
然
ら
ざ
る
場
合
と
を
考
え
る
。

　
両
者
の
均
等
な
る
場
合
（
借
入
利
率
と
貸
付
利
率
・
z
）
は
生
産
投
資
計
画

は
生
産
機
会
（
鷲
。
幽
口
。
江
く
Φ
o
電
。
目
ゴ
巳
江
①
。
。
）
の
軌
跡
即
ち
生
産
機
会
カ
ー
ヴ

　
（
鷲
。
曾
。
黒
く
①
o
竈
自
色
戯
け
図
。
自
く
Φ
2
箕
。
含
。
凱
く
①
茸
9
口
。
・
♂
同
目
㊤
臨
8
8
冥
①
）

上
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
、
　
（
別
図
1
で
は
◎
恥
『
園
）
。

　
　
生
産
投
資
計
画
は
次
の
範
囲
即
ち
覧
巳
口
。
鼠
く
①
冨
訂
亀
同
Φ
ε
周
昌
巨
（
レ
き
）
＼
（
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レ
肉
。
）
l
H
の
中
に
あ
る
訳
で
あ
る
。
　
　
　
。
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進
国
開
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投
資
政
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0

こ
こ
に
云
弓
瑞
は
0
期
の

現
実
の
所
得
、
瓦
は
1
期

の
現
実
の
所
得
、
7
及
び

P
は
営
三
』
ぎ
8
ヨ
。
が
、

0
期
で
も
－
期
に
於
い
て

も
、
す
べ
て
集
る
点
で
あ

り
、
7
及
び
y
は
、
同
様

に
一
回
分
の
集
ま
る
点
で

あ
る
。

　
投
資
者
は
所
得
選
択
機

能
な
も
っ
て
い
ろ
（
0
期

　
と
す
る
か
1
期
と
す
る
か
に
つ
い
て
の
）
が
普
通
常
識
的
な
方
法
に
よ
る
場
合
に

　
無
差
別
曲
線
タ
及
び
3
上
で
機
能
す
る
。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
投
資
機
会
ぎ
く
婁
－

　
言
①
巨
。
電
自
葺
巳
け
・
器
（
例
え
ば
リ
ア
ル
な
投
資
即
ち
種
子
栽
培
用
投
資
）
と
市
場

　
機
会
暴
時
9
。
唱
。
碁
口
三
8
（
貸
付
市
場
で
相
殺
さ
れ
る
貸
付
、
借
入
を
通
ず
る

　
も
の
）
と
を
区
別
し
て
お
り
、
◎
O
、
を
市
場
線
巨
9
時
。
二
ぎ
①
（
こ
の
場
く
口
の
ス
タ

　
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト
は
ρ
）
、
O
O
、
に
平
行
な
P
を
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ポ
イ

　
　
ン
ト
す
る
市
場
線
を
、
、
、
と
す
る
。

　
こ
の
場
合
、
生
産
機
会
曲
線
◎
恥
『
「
が
移
動
し
て
仏
カ
ー
ヴ
と
切
点
5
と

市
場
線
電
、
と
◎
砺
↓
「
こ
の
切
点
π
と
を
比
較
す
る
な
ら
ば
π
が
生
産
投

資
を
追
加
す
る
場
合
に
望
ま
し
い
点
で
あ
り
、
投
資
者
と
し
て
は
更
に
最
適

と
考
え
る
投
資
点
と
い
う
の
は
考
え
ら
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
市
場
線
に
沿

っ
て
時
間
選
好
を
満
足
し
貸
付
市
場
で
融
資
を
う
け
て
も
尚
、
最
適
点
で
あ

る
の
は
ら
の
市
場
線
勺
、
、
と
の
切
点
R
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。

　
市
場
線
は
か
く
て
O
け
茎
＋
（
き
）
＼
（
H
＋
帖
）
で
示
さ
れ
る
。

　
貸
付
利
率
と
借
入
利
率
の
異
る
場
合
は
別
図
2
の
示
す
如
く
貸
付
線
（
ミ

、
ミ
）
と
借
入
線
（
恥
器
、
）
の
関
係
か
ら
仏
カ
ー
ヴ
上
の
O
切
及
び
O
ト
に

よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
点
R
が
最
適
点
と
な
る
。

　
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
流
の
最
適
投
資
点
の
研
究
は
二
つ
の
時
期
間
の
分
析
を
モ

デ
ル
と
し
て
お
り
而
も
両
利
率
均
等
乃
至
コ
ン
ス
タ
ン
ト
と
し
て
出
発
し
、

雛
て
多
時
間
分
析
に
入
っ
て
い
る
が
、
い
わ
ば
投
資
の
限
界
生
産
力
均
等
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

考
え
る
従
来
の
理
論
が
収
益
最
大
点
と
し
た
点
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。
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α
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費
用
超
過
収
益
率
と
い

う
概
念
に
内
包
さ
れ
て
い

る
現
在
価
値
法
則
は
金
融

に
よ
っ
て
補
正
さ
れ
る
と

こ
ろ
は
あ
っ
て
も
投
資
決

定
の
理
論
と
し
て
は
可
成

り
広
い
意
味
で
正
し
さ
を

も
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
更
に
完
全
な
資
本
市
場

が
存
在
す
る
と
前
提
す
る

な
ら
ば
現
在
価
値
原
理
は

非
常
に
広
汎
な
適
用
性
を

も
つ
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
流
の
投
資
決
定
論
は
そ
の
後
の
投
資
理
論
の
発
展
に
可
成

　
　
　
（
3
）

り
の
影
響
を
与
え
て
い
る
が
、
現
実
の
投
資
決
定
に
つ
い
て
は
多
数
時
間
モ

デ
ル
に
加
え
、
投
資
者
に
つ
い
て
も
多
種
が
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
、
ケ
イ
ン
ズ
に
よ
っ
て
個
別
的
投
資

家
の
投
資
の
基
準
点
が
理
論
的
に
分
析
さ
れ
た
近
代
理
論
は
、
そ
の
後
一
層

精
緻
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
後
進
国
を
対
象
と
す
る
投
資
政
策
と
い
う

面
に
於
け
る
投
資
基
準
は
国
民
経
済
的
な
デ
ィ
メ
ン
ジ
ョ
ン
で
捉
え
ら
れ
ね

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
い
う
迄
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
前
述
し
た
如
く
ポ
ラ
ッ
ク
を
は
じ
め
と
す
る
投
資
政
策
の
基
準
論
は
約
言

す
る
な
ら
ば
、
回
転
率
基
準
（
切
㊤
仲
①
　
O
h
日
「
旨
目
口
　
O
く
O
目
　
〔
一
同
一
け
①
目
一
〇
一
P
）
、
社
会
的
限

界
生
産
力
基
準
（
匂
D
o
。
邑
蜜
舘
σ
Q
言
巴
牢
。
自
。
“
三
熔
O
葺
①
門
ざ
昌
）
、
再
投
資
基
準

（
｝
｛
①
一
口
く
①
ω
け
昌
P
①
口
琴
　
　
〔
一
肖
一
臼
Φ
同
一
〇
口
）
及
び
時
系
列
基
準
（
目
ヨ
Φ
ω
巴
①
ω
O
葺
。
ユ
。
口
）

　
　
　
　
　
（
4
）

の
四
つ
の
類
型
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
第
一
の
類
型
即
ち
回
転
率
基
準
に
入
れ
ら
れ
る
も
の
に
ポ
ラ
ッ
ク
や
ブ
キ

　
　
（
6
）

ア
ナ
ン
の
理
論
が
あ
り
、
第
二
の
類
型
に
入
る
も
の
と
し
て
社
会
的
限
界
生

　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

産
力
説
の
カ
ー
ン
、
チ
エ
ネ
リ
ー
が
あ
る
。
更
に
第
三
の
類
型
で
あ
る
再
投

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

資
基
準
を
強
調
す
る
論
者
に
ガ
レ
ン
ソ
ン
及
び
ラ
イ
ペ
ン
ス
タ
イ
ン
が
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

時
系
列
基
準
を
主
張
す
る
第
四
の
類
型
に
入
る
人
に
セ
ン
が
あ
る
。

　
之
等
を
立
入
っ
て
検
討
す
る
こ
と
は
之
亦
、
本
稿
の
目
的
で
は
な
い
の
で

要
約
に
よ
っ
て
、
そ
の
論
点
を
紹
介
す
る
な
ら
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
投
資
政
策
を
推
進
す
る
に
当
っ
て
、
そ
の
基
準
を
必
要
と
す
る
と
い
う
考

え
は
ボ
ラ
ッ
ク
が
既
に
一
九
四
三
年
の
南
山
で
戦
後
の
復
興
の
投
資
基
準
を

国
際
収
支
の
健
全
化
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
輸
出
品
又
は
輸
入
代
替
品
生

産
部
門
へ
の
投
資
に
優
先
順
位
が
与
え
ら
る
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

国
内
市
場
又
は
外
国
市
場
に
、
国
産
品
に
代
替
し
て
国
内
市
場
に
売
ら
れ
る

財
及
び
国
内
市
場
に
追
加
的
に
売
ら
れ
る
財
の
生
産
部
門
へ
の
投
資
を
重
視

せ
ず
、
亦
、
之
と
共
に
投
資
基
準
と
な
る
重
要
な
も
の
と
し
て
資
本
回
転
率
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の
優
秀
さ
或
は
高
度
な
生
産
部
門
へ
の
投
資
を
考
え
て
い
る
。

　
ブ
キ
ァ
ナ
ン
の
主
張
も
ボ
ラ
ッ
ク
に
見
ら
れ
た
投
資
基
準
に
つ
い
て
の
萌

芽
的
考
え
方
を
確
認
し
た
も
の
で
あ
り
、
高
い
資
本
回
転
率
こ
そ
投
資
政
策

を
進
め
る
場
合
、
何
よ
り
も
重
視
す
べ
し
と
す
る
。
併
し
、
之
等
の
論
点
は

資
本
の
優
秀
さ
或
は
高
い
利
潤
性
を
改
め
て
強
調
し
た
素
朴
な
考
え
方
に
根

ざ
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

　
之
に
対
し
て
は
資
本
回
転
率
が
高
い
こ
と
は
結
局
は
、
減
価
償
却
率
の
高

い
こ
と
を
必
然
的
と
す
る
た
め
に
生
産
性
は
勢
い
、
左
程
高
度
で
な
く
、
む

し
ろ
低
い
こ
と
さ
え
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
叉
労
働
の
生
産
費
即
ち
雇
用
費
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

抜
け
て
い
る
こ
と
等
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
カ
ー
ン
は
投
資
態
度
を
決
定
す
る
も
の
は
、
投
資
の
社
会
的
限
界
生
産
力

Qn

盾
X
畠
物
碧
α
q
ぼ
巴
℃
き
山
ロ
。
賦
く
津
図
（
Q
q
竃
℃
）
で
あ
る
と
い
う
Q
S
M
P
な
る
概

念
は
限
界
生
産
力
均
等
法
則
を
社
会
全
体
に
拡
張
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
定

量
の
投
資
の
も
た
ら
す
産
出
量
の
最
大
条
件
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
チ
エ
、
昂
り
ー
も
同
じ
く
、
社
会
的
限
界
生
産
力
を
投
資
基
準
と
見
倣
す
一

人
で
あ
る
が
、
彼
は
カ
ー
ン
の
S
M
P
を
肯
定
し
、
S
M
P
算
出
の
た
め
に

定
式
化
を
行
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
カ
ー
ン
は
限
界
生
産
力
均
等
法
則
に
於

け
る
、
私
的
利
潤
函
数
を
社
会
的
限
界
生
産
力
均
等
法
則
の
場
に
於
い
て
は

社
会
的
効
用
函
数
に
お
き
か
え
て
、
限
界
投
資
単
位
当
り
の
社
会
的
効
用
函

数
の
増
分
を
S
M
P
と
し
た
。

　
　
　
　
後
進
国
開
発
投
資
政
策
の
基
準

　
チ
エ
、
矛
リ
ー
は
社
会
的
効
用
函
数
の
増
分
を
レ
q
と
し
、
レ
《
を
投
資
の

生
産
力
効
果
、
＞
b
◎
を
国
際
収
支
効
果
、
r
を
ウ
エ
イ
ト
と
し
て
、
前
述
の

S
M
P
を
社
会
的
効
用
函
数
の
増
分
と
し
て
次
の
式
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
、

　
　
　
　
ω
竃
「
1
ー
レ
q
1
ー
レ
｝
、
十
、
〉
鳴

　
社
会
的
限
界
生
産
力
説
に
対
し
て
は
、
現
在
所
得
を
申
心
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
現
時
点
の
生
産
高
を
最
大
に
す
る
も
の
と
し
て
投
資
基
準
と
な
る

も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
何
等
の
反
論
も
不
必
要
で
あ
る
が
、
事
実
、
現
に
各

国
に
於
い
て
は
失
業
が
存
在
し
て
お
り
、
国
際
収
支
に
つ
い
て
も
堅
調
の
も

の
が
少
い
こ
と
を
考
え
る
時
、
チ
エ
ネ
リ
ー
の
定
式
も
資
本
回
転
率
基
準
を

重
視
す
る
立
場
に
近
い
も
の
と
な
る
。
ま
し
て
、
現
実
の
各
国
経
済
は
経
済

成
長
を
指
向
し
て
居
る
こ
と
を
考
え
合
す
な
ら
ば
、
や
は
り
静
態
的
な
も
の

か
ら
動
態
的
な
所
得
成
長
即
ち
所
得
増
加
を
通
じ
て
更
に
投
資
が
な
さ
れ
る

面
の
老
慮
が
必
要
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
を
痛
感
す
る
。

　
こ
の
要
請
を
自
ら
解
決
せ
ん
と
し
て
動
態
的
な
投
資
基
準
を
考
察
し
た
の

が
、
ガ
ー
レ
ン
ソ
ン
及
び
ラ
イ
ペ
ン
ス
タ
イ
ン
の
論
文
で
あ
る
。

　
こ
の
論
文
で
は
労
働
の
生
産
性
が
増
加
す
る
と
資
本
配
分
の
増
加
即
ち
投

資
が
増
大
し
、
労
働
生
産
性
の
増
大
と
人
口
の
増
加
が
後
進
国
の
経
済
発
展

に
及
ぼ
す
影
響
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。

　
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
論
文
で
は
ボ
ラ
ッ
ク
や
カ
ー
ン
、
チ
エ
ネ

リ
ー
の
所
論
に
看
過
あ
る
い
は
ぜ
p
と
さ
れ
て
い
た
雇
用
費
が
考
え
ら
れ
て
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後
進
国
開
発
投
資
政
策
の
基
準

い
る
。

　
（
鄭
＋
H
）
年
の
雇
用
を
麟
＋
け
と
し
、
当
初
年
の
雇
用
を
現
、
…
機
械
一
単
位

当
り
の
生
産
高
を
P
、
機
械
一
単
位
当
り
の
労
働
者
の
数
を
θ
、
実
質
賃
銀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

率
ル
、
機
械
一
単
位
当
り
の
費
用
を
・
と
す
る
と
、

　　

@　

磨
E
1
貞
H
＋
、
喉
ミ
）
。

　
雇
用
の
増
大
に
よ
る
所
得
増
分
が
再
投
資
さ
れ
て
行
く
訳
で
動
態
的
分
析

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

に
よ
っ
て
再
投
資
率
（
r
）
を
得
る
。
即
ち
、

　
　
　
　
、
1
1
（
、
1
§
）
＼
6

　
再
投
資
率
を
最
大
に
す
れ
ば
成
長
率
を
最
大
に
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
エ
ク
ス
タ
イ
ン
は
チ
エ
ネ
リ
ー
の
S
M
P
に
代
る
も
の
と
し
て
限
界
生
長

寄
与
冨
舘
σ
q
巨
巴
O
巴
〇
三
げ
O
o
巨
臣
げ
目
江
。
ロ
と
い
う
概
念
M
G
C
を
考
え
て
、
こ

れ
を
投
資
基
準
と
せ
ん
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
1
4
）

　
彼
に
よ
れ
ば
7
を
年
々
の
産
出
高
（
価
値
）
、
C
を
利
子
及
び
負
償
償
還
を

含
む
年
・
の
・
う
、
K
を
馨
総
量
・
す
・
時
笠
箒
†
凍
で

表
わ
さ
れ
、
更
に
‘
年
に
Z
計
画
（
投
資
計
画
）
に
よ
っ
て
生
ず
る
純
所
得

　
を
砺
と
す
る
と
ぶ
、
I
O
『
三
指

　
　
　
　
想
陪
想
（
お
）
　
（
N
1
1
H
”
…
…
’
冒
）

　　

@
　
・
・
尾
－
ミ
典
（
H
部
－
繋
－
繋
－
繋
　
　
〔
H
）

更
に
再
投
資
が
‘
期
に
な
さ
れ
だ
と
す
る
と
輪
と
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇
崇
、

　
　
　
　
ζ
い
1
1
M
、
蝕
（
肉
邑
ス
蛛
1
ー
ギ
ー
…
》
8
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
恥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℃
穿
、

　
ω
式
と
の
関
係
か
ら

　　

@　
_
繋
｛
酔
伽
騨
＋
象
。
（
H
l
§
謁
象
陶
）
・

　　

@　

@［
ﾚ
H
餌
蕪
）
ド
甑
　
（
計
「
脾
＋
H
（
H
飾
蘂
、
↓
〕
｝

　　

@　
ﾝ
匿
－
幕
甑
一
審
＋
築
§
（
H
－
琶
・

　　

@　

@〔

i同

¥
執
）
『
1
】
．
馬
（
同
十
軸
）
N
ー
ド
〕
恥
告

　
が
得
ら
れ
て
、
社
会
的
限
界
生
産
力
に
代
る
動
態
的
な
投
資
基
準
と
し
て

の
M
G
C
が
明
ら
か
と
な
る
が
エ
ク
ス
タ
イ
ン
は
、
実
際
に
数
字
を
入
れ
て
、

こ
の
定
式
の
意
味
を
説
明
す
る
。

　
相
異
る
数
個
の
投
資
計
画
に
関
す
る
M
G
C
基
準
に
対
す
る
利
子
の
影
響

は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　　　　　　第

　有効な計画

　　　aYl
　　　　　＝30al＝O，
　　　aK1

1　表

高度の再投資計画

　　　　aYl　al＝30，　　　　　　．．　10
　　　　aKl

再投資
部分

有効部分MGCMGCFil子率
（％）

。。

@
。
。

7．　98

3．　33

2．　07

1．　45

1．　09

1．　74

1．　11

1，　02

0．　94

0，　87

0．　81

0．　76

。。
@
　
◎
。

9．　00

4．　27

2．　94

2．　26

1．　85

5．　21

4．　76

4．　38

4．　04

3．　74

3．　48

3．　25

2
　
　
3
　
　
4
　
　
5
　
　
6
　
　
7
　
　
8
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　　　　第　亙　表

MGCに対する成長可能性と
　　：再投資資本の効果

　　　　MGC
再投資資本の成長可能性

高度，中間2低度、

76　
　
0
0

4，

04　
　
0
0

塩

3．　25

4．　51

76　
　
0
◎

生

4．　04

4．　27

3．　25

1．　85

4．　76

4．　89

4．　04

1，　83

3．　25

1．　22

利子率　3％

　　有効計画

高度の再投資計画

利子率　5％

　　有効計画

高度の再投資計画

利子率　8％

　　有効計画

高度の再投資計画

2．　ev　＝．15，　B＝．201．　a＝．10，　B＝．10

3，　a・　＝．　20，　B　＝．　30

　
エ
ク
ス
タ
イ
ン
は
こ
の
よ
う
な
計
算
に
よ
り
M
G
C
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
が
、
彼
は
更
に
今
迄
の
封
鎖
体
系
で
の
一
国
経
済
の
分
析
か
ら
進
ん
で
開

放
体
系
の
経
済
を
考
え
、
国
際
収
支
に
対
す
る
全
体
効
果
を
B
、
訂
器
。
電
。
7

ε
三
ξ
8
曾
に
対
し
て
為
替
に
つ
け
ら
る
べ
き
プ
レ
ミ
ア
ム
を
7
と
し
て

　
　
　
　
・
・
尾
－
ホ
ー
傘
＋
恥

　
之
は
チ
ェ
ネ
リ
ー
の
定
式
を
修
正
し
た
も
の
で
あ
り
、
チ
ェ
ネ
ー
ー
1
は
南

イ
タ
質
量
の
開
発
投
資
を
考
え
、
r
を
ぜ
ロ
と
し
て
（
為
替
不
足
が
深
刻
で
な

い
場
合
）
い
る
が
、
エ
ク
ス
タ
イ
ン
は
一
般
に
は
投
資
計
画
の
進
行
過
程
で

は
r
の
値
が
種
々
変
化
し
、
外
国
為
替
の
保
有
高
の
変
化
の
み
に
依
存
す
る

　
　
　
　
後
進
国
開
発
投
資
政
策
の
基
準

も
の
で
は
な
い
と
云
う
。

　
ラ
イ
ペ
ン
ス
タ
イ
ン
や
エ
ク
ス
タ
イ
ン
の
立
場
は
再
投
資
基
準
説
で
あ
る

が
そ
の
濃
淡
は
既
に
見
た
如
く
で
あ
る
。

　
エ
ク
ス
タ
イ
ン
は
S
M
P
基
準
は
理
想
的
な
も
の
と
は
、
ほ
ど
遠
く
、
叉

非
常
に
広
汎
な
前
提
を
お
い
て
、
は
じ
め
て
妥
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
、

更
に
投
資
水
準
及
び
投
資
計
画
の
た
め
に
妥
当
す
る
利
子
率
は
同
時
的
に
決

定
さ
る
べ
き
で
あ
り
、
相
対
的
に
低
い
投
資
水
準
が
相
対
的
に
低
い
利
子
率

を
要
求
す
る
と
云
う
。
彼
は
更
に
、
次
の
諸
点
を
指
摘
す
る
。
即
ち
、
e
彼

の
考
え
に
立
つ
と
、
利
子
率
は
消
費
財
生
産
高
の
成
長
率
及
び
純
粋
時
問
選

好
率
に
結
び
つ
き
、
逆
に
入
口
成
長
率
に
応
じ
て
変
動
し
、
口
も
し
政
府
が

財
政
措
置
に
よ
り
満
足
な
投
資
水
準
を
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
場
合
は
、

計
画
は
相
対
的
に
大
量
の
再
投
資
を
仰
が
ざ
る
を
得
ず
、
日
上
の
場
合
に
於

い
て
は
、
投
資
基
準
は
資
本
蓄
積
の
有
効
性
と
寄
与
と
を
反
映
せ
ね
ば
な
ら

ず
、
特
に
茄
佼
者
の
資
本
蓄
積
へ
の
貢
献
部
分
は
、
も
し
現
実
の
投
資
水
準
が

望
ま
し
い
投
資
水
準
を
遠
く
劣
る
場
合
に
の
み
、
顕
著
で
あ
ろ
う
と
い
う
の

で
あ
る
。

　
時
系
列
基
準
は
セ
ン
が
、
今
迄
に
挙
げ
た
諸
種
の
基
準
が
夫
々
、
欠
点
を

も
つ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
回
復
期
間
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
今
迄
の
基
準

を
時
系
列
に
よ
っ
て
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
回
復
期
間
（
T
）
と
政
策
者
の
考
慮
し
て
い
る
期
間
（
泌
）
と
の
問
の
関
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後
進
国
開
発
投
資
政
策
の
基
準

係
に
よ
り
、
と
る
べ
ぎ
技
術
が
変
化
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
　
冒
1
1
H
か

ら
冒
1
1
8
迄
の
条
件
が
分
析
さ
れ
て
こ
そ
現
笑
の
経
済
に
対
す
る
政
策
を
考

え
る
こ
と
が
出
来
る
訳
で
あ
る
。

　
資
本
回
転
率
基
準
が
戦
後
経
済
復
興
の
場
合
の
外
資
導
入
に
当
り
、
先
進

国
の
援
助
投
資
叉
は
資
金
援
助
の
基
準
と
な
り
、
再
投
資
基
準
は
所
得
増
分

を
媒
介
と
す
る
た
め
当
然
に
、
先
進
国
側
を
中
心
と
し
た
場
合
の
投
資
基
準

で
あ
る
こ
と
か
ら
も
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
併
し
、
こ
こ
に
老
察
を
し
て
来
た
四
つ
の
類
型
に
見
ら
れ
る
投
資
基
準
は

均
し
く
、
「
他
の
条
件
に
し
て
一
定
な
ら
ば
」
と
い
う
前
提
が
あ
る
訳
で
あ
る
。

静
態
分
析
に
せ
よ
、
叉
精
密
化
さ
れ
た
動
態
分
析
に
せ
よ
一
様
に
部
分
分
析

で
あ
る
こ
と
に
か
わ
り
な
い
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
一
つ
の
投
資
計
画
は

各
部
門
へ
の
投
資
の
配
分
方
法
に
よ
り
各
部
門
の
投
資
の
有
利
性
は
異
る
。

　
投
資
配
分
に
当
り
、
こ
の
前
提
を
克
服
す
る
た
め
に
産
業
連
関
分
析
及
び

リ
ニ
ヤ
ー
・
プ
p
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
が
、
チ
ェ
ネ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

の
別
の
論
文
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
論
文
で
は
所
謂
、
部
分
分
析
よ
り
」
般

分
析
へ
の
深
化
が
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
立
入
ら
な
い
。
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。
ぎ
q
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眉
豆
。
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O
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後
進
国
開
発
投
資
政
策
の
基
準

H
α

L

C

B

T

Y

ん
。

　
こ
の
図
に
見
る

よ
う
な
関
係
が
基

本
的
と
な
リ
エ
ク

ス
タ
イ
ン
の
定
式

が
導
き
出
さ
れ
る
。

三

　
投
資
基
準
に
関
す
る
諸
説
を
四
つ
の
類
型
に
分
け
て
概
観
し
た
が
、
現
実

の
具
体
的
な
個
々
の
国
の
例
に
つ
い
て
投
資
基
準
及
び
投
資
配
分
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
業
大
学
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
の
報
告
と
国
連
ラ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ン
ア
メ
リ
カ
委
員
会
の
討
議
報
告
が
あ
る
こ
と
は
既
に
指
摘
し
て
お
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
前
者
は
「
投
資
基
準
と
経
済
成
長
」
と
い
う
論
文
に
構
成
メ
ン
バ
ー
で
あ

る
六
人
の
学
者
が
研
究
報
告
を
発
表
し
、
後
者
は
「
経
済
発
展
の
計
画
立
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

技
術
に
関
す
る
準
備
的
研
究
」
と
い
う
四
〇
〇
頁
に
及
ぶ
報
告
に
詳
細
に
論
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後
進
国
開
発
投
資
政
策
の
基
準

ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
、
そ
の
要
点
を
と
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　
先
ず
前
者
に
つ
い
て
紹
介
を
試
み
る
が
、
六
亜
種
一
人
で
あ
る
テ
ィ
ン
バ

ー
ゲ
ン
は
投
資
計
画
を
決
定
す
る
場
合
に
重
要
な
こ
と
は
、
使
用
さ
れ
る
理

論
の
内
容
で
あ
る
と
し
て
投
資
の
理
論
的
基
準
も
ひ
と
え
に
之
如
何
に
あ
る

と
い
う
。

　
彼
は
、
そ
の
理
論
的
基
準
と
し
て
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
イ
ス

諺
8
8
巨
ぽ
α
Q
認
定
・
（
い
わ
ば
均
衡
価
格
）
で
計
算
さ
れ
た
総
コ
ス
ト
に
対
す

る
純
収
益
の
比
率
を
挙
げ
る
。

　
総
費
用
に
は
資
本
的
費
用
だ
け
で
な
く
運
転
費
用
も
含
め
る
。

　
古
典
的
立
場
に
於
い
て
は
利
潤
極
大
部
門
が
最
も
投
資
効
率
の
高
い
部
門

で
あ
り
、
完
全
競
孚
前
提
に
あ
っ
て
は
、
投
資
は
自
動
的
に
市
場
価
格
機
構

を
通
じ
て
資
本
投
下
が
行
わ
れ
る
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
現
実
の
経
済
で
は

市
場
価
格
機
構
の
自
動
的
調
節
作
用
は
社
会
的
聞
接
資
本
形
成
の
た
め
の
政

府
の
介
入
、
独
占
体
の
存
在
、
外
部
経
済
の
存
在
と
い
う
概
乱
要
因
が
存
在

す
る
た
め
に
古
典
的
投
資
配
分
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　
古
典
的
投
資
配
分
に
よ
れ
ば
第
一
次
利
潤
又
は
私
的
利
潤
が
専
ら
追
求
さ

れ
て
、
社
会
的
利
潤
即
ち
社
会
の
厚
生
を
極
大
に
す
る
社
会
的
効
率
最
大
を

目
的
と
す
る
第
二
次
利
潤
は
含
ま
れ
な
い
訳
で
あ
る
。

　
そ
し
て
又
現
実
の
経
済
に
於
い
て
は
、
こ
の
二
つ
の
利
潤
は
後
進
国
で
も

先
進
国
で
も
相
距
っ
て
お
り
、
乏
し
い
資
源
や
資
本
を
最
高
効
率
化
し
、
社

会
福
祉
最
大
化
を
達
成
す
る
た
め
に
は
諸
々
の
三
徳
要
因
が
あ
る
こ
と
は
既

に
指
摘
し
た
。
こ
の
掩
乱
要
因
を
除
く
も
の
こ
そ
価
格
機
構
で
あ
る
の
で
テ

ィ
ン
バ
ー
グ
ン
は
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
イ
ス
機
構
を
考
え
る
の
で
あ

る
Q

　
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
イ
ス
の
測
定
に
は
一
国
更
に
は
全
世
界
の
発

展
に
つ
い
て
の
動
態
モ
デ
ル
が
必
要
で
あ
る
た
め
非
常
な
困
難
を
伴
う
が
、

テ
ィ
ン
バ
ー
グ
ン
は
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
イ
ス
を
定
義
し
て
「
均
衡

価
格
と
も
云
う
こ
と
が
出
来
る
が
、
こ
の
意
味
で
生
産
要
素
叉
は
生
産
物
の

本
質
的
価
値
叉
は
真
の
価
値
を
示
す
価
格
で
あ
る
」
と
し
「
こ
の
価
格
は
地

理
的
に
相
隔
っ
た
地
域
及
び
異
っ
た
職
業
に
つ
い
て
夫
々
異
る
の
と
同
様
に
、

異
っ
た
時
期
に
つ
い
て
も
異
っ
た
も
の
と
な
る
か
も
知
れ
ず
、
市
場
価
格
か

ら
乖
離
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
」
と
云
っ
て
い
る
。

　
更
に
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
イ
ス
一
決
｛
疋
に
つ
い
て
の
彼
の
・
王
張
を
掲

げ
る
な
ら
ば
、
も
と
よ
り
、
こ
の
価
格
は
あ
る
種
の
生
産
要
素
又
は
産
出
物

（
そ
の
市
場
が
、
議
論
さ
れ
て
い
る
計
画
が
実
施
さ
れ
な
い
な
ら
ば
不
均
衡

に
陥
る
）
の
需
給
を
均
衡
さ
せ
る
水
準
に
あ
る
と
想
定
し
、
厚
生
の
最
大
値

を
決
定
す
る
の
で
あ
る
が
、
投
資
計
画
に
対
し
て
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
・
プ

ラ
イ
ス
を
適
用
す
る
場
合
、
適
用
部
門
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
こ
の
価
格
の

評
価
は
試
行
錯
誤
と
、
や
や
組
織
的
方
法
と
の
二
つ
に
よ
っ
て
行
え
ば
よ
い
。

　
前
者
は
夫
々
の
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
イ
ス
に
対
す
る
任
意
の
価
格
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を
仮
定
し
、
次
に
こ
の
価
格
の
適
用
さ
る
べ
き
投
資
計
画
の
優
先
数
字
を
計

算
し
、
更
に
関
係
あ
る
市
場
で
均
衡
の
回
復
の
有
無
を
見
出
す
こ
と
で
あ
る
。

も
し
均
衡
が
未
回
復
の
場
合
は
別
の
組
の
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
イ
ス

が
と
ら
れ
均
衡
回
復
が
は
か
ら
れ
る
が
、
こ
の
場
合
の
市
場
は
労
働
市
場
、

外
国
為
替
市
場
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
更
に
そ
れ
等
を
多
数
の
計
画
即
ち
労
働
に
対
す
る
時
間
的
区
分
、
地
理
的

区
分
、
職
業
的
区
分
に
分
け
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
区
分
が
多
数
に
な
る
程
、

組
織
的
取
扱
い
の
必
要
が
増
大
す
る
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
関
係
あ
る
産
出

物
に
つ
い
て
の
補
完
的
需
要
供
給
を
表
わ
す
と
い
う
が
、
そ
こ
で
総
需
要
を

総
供
給
に
均
衡
さ
せ
る
た
め
に
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
イ
ス
に
夫
々
代

数
的
記
号
を
導
入
し
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
こ

の
場
合
の
総
需
要
と
か
総
供
給
と
か
は
既
存
の
総
需
要
叉
は
総
供
給
及
び
関

係
あ
る
投
資
計
画
が
達
成
さ
れ
た
結
果
と
し
て
の
補
完
的
需
要
又
は
供
給
を

意
味
す
る
）
。

　
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
イ
ス
の
推
定
が
た
と
え
大
ま
か
な
も
の
で
あ

っ
て
も
各
種
の
投
資
計
画
に
つ
い
て
の
優
先
順
位
の
数
字
が
こ
の
価
格
の
変

化
に
敏
感
で
あ
る
こ
と
を
示
す
か
ら
、
政
府
が
一
連
の
継
続
的
投
資
計
画
の

実
施
に
つ
い
て
之
を
援
用
す
る
意
義
は
、
産
出
物
を
あ
る
状
態
の
下
で
魅
力

的
グ
ル
ー
プ
及
び
特
定
の
緊
急
状
態
で
だ
け
魅
力
的
グ
ル
ー
プ
に
分
類
す
る

こ
と
の
出
来
る
と
い
う
接
近
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

　
　
　
　
後
進
国
開
発
投
資
政
策
の
基
準

　
テ
ィ
ン
バ
ー
ゲ
ン
は
所
謂
後
進
国
を
と
り
上
げ
ず
、
オ
ラ
ン
ダ
を
対
象
と

し
て
、
こ
の
ト
ウ
ー
ル
（
手
法
）
を
用
い
て
投
資
配
分
を
分
析
し
て
い
る
が
、

之
は
オ
ラ
ン
ダ
に
の
み
固
有
な
分
析
方
法
で
は
な
く
、
広
く
後
進
国
の
投
資

計
画
に
つ
い
て
も
援
用
可
能
で
あ
る
。

　
併
し
、
オ
ラ
ン
ダ
に
於
い
て
は
、
投
資
計
画
は
分
権
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
量
は
全
投
資
の
七
〇
％
（
一
九
五
〇
1
五
二
年
）
、
政
府
の
補
助
金
又
は

融
資
を
う
け
て
い
る
部
分
は
八
％
を
、
純
公
共
部
門
へ
は
全
投
資
の
三
〇
％

が
注
入
さ
れ
て
い
る
事
実
が
あ
る
。
そ
し
て
オ
ラ
ン
ダ
で
は
公
共
的
な
建
設

事
業
計
画
に
は
申
央
計
画
局
が
一
般
的
基
準
を
決
定
し
て
、
こ
の
基
準
に
よ

っ
て
計
画
を
遂
行
し
て
い
る
が
、
テ
イ
ン
バ
ー
グ
ン
の
試
み
て
い
る
基
準
も

援
用
さ
れ
て
来
て
は
い
る
が
、
私
企
業
の
投
費
基
準
と
し
て
は
複
雑
な
計
算

機
構
を
必
要
と
す
る
テ
イ
ン
バ
ー
グ
ン
方
式
は
尚
、
全
面
的
採
用
迄
に
は
至

っ
て
い
な
い
。

　
こ
の
テ
イ
ン
バ
ー
ゲ
ン
方
式
に
対
し
て
一
定
の
修
正
を
加
え
た
上
に
於
け

る
利
潤
誘
因
を
投
資
基
準
と
す
る
の
が
フ
ェ
ル
ナ
ー
で
あ
る
。
フ
ェ
ル
ナ
ー

は
テ
イ
ン
バ
ー
グ
ン
の
云
う
私
的
利
潤
と
社
会
的
利
潤
と
の
乖
離
か
ら
生
ず

る
掩
乱
要
因
を
修
正
す
る
が
、
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
イ
ス
で
計
画
さ

れ
た
コ
ス
ト
に
対
す
る
純
収
益
の
比
率
と
相
異
る
点
が
奈
辺
に
存
す
る
か
が

問
題
と
な
る
。
フ
ェ
ル
ナ
ー
の
見
解
を
た
ず
ね
る
な
ら
ば
、
資
本
ス
ト
ッ
ク

が
他
の
生
産
要
素
の
供
給
よ
り
相
当
高
率
で
増
大
し
て
い
る
に
も
不
拘
、
資

（　161　）



　
　
　
後
進
国
開
発
投
資
政
策
の
基
準

本
・
－
・
三
単
位
当
り
の
奮
高
麗
（
0
産
出
高
、
グ
資
本
）
即
ち
資

本
比
率
は
長
期
的
に
見
れ
ば
現
状
維
持
或
は
上
昇
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は

全
面
的
な
組
織
的
又
は
技
術
的
改
善
は
長
期
的
に
は
収
益
の
減
少
を
大
い
に

補
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
に
外
な
ら
な
い
訳
で
あ
る
。

　
資
本
節
約
及
び
労
働
節
約
に
対
す
る
改
善
効
果
は
投
資
に
対
す
る
収
益
率

の
動
向
・
養
賃
銀
の
関
係
に
甕
・
。
馨
に
対
す
・
皇
霊
乖
（
・

馨
家
の
税
引
前
所
得
蚤
本
）
は
乖
－
巾
・
卵
で
あ
り
卵
が
低

下
し
て
い
る
限
り
う
の
長
期
的
動
向
は
雫
の
長
期
的
動
向
程
有
利

で
な
い
た
め
に
完
全
に
収
益
は
確
保
さ
れ
て
い
な
い
。

　
然
る
に
改
善
が
労
働
節
約
的
、
土
地
節
約
的
効
果
を
も
つ
て
い
る
こ
と
は
、

西
欧
諸
国
の
投
資
家
の
巨
大
な
新
投
資
量
に
対
し
て
、
収
益
率
が
相
当
程
度

而
も
一
貫
し
て
低
下
す
る
の
を
防
止
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
る
。

　
資
本
に
対
し
て
稀
少
性
を
も
つ
労
働
は
慢
性
的
余
剰
又
は
過
剰
状
態
に
対

応
せ
ず
、
改
善
の
労
働
節
約
的
性
格
の
行
過
ぎ
は
見
ら
れ
ず
、
実
質
賃
銀
は

上
昇
を
つ
づ
け
て
い
る
と
い
う
の
が
西
欧
諸
国
の
経
済
発
展
の
様
相
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
こ
の
よ
う
な
場
合
の
投
資
の
私
的
利
潤
獲
得
力
は
、
所
謂
二
重
経
済
の
進

行
に
よ
る
政
府
投
資
の
増
大
と
共
に
第
一
次
接
近
で
は
あ
っ
て
も
社
会
の
厚

生
最
大
と
い
う
方
向
へ
の
投
資
が
盛
ん
と
な
り
純
粋
私
的
利
潤
獲
得
性
か
ら

乖
離
し
て
来
て
い
る
。

　
そ
れ
に
も
不
拘
、
投
資
の
動
機
的
組
織
の
核
心
は
利
潤
誘
因
　
（
肩
。
二
言

ロ
8
昌
江
く
①
）
で
あ
る
。
未
開
発
地
域
の
開
発
投
資
の
場
合
に
私
的
利
潤
動
機
が

一
つ
の
障
害
と
な
っ
て
は
い
て
も
、
未
開
発
地
域
で
は
利
潤
誘
因
が
弱
く
企

業
家
は
危
険
を
引
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
し
て
フ
ェ
ル
ナ
ー
は
こ
の
よ
う
な
原
理
を
考
え
た
上
で
西
欧
経
済
は
そ

の
産
業
社
会
と
し
て
は
次
の
如
き
配
分
組
織
に
立
脚
し
て
い
る
と
い
う
。
即

ち
、　

の
　
資
源
配
分
は
第
一
に
利
潤
動
機
に
よ
り
方
向
を
与
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
利
潤
誘
因
を
実
現
す
る
に
は
イ
デ
オ
p
玉
藍
的
側
面
、
社
会
的

力
関
係
の
側
面
、
法
律
的
制
度
的
側
面
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
あ
り
、
利
潤
経

済
の
「
純
粋
」
概
念
さ
え
も
、
組
織
そ
れ
自
体
を
支
え
る
行
政
上
更
は
防
衛

上
の
要
求
迄
は
政
治
的
配
分
を
含
め
て
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
。

　
口
　
吾
々
が
関
心
を
も
つ
配
分
組
織
は
、
利
潤
誘
因
の
も
と
で
純
粋
に
得

ら
れ
る
よ
う
な
結
果
を
修
正
し
た
も
の
と
特
徴
づ
け
る
こ
と
が
出
来
、
こ
の

修
正
は
、
　
一
部
で
は
互
に
補
完
し
合
う
が
、
　
一
部
で
は
互
に
圧
迫
し
合
う
に

違
い
な
い
理
由
の
た
め
に
望
ま
し
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
来
て
い
る
。
そ
れ

は
第
一
に
余
分
な
負
担
の
分
配
を
認
め
得
る
範
囲
に
抑
え
よ
う
と
し
て
社
会

の
構
成
員
は
個
別
的
に
負
担
を
引
受
け
る
計
画
よ
り
は
、
よ
り
少
い
時
間
選

好
の
プ
レ
ミ
ア
ム
と
、
よ
り
少
い
危
険
負
担
の
プ
レ
ミ
ア
ム
を
も
つ
た
特
定

の
計
画
を
選
ぶ
傾
向
が
あ
る
。
第
二
に
は
、
所
得
分
配
は
政
治
権
力
の
配
分
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に
よ
り
交
互
に
相
当
影
響
を
う
け
る
が
一
般
的
平
衡
概
念
に
適
応
せ
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
第
三
は
あ
る
領
域
で
は
自
由
放
任
経
済
は
独
占
に
対
し
て

行
き
す
ぎ
と
考
え
ら
れ
る
程
の
制
限
を
招
い
て
い
る
一
方
、
他
の
領
域
で
は

競
事
制
限
政
策
が
必
要
に
な
る
ほ
ど
の
競
孚
の
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
最

後
に
、
純
粋
な
外
部
経
済
及
び
外
部
不
経
済
は
特
定
の
活
動
の
も
つ
社
会
的

効
用
は
私
的
利
潤
誘
因
の
示
す
効
用
と
殆
ん
ど
差
違
は
な
い
と
い
う
信
念
を

導
く
に
至
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
フ
ェ
ル
ナ
ー
は
完
全
雇
用
政
策
や
景
気
循
環
の
不
安
定
性
を
減
退
さ
せ
る

問
題
（
勿
論
投
資
計
画
に
連
関
を
も
つ
問
題
で
あ
る
が
）
を
、
こ
の
場
合
に

と
り
上
げ
て
い
な
い
。

　
フ
ェ
ル
ナ
ー
の
い
う
投
資
誘
因
は
こ
の
よ
う
に
考
え
る
時
、
テ
イ
ン
バ
ー

グ
ン
の
投
資
基
準
で
あ
る
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
イ
ス
で
計
算
さ
れ
た

総
コ
ス
ト
に
対
す
る
純
収
益
比
率
と
本
質
的
に
は
差
違
が
な
い
と
い
う
こ
と

が
出
来
よ
う
。

　
叉
こ
の
両
者
の
説
が
均
し
く
西
欧
の
先
進
国
叉
は
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス

等
の
高
度
資
本
主
義
国
に
対
し
て
中
進
性
を
も
つ
資
本
主
義
国
に
於
け
る
事

情
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
は
あ
る
が
後
進
国

へ
の
資
本
輸
出
の
基
準
と
し
て
考
え
る
場
合
に
も
適
用
度
の
広
い
も
の
で
あ

る
。
併
し
乍
ら
、
先
進
国
に
於
い
て
は
ア
カ
ウ
ン
テ
イ
ン
・
プ
ラ
イ
ス
を
計

算
す
る
こ
と
は
諸
種
の
困
難
が
あ
る
に
し
て
も
各
種
の
統
計
の
整
備
状
態
か

　
　
　
　
後
進
国
開
発
投
資
政
策
の
基
準

ら
可
能
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
進
国
に
於
い
て
は
経
済
構
造
の
後
進
性
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

直
ち
に
政
治
構
造
に
も
反
映
し
、
統
計
そ
の
他
の
資
料
が
整
備
さ
れ
て
い
な

い
場
合
が
非
常
に
多
い
た
め
に
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
イ
ス
の
計
算
は

不
可
能
に
近
い
。
叉
、
先
進
国
で
は
全
体
計
画
を
策
定
し
、
之
と
の
関
連
で

前
記
の
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
イ
ス
を
測
定
す
る
こ
と
に
意
昧
を
認
め

る
こ
と
が
出
来
る
の
に
後
進
国
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
甚
だ
悲
観
的
と

い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
て
以
上
、
テ
イ
ン
バ
ー
グ
ン
、
フ
ェ
ル
ナ
ー
の
見
解
の
要
点
を
検
討
し
、

そ
の
投
資
基
準
に
つ
い
て
の
系
譜
を
探
っ
た
が
、
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
の
六

人
の
学
者
の
報
告
の
う
ち
で
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
は
コ
p
ン
ゼ
ア
、
へ
ー
グ
ン
は

ビ
ル
マ
を
ロ
ー
ゼ
ン
ス
タ
イ
ン
・
ロ
ダ
ン
は
イ
タ
リ
ー
特
に
南
部
イ
タ
リ
ー

と
い
う
イ
タ
リ
ー
で
も
後
進
地
域
に
於
け
る
投
資
計
画
に
つ
い
て
の
経
験
の

理
論
的
解
明
を
試
み
て
お
り
、
一
様
に
所
謂
、
後
進
国
を
対
象
と
し
て
い
る
。

　
後
進
国
を
対
象
と
し
た
理
論
的
な
基
準
に
つ
い
て
は
既
に
第
一
節
、
第
二

節
に
於
い
て
も
多
少
、
抽
象
的
に
ボ
ラ
ッ
ク
等
の
所
論
に
耳
を
籍
し
た
の
で

あ
る
が
、
以
下
に
於
い
て
は
差
当
り
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
一
国
で
あ
る
コ

ロ
ン
ビ
ア
に
焦
点
を
お
い
た
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
の
見
解
に
則
し
て
、
投
資
基
準

を
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
尚
、
ビ
ル
マ
に
つ
い
て
の
へ
ー
グ
ン
、
ソ
連
に
つ
い
て
の
グ
ロ
ス
マ
ン
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

イ
タ
リ
ー
に
つ
い
て
の
p
ー
ゼ
ン
ス
タ
イ
ン
・
ロ
ダ
ン
の
報
告
は
別
の
機
会
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後
進
国
開
発
投
資
政
策
の
基
準

に
論
ず
る
こ
と
に
す
る
。
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芯
。
冨
甲
露
ロ
邑
g
o
8
貯
自
8
。
自
℃
8
。
・
。
瓦
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。
一
昌
ξ
げ
コ
冨
6
①
巨
。
＝
自

　
　
　
　
　
ζ
8
円
冨
ま
口
匹
Q
D
ε
島
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・
脚
巳
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Q
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8
芭
Q
D
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♂
昌
8
菊
雷
①
9
目
げ
9
暮
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払
毫
。
の
ぎ
。
ロ
“

　
　
　
　
　
6
葺
巴
臼
僧
巳
国
8
口
。
巳
。
O
同
睾
蔚
O
。
臼
』
切
』
℃
置
・

　　

@　

@
　
　
之
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
業
大
学
の
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
と
社
会
科
学
調

　　

@　

@
査
会
議
が
共
同
し
て
行
っ
た
一
九
五
四
年
十
月
十
五
日
よ
り
の
三
日
間
の
会
議

　　

@　

@
の
成
果
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
通
産
省
官
房
調
査
課
「
経
済
分
析
」
二
五
号
に

　
　
　
　
　
そ
の
う
ち
の
あ
る
部
分
の
紹
介
が
あ
る
。

　
　
　
（
2
）
国
8
昌
。
巳
。
O
§
巳
里
8
h
自
訂
停
貯
》
白
鼠
β
国
8
昌
。
邑
自
巳
q
。
。
。
芭
O
。
巨
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巳
d
巨
＆
2
註
8
噂
甲
㊦
犀
日
毎
蔓
ω
三
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＝
量
目
Φ
。
巨
嘗
Φ
。
h
甲
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㎎
聾
ヨ
ぼ
α
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国
8
昌
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日
ざ
U
o
く
①
ざ
℃
目
。
口
計
O
o
ロ
。
冨
一
国
＼
O
宕
H
図
＼
鱒
O
卜
。
博
H
9
冒
鶏
．
H
O
㎝
q
。
◎

　　

@　

@　

@一

繻
ﾜ
四
年
四
月
、
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
に
於
い
て
の
国
連
ラ
テ
ン
・

　　

@　

@
ア
メ
リ
カ
委
員
会
（
国
O
い
》
）
に
提
出
さ
れ
た
報
告
で
二
部
十
一
章
に
達
す
る
彪

　
　
　
　
　
大
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
（
3
）
　
六
人
の
学
者
と
は
テ
イ
ン
バ
ー
ゲ
ン
、
ロ
ー
ゼ
ン
ス
タ
イ
ン
・
ロ
ダ
ン
、

　
　
　
　
　
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
、
へ
ー
ゲ
ン
、
グ
ロ
ス
マ
ン
、
フ
ェ
ル
ナ
ー
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
冒
ロ
目
巨
び
①
円
α
Q
。
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掌
。
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。
♂
〈
碧
8
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①
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ぎ
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8
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。
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巳
H
奪
①
の
ぎ
。
巨
コ
・
暮
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切
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。
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切
馨
山
8
国
考
践
8
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。
♂
臼
匿
．
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早
?
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里
国
・
田
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・
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色
匪
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毘
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＝
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。
三
ぎ
d
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①
幕
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①
ξ
巴
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@
0
8
暴
富
…
O
密
・
重
巨
置
月
㎝
a
8
け
冨
国
巷
①
・
凶
8
8
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硬
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暴
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。
q
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。
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。
暴
炉
q
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・
σ
q
㎝
①
ω
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。
・
穿
9
望
§
網
。
h
。
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〈
聾
一
昌
く
①
の
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三

国
9
巨
ぽ
σ
Q
鴇

　
　
　
三
目
貯
ヨ
頴
ぎ
①
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巳
貯
一
9
9
＝
昌
く
。
の
ぎ
①
鳶
学
ε
8
ま
昌
の
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。
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嶺
国
。
8
。
巳
。
。
・
Ψ
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冨
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9
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乱
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。
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冨
団
き
匡
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ヨ
餌
裁
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。
ヨ
菖
。
三
ω
8
窪
o
O
8
3
器
冨
8

　
団
芒
。
尾
㎝
・

（
4
）
　
こ
の
報
告
書
は
次
の
内
容
を
も
つ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
団
9
。
冨
。
器

　
　
　
O
巳
§
。
｛
目
。
。
臣
曹
。
。
｛
国
宣
σ
・
弓
導
巨
昼
㎝
・

　
　
　
　
・
目
冨
b
各
藩
巴
中
堅
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ヨ
。
・
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P
冨
日
魯
巳
嘘
。
亀
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円
聾
ヨ
ぎ
σ
Q
・

　
　
　
目
ω
§
Φ
o
臼
①
巨
中
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甘
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。
・
∪
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暑
巴
h
門
§
藷
穿
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①
爵
8
亀
日
註
昌

　
　
　
　
　
諺
目
。
誉
笛
ぎ
爵
①
訂
巴
曾
9
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同
酔
霞
O
。
三
ロ
q
．

　
　
　
日
’
目
冨
言
忌
。
註
8
亀
臼
冨
O
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目
。
邑
即
。
喜
ぎ
昌
…

　
　
　
　
＜
．
甲
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営
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8
目
匿
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口
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♂
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三
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g
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。
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§
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g
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H
．
甲
。
。
・
窪
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。
ま
～
穿
唱
。
夢
鼠
の
亀
∪
①
邑
。
唱
婁
亀
け
訂
国
。
8
。
巳
8
苫
包
Φ
・

　
　
　
目
上
①
α
・
・
註
自
。
島
蓉
①
叫
二
目
邑
・
貯
膏
土
。
σ
・
・
聾
①
。
h
u
。
邑
。
罹
8
野

　
　
　
日
．
言
誉
島
・
邑
甲
＆
目
a
。
F

　
　
　
宅
●
罫
・
静
。
θ
巨
お
≧
穿
一
回
凶
。
9

　
　
　
＜
●
冨
Φ
0
8
・
・
＃
8
ま
巳
巳
器
け
受
．

　
　
　
≦
・
穿
臼
α
q
￥

　
　
　
≦
H
・
三
二
昌
。
。
月
旦
・

（
5
）
｝
ρ
田
§
ぎ
章
穿
ぐ
①
の
ぎ
①
三
皇
。
臣
。
。
。
曽
巳
、
、
∪
邑
誘
日
、
．
貯
d
巳
。
喜
串

　
　
喜
巴
。
。
巷
三
。
ρ
〉
三
巴
。
§
国
8
ぎ
巳
。
図
豊
睾
×
『
≦
H
冥
ρ
軌
・
。
D
受
・
H
o
朝
刈
・

　　

@　

�
d
経
済
に
つ
い
て
は
〉
・
国
・
閏
9
ロ
の
0
7
田
ω
。
巴
聞
象
。
図
碧
山
ロ
d
器
冒
①
器
9
鑑
①
9

　
　
H
O
自
・
邦
訳
（
都
留
重
人
）
「
財
政
政
策
と
景
気
循
環
」
に
十
分
野
る
説
明
が
見
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ら
れ
る
。

（
6
）
菊
・
。
σ
Q
・
母
Z
日
冨
ρ
国
忌
。
目
ω
。
h
9
葺
巴
司
。
琶
註
自
ぼ
与
山
・
幕
く
①
ξ
巴

　
O
。
目
巳
＄
ち
器
・
邦
訳
（
土
屋
六
郎
）
「
後
進
諸
国
の
資
本
形
成
」
、
板
垣
与
一

　
「
後
進
国
経
済
社
会
の
構
造
的
特
質
」
中
山
博
士
記
念
論
文
集
。

南部イタリーの農業計画のSMP

洪水防止灌路道

10 111129

31 1349ω

土⊥
150114

・
マ

543112

10527503918

　　　1　1　1
0．　77iO．　41［O．　320．　4010．　57

O．　210．　2O．2O．2O．2

O．　75

0．2

O．　66

O．15

O．　0610．　08

［O，　08O．　15IO．　11O．　15

O．　96O．　30O．　14O．　2510．　17

資本　　（K）

（100万リラ）

（・）鮮収益率（÷）

O．　10

O．　2

O．　19

O．　6O．6O．6O．　6（・）附加鵬（学）

O．　1810．　08O．　1510．　10SMP　＝　（a）　×　（d）

後
進
国
開
発
投
資
政
策
の
基
準

　
（
7
）
　
へ
ー
ゲ
ン
に
よ
れ

　
　
ば
ビ
ル
マ
に
於
い
て
は

　
　
投
資
は
純
粋
に
経
済
的

　
　
な
投
資
基
準
（
そ
れ
は

　
　
根
底
に
は
利
潤
誘
因
を

　
　
も
っ
て
い
る
事
は
勿

垢　
　
論
）
に
よ
っ
て
だ
け
決

駄面
　
定
さ
れ
る
も
の
で
な
く
、

号
投
資
の
望
ま
し
い
量
は

25

@
経
済
的
な
範
囲
を
こ
え

ヨ析
　
　
て
政
治
的
勢
力
関
係
に

分済
　
依
存
し
て
い
る
こ
と
を

経「
　
挙
げ
て
後
進
国
投
資
計

墨
画
遂
行
上
の
最
も
大
き

醐
い
馨
を
示
・
て
い
・
。

前
之
は
ビ
ル
マ
の
政
漿

産
　
非
常
に
不
安
定
な
事
情

通　
　
に
あ
る
こ
と
外
に
な
ら

　磁
　
ず
、
独
立
以
後
今
日
の

　
　
軍
政
戒
厳
令
下
迄
の
経

　
　
　
過
が
何
よ
り
も
如
実
に
こ
の
間
の
実
情
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
　
　
　
・

　
　
（
8
）
　
後
進
国
（
後
進
国
は
他
の
生
産
要
素
に
対
す
る
資
本
及
び
企
業
家
の
比
率

　
　
　
は
相
対
的
に
低
い
が
、
そ
の
反
面
、
追
加
資
本
が
有
利
に
投
下
さ
れ
る
と
い
う

　
　
可
成
り
良
好
な
見
通
し
を
も
つ
よ
う
な
国
家
又
は
地
域
と
マ
ク
レ
オ
ド
ぱ
い
つ

　
　
　
て
い
る
が
一
つ
の
見
方
で
あ
る
（
〉
・
客
冒
。
『
巳
曽
日
同
亀
①
弩
山
窪
く
。
。
。
§
。
三
言

　
　
d
巳
・
巳
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＜
9
£
。
山
≧
＄
p
》
壽
尋
9
。
昌
国
8
8
邑
。
図
。
ユ
薯
し
巨
。
H
O
盟
・
や
自
戸
）
Q

　
　
開
発
投
資
に
つ
い
て
の
S
M
P
に
つ
い
て
は
ロ
ー
ゼ
ン
ス
タ
イ
ン
・
ロ
ダ
ン
は

　
　
南
イ
タ
リ
ー
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
が
、
チ
エ
ネ
り
一
は
南
部
イ
タ
リ
ー
の
農

　
　
業
計
画
の
S
M
P
に
つ
い
て
計
算
を
し
て
い
る
。

　
　
国
・
じ
口
．
孚
窪
・
ざ
日
冨
〉
署
ま
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。
蓼
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。
h
ぎ
く
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三
ρ
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匿
噸
O
岳
ユ
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二
団
臼
8
巨
鑑

　
　
o
h
国
8
謬
。
目
一
＄
国
①
ゲ
H
O
O
g
O
．

　
　
　
　
　
　
　
　
噂

　
　
　
　
ロ
ー
ゼ
ン
ス
タ
イ
ン
・
ロ
ダ
ン
は
先
に
後
進
国
問
題
に
つ
い
て
は
東
南
ア
ジ

　
　
　
ア
の
工
業
化
に
つ
い
て
所
論
を
発
表
し
て
い
る
。

　
　
　
国
1
国
。
ω
窪
。
・
8
貯
・
開
亀
9
。
炉
勺
冨
窪
。
ヨ
。
。
o
切
目
昌
9
。
・
首
一
巴
一
N
9
江
。
ロ
一
昌
国
9
。
・
8
目
¢
。
巳

　
　
Q
D
8
爵
－
国
¢
。
ω
8
日
諺
。
。
5
国
o
o
目
。
目
一
。
｝
2
巨
巴
曽
く
o
H
目
囲
一
．
目
O
麟
Q
Q
・

　
　
　
そ
し
て
後
進
地
域
で
は
私
的
な
価
値
又
は
私
的
な
コ
ス
ト
は
社
会
的
な
コ
ス

　
　
　
ト
と
は
非
常
に
か
け
離
れ
て
い
る
こ
と
が
一
般
に
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を

　
　
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
四

　
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
経
験
に
つ
い
て
考
察
し
た
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
は
投
資
計
画
の

立
案
に
つ
い
て
経
済
専
門
家
と
技
術
家
或
は
政
治
家
の
間
に
い
つ
れ
が
主
導

的
立
場
を
と
る
べ
き
か
に
つ
い
て
先
づ
考
察
す
る
。

　
結
論
的
に
は
彼
は
後
進
国
開
発
計
画
に
於
い
て
経
済
専
門
家
の
果
す
べ
き
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後
進
国
開
発
投
資
政
策
の
基
準

役
割
は
全
体
的
な
総
合
計
画
の
立
案
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
出
来
る
限
り
妥

当
な
個
別
計
画
を
樹
立
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。

　
総
合
的
開
発
計
画
は
む
し
ろ
政
治
家
の
政
策
的
立
案
の
領
域
内
の
も
の
と

も
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
は
経
済
専
門
家
は
彼
等
自
ら
個
別
問
題
の
事
実
関
係
に
耽

溺
し
て
、
こ
れ
か
ら
行
動
を
は
じ
め
る
場
合
に
、
向
く
べ
き
方
向
の
中
、
最

も
好
ま
し
い
も
の
を
判
断
す
る
た
め
に
最
善
を
尽
す
こ
と
を
本
務
と
考
え
る
。

　
後
進
国
は
言
う
迄
も
な
く
、
投
資
水
準
が
低
位
に
あ
る
だ
け
で
な
く
投
資

効
率
も
極
め
て
貧
弱
・
低
度
に
止
っ
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
欠

点
は
彼
に
よ
れ
ば
一
つ
は
一
国
経
済
が
実
際
に
堅
実
化
す
る
に
必
然
的
に
伴

う
誤
っ
た
出
発
点
か
ら
出
発
す
る
こ
と
で
あ
り
、
今
一
つ
の
原
因
は
現
実
的

で
、
役
立
つ
よ
う
な
万
般
の
方
法
を
検
討
し
て
出
来
上
っ
た
特
定
の
投
資
計

画
を
樹
立
す
る
技
術
者
、
農
学
者
、
経
済
専
門
家
が
後
進
国
に
は
見
つ
け
難

い
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。

　
高
度
の
投
資
計
画
が
竜
王
の
障
害
を
超
克
し
て
立
案
さ
れ
た
場
合
は
当
然
、

重
要
視
さ
れ
投
資
計
画
遂
行
に
伴
う
イ
ン
フ
レ
的
危
険
を
老
え
て
尚
、
こ
の

計
画
を
完
全
に
実
施
す
る
可
能
性
が
出
て
く
る
。
之
に
対
し
て
、
現
実
は
こ

の
よ
う
な
考
え
を
許
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら

な
い
Q

　
先
進
国
の
後
進
国
現
地
へ
の
資
本
投
下
に
当
っ
て
は
準
備
的
研
究
調
査
の

不
徹
底
さ
が
現
地
経
済
を
混
乱
さ
せ
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
看
過
出

来
な
い
要
因
の
一
つ
で
あ
る
。

　
経
済
専
門
家
と
呼
ば
れ
る
経
済
学
者
は
後
進
国
に
派
遣
さ
れ
て
開
発
計
画

の
立
案
に
参
加
す
る
が
、
そ
の
場
合
、
滲
透
し
た
貧
困
と
非
能
率
に
直
面
し

て
組
織
と
方
法
の
改
善
を
試
み
る
と
か
或
は
そ
の
経
済
組
織
の
多
方
面
で
現

地
国
民
の
能
力
と
努
力
を
使
用
す
る
計
画
や
方
法
を
考
え
る
よ
り
は
外
国
の

専
門
的
、
技
術
的
、
資
金
的
援
助
の
結
果
と
し
て
そ
の
実
施
が
保
証
さ
れ
る

僅
か
の
大
計
画
の
立
案
に
努
力
を
す
る
場
合
が
多
い
。

　
こ
の
よ
う
な
国
際
的
貸
付
機
関
の
決
定
に
参
画
す
る
よ
う
な
仕
方
で
な
く
、

そ
の
国
の
経
済
計
画
の
申
で
、
例
え
ば
最
も
根
幹
と
な
る
も
の
が
電
力
計
画

で
あ
れ
ば
電
力
発
電
計
画
に
つ
い
て
火
力
発
電
と
の
コ
ス
ト
の
比
較
、
発
電

事
業
の
進
行
に
伴
う
石
炭
鉱
夫
の
賃
金
へ
の
影
響
の
計
算
等
が
最
も
意
味
あ

る
計
画
参
「
那
方
法
で
あ
る
。

　
後
進
国
に
於
い
て
は
資
本
、
そ
れ
も
開
発
資
本
乃
至
工
業
化
の
た
め
の
資

本
が
不
足
し
て
い
る
。
こ
の
資
本
不
足
国
の
主
要
な
稀
小
資
源
、
即
ち
資
本

を
節
約
す
る
こ
と
が
、
こ
の
場
合
は
最
も
重
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
資
本
の

粗
放
偏
在
性
（
①
×
臼
①
匿
o
D
一
く
①
印
O
o
D
ω
）
の
基
準
が
尊
重
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
次
に
、
殆
ん
ど
維
持
を
必
要
と
し
な
い
か
又
は
、
そ
れ
が
な
く
な
る
と
非

常
に
高
価
な
代
償
が
必
要
な
た
め
（
産
出
物
の
量
及
び
質
が
徐
々
に
減
価
す

る
か
叉
は
事
故
に
よ
り
資
本
が
失
わ
れ
て
了
う
）
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
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い
投
資
及
び
産
業
及
び
技
術
的
進
歩
に
優
先
を
与
え
る
べ
し
と
の
基
準
を
示

し
て
い
る
。

　
後
進
国
で
は
資
本
不
足
も
問
題
で
あ
る
が
現
在
資
本
の
不
円
滑
な
、
い
わ

ば
下
手
な
使
用
が
見
ら
れ
る
か
ら
こ
の
よ
う
な
基
準
が
必
要
と
な
る
の
は
首

肯
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
欠
点
の
あ
る
資
本
維
持
と
い
う
基
準
は
産
業
の
技
術
的
プ
ロ
セ
ス
の
選
択

に
と
っ
て
も
有
益
で
あ
る
こ
と
は
言
を
侯
た
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
後
進
国
に
と
っ
て
今
一
つ
の
投
資
基
準
と
な
る
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。

そ
れ
は
第
二
次
生
産
の
第
一
次
生
産
へ
の
衝
撃
で
あ
る
。
後
進
国
で
は
経
済

を
自
立
化
す
る
た
め
に
は
、
一
様
に
工
業
化
計
画
を
樹
て
之
に
必
要
な
資
本

を
国
内
で
は
も
と
よ
り
、
資
本
不
足
国
と
し
て
当
然
の
こ
と
な
が
ら
外
資
に

仰
い
で
い
る
。
抑
々
、
　
一
国
の
経
済
の
生
産
活
動
は
自
国
の
第
一
次
生
産
に

基
礎
を
お
く
産
業
を
発
展
さ
す
こ
と
が
、
そ
の
出
発
点
で
あ
る
が
、
前
述
の

通
り
、
輸
入
原
料
を
基
礎
に
高
度
の
工
業
化
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
コ
p
ン

ビ
ア
も
そ
の
例
外
で
な
く
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
三
主
要
工
業
で
あ
る
織
物
、
ビ

ー
ル
、
タ
イ
ヤ
は
完
全
に
輸
入
綿
花
、
大
麦
及
び
ゴ
ム
を
基
礎
と
し
て
い
る
。

　
入
超
に
悩
ん
だ
コ
ロ
ン
ビ
ア
で
は
、
綿
花
、
大
麦
の
自
給
を
目
標
に
し
て

第
一
次
生
産
に
乗
り
出
し
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
基
礎
と
す
る
ゴ
ム
生
産
も

軌
道
に
の
り
つ
つ
あ
る
が
、
第
二
次
生
産
か
ら
第
一
次
生
産
へ
の
逆
転
し
た

発
展
の
型
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
後
進
国
開
発
投
資
政
策
の
基
準

　
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
と
し
て
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
は

次
の
如
く
云
う
。
即
ち
、
農
業
と
工
業
の
均
衡
的
発
展
達
成
の
た
め
、
最
初

に
工
業
を
、
特
に
最
初
は
輸
入
原
材
料
に
頼
り
乍
ら
も
、
潜
在
的
国
内
収
穫

の
潜
在
的
大
量
購
買
者
で
あ
る
工
業
振
興
が
最
も
い
い
方
法
で
あ
る
。
併
し
、

独
立
的
に
生
産
さ
れ
る
国
内
原
材
料
に
だ
け
只
管
、
依
存
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
工

業
の
振
興
計
画
を
樹
て
る
場
合
は
輸
入
を
全
然
、
停
止
せ
ぬ
こ
と
が
肝
要
と

指
摘
す
る
。

　
コ
ロ
ン
ビ
プ
で
は
工
業
の
確
立
と
同
時
に
工
業
活
動
の
た
め
の
国
内
第
一

次
生
産
を
適
応
、
拡
大
さ
せ
る
の
は
御
多
聞
に
洩
れ
ず
困
難
を
き
わ
め
て
お

り
、
野
菜
及
び
熱
帯
果
実
の
罐
詰
の
よ
う
な
食
品
加
工
業
が
仲
々
発
展
を
見

せ
て
い
な
い
。

　
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
は
生
産
費
、
労
働
者
及
び
原
料
の
利
用
可
能
性
、
市
場
へ

の
接
近
性
と
規
模
に
対
し
て
経
済
学
者
が
後
進
国
の
経
済
的
社
会
学
的
現
実

の
基
磯
的
考
察
か
ら
投
資
の
基
準
を
導
き
出
す
と
い
う
が
、
彼
は
投
資
の
将

来
の
冒
険
は
上
述
の
伝
統
的
観
点
か
ら
調
べ
ら
る
べ
き
で
あ
る
と
は
考
え
乍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ら
更
に
次
の
質
問
を
提
出
す
る
と
い
う
形
式
で
論
を
補
っ
て
い
る
。
即
ち

　
一
、
利
用
可
能
な
択
一
的
プ
ロ
セ
ス
に
比
較
し
て
、
使
用
し
よ
う
と
し
て

い
る
過
程
の
資
本
の
粗
放
偏
在
性
（
O
×
ψ
①
口
q
o
一
く
①
口
①
ω
ω
）
は
何
で
あ
る
か
？

　
一
、
急
速
な
技
術
変
化
の
局
面
に
あ
る
産
業
で
は
、
投
資
計
画
が
な
さ
れ

る
か
？
・
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後
進
国
開
発
投
資
政
策
の
基
準

　
一
、
設
備
維
持
に
失
敗
し
た
こ
と
に
は
、
ど
ん
な
代
償
が
あ
る
の
か
？
・

　
一
、
純
粋
に
技
術
的
な
熟
練
性
に
対
立
す
る
も
の
と
し
て
の
管
理
的
熟
練

　
性
の
役
割
如
何
？
・

　
一
、
種
々
の
工
業
計
画
の
第
一
次
生
産
に
対
す
る
潜
在
的
衝
撃
如
何
？

　
こ
の
よ
う
な
設
問
の
形
式
か
ら
も
、
彼
の
投
資
基
準
に
つ
い
て
の
経
洛
…
学

者
の
貢
献
度
は
特
定
の
目
的
に
役
立
つ
よ
う
な
特
定
計
画
を
経
済
学
者
に
与

え
た
場
合
は
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
目
的
は
計
画
に
よ
り
ス
ム
ー
ス
に
到
達

可
能
か
否
か
を
判
断
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
又
、
計
画
の
有
効
な
実
行
方
法
を

勧
告
す
る
に
違
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
叉
択
一
的
計
画
に
つ
い
て
は
、
計
画

と
択
一
的
方
法
の
価
値
を
比
較
す
る
た
め
に
、
少
く
と
も
あ
る
場
合
は
市
場
・

価
格
よ
り
も
社
会
的
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
イ
ス
を
用
い
る
よ
う
に
な

る
こ
と
で
あ
る
。

　
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
の
考
え
る
経
済
学
者
と
は
数
個
の
計
画
を
同
時
に
評
価
す

る
こ
と
は
稀
で
、
単
一
の
計
画
の
検
討
を
仕
事
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
彼
の
分
析
が
後
進
国
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
先
進
国
の
場
合

は
政
府
が
指
導
的
で
色
々
な
計
画
を
も
つ
て
い
る
の
に
反
し
、
後
進
国
に
先

進
国
の
計
画
を
機
械
的
、
公
式
的
に
援
用
、
実
験
し
た
な
ら
ば
結
局
は
い
か

に
優
れ
た
計
画
で
あ
っ
て
も
、
単
に
そ
の
計
画
の
効
率
を
引
下
げ
て
了
う
こ

と
が
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
尚
、
ハ
ー
シ
ェ
マ
ン
は
一
国
内
に
於
い
て
も
異
っ
た
産
業
に
於
い
て
立
地

条
件
が
変
動
す
る
場
合
に
投
資
政
策
は
資
本
と
労
働
に
特
別
の
関
係
を
も
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ら
し
て
い
る
と
い
い
、
又
特
に
之
を
後
進
国
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
が
こ

こ
で
は
立
入
ら
な
い
。

　
叉
、
投
資
（
公
共
投
資
）
が
後
進
国
に
行
わ
れ
た
場
合
に
生
ず
る
イ
ン
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

レ
効
果
に
つ
い
て
の
分
析
は
別
に
論
ず
る
機
会
を
も
ち
た
い
が
イ
ン
ブ
レ
過

程
を
通
じ
て
工
業
化
が
進
展
し
て
経
済
の
発
展
が
徐
々
に
前
進
す
る
と
見
て

い
い
。

註
（
－
）
〉
●
O
・
国
盛
卑
夏
引
国
8
目
巳
。
・
・
碧
山
ζ
＜
＄
ぎ
Φ
巨
コ
昌
巳
轟
…
開
注
。
。
蓼
・
の

　
　
切
二
巴
8
国
ぞ
践
。
ロ
8
ぎ
O
。
ぎ
ヨ
ぼ
円
・
之
に
つ
い
て
は
通
産
省
官
房
調
査
課
「
経

　
　
済
分
析
」
第
二
五
号
、
第
三
五
号
「
経
済
学
と
投
資
計
画
ー
コ
ロ
ン
ビ
ア
の

　
　
経
験
を
顧
み
て
の
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
の
考
察
i
」
に
紹
介
が
あ
る
。

　
（
2
）
b
・
9
田
・
。
。
。
げ
暴
炉
ぎ
く
。
ω
雪
。
三
団
。
臣
①
ゆ
碧
山
、
．
∪
・
巴
富
§
．
、
ぎ
d
巳
①
7

　
　
山
①
〈
①
げ
唱
巴
∩
o
巨
録
①
。
。
”
〉
ヨ
Φ
謡
。
碧
固
8
ぎ
巳
。
開
・
ユ
窪
Ψ
＜
o
ド
×
曰
く
昌
q
D
①
隣
・

　
　
目
O
朝
刈
・

　
（
3
）
　
ω
・
即
Q
口
。
冨
貫
鍔
当
主
8
言
q
洗
出
①
巳
。
〈
巴
。
で
巴
〉
器
9
・
ω
w
＞
ヨ
。
り
号
碧
国
8
ぎ
巨
。

　
　
開
。
底
①
き
く
。
ド
×
日
ぐ
冒
Q
Q
①
鷲
．
H
O
ミ
・

五

　
以
上
の
分
析
に
於
い
て
投
資
計
画
の
基
準
と
な
る
も
の
が
各
々
、
そ
の
国

の
個
別
的
事
情
、
経
済
の
発
展
段
階
、
民
族
性
、
経
済
的
資
源
量
に
応
じ
て

具
体
的
に
異
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
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投
資
は
経
済
発
展
の
た
め
に
最
も
頻
繁
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ

が
直
接
投
資
の
形
を
と
る
場
合
と
間
接
投
資
の
形
を
と
る
場
合
と
そ
の
資
金

的
側
面
は
自
ら
異
る
。
所
謂
政
府
間
の
借
款
に
よ
る
投
資
形
態
、
援
助
の
形

態
、
叉
現
地
に
資
本
を
進
出
す
る
場
合
、
直
営
と
合
弁
と
の
差
か
ら
そ
の
効

果
も
自
つ
と
制
約
を
う
け
る
。

　
経
済
発
展
計
画
を
立
案
す
る
に
つ
い
て
も
、
こ
の
立
案
技
術
如
何
に
よ
り

大
き
く
後
進
国
開
発
の
有
効
性
は
左
右
さ
れ
る
。
モ
ノ
カ
ル
チ
ュ
プ
型
の
ラ

テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
経
済
が
今
や
均
し
く
工
業
化
を
急
速
に
達
成
し
よ
う
と
し

て
い
る
時
に
国
際
連
合
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
委
員
会
で
は
一
九
五
三
年
四
月
、

第
五
回
委
員
会
を
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
ィ
ロ
で
開
催
し
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ

カ
諸
国
の
開
発
計
画
の
詳
細
な
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
報
告
書
に
は
経
済
成

長
と
開
発
計
画
に
つ
い
て
第
一
部
で
検
討
が
な
さ
れ
、
第
二
部
に
於
い
て
は

チ
リ
ー
の
実
情
が
分
析
さ
れ
た
後
、
貿
易
、
農
業
生
産
、
工
業
活
動
、
建
設

業
、
動
力
業
、
運
輸
業
に
つ
い
て
の
調
査
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、

そ
の
一
部
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
経
済
成
長
率
に
つ
い
て
は
成
長
の
た
め
に
は
投
資
が
必
要
で
あ
り
ラ
テ
ン

・
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
は
一
九
三
五
年
以
降
の
経
験
か
ら
の
推
計
は
総
生
産

物
に
於
い
て
一
％
の
増
大
を
も
た
ら
す
た
め
の
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
維
持
及
び

償
却
の
た
め
に
相
殺
さ
る
べ
き
投
資
（
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
二
・
五
％
と
推
定

さ
れ
る
）
は
、
そ
の
生
産
物
の
二
・
一
％
で
、
こ
れ
が
新
し
い
純
資
本
投
資

　
　
　
後
進
国
開
発
投
資
政
策
の
基
準

に
当
て
ら
る
べ
き
量
を
示
す
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
投
資
係
数
と
す
る
と
、
次
に
貯
蓄
係
数
に
つ
い
て
は
ラ
テ
ン
・
ア

メ
リ
カ
で
は
総
生
産
物
の
分
配
の
型
は
高
所
得
群
で
は
実
際
に
存
在
す
る
よ

り
も
遙
に
高
い
貯
蓄
係
数
を
示
す
傾
向
が
あ
る
に
不
拘
、
消
費
水
準
は
低
い
。

　
外
国
資
本
流
入
は
国
内
の
貯
蓄
係
数
を
増
大
さ
せ
る
た
め
に
有
利
な
状
態

を
つ
く
り
出
す
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
高
い
成
長
率
達
成
の
た
め
に
外
国
資

本
で
貯
蓄
を
補
う
こ
と
は
資
本
蓄
積
の
低
い
後
進
国
で
は
必
要
な
手
段
で
あ

る
こ
と
は
言
う
迄
も
な
い
こ
と
で
あ
る
、

　
初
期
の
外
国
か
ら
の
投
資
係
数
を
、
望
ま
し
い
発
展
率
の
増
大
に
対
し
て

＋
分
な
国
内
貯
蓄
係
数
に
変
え
る
た
め
に
過
渡
期
間
が
必
要
で
あ
る
。

　
外
国
資
本
の
必
要
量
を
規
定
す
る
場
合
に
、
次
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。
即
ち
、
外
国
資
本
が
継
続
的
に
而
も
、
無
期
限
に
増
大
す
る
形

で
導
入
さ
れ
る
と
い
う
仮
定
と
、
外
国
資
本
に
頼
ら
ず
に
発
展
を
独
力
で
お

し
進
め
る
た
め
に
消
費
制
限
を
す
る
仮
定
と
の
申
間
項
と
し
て
過
渡
期
間
中

に
別
に
と
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
総
生
産
物
の
増
加
分
の
割
合
に
依
存
す

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
割
合
が
高
く
、
一
国
の
国
内
貯
蓄
が
一
層
高
い
投
資

係
数
に
対
応
し
た
貯
蓄
係
数
の
水
準
に
早
く
到
達
す
る
程
、
所
要
外
国
資
本

の
量
は
少
く
て
済
む
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
国
内
貯
蓄
係
数
は
加
速
さ
れ
た
経
済
発
展
率
に
必
要
な
投
資
の
調
達
の
た

め
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
も
い
え
る
訳
で
あ
る
。
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国
内
貯
蓄
係
数
引
上
げ
の
方
策
の
う
ち
、
財
政
政
策
の
う
ち
で
最
も
重
要

な
も
の
は
私
的
投
資
の
う
ち
、
収
入
の
分
配
よ
り
も
こ
れ
を
留
保
す
る
会
社

叉
は
企
業
の
再
投
資
へ
の
減
税
措
置
で
あ
る
。

　
国
内
貯
蓄
係
数
が
、
外
国
資
本
導
入
に
よ
り
増
大
す
る
総
生
産
物
の
成
長

率
と
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
引
き
上
げ
ら
れ
な
い
な
ら
ば
、
外
資
導
入
効
果

は
な
く
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
叉
こ
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
資
本
財
生
産
に
対
す
る
強
い
刺
戟
が
ラ
テ
ン
・

ア
メ
リ
カ
で
は
存
在
す
る
が
、
こ
こ
で
は
全
投
資
に
関
連
し
た
資
本
財
の
輸

入
係
数
は
、
全
消
費
に
関
連
し
た
輸
入
係
数
よ
り
遙
に
高
い
こ
と
と
、
輸
入

に
つ
い
て
は
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
で
は
資
本
財
を
は
じ
め
と
し
て
輸
入
能
力

の
限
度
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
は
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
で
は
貯
蓄
の
増
大
と
資
本
財
輸
入
の
た

め
の
貯
蓄
に
よ
る
貨
幣
資
本
の
海
外
移
転
が
消
費
財
の
国
内
需
要
を
不
足
さ

せ
て
、
必
然
的
に
そ
の
生
産
を
減
退
さ
せ
て
入
超
に
対
応
し
、
輸
入
は
輸
入

資
本
財
に
向
う
投
資
需
要
に
等
し
く
増
大
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
て
、
貯
蓄

率
の
引
上
げ
を
策
し
よ
う
と
し
て
も
益
々
入
超
の
激
化
と
い
う
事
態
が
こ
れ

を
ひ
き
離
し
て
行
く
こ
と
を
物
語
っ
て
余
り
あ
る
と
い
え
る
。

　
次
に
需
要
の
予
測
が
成
長
率
と
の
関
連
で
な
さ
れ
て
各
部
門
の
投
資
必
要

量
の
計
算
が
可
能
に
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
将
来
の
需
要
が
現
在
の
消

費
と
比
例
し
て
拡
大
す
る
な
ら
ば
一
般
的
予
測
の
成
長
率
を
各
部
門
に
適
応

さ
せ
れ
ば
十
分
な
訳
で
あ
る
。
併
し
粗
生
産
物
（
α
q
き
。
・
ω
暇
寄
目
富
）
の
増
分

が
与
え
ら
れ
る
と
各
種
の
財
及
び
用
役
に
対
す
る
需
要
の
拡
大
の
強
さ
は
相

異
り
、
財
及
び
用
役
の
主
要
グ
ル
ー
プ
毎
に
需
要
の
弾
力
性
が
計
算
さ
れ
ね

ば
十
分
で
な
い
。
統
計
の
不
備
な
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
で
は
こ
の
仕
事
は
至

難
に
属
す
る
。

　
必
要
資
本
量
の
計
算
か
ら
投
資
量
を
決
定
し
、
而
も
こ
れ
に
つ
い
て
基
準

を
劃
す
る
こ
と
は
仲
々
容
易
で
な
い
こ
と
が
分
る
。

　
次
に
研
究
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
労
働
生
産
性
と
配
置
転
換
で
あ
る
と
、

こ
の
報
告
で
は
指
摘
す
る
。

　
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
第
丁
次
経
済
活
動
は
輸
出
活
動
を
除
け
ば
豊
富
な

人
口
、
資
本
不
足
、
低
生
産
と
い
う
特
長
が
あ
る
。
今
日
、
こ
の
地
域
で
は

労
働
の
大
部
分
は
第
一
次
活
動
に
従
事
し
て
い
る
。
技
術
が
進
歩
す
る
と
労

働
人
口
、
工
業
、
商
業
、
運
輸
及
び
サ
ー
ヴ
ィ
ス
へ
と
移
動
す
る
。
即
ち
生

産
性
の
低
い
と
こ
ろ
が
ら
高
い
方
へ
労
働
が
転
換
し
、
経
済
全
体
と
し
て
は

平
均
的
な
労
働
生
産
性
は
上
昇
す
る
。
技
術
進
歩
が
大
き
く
な
る
と
第
一
次

活
動
に
従
事
し
て
い
る
労
働
の
う
ち
で
、
各
種
部
門
の
産
出
直
間
の
関
係
に

不
利
な
影
響
を
与
え
ず
に
配
置
転
換
さ
せ
ら
れ
る
割
合
は
限
界
に
達
す
る
。

　
第
二
の
段
階
で
は
労
働
の
移
動
に
よ
る
生
産
性
の
急
激
な
増
加
は
な
く
、

個
別
部
門
の
労
働
の
熟
練
の
改
善
と
労
働
者
一
人
当
り
の
資
本
の
存
在
量
の

大
き
さ
の
変
動
が
起
る
。
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ラ
テ
ン
・
ブ
メ
リ
カ
の
国
の
中
に
は
第
一
段
階
即
ち
前
述
の
第
一
次
活
動

か
ら
の
移
転
の
最
終
段
階
の
も
の
も
あ
れ
ば
、
第
二
段
階
に
入
っ
て
い
る
も

の
も
あ
る
が
、
殆
ん
ど
の
国
で
は
第
一
段
階
に
位
す
る
。

　
経
済
発
展
を
制
約
す
る
も
の
は
資
本
存
在
量
を
増
大
す
る
こ
と
に
よ
り
、

労
働
力
を
低
生
産
性
活
動
か
ら
解
放
し
、
次
に
他
部
門
の
生
産
性
を
上
昇
す

る
の
に
必
要
な
資
本
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
尚
、
こ
の
報
告
で
ぱ
労
働
生
産
性
と
配
置
転
換
に
つ
い
て
の
問
題
は
本
質

的
に
は
次
の
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
即
ち
、
「
諸
経
済
活
動
に
於
け
る
需
要
の
拡
大
の
可
能
性
と
、
資
本
存
在
量

を
増
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
経
済
活
動
で
達
成
さ
れ
る
生
産
性
増
大
の

可
能
性
が
与
え
ら
れ
る
と
、
活
動
別
の
労
働
力
の
配
分
や
、
実
施
さ
る
べ
き

移
転
、
移
転
労
働
力
を
吸
収
す
る
方
向
と
方
法
と
を
決
定
す
る
こ
と
の
必

要
」
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
経
済
開
発
計
画
立
案
の
場
合
に
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は

多
い
。

　
資
本
は
労
働
の
生
産
性
の
高
い
部
面
即
ち
、
労
働
者
一
人
当
り
の
産
出
高

の
大
き
い
部
面
而
も
、
資
本
一
単
位
当
り
産
出
量
の
高
い
部
面
へ
投
入
さ
れ

る
が
、
経
済
的
に
は
技
術
進
歩
の
最
終
目
的
は
労
働
者
一
人
当
り
の
労
働
量

を
累
積
的
に
増
大
し
、
産
出
量
単
位
当
り
の
労
働
量
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
と

さ
れ
る
。
即
ち
労
働
強
化
傾
向
が
経
済
学
的
考
察
と
し
て
進
む
。
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例
え
ば
、
之
を
組
合
せ
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
る
と
e
労
働
者
一
人
当
り

の
産
出
量
は
資
本
量
よ
り
大
き
な
程
度
で
増
加
し
、
資
本
単
位
当
り
産
出
量

も
増
大
す
る
。
θ
労
働
者
一
人
当
り
の
産
出
量
は
資
本
と
比
例
し
て
増
大
し
、

資
本
単
位
当
り
の
産
出
量
は
一
定
（
コ
ン
ス
タ
ン
ト
）
、
O
労
働
者
一
人
当
り

の
産
出
量
は
資
本
よ
り
も
ゆ
っ
く
り
増
大
し
、
資
本
単
位
当
り
の
産
出
量
は

減
少
す
る
場
合
が
あ
る
（
勿
論
、
こ
の
場
合
、
労
働
者
一
人
当
り
の
期
首
の

資
本
量
は
同
一
が
用
い
ら
れ
、
資
本
単
位
当
り
に
も
労
働
単
位
当
り
に
も
共

に
、
同
一
の
単
位
産
出
量
が
生
ず
る
と
前
提
す
る
）
。

　
経
済
発
展
に
と
り
、
最
も
望
ま
し
い
の
は
第
一
の
型
で
あ
る
の
に
、
技
術

の
高
度
に
発
展
し
た
国
で
は
第
二
、
第
三
の
場
合
が
発
生
す
る
。
後
進
国
で

あ
る
ラ
テ
ン
・
プ
メ
リ
カ
の
場
合
、
多
く
の
場
合
に
、
国
内
消
費
向
け
の
農

業
と
手
工
業
と
で
一
般
的
に
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
労
働
者
一
人
当
り
の
資

本
が
非
常
に
小
さ
い
初
歩
の
段
階
の
生
産
技
術
で
は
産
出
量
対
資
本
比
率
は

相
対
的
に
高
い
。

　
近
代
技
術
の
普
及
と
共
に
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
が
反
復
さ
れ
労
働
生
産
性
増

大
の
た
め
に
産
出
薬
圃
資
本
比
率
を
下
げ
る
必
要
あ
り
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

農
業
機
械
化
の
場
合
、
相
対
的
に
少
い
資
本
で
土
地
単
位
当
り
及
び
労
働
単

位
当
り
の
産
出
高
を
増
加
す
る
訳
で
あ
る
。

　
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
労
働
生
産
性
に
つ
い
て
は
一
人
当
り
産
出
高
（
平

均
総
生
産
物
）
の
現
状
は
（
一
九
五
〇
年
価
格
で
一
人
当
り
二
四
五
ド
ル
と
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計
算
さ
れ
て
い
る
）
一
八
四
〇
年
の
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
に
等
し
い
低
さ
で
あ

る
Q

　
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
資
本
家
は
各
国
の
開
発
計
画
の
中
で
高
度
の
労
働

生
産
性
即
ち
利
潤
性
の
も
の
へ
の
投
資
を
魅
力
的
な
も
の
と
し
て
い
る
こ
と

は
他
の
地
域
の
各
国
の
場
合
よ
り
も
甚
し
い
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
環

境
の
申
に
あ
っ
て
は
、
開
発
計
画
の
立
案
技
術
に
つ
い
て
も
当
然
に
中
立
性

が
要
求
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
第
一
の
申
立
的
段
階
は
可
能
な
発
展
率
の
議
論
と
、
こ
の
成
長
率
を
達
成

す
る
た
め
に
外
国
資
本
を
導
入
す
る
可
能
性
の
有
無
と
、
そ
の
場
合
、
導
入

程
度
（
そ
の
量
）
の
決
定
で
あ
る
。

　
中
立
的
段
階
は
、
次
に
、
も
し
外
国
資
本
を
用
い
ぬ
場
合
の
消
費
量
制
限

の
程
度
が
問
題
と
な
る
。

　
外
国
資
本
の
導
入
は
粗
生
産
物
の
附
加
価
値
に
関
連
し
て
投
資
と
の
関
係

で
消
費
を
拡
張
す
る
こ
と
を
外
国
資
本
の
量
の
程
度
に
よ
っ
て
決
定
す
べ
き

で
あ
る
。

　
中
立
性
の
保
持
と
い
う
こ
と
は
立
案
当
事
者
が
国
民
経
済
の
発
展
に
つ
い

て
虚
心
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
意
味
し
、
投
資
係
数
の
上
昇
は
一
応
目
途
と
す

べ
き
で
あ
る
が
、
労
働
賃
銀
カ
ッ
ト
や
労
働
強
化
方
策
に
出
で
ぬ
こ
と
等
が

要
請
さ
れ
る
。
後
進
国
の
外
資
導
入
を
主
軸
と
す
る
開
発
投
資
計
画
が
勘
く

と
も
政
治
的
に
中
立
的
に
実
施
さ
れ
る
見
込
や
保
証
は
恐
ら
く
な
い
に
ひ
と

し
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。
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一
一
●
目
①
守
。
・
ざ
匡
睾
①
三
ω
。
h
g
U
①
〈
①
げ
唱
ヨ
。
三
中
。
σ
q
冨
ヨ
冒
。
・

　
　
日
．
中
。
㎞
畏
μ
8
・
。
。
h
O
Φ
ヨ
9
旨
自
自
司
ぎ
巴
甲
。
含
g
ω
・

　
　
H
タ
国
8
α
q
門
9
二
8
。
h
閃
。
邑
㎝
置
目
冨
3

　
　
＜
．
d
巳
に
”
ま
昌
亀
子
。
9
嚇
。
ξ
8
ぎ
階
昌
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＜
一
・
　
鴫
肖
。
山
ロ
島
O
巨
♂
円
甘
げ
O
一
）
O
日
O
ω
銘
。
蜜
印
門
界
雪
●

　
℃
信
。
詳
目
ミ
。
　
中
。
㎞
①
。
江
8
の
ぎ
∪
一
聖
お
馨
q
o
。
。
ざ
冨
o
h
b
。
鼠
く
陣
ぐ
．

一
・
目
7
0
中
。
㎞
。
。
島
8
の
亀
国
図
唱
。
詳
。
・
．

一
H
●
　
弓
げ
O
O
O
聖
Φ
同
目
O
げ
♂
ヨ
・

剛
目
朗
碧
天
。
艮

一
く
・
団
同
心
。
。
鼠
8
の
8
肖
爵
。
閑
。
巴
ω
①
。
8
野

一』
ノ、

　
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
う
ち
近
代
化
を
特
に
意
気
込
ん
で
、
す
す
め
て
い

る
国
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と
ブ
ラ
ジ
ル
が
あ
る
が
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
つ
い
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

既
に
他
の
機
会
に
触
れ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
専
ら
ブ
ラ
ジ
ル
に
於
け
る
開
発

計
画
に
於
け
る
基
準
の
援
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
関
重
し
て
見
る
こ
と
に
す

る
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
後
進
国
の
経
済
発
展
の
指
標
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
グ
ル
は
次
の

も
の
を
列
挙
し
て
い
る
。

　
即
ち
、
人
口
の
成
長
、
生
産
性
の
上
昇
、
資
本
の
成
長
、
工
業
化
、
厚
生

の
増
進
で
あ
る
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
に
つ
い
て
簡
単
な
分
析
を
試
み
る
な
ら
ば
人
口
に
つ
い
て
は
最

近
の
年
間
増
加
は
一
〇
〇
万
人
と
見
積
ら
れ
る
。
一
九
四
〇
年
の
国
勢
調
査

時
四
一
八
九
万
人
で
あ
っ
た
人
口
は
一
九
五
〇
年
の
国
勢
調
査
で
は
五
一
九

七
万
と
な
っ
て
居
り
一
九
五
五
年
は
五
八
六
一
二
万
と
い
わ
れ
、
五
年
間
の
増

　
　
　
　
後
進
国
開
発
投
資
政
策
の
基
準

加
は
七
〇
〇
万
に
及
び
増
加
率
は
加
速
化
し
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
は
出
産
率
の
増
大
に
の
み
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
移
民
の
増
加

も
与
っ
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
一
九
一
二
年
u
d
曙
8
が
三
十
年
後
に
ブ
ラ
ジ
ル
人
口
は
五
〇
〇
〇
万
に
達

す
る
と
推
定
し
た
が
、
こ
の
推
定
は
一
九
四
二
年
の
現
実
の
人
口
が
四
二
〇

六
万
に
止
ま
り
、
予
想
に
反
し
た
。
そ
れ
に
も
不
拘
、
十
五
年
後
に
は
完
全

に
予
想
を
超
え
る
人
口
に
達
し
、
そ
の
年
間
増
加
率
は
他
の
ラ
テ
ン
・
ア
メ

リ
カ
諸
国
で
自
然
増
加
率
が
二
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
そ
の
倍
額
を
示
す

に
至
っ
た
。

　
一
九
四
五
年
移
民
制
限
が
緩
和
さ
れ
、
イ
タ
リ
ー
移
民
二
万
八
0
0
0
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
ニ
万
三
〇
〇
〇
、
ス
ペ
イ
ン
一
万
二
〇
〇
〇
、
日
本
五
〇
〇
〇
、

ド
イ
ツ
三
〇
〇
〇
の
割
当
が
決
定
し
た
が
四
七
年
よ
り
移
民
が
再
開
さ
れ
て

か
ら
五
四
年
迄
の
合
計
は
四
一
万
人
を
超
え
、
そ
の
中
、
日
本
人
は
四
八
0

0
人
と
な
っ
て
い
る
。
　
一
八
二
二
年
よ
り
一
九
三
四
年
迄
は
無
制
限
に
移
民

が
導
入
さ
れ
、
三
四
年
よ
り
従
来
の
実
績
の
二
％
制
限
が
実
施
さ
れ
今
回
の

再
開
も
こ
の
制
隈
内
で
あ
る
。
一
九
四
二
年
よ
り
四
三
年
迄
は
移
民
を
申
絶

し
て
い
る
。
現
在
外
国
移
民
の
総
数
は
一
〇
八
万
で
あ
り
人
口
の
0
・
二
五

％
に
過
ぎ
な
い
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
人
種
構
成
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
及
び
南
欧
移
民
を

根
幹
と
し
て
い
る
が
、
古
く
プ
フ
リ
カ
か
ら
の
黒
人
と
白
人
の
混
血
が
あ
り

白
人
約
六
五
％
、
白
黒
混
血
二
〇
％
、
黒
人
一
五
％
で
あ
る
。
人
口
密
度
は
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後
進
国
開
発
投
資
政
策
の
基
準

平
方
粁
当
り
六
・
一
人
で
あ
る
こ
と
も
広
大
な
国
土
の
未
開
発
の
状
態
が
う

か
が
え
る
証
拠
と
な
っ
て
い
る
。

　
生
産
力
の
拡
大
に
つ
い
て
は
経
済
成
長
の
指
標
の
重
要
な
一
つ
で
あ
り
、

生
産
性
の
上
昇
は
有
業
人
口
当
り
の
生
産
高
の
上
昇
が
設
備
の
改
善
、
技
術

の
採
用
、
生
産
組
織
の
合
理
化
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
時
に
、
経
済
発
展
の

動
機
と
し
て
作
用
す
る
。

　
こ
の
基
準
は
、
結
局
は
、
労
働
の
生
産
性
の
向
上
に
集
約
さ
れ
る
が
、
有

業
人
口
の
少
い
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
労
働
そ
の
も
の
が
一
種
の
稀
小
生
産
要
素
で

あ
り
資
本
的
な
意
味
を
も
つ
て
い
る
か
ら
労
働
者
一
人
当
り
の
資
本
の
使
用

の
増
大
と
な
っ
て
表
れ
る
生
産
力
の
増
大
は
、
他
の
人
口
豊
富
な
国
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
は
本
質
的
に
様
相
を
異
に
す
る
。

第1表
　　資本当りの年平均成長率（％）

消費

1．　3

4．　3

4．9

2．　4

3．　2

所得

1，2

4．　8

4．7

2．　6

3．　3

利用可能
財及び用役

O．　7

6．　2

4．　5

2．　8

3．4

生産高

　O．　3

　4．　0

　3．　8

　L9
　2．　4

1940－45

1946－49

1950一一54

1940一一49

1940一一54

　
資
本
の
成
長
に
つ
い
て
は
、
ブ
ラ

ジ
ル
で
は
税
制
の
面
か
ら
の
企
業
資

本
の
保
護
が
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と

　
　
　
　
　
（
3
）

は
他
に
論
じ
た
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
に
対
す
る
外
国
資
本
の

直
接
投
資
を
促
進
す
る
た
め
に
諸
種

の
金
融
的
措
置
（
伯
銀
に
対
す
る
協

力
措
置
）
が
あ
り
、
叉
長
期
投
資
に

つ
い
て
は
Q
∩
d
蜜
O
O
登
録
を
行
っ
て

便
宜
を
与
え
る
と
共
に
そ
の
促
進
を
図
っ
て
い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
に
於
け
る
外

国
資
本
の
導
入
は
資
金
の
送
金
と
技
術
及
び
設
備
投
資
、
融
資
の
形
で
あ
る
。

　
一
九
五
五
年
に
於
け
る
ブ
ラ
ジ
ル
の
新
投
資
の
三
分
の
一
は
外
国
資
本
に

よ
っ
て
賄
わ
れ
て
お
り
（
一
九
五
二
年
二
四
％
、
五
三
年
一
七
・
三
％
、
五

四
年
二
五
・
五
％
）
他
の
三
分
の
一
が
政
府
資
本
で
あ
り
、
残
り
が
国
内
民

間
資
本
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
ア
メ
リ
カ
の
政
府
当
局
に
と
っ
て
も
重
要
な

汎
米
政
策
へ
の
漫
言
告
と
な
り
、
ア
メ
リ
カ
の
資
本
進
出
は
今
や
激
烈
な
も
の

が
あ
る
。

第2表ブラジルのreproducible

　　　　資本の平均生産係数

生産
資本三

口
㎜
欄
一
幅
醐
鰯
鳳
臓
…
偲
煽
一
轍
㈱

生産高〔2

200．　3

200．3

210．0

203．　5

209．　0

219．　4

234．　6

257．　7

278．　3

294．　1

302．　1

324．　1

346．　5

360．　9

376．　1

資本〔ユ）

伽
卿
鯉
一
三
輔
卿
“
魏
鵬
鮒
鵬
硲
鯉
同

仁
二
軸
槻
醐
闘
一
関
階
醍
醐
㎜
闘
槻
㎜

（1×2）は1952年価格による。

　単位　　10億クルゼイロ

　
ブ
ラ
ジ
ル
に
対
す
る
外
国
の
直
接
投
資
は
今
や
一
〇
億
ド
ル
を
突
破
し
、

そ
の
中
で
の
ア
メ
リ
カ
資
本
の
比
重
は
極
め
て
大
き
い
。
更
に
国
際
開
発
銀

行
及
び
ワ
シ
ン
ト
ン
の
輸
出
入
銀
行
の
貸
付
も
七
五
〇
〇
万
ド
ル
に
及
ん
で

い
る
。

（　174　）



　
之
等
の
投
資
乃
至
貸
付
資
本
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
工
業
化
に
利
用
さ
れ
て
い
る

が
主
と
し
て
運
輸
施
設
及
び
動
力
（
水
力
電
気
の
開
発
）
等
に
注
ぎ
込
ま
れ

て
い
る
。

　
人
口
の
成
長
、
資
本
の
成
長
、
工
業
化
の
進
行
が
相
倹
っ
て
経
済
が
拡
大

し
て
国
民
の
厚
生
福
祉
が
増
大
し
、
更
に
一
層
の
経
済
の
発
展
が
期
待
さ
れ

る
（
厚
生
の
増
大
に
は
教
育
の
普
及
、
健
康
管
理
の
向
上
と
い
う
よ
う
な
所
』

謂
人
的
資
源
の
資
本
化
効
率
の
増
大
が
含
ま
れ
て
い
る
。
）

　
人
口
増
大
に
は
国
民
分
配
分
の
増
大
に
よ
る
生
活
の
安
定
と
社
会
保
障
の

確
立
に
よ
る
出
産
率
の
増
大
と
、
移
民
の
導
入
を
大
規
模
化
す
る
こ
と
が
捷

径
で
あ
り
、
こ
の
増
大
し
た
労
働
力
を
雇
用
の
面
に
吸
収
し
て
そ
の
労
力
の

生
産
性
を
増
大
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
が
、
労
働
生
産
性
の
増
大
に
は
都

市
の
雇
用
の
増
大
が
直
接
に
効
果
を
も
つ
て
い
る
。
都
市
化
と
工
業
化
と
は

ブ
ラ
ジ
ル
に
於
い
て
は
平
行
し
て
強
力
に
進
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
で

あ
る
。

　
都
市
の
雇
用
労
働
者
の
生
産
性
が
農
業
の
そ
れ
よ
り
高
い
か
ら
と
云
っ
て

都
市
化
の
み
に
偏
重
し
て
は
な
ら
ず
、
農
業
の
雇
用
も
引
つ
づ
き
増
大
を
図

る
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
平
均
し
た
労
働
の
生
産
性
は
都
市

化
と
工
業
化
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
よ
り
高
ま
る
こ
と
で
あ
る
。

　
農
業
に
於
け
る
労
働
の
生
産
性
も
過
去
に
比
し
急
速
に
向
上
し
て
い
る
が
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
経
済
成
長
を
達
成
す
る
に
は
都
市
化
と
工
業
化
の
平
行
に
よ
る

　
　
　
　
後
進
国
開
発
投
資
政
策
の
基
準

農
業
と
の
平
均
し
た
生
産
性
の
向
上
を
要
求
し
て
い
る
。

　
資
本
成
長
に
つ
い
て
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
の
と
っ
て
い
る
公
共
政
策
は
既
に
見

た
通
り
、
外
国
資
本
に
魅
力
的
な
ら
ん
と
つ
と
め
て
い
る
が
、
や
ば
り
経
済

自
立
と
い
う
国
策
の
た
め
に
は
経
済
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
見
地
か
ら
す
る

ブ
ラ
ジ
ル
資
本
の
位
置
乃
至
分
野
と
い
う
も
の
を
確
実
な
ラ
イ
ン
に
保
持
す

る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
分
野
は
経
済
自
立
と
い
う
こ
と
か
ら
も
動
力
部
門
が

第3表　ブラジルの外資の状況

その他を含
めた総計

4084

3790

7502

8774

日本
画メリ［カナダドイ・濫トiうペイ

5
1
0
1
7
5
7

【
4
6
8
4
1

1559

1899．

2771

2534

83

X
1
1
1
0

5。

o
5
2

424

225

1005

632

イギリ

ス

　647

　251

1235

　878

1952

1953

1954

1955

単位　百万クルゼイロ

望
ま
し
い
が
、
こ
こ
を
自
国
資
本
の
開
発

に
委
ね
た
場
合
に
こ
の
開
発
速
度
が
期
待

以
下
と
な
る
と
こ
ろ
に
ジ
レ
ン
マ
が
あ
る
。

　
合
弁
資
本
に
対
す
る
関
税
政
策
や
輸
入

に
対
す
る
直
接
統
制
が
工
業
化
促
進
の
有

力
な
手
段
と
な
っ
て
い
る
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
に
於
い
て
は
政
府
が
育
成
す

る
若
干
の
産
業
、
例
え
ば
綿
紡
や
鉄
鋼
業

は
輸
出
市
場
同
様
、
国
内
市
場
に
対
し
て

も
、
サ
ー
ヴ
ィ
ス
す
る
こ
と
、
プ
ラ
ス
に

な
る
よ
う
な
基
幹
産
業
と
し
て
の
活
動
を

せ
ね
ば
な
ら
な
い
Q

　
こ
の
よ
う
な
ブ
ラ
ジ
ル
に
於
げ
る
i
外
国
一

直
接
投
資
は
主
要
な
も
の
は
近
年
ど
の
よ
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後
進
国
開
発
投
資
政
策
の
基
準

う
な
変
化
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　
ア
メ
リ
カ
の
資
本
の
生
産
し
た
ブ
ラ
ジ
ル
で
の
成
果
（
ア
メ
リ
カ
人
所
有

の
会
社
）
は
一
九
五
五
年
で
は
販
売
額
総
計
は
三
億
五
五
〇
〇
万
ド
ル
で
、

そ
の
申
、
三
分
の
一
は
食
品
生
産
物
で
残
り
が
薬
品
、
ゴ
ム
製
品
、
電
気
機

械
、
自
動
推
進
物
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
工
業
製
品
の
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
輸
入
は
一
九
五
五
年
で
は

二
億
ド
ル
で
あ
り
、
こ
の
数
字
は
ブ
ラ
ジ
ル
に
於
け
る
ア
メ
リ
カ
の
工
業

（
製
造
）
投
資
の
四
分
の
三
に
相
当
す
る
。
こ
の
こ
と
は
ア
メ
リ
カ
資
本
に

よ
る
ブ
ラ
ジ
ル
の
地
方
工
業
生
産
の
方
が
ア
メ
リ
カ
よ
り
輸
出
し
た
額
よ
り

大
き
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
訳
で
あ
る
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
資
本
だ
け
で
資
本
設
備
の
輸
入
額
は
一
億
五

〇
〇
〇
万
ド
ル
に
達
す
る
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
輸
出
は
問
題

に
な
ら
ぬ
位
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
外
貨
不
足
の
た
め
に
小
さ
い
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
に
於
け
る
公
共
事
業
へ
の
投
資
は
ア
メ
リ
カ
が
カ
ナ
ダ
や
キ
ュ

ー
バ
よ
り
も
大
き
く
、
こ
の
面
で
の
ブ
ラ
ジ
ル
の
収
入
は
二
七
〇
〇
万
ド
ル
、

ア
メ
リ
カ
の
会
社
が
地
方
で
賃
銀
、
税
金
、
原
料
購
入
等
に
支
払
う
金
額
は

一
九
五
五
年
に
は
六
戚
ド
ル
で
、
こ
の
中
で
税
金
八
0
0
0
万
ド
ル
、
賃
銀

八
五
〇
〇
万
ド
ル
（
九
万
四
〇
〇
〇
人
が
ア
メ
リ
カ
の
企
業
に
雇
用
さ
れ
て

い
る
）
で
、
あ
と
の
残
り
は
現
地
調
達
物
資
の
購
入
費
等
で
あ
る
か
ら
ブ
ラ

ジ
ル
経
済
へ
の
所
得
効
果
は
頗
る
大
き
い
。

　
ア
メ
リ
カ
の
会
祉
の
資
本
的
支
出
は
］
九
五
五
年
に
は
六
〇
〇
〇
万
ド
ル

で
あ
る
が
、
そ
の
中
、
四
〇
〇
〇
万
ド
ル
は
プ
ラ
ン
ト
及
び
設
備
用
で
二
〇

〇
〇
万
ド
ル
が
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
増
加
の
た
め
の
支
出
で
あ
り
、
こ
れ
を
別
の

面
か
ら
見
れ
ば
三
〇
〇
〇
万
ド
ル
が
工
業
会
社
に
投
資
さ
れ
二
〇
〇
〇
万
ド

ル
が
公
共
機
関
に
投
資
さ
れ
て
い
る
。

　
第
二
次
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
の
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
直
接
投
資
は
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ

ラ
を
除
ぎ
甚
し
い
も
の
が
あ
る
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
直
接
投
資
は
一
九
二
九
年
二
面
ド
ル
、
一
九
四
〇
年
三
億

ド
ル
、
一
九
四
二
年
四
時
ド
ル
、
一
九
五
〇
年
七
型
ド
ル
、
一
九
五
二
年
一

〇
億
ド
ル
を
経
過
し
一
九
五
六
年
に
は
十
二
億
ド
ル
に
達
し
て
い
る
が
、
そ

の
半
額
は
工
業
投
資
（
石
油
施
設
、
公
共
機
関
へ
の
も
の
を
含
む
）
と
な
っ

て
い
る
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
ア
メ
リ
カ
の
投
資
の
急
増
は
汎
米
政
策
の
一
環
と
し
て
の

意
味
が
つ
よ
く
、
今
迄
見
て
来
た
投
資
基
準
に
専
ら
依
存
し
て
い
る
と
い
う

色
彩
の
も
の
で
は
な
い
。
ブ
ラ
ジ
ル
に
於
け
る
投
資
率
は
次
の
表
の
如
き
も

の
で
あ
り
、
回
転
率
そ
の
他
の
基
準
の
関
連
で
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

　
投
資
率
に
関
連
し
て
投
資
量
の
指
数
を
見
れ
ば
ブ
ラ
ジ
ル
に
於
け
る
、
こ

こ
十
数
年
の
投
資
の
推
移
が
第
四
表
と
の
綜
合
的
分
析
と
し
て
投
資
の
性
格

も
朋
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
に
於
け
る
投
資
を
考
え
る
場
合
は
利
潤
誘
因
が
大
き
く
作
用
す

（　176　）



第4表ブラジルの投資率

純投資率純投資識下受一元投資

⑩
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妬
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1
4
2
4
3
4
4
4
5
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姶
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9
5
0
5
1
5
2
5
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19

P9

P9

P9

P9

P9

P9

P9

P9

P9

P9

P9

P9

P9

P9

単位　10億クルゼイロ

る
こ
と
は
い
う
迄
も
な
い
が
、
雇
用
吸
収
基
準
、
国
際
収
支
基
準
が
S
M
P

や
再
投
資
基
準
以
上
に
ウ
ェ
イ
ト
を
も
つ
も
の
と
思
え
る
。

　
ア
カ
ウ
ン
イ
ン
グ
・
プ
ラ
イ
ス
の
測
定
は
、
こ
こ
で
は
全
く
困
難
州
で
あ
り

而
も
、
不
可
能
に
近
く
、
時
系
列
基
準
に
つ
い
て
は
ま
1
1
8
の
場
合
と
い
う

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
Q

　
投
資
基
準
に
つ
い
て
は
素
描
し
た
す
べ
て
が
こ
の
国
で
も
オ
ペ
レ
ー
ト
に

す
る
で
あ
ろ
う
が
、
特
に
前
述
の
如
き
ウ
エ
イ
ト
を
も
た
す
べ
き
も
の
が
存

在
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
社
会
厚
生
の
増
進
と
い
う
事
を
終
局
的
に
目
ざ
す
投
資
効
果
は
期
待
す
べ

き
で
は
あ
ろ
う
が
今
日
の
外
国
資
本
の
導
入
は
政
治
的
な
解
決
を
求
め
る
も

　
　
　
　
後
進
国
開
発
投
資
政
策
の
基
準

の
が
多
い
の
は
純
粋
経
済
理
論
に
と
っ
て
大
き
な
障
壁
で
あ
る
。

　
開
発
計
画
は
ブ
ラ
ジ
ル
に
於
い
て
も
種
々
の
も
の
が
と
り
上
げ
ら
れ
て
、

ブ
ラ
ジ
ル
経
済
の
自
主
化
の
た
め
に
改
廃
を
重
ね
乍
ら
今
日
に
及
ん
で
い
る

が
、
改
廃
変
更
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
投
資
政
策
が
、
前
記
の

諸
基
準
を
こ
え
た
も
の
に
規
制
を
う
け
て
い
る
こ
と
を
悟
る
の
で
あ
る
。

ブラジルに於ける投資量指数第5表

計合

96．　5

106．　3

89．　3

90．　5

116．　3

321．　1

194．　8

247．　5

219．　5

243．　0

286．　0

329．　9

357．　1

314．　3

319．0

建築業

120．　2

145．　7

143．　6

133．　6

158．　5

187．　1

255．　7

264．　9

234．　2

230．　3

240．　7

288．　7

348．　6

352．　0

286．　2

メカニカル
産業の生産高

107．　5

96．　2

78．　0

84．　0

132．6

117．　0

169．　6

235．　9

200，　8

243．2

271．0

364．　6

419，　3

438．　2

500．0

資本財輸入

59．　3

70．0

37．　0

46．　4

53．　4

82．　5

147．　4

237．　9

219．　3

257．　4

351．　5

346．　3

311．　6

160．　4

214．　1

40

S1

S2

S3

S4

S5

i
4
7
4
8
4
9
5
0
5
1
5
2
5
3
5
4

19

P9

P9

P9

P9

P9

P9

P9

P9

P9

P9

P9

P9

@
1
9
1
9（註）　ここでは輸入32・9，メカニカル産業29・3，建築37．8

　計100・0ということにウエイトをつけたものとしてindex

　を計算している。

　
ブ
ラ
ジ
ル
に
於
け
る
開
発
投
資
計
画
の
さ
き
が
け
は
一
九
四
八
年
ポ
イ
ン

ト
・
フ
ォ
ア
計
画
に
基
ず
き
ア
メ
リ
カ
側
と
ブ
ラ
ジ
ル
側
の
経
済
研
究
合
同

（　177　）



　
　
　
後
進
国
開
発
投
資
政
策
の
基
準

委
員
会
が
ブ
ラ
ジ
ル
で
経
済
の
現
状
を
分
析
し
た
報
告
即
ち
ア
ー
ビ
ン
グ
報

告
に
よ
り
一
九
五
一
年
七
月
に
出
来
た
ア
メ
リ
カ
・
ブ
ラ
ジ
ル
混
合
委
員
会

構
想
で
あ
る
。

　
こ
の
委
員
会
が
立
案
叉
は
採
択
し
た
四
＋
二
の
開
発
計
画
は
鉄
道
計
画
一

八
（
所
要
経
費
は
三
億
八
七
三
二
万
九
〇
〇
〇
ド
ル
の
外
貨
と
伯
貨
一
四
三

億
六
九
九
四
万
ク
ル
ゼ
イ
ロ
）
、
電
力
計
画
九
（
所
要
経
費
は
外
貨
一
億
二

九
七
四
億
ド
ル
、
伯
貨
四
六
億
ク
ロ
ゼ
イ
p
）
、
及
び
道
路
計
画
二
（
所
要

経
費
は
外
貨
六
六
六
万
ド
ル
）
更
に
、
港
湾
計
画
四
（
所
要
経
費
は
外
貨
三

七
八
一
万
一
〇
〇
ド
ル
、
伯
盗
心
〇
億
八
〇
九
八
万
ク
ル
ゼ
イ
ロ
）
、
海
運

（
河
川
を
含
む
）
計
画
四
（
所
要
経
費
外
貨
二
九
一
四
万
ド
ル
、
細
面
四
億

一
七
〇
〇
万
ク
ル
ゼ
イ
p
）
農
業
計
画
三
（
所
要
経
費
は
外
貨
二
七
＝
一
万

年
〇
〇
〇
ド
ル
、
昏
酔
二
億
六
〇
〇
万
ク
ル
ゼ
イ
p
）
、
工
業
計
画
二
（
所

要
経
費
は
外
貨
一
〇
八
六
万
ド
ル
、
伯
貨
三
億
九
二
〇
〇
万
ク
ル
ゼ
イ
ロ
）

の
内
容
を
も
つ
所
要
経
費
総
計
、
外
貨
三
億
八
七
三
二
万
古
〇
〇
〇
ド
ル
、

伯
貨
一
四
三
億
六
九
九
四
万
一
〇
〇
〇
ク
ル
ゼ
イ
ロ
に
及
ぶ
苑
大
な
も
の
で

あ
っ
た
が
外
貨
三
億
ド
ル
の
一
部
は
一
九
五
三
年
に
ア
メ
リ
カ
の
輸
出
入
銀

行
よ
り
借
款
と
い
う
形
で
融
資
さ
れ
た
。
一
九
五
三
年
末
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ウ
ア

ー
は
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
援
助
を
打
切
り
、
こ
の
委
員
会
は
解
散
さ
れ
た
た
め
、

一
九
五
三
年
九
月
に
は
独
伯
混
合
委
員
会
、
五
四
年
一
月
に
仏
寺
混
合
委
員

会
が
出
来
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
開
発
の
主
導
権
は
西
欧
側
に
移
っ
て
い
る
。

　
こ
の
計
画
と
共
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
工
業
開
発
の
総
合
計
画
と
し
て
は
一
九
五

〇
年
に
出
来
た
一
九
五
〇
－
五
四
年
の
五
力
年
計
画
で
あ
る
サ
ル
テ
（
s
A

L
T
E
、
厚
生
保
健
、
食
糧
、
運
輸
、
電
力
の
略
で
あ
る
が
、
こ
の
サ
ル
テ

が
上
記
四
つ
の
も
の
の
頭
文
字
の
示
す
通
り
こ
の
四
つ
計
画
が
中
心
）
計
画

が
あ
る
。

　
こ
の
所
要
経
費
は
二
〇
〇
億
ク
ル
ゼ
イ
ロ
に
達
し
た
た
め
に
、
こ
の
調
達

に
は
国
家
予
算
と
公
債
の
発
行
、
ブ
ラ
ジ
ル
銀
行
の
貸
付
と
い
う
形
を
と
っ

た
。
こ
の
た
め
に
膨
大
な
財
政
資
金
と
そ
の
他
の
融
資
資
金
の
放
出
は
財
政

イ
ン
フ
レ
を
惹
起
し
て
経
済
の
不
安
定
を
招
い
た
た
め
に
、
政
府
は
均
衡
財

政
の
維
持
と
イ
ン
フ
レ
抑
制
の
た
め
に
一
九
五
二
年
に
な
る
と
早
く
も
経
費

の
削
減
と
な
り
、
サ
ル
テ
計
画
は
小
規
模
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
く
な

り
、
後
一
九
五
四
年
＋
一
月
、
大
統
領
が
現
実
に
即
せ
ず
と
の
裁
断
に
よ
り

中
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
五
一
年
七
月
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
工
業
開
発
の
優
先
順
位
を
決
定
す
る
基

準
を
工
業
開
発
委
員
会
が
決
定
し
、
電
力
の
増
産
、
交
通
通
信
施
設
の
開
発

増
強
、
資
本
の
導
入
と
金
融
制
度
の
改
善
、
労
働
管
理
の
改
良
と
技
術
者
養

成
を
主
眼
と
し
、
工
業
を
最
重
要
工
業
、
基
本
工
業
、
製
造
工
業
（
イ
、
重

工
業
一
生
産
財
製
造
、
　
ロ
、
軽
工
業
i
消
費
財
製
造
）
に
区
分
し
て
燃
料
、

電
力
、
モ
ー
タ
ー
、
電
気
資
材
の
生
産
工
業
に
第
一
位
の
優
先
を
認
め
以
下

製
鉄
、
化
学
工
業
、
紡
績
業
、
食
品
工
業
、
ゴ
ム
及
び
類
似
製
品
工
業
、
皮

（　178　）



第6表　SALTE計画の計画予算：

合　計

11650

　　1350

　　5000

　　2000

19541953195219511950入収

2600

365

1000

300

2550

335

1000

350

2troO

310

1000

400

2200

340

1000

450

1900

1000

500

講謝予算割・

盆馨｝信用操作

200004265423541103400 3990計合

収入の部の単位　百万クルゼイロ

支出の部の単位　クルゼイロ

後
進
国
開
発
投
資
政
策
の
基
準

支　　　出

保　健　衛　生
H　糧　供　給
^　　　　　　輸
d　　　　　　　力

@　小　　　計

2，640，056，410

Q，733，400，000

P1，345，620，000

R，190，000，000

P9，909，076，410

　回　転　基　金
@　　小　　　計

?ｧその他出費用準備金

@　　小　　　計

@1949年度使用分控除

　800，000，000

Q0，709，076，410

@590，923，590

Q1，300，000，000

P，300，000，000

合　　　計 20，000，000，000

革
、
毛
、
機
械
工
業
、
建
築
材
料
工
業
、
光
学
材
料
工
業
と
順
位
を
決
定
し

た
。　

今
一
つ
は
ラ
フ
エ
ー
ル
計
画
（
い
珪
①
円
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ブ
ラ

ジ
ル
の
港
湾
施
設
、
鉄
道
の
改
善
、
農
業
機
械
の
購
入
の
た
め
に
ア
メ
リ
カ

の
輸
出
入
銀
行
と
国
際
開
発
銀
行
よ
り
一
九
五
一
年
九
月
、
ア
メ
リ
カ
・
ブ

ラ
ジ
ル
混
合
委
員
会
の
勧
告
で
五
億
ド
ル
の
借
款
が
成
立
し
た
が
、
ブ
ラ
ジ

ル
国
内
で
も
所
要
資
金
が
百
億
ク
ル
ゼ
イ
p
と
計
算
さ
れ
、
こ
の
た
め
に
所

得
税
追
徴
の
形
で
調
達
す
る
こ
と
な
り
ラ
フ
エ
ー
ル
蔵
相
が
立
案
し
た
計
画

で
あ
る
。

　
個
人
所
得
税
年
間
一
万
ク
ル
ゼ
イ
ロ
以
上
の
者
か
ら
五
二
年
よ
り
五
六
年

迄
一
五
％
、
法
人
に
は
未
配
当
利
、
潤
の
三
％
を
追
徴
し
て
毎
年
二
〇
億
ク
ル

ゼ
イ
ロ
、
五
力
年
で
一
〇
〇
億
ク
ル
ゼ
イ
ロ
を
調
達
し
、
国
民
に
は
五
力
年

間
、
追
加
所
得
税
の
一
二
五
％
に
相
当
す
る
二
十
年
年
賦
償
還
の
公
債
を
交

付
し
、
之
で
も
二
〇
億
ク
ル
ゼ
イ
ロ
を
一
年
間
に
調
達
出
来
ぬ
場
合
は
保
険

会
社
や
連
邦
貯
蓄
銀
行
か
ら
必
要
資
日
を
吸
収
す
る
政
府
の
権
限
を
与
え
る

こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
ラ
フ
エ
ー
ル
計
画
は
サ
ル
テ
計
画
実
行
予
算
削
減
に
よ
る
不
足
分
を
補
っ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
両
者
に
よ
り
五
四
年
迄
ブ
ラ
ジ
ル
の
工
業
開
発

計
画
が
実
行
さ
れ
て
い
た
訳
で
あ
る
。

　
ク
ビ
チ
ェ
ッ
ク
大
統
領
の
出
現
に
よ
り
経
済
開
発
銀
行
が
大
統
領
の
命
令

（179）



　
　
　
　
後
進
国
開
発
投
資
政
策
の
基
準

に
よ
り
立
案
し
た
も
の
が
現
在
実
施
中
の
経
済
開
発
五
宿
年
計
画
で
一
九
五

六
年
十
一
月
立
案
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
計
画
は
電
力
部
門
で
は
五
力
量
後
に
五
〇
〇
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
生
産

目
標
と
し
、
道
路
部
門
は
一
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道
路
の
建
設
と
三
〇
〇
〇

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
鋪
装
を
目
ざ
し
、
鉄
道
部
門
で
は
現
存
鉄
道
の
再
装
備
と

一
五
〇
〇
キ
ロ
の
新
線
敷
設
で
そ
の
所
要
資
金
は
前
者
が
一
二
六
億
ク
ル
ゼ

イ
ロ
、
後
者
が
＝
九
億
ク
ル
ゼ
イ
p
で
あ
り
、
更
に
港
湾
及
び
凌
蝶
計
画

が
五
力
年
で
四
七
億
ク
ル
ゼ
イ
ロ
と
さ
れ
、
海
運
部
門
六
二
億
ク
ル
ゼ
イ
ロ

と
見
積
る
計
画
を
内
容
と
し
五
力
年
計
画
の
所
要
資
金
の
合
計
は
外
貨
で
一

二
億
ド
ル
、
ブ
ラ
ジ
ル
化
学
で
一
五
〇
〇
億
ク
ル
ゼ
イ
ロ
に
の
ぼ
る
大
規
模
な

も
の
が
既
に
動
き
出
し
て
い
る
。

　
外
資
と
い
っ
て
も
西
独
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
の
場
合
は
資
本
構
成
は

非
常
に
確
か
で
自
己
資
金
が
大
部
分
を
占
め
、
借
入
金
も
日
本
の
企
業
よ
り

少
く
技
術
に
し
て
も
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
永
い
伝
統
が
西
欧
や
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ

に
対
す
る
信
頼
を
大
き
く
し
て
居
る
。

　
日
本
の
海
外
投
資
の
う
ち
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
も
の
は
株
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

取
得
の
形
の
も
の
が
総
投
資
額
の
五
八
％
で
大
規
模
な
合
弁
事
業
が
多
い
。

例
え
ば
ミ
ナ
ス
の
製
鉄
や
ブ
ラ
ジ
ル
に
於
け
る
毛
紡
織
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
・
エ

ン
ジ
ン
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
日
本
の
合
弁
形
式
に
よ
る
投
資
は
西
欧
と
の
競
孚
で
非
常
な
困
難
に
直
面

し
て
い
る
が
特
に
現
地
人
の
労
働
生
産
性
の
低
さ
と
労
働
意
欲
の
消
極
性
と

ブ
ラ
ジ
ル
の
労
働
立
法
（
例
え
ば
十
年
以
上
の
勤
続
者
の
解
雇
禁
止
）
、
現

地
の
民
族
的
慣
習
、
現
地
人
の
日
本
的
商
法
へ
の
信
頼
の
不
足
等
の
原
因
が

大
き
い
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
が
近
代
的
な
国
家
完
成
の
努
力
を
つ
づ
け
な
が
ら
も
、
広
大
な

国
土
と
近
代
と
古
き
も
の
と
の
混
在
に
悩
み
外
国
資
本
の
好
箇
の
市
場
と
し

て
国
際
資
本
の
圧
制
下
に
あ
る
こ
と
は
自
立
と
従
属
の
矛
盾
の
同
時
的
な
存

在
に
外
な
ら
な
い
Q

　
ブ
ラ
ジ
ル
の
経
済
成
長
の
理
論
的
分
析
に
つ
い
て
は
他
日
を
期
し
た
い
。

註
（
1
）
　
拙
稿
「
激
動
す
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
経
済
ー
プ
レ
ビ
ッ
シ
ュ
報
告
に
寄
せ
て

　
　
そ
の
意
義
を
探
る
」
南
米
研
究
・
三
号
、
拙
稿
「
ア
メ
リ
カ
の
対
ラ
テ
ン
・
ア

　
　
メ
リ
カ
投
資
政
策
の
検
討
」
南
米
研
究
・
五
号
。

　
（
2
）
　
国
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（
3
）
拙
稿
「
国
際
金
融
政
策
の
一
断
面
一
後
進
国
投
資
の
効
果
の
事
例
的
研

　
　
究
」
国
際
経
済
研
究
皿

　
（
4
）
　
朝
口
新
聞
、
昭
和
三
十
三
年
十
二
月
八
日

　
　
本
節
の
主
た
る
参
考
文
献
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
d
巳
8
血
Z
9
鼠
8
。
・
噸
〉
歪
ぐ
の
①
。
・
9
巳
甲
ε
。
。
鼠
8
ω
。
h
守
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。
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。
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①
＜
①
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℃
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。
曇
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〉
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ぼ
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。
晋
。
凱
8
8
子
。
目
①
畠
巳
虐
①
。
h
甥
。
㎝
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＼
、
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H
卜
。
＼
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ひ
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・
冒
莞
・

　
　
同
O
G
几
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q
巳
8
山
累
薮
。
蕩
“
b
葛
】
誘
。
。
・
曽
口
中
ε
g
凱
。
鵠
亀
守
8
。
巨
。
u
o
＜
町
名
ヨ
①
耳
L
同

目
ぎ
国
。
8
。
昌
。
∪
。
〈
①
ざ
で
目
①
旨
け
亀
甲
舘
乱
国
＼
O
客
H
卜
，
＼
ら
。
ひ
心
配
①
〈
」
・
b
鷲
」
O
ま
・

　
d
眩
け
巴
ψ
鼠
件
霧
u
o
駆
昌
ヨ
。
昌
臼
o
h
O
o
ヨ
ヨ
。
3
ρ
d
．
Q
D
●
一
毫
①
ω
け
ヨ
臼
二
昌
子
。
訂
↓
ぼ

匪
巨
。
碁
睾
野
8
0
目
￥
H
O
鴇
・

七

　
以
上
の
論
述
か
ら
特
に
後
進
国
開
発
投
資
政
策
の
中
軸
と
な
る
も
の
を
把

握
出
来
た
よ
う
で
あ
る
。
資
本
回
転
率
基
準
、
再
投
資
基
準
、
社
会
的
限
界

生
産
力
基
準
、
時
系
列
基
準
の
四
つ
の
外
に
利
潤
誘
因
、
ア
カ
ウ
ン
テ
イ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

グ
・
プ
ラ
イ
ス
、
更
に
国
際
収
支
効
果
（
団
9
冨
ロ
。
①
o
、
剛
㊤
図
ヨ
Φ
冨
け
国
訪
σ
9
国
際

収
支
に
対
す
る
投
資
の
マ
イ
ナ
ス
効
果
は
強
調
す
る
に
値
す
る
重
要
性
を
も

つ
か
、
又
国
際
収
支
効
果
は
多
く
の
場
合
、
投
資
優
先
度
を
決
定
す
る
要
素

と
な
る
か
に
つ
い
て
肯
定
）
、
社
会
的
費
用
（
ω
8
一
巴
O
。
鴇
社
会
的
利
潤
獲
得

力
に
つ
い
て
）
が
基
準
と
し
て
考
え
ら
れ
た
が
更
に
今
一
つ
雇
用
吸
収
基
準

（
声
量
ξ
暮
昌
き
ω
。
壱
ま
ロ
O
葺
g
自
）
を
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い
Q

　
そ
れ
は
ラ
イ
ペ
ン
ス
タ
イ
ン
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
こ
の
基
準
を
正
当
化
す
る
も
の
は
次
の
二
つ
で
あ
る
。
一
つ
は
偽
装
失

業
が
後
進
国
で
は
相
当
に
存
在
し
、
更
に
こ
の
失
業
者
の
一
部
が
雇
用
さ
れ

て
仕
事
に
つ
く
な
ら
ば
一
国
の
経
済
に
と
っ
て
最
も
大
き
な
利
益
を
も
た
ら

す
こ
と
が
確
信
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
後
進
国
で
は
一
般
に
資
本
が

　
　
　
　
後
進
国
開
発
投
資
政
策
の
基
準

昔
昔
で
あ
る
の
で
資
本
の
限
界
生
産
力
は
大
で
、
労
働
の
生
産
性
は
小
で
あ

る
。
こ
こ
へ
適
当
な
生
産
技
術
を
与
え
る
と
十
分
な
労
働
と
少
い
資
本
と
の

相
関
関
係
が
生
ず
る
が
、
経
済
過
程
に
吸
収
さ
れ
る
労
働
の
範
囲
は
他
の
生

産
要
素
の
適
応
性
と
弾
力
性
如
何
に
か
か
つ
て
く
る
。

　
但
し
最
も
適
応
性
の
高
い
資
本
ス
ト
ッ
ク
は
総
産
出
量
附
加
を
極
大
化
す

る
必
要
は
な
い
訳
で
あ
る
。

　
一
般
均
衡
状
態
を
保
持
出
来
ぬ
後
進
国
経
済
を
考
え
る
。
資
本
財
の
相
対

価
格
が
生
産
力
と
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ナ
ル
で
な
い
と
し
て
、
二
つ
の
資
本
財
A
、

B
が
同
量
、
同
数
の
人
の
仮
定
で
投
資
が
行
わ
れ
て
生
産
が
夫
々
増
大
す
る

時
に
、
A
が
資
本
財
生
産
に
於
い
て
B
と
同
一
量
の
労
働
で
二
倍
の
能
力
を

も
つ
と
す
る
（
投
下
労
働
一
〇
〇
）
。

　
A
財
の
生
産
に
最
大
一
〇
〇
人
を
要
す
る
と
B
財
の
場
合
は
一
五
〇
人
を

要
し
A
財
の
一
〇
〇
人
よ
り
生
産
量
小
と
な
る
。

　
こ
の
例
で
は
ラ
イ
ペ
ン
ス
タ
イ
ン
は
雇
用
の
極
大
化
を
最
終
目
標
と
し
な

い
だ
け
な
ら
A
財
の
生
産
に
投
資
す
る
よ
り
も
む
し
ろ
B
財
の
生
産
に
投
資

す
る
こ
と
を
選
ば
ぬ
だ
け
で
あ
る
と
い
う
。

　
こ
の
こ
と
は
生
産
力
の
高
い
資
本
は
必
ず
し
も
労
働
供
給
増
加
に
強
く
適

応
し
又
弾
力
的
で
あ
る
資
本
と
関
係
あ
り
と
信
ず
る
根
拠
は
な
い
と
い
う
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。
労
働
吸
収
基
準
は
人
口
過
剰
地
域
に
於
け
る
労
働
節

約
と
い
う
技
術
の
導
入
を
全
然
認
め
な
い
。

（　181　）



　
　
　
後
進
国
開
発
投
資
政
策
の
基
準

　
こ
の
よ
う
な
投
資
の
行
わ
れ
る
効
果
は
労
働
の
超
過
吸
収
力
を
増
大
す
る

こ
と
に
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
が
心
し
い
基
準
と
は
い
え
、
再
投
資
基

準
と
遠
く
離
れ
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。

　
回
転
率
基
準
に
つ
い
て
は
欠
点
が
指
摘
さ
れ
た
。
社
会
的
限
界
生
産
力
基

準
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
尚
、
二
、
三
点
を
附
加
す

る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
投
資
政
策
の
基
礎
と
し
て
社
会
福
祉
や
経
済

厚
生
を
主
導
す
る
も
の
は
私
的
限
界
生
産
力
よ
り
も
社
会
的
限
界
生
産
力
と

い
う
限
界
原
理
に
よ
る
こ
と
は
度
々
、
ふ
れ
た
が
、
こ
の
場
合
の
一
般
的
仮

定
は
社
会
的
生
産
力
と
私
的
生
産
力
は
、
あ
る
場
合
に
不
一
致
は
あ
っ
て
も

大
部
分
は
一
致
す
る
も
の
と
し
て
生
産
力
の
測
定
は
市
場
価
格
で
行
う
こ
と

で
あ
る
。

　
併
し
、
こ
こ
に
問
題
が
あ
る
。
即
ち
後
進
国
で
は
価
格
体
系
が
経
済
全
体

に
滲
透
す
る
迄
に
至
っ
て
居
ら
ず
、
失
業
の
存
在
、
通
貨
の
過
大
評
価
、
そ

の
他
の
価
格
構
造
を
乱
す
要
素
が
現
に
見
ら
れ
、
社
会
的
状
況
に
対
応
し
て

市
場
価
格
の
上
下
の
変
動
が
大
巾
に
な
る
程
、
一
層
社
会
的
限
界
生
産
力
測

定
に
は
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
イ
ス
（
跨
0
8
早
書
貯
α
q
海
船
ざ
①
）
や
シ
ャ
ド

ウ
・
プ
ラ
イ
ス
（
m
い
7
9
自
O
≦
「
　
団
円
一
〇
①
）
　
に
頼
る
こ
と
に
な
る
が
、
之
等
の
プ
ラ

イ
ス
そ
の
も
の
に
又
検
討
す
べ
き
フ
ァ
ク
タ
ー
の
存
在
す
る
こ
と
は
既
述
の

　
（
3
）

通
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
投
資
決
定
に
当
り
、
決
定
的
な
影
響
を
限

界
原
理
分
析
が
も
っ
と
は
笑
際
に
は
い
い
切
れ
ぬ
根
拠
が
こ
こ
に
あ
る
訳
で

あ
る
。

　
限
界
生
産
力
接
近
は
投
資
に
つ
い
て
資
本
集
約
接
近
法
の
実
際
的
有
効
性

を
も
つ
場
合
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
後
進
国
に
於
い
て
も
、
や
は
り
政
府
は
資
本
集
約
的
投
資
を
助
成
、
歓
迎

し
、
特
に
重
工
業
は
（
鉄
鋼
、
綿
紡
と
い
う
よ
う
な
近
代
産
業
発
展
に
不
可

欠
の
も
の
）
労
働
量
を
少
く
し
て
大
量
の
資
本
を
投
入
す
る
こ
と
は
再
投
資

率
を
大
に
す
る
と
い
う
理
由
か
ら
重
工
業
化
に
力
点
を
お
い
て
い
る
こ
と
は

周
知
の
事
実
で
あ
る
。

　
重
工
業
の
建
設
が
漸
次
、
軌
道
に
乗
り
、
そ
の
結
果
、
…
機
械
、
工
具
、
そ

の
他
の
製
品
が
輸
入
品
よ
り
も
安
く
な
る
見
透
し
が
可
能
と
な
る
と
社
会
的

限
界
生
産
力
基
準
に
基
ず
い
て
投
資
計
画
は
そ
の
引
上
げ
を
含
む
も
の
と
な

る
こ
と
は
容
易
に
予
想
さ
れ
る
の
に
対
し
、
重
工
業
の
建
設
が
一
時
的
に
し

て
も
地
方
産
業
保
護
と
い
う
色
彩
の
強
い
、
生
産
性
の
比
較
的
低
い
、
費
用

（
コ
ス
ト
）
の
高
い
も
の
で
あ
る
と
、
之
等
の
産
業
の
育
成
に
高
い
再
投
資

率
を
望
め
る
訳
は
な
い
こ
と
か
ら
当
然
に
、
そ
の
不
利
益
を
カ
バ
ー
す
る
た

め
、
そ
の
産
業
へ
の
再
投
資
率
を
引
き
下
げ
る
と
見
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
後
進
国
の
産
業
投
資
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
産
業
へ
の
再
投
資
率
に
問
題

が
あ
り
叉
消
費
財
産
業
と
資
本
財
産
業
の
成
長
率
を
測
定
し
、
之
を
助
成
す

る
に
し
て
も
均
衡
し
た
関
係
が
必
要
と
な
る
。

　
後
進
国
で
育
成
が
望
ま
れ
叉
現
に
資
本
が
大
量
に
投
下
さ
れ
て
い
る
（
外
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資
を
中
心
と
す
る
）
重
工
業
部
門
に
現
地
の
生
産
性
の
低
い
労
働
が
雇
用
さ

れ
て
相
対
的
に
高
賃
銀
が
支
払
わ
れ
る
と
、
こ
の
労
働
者
の
所
得
増
大
よ
り

消
費
財
需
要
が
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
効
果
を
伴
っ
て
現
出
す
る
。
こ
の

こ
と
が
価
格
体
系
を
イ
ン
フ
レ
ー
シ
・
ン
的
圧
力
で
混
乱
さ
せ
、
ひ
い
て
は

木
質
的
蓄
積
の
低
い
後
進
国
の
資
本
蓄
積
が
益
々
等
閑
視
さ
れ
て
資
本
不
足

は
深
刻
化
し
、
結
局
、
叉
当
初
導
入
資
本
よ
り
遙
か
に
大
量
の
外
国
資
本
の

導
入
を
求
め
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
、
後
進
国
の
先
進
国
資
本
へ
の
結
び
つ
き

を
深
め
て
行
く
こ
と
に
落
つ
く
に
過
ぎ
な
い
。

　
　
　
　
　
（
4
）

　
ベ
ル
シ
。
ウ
は
ア
ジ
ア
諸
国
の
工
業
化
と
、
之
に
対
す
る
投
資
に
つ
い
て

考
察
し
た
結
果
、
工
業
化
計
画
を
進
め
る
場
合
の
正
し
く
且
つ
、
望
ま
し
い

計
画
の
順
序
は
、
第
一
が
軽
消
費
財
の
生
産
、
第
二
に
中
間
的
工
業
、
最
後

に
重
工
業
の
建
設
計
画
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
計
画
の
順
序
は
単
に
後
進
国

の
資
本
と
労
働
の
相
対
的
利
用
可
能
性
（
目
①
一
⇔
↓
一
く
①
　
曽
く
9
一
一
国
げ
一
一
駈
け
一
①
ω
）
を
基
準

と
し
て
い
る
だ
け
で
な
し
に
、
消
費
材
供
給
増
大
の
集
約
的
効
果
を
示
す
も

の
で
あ
り
、
こ
の
順
序
こ
そ
が
後
進
国
開
発
の
段
階
的
前
進
を
指
し
示
し
、

現
在
か
ら
将
来
へ
の
市
場
の
移
行
を
物
語
っ
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
出
来
て

傾
聴
す
べ
き
多
く
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
工
業
化
を
余
り
に
急
ぎ
過
ぎ

る
よ
り
は
緩
慢
乍
ら
後
進
国
に
於
い
て
は
消
費
財
の
供
給
増
加
を
行
っ
て
民

生
の
安
定
を
実
現
さ
せ
て
、
消
尽
性
向
の
育
成
を
待
ち
つ
つ
工
業
化
へ
移
る

・
方
法
も
考
う
べ
き
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
後
進
国
開
発
投
資
政
策
の
基
準

　
併
し
、
後
進
国
投
資
計
画
の
順
序
は
ベ
ル
シ
・
1
も
い
う
よ
う
に
す
べ
て

こ
の
方
式
に
則
る
べ
き
で
は
な
く
、
や
は
り
例
外
も
あ
る
筈
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
後
進
国
そ
の
も
の
が
固
有
に
も
つ
各
地
域
、
各
国
の
特
殊
な
環
境
に
即

応
し
た
原
則
の
変
更
で
あ
り
、
各
民
族
の
も
つ
経
済
的
慣
習
や
地
域
社
会
の

伝
統
等
、
民
族
学
的
、
社
会
学
的
、
心
理
学
的
な
考
慮
が
経
済
分
析
に
入
っ

て
来
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
単
に
風
土
、
気
候
の
よ
う
な
自
然
地
理
学
的
条

件
に
対
す
る
適
応
か
ら
上
述
の
如
き
種
々
の
特
殊
条
件
に
対
す
る
適
応
ま
で

も
必
要
と
な
る
。
こ
れ
が
投
資
計
画
順
序
に
つ
い
て
の
一
般
的
原
則
の
重
要

な
例
外
と
考
え
て
差
支
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
経
済
成
長
は
天
然
資
源
の
開
発
と
現
在
の
科
学
的
知
識
の
利
用
か
ら
生
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

出
さ
れ
る
収
入
と
諸
種
の
傾
向
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
に
、
そ
の
傾
向
乃
至
性
向
を
次
の
如
く
に
観
察
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

て
い
る
の
が
ロ
ス
ト
ウ
で
あ
る
。

　
即
ち
日
純
粋
科
学
を
発
達
さ
せ
る
傾
向
、
国
経
済
に
対
し
て
科
学
が
適
応

す
る
応
用
科
学
化
傾
向
、
日
技
術
革
新
を
受
入
れ
る
傾
向
、
四
物
質
的
進
歩

を
求
め
る
傾
向
、
田
消
費
性
向
、
因
子
供
を
も
つ
傾
向
（
出
産
傾
向
乃
至
人

口
増
大
傾
向
）
を
数
え
て
い
る
。

　
経
済
成
長
は
叙
上
の
傾
向
が
与
え
ら
れ
、
収
入
の
増
大
が
生
ず
る
と
起
っ

て
く
る
も
の
で
あ
り
、
収
入
の
変
化
と
色
々
の
傾
向
の
変
化
の
相
互
的
作
用

か
ら
生
ず
る
と
い
う
の
は
、
例
え
ば
日
本
で
は
延
享
諸
傾
向
の
移
動
が
持
続

（　183　）



　
　
　
　
後
進
国
開
発
投
資
政
策
の
基
準

高
経
済
成
長
を
阻
む
主
要
原
因
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ヤ

や
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
で
は
、
新
し
い
利
潤
獲
得
可
能
性
の
突
然
の
出
現
が
主

た
る
ブ
レ
ー
キ
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
、
や
は
り
二
つ
の
要
因
の
同
時
的
・

同
方
向
の
変
化
叉
は
増
大
が
成
長
に
と
っ
て
必
要
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
日
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
及
び
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
見

ら
れ
る
だ
け
で
な
く
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
や
東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
二
つ
の
要

因
の
双
方
の
独
立
心
変
化
が
同
時
に
見
ら
れ
て
も
方
向
の
異
る
こ
と
が
あ
る

と
い
う
具
合
で
、
成
長
を
阻
止
或
は
緩
慢
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
容
易
に

理
解
出
来
る
。

　
ロ
ス
ト
ウ
の
こ
の
よ
う
な
見
方
は
ガ
ー
レ
ン
ソ
ン
及
び
ラ
イ
ペ
ン
ス
タ
イ

ン
の
投
資
政
策
の
基
準
の
説
明
に
於
い
て
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い

（
7
）

る
。
彼
等
は
資
本
集
約
的
投
資
は
消
費
性
向
、
人
口
増
大
傾
向
（
子
供
を
も

つ
と
い
う
）
に
効
果
を
及
ぼ
す
と
い
い
、
之
等
の
性
向
は
将
来
、
一
人
当
り

の
所
得
が
い
よ
い
よ
増
大
す
る
こ
と
が
後
進
国
で
は
期
待
さ
れ
る
限
り
、
大

き
く
な
る
事
は
必
至
で
あ
り
、
資
本
集
約
投
資
が
増
大
す
る
こ
と
は
こ
の
よ

う
な
効
果
を
通
じ
て
結
局
、
経
済
成
長
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
。

　
資
本
集
約
投
資
政
策
は
、
勘
く
と
も
短
期
的
に
は
、
少
数
の
人
々
に
は
影

響
を
与
え
る
よ
う
で
あ
る
が
、
経
済
を
近
代
化
さ
せ
よ
う
と
し
て
一
国
経
済

に
近
代
部
門
を
導
入
し
て
い
る
反
面
、
そ
の
国
の
伝
統
か
ら
独
自
の
伝
統
的

古
典
的
部
門
も
尚
存
在
し
て
い
る
後
進
国
の
す
べ
て
に
見
ら
れ
る
デ
ュ
ア
リ

ズ
ム
即
ち
二
重
経
済
を
誇
張
す
る
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
。
こ
の
場
合
は
技

術
革
新
受
入
傾
向
と
物
質
進
歩
を
求
め
る
傾
向
が
働
い
て
い
る
。
資
本
を
少

数
の
人
々
よ
り
も
非
常
に
広
範
囲
に
而
も
、
部
厚
く
資
本
を
拡
大
し
、
お
し

広
げ
る
政
策
よ
り
一
層
強
い
範
囲
に
投
資
の
影
響
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
に

後
進
国
投
資
の
場
合
の
資
本
集
約
投
資
の
特
質
が
見
ら
れ
る
と
い
っ
て
い
い

だ
ろ
う
。

　
教
育
と
訓
練
の
機
会
が
与
え
ら
れ
る
結
果
、
少
数
の
人
々
（
経
済
の
近
代

部
門
以
外
に
残
さ
れ
て
い
る
他
の
連
中
）
は
多
か
れ
少
か
れ
、
敏
速
に
而
も

十
分
に
産
業
環
境
の
中
に
吸
収
さ
れ
て
行
き
、
即
ち
雇
用
量
が
増
大
し
、
之

等
の
人
々
が
新
し
い
生
活
方
法
の
趣
味
を
享
受
す
る
相
当
の
機
会
が
十
分
に

与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
当
面
の
問
題
に
関
連
し
た
適
切
な

諸
傾
向
に
公
平
に
影
響
を
与
え
る
と
い
う
見
方
か
ら
も
十
分
望
ま
し
い
こ
と

で
あ
る
と
の
論
は
当
然
の
こ
と
と
い
え
る
。

　
之
に
反
し
て
、
不
公
平
な
物
資
状
態
即
ち
生
活
状
況
の
下
に
、
も
っ
と
漸

進
的
に
之
等
の
影
響
を
多
数
の
人
々
に
与
え
る
の
が
望
ま
し
い
か
と
い
う
点

で
は
貧
困
と
不
公
平
な
分
配
を
い
っ
蓬
も
与
え
て
お
く
こ
と
は
決
し
て
後
進

国
経
済
の
発
展
の
た
め
に
プ
ラ
ス
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
新
し
い
産
業
環
境

に
吸
収
す
る
こ
と
即
ち
雇
用
量
増
大
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

　
以
上
、
投
資
基
準
に
つ
い
て
、
そ
の
素
描
を
各
節
に
亘
り
行
い
、
且
つ
、

検
討
を
加
え
て
来
た
が
資
本
制
経
済
を
前
提
と
す
る
資
本
の
国
際
的
移
動
即

（　184　）



ち
国
際
投
資
は
受
入
国
の
経
済
環
境
改
善
よ
り
は
輸
出
国
側
の
資
本
の
利
潤

性
を
重
点
と
す
る
現
実
よ
り
一
歩
進
ん
で
、
受
入
国
の
経
済
環
境
即
ち
工
業

化
計
画
進
行
に
よ
る
諸
々
の
影
響
、
即
ち
赤
字
財
政
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
、
生
産
の
践
行
性
に
よ
る
経
済
発
展
の
停
滞
経
済
の
不
安
定
に
よ
る
政

治
の
動
揺
等
の
改
善
を
第
一
義
的
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
の
資
金
的
側
面
も
亦
国
際
的
金
融
資
本
に
よ
る
寡
頭
的
支
配
と
い
う
形

の
強
行
で
な
く
、
国
際
的
資
金
協
力
が
為
替
の
安
定
よ
り
通
貨
の
安
定
を
目

標
す
る
例
え
ば
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
複
数
レ
ー
ト
の
単
一
化
、

正
常
化
へ
の
資
金
的
援
助
と
い
う
方
向
へ
向
け
ら
れ
る
こ
と
が
何
よ
り
も
要

請
さ
れ
る
。

　
上
述
の
投
資
基
準
は
少
く
と
も
資
本
制
的
発
展
に
と
り
叉
資
本
制
的
企
業

資
本
の
発
展
に
と
り
有
意
義
で
あ
り
、
而
も
必
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。
未
開

発
地
帯
は
単
一
生
産
構
造
に
あ
る
上
に
輸
出
産
業
が
農
業
及
び
そ
の
周
辺
産

業
に
の
み
ウ
エ
イ
ト
を
お
い
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
各
国
の
投
資
政

策
は
上
述
の
基
準
以
上
に
社
会
的
厚
生
に
ウ
ェ
イ
ト
を
も
た
さ
ね
ば
な
ら
な

い
Q

　
社
会
主
義
国
家
に
よ
る
投
資
は
三
等
の
基
準
と
は
全
く
異
る
も
の
が
考
え

ら
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
こ
の
投
資
量
は
年
々
増
加
の
勢
を
見
せ
て
い

る
こ
と
も
世
界
経
済
の
均
衡
を
左
右
す
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
。

後
進
国
開
発
投
資
政
策
の
基
準

註
（
1
）
　
ポ
ラ
ッ
ク
の
考
え
が
投
資
基
準
の
繭
芽
で
あ
る
こ
と
を
既
述
し
て
第
一
の

　
　
分
類
即
ち
回
転
率
基
準
に
入
れ
て
お
い
た
が
チ
ェ
ネ
リ
ー
の
如
く
国
際
収
支
重

　
　
視
と
い
5
見
方
か
ら
こ
の
面
を
強
調
し
た
基
準
を
認
め
る
な
ら
ば
ポ
ラ
ッ
ク
は

　
　
勿
論
こ
の
類
型
に
入
れ
ら
れ
る
。
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ア
カ
ウ
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ィ
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方
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シ
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ド
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ラ
イ
ス
決
定
に
つ
い
て
の
困
難
さ
は
ギ
リ
シ
ャ
の
産
業
計
画
、
南
部
イ
タ
リ
ー

　
　
の
開
発
計
画
に
つ
い
て
な
さ
れ
た
分
析
で
明
ら
か
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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三
井
海
運
業
の
生
成

佐

々

木

誠

治

　
　
　
　
は
　
し
　
が
　
き

　
昨
夏
編
纂
刊
行
を
見
た
三
井
船
舶
株
式
会
社
々
史
「
創
業
八
＋
年
史
」
は

多
方
面
に
わ
た
る
実
地
調
査
と
資
料
の
蒐
集
整
理
に
か
な
り
の
日
時
と
労
力

と
を
費
や
し
て
完
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
に
わ
が
国
最
古
の
一
海

運
企
業
の
発
展
過
程
を
刻
明
に
記
録
説
明
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
近
代

海
運
業
の
わ
が
国
に
お
け
る
発
達
一
般
に
関
し
て
も
広
汎
且
つ
貴
重
な
論
証

を
試
み
て
い
る
甚
だ
有
益
な
海
運
史
書
で
あ
る
。
い
ま
ま
で
に
発
行
さ
れ
た

海
運
会
社
々
史
と
言
え
ば
、
「
日
本
郵
船
株
式
会
社
五
十
年
史
」
・
「
同
七
十
年

史
と
「
大
阪
商
船
株
式
会
社
五
十
年
史
」
の
い
わ
ゆ
る
「
社
船
」
関
係
の
も

の
に
限
ら
れ
、
そ
れ
以
外
に
は
殆
ん
ど
見
る
べ
き
海
運
企
業
史
の
な
か
っ
た

わ
が
国
で
、
最
近
に
い
た
っ
て
、
い
く
つ
か
の
海
運
会
社
々
史
が
編
纂
さ
れ

或
い
は
目
下
編
纂
中
で
あ
る
こ
と
は
、
海
運
史
研
究
上
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い

こ
と
で
あ
る
が
、
な
か
ん
ず
く
、
「
社
外
船
」
の
指
導
者
と
い
わ
れ
、
そ
の
最

　
　
　
　
三
井
海
運
業
の
生
成

も
代
表
的
な
存
在
と
目
さ
れ
る
三
井
船
舶
（
三
井
物
産
船
舶
部
）
の
歴
史
が

今
回
完
成
し
た
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
海
運
研
究
者
の
期
待
に
最
も
か
な
う
も

の
で
あ
り
、
御
益
す
る
と
こ
ろ
す
こ
ぶ
る
大
き
い
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
郵
・
商
両
社
に
比
し
て
毫
末
も
遜
色
な
い
ば
か
り
か
、
よ
り

古
く
か
ら
の
伝
統
と
実
績
と
を
誇
り
得
る
三
井
海
運
業
の
歴
史
を
「
創
業
八

十
年
史
」
と
銘
打
っ
て
公
刊
し
た
の
は
、
三
井
物
産
の
創
立
さ
れ
た
明
治
九
年

（一

ｪ
七
六
年
）
七
月
一
目
よ
り
起
算
し
て
八
十
年
〔
以
上
〕
を
か
ぞ
え
得

る
た
め
で
あ
る
こ
と
勿
論
だ
が
、
よ
り
具
体
的
・
内
容
的
に
は
、
「
創
業
の
当

初
か
ら
」
「
三
井
物
産
の
部
門
と
し
て
船
舶
業
務
も
発
足
し
た
」
と
い
う
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

己
認
識
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
、
も
と
よ
り
、
社
史
発
行
者

た
る
三
井
船
舶
株
式
会
社
の
判
断
・
決
定
す
べ
き
、
ま
た
で
き
る
こ
と
が
ら

で
あ
り
、
他
よ
る
異
議
を
唱
う
べ
き
筋
合
毛
頭
存
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
事
実

ま
た
、
同
社
史
本
文
中
に
も
、
そ
の
起
源
に
つ
い
て
、

「
…
…
従
っ
て
三
井
家
と
し
て
海
運
業
務
に
染
手
し
た
の
は
、
三
井
物
産
の

（　187　）



　
　
　
　
三
井
海
運
業
の
生
成

創
業
以
来
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
意
味
に
於
て
、
三
井
海
運
業
の
始
期
は

当
然
に
三
井
物
産
に
於
け
る
海
運
業
務
の
着
手
に
求
め
る
べ
く
、
具
体
的
に

は
朋
治
九
年
、
長
崎
・
口
之
津
に
於
て
萌
芽
的
発
生
を
見
た
も
の
と
す
べ
き

　
　
（
2
）

で
あ
る
。
し

と
述
べ
、
或
る
程
度
の
具
体
的
根
拠
を
指
示
し
て
そ
の
妥
当
性
を
考
証
し
よ

う
と
試
み
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
若
干
の
裏
話
的
事
情
を
述
べ
る
こ
と
を
許
し
て
も
ら
う
な
ら
ば

両
三
年
目
ど
前
、
三
井
船
舶
の
故
青
木
勝
常
務
（
社
史
担
当
重
役
）
・
社
史

編
纂
担
当
者
高
橋
威
氏
等
よ
り
三
井
海
運
業
の
起
源
に
つ
い
て
筆
者
に
下
問

が
あ
り
、
そ
の
際
、
筆
者
は
、
　
〃
会
社
と
し
て
の
立
場
・
見
解
か
ら
明
治
九

年
七
月
三
井
物
産
創
立
の
時
を
も
つ
て
始
期
と
さ
れ
る
こ
と
に
何
等
異
論
も

な
く
、
そ
れ
自
体
か
な
り
の
妥
当
性
も
あ
ろ
う
〃
　
〃
た
だ
し
、
純
粋
に
学
問

的
な
考
察
を
し
た
場
合
、
現
存
資
料
に
よ
れ
ば
、
明
治
九
年
三
井
物
産
創
立

と
同
時
に
厳
密
な
意
味
に
お
け
る
海
運
業
務
が
は
じ
ま
っ
た
と
断
ず
る
の
は

些
か
尚
早
・
根
拠
薄
弱
気
味
に
思
わ
れ
る
。
私
見
と
し
て
は
、
二
、
三
年
あ

と
の
明
治
十
一
年
か
十
二
年
に
三
井
物
産
の
海
運
業
務
が
成
立
し
た
と
考
え

る
”
旨
答
弁
し
、
筆
者
が
何
処
か
に
寄
稿
す
る
つ
も
り
で
も
の
し
た
一
軸
を

参
考
に
供
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
青
木
常
務
か
ら
大
綱
に
お

い
て
私
説
と
同
意
見
で
あ
る
と
の
親
書
を
い
た
だ
き
、
高
橋
氏
も
学
問
研
究

の
見
地
か
ら
は
私
説
と
全
く
同
見
解
で
あ
る
と
い
わ
れ
た
。

　
今
日
、
す
で
に
「
創
業
八
十
年
史
」
は
刊
行
さ
れ
、
且
つ
、
そ
れ
で
は
、

上
記
の
ご
と
く
、
三
井
物
産
創
立
時
を
も
つ
て
海
運
業
の
始
期
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
同
社
独
自
の
判
断
・
社
史
編
纂
方
針
に
拠
ら
れ
た
も
の
と
了

解
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
対
し
て
、
門
外
者
の
敢
え
て
反
論
す
べ
き

必
要
は
な
か
ろ
う
と
考
え
る
。

　
だ
が
、
こ
う
し
た
一
会
社
企
業
が
自
ら
の
見
解
に
基
づ
い
て
自
ら
の
社
史

を
つ
く
る
立
場
と
は
別
に
、
海
運
研
究
者
が
自
己
の
研
究
方
針
に
従
っ
て
当

該
海
運
会
社
の
発
生
・
発
展
史
を
考
察
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
自
由
で
あ
る

べ
く
、
且
つ
、
そ
の
間
に
、
若
干
の
不
一
致
・
差
等
を
生
じ
て
も
止
む
を
得

ぬ
で
あ
ろ
う
。
三
井
海
運
業
史
の
ご
と
く
、
わ
が
国
海
運
史
研
究
上
、
極
め

て
大
ぎ
な
比
重
・
重
要
性
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
場
合
、
色
々
な
角

度
・
見
地
か
ら
検
討
を
加
え
て
、
よ
り
適
切
な
・
よ
り
信
管
性
に
富
む
も
の

を
追
求
す
る
こ
と
は
、
同
社
に
と
っ
て
も
、
海
運
界
一
般
に
と
っ
て
も
、
ま

た
学
界
に
と
っ
て
も
む
し
ろ
望
ま
し
い
で
あ
ろ
う
し
、
特
に
筆
者
の
場
合
、

自
己
の
研
究
成
果
に
基
づ
く
私
論
を
発
表
す
る
こ
と
は
、
日
頃
の
研
究
面
に

お
い
て
多
大
の
援
助
・
便
宜
を
あ
た
え
て
も
ら
っ
て
い
る
同
社
に
対
し
て
、

却
っ
て
一
種
の
報
恩
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
け
だ
し
、
今
後
百
年
史
編
纂
の
と

ぎ
ま
で
に
、
相
互
に
一
層
の
資
料
調
査
を
行
な
っ
て
、
よ
り
完
全
な
社
史
の

で
き
る
よ
う
協
力
し
ま
し
よ
う
と
い
う
同
杜
史
編
纂
担
当
者
各
位
と
の
約
束

も
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
。
こ
こ
に
、
上
記
一
文
を
再
考
加
筆
し
て
一
般
の
批
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判
教
示
を
求
め
る
所
以
で
あ
る
。

註
（
1
）
　
三
井
船
舶
株
式
会
社
「
創
業
八
十
年
史
」
社
長
序
。

　
（
2
）
同
書
二
〇
頁
。

一、

O
井
海
運
業
の
発
生
基
盤

　
三
井
物
産
会
社
が
そ
の
会
社
定
款
中
に
、
始
め
て
、
「
海
運
業
」
な
る
営
業

目
的
を
追
加
記
載
し
た
の
は
、
合
名
会
社
組
織
に
改
め
て
か
ら
五
年
目
の
明

治
二
十
九
年
十
一
月
三
十
日
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
社
内
機
構
と
し

て
「
船
舶
掛
」
な
る
一
画
が
翌
明
治
三
十
年
九
月
八
目
東
京
本
店
外
国
課
内

　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

に
正
式
設
置
さ
れ
た
。
同
掛
は
三
＋
一
年
五
月
十
四
日
「
船
舶
課
」
と
改
称

の
の
ち
、
明
治
三
十
六
年
四
月
二
十
九
日
「
船
舶
部
」
に
昇
格
（
最
初
は
門

司
に
設
置
）
し
、
こ
こ
に
、
世
間
周
知
の
「
三
井
物
産
船
舶
部
」
の
海
運
活

動
即
ち
三
井
海
運
業
の
一
大
発
展
の
ス
タ
ー
ト
が
切
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
か
か
る
重
要
且
つ
明
確
な
歴
史
的
諸
時
点
が
存
在

す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
通
常
、
三
井
海
運
業
の
発
生
時
期
は
、
よ
り
古
い

年
代
に
求
め
ら
れ
、
そ
の
歴
史
は
よ
り
早
い
日
付
を
も
つ
て
語
ら
れ
は
じ
め

る
の
が
つ
ね
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
、
事
実
上
に
お
け
る
三
井
海
運
業
務
の
成

立
が
、
右
の
諸
時
期
よ
り
も
も
っ
と
前
の
時
代
に
求
め
ら
れ
得
る
が
た
め
に

外
な
ら
な
い
。
し
か
ら
ば
、
そ
の
時
期
と
当
該
海
運
業
務
発
生
の
基
盤
と
は

幾
時
∵
如
何
な
る
も
の
と
し
て
把
握
さ
る
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
従
来

　
　
　
　
三
井
海
運
業
の
生
成

に
お
け
る
通
説
的
見
解
を
う
か
が
う
に
、
「
神
戸
海
運
五
十
年
史
」
は
次
の
如

く
述
べ
て
い
る
。

　
　
「
三
井
物
産
会
社
が
初
め
て
船
舶
に
手
を
染
め
し
は
明
治
七
年
政
府
の

　
　
申
込
に
依
り
、
当
時
政
府
の
経
営
に
係
る
三
池
鉱
山
の
石
炭
を
上
海
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
輸
出
す
る
に
当
り
、
帆
船
使
用
を
以
て
第
一
著
歩
と
す
。
」

ま
た
、
「
海
運
興
国
史
」
は

　
　
「
三
井
物
産
会
社
が
海
運
に
手
を
染
め
た
最
初
は
明
治
七
年
政
府
の
命

　
　
に
よ
り
石
炭
を
輸
出
し
た
時
に
あ
る
。
当
時
政
府
所
有
の
三
池
鉱
山
産

　
　
出
炭
を
上
海
に
輸
送
す
る
為
政
府
並
に
覇
城
会
社
所
有
帆
船
其
他
を
借

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
受
け
目
的
を
果
し
た
云
々
」

と
記
し
て
い
る
。
牛
島
の
記
述
に
若
干
の
有
高
・
異
同
あ
り
と
は
い
え
、
三

井
海
運
業
務
が
、
三
井
物
産
会
社
の
三
池
炭
上
海
輸
出
と
い
う
貿
易
業
務
に

附
随
し
て
、
明
治
七
年
頃
よ
り
発
生
し
た
と
い
う
点
に
お
い
て
全
く
一
致
し

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
も
っ
と
も
、
両
蓋
の
み
な
ら
ず
、
其
の
他
一
部
文
献
に
示
さ
れ
る
「
明
治

七
年
」
三
井
海
運
業
務
発
生
と
い
う
の
は
、
凡
ら
く
、
「
朋
治
九
年
」
の
誤
h
・

と
言
う
べ
く
、
会
社
の
設
立
（
明
治
九
年
七
月
一
日
）
お
よ
び
、
同
社
に
よ

る
三
池
炭
委
託
販
売
の
開
始
（
同
年
十
月
一
日
）
に
先
立
つ
朋
治
七
年
に
、

か
か
る
貿
易
・
海
運
業
務
が
三
井
物
産
の
手
で
行
な
わ
れ
る
筈
は
絶
対
的
に

あ
り
得
な
い
。

（　189　）



　
　
　
　
三
井
海
運
業
の
生
成

　
三
井
物
産
会
社
船
舶
部
自
身
の
手
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
最
古
の
三
井
船

舶
史
と
言
う
べ
き
コ
ニ
井
船
舶
重
連
沿
革
し
の
叙
述

　
　
「
抑
も
、
我
三
井
物
産
会
社
が
、
海
運
業
に
手
を
染
め
た
る
は
、
明
治

　
　
九
年
、
当
社
創
立
当
時
よ
り
の
事
に
し
て
、
即
ち
、
政
府
及
び
覇
城
会

　
　
社
所
有
帆
船
其
他
を
借
受
け
て
、
当
社
取
扱
商
品
の
内
地
沿
岸
輸
送
、

　
　
並
に
当
時
の
官
営
三
池
鉱
山
の
石
炭
を
、
上
海
へ
向
け
積
出
し
、
之
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
　
同
市
場
に
て
、
委
託
販
売
す
る
に
至
り
た
る
に
初
ま
る
。
」

　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

乃
至
「
三
井
読
本
」
、
「
三
井
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
読
本
」
の
所
説
の
方
が
、
前
掲

海
運
史
書
の
そ
れ
よ
り
、
少
な
く
と
も
、
よ
り
妥
当
な
根
拠
を
も
ち
得
る
で

あ
ろ
う
。

　
三
井
物
産
会
社
（
私
盟
会
社
）
は
、
「
皇
国
物
産
ノ
有
余
ヲ
海
外
へ
輸
出
シ
内
地

需
用
ノ
百
貨
ヲ
輸
入
シ
普
ク
宇
内
万
邦
ト
交
通
セ
ン
コ
ト
ヲ
欲
ス
」
と
い
う
創
立

目
的
を
掲
げ
て
、
明
治
九
年
六
月
三
日
、
東
京
府
知
事
楠
木
正
孝
宛
に
会
社
設
凱

願
書
を
提
出
し
、
同
年
七
月
二
十
三
日
附
で
認
可
指
令
を
受
取
つ
た
。
会
社
自
身

と
し
て
は
、
予
め
、
七
月
一
日
を
開
業
の
日
と
定
め
て
お
り
、
事
実
上
同
日
よ
り

三
井
物
産
会
社
と
し
て
の
営
業
が
開
始
さ
れ
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
同
社
は

「
三
井
組
国
産
方
」
と
「
先
全
社
」
一
明
治
七
年
三
月
井
上
馨
・
益
田
孝
・
馬

越
恭
平
・
木
村
正
幹
等
に
よ
り
設
立
一
と
の
合
併
体
で
あ
り
、
両
者
の
営
業
を

継
承
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
三
井
組
国
産
方
」
と
そ
の
前
身
一
明
治
八

年
以
前
は
単
に
「
国
産
方
」
と
称
す
一
或
は
「
先
収
社
」
の
時
代
に
、
海
運
業

務
の
発
生
・
実
行
あ
り
と
す
れ
ば
、
三
井
海
運
業
の
起
源
は
明
治
九
年
以
前
に
求

め
ら
れ
て
も
差
支
え
な
い
筈
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
「
三
井
組
国
産
方
」
の
時
代
、

海
運
業
務
の
発
生
を
可
能
な
ら
し
め
得
る
ほ
ど
の
貿
易
業
務
の
発
展
は
な
く
、
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
（
8
）

般
的
に
見
て
、
極
め
て
微
々
た
る
商
売
を
い
と
な
ん
だ
に
過
な
い
と
い
わ
れ
る
。

三
井
家
家
祖
高
利
の
遺
し
た
コ
ニ
井
家
家
憲
L
中
に
う
た
わ
れ
て
い
る
「
長
崎
に

川
で
て
外
国
と
商
売
取
引
す
べ
し
」
と
い
う
一
項
目
は
、
明
治
に
入
っ
て
も
、
容

易
に
実
現
を
み
な
か
っ
た
訳
で
、
当
時
に
お
け
る
「
三
井
の
宰
相
」
三
野
村
利
左

衛
門
の
意
図
せ
る
外
国
貿
易
会
社
「
東
京
商
社
」
の
設
立
計
画
も
明
治
二
年
挫
折

し
た
。
か
く
て
三
井
組
は
、
伊
豆
七
島
の
物
産
お
よ
び
内
地
米
の
販
売
を
中
心
と

す
る
「
内
国
商
売
」
に
従
事
し
、
そ
れ
す
ら
、
あ
ま
り
大
な
る
成
績
の
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
明
治
八
年
頃
に
い
た
り
、
コ
ニ
井
組
国
産
方
」
の
内
部
に
「
輸
出
掛
」

な
る
一
三
が
設
け
ら
れ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
せ
い
ぜ
い
、
外
国
貿
易
へ
進

出
し
ょ
う
と
い
う
悲
願
を
こ
の
窓
口
を
開
く
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
の
途
に
つ
か
せ

よ
う
と
考
え
た
程
度
と
み
る
べ
く
、
ま
た
、
明
治
三
年
設
立
の
我
国
最
初
の
汽
船

会
社
「
回
漕
会
社
」
と
「
三
井
組
」
と
の
関
連
、
な
か
ん
ず
く
、
「
回
漕
取
扱
所
」

（
明
治
四
年
一
月
、
回
漕
会
社
の
後
身
と
し
て
設
立
）
に
対
す
る
三
井
の
手
代
吹

島
四
郎
兵
衛
の
参
加
等
の
歴
史
的
事
実
も
、
三
井
海
運
業
務
そ
の
も
の
の
成
立
と

は
直
接
的
関
係
を
も
ち
得
な
い
。
総
じ
て
、
三
井
物
産
会
社
設
立
に
い
た
る
ま
で

の
三
井
の
商
業
活
動
は
、
極
め
て
小
規
模
且
つ
国
内
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ

に
よ
り
、
海
運
業
務
の
発
生
を
導
く
が
如
ぎ
活
語
な
も
の
で
ば
な
か
っ
た
。
他
方

「
先
収
社
」
の
側
に
つ
い
て
見
て
も
、
た
と
え
そ
れ
が
外
国
貿
易
を
目
的
と
し
て

出
発
し
、
何
程
か
の
実
績
を
も
っ
と
は
い
え
、
い
ま
だ
、
海
運
業
務
を
あ
わ
せ
営

む
が
ご
と
き
大
き
な
発
展
を
示
し
た
と
は
到
底
認
め
ら
れ
が
た
い
。

　
す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
沿
革
的
に
、
三
井
海
運
業
は
三
井
物
産
会
社

の
本
来
的
業
務
で
あ
る
貿
易
業
務
、
な
か
ん
ず
く
、
三
池
炭
の
上
海
向
け
輸
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出
業
務
に
関
連
し
て
発
生
し
た
と
い
う
の
が
、
こ
れ
ま
で
の
支
配
的
・
一
般

的
な
解
釈
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
三
井
物
産
は
、
設
立
当
時
、
官
営
三
池
炭

坑
産
出
炭
の
輸
出
業
務
の
み
を
い
と
な
ん
だ
わ
け
で
な
い
。
三
池
炭
の
販
売

と
同
時
に
、
否
、
事
実
上
、
よ
り
早
期
に
、
他
の
物
産
売
買
を
い
と
な
ん
で

い
た
の
で
あ
っ
て
、
「
三
井
組
国
産
方
」
お
よ
び
「
先
考
社
」
時
代
に
射
手
さ

れ
た
貿
易
業
務
、
特
に
、
政
府
米
の
輸
出
と
国
内
物
品
交
易
と
は
、
上
記
三

池
炭
の
上
海
輸
出
業
務
が
開
始
さ
れ
発
展
の
軌
道
に
乗
る
ま
で
は
、
む
し
ろ

三
井
物
産
会
社
の
最
も
大
き
な
・
重
要
な
業
務
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ

れ
で
は
、
こ
う
し
た
政
府
米
の
輸
出
或
い
は
国
内
物
品
交
易
に
関
連
し
て
海

運
業
務
が
発
生
し
得
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
　
「
当
社
の
創
設
と
同
時
に
、
国
産
方
は
廃
止
さ
れ
其
の
業
務
を
継
承
し

　
　
た
。
当
時
当
社
の
業
務
は
主
と
し
て
大
蔵
省
の
委
託
に
基
く
内
地
米
の

　
　
買
付
及
び
海
外
輸
出
並
に
鉱
山
局
よ
り
一
手
販
売
を
引
受
け
た
三
池
炭

　
　
の
販
路
拡
張
に
あ
っ
た
。
而
し
て
米
を
外
国
帆
船
を
以
て
倫
敦
へ
積
送

　
　
る
の
に
際
し
て
上
乗
り
と
し
て
人
を
画
地
に
派
遣
し
た
が
、
こ
れ
が
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
　
社
対
英
貿
易
の
端
緒
で
あ
っ
た
。
」

右
の
叙
述
は
、
す
こ
ぶ
る
興
味
あ
る
一
文
で
あ
る
。
も
し
も
、
一
般
的
定
説

の
ほ
と
ん
ど
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
三
井
海
運
業
務
が
、
い
わ
ゆ
る
「
傭

船
」
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
得
た
と
見
微
す
こ
と
が
で
き
、
従
っ
て
、
船
腹
の

引
合
業
務
そ
れ
自
身
が
、
す
で
に
、
海
運
業
務
の
繭
芽
で
あ
っ
た
と
い
う
の

　
　
　
　
三
比
升
海
運
W
入
の
生
．
成

で
あ
れ
ば
、
こ
う
し
た
政
府
米
輸
出
業
務
に
伴
な
う
船
舶
手
当
は
、
時
期
的

に
も
決
し
て
三
池
炭
窯
途
に
遅
れ
る
も
の
で
な
い
だ
け
に
、
よ
り
評
価
さ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
ぬ
。
け
れ
ど
も
、
い
ま
だ
、
か
か
る
政

府
米
輸
出
に
伴
な
い
三
井
海
運
業
が
発
生
し
た
と
の
立
論
を
見
聞
し
な
い
。

そ
れ
が
三
井
物
産
会
社
の
貿
易
業
務
の
発
展
過
程
上
、
は
な
は
だ
重
要
な
契

機
で
あ
っ
て
も
、
海
運
業
務
の
発
達
史
上
、
さ
ほ
ど
決
定
的
な
契
機
と
は
認

め
ら
れ
て
い
な
い
。
思
う
に
、
当
該
政
府
米
輸
出
に
関
連
せ
る
船
舶
手
当
と

そ
の
輸
送
は
、
今
日
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
が
ご
と
き
貿
易
業
者
の
シ
ッ

ビ
ン
グ
業
務
と
異
な
ら
ず
、
三
井
物
産
会
社
が
取
扱
業
務
上
関
与
し
得
る
範

囲
は
「
輸
出
米
の
買
付
、
荷
造
り
及
び
本
船
積
込
に
限
ら
れ
」
て
い
た
こ
と

明
白
な
る
が
た
め
で
あ
ろ
う
。

　
今
一
つ
の
業
務
、
す
な
わ
ち
、
国
内
的
物
産
取
扱
と
海
運
業
務
と
の
関
連

に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
引
用
せ
る
「
三
井
船
舶
部
之
沿
革
」
は
こ
れ
を
自
認

し
て
、
三
池
炭
輸
送
と
内
地
沿
岸
輸
送
と
の
両
者
を
併
記
し
て
い
る
。
け
れ

ど
も
、
か
か
る
「
当
社
取
扱
商
品
の
内
地
沿
岸
輸
送
」
に
関
す
る
具
体
的
資

料
は
欠
如
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
、
万
一
そ
れ
ら
沿
革
輸
送
が
事
実
存
在
し

得
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
も
っ
て
三
井
の
海
運
業
務
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す

る
に
足
る
材
料
は
ほ
と
ん
ど
見
出
し
が
た
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
従
来
、

こ
う
し
た
内
地
沿
岸
輸
送
を
端
緒
と
す
る
三
井
海
運
業
務
発
生
論
は
主
張
も

さ
れ
ず
、
重
要
視
さ
れ
て
も
い
な
い
。
け
だ
し
、
三
井
物
産
会
社
の
設
立
に
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三
井
海
運
業
の
生
成

よ
つ
て
、
国
内
的
物
産
取
引
が
大
規
模
に
展
開
さ
れ
得
た
の
な
ら
ば
と
も
か

く
、
「
三
井
組
国
産
方
」
時
代
の
ま
ま
の
よ
う
な
内
国
商
業
で
は
、
い
ま
だ
、

海
運
業
務
を
発
生
・
成
立
せ
し
め
る
に
足
る
基
盤
と
は
な
り
が
た
か
っ
た
と

見
ら
れ
る
が
ゆ
え
で
あ
ろ
う
Q

　
以
上
要
す
る
に
、
明
治
九
年
夏
に
設
立
さ
れ
た
三
井
物
産
会
社
は
、
設
立

当
初
、
若
干
の
国
内
ま
た
は
国
外
貿
易
業
務
を
営
ん
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
ら

は
、
な
お
、
三
井
物
産
会
社
に
海
運
業
務
を
直
ち
に
成
立
せ
し
め
る
に
は
不

充
分
な
基
盤
で
し
が
な
か
っ
た
。
従
来
の
通
説
の
如
く
、
三
井
海
運
業
務
は

主
と
し
て
、
同
社
に
よ
る
三
池
炭
の
上
海
輸
出
業
務
の
成
立
・
発
展
を
基
盤

と
し
て
可
能
と
な
っ
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
し
か
ら
ば
、
三
池
炭
の
上
海
輸

送
は
、
果
し
て
、
同
社
創
立
と
同
時
に
生
起
し
た
で
あ
ろ
う
か
、
ま
た
、
当

該
輸
出
業
務
に
よ
っ
て
成
立
せ
し
め
ら
れ
た
三
井
海
運
業
務
は
如
何
な
る
性

格
・
特
徴
を
も
ち
、
如
何
よ
う
に
発
展
し
て
行
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が

検
討
が
本
稿
以
下
の
目
的
で
あ
る
。

注
（
1
）
　
も
っ
と
も
、
三
井
物
産
会
社
は
、
日
清
戦
争
中
、
そ
れ
ま
で
船
舶
事
務
の

　
　
主
務
店
と
も
言
う
べ
き
役
割
を
果
し
て
い
た
上
海
支
店
が
一
時
閉
鎖
さ
れ
た
た

　
　
め
、
明
治
二
十
七
年
十
月
、
東
京
木
店
外
国
課
内
に
「
臨
時
船
舶
掛
」
を
設
置

　
　
し
、
藤
田
誠
一
郎
を
主
任
に
命
じ
た
。
こ
れ
は
船
舶
部
最
古
の
淵
源
と
言
い
得

　
　
る
。
三
井
物
産
会
社
船
舶
部
が
大
正
十
二
年
未
に
編
纂
せ
る
コ
ニ
井
船
舶
部
之

　
　
沿
革
L
五
頁
参
照
。

　
（
2
）
　
神
戸
海
運
業
組
合
編
「
神
戸
海
運
五
十
年
史
」
（
大
正
一
二
・
四
）
七
四
頁
。

（
3
）
　
豊
川
鎮
夫
「
海
運
興
国
史
」
（
昭
和
二
・
七
）
七
三
〇
頁
。
も
っ
と
も
別
冊

　
の
「
同
附
録
」
に
は
明
治
九
年
と
あ
り
。
同
二
一
四
頁
。

（
4
）
　
例
え
ば
「
逓
信
事
業
史
」
第
六
巻
九
四
三
頁
。

（
5
）
　
「
三
井
船
舶
部
之
沿
革
」
一
頁
。

（
6
）
　
増
尾
信
之
編
コ
ニ
井
読
本
L
（
昭
和
一
八
・
五
）
二
二
一
頁
お
よ
び
四
八
一

　
頁
参
照
。
（
同
書
二
二
四
頁
の
船
舶
課
設
立
年
月
は
不
正
確
な
り
）

（
7
）
　
和
田
日
出
吉
コ
ニ
井
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
読
本
L
（
昭
和
一
二
・
二
）
＝
一
〇
頁

　
参
照
。

（
8
）
　
コ
ニ
井
読
本
L
一
一
八
頁
。

（
9
）
同
書
　
二
二
一
頁
。

（
1
0
）
　
明
治
五
－
七
年
の
第
一
回
政
府
輸
出
米
は
横
浜
居
住
の
米
人
ウ
ォ
ル
シ
ュ

　
ホ
ー
ル
　
（
≦
9
H
。
・
ゲ
国
9
。
δ
が
単
独
で
引
受
け
、
第
二
回
政
府
輸
出
米
（
明
治
九

　
i
十
一
年
）
に
い
た
っ
て
「
三
井
組
国
産
方
」
が
英
国
ワ
ト
ソ
ン
（
国
・
甲
≦
9
。
学

　
ω
8
）
と
特
約
し
て
約
五
十
万
屯
を
引
受
け
、
こ
れ
を
三
井
物
産
会
社
が
継
承
し

　
た
。
「
男
爵
益
田
孝
伝
」
（
草
稿
の
ま
ま
未
発
表
）
に
よ
れ
ば
、

　
　
「
政
府
輸
出
米
を
当
社
が
取
扱
ふ
範
囲
は
、
輸
出
米
の
買
付
、
荷
造
り
及
び

　
　
木
船
積
込
に
限
ら
れ
、
積
取
船
の
傭
入
れ
と
か
、
欧
洲
に
米
を
販
売
す
る
仕

　
　
事
は
前
掲
横
浜
在
住
英
人
ワ
ト
ソ
ン
が
政
府
の
命
を
受
け
て
一
人
で
や
っ
て

　
　
い
た
。
」
と
。

　
第
三
回
目
（
明
治
十
－
十
一
年
）
の
政
府
輸
出
米
は
三
井
物
産
会
社
が
単
独
で

　
引
受
け
た
。
再
び
「
男
爵
益
田
孝
伝
」
に
よ
れ
ば
そ
の
事
情
次
の
如
し
。

　
「
次
に
第
三
回
政
府
輸
出
米
（
明
治
十
－
十
一
年
）
に
就
て
、
当
社
は
大
蔵
省

　
よ
り
取
扱
の
委
託
を
受
け
、
偶
々
三
菱
会
社
の
風
帆
船
（
蒸
汽
船
の
誤
り
な
る

　
べ
し
1
引
用
者
）
新
潟
丸
及
び
高
砂
丸
が
修
繕
の
た
め
倫
敦
に
回
航
す
る
こ
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と
に
な
っ
て
い
た
の
を
利
用
し
て
、
右
の
輸
出
米
を
積
込
み
、
日
本
人
と
日
本

船
に
よ
る
日
本
米
の
欧
洲
輸
出
を
始
め
て
成
し
遂
げ
た
。
こ
れ
は
当
時
と
し
て

は
実
に
破
天
荒
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
第
三
回
輸
出
米
は
明
治
十
年
二
月
十
日
横

浜
を
出
帆
し
た
新
潟
丸
の
約
一
万
石
積
出
し
を
始
め
と
し
、
同
年
四
月
十
一
日

出
帆
の
高
砂
丸
の
一
万
石
が
あ
り
、
そ
の
他
、
外
国
船
に
よ
る
積
出
し
も
、
引

つ
づ
い
て
各
回
に
於
て
行
は
れ
、
十
年
中
の
積
出
し
は
当
社
取
扱
の
分
を
合
せ

て
始
は
十
六
艘
、
後
、
船
腹
取
極
を
な
し
た
結
果
総
数
二
十
七
艘
の
多
き
に
達

し
云
々
。
L

二
、
三
池
炭
委
託
販
売
権
の
獲
得
過
程

　
三
井
物
産
会
社
は
、
朋
治
九
年
七
月
一
目
か
ら
「
三
井
組
国
産
方
」
お
よ

び
「
先
細
社
」
の
業
務
を
継
承
し
て
開
業
す
る
に
い
た
っ
た
と
は
い
え
、
い

ま
だ
確
た
る
営
業
基
般
皿
を
有
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
さ
れ
ば
、
何
と
か

し
て
、
自
己
の
発
展
基
礎
と
な
る
べ
き
新
し
い
・
大
規
模
な
貿
易
業
務
を
探

し
出
す
必
要
に
せ
ま
ら
れ
て
い
た
。
外
な
ら
ぬ
、
官
営
三
池
鉱
山
産
出
の
石

炭
輸
出
業
務
の
獲
得
が
、
当
時
最
大
の
努
力
目
標
で
あ
っ
た
。

　
三
池
鉱
山
は
、
明
治
六
年
四
月
、
維
新
政
府
が
金
四
万
円
を
も
つ
て
買
収

し
、
工
部
省
鉱
山
寮
三
池
鉱
山
支
庁
の
管
理
下
に
経
営
さ
れ
て
い
た
が
、
も

と
も
と
、
特
異
な
炭
質
を
有
す
る
三
池
炭
の
販
路
は
む
し
ろ
極
め
て
狭
小
で

あ
っ
た
。
明
治
六
年
七
月
大
浦
坑
の
拡
張
を
機
会
に
、
同
鉱
山
産
出
量
は
年

々
増
大
し
て
行
っ
た
と
は
い
え
、
同
産
出
石
炭
に
対
す
る
需
要
は
、
三
角
湾

　
　
　
　
三
井
海
運
業
の
生
成

一
帯
の
瓦
製
造
用
お
よ
び
塩
田
焚
料
用
か
ら
、
よ
う
や
く
、
中
国
・
四
国
等

の
瀬
戸
内
海
塩
田
の
焚
料
用
に
拡
大
さ
れ
得
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
外
貨
の

獲
得
と
い
う
政
府
財
政
上
の
理
由
か
ら
企
て
ら
れ
た
三
池
炭
の
外
国
向
け
販

売
は
、
明
治
八
年
十
月
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
博
覧
会
に
石
炭
お
よ
び
コ
ー
ク
ス

の
見
本
を
送
っ
た
こ
と
を
最
初
と
す
る
が
、
そ
れ
は
、
ほ
と
ん
ど
、
何
等
の

反
響
も
引
き
起
す
こ
と
な
か
っ
た
。

　
翌
明
治
九
年
六
月
、
同
鉱
山
支
庁
主
任
小
林
秀
知
は
、
知
人
た
る
上
海
総

領
事
品
川
忠
道
に
あ
て
て
、
上
層
塊
炭
・
即
下
塊
炭
・
コ
ー
ク
ス
各
百
斤
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

送
り
、
同
地
に
お
け
る
販
路
開
拓
方
を
懇
請
し
た
。
こ
れ
三
池
炭
の
上
海
に

渡
っ
た
最
初
で
あ
る
。
述
べ
る
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は
、
三
池
鉱
山
支
庁
す

な
わ
ち
政
府
自
身
の
手
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
、
三
井
物
産
会
社
は

何
等
こ
れ
に
関
与
す
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
け
だ
し
、
そ
れ

は
三
井
物
産
会
社
の
設
立
以
前
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
。

　
し
か
る
に
、
右
の
三
池
炭
見
本
の
上
海
到
着
と
同
じ
明
治
九
年
六
月
の
十

五
日
に
、
三
井
物
産
会
社
は
、
三
井
養
之
助
代
理
益
田
孝
の
名
を
も
つ
て
次

の
如
き
コ
ニ
池
炭
委
託
販
売
許
可
願
L
を
工
部
省
鉱
山
寮
に
提
出
し
た
。

「
　
　
以
回
附
三
三
上
候

御
寮
御
所
轄
之
三
池
端
黒
当
今
其
産
出
弥
増
加
仕
候
困
弊
社
内
儀
兼
而
三
三
印
度

地
方
ト
ノ
貿
易
二
着
手
仕
居
候
処
昨
今
大
二
其
途
相
開
ケ
候
冠
付
何
卒
宥
石
炭
売

捌
之
儀
御
委
任
言
成
下
候
様
墨
田
上
面
　
願
之
通
御
手
届
心
血
置
候
ハ
・
直
チ
ニ

（193）



　
　
三
井
海
運
業
の
生
成

．
長
崎
島
原
両
所
二
出
張
所
相
設
ケ
内
外
之
船
舶
ヨ
リ
相
引
合
鴨
捌
ヲ
仕
油
平
産
出

ノ
高
ヲ
下
蔭
シ
上
海
及
天
津
ヘ
モ
出
張
彼
国
政
府
之
設
置
セ
ル
蒸
気
船
会
社
ヲ
始

メ
諸
外
国
船
問
屋
ト
モ
約
条
広
ク
致
売
捌
且
ツ
運
送
等
都
而
担
当
正
実
二
取
扱
専

ラ
支
那
印
度
ノ
需
用
二
供
シ
候
様
可
仕
候
　
従
而
官
三
三
手
数
一
切
相
省
ケ
極
而

御
三
利
二
可
相
成
奉
存
上
候
　
就
而
者
其
取
扱
振
概
略
別
紙
二
取
調
此
段
奉
願
上

月
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
井
物
産
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
井
養
之
助
代

　
明
治
九
年
六
月
十
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
益
　
　
田
　
　
孝

　
　
　
鉱
　
山
　
寮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
　
　
　
　
　
　
御
　
役
　
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L

　
こ
れ
は
、
ま
こ
と
に
注
目
す
べ
き
資
料
で
あ
り
、
三
井
物
産
会
社
が
如
何

に
三
池
炭
委
託
販
売
権
の
入
手
に
真
剣
・
熱
心
で
あ
っ
た
か
を
如
実
に
物
語

っ
て
い
る
。
い
ま
だ
、
正
式
に
会
社
設
立
に
い
た
ら
ぬ
創
設
準
備
期
に
あ
っ

て
、
早
く
も
、
か
か
る
出
願
を
敢
行
せ
る
こ
と
は
、
単
に
、
機
敏
さ
や
熱
心

さ
の
あ
ら
わ
れ
ば
か
り
と
は
見
ら
れ
な
い
。
一
説
に
、
当
時
の
工
部
卿
伊
藤

博
文
が
益
田
孝
の
三
井
入
り
を
聞
い
て
、
い
わ
ば
、
饒
別
と
し
て
、
三
池
炭

一
手
販
売
権
を
与
え
ん
と
し
た
こ
と
に
端
を
発
す
と
も
言
う
が
、
た
し
か
に

三
井
物
産
会
社
の
三
池
炭
委
託
販
売
権
獲
得
の
裏
面
に
は
、
隠
さ
れ
た
政
商

と
政
府
高
官
と
の
「
な
れ
あ
い
」
が
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。
三
菱
財
閥
…
と

薩
摩
藩
閥
（
な
か
ん
ず
く
大
久
保
利
通
・
大
隈
重
信
）
と
の
密
着
と
同
様
、

三
井
は
長
州
藩
閥
な
か
ん
ず
く
井
上
馨
と
極
め
て
特
殊
な
連
繋
を
有
し
て
い

た
。
　
「
総
括
」
な
る
役
名
の
下
に
、
い
ま
や
、
三
井
物
産
会
社
を
統
率
す
る

に
至
っ
た
益
田
孝
は
、
再
び
政
府
入
り
せ
る
こ
の
井
上
と
特
に
親
し
い
間
柄

で
あ
り
、
さ
ら
に
、
工
部
卿
伊
藤
博
文
に
し
て
も
、
三
池
鉱
山
支
庁
主
任
小

林
秀
知
に
し
て
も
三
池
炭
の
委
託
販
売
乃
至
上
海
輸
出
に
直
接
・
間
接
の
つ

な
が
り
を
も
つ
政
府
馬
入
の
申
に
、
多
く
の
長
州
人
が
い
た
と
い
う
こ
と
は

充
分
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
は
、
と
も
角
、
三
井
物
産
会
社
が
願
い
出
た
三
池
炭
委
託
販
売
は
、

「
可
嘉
之
好
事
」
と
し
て
首
尾
よ
く
鉱
山
寮
の
許
可
を
受
け
、
同
年
九
月
十

六
日
正
式
契
約
が
締
結
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
三
井
物
産
会
社
は
、
明

治
九
年
十
月
一
目
以
降
、
三
池
炭
の
一
手
販
売
権
を
獲
得
し
、
ひ
と
り
三
井

物
産
会
社
事
業
の
発
展
基
盤
た
ら
し
め
た
ば
か
り
で
な
く
、
全
三
井
事
業
の

大
発
展
を
も
た
ら
す
原
動
力
と
も
な
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
述
べ
る
ま
で
も

な
く
、
本
稿
主
題
た
る
三
井
海
運
業
務
も
ま
た
、
こ
れ
を
唯
一
的
最
大
の
母

胎
と
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
右
の
如
き
明
治
九
年
十
月
以
降
に
お
け
る
三
井
物
産
会
社
に

よ
る
三
池
炭
委
託
販
売
許
可
と
い
う
歴
史
的
事
実
の
存
在
は
、
形
式
上
、
同

年
度
中
に
お
け
る
三
池
炭
上
海
輸
出
業
務
の
成
立
可
能
性
、
従
っ
て
ま
た
、

そ
れ
に
伴
な
う
三
井
物
産
会
社
の
海
運
業
務
発
生
の
可
能
性
を
暗
示
し
得
る
。

事
実
ま
た
、
明
治
九
年
七
月
一
日
か
ら
同
年
十
二
月
末
ま
で
の
三
井
物
産
会

（　194　）



社
創
業
半
年
間
に
お
け
る
販
売
決
済
高
の
中
に
は
、
「
石
炭
　
上
海
輸
出
　
七

七
六
屯
　
三
、
八
三
七
円
」
な
る
一
項
目
が
見
出
さ
れ
る
。
か
く
し
て
、
「
三

井
船
舶
部
之
沿
革
」
中
に
お
け
る
次
の
叙
述
は
、
そ
れ
自
身
、
全
然
、
無
根

拠
な
も
の
で
あ
る
と
は
言
い
得
な
い
半
面
を
も
つ
て
い
る
。

　
　
「
而
て
、
三
池
炭
の
輸
出
に
填
て
は
、
初
め
、
当
社
長
崎
支
店
よ
り
、

　
　
ロ
ノ
津
に
出
張
し
て
、
積
出
手
続
其
他
事
務
を
処
理
し
た
り
し
が
、
明

　
　
治
九
年
十
二
月
に
至
り
ロ
ノ
津
出
張
所
を
設
置
し
て
、
専
ら
、
三
池
炭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
積
出
の
任
に
当
ら
し
む
る
に
至
れ
り
。
」

　
一
部
史
書
に
示
さ
れ
て
い
る
「
政
府
並
に
覇
城
会
社
所
有
帆
船
を
借
受

け
」
或
は
「
傭
船
を
も
つ
て
」
三
池
炭
輸
送
に
乗
り
出
し
た
と
の
所
説
は
、

お
そ
ら
く
、
こ
う
し
た
時
期
に
対
応
せ
る
三
井
海
運
業
務
の
発
生
を
意
味
す

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
、
三
井
物
産
会
社
船
舶
部
自
身
の
手
に
成

る
前
掲
叙
述
に
つ
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
、
こ
れ
を
一
応
信
頼
す
る
外

な
い
と
も
言
え
る
。
け
れ
ど
も
、
右
の
「
三
井
船
舶
部
品
沿
革
」
編
纂
子
自

ら
も
こ
と
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
、
資
料
の
散
逸
・
未
整
理
と
過
少
と
は
、
必

ず
し
も
、
右
の
記
述
を
絶
対
正
確
と
信
ぜ
し
め
る
に
は
力
弱
い
点
な
き
に
し

も
非
ず
で
あ
る
。
本
稿
以
下
の
所
論
果
し
て
是
な
り
や
に
つ
い
て
も
問
題
は

あ
り
う
る
で
あ
ろ
う
が
、
筆
者
の
考
察
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
右
の
如
き
三
井

物
産
船
舶
部
之
沿
革
乃
至
一
般
通
説
に
示
さ
れ
る
早
期
的
す
な
わ
ち
明
治
九

年
乃
至
十
年
頃
に
お
け
る
三
井
海
運
業
務
の
形
成
論
に
対
し
て
、
む
し
ろ
、

　
　
　
　
三
井
海
運
業
の
生
成

否
定
的
材
料
が
多
い
。

　
私
見
に
よ
れ
ば
、
明
治
九
年
申
に
お
け
る
三
井
物
産
の
上
海
向
け
三
池
炭

輸
出
業
務
は
実
際
上
殆
ん
ど
行
な
わ
れ
ず
、
も
し
若
干
あ
っ
た
と
し
て
も
、

い
ま
だ
、
到
底
、
そ
れ
に
よ
っ
て
海
運
業
務
の
発
生
を
成
立
せ
し
め
得
る
が

ご
と
き
も
の
で
な
く
、
翌
十
年
度
に
お
い
て
も
な
お
ほ
ぼ
同
様
の
事
情
が
続

き
、
明
治
十
一
年
中
頃
に
い
た
っ
て
、
は
じ
め
て
、
同
社
に
実
質
的
な
海
運

業
務
形
成
の
可
能
性
が
導
き
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
け
だ
し
、

明
治
九
年
申
に
あ
っ
て
は
、
三
井
物
産
会
社
の
上
海
向
け
石
炭
輸
出
業
務
の

成
立
と
い
う
こ
と
自
身
に
も
若
干
の
疑
問
が
あ
り
、
ま
た
、
た
と
え
輸
出
業

務
の
実
現
が
あ
り
得
た
と
し
て
も
、
そ
れ
と
同
時
的
に
海
運
業
務
が
成
立
し

た
と
見
徹
す
に
は
根
拠
す
こ
ぶ
る
薄
弱
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
未
形
成
と
み
る

べ
き
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
以
下
、
こ
れ
を
詳
述
し
ょ
う
。

注
（
1
）
　
「
三
池
鉱
業
所
沿
革
史
」
第
一
巻
　
三
三
八
頁
。

　
（
2
）
　
「
三
井
物
産
五
十
年
史
」
　
「
男
爵
益
田
孝
伝
」
に
よ
る
。
同
様
記
録
は
前

　
　
掲
コ
ニ
池
鉱
業
所
沿
革
史
L
第
一
巻
三
三
八
－
九
頁
に
も
あ
り
。

　
（
3
）
　
コ
ニ
井
船
舶
部
之
沿
董
・
L
一
頁
。

三
、

三
池
炭
上
海
輸
出
態
勢
の
整
備
事
情

　
　
　
　
　
そ
の
時
期
お
よ
び
客
観
情
勢
一

既
述
の
如
く
、
一
般
通
説
的
に
は
、
三
井
物
産
会
社
の
三
池
炭
上
海
輸
送
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三
井
海
運
業
の
生
成

は
す
で
に
同
社
創
立
年
た
る
明
治
九
年
に
存
在
し
得
た
と
さ
れ
て
い
る
け
れ

ど
も
、
他
面
こ
れ
を
否
定
す
べ
き
重
大
な
客
観
的
情
勢
の
存
在
し
た
こ
と
を

考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
三
井
海
運
業
務
の
発
生
が
、
会
社
記
録
・
文
書
類

ま
た
は
こ
れ
に
匹
敵
し
得
る
具
体
的
且
つ
明
確
な
歴
史
資
料
を
も
つ
て
何
年

何
日
よ
り
と
証
明
で
き
る
の
な
ら
ば
、
も
と
よ
り
、
か
か
る
客
観
情
勢
の
成

〃
熟
・
未
成
熟
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の
時
期
を
確
定
し
て
差
支
え
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
か
か
る
歴
史
的
事
実
の
認
定
資
料
が
欠
如
し
て
い
る
現
状
の

下
に
あ
っ
て
は
、
客
観
的
な
歴
皮
情
勢
の
把
握
に
よ
っ
て
よ
り
よ
き
証
朋
を

試
み
る
外
適
切
な
方
法
が
な
い
。
よ
っ
て
、
以
下
本
項
で
は
、
三
井
海
運
業

務
の
拠
っ
て
立
つ
基
盤
た
る
三
井
物
産
会
社
の
三
池
炭
上
海
輸
出
業
務
の
現

実
の
整
備
過
程
を
分
析
し
、
当
時
の
客
観
情
勢
下
に
お
け
る
海
運
業
務
成
立

の
可
能
性
と
そ
の
時
期
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
　
（
イ
）
　
口
之
津
出
張
所
の
開
設
と
千
早
丸
の
出
帆

　
三
井
物
産
会
社
に
よ
る
官
営
三
池
鉱
山
産
出
石
炭
の
上
海
向
け
輸
出
業
務

が
、
当
初
、
そ
の
長
崎
支
店
の
管
轄
下
に
お
か
れ
て
い
た
こ
と
は
資
料
的
に

も
明
白
で
あ
る
。
し
か
も
、
明
治
十
年
頃
ま
で
、
長
崎
港
以
外
の
港
に
外
国

貿
易
就
航
船
の
出
入
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
三
井
物
産

会
社
の
三
池
炭
上
海
輸
送
が
明
治
九
年
頃
に
成
立
し
得
た
と
す
る
な
ら
ば
、

当
然
に
、
長
崎
支
店
乃
至
長
崎
港
が
、
三
井
海
運
業
発
生
の
地
と
し
て
ク
ロ

ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
口
之

津
港
が
三
井
海
運
業
成
立
の
地
と
自
認
さ
れ
、
三
池
炭
の
上
海
向
け
輸
送
が

同
仁
か
ら
発
生
し
た
こ
と
前
記
「
三
井
船
舶
瓦
之
沿
革
」
そ
の
他
が
等
し
く

明
記
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
事
実
、
三
井
物
産
会
社
は
、
三
池
炭
の
上
海
輸

送
の
た
め
に
、
口
之
津
に
同
社
出
張
所
を
設
置
し
た
。

　
し
か
る
に
、
三
池
炭
の
積
出
等
直
接
的
船
舶
業
務
を
担
当
さ
せ
る
目
的
か

ら
設
け
ら
れ
た
「
口
之
津
出
張
所
」
の
創
立
時
期
に
関
し
て
問
題
が
あ
る
。

け
だ
し
、
「
三
井
船
舶
部
之
沿
革
」
は
、
そ
れ
を
明
治
九
年
十
二
月
と
述
べ
て

　
（
－
）

い
る
け
れ
ど
も
、
他
の
諸
資
料
に
よ
れ
ば
明
治
十
一
年
五
月
と
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
口
之
津
町
役
場
の
所
蔵
せ
る
「
口
之
津
町
郷
土

調
査
」
（
第
一
輯
）
は
三
井
物
産
会
社
出
張
所
の
設
置
は
税
関
支
庁
開
設
と

同
年
同
月
の
明
治
十
一
年
五
月
と
し
、
且
つ
、
口
之
津
よ
り
上
海
向
け
石
炭

を
積
出
し
た
第
一
船
「
千
早
丸
」
（
帆
船
）
は
（
同
年
）
五
月
十
五
日
入
港

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

し
た
と
記
録
し
て
い
る
。
し
か
も
、
「
口
之
津
出
張
所
」
の
明
治
十
一
年
五
月

設
置
は
、
「
三
池
港
務
所
沿
革
史
」
「
三
井
物
産
五
十
年
史
（
草
稿
）
」
、
「
男
爵

益
田
孝
伝
」
等
々
他
の
三
井
関
係
資
料
の
ほ
と
ん
ど
が
相
一
致
し
て
記
す
と

こ
ろ
で
あ
る
。

「
三
池
港
務
所
沿
革
史
」
に
従
っ
て
、
口
之
津
港
の
輸
出
港
指
定
と
物
産
会
社
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

張
所
開
設
に
い
た
る
事
情
を
概
説
す
れ
ば
次
の
如
し
。

　
三
池
鉱
山
が
唱
題
よ
り
官
営
に
移
行
せ
る
明
治
六
年
頃
に
お
い
て
は
、
「
浜
（
三

池
港
を
指
す
一
引
用
者
）
デ
積
マ
レ
タ
船
ハ
三
四
万
等
位
ノ
小
船
二
過
ギ
ナ
カ
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ツ
タ
ガ
、
ソ
レ
デ
サ
ヘ
モ
荷
船
ハ
満
潮
ヲ
利
用
セ
ザ
レ
バ
出
帆
ハ
出
来
ナ
カ
ツ
タ

ノ
デ
、
小
潮
「
カ
ラ
マ
」
ノ
時
ハ
一
万
斤
位
ノ
小
船
ヲ
現
在
ノ
亜
鉛
工
場
正
門
附

近
二
井
堰
ガ
ア
ツ
タ
所
デ
積
込
ミ
満
潮
二
際
シ
テ
川
ヲ
下
り
河
ロ
デ
四
五
万
斤
積

ノ
三
二
積
移
サ
レ
タ
」
。
そ
の
こ
、
大
牟
田
河
口
の
開
墾
・
凌
深
・
水
門
の
建
設

に
よ
っ
て
三
池
か
ら
の
積
出
方
法
の
改
善
に
務
め
る
か
た
わ
ら
「
鉱
山
局
デ
ハ
地

元
ノ
運
漕
業
者
二
資
金
ヲ
融
通
シ
テ
船
舶
ノ
建
造
ヲ
極
力
督
励
」
し
、
自
ら
も
、

十
二
年
七
月
「
有
明
丸
」
同
年
十
二
月
「
三
池
丸
」
を
曳
船
と
し
て
購
入
乃
至
建

造
し
、
さ
ら
に
明
治
十
五
年
に
は
四
五
〇
屯
積
の
西
洋
型
帆
船
「
運
砿
丸
」
六
隻

を
建
造
し
た
。
か
く
て
、
三
池
（
大
牟
田
）
か
ら
口
之
津
（
乃
至
島
原
・
長
崎
）

ま
で
の
輸
送
体
制
は
整
備
さ
れ
た
が
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
区
間
の
運
送
業

務
は
鉱
山
支
庁
（
後
に
鉱
山
局
と
改
称
）
が
自
己
の
所
属
船
舶
ま
た
は
地
元
請
負

業
者
の
所
有
船
を
掌
握
・
指
揮
し
て
行
な
っ
た
も
の
で
、
三
井
物
産
会
社
は
完
全

に
こ
の
仕
事
面
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
た
。
　
（
同
社
が
こ
の
区
間
の
運
送
業
務
を
担

当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
二
十
年
以
降
で
あ
る
。
後
述
参
照
）

　
と
こ
ろ
で
、
三
井
物
産
会
社
と
し
て
関
与
し
得
べ
き
1
厳
密
に
は
明
治
十
一

年
二
月
以
降
に
お
い
て
の
み
参
加
し
得
た
こ
と
に
注
意
す
べ
ぎ
で
あ
る
が
　
　
口

之
津
以
後
の
三
池
炭
輸
送
は
、
当
時
輸
出
港
が
長
崎
一
港
に
限
定
さ
れ
て
い
た
か

ら
、
口
之
津
港
ま
で
送
ら
れ
て
き
た
石
炭
は
、
同
港
に
お
い
て
「
一
旦
大
型
ノ
鹸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

船
二
積
替
ヘ
テ
」
長
崎
に
送
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
不
便
を
斜
な
つ
て
い
た
。
そ

こ
で
、
か
か
る
不
便
を
取
り
除
い
て
口
之
津
港
か
ら
直
接
上
海
に
輸
出
乃
至
輸
送

し
得
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
口
之
津
港
を
輸
出
港
と
し
て
指
定
す
る
よ
う
願
い

出
ら
れ
、
明
治
十
一
年
五
月
、
　
「
工
部
省
直
属
船
及
雇
船
二
限
リ
結
言
津
港
ヨ
リ

積
出
が
出
来
ル
」
と
い
う
許
可
が
下
り
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
長
崎
税
関
の
支
庁

（
五
月
二
十
二
日
）
と
と
も
に
三
井
物
産
会
社
口
之
津
出
張
所
（
初
代
所
長
小
島

　
　
三
井
海
運
業
の
生
成

　
定
太
郎
）
が
同
月
中
に
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
工
部
・
大
蔵
両
省
の
協
議
に
基
づ
い
て
、
「
三
池
石
炭
海
外
直
輸
出
仮
規

（
5
）

則
」
が
定
め
ら
れ
、
税
関
と
三
井
物
産
会
社
出
張
所
の
設
置
を
み
た
明
治
十

一
年
五
月
に
、
工
部
省
所
属
帆
船
「
千
早
丸
」
は
三
池
炭
四
五
〇
屯
を
積
載

し
て
、
口
之
津
・
上
海
間
輸
送
第
一
船
と
し
て
同
港
を
出
帆
し
た
。
同
船
の

運
航
事
情
乃
至
運
送
条
件
に
関
す
る
具
体
的
資
料
は
残
存
せ
ず
、
そ
れ
が
実

際
運
営
の
責
任
が
完
全
に
三
井
物
産
会
社
に
帰
属
せ
し
め
ら
れ
た
か
否
か
を

確
定
的
に
論
じ
が
た
い
。
　
　
け
だ
し
、
三
井
物
産
会
社
が
口
之
津
以
後
に

お
け
る
全
運
送
責
任
（
少
な
く
と
も
運
送
費
用
の
負
担
）
を
引
受
け
る
に
至

っ
た
歴
史
的
時
期
は
、
後
述
の
如
く
、
明
治
十
二
年
二
月
以
降
で
あ
る
か
ら

一
ま
た
、
一
般
通
説
に
の
ご
と
く
「
千
早
丸
」
は
明
治
十
二
年
頃
三
井
物

産
会
社
の
所
有
に
飯
し
た
も
の
で
な
く
、
明
治
十
年
代
全
期
を
通
じ
て
、
工
部

省
直
属
船
と
し
て
終
始
し
、
た
だ
、
そ
の
実
際
運
航
業
務
面
に
お
い
て
の
み

三
井
物
産
会
社
が
タ
ッ
チ
し
得
た
と
み
ら
れ
る
が
故
に
、
同
船
の
船
出
即
三

井
海
運
業
務
の
開
始
と
み
な
す
に
は
、
な
お
、
若
干
の
検
討
を
要
す
る
か
も

し
れ
ぬ
。
け
れ
ど
も
、
少
な
く
と
も
、
同
船
へ
の
石
炭
積
入
れ
や
上
海
で
の

陸
揚
業
務
は
、
三
井
物
産
会
社
が
直
接
的
に
担
当
し
た
こ
と
明
白
で
あ
り
、

且
つ
、
そ
の
航
海
運
用
の
面
に
お
い
て
も
、
実
質
上
、
何
程
か
三
井
物
産
会

社
が
関
与
し
得
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
推
察
に
か
た
く
な
い
。
従
っ
て
、
同
船

に
よ
る
三
池
炭
上
海
輸
送
を
も
つ
て
三
井
海
運
業
務
の
萌
芽
乃
至
端
緒
的
発
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三
井
海
運
業
の
生
成

生
と
認
め
る
こ
と
に
は
、
一
応
、
十
分
な
根
拠
が
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
。

　
如
上
の
考
察
の
通
り
、
三
井
物
産
会
社
の
口
之
津
出
張
所
の
開
設
時
期
が

明
治
十
一
年
五
月
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
れ
を
裏
書
す
る
が
如
く
、
同
月
十

五
日
に
、
　
「
千
早
丸
」
の
歴
史
的
船
出
が
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
逆
説
的

に
、
そ
れ
以
前
に
お
け
る
三
池
炭
の
積
出
態
勢
は
、
い
ま
だ
ほ
と
ん
ど
整
備

さ
れ
ず
、
従
っ
て
、
海
運
業
務
成
立
の
余
地
を
与
え
な
か
っ
た
と
考
う
べ
き

で
は
な
か
ろ
う
か
Q

　
　
口
之
津
港
選
定
事
情
の
な
か
に
も
、
維
新
早
々
に
お
け
る
薩
長
対
立
意
識
の
一

　
班
を
示
す
は
な
は
だ
興
味
あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
見
出
さ
れ
る
。
　
「
自
叙
益
田
孝
翁

　
伝
」
よ
り
の
引
用
と
し
て
「
三
池
鉱
業
所
沿
革
史
」
が
記
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
一
．
一
井
物
産
会
社
の
益
田
孝
は
次
の
如
き
理
由
か
ら
口
之
津
港
を
選
ん
だ
。

　
　
「
こ
れ
迄
三
池
炭
磧
の
石
炭
は
瀬
戸
内
海
の
塩
浜
へ
売
っ
て
居
っ
た
が
、
三
池
の

　
海
岸
即
ち
大
牟
田
は
海
が
浅
く
て
、
瀬
戸
内
海
行
の
船
は
入
ら
な
い
か
ら
、
小
さ

　
　
い
舟
に
積
ん
で
対
岸
の
島
原
へ
出
し
、
島
原
で
瀬
戸
内
海
行
の
船
に
積
み
か
え
て

　
居
っ
た
。
私
は
三
池
か
ら
島
原
へ
渡
っ
た
が
、
島
原
は
大
き
な
船
を
入
れ
る
こ
と

　
が
出
来
な
い
か
ら
、
輸
出
港
と
す
る
に
適
し
な
い
。
方
々
港
を
見
て
歩
い
た
。
天

　
草
に
富
浜
と
云
う
処
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
良
か
ろ
う
と
思
っ
た
が
、
こ
れ
は
薩
州

　
　
の
港
に
な
っ
て
居
っ
た
。
ロ
ノ
津
と
云
う
の
が
良
か
っ
た
ら
こ
の
ロ
ノ
津
に
店
を

　
作
っ
て
長
崎
で
外
国
と
引
合
を
す
る
こ
と
に
腹
を
き
め
た
。
」
と
。

　
　
ち
な
み
に
、
こ
れ
は
三
井
物
産
会
社
の
三
池
炭
一
手
販
売
出
願
が
一
応
工
部
省

　
　
の
内
認
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
細
部
取
極
め
は
益
田
孝
が
現
地
視
察
後
に
行
な
）

　
　
と
い
う
約
束
が
で
き
た
た
め
、
彼
が
明
治
九
年
七
月
十
二
日
！
八
月
二
日
に
亘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
　
り
九
州
出
張
せ
る
際
の
で
き
ご
と
で
あ
る
。

　
帆
船
「
千
早
丸
」
に
関
し
て
は
、
従
来
、
一
般
に
明
治
十
二
年
三
井
物
産
会
社

が
蒸
汽
船
「
秀
吉
丸
」
と
と
も
に
購
入
・
所
有
す
る
に
い
た
っ
た
と
説
か
れ
て
い

（
8
）

る
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ
も
正
当
な
論
説
で
な
い
よ
う
だ
。
前
掲
コ
ニ
池
鉱
業
所
沿

革
史
L
「
三
池
港
務
所
沿
革
史
」
の
い
ず
れ
も
、
同
船
が
明
治
十
一
年
四
月
海
軍

省
よ
り
工
部
省
三
池
鉱
山
分
局
に
払
下
げ
ら
れ
た
こ
と
を
明
か
に
し
つ
つ
、
三
井

物
産
会
社
に
運
営
を
委
ね
た
と
は
い
え
、
引
続
き
所
有
権
は
鉱
山
点
す
な
わ
ち
政

府
に
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
　
（
前
者
第
一
巻
三
七
四
頁
に
は
明
治
十
六
年
同
船

が
上
海
よ
り
の
帰
航
途
中
楊
子
江
河
ロ
附
近
で
鎚
風
に
遭
遇
破
損
せ
る
旨
の
記
録

が
あ
る
）
。
　
三
井
物
産
側
の
資
料
、
た
と
え
ば
、
　
「
男
爵
益
田
島
伝
」
に
よ
っ
て

み
て
も
、
「
明
治
十
一
年
二
月
、
工
部
省
所
属
の
風
帆
船
千
早
丸
（
四
六
〇
ト
ン
、

英
船
、
原
名
フ
ォ
ー
モ
：
サ
）
の
使
用
許
可
」
或
い
は
同
船
の
「
貸
下
げ
中
止
」
・

他
へ
の
貸
下
げ
記
事
な
ど
が
記
録
さ
れ
、
明
治
二
十
年
二
月
ゴ
．
井
物
産
会
社
に
よ

る
「
大
牟
田
川
河
口
よ
り
島
原
。
ロ
ノ
津
・
長
崎
三
江
へ
の
輸
送
請
負
」
　
（
後
述

参
照
）
を
機
会
に
翌
三
月
、
は
じ
め
て
、
三
井
物
産
会
社
に
払
下
げ
ら
れ
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。

　
　
（
口
）
　
上
海
市
場
の
開
拓

　
三
池
炭
の
口
之
津
に
お
け
る
積
出
態
勢
の
整
備
が
明
治
十
一
年
五
月
頃
に

な
っ
て
は
じ
め
て
実
現
さ
れ
た
の
と
同
様
、
当
初
唯
一
の
海
外
輸
出
先
た
る

上
海
市
場
の
開
拓
も
ま
た
、
明
治
九
、
十
年
度
に
お
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
未

着
手
の
状
態
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
九
年
よ
り
同
十
九
年
ま
で
の

間
の
三
池
炭
上
海
輸
出
実
績
の
推
移
統
計
に
よ
っ
て
み
て
も
、
上
海
市
場
の

開
拓
は
明
治
＋
一
年
乃
至
＋
二
年
、
な
か
ん
ず
く
、
後
者
を
劃
期
と
し
て
躍
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（
9
）

進
し
た
こ
と
明
白
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
明
治
　
九
年
（
七
月
－
十
二
月
）

　
〃
　
　
十
年
（
一
月
－
十
二
月
）

〃〃〃〃〃〃〃〃〃

十
一
〃

十
二
〃

十
三
〃

十
四
〃

十
五
〃

十
六
〃

十
七
〃

十
八
〃

十
九
〃

AAAAAAAA　rt’N
〃〃〃〃〃〃〃〃〃

vvvvv　v／　vvv

な
る
ほ
ど
、
明
治
九
年
度
に
お
い
て
七
七
六
屯
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

六
七
屯
の
輸
出
実
績
の
あ
っ
た
こ
と
が
本
資
料
で
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

そ
の
当
時
に
お
け
る
船
舶
（
な
か
ん
ず
く
帆
船
）
積
載
能
力
か
ら
推
測
す
れ

ば
、
た
と
え
こ
の
程
度
の
数
量
で
あ
っ
て
も
、
心
遣
乃
至
数
航
海
分
の
海
上

運
送
を
成
立
せ
し
め
る
に
は
充
分
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る

「
政
府
並
に
覇
城
会
社
所
有
帆
」
を
も
っ
て
す
る
三
井
物
産
会
杜
の
「
傭
船
」

的
海
運
活
動
の
可
能
性
を
全
く
否
定
し
去
る
わ
け
に
は
行
か
ぬ
か
も
し
れ
な

い
。
た
が
、
前
掲
史
実
に
よ
れ
ば
、
政
府
所
有
般
舶
の
供
与
は
明
治
十
一
年

　
　
　
　
三
井
海
運
業
の
生
成

　
　
　
七
七
六
屯

　
二
、
六
六
七
〃

　
九
、
八
一
四
〃

五
八
、
三
八
九
〃

六
一
二
、
　
六
六
五
〃

六
九
、
　
〇
六
四
〃

七
〇
、
六
五
六
〃

八
二
、
二
五
四
〃

八
六
、
二
六
五
〃

四
五
、
五
九
二
〃

六
一
、
　
一
一
六
五
〃

　
十
年
度
に
お
い
て
二
、

「
千
早
丸
」
の
利
用
許
可
が
最
初
で
あ
り
、
ま
た
、
当
初
の
長
崎
－
上
海
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

輸
送
は
「
外
国
の
帆
船
」
に
よ
っ
て
の
み
実
施
さ
れ
得
た
は
ず
で
あ
る
。

　
の
み
な
ら
ず
、
当
時
に
お
け
る
次
の
如
き
客
観
情
勢
を
考
え
れ
ば
、
右
の

如
き
明
治
九
、
十
年
に
お
け
る
輸
出
実
績
が
統
計
数
字
と
し
て
存
在
し
得
て

も
、
そ
れ
が
、
厳
密
な
意
味
で
三
井
物
産
会
社
自
身
に
よ
る
完
結
的
な
輸
出

業
務
乃
至
輸
送
業
務
を
伴
な
う
輸
出
業
務
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
甚
だ
疑
問
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
明
治
十
一
年
五
月
以
前
に
お
い
て
、
上
海
市
場
に
お
け

る
三
池
炭
の
需
要
乃
至
販
売
は
い
ま
だ
極
め
て
微
々
た
る
も
の
に
す
ぎ
ず
、

す
で
に
同
市
場
に
紹
介
さ
れ
て
名
声
を
博
し
て
い
た
高
島
・
多
久
・
唐
津
等

の
産
出
石
炭
に
圧
せ
ら
れ
て
、
特
異
な
炭
質
の
薪
来
石
炭
は
、
ほ
と
ん
ど
、

上
海
市
場
で
は
需
要
さ
れ
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
三
池

炭
が
上
海
で
売
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
十
一
年
夏
か
ら
で
あ
る
と
前
掲

コ
ニ
池
鉱
業
所
沿
革
史
し
も
述
べ
て
い
る
。

　
　
「
三
池
炭
を
支
那
地
方
へ
輸
出
し
た
事
は
三
井
物
産
の
手
に
か
か
っ
て

　
　
か
ら
が
初
め
て
で
、
十
一
年
五
月
迄
は
上
海
瓦
斯
曾
池
は
鍛
冶
等
の
供

　
　
用
に
少
量
を
販
売
す
る
の
み
で
あ
っ
た
が
、
七
八
月
頃
に
な
っ
て
上
海

　
　
画
商
局
及
太
古
洋
行
等
か
ら
多
量
の
註
文
が
あ
り
、
　
一
躍
上
海
市
場
に

　
　
於
け
る
三
池
炭
の
声
価
を
高
か
ら
し
め
、
遂
日
増
加
し
遂
に
月
々
数
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
　
屯
の
輸
出
を
見
る
や
う
に
な
っ
た
。
」

　
明
治
十
年
十
一
月
に
い
た
っ
て
始
め
て
設
立
を
み
た
三
井
物
産
会
社
上
海

（199）



　
　
　
三
井
海
運
業
の
生
成

支
店
の
懸
命
な
努
力
に
よ
っ
て
の
み
、
上
海
市
場
は
三
池
炭
に
門
戸
を
開
い

た
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

　
同
支
店
の
開
設
以
前
に
お
け
る
三
池
炭
輸
出
実
績
が
如
何
に
し
て
行
な
わ

れ
た
も
の
で
あ
る
か
は
資
料
的
に
不
明
で
あ
る
。
　
「
ブ
リ
ネ
・
ベ
イ
ヒ
ュ
フ

ス
・
カ
ム
パ
ニ
ー
」
な
る
外
人
商
社
が
一
時
上
海
に
お
け
る
三
池
炭
販
売
代

理
店
を
つ
と
め
た
こ
と
、
三
井
物
産
上
海
支
店
設
立
前
の
明
治
十
年
六
月
に

三
井
物
産
社
員
一
名
が
派
遣
さ
れ
た
こ
と
は
、
事
実
ら
し
い
が
、
当
該
「
ブ

リ
ネ
」
商
会
と
の
契
約
は
明
治
十
年
二
月
頃
始
め
て
締
結
さ
れ
た
も
の
で
、

少
な
く
と
も
、
明
治
九
年
に
お
け
る
前
記
輸
出
実
績
に
は
同
商
会
は
関
係
し

て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
益
田
孝
は
、
明
治
十
年
一
月
末
、
渋
沢
栄
一
等
と
と
も
に
上
海
に
出
張
し

た
。
政
府
か
ら
依
頼
さ
れ
た
借
款
問
題
の
解
決
も
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
l
－

一
こ
の
問
題
は
結
局
不
成
功
に
終
っ
た
　
　
が
、
益
田
の
主
目
的
が
前
年
秋

引
受
け
た
三
池
炭
の
販
路
を
調
査
し
、
同
地
に
支
店
を
設
け
る
準
備
の
た
め

で
あ
っ
た
こ
と
言
う
ま
で
も
な
い
。
た
ま
た
ま
、
彼
は
、
か
つ
て
横
浜
の

「
ウ
ォ
ル
シ
ュ
・
＊
ー
ル
」
商
会
に
勤
め
て
い
た
時
代
の
同
僚
た
る
「
ブ
リ

ネ
」
　
（
ス
イ
ス
人
、
後
夫
人
の
母
国
p
シ
ア
国
籍
に
入
る
）
が
同
地
で
前
記

商
会
を
経
営
せ
る
を
知
っ
て
、
こ
れ
に
、
当
分
の
間
、
三
池
炭
の
引
受
代
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

店
と
な
っ
て
も
ら
う
よ
う
交
渉
し
て
成
功
し
た
。

　
こ
こ
に
お
い
て
、
一
応
、
上
海
に
お
け
る
受
入
態
勢
の
手
掛
り
は
得
ら
れ

た
け
れ
ど
も
、
三
井
物
産
会
社
は
そ
れ
と
同
時
に
石
炭
輸
出
業
務
従
っ
て
ま

た
そ
の
輸
送
業
務
を
営
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
。
右
の
「
ブ
リ
ネ
」
商
会
と
の

契
約
を
土
産
に
帰
国
し
た
益
田
孝
を
迎
え
た
も
の
は
、
か
の
西
南
戦
役
で
あ

る
。
彼
が
長
崎
に
上
陸
し
た
二
月
か
ら
九
月
ま
で
の
戦
役
期
間
中
は
も
と
よ

り
、
明
治
十
年
の
ほ
と
ん
ど
全
期
を
通
じ
て
、
三
池
炭
の
輸
出
は
事
実
上
不

可
能
で
あ
っ
た
（
後
述
参
照
）
。
　
同
戦
役
終
熔
後
、
上
海
支
店
が
設
立
さ
れ

同
市
場
の
開
拓
に
努
力
が
費
や
さ
れ
て
、
本
格
的
な
輸
出
の
発
展
が
も
た
ら

さ
れ
た
の
は
、
前
記
明
治
十
一
年
七
、
八
月
頃
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
正
に
、

前
項
三
井
物
産
会
社
口
之
津
出
張
所
の
開
設
・
千
早
丸
出
帆
に
よ
っ
て
整
備

を
み
た
積
出
態
勢
成
立
期
と
ほ
ぼ
見
合
う
時
期
で
あ
る
。

　
　
（
ハ
）
　
西
南
戦
役
の
影
響

　
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
明
治
十
年
勃
発
の
西
南
戦
役
は
三
井
物
産
会

社
の
貿
易
業
務
に
至
大
且
つ
決
定
的
な
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
。

　
　
「
西
南
戦
争
は
、
三
池
炭
に
せ
よ
、
九
州
炭
に
せ
よ
、
す
べ
て
を
渦
中

　
　
に
呑
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
、
物
産
会
社
は
、
開
店
早
々
の
明
治
十
年
と

　
　
い
ふ
年
の
目
算
は
全
く
狂
っ
て
し
ま
っ
て
、
営
業
も
何
も
出
来
な
か
つ

　
　
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
出
張
し
て
み
た
社
員
は
、
辛
う
じ
て
生
命
を
全
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
　
す
る
と
い
ふ
始
末
で
あ
っ
た
。
」

と
い
う
「
男
爵
益
田
孝
伝
」
申
の
一
説
は
、
け
だ
し
そ
の
間
の
事
情
を
雄
弁

に
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
薩
長
両
派
間
の
反
目
の
と
ば
っ
ち
り
を
受
け
て
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九
州
地
方
の
三
井
物
産
支
店
・
出
張
所
の
社
員
は
西
郷
軍
か
ら
逃
れ
る
の
に

懸
命
で
あ
り
、
会
社
業
務
は
完
全
に
中
絶
し
た
。
ひ
と
り
三
井
物
産
会
社
々

員
ば
か
り
で
な
く
、
三
池
鉱
山
主
任
小
林
秀
知
（
長
州
人
）
以
下
の
諸
幹
部

も
、
或
は
久
留
米
に
、
或
は
長
崎
に
避
難
し
、
し
か
も
同
鉱
山
も
一
時
西
郷

軍
に
よ
っ
て
占
領
さ
れ
た
。
お
よ
そ
、
か
か
る
事
態
の
下
に
あ
っ
て
は
、
折

角
上
海
市
場
へ
の
三
池
炭
輸
出
の
手
掛
り
が
で
き
、
且
つ
何
等
か
の
石
炭
需

要
が
あ
り
得
た
と
し
て
も
、
三
池
炭
自
身
の
生
産
・
船
積
は
全
く
不
可
能
で

あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
三
池
炭
の
生
産
・
輸
出
業
務
の
停
止
は
、
当
然
に
、
そ
れ
が
海
上
輸
送
業

務
の
発
生
・
成
立
を
不
可
能
と
し
、
同
戦
役
中
は
も
と
よ
り
、
お
そ
ら
く
、

明
治
＋
年
末
頃
に
い
た
る
ま
で
、
三
井
海
運
業
務
発
生
の
余
地
は
、
客
観
的

に
生
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

注
（
1
）
　
明
治
九
年
末
ま
で
は
、
長
崎
支
店
よ
り
口
之
津
へ
人
を
派
遣
し
て
い
た
が
、

　
　
同
年
十
二
月
小
島
弓
太
郎
を
出
張
員
と
し
て
常
置
せ
し
め
た
と
い
う
。

　
（
2
）
　
「
口
之
津
町
郷
土
調
査
（
第
一
輯
）
」
一
〇
二
頁
。

　
（
3
）
　
「
三
池
港
務
所
沿
革
史
」
第
一
巻
一
五
－
三
九
頁
参
照
。

　
（
4
）
　
長
崎
に
お
い
て
は
更
に
A
ユ
度
帆
船
に
積
替
え
て
上
海
へ
送
っ
た
。
「
三
池

　
　
鉱
業
所
沿
革
史
」
第
一
巻
三
七
二
頁
。

　
（
5
）
　
「
三
池
鉱
業
所
沿
革
史
」
第
一
巻
三
六
六
頁
。

　
（
6
）
　
同
書
　
三
六
五
頁
。

　
（
7
）
　
「
男
爵
益
田
孝
伝
」
に
よ
る
。

　
　
　
三
井
海
運
業
の
生
成

（
8
）
　
「
三
井
船
舶
部
之
沿
革
」
一
頁
。
「
海
運
興
国
史
」
七
二
一
頁
参
照
。

（
9
）
　
「
三
井
物
産
五
十
年
史
」
お
よ
び
「
男
爵
益
田
孝
伝
」
に
よ
る
。

（
－
o
）
　
…
…
「
当
初
は
已
む
を
得
ず
外
国
船
に
よ
っ
た
が
、
明
治
十
一
年
二
月
、

　
工
部
省
所
属
の
風
帆
船
千
早
丸
（
四
六
〇
ト
ン
、
回
船
、
原
名
フ
ォ
ー
モ
ー
サ
）

　
の
使
用
許
可
が
出
る
に
及
び
、
始
め
て
日
本
人
を
船
長
と
す
る
石
炭
輸
送
が
行

　
わ
れ
た
Q
」
「
男
爵
益
田
孝
順
」
に
よ
る
。

（
1
1
）

（
1
2
）

（
1
3
）

コ
引
池
鉱
業
所
沿
革
史
」
第
一
巻
三
七
一
頁
。

「
男
爵
益
田
直
伝
」
に
よ
る
。

同
　
書
。

四
、

初
期
三
池
炭
海
上
運
送
の
基
本
的
性
格

　
　
　
　
　
　
三
井
海
運
業
務
の
成
立
時
期
－

　
前
項
に
述
べ
た
ご
と
き
三
池
炭
上
海
輸
出
の
歴
史
的
客
観
情
勢
の
下
に
お

い
て
は
、
三
井
海
運
業
務
は
、
そ
れ
自
体
、
明
治
十
一
年
画
期
に
い
た
る
ま

で
成
立
し
う
べ
き
基
盤
と
い
う
も
の
を
、
ほ
と
ん
ど
、
も
ち
得
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。
た
だ
に
、
海
運
業
務
の
よ
っ
て
立
つ
輸
出
貿
易
業
務
が
、
か
く
未

成
熟
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
よ
り
基
本
的
条
件
と
し
て
、
当
初
に
お
け

る
三
池
炭
の
海
上
運
送
業
務
そ
れ
自
身
が
ま
た
、
実
質
的
に
、
三
井
物
産
会

社
の
担
当
外
の
も
の
と
し
て
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
、
三
井
物
産
会
社
に
よ
る
海
運
業
務
遂
行
の
主
体
的
条
件
が
未

整
備
で
あ
り
、
前
記
明
治
九
、
十
年
に
お
け
る
同
社
輸
出
実
績
か
ら
想
像
さ

れ
得
る
海
上
輸
送
の
実
際
的
業
務
と
責
任
と
は
、
同
会
社
に
帰
属
し
な
か
っ
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一
．
一
井
海
運
業
の
生
成

た
で
あ
ろ
う
と
老
え
ら
れ
る
。

　
　
「
鉱
山
寮
所
轄
筑
後
国
三
池
石
炭
山
産
出
ノ
石
炭
売
捌
ノ
取
扱
ヲ
三
井

　
　
物
産
会
社
へ
委
任
ス
ル
事
置
付
鼓
二
明
治
九
年
第
九
月
鉱
山
権
頭
代
理

　
　
鉱
山
助
申
島
佐
衡
ト
物
産
会
社
益
田
孝
三
井
武
之
助
三
井
養
之
助
ト
ノ

　
　
閣
圓
ζ
七
仙
ノ
久
不
定
ヲ
取
勉
帽
ヘ
リ
」

と
い
う
頭
書
を
も
つ
て
十
六
力
条
の
条
文
か
ら
成
る
「
三
池
石
炭
売
捌
方
条

約
書
」
（
明
治
九
年
九
月
十
六
日
締
結
）
は
、
第
八
条
に
お
い
て
、
三
池
炭

海
上
運
送
の
根
本
原
則
を
次
の
如
く
規
定
し
た
。

　
　
「
一
、
内
外
諸
方
へ
輸
送
ノ
運
賃
海
上
保
険
料
井
荷
揚
荷
積
蔵
敷
貫
目

　
　
改
メ
人
足
細
視
其
売
六
二
付
差
起
リ
タ
ル
入
費
ハ
鉱
山
寮
ノ
引
受
タ
ル

　
　
ヘ
シ
尤
此
等
ノ
入
費
三
惑
メ
テ
三
省
致
様
物
産
会
社
二
於
テ
精
々
注
意

　
　
ス
ヘ
シ
此
他
売
捌
口
取
扱
ヒ
ニ
付
内
外
国
人
ヲ
相
雇
三
三
三
二
付
内
外

　
　
所
々
ヘ
ノ
電
信
料
郵
便
税
及
ヒ
証
券
界
紙
証
券
印
紙
等
ノ
諸
費
ハ
一
切

　
　
物
産
会
社
ノ
引
受
タ
ル
ヘ
シ
」

　
三
条
文
中
に
示
さ
れ
る
ご
と
く
、
三
井
物
産
会
杜
は
、
政
府
が
負
担
す
る

運
送
諸
費
用
を
「
務
メ
テ
減
省
可
致
様
」
配
意
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
或
は
「
島

原
長
崎
其
外
諸
方
へ
運
送
ノ
船
舶
等
可
成
丈
ヶ
廉
価
二
相
雇
」
（
同
第
五
条
）

う
等
の
義
務
を
負
っ
て
は
い
る
が
、
本
来
的
に
、
三
池
唐
草
売
上
の
運
送
費

用
は
一
切
政
府
（
鉱
山
寮
）
の
負
担
で
あ
り
、
事
実
上
に
お
い
て
島
原
・
口

之
津
・
長
崎
ま
で
の
海
上
運
送
は
専
ら
三
井
鉱
山
支
庁
の
所
属
船
乃
至
専
属

請
負
業
者
の
船
舶
に
よ
っ
て
担
当
さ
れ
て
い
た
（
前
述
参
照
）
。
こ
れ
ら
諸
経

費
を
「
売
上
勘
定
ヨ
リ
差
引
精
算
」
す
る
と
い
う
手
続
規
程
か
ら
み
れ
ば
、

三
井
物
産
会
社
が
実
際
の
海
上
輸
送
面
に
も
何
程
か
開
与
し
、
　
一
時
的
な
運

送
費
用
の
立
替
払
い
な
ど
も
行
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
窮
極

的
に
、
こ
れ
ら
海
上
運
賃
・
傭
船
料
そ
の
他
は
す
べ
て
鉱
山
（
政
府
）
側
が

支
出
し
、
三
井
物
産
会
社
は
、
単
に
、
便
宜
的
・
形
式
的
に
タ
ッ
チ
し
た
に

過
ぎ
な
い
。
け
だ
し
、
同
祉
は
所
定
の
石
炭
販
売
手
数
料
の
外
、
運
送
手
数

料
そ
の
他
如
何
な
る
運
送
利
益
を
も
受
け
得
な
い
建
前
で
あ
っ
た
か
ら
。

　
　
運
送
貨
物
（
石
炭
）
自
体
は
政
府
所
有
物
で
あ
り
、
三
井
物
産
会
社
に
と
っ
て

　
取
扱
貨
物
で
は
あ
っ
て
も
厳
密
な
意
味
に
お
け
る
自
己
貨
物
で
な
い
。
し
か
も
、

　
同
社
は
一
隻
の
船
舶
も
所
有
せ
ず
、
従
っ
て
海
上
運
賃
乃
至
傭
船
料
収
入
は
受
け

　
鴛
な
い
。
傭
船
々
舶
に
対
す
る
傭
船
料
は
政
府
が
支
払
い
、
工
部
省
の
雇
船
（
傭

　
船
）
と
し
て
運
営
さ
れ
る
。
か
く
て
当
時
の
同
社
の
地
位
乃
至
立
場
は
、
通
常
の

　
意
味
に
お
け
る
船
主
・
運
航
者
乃
至
荷
主
・
船
主
の
い
ず
れ
で
も
な
く
、
ま
た
、

　
海
運
ブ
ロ
ー
カ
ー
乃
至
回
漕
業
者
で
も
な
い
特
異
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
船
主
で
も
な
く
、
運
送
効
果
（
経
費
支
弁
・
利
益
収
得
）
に
関
係
す
る
こ

と
も
な
か
っ
た
三
井
物
産
会
社
は
、
当
初
、
よ
し
若
干
の
船
舶
関
係
事
務
ら

し
き
も
の
を
営
ん
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
い
ま
だ
、
通
常
の
意
味
に
お
け

る
海
運
業
務
と
甚
だ
趣
き
を
こ
と
に
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
三
池
炭
海
上
運
送
に
お
け
る
三
井
物
産
会
社
の
責
任
は
、
明
治
十
二
年
二

月
差
り
実
施
の
改
正
条
約
書
に
お
い
て
、
始
め
て
、
実
現
し
た
。
す
な
わ
ち
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同
第
二
条
は
、
次
の
如
く
、
口
之
津
港
以
後
の
海
上
運
送
費
用
を
同
社
の
負

担
と
す
る
旨
明
記
し
て
い
る
。

　
　
「
右
石
炭
ノ
代
価
ハ
別
紙
丙
号
価
格
表
二
十
載
ス
ル
通
り
相
定
メ
三
池

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
炭
坑
ヨ
ー
ー
肥
前
口
之
津
港
迄
ハ
工
部
省
ノ
費
用
テ
以
ナ
輸
送
シ
ロ
之
津

　
　
港
二
選
テ
輸
送
船
へ
積
込
其
外
売
捌
二
関
ス
ル
費
用
ハ
一
切
物
産
会
祉

　
　
ノ
引
受
タ
ル
ヘ
キ
事
」

　
三
井
物
産
会
社
は
、
こ
の
明
治
十
二
年
の
改
正
販
売
条
約
書
に
よ
っ
て
口

之
津
港
以
後
の
三
池
炭
海
上
運
送
業
務
を
自
已
の
責
任
と
費
用
負
担
に
お
い

て
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
ゆ
え
に
、
遂
に
、
自
ら

船
舶
所
有
者
兼
運
航
者
と
し
て
歴
史
的
な
発
展
を
開
始
す
る
に
い
た
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
右
の
販
売
条
約
改
正
と
前
後
し
て
、
三
井
物
産
会
社
は
「
石
炭

運
送
用
船
心
墨
に
上
海
に
於
け
る
貯
炭
場
地
所
購
入
費
」
の
政
府
貸
下
げ
を

申
請
し
、
大
蔵
省
の
許
可
を
得
る
に
成
功
し
た
。
運
送
船
舶
買
入
資
金
十
万

五
千
円
、
貯
炭
場
地
所
購
入
費
二
万
円
、
計
十
二
万
五
千
円
の
十
ク
年
賦
貸

付
け
が
そ
れ
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
一
二
井
物
産
会
社
は
明
治
十
二
年
、
ロ
ン

ド
ン
代
理
店
を
通
じ
て
、
蒸
汽
船
「
秀
吉
丸
」
　
（
一
八
八
七
年
建
造
、
六
七

九
総
屯
、
原
名
O
巳
巨
9
）
　
を
購
入
し
た
。
こ
れ
同
社
最
初
の
所
有
船
舶
で

あ
る
。
　
（
ち
な
み
に
、
同
船
は
、
た
だ
に
三
井
所
有
第
一
船
と
し
て
記
憶
さ

る
べ
き
船
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
後
年
い
わ
ゆ
る
「
社
船
」
1
日
本
郵

船
お
よ
び
大
阪
商
船
両
社
の
所
有
蒸
汽
船
　
　
と
「
社
外
船
」
一
「
社
船

　
　
　
　
三
井
海
運
業
の
生
成

以
外
の
蒸
汽
船
　
　
の
区
別
が
立
て
ら
れ
た
と
き
、
後
者
「
社
外
船
」
の
う

ち
の
最
古
の
汽
船
と
し
て
歴
史
的
に
著
名
な
存
在
で
あ
る
。
）

　
こ
の
よ
う
に
、
明
治
十
二
年
に
い
た
っ
て
始
め
て
、
三
井
物
産
会
社
は
、

口
之
津
港
か
ら
三
池
炭
を
海
上
輸
送
す
る
責
任
の
全
般
を
担
当
す
る
こ
と
と

　
（
2
）

な
る
と
と
も
に
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
自
ら
が
船
舶
所
有
考
兼
運
航
者
と
し
て
、

厳
密
な
意
味
に
お
け
る
海
運
業
務
経
営
者
と
な
っ
た
。
前
年
の
五
月
に
同
港

か
ら
上
海
向
け
に
出
帆
し
た
工
部
省
所
属
の
西
洋
型
帆
船
「
千
早
丸
」
の
場

合
、
そ
の
運
航
実
務
の
担
当
関
係
ま
た
は
運
送
経
費
の
負
担
関
係
が
不
明
確

な
た
め
に
、
い
ま
だ
、
せ
い
ぜ
い
、
三
井
物
産
会
社
に
お
け
る
海
運
業
務
の

「
端
初
的
」
・
「
萌
芽
的
」
出
現
を
暗
示
す
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
い
ま
や
、
少

な
く
と
も
、
自
已
所
有
の
蒸
汽
船
「
秀
吉
丸
」
や
帆
船
「
千
早
丸
」
を
明
確

な
自
已
支
配
下
に
お
い
て
三
池
炭
輸
送
に
従
事
せ
し
め
、
そ
の
海
上
運
送
業

務
全
体
を
自
已
の
意
志
と
責
任
・
権
限
の
下
に
い
と
な
む
段
階
に
到
達
し
た

と
い
ラ
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
意
味
か
ら
、
明
治
十
二
年
と
い
う
年
は
、
正

に
、
三
井
海
運
業
が
名
実
と
も
に
成
立
し
た
劃
期
的
重
要
性
を
も
つ
年
と
し

て
充
分
に
評
価
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
最
早
重
ね
て
繰
返
す
要
も
あ
る
ま
い
と
思
わ
れ
る
が
、
三
井
海
運
業
は
、

三
井
物
産
会
社
の
受
託
せ
る
三
池
炭
輸
出
貿
易
業
務
の
中
に
包
摂
さ
れ
て
発

生
し
、
当
該
貿
易
業
務
の
拡
大
・
発
展
と
と
も
に
発
達
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

爾
後
の
展
開
過
程
に
あ
っ
て
、
三
井
海
運
業
務
は
、
た
だ
に
三
池
炭
の
輸
送
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三
井
海
運
業
の
生
成

の
み
に
限
ら
れ
ず
、
他
地
方
産
出
の
石
炭
や
三
井
物
産
会
社
の
取
扱
う
各
種

貨
物
を
積
取
運
送
し
た
。
ま
た
、
貿
易
業
務
の
発
達
に
奉
仕
・
貢
献
す
る
と

い
う
当
初
の
目
的
ま
た
は
役
割
を
果
す
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
は
、
　
「
社
外

荷
」
1
三
井
物
産
会
社
外
の
荷
主
の
貨
物
一
の
運
送
に
も
手
を
伸
ば
し

て
、
「
自
巳
運
送
か
ら
他
人
運
送
へ
」
と
い
う
海
運
業
必
然
の
発
展
法
則
を
み

ず
か
ら
の
う
ち
に
体
現
し
た
。
近
代
日
本
海
運
業
の
発
展
、
な
か
ん
ず
く

「
社
外
船
」
の
偉
大
な
成
長
の
上
に
つ
く
し
た
功
績
と
指
導
性
と
と
も
に
同

海
運
業
務
の
経
営
形
態
と
活
動
分
野
そ
れ
自
体
に
お
け
る
発
展
過
程
は
、
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

運
史
研
究
上
も
つ
と
も
重
要
視
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
本
稿
は
、
い
わ
ば
、
そ

う
し
た
基
本
的
且
つ
全
般
的
研
究
に
入
る
前
の
序
説
と
し
て
、
三
井
海
運
業

が
幾
時
・
如
何
に
し
て
発
生
し
は
じ
め
た
か
を
学
問
的
視
野
か
ら
考
察
し
て

み
た
も
の
で
あ
る
。
大
方
の
御
叱
正
を
仰
ぐ
と
と
も
に
、
何
程
か
の
参
考
と

も
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

注
（
1
）
　
三
池
か
ら
□
之
津
港
ま
で
の
運
送
業
務
は
、
明
治
二
十
年
に
至
っ
て
、
は

　
じ
め
て
、
三
井
物
産
会
社
の
担
当
と
な
っ
た
。
著
者
が
先
頃
三
池
庭
山
に
お
い
て

　
入
手
せ
る
資
料
に
よ
れ
ば
、
当
該
運
送
業
務
請
負
契
約
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
三

　
井
物
産
会
社
の
運
送
上
の
責
任
乃
至
条
件
が
可
成
り
明
確
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、

　
年
月
の
経
過
と
と
も
に
、
こ
の
種
契
約
が
次
第
に
具
体
化
・
適
確
化
し
て
行
っ
た

　
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
「
三
池
炭
の
島
原
・
ロ
ノ
津
・
長
崎
ま
で
の
運
送
三
井
物
産
会
社
受
負
に
関
す
る

　
命
令
条
目
」

第
一
条
　
長
崎
県
下
下
南
高
東
郡
島
原
、
同
郡
ロ
ノ
津
及
西
彼
杵
郡
長
崎
ノ
三
港

　
へ
三
池
鉱
山
産
山
灰
ヲ
運
輸
ス
ル
ノ
事
業
ヲ
自
今
悉
皆
一
二
井
物
産
会
社
ノ
請
負
二

　
附
ス
　
但
其
請
負
年
限
ハ
明
治
二
十
年
二
月
一
日
ヨ
リ
明
治
三
十
七
年
一
月
三

　
十
一
日
迄
満
十
七
ケ
年
ト
ス

第
二
条
　
三
井
物
産
会
社
ハ
前
途
益
々
運
輸
ヲ
シ
テ
便
捷
ナ
ラ
シ
メ
ン
が
為
先
ツ

　
明
治
二
十
年
二
於
テ
別
紙
第
一
号
図
面
及
第
二
号
仕
様
書
ノ
如
キ
堅
牢
強
力
ナ

　
ル
曳
船
汽
船
壱
艘
ヲ
製
造
シ
且
ツ
漸
次
八
寸
丸
同
形
ノ
運
送
船
ヲ
増
製
ス
ヘ
シ

第
三
条
　
三
井
物
産
会
社
ハ
運
送
費
用
ト
シ
テ
別
紙
第
三
号
表
掲
起
ノ
運
賃
格
ニ

　
ョ
リ
毎
月
現
運
輸
屯
数
二
応
シ
其
賃
金
ヲ
三
池
鉱
山
局
二
請
求
ス
ヘ
シ

第
四
条
　
在
来
官
有
ノ
曳
船
汽
船
三
池
丸
筑
後
丸
ノ
両
艘
及
運
硬
丸
弐
拾
艘
一
別

　
紙
第
四
号
表
掲
起
ノ
代
価
ヲ
以
テ
三
井
物
産
会
社
へ
亮
渡
シ
其
代
価
ヲ
明
治
二

　
十
年
ヨ
リ
明
治
三
六
年
迄
十
七
ケ
年
二
割
賦
上
納
セ
シ
ム
　
但
此
年
賦
金
ハ
毎

　
年
四
月
十
五
日
以
前
二
楽
年
度
分
ヲ
納
付
ス
ヘ
シ

第
五
条
　
三
井
物
産
会
社
ハ
第
一
条
二
記
載
セ
ル
各
港
ヨ
リ
運
行
船
ノ
帰
便
ヲ
以

　
テ
三
池
鉱
山
局
所
有
ノ
物
品
ヲ
運
搬
シ
又
ハ
同
局
二
於
テ
近
県
諸
港
へ
曳
船
汽

　
船
ノ
廻
航
ヲ
要
ス
ル
時
ハ
何
時
タ
リ
ト
モ
其
要
求
二
応
ジ
別
段
其
賃
料
等
請
求

　
セ
ザ
ル
モ
ノ
ト
ス

第
六
条
　
三
井
物
産
会
社
ハ
今
般
払
下
ヲ
受
ケ
タ
ル
曳
船
汽
船
並
運
破
丸
其
他
該

　
社
所
有
船
舶
ノ
船
長
運
転
手
機
関
手
量
ヲ
雇
免
シ
又
磨
水
火
夫
ヲ
増
減
セ
シ
時

　
ハ
其
時
々
三
池
鉱
山
局
へ
届
出
ズ
ヘ
シ

第
七
条
　
前
条
払
下
及
社
有
ノ
船
舶
ハ
勿
論
他
ヨ
リ
雇
入
ノ
船
ト
錐
モ
其
船
体
機

　
関
船
具
等
ハ
三
池
鉱
山
局
二
於
テ
時
々
之
ヲ
検
査
シ
不
完
全
ナ
リ
ト
視
認
ス
ル

　
部
分
ノ
改
修
及
航
海
不
適
ノ
船
舶
ノ
航
海
停
止
等
ヲ
命
ス
ル
ト
キ
ハ
三
井
物
産

　
会
社
ハ
速
二
之
ヲ
実
行
ス
ヘ
シ
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第
八
条
　
運
炭
船
舶
航
海
又
ハ
碇
泊
中
非
常
ノ
天
災
二
遭
遇
シ
船
体
沈
没
若
シ
ク

　
ハ
捨
荷
等
ヲ
為
セ
ル
場
合
ヲ
除
ク
外
其
積
受
高
百
分
ノ
五
以
上
欠
減
ア
ル
ニ
於

　
テ
ハ
三
井
物
産
会
社
ハ
相
当
代
価
ヲ
賠
償
ス
ヘ
シ

　
　
但
天
災
ノ
為
沈
没
又
ハ
捨
荷
等
為
セ
シ
時
ハ
其
浦
役
場
ノ
保
証
状
ヲ
添
其
旨

　
申
立
ヘ
シ

第
九
条
　
前
各
条
記
載
ス
ル
件
々
ノ
外
ハ
渾
テ
三
池
鉱
山
局
従
来
ノ
定
例
二
準
拠

　
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス

右
大
蔵
大
臣
ノ
命
ヲ
奉
シ
相
違
無
条
承
諾
ノ
上
ハ
請
書
差
出
ス
ヘ
シ

　
明
治
二
十
年
一
月
四
日
　
　
　

三
池
鉱
山
局
事
務
長
小
林
秀
知

三
井
物
産
会
社
々
長
益
田
孝
殿

（
2
）
　
三
池
鉱
山
局
が
輸
送
上
の
便
益
を
与
え
た
こ
と
言
う
ま
で
も
な
い
。
す
な

　
わ
ち
、
同
局
は
明
治
十
二
年
口
之
津
港
に
石
炭
桟
橋
を
架
設
し
て
本
船
積
込
を

　
便
な
ら
し
め
た
。
同
桟
橋
ば
長
サ
ニ
○
間
、
幅
七
尺
、
一
間
半
毎
に
支
柱
を
両

　
側
に
立
て
、
末
端
に
は
鉄
板
を
し
ぎ
、
覆
倒
器
お
よ
び
「
シ
ェ
ー
ト
」
（
木
製
箕

　
形
）
を
設
備
、
陸
地
か
ら
四
本
の
軌
条
を
敷
設
し
た
と
い
う
。
コ
ニ
池
港
務
所

　
沿
革
史
」
第
一
巻
　
三
六
六
頁
参
照
。

（
3
）
　
日
露
戦
争
後
に
お
け
る
三
井
海
運
業
の
遠
洋
的
発
展
と
第
一
次
大
戦
直
後

　
に
お
け
る
「
自
己
運
送
形
態
か
ら
半
他
人
運
送
形
態
へ
」
の
歴
史
的
転
換
に
つ

　
い
て
は
、
拙
稿
「
社
外
船
の
系
譜
」
（
国
際
経
済
年
報
W
所
載
）
参
照
。
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資

料

移
住
者
輸
送
政
策
に
お
け
る
問
題
点
と
そ
の
変
遷

山

本

泰

督

　
移
住
者
の
輸
送
に
あ
た
っ
て
は
二
つ
の
主
要
な
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
一
は
移
住
者
を
輸
送
す
る
に
あ
た
っ
て
の
衛
生
管
理
、
慰
安
設
備
、

旅
行
中
の
監
督
、
つ
ま
り
移
住
者
が
心
身
と
も
に
健
全
に
移
入
民
国
へ
到
着

し
う
る
た
め
の
配
慮
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
移
住
者
の
輸
送
費
用
の
軽
減
な

い
し
適
当
な
輸
送
手
段
の
提
供
に
か
ん
す
る
問
題
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
問

題
は
つ
ね
に
移
住
者
の
輸
送
に
さ
い
し
て
そ
の
重
要
性
を
失
う
も
の
で
は
な

い
が
、
歴
史
的
に
み
れ
ば
両
者
が
い
つ
も
同
等
の
ウ
エ
イ
ト
を
持
っ
て
い
た

の
で
は
な
い
。
十
九
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
の
初
頭
に
か
け
て
大
量
の
海
外
移

住
が
行
わ
れ
た
時
期
に
あ
っ
て
は
何
よ
り
も
、
移
住
者
の
保
護
が
重
要
視
さ

れ
た
の
で
あ
っ
て
、
十
九
世
紀
に
相
次
い
で
制
定
さ
れ
た
移
民
法
、
海
運
法

申
に
お
け
る
移
民
船
な
い
し
移
住
輸
送
に
か
ん
す
る
規
定
は
雄
弁
に
こ
の
間

の
事
情
を
物
語
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
第
一
次
大
戦
後
の
世
界
的
な
移
住
数

の
減
少
は
、
移
住
者
保
護
の
問
題
の
一
応
の
解
決
と
相
五
っ
て
、
移
住
者
輸

送
政
策
の
力
点
を
、
渡
航
費
の
軽
減
に
お
か
せ
る
に
い
た
っ
た
。
さ
ら
に
第

二
次
大
戦
後
に
お
い
て
は
多
数
の
難
民
お
よ
び
戦
争
中
の
強
制
移
住
者
問
題

解
決
の
た
め
に
、
国
際
的
な
移
住
機
関
が
設
立
さ
れ
る
に
お
よ
ん
で
、
移
住

者
輸
送
に
か
ん
す
る
国
際
的
協
力
を
円
滑
に
講
ず
る
た
め
の
措
置
が
考
慮
さ

れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
。

　
移
住
者
輸
送
に
さ
い
し
て
の
問
題
の
力
点
に
は
時
代
的
に
か
か
る
変
遷
が

あ
る
た
め
、
そ
の
何
れ
も
が
何
時
の
時
代
に
お
い
て
も
等
し
く
重
要
性
を
失

わ
ぬ
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
上
の
二
点
に
つ
い
て
の
各
時
期
に
お
け
る

問
題
の
発
生
と
そ
の
解
決
方
法
に
つ
い
て
歴
史
的
な
ス
ケ
ッ
チ
を
行
っ
て
み

た
い
と
考
え
る
。

－
、

（一

j
　
輸
送
中
に
お
け
る
移
住
者
保
護
問
題

英
国
に
お
け
る
輸
送
中
の
移
住
者
保
護
政
策

（207）
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（
資
料
）
移
住
者
輸
送
政
策
の
問
題

　
十
九
世
紀
に
お
け
る
最
大
の
移
出
民
国
で
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
は
も
っ
と
も

初
期
か
ら
移
住
者
の
輸
送
に
か
ん
す
る
取
締
政
策
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
か

つ
ま
た
そ
の
内
容
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
ア
メ

リ
カ
大
陸
向
け
英
国
移
住
民
に
た
い
す
る
輸
送
中
の
保
護
政
策
の
変
遷
の
う

ち
に
、
保
護
政
策
の
確
立
過
程
を
う
か
が
う
の
が
便
宜
で
あ
ろ
う
。

　
一
八
〇
三
年
以
前
に
は
英
国
に
は
移
住
者
輸
送
を
規
制
す
る
法
律
は
な
か

っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
世
紀
の
初
頭
以
来
、
ア
メ
リ
カ
に
向
っ
て
大
量
の
移

住
が
開
始
さ
れ
、
移
住
希
望
者
た
ち
は
船
席
を
み
つ
け
る
た
め
に
大
童
と
な

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
海
上
輸
送
需
要
の
急
激
な
拡
大
は
船
主
た
ち
の
あ
い
だ

に
敏
感
に
反
映
し
た
。
堪
航
性
の
な
い
船
が
就
航
さ
せ
ら
れ
た
り
、
旅
客
の

で
た
ら
め
な
詰
め
込
み
が
行
わ
れ
る
一
方
、
不
幸
な
旅
客
に
与
え
ら
れ
る
食

料
や
居
住
設
備
は
最
悪
の
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。
移
住
者
た
ち
の
窮
状
が

極
度
に
達
し
た
の
で
、
英
国
政
府
委
員
会
は
一
八
〇
二
i
三
年
に
そ
の
実
状

を
調
査
し
た
。
そ
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
一
人
以
上
の
死
者
を
出
さ
ず
に
船

が
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
到
着
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
稀
で
あ
っ
た
し
、
水
の
移

住
者
へ
の
供
給
は
乏
し
く
、
し
か
も
汚
染
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
過
剰
人
員
の

乗
船
の
結
果
乗
客
は
交
代
し
て
睡
眠
を
と
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
な
ど
、
緊
急
に
法

律
を
制
定
し
て
移
住
者
輸
送
に
つ
い
て
取
締
り
を
行
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は

明
ら
か
だ
つ
た
。
し
か
し
地
主
た
ち
は
そ
の
所
有
地
に
い
る
農
民
を
早
急
に

一
掃
す
る
こ
と
を
熱
望
し
て
お
り
、
移
住
者
の
渡
航
運
賃
を
間
接
的
に
引
上

げ
る
こ
と
に
な
る
法
律
制
定
に
た
い
し
て
強
い
反
対
の
意
向
を
示
し
た
し
、

ま
た
他
方
で
は
移
民
を
中
止
さ
せ
よ
う
と
す
る
団
体
の
活
動
が
あ
り
、
旅
客

が
正
当
な
取
扱
い
を
う
け
る
か
否
か
と
い
う
問
題
は
む
し
ろ
第
二
義
的
な
重

要
性
し
か
有
し
て
い
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
政
府
は
最
初
の

旅
客
法
に
同
意
を
得
る
た
め
に
は
非
常
な
困
難
が
あ
っ
た
が
、
一
八
〇
三
年

は
じ
め
て
海
上
旅
客
輸
送
を
取
締
る
法
律
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
は
北

米
大
陸
向
け
の
船
は
最
低
＋
二
週
間
分
の
充
分
な
食
料
を
積
載
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
こ
と
を
定
め
、
各
旅
客
は
毎
日
肉
半
ポ
ン
ド
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
ま
た
は
オ
ー

ト
ミ
ー
ル
一
・
五
ボ
ン
ド
、
糖
蜜
半
ポ
ン
ド
、
水
一
ガ
ロ
ン
を
支
給
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ノ
レ
イ
デ
ン

こ
と
と
な
っ
た
。
船
の
輸
送
人
員
数
は
制
限
さ
れ
そ
の
荷
卸
能
力
ニ
ト
ン
に

つ
き
最
大
限
一
人
と
規
定
さ
れ
た
。
ま
た
衛
生
に
関
す
る
諸
種
の
規
則
や
船

医
の
乗
船
、
あ
る
い
は
ま
た
航
海
日
誌
の
正
確
な
記
入
等
に
つ
い
て
の
義
務

も
規
定
さ
れ
た
。
法
律
は
全
船
主
・
船
長
・
船
医
に
か
れ
ら
が
誠
実
に
そ
の

義
務
を
遂
行
す
る
こ
と
の
保
障
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
百
ボ
ン
ド
の
保
証
金
を

提
出
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
。

　
不
幸
に
も
第
二
次
旅
客
法
に
よ
る
旅
客
輸
送
の
取
締
り
は
し
ば
し
ば
回
避

さ
れ
た
。
法
律
の
施
行
責
任
者
で
あ
る
関
税
吏
の
監
視
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、

認
可
さ
れ
た
港
か
ら
出
帆
す
る
代
り
に
人
気
の
少
な
い
入
江
か
ら
ひ
そ
か
に

出
港
す
る
こ
と
は
日
常
茶
飯
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
船
は
船
医
も
乗
船

し
て
い
な
け
れ
ば
規
定
の
食
料
も
積
込
ん
で
な
く
、
ま
た
船
長
も
保
証
金
に

よ
っ
て
法
規
に
束
縛
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
や
り
方
を
阻
止
す
る

た
め
に
一
八
二
三
年
お
よ
び
一
八
二
五
年
の
法
律
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に

よ
れ
ば
登
簿
ト
ン
数
五
ト
ン
に
つ
き
乗
組
員
を
含
め
て
一
人
以
上
の
人
問
を

輸
送
す
る
船
は
、
す
べ
て
船
腹
ま
た
は
帆
の
目
立
っ
個
所
に
、
白
字
で
最
小

三
フ
ィ
ー
ト
の
P
と
い
う
字
を
表
示
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
っ
た
。
政
府

の
船
が
公
海
上
で
こ
の
標
識
を
付
し
た
船
に
遭
遇
し
た
際
は
、
政
府
官
吏
が
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乗
船
検
査
を
行
な
い
、
旅
客
に
対
す
る
残
酷
な
取
扱
い
な
い
し
定
員
超
過
の

事
実
を
報
告
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
同
じ
法
律
に
よ
り
認
可
さ
れ
た
港

以
外
か
ら
の
乗
船
を
違
法
と
し
ま
た
堪
航
性
を
保
証
す
る
船
主
の
保
証
金
を

乗
客
一
人
に
つ
き
二
十
ボ
ン
ド
と
変
更
し
た
。
船
が
積
込
む
食
料
も
ま
た
増

量
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
は
本
国
の
関
税
吏
、
植
民
地
官
庁
、
公
海
上
に
お
け

る
海
軍
士
官
お
よ
び
海
外
の
領
事
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
海
上
旅
客
輸
送
に
お
い
て
増
大
し
て
き
た
悪
弊
を
阻
止
す
る
た
め
に
何
ら

か
の
法
律
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
か
っ
た
が
、
第
一
次
旅
客
法
は
若

干
実
情
に
合
致
せ
ぬ
と
こ
ろ
が
あ
り
、
船
主
し
た
が
っ
て
移
出
者
自
体
に
不

要
な
困
惑
を
惹
起
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
全
船
舶
は
有
資
格
の
船
医
を
乗

船
せ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
規
定
の
た
め
、
適
当
な
船
医
の
乗
船
を
み
な

か
っ
た
船
は
出
港
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
ま
た
食
料
に
か
ん
す
る
規
則

は
当
時
の
主
要
移
出
者
た
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
食
習
慣
と
合
致
し
て
お
ら

ず
、
激
し
い
論
議
の
種
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
一
九
二
七
年
、
移
出
民
委
員

会
は
政
府
に
た
い
し
、
反
対
が
生
じ
て
い
る
法
律
を
遅
滞
な
く
撒
廃
す
る
よ

う
勧
告
し
た
。
ほ
ぼ
六
ケ
月
強
の
期
間
、
海
運
業
は
い
か
な
る
形
で
も
法
的

制
約
を
受
け
な
か
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
自
由
は
た
ち
ま
ち
悪
用
さ
れ
た
。

本
国
政
府
は
乗
客
の
定
員
超
過
の
数
百
の
事
例
に
つ
い
て
証
言
を
受
け
た
し
、

植
民
地
官
吏
や
ア
メ
リ
カ
駐
在
領
事
か
ら
英
国
人
旅
客
の
う
け
た
惨
め
な
待

遇
に
つ
い
て
の
報
告
が
殺
到
し
た
。
た
と
え
ば
閃
9
日
①
。
・
号
は
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
か
ら
一
六
〇
人
の
移
住
者
を
乗
せ
て
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
到
着
し
た
が
、
航

海
中
に
五
人
死
亡
し
、
二
五
人
は
重
病
の
た
め
旅
行
継
続
が
不
能
で
あ
っ
た

か
ら
、
　
ニ
ュ
ー
・
フ
ァ
ウ
ン
ド
ラ
ン
ド
に
残
し
た
。
　
＝
一
〇
人
は
チ
フ
ス
に

（
資
料
）
移
住
者
輸
送
政
策
の
問
題

罹
っ
て
お
り
健
康
な
乗
客
は
一
名
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
、
　
一
八
二
八
年
に

ば
新
し
い
法
律
に
よ
る
取
締
り
の
必
要
性
が
切
実
に
感
じ
ら
れ
た
結
果
、
食

料
に
か
ん
す
る
規
定
が
再
び
実
施
さ
れ
、
ま
た
一
方
で
は
旅
客
を
超
過
乗
船

か
ら
、
ま
た
契
約
し
た
目
的
港
以
外
に
上
陸
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
保
護

す
る
条
項
が
制
定
さ
れ
た
。

　
七
年
後
の
一
八
三
五
年
の
法
律
は
、
従
前
の
す
べ
て
の
法
律
を
廃
止
し
、

ほ
と
ん
ど
同
一
の
条
文
を
再
立
法
化
し
た
上
、
次
の
諸
点
に
つ
ぎ
追
加
制
定

し
た
。
＠
北
ア
メ
リ
カ
へ
の
旅
行
は
今
後
＋
二
週
間
に
非
ず
し
て
＋
週
間
で

可
能
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
食
料
品
は
そ
れ
に
応
じ
て
減
量
し
て
よ
い
。

⑤
各
船
舶
は
堪
航
性
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
あ
い
だ
に
検
査
を
う
け

る
べ
き
こ
と
。
◎
船
医
は
百
人
以
上
の
人
員
が
乗
船
し
て
い
る
場
合
の
み
必

要
と
さ
れ
る
。
④
旅
客
に
販
売
す
る
た
め
輸
送
さ
れ
る
酒
精
飲
料
の
量
は
制

限
さ
る
べ
き
こ
と
。
◎
各
旅
客
の
氏
名
、
年
令
、
職
業
を
記
入
し
た
書
類
を

出
帆
前
に
税
関
首
席
官
吏
に
提
出
す
る
こ
と
。
①
船
が
約
束
の
期
日
に
出
港

出
来
ぬ
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
、
移
住
者
は
無
料
で
船
か
ら
食
料
、
あ
る
い

は
一
日
一
シ
ル
を
給
付
さ
れ
る
。
⑨
船
が
目
的
地
に
到
着
し
た
後
、
四
八
時

間
の
あ
い
だ
、
希
望
者
は
船
内
に
留
り
う
る
。
こ
の
法
律
は
英
本
国
の
港
か

ら
出
帆
す
る
船
に
つ
い
て
の
み
適
用
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
復
航
船
舶
お
よ

び
植
民
地
相
互
間
を
往
復
航
海
し
て
い
る
船
に
は
そ
の
適
用
を
み
な
か
っ
た
。

　
一
八
四
〇
年
に
植
民
地
お
よ
び
移
出
民
委
員
会
が
指
名
さ
れ
、
旅
客
輸
送

の
問
題
は
従
来
よ
り
も
一
層
本
格
的
に
注
意
を
払
わ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
こ

の
時
ま
で
も
種
々
の
旅
客
法
が
、
各
種
の
利
害
関
係
を
有
す
る
も
の
に
よ
り

起
草
さ
れ
て
お
り
、
あ
る
法
律
施
行
か
ら
得
ら
れ
る
利
益
が
、
次
い
で
施
行
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さ
れ
た
法
律
に
よ
り
ま
っ
た
く
一
掃
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
珍
し
く
な
か
っ

た
。
さ
て
新
た
に
指
名
さ
れ
た
委
員
た
ち
は
明
確
な
目
的
を
も
つ
て
そ
の
任

務
に
取
組
ん
だ
が
、
そ
の
目
的
を
次
の
よ
う
に
要
約
し
て
い
る
。

1
、
各
種
の
船
舶
で
遮
送
さ
れ
る
移
住
者
数
の
制
限
、
お
よ
び
適
当
な
設
備

　
を
設
け
る
こ
と
。

2
、
食
料
品
お
よ
び
水
の
適
切
な
供
給
を
保
証
す
る
こ
と
。

3
、
船
に
堪
航
性
を
与
え
る
こ
と
。

4
、
貧
民
階
級
の
移
住
者
を
か
れ
ら
の
母
国
出
発
前
に
頻
繁
に
発
生
す
る
詐

　
欺
か
ら
保
護
す
る
こ
と
。
か
れ
ら
が
所
定
の
目
的
地
に
誤
り
な
く
輸
送
さ

　
れ
る
こ
と
の
保
証
、
上
陸
前
に
整
理
に
必
要
な
時
間
を
確
保
し
て
や
る
こ

　
と
。

　
委
員
た
ち
は
有
能
か
つ
良
心
的
で
あ
っ
た
か
ら
、
彼
等
の
注
意
に
よ
っ
て

大
西
洋
横
断
は
ず
っ
と
快
適
な
ま
た
衛
生
的
な
も
の
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
は

次
の
数
字
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
委
員
が
任
命
さ
れ
た
年
の
カ
ナ
ダ
向

け
英
国
船
の
死
亡
率
は
一
・
○
〇
五
9
6
で
、
そ
の
翌
年
一
八
四
一
年
越
0
・

六
九
％
、
一
八
四
二
年
0
・
六
％
、
一
八
四
三
年
は
○
・
二
九
％
に
ま
で
下

落
し
た
。

　
委
員
会
は
大
西
洋
航
海
中
の
移
住
者
に
た
い
す
る
食
料
給
付
の
各
種
の
方

法
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
結
果
、
移
住
者
が
自
分
の
食
料
を
持
参
す
る
こ

と
は
望
ま
し
い
こ
と
で
は
あ
る
が
航
海
後
半
の
食
料
不
足
や
居
住
施
設
の
汚

染
を
懸
念
し
て
、
食
料
は
船
主
か
ら
供
給
さ
る
べ
き
こ
と
、
そ
の
費
用
は
乗

船
切
符
の
価
格
中
に
含
ま
れ
る
べ
き
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
過
剰
乗
船
を
防
止
す
る
た
め
に
一
八
四
二
年
法
律
が
制
定
さ
れ
た
。
そ
れ

は
各
人
に
睡
眠
場
所
と
し
て
十
平
方
フ
ィ
ー
ト
の
場
所
が
提
供
さ
れ
る
こ
と

を
要
求
し
ま
た
甲
板
ま
で
の
高
さ
は
最
低
六
フ
ィ
ー
ト
と
規
定
さ
れ
た
。
こ

の
数
値
は
そ
の
後
ほ
と
ん
ど
毎
年
変
更
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
数
値
自
体

に
は
大
し
て
注
意
を
払
う
必
要
は
な
い
け
れ
ど
も
、
法
律
の
趣
旨
や
委
員
会

が
移
住
者
に
健
康
な
旅
行
を
保
証
す
る
た
め
に
採
用
し
た
手
段
は
明
ら
か
と

な
ろ
う
。
火
薬
、
硫
酸
、
生
獣
皮
な
ど
の
危
険
物
は
移
民
船
で
輸
送
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
た
一
方
、
鉄
材
の
よ
う
な
重
量
物
は
航
海
中
に
移
動
し

は
じ
め
る
危
険
の
な
い
場
所
に
収
納
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
、
難
破

は
頻
繁
に
あ
っ
た
か
ら
一
八
四
二
年
法
は
旅
客
を
乗
せ
て
航
海
す
る
船
は
い

ず
れ
も
救
命
ボ
ー
ト
の
設
備
を
持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
む
ね
を
定
め
た
。
船
が
一

五
〇
－
二
五
〇
ト
ン
な
ら
ば
ボ
ー
ト
ニ
隻
、
二
五
〇
1
五
〇
〇
ト
ン
の
船
に

は
ボ
ー
ト
三
隻
、
五
〇
〇
ト
ン
以
上
の
船
は
ボ
ー
ト
四
隻
を
必
要
と
し
た
。

こ
の
小
さ
な
ボ
ー
ト
で
は
完
全
に
本
船
が
難
破
し
た
際
に
は
大
し
て
有
効
で

は
な
い
に
し
て
も
、
法
律
中
に
救
命
ボ
ー
ト
の
規
定
が
置
か
れ
た
こ
と
は
旅

客
輸
送
取
締
り
が
漸
次
望
ま
し
い
方
向
へ
と
進
展
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
。

　
委
員
会
は
ま
た
ア
メ
リ
カ
向
け
移
民
船
に
か
ん
し
て
毎
日
の
よ
う
に
発
生

す
る
詐
欺
行
為
を
防
止
す
る
た
め
に
努
力
を
払
っ
た
。
当
時
に
は
全
然
実
在

し
て
い
な
い
船
や
既
に
出
港
し
た
船
の
切
符
を
売
る
こ
と
は
移
住
幹
旋
人
の

常
套
手
段
で
あ
っ
た
。
こ
の
悪
ら
つ
な
や
り
方
を
防
止
す
る
た
め
に
法
律
が

制
定
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
船
長
以
外
の
も
の
は
北
米
向
け
の
切
符
を

販
売
で
き
ぬ
こ
と
に
な
り
、
ま
た
移
住
幹
旋
人
は
裁
判
所
の
許
可
を
え
、
移

住
民
委
員
会
に
そ
の
氏
名
を
登
録
し
な
け
れ
ば
業
務
に
つ
く
こ
と
が
で
き
ぬ
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こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
し
か
し
こ
の
法
律
は
必
要
な
程
度
に
厳
格
に
笑
施
さ

れ
ず
、
依
然
と
し
て
詐
欺
が
頻
発
し
た
が
ほ
と
ん
ど
起
訴
さ
れ
る
こ
と
も
な

か
っ
た
。
詐
欺
行
為
が
絶
頂
に
達
し
た
一
八
四
三
年
に
委
員
会
は
本
国
に
お

い
て
わ
ず
か
に
七
件
を
起
訴
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

　
一
八
五
一
年
に
は
移
民
輸
送
に
関
連
す
る
全
事
業
は
腐
敗
し
き
っ
て
い
た

の
で
こ
の
問
題
を
調
査
す
る
た
め
王
立
委
員
会
が
指
命
さ
れ
た
。
委
員
会
は

北
ア
メ
リ
カ
が
英
国
移
住
者
の
大
部
分
を
ひ
き
つ
け
て
い
る
事
情
に
か
ん
が

み
て
、
と
く
に
北
米
向
け
航
海
の
状
態
に
関
心
を
払
っ
た
。
移
住
幹
旋
人
や

宿
屋
の
主
人
は
移
住
者
の
無
智
に
つ
け
こ
ん
で
乗
船
切
符
や
宿
泊
料
に
法
外

な
料
金
を
要
求
し
た
り
荷
物
を
奪
っ
た
り
ま
た
不
要
な
品
物
を
売
り
つ
け
た

り
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
形
の
詐
欺
を
働
い
た
。
し
か
も
移
住
者
は
陸
上
に
お

い
て
の
み
な
ら
ず
船
内
で
も
惨
め
な
取
扱
い
を
う
け
た
。
食
料
は
法
律
に
よ

り
規
定
さ
れ
た
品
質
、
量
を
満
さ
ず
、
船
員
は
移
住
者
に
し
ば
し
ば
乱
暴
を

働
い
た
。
船
長
は
出
港
の
際
に
積
込
ん
だ
規
定
通
り
の
食
料
を
、
途
中
で
粗

悪
な
も
の
に
積
み
か
え
た
り
ま
た
航
消
日
誌
も
嵐
の
た
め
と
称
し
て
中
絶
し

た
ま
ま
記
入
せ
ず
放
置
し
て
い
た
。
移
住
者
の
航
海
中
の
状
態
は
ま
こ
と
に

惨
め
で
あ
っ
た
が
、
か
れ
ら
は
無
智
で
あ
っ
た
し
そ
の
上
告
訴
し
て
意
う
に

も
多
額
の
費
用
と
時
間
を
要
す
る
か
ら
実
際
問
題
と
し
て
訴
訟
は
行
い
え
な

か
っ
た
。
つ
ま
り
移
民
保
護
の
諸
法
律
は
無
効
に
ひ
と
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
一
八
五
一
年
に
従
来
形
式
的
で
あ
っ
た
検
査
官
の
機
構
を
よ
り
強
力

な
も
の
と
し
、
法
律
を
厳
格
に
施
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
移
住
者
は
そ

れ
ま
で
に
比
較
し
て
安
楽
な
旅
行
を
行
い
う
る
に
い
た
っ
た
。

　
一
八
五
二
年
英
国
下
院
は
旅
客
輸
送
船
舶
の
難
破
状
態
を
調
査
し
た
が
、
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そ
れ
に
よ
れ
ば
一
八
五
一
年
十
二
月
末
ま
で
の
五
年
間
に
七
一
二
九
隻
の
移

民
船
が
出
港
し
て
お
り
、
そ
の
内
四
四
隻
が
難
破
一
〇
四
三
名
が
死
亡
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
議
会
は
一
八
五
二
年
、
五
三

年
、
五
五
年
に
相
次
い
で
三
つ
の
法
律
を
制
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
本
国
政

府
、
植
民
地
総
督
、
外
国
領
事
は
難
破
し
援
助
を
必
要
と
す
る
全
移
住
者
に

本
国
帰
還
費
を
支
給
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
費
用
は
船
主
か
ら
移

住
者
の
支
払
運
賃
額
ま
で
取
立
て
、
残
額
は
政
府
が
負
担
し
た
。

　
帆
船
か
ら
蒸
気
船
へ
の
技
術
的
変
革
に
と
も
な
っ
て
旅
客
運
送
に
も
革

命
的
な
変
化
が
生
じ
た
。
大
西
洋
を
最
初
に
横
断
し
た
蒸
気
船
は
図
亀
巴

≦
巳
貯
目
号
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
移
住
民
輸
送
が
蒸
気
船
に
よ
っ

て
行
わ
れ
始
め
た
の
は
O
巨
9
巳
H
巨
Φ
が
四
隻
の
定
期
船
を
大
西
洋
に
就
航

せ
し
め
た
一
八
四
〇
年
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
移
住
者
が
蒸
気
船
に
よ

る
輸
送
か
ら
相
当
の
恩
恵
を
う
け
る
に
い
た
る
の
は
一
八
四
八
年
以
降
と
考

え
て
よ
か
ろ
う
。
帆
船
か
ら
蒸
気
船
へ
の
転
化
、
蒸
気
船
の
帆
船
の
駆
逐
は

い
ち
じ
る
し
く
急
速
で
あ
っ
た
。
　
o
巨
二
歩
＝
器
の
成
功
が
す
ば
ら
し
い
も

の
で
あ
っ
た
か
ら
、
他
に
も
蒸
気
船
が
相
次
い
で
就
航
せ
し
め
ら
れ
、
約
十

二
年
間
の
あ
い
だ
に
航
洋
運
送
の
ほ
と
ん
ど
全
て
は
蒸
気
船
会
社
の
手
中
に

収
め
ら
れ
た
。
移
住
委
員
会
は
一
八
六
一
年
の
報
告
書
で
、
一
八
六
〇
年
に

お
け
る
セ
ン
ト
・
ロ
ー
レ
ン
ス
に
上
陸
し
た
移
住
者
総
数
七
、
八
三
六
名
の

う
ち
、
六
、
九
三
二
名
を
下
ら
ぬ
人
員
が
蒸
気
船
で
旅
行
し
た
と
述
べ
て
い

る
。
か
く
て
十
二
年
間
に
蒸
気
船
は
旅
客
輸
送
の
6
一
7
を
手
申
に
収
め
て
い

る
。
し
か
も
こ
の
数
字
は
例
外
的
な
航
路
事
情
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
大

西
洋
岸
の
翌
冬
に
お
け
る
一
典
型
と
考
え
て
よ
い
の
で
あ
る
。

（211）



（
資
料
）
移
住
者
輸
送
政
策
の
問
題

　
蒸
気
船
の
導
入
は
移
住
者
輸
送
の
上
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
旧

来
の
帆
船
は
個
人
あ
る
い
は
小
会
社
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
て
い
る
の
が
、
そ

の
大
半
で
あ
っ
た
が
、
蒸
気
船
の
建
造
は
多
額
の
費
用
を
要
し
た
か
ら
資
力

の
豊
か
な
大
企
業
し
か
蒸
気
船
を
所
有
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の

た
め
弱
小
船
主
た
ち
は
事
業
か
ら
脱
落
し
、
か
つ
て
公
海
上
で
行
わ
れ
た
詐

欺
の
大
半
は
消
滅
す
る
に
い
た
っ
た
。
航
海
は
よ
り
規
則
的
に
遂
行
さ
れ
、

天
候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
少
く
な
っ
た
し
、
ま
た
船
舶
は
統
一
的
に
経
営
、

統
制
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
移
住
者
た
ち
は
以
前
の
よ
う
に
船
の
出
帆
に
そ

な
え
て
長
期
に
わ
た
り
出
帆
港
に
滞
在
す
る
必
要
は
な
く
な
っ
た
。
か
れ
ら

は
予
告
さ
れ
た
出
帆
期
日
に
間
に
合
う
よ
う
に
港
に
到
着
す
れ
ば
よ
く
な
っ

た
の
で
あ
る
。
も
は
や
移
住
者
が
荷
物
運
搬
人
や
宿
屋
の
主
人
た
ち
の
詐
欺

に
か
か
り
金
や
荷
物
を
ま
き
上
げ
ら
れ
る
危
険
は
減
少
し
て
き
た
。
蒸
気
船

の
導
入
は
ま
た
欧
洲
大
陸
か
ら
ア
メ
リ
カ
向
け
の
従
来
の
旅
客
航
路
を
一
時

的
に
変
更
さ
せ
た
。
け
だ
し
少
々
高
い
運
賃
を
支
払
っ
て
も
、
ず
っ
と
速
く

か
つ
快
適
な
旅
行
を
希
望
す
る
も
の
は
、
そ
の
大
陸
の
母
国
か
ら
い
っ
た
ん

英
国
へ
来
た
上
、
リ
バ
プ
ー
ル
か
ら
蒸
気
船
に
乗
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
予
期
さ
れ
る
よ
う
に
蒸
気
船
に
よ
っ
て
旅
行
期
間
が
短
縮
さ
れ
た
た
め
、

旅
客
の
死
亡
率
は
大
巾
に
急
速
に
減
少
し
た
。
移
住
民
委
員
会
の
報
告
書
に

よ
れ
ば
一
八
四
〇
年
の
カ
ナ
ダ
向
け
移
住
民
の
死
亡
率
は
一
・
○
〇
五
％
だ

っ
た
が
、
一
八
六
三
年
に
は
○
・
一
九
％
に
下
っ
て
い
る
。
な
お
こ
の
年
に

は
蒸
気
船
が
全
旅
客
の
6
「
7
を
輸
送
し
て
い
る
。
単
に
死
亡
率
が
減
少
し
た

ば
か
り
で
な
く
、
ま
た
公
海
上
に
お
け
る
事
故
に
対
す
る
告
発
も
減
少
し
た
。

蒸
気
船
が
帆
船
を
駆
逐
し
た
後
は
ク
ベ
ッ
ク
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
お
よ
び
リ

バ
プ
ー
ル
に
お
け
る
苦
情
は
相
対
的
に
減
少
し
て
き
た
。
ケ
ベ
ッ
ク
駐
在
員

は
移
住
民
委
員
会
に
一
八
五
四
年
に
法
律
侵
害
の
か
ど
で
船
長
を
告
訴
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
き
わ
め
て
稀
に
な
っ
た
と
報
告
し
て
い
る
。

　
一
八
六
か
年
ま
で
に
大
西
洋
旅
客
輸
送
は
か
つ
て
の
恐
怖
と
悲
惨
さ
を
一

掃
し
た
し
、
乱
暴
か
つ
不
正
直
な
船
長
の
大
部
分
は
そ
の
職
を
去
っ
た
。
そ

し
て
移
住
者
の
旅
行
は
病
気
や
苦
難
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の

よ
う
な
事
態
の
改
善
の
結
果
、
一
八
九
四
年
ま
で
は
重
要
な
法
制
上
の
変
化

は
な
か
っ
た
。
一
八
九
四
年
に
施
行
さ
れ
た
海
運
法
は
従
前
の
一
切
の
移
住

者
輸
送
に
か
ん
す
る
法
律
を
撤
廃
し
て
新
た
に
包
括
的
な
法
律
を
施
行
し
た
。

か
つ
て
は
移
民
船
、
一
等
船
客
、
三
等
船
客
（
・
・
8
分
野
σ
Q
①
喝
器
。
。
①
ロ
σ
q
霞
）
と
は

正
確
に
は
何
を
指
す
も
の
か
が
あ
い
ま
い
で
あ
っ
た
が
、
新
し
い
法
律
は
ま

ず
こ
の
点
を
明
確
に
規
定
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。
移
民
船
と
は
英
国
船
と

外
国
船
と
を
問
わ
ず
、
ま
た
郵
便
物
輸
送
の
有
無
を
問
わ
ず
、
五
十
人
以
上

の
三
等
船
客
を
輸
送
す
る
船
舶
を
い
い
、
ま
た
帆
船
の
場
合
に
は
三
三
登
簿

ト
ン
に
つ
き
一
成
人
、
蒸
気
船
の
場
合
に
は
二
〇
登
簿
ト
ン
に
つ
き
一
成
人

の
か
か
る
船
客
を
輸
送
す
る
船
舶
を
意
味
し
た
。
一
等
船
客
と
は
そ
の
占
用

に
供
せ
ら
れ
る
空
間
が
最
低
三
六
平
方
フ
ィ
ー
ト
で
あ
り
、
ま
た
旅
行
中
を

通
じ
船
長
ま
た
は
一
等
航
海
士
と
食
事
を
共
に
し
、
か
つ
ま
た
そ
の
目
的
地

が
エ
ク
ア
ド
ル
以
南
で
あ
れ
ば
、
一
週
三
十
シ
ル
以
上
、
エ
ク
ア
ド
ル
以
北

で
あ
れ
ば
一
週
二
十
シ
ル
以
上
の
支
払
を
な
す
も
の
と
定
め
ら
れ
た
。
三
等

船
客
と
は
一
等
船
客
に
要
求
さ
れ
る
諸
条
件
を
満
さ
ぬ
も
の
を
い
う
。

　
堪
航
性
お
よ
び
適
当
な
設
備
を
保
証
す
る
た
め
に
各
移
民
船
は
商
務
省
ま

た
は
税
関
が
指
命
し
た
二
名
以
上
の
有
資
格
検
査
官
に
よ
り
各
発
航
前
に
検
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査
を
う
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
検
査
は
貨
物
が
全
然
積
込
ま
れ
ぬ
う
ち

に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
も
し
検
査
官
が
必
要
だ
と
考
え
れ
ば
船

の
構
造
の
各
部
を
点
検
す
る
た
め
に
バ
ラ
ス
ト
さ
え
も
そ
の
場
所
を
移
動
さ

せ
て
検
査
が
行
わ
れ
る
。
各
船
舶
は
三
種
類
の
航
用
羅
針
儀
を
備
え
ね
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
一
は
方
位
羅
針
儀
、
エ
ク
ア
ド
ル
以
北
あ
る
い
は
以
南
の
港

の
何
れ
へ
航
海
す
る
か
に
よ
り
、
一
ま
た
は
二
の
経
線
儀
、
適
当
な
フ
ァ
イ

ブ
・
エ
ン
ジ
ン
、
ま
た
三
個
の
船
首
錨
、
信
号
装
置
、
そ
れ
に
外
国
船
の
場

合
は
四
隻
の
ラ
イ
ス
・
ブ
イ
を
必
要
と
す
る
。
水
お
よ
び
食
料
の
充
分
な
供

給
量
は
医
薬
、
医
療
器
具
、
殺
菌
剤
と
と
も
に
必
要
で
あ
る
。
事
故
お
よ
び

疾
病
に
よ
る
危
険
を
最
小
に
す
る
た
め
に
法
律
で
定
め
ら
れ
た
物
資
の
運
送

は
禁
じ
ら
れ
た
。
か
か
る
物
資
の
う
ち
に
は
硫
酸
、
黄
燐
マ
ッ
チ
、
肥
料
、

生
獣
皮
、
一
八
七
五
年
爆
発
物
法
の
取
締
対
象
と
な
る
品
物
お
よ
び
そ
の
大

ぎ
さ
、
構
造
か
ら
人
体
に
危
険
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
あ
り
と
考
え
ら
れ
る
一
切

の
貨
物
を
含
ん
で
い
る
。

　
法
律
は
移
民
船
の
職
員
に
つ
い
て
も
指
示
を
与
え
て
い
る
。
三
十
人
以
上

の
三
等
船
客
ま
た
は
乗
組
員
士
官
を
含
め
て
三
百
人
以
上
の
人
間
が
乗
船
し

て
い
る
際
は
、
医
師
一
名
を
要
す
る
。
三
等
船
客
が
百
人
以
上
あ
る
場
合
に

は
調
理
人
が
乗
組
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
し
、
ま
た
外
国
船
の
場
合
、
英
語
を
明
析

に
話
し
う
る
士
官
が
い
な
い
な
ら
ば
、
英
国
人
二
五
〇
人
以
上
を
輸
送
す
る

と
き
通
訳
を
要
す
る
。

　
乗
組
員
お
よ
び
各
移
住
者
が
健
康
診
断
を
う
け
病
気
に
か
か
っ
て
い
な
い

こ
と
が
証
明
さ
れ
な
け
れ
ば
移
民
は
出
帆
で
き
な
い
。
も
し
検
査
の
さ
い
、

伝
染
病
患
者
が
す
で
に
乗
船
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
は
、
検
査
官

（
資
料
）
移
住
者
輸
送
政
策
の
問
題

は
そ
の
判
断
に
従
っ
て
そ
の
他
の
全
旅
客
を
止
め
お
き
監
視
下
に
お
く
こ
と

を
要
求
し
う
る
。
た
だ
し
運
賃
は
検
疫
上
の
必
要
性
か
ら
上
陸
さ
せ
ら
れ
た

者
に
た
い
し
返
還
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
必
要
な
さ
い
に
は
緊
急
措

置
を
直
ち
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
法
律
は
国
王
が
議
会
令
に
よ
り
船
内
の
秩

序
維
持
、
健
康
促
進
、
衛
生
通
風
を
確
保
す
る
た
め
の
規
則
を
作
成
し
う
る

こ
と
に
な
っ
た
。
同
様
に
し
て
伝
染
病
が
流
行
し
て
い
る
港
か
ら
の
移
住
を

一
時
的
に
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
移
民
船
の
船
長
お
よ
び
船
主
は
二
千
ポ
ン
ド
の
保
証
金
を
要
求
さ
れ
た
。

こ
の
保
証
金
は
船
主
が
英
本
国
外
に
居
住
し
て
い
る
と
き
は
五
干
ポ
ン
ド
に

増
額
さ
れ
て
い
る
。
船
長
は
、
三
等
旅
客
を
の
せ
て
地
中
海
以
外
の
欧
洲
以

遠
の
港
に
発
航
す
る
前
に
、
全
船
客
の
名
簿
を
移
民
官
に
手
交
せ
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
こ
の
規
則
に
従
わ
な
か
っ
た
も
の
は
国
家
に
よ
り
船
を
捕
獲
没

収
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
え
た
。
貧
民
階
級
の
移
民
が
予
約
し
た
船
の
運
航
取

消
に
よ
り
困
却
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
法
律
は
船
が
何
ら
か
の
理
由
で
そ

の
航
海
を
行
う
に
不
適
当
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
場
合
、
船
長
が

三
等
船
客
を
六
週
間
以
内
に
そ
の
目
的
地
に
運
送
す
る
む
ね
の
引
受
書
を
移

民
官
に
提
出
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
予
告
さ
れ
た
発
航
期
日
よ
り
現
実
の

発
航
期
日
が
遅
れ
た
場
合
、
お
く
れ
た
期
間
に
つ
き
船
長
は
移
住
者
に
船
内

に
お
け
る
と
同
性
質
の
食
料
お
よ
び
宿
泊
施
設
を
準
備
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
船
長
が
こ
の
責
任
を
回
避
し
た
場
合
に
は
、
総
督
、
領
事
そ
の
他
関

係
官
吏
は
立
往
生
し
て
い
る
旅
客
を
目
的
地
ま
で
運
送
す
る
権
限
を
与
え
ら

れ
、
義
務
を
怠
っ
た
船
主
、
傭
船
者
ま
た
は
船
長
か
ら
出
費
を
回
復
す
る
た

め
訴
訟
手
続
が
と
ら
れ
る
。
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（
資
料
）
移
住
者
輸
送
政
策
の
問
題

　
従
来
の
経
験
に
か
ん
が
み
て
立
法
者
は
移
住
者
輸
送
に
関
係
の
あ
る
も
の

す
べ
て
を
統
制
下
に
お
く
こ
と
を
決
定
し
た
。
運
送
斡
旋
人
は
許
可
証
を
要

し
、
一
千
ボ
ン
ド
の
保
証
金
を
国
家
に
収
め
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
た
。
移
住

勧
誘
人
（
国
邑
G
q
茜
巳
旨
主
査
）
も
ま
た
法
律
の
統
制
下
に
お
か
れ
た
。
け
だ

し
法
律
は
仲
介
人
お
よ
び
そ
の
店
員
以
外
の
も
の
で
あ
っ
て
、
港
か
ら
五
マ

イ
ル
以
内
で
仲
介
人
、
船
会
社
、
宿
屋
、
為
替
両
替
人
な
ど
の
た
め
に
移
住

や
渡
航
準
備
を
勧
誘
す
る
も
の
は
、
す
べ
て
勧
誘
人
と
み
な
し
て
、
仲
介
人

に
た
い
す
る
と
同
様
に
登
録
、
許
可
証
を
要
求
し
、
さ
ら
に
身
分
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
の
徽
章
を
つ
け
る
こ
と
を
強
制
し
た
。

　
右
に
み
た
一
八
九
四
年
海
運
法
申
の
移
民
船
お
よ
び
航
海
中
の
移
住
者
保

護
に
か
ん
す
る
諸
規
定
は
、
一
九
〇
六
年
海
運
法
に
よ
り
若
干
の
修
正
を
受

け
た
の
み
で
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。

2
、
各
国
に
お
け
る
保
護
規
定

　
移
住
者
の
輸
送
は
海
路
、
陸
路
お
よ
び
空
路
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
が
、
輸

送
中
に
お
け
る
移
住
者
保
護
と
し
て
重
要
な
意
義
を
持
つ
も
の
は
海
上
輸
送

に
か
ん
す
る
取
締
り
で
あ
る
。
け
だ
し
陸
路
が
使
用
さ
れ
る
の
は
大
陸
間
内

部
（
欧
洲
諸
国
）
に
お
け
る
労
働
力
交
換
に
さ
い
し
て
で
あ
っ
て
、
大
陸
内

部
に
お
け
る
移
住
が
行
わ
れ
始
め
た
の
は
比
較
的
最
近
で
あ
る
ば
か
り
で
は

な
く
、
輸
送
機
関
た
る
鉄
道
は
国
有
形
態
を
と
る
か
、
ま
た
は
民
有
で
あ
っ

て
も
国
家
の
厳
格
な
統
制
下
に
あ
る
。
そ
の
た
め
特
別
の
移
住
者
輸
送
に
か

ん
す
る
詳
細
な
取
締
り
規
定
を
要
し
な
か
っ
た
。
ま
た
航
空
路
が
国
際
移
住

に
利
用
さ
れ
る
の
は
よ
う
や
く
第
二
次
大
戦
以
降
の
現
象
で
あ
る
に
過
ぎ
な

い
。
こ
れ
に
反
し
て
海
路
は
移
住
の
初
期
よ
り
海
外
移
住
に
さ
い
し
て
利
用

さ
れ
て
い
る
。
か
つ
ま
た
海
上
輸
送
は
輸
送
期
間
が
長
期
に
わ
た
り
海
運
会

社
は
鉄
道
と
異
な
り
比
較
的
自
由
に
そ
の
輸
送
条
件
を
決
定
し
う
る
状
態
に

あ
っ
た
。
さ
ら
に
移
住
者
が
自
国
の
港
か
ら
乗
船
す
る
場
合
で
も
他
国
の
船

舶
を
利
用
す
る
例
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
移
住
開
始
の
初
期
よ

り
各
国
は
輸
送
中
の
移
住
者
保
護
と
し
て
は
主
と
し
て
海
上
輸
送
に
注
目
し

て
き
て
お
り
、
初
期
の
移
住
法
は
海
上
輸
送
の
み
を
対
象
と
し
て
い
た
し
、

そ
の
後
に
お
け
る
立
法
も
ほ
と
ん
ど
大
半
を
海
上
輸
送
に
か
ん
す
る
取
締
り

を
対
象
と
し
て
い
る
。

　
さ
て
移
住
者
の
海
上
輸
送
に
か
ん
す
る
取
締
り
規
定
は
大
別
し
て
、
移
住

者
輸
送
に
か
ん
す
る
免
許
制
度
、
移
民
船
、
航
海
中
に
お
け
る
移
住
者
の
保

護
、
航
海
中
の
危
険
に
た
い
す
る
保
険
制
度
に
分
れ
る
。

　
A
、
移
住
者
輸
送
に
か
ん
す
る
免
許
制
度

　
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
国
は
移
住
者
輸
送
に
従
事
す
る
に
は
免
許
を
要
す
る

と
定
め
て
お
り
、
政
府
は
事
業
者
に
過
失
が
あ
っ
た
さ
い
に
免
許
を
取
消
し

た
り
、
ま
た
事
情
に
よ
り
免
許
を
制
限
な
い
し
一
時
的
停
止
を
行
な
う
権
限

を
有
し
て
い
る
。

　
免
許
を
得
る
た
め
に
は
応
募
者
は
一
定
の
資
格
（
国
籍
、
国
内
で
の
居
住
、

道
徳
律
）
を
満
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
他
方
移
住
者
に
影
響
を
有
す
る
職
業
と

関
係
あ
る
も
の
は
免
許
が
得
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
職
業
の
う
ち
に
は
国

に
よ
っ
て
は
社
会
的
特
権
を
有
す
る
も
の
（
国
会
議
員
、
行
政
官
、
僧
侶
等
）

や
移
住
者
と
利
害
関
係
あ
る
職
業
（
宿
屋
）
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。

　
こ
の
免
許
交
付
に
た
い
し
て
運
送
事
業
者
は
免
許
料
の
支
払
を
要
求
さ
れ
、

ま
た
各
国
の
法
律
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
方
式
に
し
た
が
っ
て
保
証
金
を
支
払
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わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
（
多
く
の
場
合
は
政
府
公
債
で
あ
る
。
）
こ
の
保
証
金
は

運
送
事
業
者
の
移
住
者
に
た
い
す
る
補
償
、
ま
た
は
法
律
侵
犯
に
も
と
ず
く

国
家
へ
の
罰
金
の
支
払
に
充
て
ら
れ
、
運
送
事
業
者
の
義
務
遂
行
に
つ
い
て

の
保
証
金
の
役
割
を
有
す
る
。
保
証
金
が
支
払
に
よ
り
一
定
額
以
下
と
な
っ

た
場
合
は
運
送
事
業
者
は
保
証
金
を
追
加
し
て
満
額
に
し
て
お
く
こ
と
を
要

す
る
。
保
証
金
は
免
許
経
過
後
、
一
定
期
間
内
（
六
ク
月
－
三
年
）
に
返
還

さ
れ
る
が
、
も
し
こ
の
期
間
中
に
損
害
賠
償
訴
訟
が
係
孚
中
で
あ
っ
た
り
、

輸
送
し
た
移
住
者
に
た
い
す
る
義
務
が
未
済
で
あ
れ
ば
責
任
を
果
す
の
に
必

要
な
額
は
留
保
さ
れ
る
。

　
B
、
移
民
船

「
移
民
船
」
と
呼
ば
れ
る
船
舶
に
つ
い
て
は
各
国
が
そ
れ
ぞ
れ
異
っ
た
規
準

に
よ
っ
て
規
定
し
て
お
り
特
別
の
規
定
の
適
用
を
み
て
い
る
。
移
民
船
に
か

ん
す
る
規
定
が
と
く
に
与
え
ら
れ
て
い
な
い
国
で
は
、
移
住
者
輸
送
は
一
般

的
な
客
船
規
則
に
よ
り
取
締
り
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
船
舶
の
ト

ン
数
、
旅
客
数
に
よ
り
、
ま
た
航
海
距
離
、
方
向
、
気
候
等
に
よ
り
そ
の
内

容
が
変
化
し
て
お
り
、
ま
た
客
船
は
海
運
に
か
ん
す
る
一
般
的
立
法
中
で
規

定
さ
れ
た
堪
航
性
の
条
件
を
満
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
法

律
の
主
要
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

1
、
船
舶
の
堪
航
性

2
、
船
舶
の
速
力
（
国
に
よ
っ
て
移
民
船
に
必
要
な
最
低
速
力
を
規
定
し
て

　
い
る
。
）

3
、
船
舶
の
移
住
者
収
容
能
力
、
輸
送
し
う
る
移
住
者
数
は
通
常
そ
の
ト
ン

　
数
、
輸
送
さ
れ
る
移
住
者
一
成
人
に
た
い
し
て
割
当
て
ら
れ
る
下
級
船
客

（
資
料
）
移
住
者
輸
送
政
策
の
問
題

　
室
の
床
面
積
あ
る
い
は
空
間
の
最
低
限
と
の
関
連
で
決
定
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
計
算
に
さ
い
し
て
は
一
定
年
令
以
下
の
子
供
（
十
才
な
い
し
十
四
才
）

　
は
通
常
そ
の
二
人
を
も
つ
て
一
人
と
計
算
さ
れ
る
。

4
、
船
室
の
設
備
、
移
住
者
に
割
当
て
ら
れ
る
船
室
設
備
は
、
そ
の
位
置
、

　
寝
台
の
広
さ
、
構
造
、
通
気
採
光
、
移
住
者
数
に
応
じ
た
適
当
な
衛
生
設

　
備
（
洗
面
所
、
便
所
等
）
単
独
で
航
海
す
る
女
子
お
よ
び
幼
児
の
た
め
の

　
分
離
し
た
睡
眠
場
所
な
ど
に
つ
き
、
詳
細
な
規
定
を
設
け
て
い
る
。

5
、
医
療
設
備
、
病
室
、
移
住
者
数
に
応
じ
た
ベ
ッ
ト
数
、
各
種
疾
病
に
た

　
い
す
る
医
療
器
具

6
、
移
住
者
の
慰
安
に
供
す
る
各
種
の
方
策

　
C
、
航
海
中
の
移
住
者
保
護

　
航
海
中
の
移
住
者
保
護
の
た
め
各
国
は
法
規
に
よ
り
直
接
に
規
制
す
る
か
、

ま
た
こ
の
聞
題
に
つ
い
て
関
係
国
と
協
定
を
締
結
し
て
い
る
が
、
こ
の
目
的

の
た
め
の
規
定
は
大
別
し
て
三
種
に
区
分
で
き
る
。

　
第
一
に
船
内
に
お
け
る
移
住
者
に
最
大
限
の
福
祉
を
保
証
す
る
た
め
の
、

移
住
者
の
待
遇
に
か
ん
す
る
諸
規
則
が
あ
る
。
海
運
法
お
よ
び
移
住
法
は
輸

送
す
べ
き
貯
蔵
品
（
食
料
、
医
薬
、
消
毒
剤
等
）
の
質
、
量
に
つ
い
て
明
確

な
規
定
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
航
路
（
熱
帯
、
温
帯
）
に
よ
り
、
ま

た
輸
送
さ
れ
る
移
住
者
の
構
成
（
例
え
ば
幼
児
、
産
婦
、
病
人
に
た
い
す
る

特
別
食
）
に
よ
り
そ
の
内
容
に
変
更
が
あ
る
。
し
ば
し
ば
食
事
の
回
数
、
品

目
に
つ
い
て
も
詳
細
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
移
住
者
が
適
当
な
運
動

を
行
い
う
る
た
め
の
措
置
や
、
通
過
地
帯
の
気
候
に
適
し
た
寝
具
、
船
室
の

温
度
に
つ
い
て
も
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
一
般
に
移
民
船
が
危
険
な
あ
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（
資
料
）
移
住
者
輸
送
政
策
の
問
題

る
い
は
不
衛
生
な
貨
物
の
輸
送
を
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
お
り
、
時
に
は
動

物
輸
送
も
移
住
者
船
室
と
適
当
に
分
離
し
て
い
な
け
れ
ぽ
禁
止
し
て
い
る
例

も
あ
る
Q

　
他
面
、
政
府
が
移
住
者
自
身
に
課
し
て
い
る
制
限
が
あ
る
。
た
と
え
ば
船

－
内
に
お
け
る
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
の
消
費
、
喫
煙
、
賭
博
の
禁
止
、
な
い
し
は

船
内
の
一
定
場
所
、
時
間
に
か
ぎ
っ
て
の
許
可
な
ど
で
あ
る
。

　
第
二
に
規
定
し
た
状
態
に
か
ん
す
る
監
督
の
問
題
が
あ
る
。
船
内
に
お
け

る
移
住
者
の
取
扱
い
に
か
ん
す
る
監
督
は
そ
の
寛
厳
の
度
が
国
に
よ
り
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
。
あ
る
国
で
は
出
帆
港
に
お
い
て
食
料
な
ど
の
航
海
準
備
の
検

査
を
行
な
え
ば
充
分
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
し
、
ま
た
寄
港
地
で
領
事
が
規

定
数
以
上
の
移
住
者
の
乗
船
の
有
無
を
調
査
す
る
例
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

国
に
あ
っ
て
は
移
住
者
が
い
か
な
る
取
扱
い
を
受
け
て
い
る
か
を
知
る
た
め
、

移
住
者
の
不
満
を
容
易
に
本
国
政
府
に
連
絡
し
う
る
た
め
の
方
法
が
講
じ
ら

れ
て
い
る
。
船
内
に
移
住
者
が
自
由
に
記
入
し
う
る
特
別
の
冊
子
を
準
備
さ

せ
た
り
、
寄
港
地
、
到
着
地
の
領
事
に
連
絡
を
と
ら
せ
る
な
ど
で
あ
る
。

　
他
方
、
大
規
模
な
移
住
が
行
わ
れ
る
国
や
、
海
上
輸
送
が
主
に
外
国
船
に

よ
っ
て
行
わ
れ
る
国
で
は
、
航
海
中
を
通
じ
継
続
的
に
監
督
を
行
う
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
監
督
は
移
民
保
護
の
た
め
に
特
に
任
命
さ

れ
た
船
医
に
第
二
次
的
義
務
と
し
て
委
任
さ
れ
た
例
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

移
民
監
督
官
と
し
て
特
別
の
官
吏
を
任
命
す
る
の
が
通
例
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
任
務
は
航
海
申
に
お
け
る
移
住
法
の
遵
守
、
移
住
者
の
取
扱
い
を
監
督

す
る
こ
と
で
あ
る
。
移
民
監
督
官
は
移
住
者
と
船
の
乗
組
員
と
の
問
に
生
じ

た
紛
孚
を
出
来
る
だ
け
解
決
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
そ
の
介
入
で
不
充
分
な
場

合
に
は
関
係
者
の
苦
情
を
本
国
政
府
に
連
絡
す
る
こ
と
に
な
る
。
か
れ
ら
は

通
常
、
そ
の
処
置
を
講
じ
た
諸
事
情
に
か
ん
し
て
報
告
書
の
作
成
を
要
求
さ

れ
て
い
る
。

　
航
海
申
に
お
け
る
移
住
者
保
護
の
第
三
の
方
法
は
海
運
会
社
が
移
住
者
の

福
祉
の
た
め
、
自
己
負
担
で
傭
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
特
別
の
職
員
に
か
ん
す
る
規

則
で
あ
る
。
こ
の
内
に
は
医
療
関
係
者
、
通
訳
、
料
理
人
、
ガ
イ
ド
が
含
ま

れ
て
い
る
。
移
住
者
に
た
い
し
て
一
般
の
船
医
以
外
に
、
特
別
の
医
療
関
係

者
を
乗
船
さ
せ
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
例
は
し
ば
し
ば
あ
る
。
あ
る
国
で

は
自
国
移
住
者
を
一
定
数
以
上
輸
送
す
る
外
国
船
に
た
い
し
て
、
自
国
民
の

医
師
、
料
理
人
、
通
訳
の
乗
船
を
要
す
る
む
ね
を
定
め
て
い
る
。

　
D
、
旅
行
中
の
危
険
に
か
ん
す
る
保
護

　
移
住
者
が
旅
行
中
に
蒙
る
お
そ
れ
の
あ
る
危
険
は
き
わ
め
て
多
い
。
た
と

え
ば
事
故
、
病
気
、
予
見
し
え
ぬ
旅
行
の
申
立
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
危
険
は
め
っ
た
に
現
実
に
起
る
こ
と
は
な
い
け
れ
ど
も
、
旅
行
者

に
と
っ
て
は
重
大
な
問
題
で
あ
り
、
こ
と
に
移
住
者
お
よ
び
そ
の
家
族
に
と

っ
て
は
深
刻
さ
が
倍
加
す
る
。
け
だ
し
移
住
者
は
そ
の
移
住
中
は
き
わ
め
て

不
安
定
な
経
済
状
態
に
あ
る
た
め
で
あ
る
。
移
住
者
は
そ
の
出
発
前
に
従
来

の
関
係
を
す
べ
て
断
切
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
一
切
の
資
産
を
売
り
払

い
、
と
き
に
は
旅
費
支
払
に
要
す
る
費
用
を
借
入
れ
る
。
ま
た
移
住
後
の
生

活
が
安
定
し
、
家
族
の
呼
寄
せ
が
可
能
な
時
期
ま
で
、
そ
の
家
族
を
残
し
て

移
住
す
る
場
合
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
移
住
者
の
家
族
は
癒
し
い
場
所
で
定

住
す
る
ま
で
に
生
計
心
得
者
を
失
う
こ
と
が
あ
れ
ば
き
わ
め
て
悲
惨
な
状
態

に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
移
住
者
が
生
命
保
険
な
い
し
は
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旅
行
者
保
険
契
約
を
結
び
う
る
に
し
て
も
通
常
、
行
わ
れ
て
い
な
い
。
ま
た

移
住
者
は
富
裕
な
旅
行
者
と
異
っ
て
旅
行
中
の
事
故
に
た
い
し
て
補
償
を
行

わ
せ
る
た
め
の
経
済
的
・
時
間
的
余
裕
を
持
っ
て
い
な
い
。
他
方
移
住
者
は

そ
の
荷
物
一
そ
の
資
産
の
大
半
を
し
め
る
こ
と
に
な
る
一
を
失
う
危
険

も
あ
る
。
こ
の
危
険
は
時
に
は
保
険
に
付
せ
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
移
住
者
の

資
産
は
大
き
な
金
額
に
の
ぼ
る
も
の
で
は
な
く
ま
た
保
険
約
款
や
保
険
料
率

も
移
住
者
に
適
当
な
も
の
で
は
な
い
。

　
上
に
の
べ
た
危
険
は
当
然
、
各
国
政
府
の
気
付
く
と
こ
ろ
と
な
り
、
多
く

の
国
で
か
か
る
危
険
を
担
保
す
る
強
制
保
険
制
度
を
確
立
し
た
。
こ
の
種
の

保
険
は
次
の
二
つ
の
型
の
何
れ
か
に
属
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
確
定
分
担
金

お
よ
び
補
償
金
の
形
を
と
る
完
全
な
保
険
計
画
、
お
よ
び
移
住
者
選
出
機
関

が
特
別
の
証
券
に
よ
っ
て
補
償
を
行
な
う
か
ま
た
は
法
律
あ
る
い
は
移
住
者

輸
送
免
許
証
に
よ
り
確
定
さ
れ
た
額
ま
で
危
険
を
担
保
す
る
こ
と
の
何
れ
か

で
あ
る
。
第
二
次
大
戦
前
に
お
い
て
は
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
デ
ン
マ
ー

ク
、
ド
イ
ツ
、
　
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
リ
ト
ア
ニ
ヤ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
　
ル
ー
マ
ニ
ヤ
、

ス
イ
ス
お
よ
び
ユ
ー
ゴ
の
欧
洲
九
ク
国
が
、
移
住
者
を
海
上
運
送
の
危
険
か

ら
保
護
す
る
た
め
の
強
制
保
険
制
度
を
採
用
し
て
い
た
。
ま
た
多
数
の
国
で

は
移
住
者
の
荷
物
の
み
に
つ
い
て
強
制
保
険
制
度
を
設
け
て
い
る
。

（
二
）
　
渡
航
費
軽
減
に
つ
い
て

　
渡
航
費
は
移
住
者
が
母
国
に
お
い
て
ま
た
移
入
国
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な

社
会
的
・
経
済
的
状
態
に
あ
っ
た
か
と
い
う
点
と
大
き
な
関
係
を
有
す
る
。

た
と
え
ば
英
本
国
か
ら
の
移
住
者
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
　
｝
九
四
六
年
忌
ら
一

（
資
料
）
移
住
者
輸
送
政
策
の
問
題

九
四
九
年
の
間
に
出
て
い
っ
た
英
本
国
か
ら
の
移
住
者
の
五
一
％
は
一
等
船

客
ま
た
は
A
ク
ラ
ス
の
旅
客
で
あ
り
、
二
等
、
キ
ャ
ビ
ン
ま
た
は
B
ク
ラ
ス

の
旅
客
は
一
六
9
6
、
ツ
ー
リ
ス
ト
あ
る
い
は
C
ク
ラ
ス
は
三
二
9
6
で
三
等
船

客
は
わ
ず
か
に
一
％
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
移
住
者
の
主
要
な
職
業
は
専
門
職
、

準
専
門
職
が
筆
頭
で
あ
り
、
そ
れ
に
次
ぐ
の
が
事
業
経
営
者
、
官
吏
、
熟
練

工
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
家
族
構
成
は
単
独
移
住
者
が
六
三
・
六
％
、
夫
婦
の

み
の
家
族
が
二
一
・
四
三
％
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
規
模
は
他
国
に
比
し
て

き
わ
め
て
小
さ
い
。
右
に
み
た
英
国
か
ら
の
移
住
者
の
場
合
に
お
い
て
は
お

よ
そ
渡
航
費
用
は
、
海
外
移
住
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因
た
り
え
な
い
。
し
か

し
こ
れ
は
き
わ
め
て
例
外
的
な
事
例
に
す
ぎ
な
い
。
英
本
国
は
英
連
邦
諸
国

へ
高
級
労
働
者
を
送
出
し
、
自
国
に
お
け
る
労
働
力
不
足
を
諸
外
国
か
ら
の

移
住
者
に
よ
っ
て
補
充
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
他
に
か
か
る
例
は
み
う
け
ら

τ
よ
、
o

オ
ブ
し

　
一
般
的
に
み
て
移
住
希
望
者
は
戦
争
に
よ
る
強
制
移
住
者
や
難
民
を
別
と

し
て
も
、
低
所
得
者
が
そ
の
大
部
分
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
職
業
も
農
業
労
働

者
お
よ
び
工
場
労
働
者
が
過
半
を
占
め
て
い
る
。
か
れ
ら
の
経
済
的
状
態
は

け
っ
し
て
安
定
的
な
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
移
住
に
あ
た
っ
て

の
支
出
の
相
当
部
分
を
渡
航
費
が
し
め
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
と
に
開
拓
農
民

の
よ
う
に
家
族
さ
ら
に
は
親
戚
と
と
も
に
移
住
を
行
な
い
、
そ
の
携
行
荷
物

も
多
量
に
の
ぼ
る
場
合
は
、
渡
航
費
の
負
担
は
き
わ
め
て
大
き
い
。
し
た
が

っ
て
適
当
な
輸
送
手
段
の
有
無
お
よ
び
渡
航
費
の
高
さ
は
移
住
の
量
お
よ
び

方
向
を
決
定
す
る
の
に
大
ぎ
な
力
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
渡
航
費
の
軽

減
に
か
ん
す
る
聞
題
は
、
移
住
者
の
輸
送
時
に
お
け
る
保
護
の
問
題
が
、
一
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応
の
解
決
を
み
た
の
ち
に
お
い
て
関
係
者
の
関
心
を
あ
つ
め
る
に
い
た
っ
た
。

　
渡
航
費
に
か
ん
す
る
各
国
の
政
策
は
認
可
制
度
に
よ
る
運
賃
の
騰
貴
制
限

に
か
ん
す
る
措
置
と
積
極
的
な
国
家
に
よ
る
運
賃
の
負
担
な
い
し
輸
送
手
段

の
提
供
と
に
区
分
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

1
、
運
送
費
に
か
ん
す
る
取
締
り

　
大
部
分
の
国
で
は
運
送
費
に
か
ん
す
る
問
題
は
運
送
会
社
の
決
定
に
ゆ
だ

ね
る
こ
と
な
く
、
法
律
に
よ
っ
て
規
制
し
て
い
る
。
そ
の
取
締
り
は
運
送
価

格
の
決
定
、
こ
の
決
定
運
賃
の
公
示
、
追
加
料
金
に
よ
っ
て
運
賃
の
実
質
的

騰
貴
を
ま
ね
く
こ
と
の
防
止
、
支
払
方
法
な
ど
に
及
ん
で
い
る
。

1
、
運
送
費
用
の
確
定
、
運
送
費
は
各
種
の
方
法
に
よ
り
決
定
さ
れ
て
い
る
。

　
あ
る
国
で
は
移
住
者
、
三
等
船
客
な
い
し
は
そ
れ
と
同
等
の
船
客
に
た
い

　
す
る
特
別
運
賃
は
、
一
定
の
行
政
機
関
に
提
出
し
て
そ
の
認
可
を
得
ね
ば

　
な
ら
ぬ
と
定
め
て
い
る
。
あ
る
場
合
に
は
こ
の
運
賃
は
一
定
の
期
間
を
お

　
い
て
（
三
、
六
ま
た
は
十
ニ
ヵ
月
ご
と
に
）
あ
る
い
は
各
船
の
出
航
前
に

　
改
訂
さ
れ
て
い
る
。
国
に
よ
っ
て
は
運
賃
は
適
当
な
政
府
機
関
ま
た
は
特

　
別
の
移
住
局
が
、
関
係
輸
送
機
関
お
よ
び
移
住
審
議
会
に
諮
問
し
た
の
ち
、

　
決
定
公
示
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
　
通
常
、
運
送
熱
中
に
含
ま
れ
て
い
る
全
費
目
（
運
賃
、
保
険
料
、
手
数

　
料
等
）
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
政
府
が
確
定
な
い
し
は
認
可
し
た
運
賃
の
変
更
を
行
な
う
に
は
、
薪
た

　
に
認
可
を
得
ね
ば
な
ら
な
い
。
も
し
輸
送
免
許
を
得
た
会
社
が
政
府
の
決

　
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
定
運
賃
の
実
施
を
拒
否
し
た
場
合
に
は
、
政
府

　
が
移
住
者
を
輸
送
す
る
に
要
す
る
船
の
徴
発
の
よ
う
な
例
外
的
措
置
を
と

　
る
こ
と
が
あ
り
う
る
。

2
、
運
賃
の
掲
示
、
公
定
運
賃
以
上
の
高
運
賃
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
を
防
止

　
す
る
た
め
に
、
あ
る
国
で
は
公
定
運
賃
を
公
共
の
場
所
に
掲
示
す
る
こ
と

　
を
義
務
付
け
、
関
係
者
が
容
易
に
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

3
、
追
加
料
金
の
禁
止
、
あ
る
国
で
は
運
送
費
は
詳
細
に
わ
た
り
公
表
さ
れ

　
ね
ば
な
ら
な
い
。
け
だ
し
全
運
送
費
を
構
成
し
て
い
る
各
種
の
料
金
、
費

　
目
を
別
々
に
示
す
た
め
で
あ
る
。
多
く
の
国
で
は
契
約
中
に
示
さ
れ
た
全

　
価
格
お
よ
び
税
金
は
変
更
さ
れ
て
は
な
ら
ず
、
旅
行
中
の
い
か
な
る
場
所

　
に
お
い
て
も
特
別
料
金
を
請
求
し
え
ぬ
と
定
め
て
い
る
。

4
、
移
住
者
の
自
由
を
制
限
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
支
払
方
法
の
禁
止
、
大
概

　
の
国
で
は
移
住
者
が
運
賃
支
払
の
た
め
に
船
内
で
働
く
こ
と
を
禁
じ
て
い

　
る
。
通
常
こ
の
よ
う
な
運
賃
の
支
払
方
法
は
運
送
会
社
と
痴
愚
の
移
住
者

　
の
間
の
私
的
了
解
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
政
府
機
関
か
ら
の
保
護
監
督
が
行

　
わ
れ
ぬ
お
そ
れ
が
あ
り
、
時
に
は
船
員
給
料
の
低
下
を
齎
ら
す
危
険
も
あ

　
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
多
く
の
規
則
は
旅
行
終
結
後
に
お
け
る
い
か
な
る

　
運
賃
支
払
も
禁
じ
て
お
り
、
移
住
者
が
母
国
政
府
の
管
轄
下
か
ら
離
れ
た

　
と
こ
ろ
で
そ
の
自
由
を
制
限
さ
れ
搾
取
を
う
け
る
こ
と
を
防
止
し
よ
う
と

　
し
て
い
る
。
こ
の
理
由
か
ら
移
入
民
国
到
着
後
の
移
住
者
の
自
由
を
制
限

　
す
る
他
の
い
か
な
る
取
極
め
も
（
た
と
え
ば
職
業
選
択
、
居
住
場
所
等
）

　
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。

2
、
国
家
に
よ
る
運
賃
の
軽
減
方
策

　
移
住
者
の
運
賃
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
措
置
は
法
律
に
よ
る
も
の
の
ほ

か
、
政
令
そ
の
他
行
政
措
置
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
し
か
も
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そ
の
改
廃
が
は
な
は
だ
し
い
た
め
そ
の
具
体
的
な
内
容
を
把
握
す
る
こ
と
に

は
困
難
が
多
い
。
こ
こ
で
は
主
要
な
運
賃
軽
減
方
策
の
流
れ
を
た
ど
る
こ
と

に
す
る
。

　
A
、
第
一
次
大
戦
前

　
十
九
世
紀
の
初
頭
に
お
い
、
て
は
過
剰
人
口
に
な
や
む
欧
洲
諸
国
や
、
人
口

増
加
に
努
め
る
薪
大
陸
の
諸
国
で
は
移
住
を
促
進
す
る
た
め
に
、
各
種
の
補

助
を
与
え
た
が
、
自
国
か
ら
の
移
出
ま
た
は
自
国
へ
の
移
入
を
奨
励
す
る
た

め
の
国
家
に
よ
る
運
賃
の
支
払
も
そ
の
一
方
法
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
ナ
ポ

レ
オ
ン
戦
孚
終
結
時
に
お
け
る
英
国
で
は
人
口
の
急
激
な
増
加
と
疾
病
の
拡

大
に
よ
り
、
移
住
者
に
た
い
す
る
国
家
補
助
政
策
を
採
用
し
、
希
望
峰
お
よ

び
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
へ
の
第
一
回
の
移
住
者
に
そ
の
補
助
が
与
え
ら
れ
た
。

一
八
三
四
年
の
救
貧
法
改
正
法
や
そ
の
後
の
修
正
法
は
貧
民
階
級
の
移
住
の

た
め
に
補
助
金
を
支
給
し
た
。
さ
ら
に
一
八
四
〇
年
に
設
立
さ
れ
た
植
民
移

住
局
に
よ
り
植
民
地
へ
の
移
住
を
奨
励
す
る
た
め
の
各
種
の
計
画
が
実
施
さ

れ
、
一
八
四
七
年
か
ら
一
八
六
九
年
ま
で
に
四
八
六
万
ボ
ン
ド
を
支
出
し
て

い
る
。
し
か
し
英
本
国
に
お
け
る
社
会
状
態
の
変
化
お
よ
び
植
民
地
政
府
の

成
立
に
よ
り
漸
次
、
移
住
者
に
た
い
す
る
国
家
補
助
は
減
少
し
、
一
八
七
八

年
に
は
全
く
補
助
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
の
他
の
欧
州
諸
国
で
も
同
様

の
移
出
補
助
が
行
わ
れ
た
が
、
他
方
移
入
国
で
は
移
住
奨
励
の
た
め
、
一
定

年
齢
以
上
の
移
住
者
に
無
償
な
い
し
は
名
目
的
な
価
格
で
土
地
を
提
供
す
る

一
方
、
移
住
者
の
渡
航
費
に
た
い
す
る
補
助
制
度
を
採
用
し
た
。
南
米
諸
国

の
大
部
分
の
移
住
法
お
よ
び
土
地
開
拓
法
は
こ
の
制
度
を
用
い
た
。
と
こ
ろ

が
補
助
移
民
と
し
て
移
入
国
へ
入
っ
て
く
る
も
の
は
主
と
し
て
貧
民
階
級
で
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あ
り
、
あ
る
い
は
ま
た
移
入
国
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
物
質
的
利
益
に
眩
惑

さ
れ
て
、
未
知
の
土
地
で
開
拓
に
従
事
す
る
さ
い
に
遭
遇
す
る
幾
多
の
困
難

に
つ
い
て
な
ん
ら
考
慮
を
払
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
開
拓
を
拗
棄
す
る
も

の
が
多
か
っ
た
。
こ
の
結
果
、
移
入
国
は
補
助
移
民
は
自
国
経
済
発
展
に
何

ら
役
立
た
ぬ
移
住
者
の
流
入
を
促
進
す
る
ゆ
え
好
ま
し
く
な
い
旨
の
抗
議
を

発
す
る
に
い
た
り
、
十
九
世
紀
末
に
は
こ
の
種
の
移
住
補
助
政
策
は
ほ
と
ん

ど
そ
の
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。
な
お
移
入
国
の
移
住
者
に
た
い
す
る
補
助

は
財
政
的
負
担
と
な
る
こ
と
が
多
く
、
間
歓
的
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
も
移
入
補
助
政
策
中
止
の
一
因
と
な
っ
た
。
そ
の
後
は
、
相
当
額

の
金
銭
的
危
険
を
自
ら
負
担
し
か
つ
高
い
労
働
意
欲
を
持
つ
自
発
的
移
住
者

が
も
つ
ば
ら
移
住
を
行
う
に
い
た
っ
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
移
住
補
助
政

策
の
中
止
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
海
運
業
に
お
け
る
技
術
的
発
展
お
よ
び
競
孚

の
激
化
に
伴
な
う
海
上
運
賃
の
下
落
に
よ
っ
て
移
住
者
数
は
か
え
っ
て
激
増

し
て
い
る
。
十
九
世
紀
末
の
十
年
間
に
お
け
る
欧
洲
か
ら
の
移
住
者
総
数
は

八
十
万
前
後
で
あ
っ
た
の
に
比
し
て
、
二
十
世
紀
の
最
初
の
十
年
間
で
は
一

挙
に
一
五
〇
万
人
に
は
ね
上
っ
て
い
る
。
け
だ
し
こ
の
時
期
は
ド
イ
ツ
が
は

じ
め
て
世
界
海
運
市
場
に
競
孚
者
と
し
て
現
わ
れ
、
欧
洲
か
ら
合
衆
国
北
大

西
洋
岸
ま
で
の
旅
客
運
賃
が
一
世
ー
一
五
ボ
ン
ド
か
ら
六
－
七
ポ
ン
ド
に
下

落
し
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
十
九
世
紀
に
お
い
て
輸
送
費
補
助
を
行
っ
た
一
つ
の
特
殊
な
形
態
と

し
て
契
約
労
働
（
一
口
山
Φ
口
臼
口
目
①
臼
　
一
国
げ
O
H
）
が
あ
る
。
英
国
の
一
八
三
四
年
に
お
け

る
奴
隷
制
度
の
廃
止
と
と
も
に
、
英
国
の
砂
糖
栽
培
植
民
地
で
は
奴
隷
に
代

る
低
廉
な
未
熟
練
労
働
力
を
確
保
す
る
た
め
、
い
わ
ゆ
る
契
約
（
ぼ
山
①
三
葭
①
）

（219）



（
資
料
）
移
住
者
輸
送
政
策
の
問
題

に
も
と
ず
い
て
ア
ジ
ヤ
人
（
イ
ン
ド
人
、
中
国
人
）
を
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

に
供
給
し
た
。
こ
れ
は
一
定
期
限
、
通
常
五
年
を
限
っ
て
賃
金
お
よ
び
渡
航

費
を
支
給
し
て
就
労
さ
せ
る
と
の
契
約
に
よ
っ
て
、
労
働
者
－
苦
力
の
募
集

を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
実
質
は
奴
隷
労
働
と
大
し
て
変
り
な
い
強

制
労
働
で
あ
っ
た
。
こ
の
制
度
は
各
国
植
民
地
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
経
営
に

さ
い
し
広
く
行
な
わ
れ
た
が
、
第
一
次
大
戦
中
一
時
停
止
さ
れ
た
の
を
機
に

英
国
で
は
一
九
一
七
年
そ
の
禁
止
が
決
定
さ
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
で

も
一
九
一
九
年
、
一
九
二
一
年
に
そ
れ
ぞ
れ
に
廃
止
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

　
B
、
両
大
戦
間
の
時
期

　
一
九
一
八
年
世
界
海
運
市
場
で
は
国
際
的
に
協
定
が
結
ば
れ
、
船
質
の
改

善
と
と
も
に
海
上
運
賃
の
引
上
げ
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
も
漸
次
騰
貴
し
つ
づ

け
た
。
各
航
路
に
お
け
る
海
運
同
盟
の
統
制
力
の
強
さ
に
よ
り
そ
の
騰
貴
の

程
度
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
そ
の
例
を
示
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
一
九

一
三
年
目
バ
プ
ー
ル
・
カ
ナ
ダ
間
の
三
等
運
賃
は
五
ボ
ン
ド
一
五
シ
ル
で
あ

っ
た
の
が
一
九
二
七
年
に
一
八
ポ
ン
ド
一
三
シ
ル
、
す
な
わ
ち
二
六
〇
％
の

上
昇
を
示
し
た
。
一
九
一
四
年
ド
イ
ツ
・
ブ
エ
ノ
ス
ブ
イ
レ
ス
間
三
等
運
賃

は
一
六
〇
マ
ル
ク
だ
つ
た
が
一
九
三
八
年
に
は
三
四
〇
一
三
八
0
マ
ル
ク

（
＝
一
五
％
騰
貴
）
、
ま
た
一
九
一
四
年
ワ
ル
ソ
ー
・
南
米
間
割
引
運
賃
四

〇
ド
ル
は
一
九
三
八
年
に
一
二
五
ド
ル
（
二
一
二
％
騰
貴
）
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
海
上
運
賃
の
騰
貴
は
移
住
希
望
者
が
移
住
に
ふ
み
き
る
さ
い
に

大
き
な
障
害
と
な
っ
た
。
こ
と
に
家
族
さ
ら
に
は
親
戚
を
も
同
伴
す
る
こ
と

の
あ
る
開
拓
農
業
移
住
者
の
場
合
に
は
と
く
に
し
か
り
で
あ
っ
た
。
し
た
が

っ
て
こ
の
種
の
移
住
者
の
移
入
を
促
進
す
る
た
め
に
は
国
家
が
運
賃
補
助
を

行
な
い
、
移
入
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
人
口
不
足
を

感
じ
た
諸
国
は
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
も
再
び
移
入
民
奨
励
政
策
に
復
帰
し

た
。
た
だ
し
、
今
世
紀
に
お
け
る
移
入
奨
励
策
は
無
条
件
で
運
賃
補
助
を
与

え
る
の
で
は
な
く
、
補
助
金
支
給
対
象
を
自
国
経
済
発
展
に
貢
献
す
る
移
入

者
、
と
く
に
開
拓
農
民
お
よ
び
農
業
労
働
者
に
限
定
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
南
米
諸
国
に
そ
の
例
を
み
れ
ば
、
ボ
リ
ビ
ヤ
一
九
二
七
年
法
ぱ
移
住
特
別

奨
励
基
金
を
民
間
運
送
会
社
に
た
い
す
る
運
賃
支
払
に
使
用
し
う
る
と
定
め

た
。
コ
ロ
ン
ビ
ヤ
で
は
一
九
二
二
年
法
に
よ
り
政
府
に
移
入
民
基
金
の
使
用

可
能
範
囲
内
で
移
入
者
に
運
賃
補
助
を
行
う
権
限
を
与
え
た
。
ペ
ル
ー
で
は

共
和
国
大
統
領
は
開
拓
者
の
運
賃
負
担
の
た
め
資
金
の
贈
与
を
行
な
う
権
限

が
与
え
ら
れ
、
　
一
九
二
七
年
イ
タ
リ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
お
よ
び
ス
ペ
イ
ン
移

入
者
に
適
用
さ
れ
た
ほ
か
、
数
回
に
わ
た
り
そ
の
贈
与
が
行
わ
れ
た
。
ま
た

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
一
八
七
八
年
法
が
残
存
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
移

入
奨
励
に
使
用
し
う
る
財
源
を
、
移
入
者
の
運
賃
払
戻
し
に
使
用
し
て
差
支

え
な
い
と
規
定
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
南
米
諸
国
の
う
ち
で
も
移
入
奨
励
に

最
も
熱
意
を
示
し
た
の
は
ブ
ラ
ジ
ル
で
あ
っ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
一
九
一
一
年
法

で
は
、
も
し
自
発
的
移
入
呼
数
が
不
充
分
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
れ
ば
、

連
邦
政
府
は
＝
疋
の
道
徳
的
基
準
を
み
た
し
か
つ
ま
た
家
族
と
と
も
に
農
民

と
し
て
国
内
に
定
住
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
農
民
の
移
入
奨
励
措
置
を
講
じ

う
る
と
定
め
た
。
連
邦
の
措
置
は
各
州
と
協
定
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
が
、
他
面
個
々
の
州
は
独
自
に
同
様
の
措
置
を
講
じ
う
る
こ
と
が

定
め
ら
れ
た
。
ま
た
連
邦
政
府
は
土
地
開
拓
の
た
め
に
移
住
し
た
も
の
に
た

い
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
上
陸
二
年
以
内
に
応
募
す
れ
ば
、
移
住
者
に
運
賃
を
払
戻
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す
措
置
を
講
じ
た
。
こ
れ
は
そ
の
運
用
に
あ
た
っ
て
は
移
住
者
に
た
い
す
る

政
府
所
有
地
の
払
下
げ
価
格
を
割
引
す
る
形
を
と
っ
て
、
海
上
運
賃
の
払
戻

し
を
し
て
い
る
。
右
と
同
様
の
条
項
は
ブ
ラ
ジ
ル
諸
州
の
法
律
お
よ
び
規
則

の
う
ち
に
み
ら
れ
た
が
、
海
上
運
賃
補
助
が
も
っ
と
も
大
規
模
に
行
な
わ
れ

た
の
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
フ
ァ
ゼ
ン
ダ
（
h
g
N
①
ロ
山
㊤
）
で

の
労
働
の
た
め
募
集
さ
れ
た
農
民
家
族
の
運
送
費
の
み
を
支
払
つ
た
。
こ
の

方
式
は
運
送
費
支
払
を
受
け
た
労
働
者
が
ニ
ー
三
年
の
雇
傭
労
働
を
終
え
た

後
に
、
前
も
っ
て
と
り
き
め
た
計
画
に
し
た
が
っ
て
独
立
開
拓
者
と
し
て
自

立
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
渡
航
費
負
担
能

力
を
持
た
ぬ
農
業
労
働
者
一
般
の
移
入
奨
励
策
と
同
様
の
効
果
を
発
揮
し
た
。

わ
が
国
の
移
住
会
社
は
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
移
住
者
を
送
出
し
た
経
験
を

有
し
て
い
る
。
だ
が
諸
種
の
理
由
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
は
一
九
二
七
年
に
こ
の
奨

励
策
を
揚
棄
し
た
。
第
一
に
前
も
っ
て
あ
ら
ゆ
る
注
意
を
払
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
連
邦
政
府
が
望
ま
し
く
な
い
と
老
え
る
移
入
者
の
流
入
が
続
い
た

か
ら
で
あ
り
、
第
二
に
は
補
助
金
支
給
が
連
邦
各
州
の
財
政
に
大
き
な
負
担

を
齎
ら
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
他
の
諸
国
に
お
い
て
も
関
係
条
文
は
撤
廃
こ

そ
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
実
際
に
そ
の
適
用
を
み
る
の
は
き
わ
め
て
例
外
的
な

ケ
ー
ス
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
け
だ
し
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
と
同
様
の
現
象
が

発
生
し
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
と
に
移
入
に
さ
い
し
募
集
機
関
が
介
在
し
た
場

合
に
は
、
移
住
者
数
に
応
じ
た
手
数
料
の
増
加
を
目
的
と
し
て
選
考
基
準
に

合
致
せ
ぬ
移
住
者
が
多
数
流
入
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
。
上
に
み
た
諸
事
情
の

た
め
今
世
紀
に
入
っ
て
復
活
し
た
移
入
国
に
よ
る
運
賃
補
助
政
策
は
、
従
前

の
そ
れ
と
異
な
り
移
入
者
選
抜
に
考
慮
を
払
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
再
び

（
資
料
）
移
住
者
輸
送
政
策
の
問
題

失
敗
を
繰
返
し
拉
棄
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
失
敗
は
国
家
に

よ
る
運
賃
補
助
政
策
に
固
有
な
欠
陥
に
も
と
ず
く
も
の
で
は
な
く
、
移
住
者

選
抜
方
法
の
実
施
上
の
手
落
ち
な
い
し
政
策
遂
行
者
の
熱
意
の
欠
如
に
よ
る

も
の
と
み
な
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
移
出
国
政
府
が
自
国
移
住
者
の

海
上
運
賃
を
負
担
す
る
例
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
し
か
も
移
住
計
画
の
健
全

性
が
保
証
さ
れ
た
場
合
の
み
に
限
ら
れ
て
い
る
。
一
九
二
三
年
ス
イ
ス
は
カ

ナ
ダ
向
け
の
移
住
者
の
運
賃
を
負
担
し
た
例
が
あ
る
が
、
規
則
的
に
補
助
金

を
支
給
し
た
の
は
わ
が
国
の
み
で
あ
っ
た
。
わ
が
国
は
一
九
二
三
年
の
関
東

大
震
災
の
罹
災
者
を
ブ
ラ
ジ
ル
に
送
出
す
る
さ
い
に
渡
航
費
を
支
給
し
た
が
、

そ
の
後
も
南
米
移
住
者
に
継
続
し
て
補
助
金
を
支
給
し
た
。

　
移
住
者
に
た
い
す
る
国
家
の
運
賃
補
助
は
他
に
イ
ギ
リ
ス
連
邦
で
も
実
施

さ
れ
た
。
一
九
一
七
年
の
自
治
領
王
立
委
員
会
で
は
海
外
移
住
の
重
要
性
が

強
調
さ
れ
、
本
国
お
よ
び
自
治
領
政
府
が
協
同
し
て
移
住
に
た
い
す
る
効
果

的
な
指
導
・
監
督
の
必
要
性
を
確
認
し
た
。
第
一
次
大
戦
が
終
結
し
た
一
九

一
九
年
以
来
復
員
軍
人
お
よ
び
そ
の
家
族
八
万
二
千
人
が
国
家
補
助
に
よ
り

無
賃
で
自
治
領
に
定
住
し
た
。
さ
ら
に
一
九
二
一
年
の
英
帝
国
首
相
会
議
で

英
帝
国
内
に
お
け
る
土
地
定
住
、
移
住
促
進
に
か
ん
す
る
包
括
的
な
政
策
の

必
要
性
が
強
調
さ
れ
、
一
九
二
二
年
英
帝
国
移
住
法
（
定
日
旨
①
ω
①
艶
①
日
①
巨

跨
＆
　
が
成
立
し
た
。
移
住
法
ぱ
英
国
の
国
家
補
助
に
よ
る
海
外
移
住
政
策

の
基
盤
と
な
り
一
九
二
七
年
ま
で
実
施
さ
れ
た
。
本
国
政
府
ぱ
自
治
領
開
拓

援
助
計
画
の
た
め
、
海
外
自
治
領
政
府
お
よ
び
各
種
官
民
機
関
と
協
同
し
て

年
間
三
百
万
ボ
ン
ド
を
使
用
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
た
。
本
国
政
府
は
自
治

領
内
で
農
業
に
従
事
す
る
成
年
お
よ
び
少
年
労
働
者
、
家
事
労
働
に
従
事
す
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（
資
料
）
移
住
者
輸
送
政
策
の
問
題

る
女
子
に
た
い
し
て
、
本
国
で
訓
練
を
実
施
し
た
。
他
方
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ヤ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
お
よ
び
南
p
ー
デ
シ
ャ
の
各
自
治
領
と
協
定

を
結
ん
で
、
こ
れ
ら
労
働
者
を
無
賃
な
い
し
は
ぎ
わ
め
て
低
い
運
賃
で
渡
航

さ
せ
、
そ
の
費
用
は
関
係
両
政
府
間
で
均
等
に
分
担
さ
れ
た
。
ま
た
カ
ナ
ダ

向
け
英
国
移
住
者
全
体
に
た
い
し
て
他
の
運
賃
軽
減
策
が
実
施
さ
れ
た
。
こ

れ
は
カ
ナ
ダ
に
永
久
に
定
住
す
る
意
志
を
表
明
し
た
誠
実
な
移
住
者
は
、
通

常
運
賃
一
八
ボ
ン
ド
一
五
シ
ル
の
代
り
に
一
〇
ボ
ン
ド
の
支
払
で
渡
航
を
可

能
に
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
差
額
は
英
本
国
政
府
と
北
大
西
洋
航
路
に

就
航
し
て
い
る
英
国
海
運
会
社
の
あ
い
だ
で
均
等
に
分
担
さ
れ
た
。

　
こ
の
英
帝
国
移
住
法
は
所
期
の
効
果
を
発
揮
せ
ず
、
失
敗
に
終
っ
た
。
け

だ
し
英
本
国
に
お
け
る
明
ら
か
な
過
剰
人
口
の
存
在
お
よ
び
国
家
補
助
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
法
律
の
実
施
期
間
に
お
け
る
自
治
領
へ
の
移
住
者
数
お

よ
び
海
外
移
住
者
総
数
は
と
も
に
一
九
一
四
年
以
前
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。

英
本
国
に
お
け
る
過
剰
人
口
と
目
さ
れ
る
の
は
都
市
に
お
け
る
熟
練
工
場
労

働
者
で
あ
っ
た
の
に
反
し
て
、
自
治
領
が
移
住
を
希
望
し
、
運
賃
の
国
家
補

助
が
与
え
ら
れ
た
も
の
は
主
に
農
業
労
働
者
で
あ
っ
て
、
工
場
労
働
者
の
吸

収
力
は
自
治
領
に
は
な
か
っ
た
。
一
九
二
一
年
以
来
の
合
衆
国
の
移
住
者
数

の
割
当
制
度
の
た
め
英
本
国
の
工
場
労
働
者
は
移
住
先
を
制
限
さ
れ
た
ま
ま
、

帝
国
移
住
法
は
そ
の
解
決
策
た
り
え
な
か
っ
た
。
も
と
よ
り
目
治
領
は
渡
航

費
負
担
能
力
の
あ
る
本
国
か
ら
の
移
住
者
は
そ
の
職
業
に
か
か
わ
ら
ず
受
入

れ
た
が
、
こ
の
さ
い
に
は
高
海
上
運
賃
－
と
く
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
や
向
け

一
の
た
め
、
移
住
が
困
難
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
帝
国
移
住
法
の
不
成

功
は
、
移
出
国
に
お
け
る
移
住
希
望
者
と
移
入
側
の
そ
れ
と
の
相
違
の
存
在
、

あ
る
い
は
南
米
諸
国
の
失
敗
理
由
と
は
逆
に
移
住
者
選
択
基
準
の
厳
格
さ
に

も
と
ず
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
上
述
の
よ
う
に
国
家
に
よ
る
運
賃
補
助
政
策
は
い
ず
れ
も
所
期
の
効
果
を

収
め
る
こ
と
な
く
廃
止
さ
れ
渡
航
費
は
す
べ
て
移
住
者
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ

る
か
あ
る
い
は
ま
た
雇
用
移
住
者
の
場
合
に
は
、
雇
用
者
に
よ
っ
て
負
担
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
国
家
は
単
に
鉄
道
運
賃
の
割
引
を
認
め
る
程
度
に
そ
の

援
助
を
限
定
し
て
し
ま
っ
た
。
欧
洲
大
陸
間
の
雇
用
移
住
の
場
合
に
は
移
住

を
容
易
に
す
る
た
め
に
雇
用
者
が
各
種
の
形
で
運
賃
を
負
担
し
た
。
雇
用
者

が
労
働
者
の
家
ま
た
は
集
結
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
労
働
者
を
募
集
し
た
企
業
ま

で
の
旅
費
金
額
を
支
給
す
る
契
約
、
あ
る
い
は
旅
費
の
一
部
を
雇
用
者
が
負

担
す
る
契
約
が
行
わ
れ
た
し
、
ま
た
旅
費
を
労
働
者
が
負
担
す
る
こ
と
が
定

め
ら
れ
た
場
合
で
も
多
く
の
場
合
、
雇
用
者
が
必
要
資
金
の
前
貸
し
を
行
な

っ
た
。
資
金
前
貸
し
が
行
わ
れ
る
契
約
で
は
必
ず
そ
の
返
済
方
法
を
確
定
し

て
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
措
置
は
移
住
者
の
出
発
を
相
当
程
度
容
易
に
す
る
け

れ
ど
も
、
結
果
的
に
は
移
住
者
に
か
な
り
の
不
利
益
を
齎
ら
す
危
険
が
あ
っ

た
。
け
だ
し
国
家
の
監
督
が
厳
密
に
実
施
さ
れ
ぬ
限
り
、
雇
用
者
は
労
働
者

の
賃
金
の
引
下
げ
な
い
し
労
働
強
化
に
よ
っ
て
、
旅
費
な
い
し
紹
介
費
の
出

費
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

　
世
界
大
恐
慌
後
に
お
い
て
国
家
に
よ
る
移
住
者
に
た
い
す
る
運
賃
補
助
政

策
は
ま
っ
た
く
そ
の
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。
世
界
的
な
不
況
に
も
と
ず
く

失
業
、
賃
金
収
入
の
減
少
が
一
般
的
と
な
っ
た
、
も
っ
と
も
移
住
者
に
た
い

す
る
援
助
が
必
要
な
時
期
に
か
え
っ
て
そ
の
補
助
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
の

で
あ
る
。
た
と
え
ば
恐
慌
前
に
あ
っ
て
は
海
外
移
住
を
希
望
す
る
小
農
は
そ
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の
土
地
資
産
の
売
却
に
よ
り
渡
航
費
の
捻
出
が
可
能
で
あ
っ
た
が
恐
慌
後
は

地
価
が
い
ち
ぢ
る
し
く
下
落
し
た
上
、
か
れ
ら
の
多
く
は
負
債
を
有
し
て
い

た
。
そ
の
一
方
、
既
述
の
よ
う
に
一
九
二
〇
年
代
以
降
、
海
上
輸
送
は
設
備

こ
そ
改
善
さ
れ
た
が
、
運
賃
も
ま
た
第
一
次
大
戦
前
に
比
較
し
て
い
ち
ぢ
る

し
い
騰
貴
を
続
け
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
を
背
景
と
し
て
、
I
L
O
移
住
政

策
委
員
会
は
一
九
三
四
年
の
報
告
書
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
渡
航

費
に
か
ん
し
て
の
移
住
者
援
助
の
最
善
の
方
法
は
、
全
移
住
者
が
利
用
す
る

運
賃
の
一
般
的
な
引
下
げ
を
行
な
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
の

み
移
住
者
は
自
分
が
援
助
に
た
よ
る
こ
と
な
く
自
己
の
資
産
の
み
で
独
立
し

て
移
住
を
行
っ
た
と
感
じ
う
る
。
も
ち
ろ
ん
政
府
は
海
運
会
社
に
補
助
金
を

支
給
し
て
低
運
賃
で
移
住
者
輸
送
を
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
好
ま
し
く
な
い
移
住
現
象
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

右
の
一
般
的
な
運
賃
引
下
げ
は
撤
廃
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
し
か
し
第
二
次
大
戦
前
に
お
い
て
は
つ
い
に
こ
の
よ
う
な
移
住
者
運
賃
の

一
般
的
な
引
下
げ
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
当
時
に
お
け
る
移
住
を
制

約
す
る
諸
要
因
が
単
な
る
海
運
会
社
に
た
い
す
る
補
助
金
支
給
に
よ
っ
て
は

一
般
的
な
運
賃
引
下
げ
を
不
能
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
一
九
二
〇
年
代
以
降

の
移
入
国
側
の
移
入
制
限
政
策
は
移
住
者
数
を
減
少
せ
し
め
た
。
こ
の
時
期

の
移
住
者
は
少
数
の
補
助
移
住
者
を
除
い
て
は
自
由
移
住
者
な
い
し
自
発
的

移
住
者
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
出
発
の
期
日
お
よ
び
方
向
は
個
々
ば
ら
ば
ら

で
あ
っ
た
。
し
か
も
一
般
的
に
移
住
者
輸
送
は
片
道
航
海
で
帰
り
荷
を
求
め

る
こ
と
に
は
困
難
が
あ
り
、
か
つ
ま
た
収
穫
期
あ
る
い
は
入
植
期
な
ど
の
季

節
的
変
動
を
受
け
る
こ
と
が
多
い
。
他
面
、
移
住
者
運
賃
は
低
く
抑
え
て
お

（
資
料
）
移
住
者
輸
送
政
策
の
問
．
題

か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
情
の
下
で
は
民
間
海
運
会
社
が
採
算
が

と
れ
る
よ
う
に
船
腹
を
投
入
し
配
船
計
画
を
た
て
る
に
は
大
き
な
困
難
が
伴

な
う
。
む
し
ろ
移
住
者
運
賃
の
騰
貴
傾
向
が
生
じ
て
く
る
が
、
そ
れ
に
拍
車

を
か
け
た
の
が
海
運
同
盟
に
よ
る
航
路
定
事
の
抑
制
で
あ
っ
た
。
各
国
は
自

国
海
運
育
成
の
た
め
に
航
路
補
助
金
を
支
給
し
た
が
、
そ
れ
は
海
運
同
盟
に

よ
る
運
賃
騰
貴
を
阻
止
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
移
住
者
運
賃
の
一

般
的
な
引
下
げ
を
見
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

　
移
住
が
大
量
に
行
わ
れ
ま
た
統
制
移
住
の
形
を
と
る
な
ら
ば
、
そ
の
送
出

に
つ
い
て
も
長
期
的
な
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
に
応

じ
て
船
席
の
消
化
の
保
証
、
出
航
期
日
の
確
定
も
可
能
で
あ
る
か
ら
、
移
住

者
の
輸
送
費
引
下
げ
を
行
う
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
民
間
海
運
会
社
に
お
い

て
も
運
賃
を
低
く
抑
え
た
ま
ま
配
船
数
を
増
大
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て

く
る
。
し
か
し
そ
の
た
め
に
は
先
ず
何
ら
か
の
形
で
移
入
国
の
移
入
制
限
を

緩
和
す
る
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
、
他
方
移
出
国
が
自
国
移
住
者
を
相
互

に
協
同
し
統
制
し
て
移
住
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
そ
れ
の
実
現
は
第

二
次
大
戦
後
に
侯
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
C
、
第
二
次
大
戦
後

　
第
二
次
大
戦
後
に
お
い
て
は
移
住
問
題
の
解
決
の
た
め
に
国
際
的
機
構
が

設
立
さ
れ
た
こ
と
が
、
従
来
と
大
き
な
相
異
点
を
形
成
し
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
そ
れ
以
前
に
お
い
て
も
移
住
問
題
の
た
め
の
国
際
的
な
機
構
が
存
在
し
な

か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
国
家
間
に
お
け
る
人
の
移
動
と
い
う
き
わ
め
て
国

際
的
な
現
象
は
当
然
は
や
く
か
ら
国
際
的
な
協
力
が
要
求
さ
れ
た
し
、
そ
れ

に
応
じ
て
二
国
間
の
移
住
協
定
が
行
わ
れ
た
り
、
ま
た
移
住
設
題
に
か
ん
す
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（
資
料
）
移
住
者
輸
送
政
策
の
問
題

る
国
際
会
議
が
数
度
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
移
住
協
定
は
関

係
二
国
家
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
国
際
的
な
会
議
は
な
ん

ら
問
題
解
決
の
た
め
の
実
施
機
能
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
た
い
し

て
第
二
次
大
戦
後
は
言
葉
の
本
来
的
な
意
味
に
お
い
て
移
住
問
題
を
各
国
が

相
協
力
し
て
解
決
す
る
た
め
の
計
画
実
施
機
構
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
新
し
い
傾
向
に
応
じ
て
移
住
者
の
輸
送
問
題
も
新
し
い
取
り
上
げ

方
が
可
能
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
第
二
次
大
戦
は
多
数
の
戦
孚
難
民
を
生
み
出
し
た
が
、
か
れ
ら
に
適
当
な

定
住
地
と
職
業
を
与
え
る
こ
と
が
欧
洲
経
済
の
復
興
安
定
に
と
り
必
須
の
条

件
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
戦
孚
’
終
結
後
い
ち
は
や
く
ア
ン
ラ
が

難
民
救
済
活
動
に
あ
た
っ
た
が
、
一
九
四
六
年
十
二
月
ア
ン
ラ
が
そ
の
…
機
能

を
停
止
す
る
と
と
も
に
、
国
際
難
民
機
構
（
1
・
R
・
0
、
　
望
洋
三
塁
ま
口
巴

男
①
㌘
σ
q
8
0
韻
p
巳
N
⇔
試
自
）
が
国
連
の
機
構
と
し
て
設
立
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。　

I
R
O
は
限
ら
れ
た
そ
の
活
動
期
間
（
そ
の
機
能
は
一
九
五
一
年
末
に
終

結
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
）
の
う
ち
に
、
一
、
六
一
九
、
0
0
0
人

に
の
ぼ
る
登
録
難
民
を
救
済
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
I
R
O
は
最
初
は
難

民
を
本
国
に
送
還
し
て
い
た
が
、
そ
の
業
務
を
遂
行
し
て
い
る
間
に
、
難
民

問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
海
外
移
住
が
必
要
だ
と
考
え
る
に
い
た
っ
た
。
移

住
希
望
者
の
数
は
百
万
人
を
超
え
た
が
、
大
戦
前
の
十
年
間
に
お
け
る
全
移

住
者
数
が
百
万
人
以
下
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
I
R
O
が
背
負
わ

さ
れ
た
課
題
の
困
難
さ
は
理
解
さ
れ
よ
う
。

　
し
か
も
第
一
次
大
戦
後
、
移
入
国
の
移
入
関
係
法
規
は
き
わ
め
て
苛
酷
で

あ
っ
て
自
由
な
国
際
移
住
を
停
止
せ
し
め
る
傾
向
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る

か
ら
、
I
R
O
は
ま
ず
か
か
る
困
難
か
ら
脱
却
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
す

な
わ
ち
移
入
国
の
労
働
者
選
択
の
た
め
の
機
関
が
自
由
に
活
動
出
来
る
よ
う

に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
移
住
希
望
者
た
ち
に
そ
の
移
住
先
で
の
活
動
に
必

要
な
訓
練
、
準
備
、
運
送
手
段
の
提
供
、
さ
ら
に
移
入
国
に
お
け
る
適
当
な

受
入
体
制
の
確
立
等
に
か
ん
し
て
考
慮
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
．
、
こ
の

目
的
の
た
め
I
R
O
は
三
種
類
の
セ
ン
タ
ー
を
設
け
た
。
難
民
受
入
国
の
労

働
者
選
択
機
関
が
身
体
検
査
、
労
働
能
力
、
教
育
等
の
テ
ス
ト
を
行
う
再
定

住
セ
ン
タ
ー
。
選
択
さ
れ
た
労
働
者
が
船
の
出
帆
期
日
ま
で
特
別
訓
練
を
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
テ
　
ジ
ノ
グ

け
る
た
め
、
目
的
地
別
に
集
結
さ
せ
ら
れ
る
段
階
セ
ン
タ
ー
、
船
の
出
帆

四
八
時
間
前
に
労
働
者
が
待
機
す
る
出
港
地
セ
ン
タ
ー
。
こ
の
各
セ
ン
タ
ー

は
相
互
に
連
絡
を
と
っ
て
、
移
住
者
の
各
セ
ン
タ
ー
間
の
移
動
は
す
べ
て
調

整
さ
れ
、
移
住
に
要
す
る
書
類
は
出
発
ま
で
に
確
実
に
発
行
さ
れ
た
か
ら
、

所
定
の
出
帆
期
日
は
厳
守
さ
れ
る
と
共
に
各
船
舶
の
収
容
能
力
は
完
全
に
利

用
さ
れ
た
。
ま
た
移
住
者
も
不
便
を
感
ず
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　
ま
た
最
低
の
費
用
で
移
住
者
に
良
好
な
衛
生
状
態
の
下
で
旅
行
さ
せ
る
た

め
に
、
I
R
O
は
各
目
的
地
別
の
商
船
に
特
別
の
暴
富
を
確
保
し
た
ほ
か
、

さ
ら
に
最
大
輸
送
能
力
三
七
、
五
〇
〇
名
の
商
船
三
九
隻
を
傭
船
し
て
自
ら

配
船
し
た
。
ま
た
陸
上
輸
送
の
た
め
に
は
三
、
九
〇
〇
台
の
自
動
車
を
有
し

た
。
か
く
て
陸
上
、
海
上
と
も
輸
送
中
の
衛
生
そ
の
他
の
条
件
は
、
商
業
採

算
に
も
と
ず
く
通
常
の
三
等
設
備
よ
り
も
は
る
か
に
改
善
さ
れ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
必
要
経
費
は
か
え
っ
て
減
少
し
た
。
I
R
O
に
よ
る
難
民
の
移
住

数
は
一
、
〇
三
八
千
人
に
た
っ
し
、
主
要
な
移
入
国
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
や
お
よ
び
イ
ス
ラ
エ
ル
で
あ
っ
た
。

　
I
R
O
の
活
動
終
結
期
日
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
欧
州
移
住
問
題
に
か
ん

す
る
新
た
な
協
力
機
構
の
必
要
性
が
感
じ
ら
れ
た
。
垂
雪
ス
ト
リ
ヤ
、
西
独
、

ギ
リ
シ
ャ
、
イ
タ
η
i
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
で
は
過
剰
人
口
は
切
実
な
問
題
と

な
っ
て
い
た
。
一
九
五
一
年
十
一
月
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
発
意
で
欧
洲
関
係

諸
国
は
難
民
お
よ
び
余
剰
人
口
問
題
に
か
ん
す
る
専
問
委
員
会
を
ブ
ラ
ッ
セ

ル
で
開
催
し
た
。
委
員
会
は
欧
洲
諸
国
に
お
い
て
四
五
〇
万
人
は
現
在
の
居

住
国
経
済
に
吸
収
さ
れ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
こ
の
問
題
の
解
決
の
た

め
に
は
欧
洲
か
ら
の
海
外
移
住
の
伝
統
的
な
流
れ
を
再
確
立
す
る
必
要
が
あ

り
、
移
住
者
に
そ
の
輸
送
に
つ
い
て
援
助
を
与
え
れ
ば
移
入
国
の
移
住
者
収

容
能
力
は
充
分
に
活
用
出
来
る
と
考
え
た
。
し
た
が
っ
て
輸
送
手
段
の
提
供

お
よ
び
運
賃
の
軽
減
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
I
R
O
の
経
験

を
生
か
す
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
か
か
る
見
地
か
ら
欧
洲
に
お
け
る
難
民

お
よ
び
過
剰
人
口
問
題
全
般
を
取
扱
う
機
構
の
設
立
が
決
定
さ
れ
た
。
す
な

わ
ち
一
九
五
二
年
二
月
に
設
立
を
み
た
欧
洲
移
住
画
題
政
府
間
委
員
会

（一

ｹ
8
H
σ
q
o
＜
o
同
ロ
日
①
高
辻
一
〇
〇
日
日
一
言
。
①
ま
肖
国
自
目
。
娼
①
陶
昌
］
≦
一
α
q
冨
江
。
炉
H
。
O
●
国
L
≦
．
）

が
そ
れ
で
、
加
盟
国
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
寸
言
ス
ト
ラ
リ
ヤ
、
オ
ー
ス
ト
リ

ヤ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
カ
ナ
ダ
、
チ
リ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
コ
ロ
ン

ビ
ア
、
コ
ス
タ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
西
独
、
ギ
リ
シ
ャ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
イ

タ
リ
ー
、
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ノ
ル
ウ
ェ

ー
、
パ
ラ
グ
ァ
イ
、
ス
エ
ー
デ
ン
、
ス
イ
ス
、
合
衆
国
、
ウ
ル
グ
ア
イ
、
ヴ

ェ
ネ
ズ
ェ
ラ
の
二
十
五
力
国
で
あ
っ
た
。

　
I
C
E
M
が
設
立
さ
れ
た
当
時
に
は
、
す
で
に
移
住
の
機
会
を
有
し
な
が

（
資
料
）
移
住
者
輸
送
政
策
の
問
題

ら
も
適
当
な
輸
送
手
段
の
欠
如
あ
る
い
は
運
賃
の
支
払
能
力
が
な
い
た
め
に
、

移
住
不
可
能
な
も
の
が
数
千
人
に
の
ぼ
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
I
C
E
M

の
緊
急
任
務
は
運
送
手
段
を
手
配
し
、
必
要
な
運
送
費
を
調
達
し
て
や
る
こ

と
で
あ
っ
た
。

　
I
G
E
M
は
移
出
国
お
よ
び
移
入
国
の
諸
政
府
と
密
接
な
連
絡
を
保
っ
て

お
り
、
各
国
に
そ
の
連
絡
お
よ
び
運
営
機
関
を
有
し
て
い
る
し
、
ま
た
特
別

計
画
に
し
た
が
っ
て
各
国
政
府
と
移
住
者
の
移
動
に
か
ん
し
て
契
約
を
行
う

た
め
、
I
C
E
M
は
移
住
者
輸
送
の
短
期
的
な
趨
勢
を
確
実
に
把
握
す
る
こ

と
が
円
能
だ
つ
た
。
そ
れ
ゆ
え
移
住
者
輸
送
に
必
要
な
運
送
手
段
の
手
配
は

き
わ
め
て
円
滑
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
I
G
E
M
は
民
間
の
船
舶
は
そ
の
移
住
者
収
容
能
力
お
よ
び
設
備
が
充
分

満
足
す
べ
き
状
態
に
あ
り
適
当
な
運
賃
で
利
用
出
来
る
場
合
の
み
、
そ
れ
を

使
用
し
た
。
　
一
般
に
三
等
な
い
し
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ク
ラ
ス
の
設
備
の
み
が
利

用
さ
れ
た
。
ま
た
可
能
な
場
合
に
は
運
賃
引
下
げ
の
た
め
I
C
E
M
は
海
運

同
盟
と
特
別
の
運
賃
協
定
を
結
ん
だ
。
適
当
な
民
間
船
腹
を
使
用
で
き
ぬ
さ

い
は
、
I
C
E
M
は
船
席
の
高
利
用
率
　
　
通
常
九
五
％
1
を
保
障
す
る

こ
と
に
よ
り
、
あ
る
い
は
タ
イ
ム
・
チ
ャ
ー
タ
ー
な
い
し
ラ
ウ
ン
ド
・
ト
リ

ッ
プ
・
チ
ャ
ー
タ
ー
を
行
っ
て
一
船
腹
の
手
当
を
し
た
。
後
者
の
場
合
に
は
畝
加

主
が
復
航
で
収
益
を
あ
げ
た
際
に
は
価
格
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

　
I
C
E
M
は
船
舶
以
外
に
、
次
第
に
航
空
機
を
利
用
し
て
移
住
者
輸
送
を

行
う
に
い
た
っ
て
い
る
。
一
九
五
四
年
末
ま
で
に
一
五
、
○
0
0
人
が
航
空

機
で
輸
送
さ
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
五
、
八
八
○
入
が
一
九
五
四
年
中
に
輸
送

さ
れ
た
。
航
空
輸
送
は
そ
の
運
航
が
移
住
者
の
輸
送
に
適
し
た
諸
特
質
を
有
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し
て
い
る
。
航
空
機
は
そ
の
運
航
を
停
止
し
た
り
、
目
的
地
を
変
更
す
る
こ

と
は
き
わ
め
て
容
易
で
あ
り
、
こ
の
運
航
上
の
弾
力
性
は
移
住
計
画
が
変
更

さ
れ
た
場
合
、
き
わ
め
て
有
利
で
あ
る
。
移
入
国
が
収
穫
期
の
よ
う
に
緊
急

に
労
働
者
を
希
望
し
て
い
る
さ
い
の
、
移
動
量
の
ピ
ー
ク
時
に
航
空
機
の
利

用
度
は
高
い
。
移
住
者
は
遅
滞
な
く
急
速
に
移
住
を
行
い
う
る
し
、
ま
た
最

終
目
的
地
に
近
い
内
陸
に
到
着
出
来
る
。
さ
ら
に
航
空
機
輸
送
の
速
度
は
労

働
時
間
が
旅
行
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
こ
と
が
少
い
し
、
ま
た
長
期
の
旅
行
に

よ
る
心
理
的
な
圧
迫
感
か
ら
も
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
I
C
E
M
は
通
常
そ
の
使
用
す
る
航
空
機
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
が
そ
の
移

住
者
】
人
当
り
の
費
用
は
通
常
海
上
輸
送
費
用
を
越
え
な
か
っ
た
。
航
空
…
機

輸
送
は
ア
メ
リ
カ
A
口
衆
国
向
け
の
移
住
者
輸
送
の
ば
あ
い
と
く
に
有
利
で
あ

っ
た
が
、
ま
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
向
け
の
長
距
離
海
上
輸
送
を
補
完
す
る
に

も
役
立
つ
た
。

　
移
住
者
の
輸
送
に
あ
た
っ
て
、
工
C
E
M
は
最
初
に
そ
の
輸
送
費
を
支
払

つ
た
が
、
そ
の
基
金
は
関
係
移
出
国
お
よ
び
移
入
国
政
府
が
一
般
運
営
費
と

し
て
認
め
た
処
分
自
由
な
資
金
、
あ
る
い
は
I
C
E
M
が
援
助
し
た
移
住
者

数
に
応
じ
た
費
用
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
る
。
輸
送
費
の
追
加
分
担
金
は
移

住
完
了
後
一
ま
た
と
き
に
は
事
前
に
一
関
係
諸
政
府
、
合
衆
国
難
民
計

画
の
よ
う
な
一
定
の
特
別
機
関
、
移
住
奨
励
機
関
、
あ
る
い
は
ま
た
移
住
者

に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
た
。
王
C
E
M
が
輸
送
手
段
を
輸
送
費
完
全
返
済
の
条

件
で
移
住
者
に
提
供
し
た
際
に
は
勿
論
、
そ
の
全
額
が
移
住
者
に
よ
っ
て
返

済
さ
れ
た
。
I
C
E
M
は
移
住
者
が
支
払
能
力
を
有
す
る
場
合
は
、
そ
の
費

用
の
一
部
を
前
払
い
な
い
し
は
返
済
さ
せ
る
原
則
を
採
用
し
て
お
り
、
こ
の

方
法
は
漸
次
拡
大
さ
れ
る
傾
向
を
有
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
輸
送
費
用
の

移
住
者
自
身
に
よ
り
負
担
さ
れ
る
部
分
は
次
第
に
増
大
す
る
こ
と
に
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
I
R
O
お
よ
び
I
C
E
M
の
活
動
に
よ
っ
て
第
二
次
大
戦

前
二
十
五
年
間
に
わ
た
っ
て
停
頓
状
態
を
続
け
た
海
外
移
住
は
、
新
し
い
解

決
方
向
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
移
住
に
さ
い
し
て
の
輸
送
費
問
題
の
合

理
的
な
解
決
は
た
ん
な
る
一
国
に
よ
る
運
賃
補
助
政
策
に
よ
っ
て
行
わ
れ
う

る
も
の
で
は
な
い
。
移
出
国
勢
入
国
の
諸
政
府
間
の
協
同
的
活
動
に
よ
っ
て

の
み
そ
れ
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
だ
が
I
C
E
M
は
そ
の
名
前
が
端
的
に
表
わ

し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
活
動
範
囲
を
欧
洲
諸
国
の
過
剰
人
口
問
題
解
決
に

限
定
し
て
お
り
、
ア
ジ
ヤ
諸
国
に
お
け
る
切
実
な
過
剰
人
口
問
題
と
は
お
よ

そ
無
縁
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
わ
が
国
を
も
含
め
た
ア
ジ
ヤ
諸
国
で
の
移
住

問
題
、
そ
れ
の
一
部
と
し
て
の
輸
送
費
問
題
の
解
決
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ

り
、
異
っ
た
角
度
か
ら
の
老
慮
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
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国
際
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史
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銀
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…
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・
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ョ
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…
・
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世
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収
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号
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縢
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RESUME
A　Survey　of　the　People’s　Communes　in　China

　　The　writ．er　inquires　into　the　creation　and　development　of　the　people’s　communes

in　New　China　and　considers　their　character　from　every　angle　in　this　paper．

　　The　people’s　commune　movement　in　China　became　nation－wide　since　August，

1958，　but　before　this，　it　had　already　appeared　in　Hopei　Province．　Therefore，　the

writer，　at　first，　demonstrates　why　and　how　the　people’s　commune　movement　was

created　in　that　provincc，　and　then，　traces　its　nation－wide　development　since　that

time．

　　The　writer　points　out　the　following　items　as　a　distinctive　character　of　the　people’s

communes　which　are　newly　appeared　fundamental　social　units　in　China．

　　1．　Generally，　they　are　formed　by　the　merger　of　the　agricultural　co－operatives　or

reorganization　of　any　agricultural　co－operative　which　has　become　large，　but　they　are

also　brought　into　existence　from　some　other　social　or　economic　organizations，

especially　in　the　case　of　the　ones　in　the　citics　or　towns．

　　2．　The　size　of　each　of　them　is　very　large，　at　least　cmbracing　the　area　covered

by　a　township　as　a　basic　administrative　unit　in　the　country－side．

　　3．　The　enterprise　or　task　which　they　are　to　carry　on　is　very　wide，　including

agriculture，　industry，　exchange，　culture　and　education　and　military　affairs　as　well

as　the　collectivisation　of　life　by　common　canteens　and　other　facilities．

　　4．　Each　of　them　joins　into　the　one　unity　with　the　administration　of　the　township．

　　5．　They　are　also　the　fundamental　controlling　units　for　the　public　finance，　state

commercial　enterprises　and　state　bank　in　their　areas．

　　6．　Their　system　of　distr’ibution　gradually　shifts　to　the　wage　system　with　the

supply　system　from　the　original　one．

　　7．　Their　ownership　is　to　be　transformed　into　ownership　by　the　people　as　a

whole　from　collective　ownership　or　any　other　kind　of　ownership，　in　addition，

privately　owned　parts　being　to　be　narrowed．

　　8．　They　accelerate　the　speed　of　realizing　socialism　in　China　and　they　will　also

become　fundamental　social　units　in　the’forthcoming　era　of　communism　in　China．

　　In　the　final　analysis，　the　writer　endeavours　to　clarify　their　difference　from

the　communes　which　were　established　in　U．　S．　S．　R．　since　after　revolution　and

the　agro－citieg．　which　were　established　for　some　time　since　1950．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tadao　Miyashita

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Professor（ゾEconontics

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Facultx　of　Economics

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Koろe　Universiりr
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Trade　Fluctuations　and　Stabilization

Policy　for　Under－deyeloped　Countries

　　　　On　Professor　Nurkse’s　View

　　Professor　Nurkse　makes　a　valuable　contribution　to　the　theoretical　analysis　of

the　stabilization　policy　for　under－developed　countries　in　his　article，　“Trade　Flu－

ctuations　and　Buffer　Policies　of　Low　lncome　Countries．”　（in　Kyklos，　Vol．　XI，　Fasc．

2．　1958）

　　The　main　points　of　his　argument　are　as　follows　：

　　a）　Fluctuations　in　export　markets　of　primary　products　are　chiefly　due　to

　　　　demand　changes．

　　b）　These　demand　changes　are　caused　by　the　variations　in　the　investment　of

　　　　fixed　capital　and　of　inventories　in　industrial　countries．

　　c）　lt　is，　therefore，　necessary　to　eliminate　cyclical　fluctuations　in　the　advanced

　　　　countries．　But　it　is　diMcult　to　remove　trade　cycles　completely，　although

　　　　much　progress　has　been　made　in　this　direction．　On　the　side　of　under－developed

　　　　countries，　some　measures　must　be　taken　to　stabilize　their　economies　either

　　　　through　international　buffer　stocks　or　through　national　buffer　funds．

　　d）　An　international　buffer　stock　policy　requires　enormous　funds　and　interna－

　　　　tional　co－operation，　while　a　national　buffer　funds　policy　can　be　adopted　by

　　　　any　individual　country．　Therefore，　the　latter　is　more　practicable．

　　e）　Under　a　usual　buffer　funds　policy，　stabilization　can　be　achieved　by　fixing

　　　　the　prices　of　export　products　received　by　producers　with　variable　export　taxes

　　　　（positive　or　negative）．　（Negative　taxes　mean　subsidies．）

　　f）　Professor　Nurkse　raises　two　objections　to　this　usual　buffer　funds　policy，

　　　　i．　e．，　（1）　fixed　prices　for　export　producers，　and　（2）　taxation　on　export　sector

　　　　alone．　ln　his　opinion，　（1）　domestic　prices　of　export　products　should　be　allowed

　　　　to　move　freely　in　response　to　external　market　fluctuations，　and　（2）　a　general

　　　　（not　export　sector　alone，　but　domestic　sector　as　well）　taxation　should　be

　　　　enforced，　aiming　at　stabilizing　aggregate　disposable　income，　not　solely　those

　　　　arising　from　export　production．

　　By　allowing　export　prices　to　fluctuate　freely，　a　country　can　obtain　more　export

incomes，　because，　he　assumes，　the　elasticity　of　supply　of　export　products　to　be　more

than　zero　and　less　than　infinite．　（cf．　fig．　2）

　　By　general　taxation　（positive　or　negative），　relative　price　changes　are　effected　in

export　and　domestic　sectors，　causing　some　resources　to　switch　from　the　domestic

to　export　sector　（and　vice　versa）．　Thus　the　resource－allocating　function　of　price

operates　to　maximize　national　income．　This　is　one　of　the　theoretical　merits　of

Professor　Nurkse’s　policy．　Both　the　old－fashioned　“do－nothing　policy”　and　the

modern　pegged－producer　price　method　tend　to　eliminate　price　incentives　to　output

　adaptation，
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　　In　practice，　however，　his　policy　faces　dim　prospects　in　under－developed　countries，

because　in　many　of　these　countries，　there　is，　at　present，　no　administrative　ability

fit　for　carrying　out　such　a　general　counter－cyclical　fiscal　policy．　Moreover，　they

are　suffering　from　a　shortage　of　foreign　exchange　reserves，　and　can　hardly　afford

to　set　aside　buffer　funds　in　the　face　of　the　growing　demand　for　imports，　capital　as

well　as　consumer　goods．

　　Therefore，　both　technical　assistance　for　the　training　of　administrative　oflicials

and　financial　aid　by　advanced　countries　or　by　international　organizations　may

be　necessary　to　operate　this　buffer　funds　policy　satisfactorily．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fukmo　1〈arvata

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Professor　of　Jnternational　Trade

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7’h・　Res・α・・んJn・tit・t・　f・・Ee…mic・侃♂伽幡・Admi・i・t・α伽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kobe　Universitx

Production　and　Distribution　in　lnternational　Economy

　　In　this　Paper，　1　will　analyze　some　fundamental　relations　between　labor　produ－

ctivity　and　terms　of　trade　and　rate　of　profit　in　international　economy　among

capitalistic　countries．

　　　1．　ln　Section　1，　1　show　the　functional　raltions　between　labor　productivity　and

　　　wage　rate　and　rate　of　profit　in　a　closed　economy．　These　relations　are　starting

　　　points　for　our　analysis．

　　2．　ln　Section　2，　1　treat　the　international　specialization　of　production．　Here

　　　I　propose　one　thcorem　about　a　criterion　for　international　specialization　of

　　　production．

　　3．　ln　Section　3，　1　analyze　the　effect　of　international　trade　on　labor　productivity．

　　　International　trade　may　increase　labor　productivity　for　all　countries；　this　is

　　　our　theorem　in　this　section．

　　4．　ln　Section　4，　1　treat　the　advanced　relations　of　international　specialization

　　　of　production．　Here　1　show　the　condition　for　the　highest　productivity　of　all

　　　countries；　this　is　a　condition　for　complete　specialization　in　all　countries．

　　5．　ln　Section　5，　1　show　the　international　price　mechanism．　ln　a　simple　repro－

　　　duction　situations　for　world－wide　production，　1　can　not　determine　international

　　　prices　under　objective　conditions．　But，　in　non－simple　reproduction　situations，

　　　1　can　determine　international　prices　according　to　production　technique　and

　　　wage　rate　for　all　countries．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正彦た｛りFiK¢α几。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Assistant　Professor　of　Jnternational　Trade

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tゐ・1～…α・・乃伽伽・f・・E・・n・mi・・αnd・Bu・iness－4dmi・is’・α伽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kobe　LTniversiりr
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Investigation　of　Population　Distribution　in　South　America

　　The　total　population　of　South　America，　covering　a　large　area　of　about　177

million　square　kilometers，　was　only　125　million　in　1955，　or　about　7　persons　per

square　kilometer．　This　population　was　distributed　very　unevenly　over　various

regions．　ln　order　to　investigate　the　distribution　of　population，　the　author　attempts

to　show　a　distribution　map　of　population　density　of　the　various　geographical

regions．　（Fig．　1　＆　2）　ln　this　attempt　South　America　is　divided　into　21　geogra－

phical　regions，　following　Schmieder’s　divisions’，　but　amended　by　the　author　as

follows．

　　　　　　Geographical　Regions　Population　Density
　　　　　　　　（after　landscape）　per　sq．　km．
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　　The　Mediterranean　climate　region

most　densely　populated

by　th．e　northern　Andean　region

Brazil　and　Pampas

regions　have　the

large　cities　on　this　continent　are　also　situated　in　these　areas．

in　the　high　altitudes　of　northern　A

the　northern　part　of　South　America　is　situated

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19．3－13．6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．4－O．2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．5
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．06－O．4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．O

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　middle　Chile，　the　heartland　of　Chile，　is

　　　　　　（over　29　persons　per　square　kilometer），　and　is　followed

　　　　　　　　　　　　　in　Venezuela，　Colombia　and　Ecuador，　Southern

　　in　Argentina．　（19－29　persons　per　square　kilometer）．　These

highest　level　of　civilization　in　South　America　and　most　of　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　mountain　basins

　　　　　　　　　　　　　　　ndes　are　also　densely　populated．　This　is　because

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　a　tropical　climate　zone　and

＊Schmieder，　O．　：　rinderkunde　SUdamerikas．

EnzykloFidie　der　Erdkude．　Leipzig　und　Wien，　1932．
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the　high　basins　have　temperate　climates　and　are　well　cultivated．　Eastern　and

Northeastern　Brazil，　Uruguay　and　the　coastal　regicn　of　Peru　have　a　moderate

population　density．　（9－19　persons　per　square　kilometer）

　　On　the　contrary　the　Amazonian　Basin　is　most　thinly　populated，　especially　in

the　northern　and　western　upper　stream　sections　of　Colombia　and　Venezuela．　lt

shows　that　the　condition　of　development　in　the　tropical　rain　forest　regions　of　the

Amazonian　Basin　is　very　low　but　that　inland　areas　of　the　upper　stream　region　of

the　Amazon　in　eastern　Peru，　with　its　center　of　lquitos，　are　comparatively　highly

populated．　This　indicates　the　early　development　of　the　Amazonian　Basin　in　this

region．　Beside　the　Amazonian　regions，　the　most　undeveloped　area　in　South　America

is　the　Guiana　Highland，　with　the　population　density　also　the　lowest　in　this　section．

The　Patagonian　region，　especially　the　arid　parts　of　Argentina，　is　also　thinly　po－

pulated．　But　the　population　density　of　Tierra　del　Fuego　is　O．25　person　per　square

kilometer．　This　most　southernly　island　of　the　South　American　continent　has　a

rather　moderately　high　population　density．　By　the　distribution　of　population　we

can　see　the　recent　process　of　development　in　the　Brazilian　Highland　from　the　coast

toward　the　inland．

　　There　are　52　cities　in　South　America　with　populations　of　over　200，000．　Half

of　these　cities　are　port　cities　and　these　on　the　Atlantic　coast　are　more　numerous

than　those　on　the　Pacific　coast．　Most　of　the　cities　in　the　inland　area　are　found

in　the　Andean　mountains．　But　some　of　cities　containing　200，000－500，000　inhabi－

tants　are　situated　in　the　Pampa　region　and　new　cities　are　growing　up　on　the

Brazilian　Plateau．

　　Ten　countries　in　South　America　are　arranged　in　Table　4－2，　according　to　the

percentages　of　their　capital　population　（1），　population　of　cities　（over　100，000

inhabitants）　（II），　and　urban　population　to　total　population　（III），　and　cnergy

consumption　per　capita．　in　1955　（IV）．

　　This　arrangement　is　related　to　the　racial　composition　of　these　countries　and

shows　the　degree　of　culture　of　the　South　American　Countries．　（Table　6）　ln　this

table　the　position　of　Brazil　is　low，　because　there　is　a　vast　under－developed　area

and　this　lowers　the　degree　of　culture　of　this　country．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tei－ichi　Yamaza4i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Assi・tαnt・P・・feSS・r・f　R・gi・nα1・St吻・n　Lα‘in　Americα

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地ω妙ヴ翫・n・miCS

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kobe　Universitpt

　　　　　　　A　Japanese　Co－operative　Society　in　Brazil　：

A　Case　Study　on　the　Process　of　Cultural　Transplantation

　The　characteristics　of　groups　and　association　forms　which　constitute　an　“　ethnic

community”　are　strongly　influenced　by　relationships　between　local　inhabitants

（5）



and　immigrated　groups　developed　around　a　certain　“dominant”　or　“receptive”

society．　Most　institutions　of　Japanese　rural　communities　in　Brazil　contain　elements

which　represent　those　of　their　home　society．　They　have，　however，　specific　char－

acteristics　resulting　from　the　influences　mentioned　above．　The　phenomena　of

cultural　transplantion　in　which　institutions　and　patterns　in　home　society　are

carried　by　immigrants－so　called　bearers　of　“culture　baggage”一are　closely

connected　with　the　acculturation　process　in　its　large　sense．

　　As　we　attempt　to　classify　components　of　ethnic　society　into　two　groups，　i．　e．，

the　peripherical　and　the　nuclear，　the　latter　connoted　institutions　and　patterns　of

home　society，　whereas　the　former　resembles　those　of　the　dominant　or　receptive

society．　This　dual　feature　is　in　the　very　nature　of　ethnic　communities，　in　Brazil，

contiguous　to　the　more　dominant　society　and　controlled　by　the　factors　of　its　own

ethnic　community．

　　The　author　describes　and　analyzes　the　manner　and　circumstances　under　which

this　culture　complex　of　co－operativism　has　been　transplanted　by　Japanese　immi－

grants　into　a　rural　region　of　Brazil．　The　example　here　discussed　concerns　the

Cotia　Agricultural　Co－operative　Society　established　by　a　small　Japanese　group　in

1927　and　now　the　greatest　in　South　America．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hiroshi　Saito

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Assistant　Professor　of　Regional　Stttcly　on　Latin　Anterica

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Th・R・・eα・ch・ln・titu彦・ノb・Ec・n・mi・Sαnd　Ba・ine・S　Admini・t・α伽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kobe　Univerbitpt

A　Criterion　for　a　Deyelopment　lnvestment　Policy　in　Economic

Backward　A：reas　一as　Regards　lnvestment　Planning　in　Brazil　一

　　With　regard　to　the　theory　of　the　development　of　investments　in　the　economic

backward　areas，　we　consider　that　it　depends　on　the　following　hypotheses：

　　（a）　lt　is　useful　to　characterize　a　backward　economy　as　an　equilibrium　system

　　　　whose　equilibrium　state　possesses　a　degree　of　“　quasi－stabiliy　”　with　respect　to

　　　　per　capital　income，　but　that　advanced　economics　cannot　usefully　or　accurately

　　　　be　described　in　such　terms．

　　（b）　lf　the　equilibrium　of　a　backward　economy　is　disturbed，　the　forces　or

　　　　infiuences　that　tend　to　raise　per　capita　incomoes　set　in　motion，　directly　or

　　　　indirectly，　forces　that　have　the　effect　of　depressing　per　capita　income．

　　（c）　ln　a　diesquilibrium　state　in　a　backward　economy，　for　at　least　the　lower

　　　　incomes　above　the　equilibrium　level，　the　effects　of　the　income－depressing

　　　　forces　are　greater　than　the　effects　of　the　income　raising　forces．

　　（d）　During　any　period　there　is　some　absolute　maximum　on　the　effects　of　the

　　　　income－depressing　forces，　but　the　absolute　maximum　of　the　effects　of　the　per

　　　　capita　income－creating　forces　is　greater　than　that．　From　these　points，　we

　　　　can　deduce　the　basic　idea　that　in　order　to　achieve　the　transition　from　a　state

（6）



　　　　of　backwardness　to　a　more　developed　state　where　we　can　expect　steady

　　　　secular　growth　it　is　necessary，　though　not　always　suMcient，　that　at　some

　　　　point，　or　during　some　period，　the　economy　should　receive　a　stimulous　to

　　　　growth　that　is　greater　than　a　certain　critical　minimum　size．

　　Of　course，　the　soundness　of　an　investment　policy　for　development　purooses

depends　on　the　meaning　or　objective　that　we　imply　by　the　word　“development，”

and　on　our　vision　or　model　of　the　development　process，　Namely，　we　have　difined

development　to　mean　sustained　growth　in　per　capita　output，　and　it　is　only　with

this　definition　that　our　strictures　against　the　applicability　of　some　of　the　invest－

ment　policies　to　be　considered　make　any　sense．　Then，　we　can　seek　the　criterion

for　a　development　investment　policy　by　the　following　criterions．　ln　other　words，

these　are　pivots　of　development　planning’

（a）

（b）

（c）

（d）

（e）

（f）

（g）

The　Rate－of－Turn－over　Criterion．

The　Social　Marginal　Productivity　Criterion　：　S　M　P

The　Re－investment　Criterion．

The　Time－Series　Criterion．

The　Marginal　Growth　Contribution　Criterion　：　M　G　C

The　Corrected　Profit　lncentive　Criterion．

The　Criterion　of　the　Ration　of　Net　Results　to　Total　Costs，　all　taken　at

　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　accountmg　prlces．

　　（h）　The　Employment　Absorption　Criterion．

　　In　this　report，　we　shall　examine　the　above－mentioned　investment　criterions．

Moreover　the　most　main　point　of　our　analysis　will　be　directed　toward　Latin－

American　economy．　We　thus　intend　to　pick　up　the　development　planning　and

investment　policy　in　Brazil　as　a　case　study　of　the　development　theory　of　economic

backwardness．

　　Our　program　is　as　follows；

　　（1）　lntroduction－the　actual　state　of　the　general　theory　of　development

　　　investment　in　economic　backward　areas．

　　（2）　The　Theoretical　Geneology　of　the　lnvestment　Criterion　or　the　Historical

　　　Relation　of　the　lnvestment　Criterion　Theory．

　　（3）　An　Examination　of　the　Criterions　in　lnvestment　Policy．

　　（4）　The　Type　of　lnvestment　Criterion　in　Under－developed　Countries．

　　（5　）　A　General　Consideration　of　the　lnvestment　Criterion　for　Latin　American

　　　Countries．

　　（6）　lnvestment　Planning　and　the　lnvestment　Criterion　in　BraziL

　　（7）　Conclusional　Note．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MasαhirO　Fu／iごα

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Assistant　Professor　of　lnternational　Finance

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7’h・R・・θα・ch・ln・tituご・ノb・E・・n・mi・s　and・Bu・iness　Admi・i・t・α伽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1〈obe　Univθrsiり’
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Inception　of　the　Mitsui　Shipping　Business

　　The　Mitsui　shipping　business　which　was　started　as　a　departmental　action　of

the　“Mitsui　Bussan　Kaisha”　in　the　early　Meiji　Era　is　being　carried　on　by　the

“Mitsui　Steamship　Company”　to－day．　The　Mitsui　Steamship　Company　is　one

of　the　most　powerful　and　representative　enterprises　in　our　country，　as　well　as　the

“　Mitsui　Bussan　Senpakubu　”　（shipping　department　of　this　company）　was　the　largest

and　most　well－known　shipowner　before　World　War　II．　Thus　it　can　be　said　that

the　history　of　the　development　of　the　Mitsui　shipping　business　is　not　only　very

interesting　and　important　in　the　study　of　Japanese　shipping－history，　but　its　story

is　even　a　tale　of　the　advance　of　modern　Japanese　shipping　industry．

　　A　general　view　of　the　development－process　of　the　Mitsui　shipping　business　is

stated　in　detail　in　the　book　“Sogyo　80－nen　shi，”　which　was　published　last　year

by　the　Mitsui　Steamship　Company．　This　book　explains　its　beginning　much　more

clearly　and　correctly　than　popular　books　put　out　by　other　sources．　lt　stresses　the

importance　and　inception　of　the　transportation　of　“Miike　coal”　to　Shanghai，

which　afforded　the　opportunity　in　starting　their　shipping　business．　There　are

many　other　valuable　data．　Neverthetess，　this　book，　like　the　tradition，　states　that

their　shipping　business　was　set　up　in　1876，　the　exact　year　of　the　establishment　of

the　Mitsui　Bussan　Kaisha．　However，　it　is　rather　doubtfull，　whether　such　a

transportation　system　could　really　have　been　established　in　that　year，　from　the

point　of　a　strictly　historical　study．　The　author　of　this　article　will　seek　for　more

reliable　facts　concerning　the　beginning　of　the　Mitsi　shipping　business　by　inve－

stigating　other　historical　materials．　The　main　points　at　issue　are　as　follows：

　　（　1　）　The　“　Kuchinotsu　oMce　”　of　the　Mitsui　Bussan　Kaisha　which　took　charge

　　　of　the　actual　transportation　affairs　of　Miike　coal　was　instituted　in　May，　1878，

　　　and　the　famous　“Chihaya－maru”　set　sail　for　Shanghai　from　this　port　in　the

　　　same　month．

　　（　2　）　The　Shanghai　market　for　Miike　coal　was　opened　after　the　summer　of　1878，

　　　by　the　efforts　of　the　Sahanghai　branch　which　was　started　in　November，　1877．

　　（3）　The　“Seinan　War”　which　extended　from　February　to　September，　1877，

　　　shut　out　completely　all　coal－selling　of　the　Bussan　Kaisha，　一　the　“　Saigo　forces　”

　　　even　captured　the　Miike　colliery　itself．

　　（　4　）　The　Mitsui　Bussan　Kaisha　took　responsilility　for　such　transportation　after

　　　February，　1879．　Until　this　time，　the　Miike　colliery　oMce，　a　government

　　　oMce，　transported　coal　to　Nagasaki　by　small　sailing　vessels　which　belonged

　　　　to　them　or　were　chartered　by　them．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Seiii　Sasaki

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Assistant　Professor　of　Marine　Economics

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17ie　ReseaieんJnstitute／br　Eと・n・配‘C5＆Busines5　A伽幡‘r伽η

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kobe　Universiりr
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　　　市場・外国貿易把握のための一視二一
　　　明大商学論叢41－9／10（1958．7）97－128

柴　田　政　利

　　経済学批判体系における国家への一視角一

　　　世界経済論の方法との関連において一
　　　明大商学論叢42r2（1958．9）2g＿56

篠原三代平
　　両大戦間の輸出入函数一建元批判に答う一

　　　商学論集（福島大）27－3（195＆12）176

　　　－191

商社をめぐる諸問題一期出商品と市場の構造一

　　　調査時報（伊藤忠）100（195＆3）1－142

鈴　木　重　靖

　　国際価値論の反省　山口経済学雑誌9－2
　　　（1958．8）　20－36

鈴　木　敏　雄

　　輸出入の産業連関分析一輸出入分析の一視

　　　角一　通商産業研究6L7（1958．7）81－93

鈴　木　敏　夫

　　輸入係数をめぐる二，三の問題点一産業連

　　　関表における輸入の取扱について一商
　　　工統計研究2一・5（195＆9）5（ト60

高　橋　　清
　　マルクス派世界経済論の盲点　世界経済評
　　　言命　49　（1958．6）　4（ト43

高

高

橋　　清
資本葺的蓄積と世界市場にかんする考察

　再論（続3）経済学（東北大）45
　（1957．　12）　1－26

井　　真
貿易経営に於ける販売組織形成の合理化一

　その問題点に関する一考察一　商学論究

　（関学）21（1958．　3）83－104
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谷　口　重　吉

　　ヘクシャー・オーリンの定理について　商

　　　大論集（神商大）26（1958．11）1－12

谷　口　重　吉

　　最適貿易について　神戸商大論集24
　　　（1958．　6）　1－13

建元　正　弘
　　レオンティエフ逆説と日本貿易の構造　経

　　　済研究（一橋大）9－1（1958．1）9－19

建　元　正　弘

　　化繊輸出需要分析の計量経済学的方法一市

　　　場調査関係者のための手早ト　化繊月報
　　　118　（1958．　11）　1－11

建　元　正　弘

　　経済成長と交易条件一篠原三代平教授に一

　　　商学論集（福島大）27－2（1958．9）117－

　　　128
内　田　忠　夫，　嘉　治　元　郎

　　輸入性向計測における問題点　通商産業研

　　　究6－1（1958．1）27－42

内　田　忠　夫

　　日本経済の発展と貿易（現状分析講座・対

　　　決する二つの経済学21）　エコノミスト
　　　36－10　（1958．　3．　8）　52“55

王　　鋭　生，　梁　　世　彬
　　「単一世界市場の崩壊の問題に関する検討」

　　　を駁す一「経済研究」（中国）一月一

　　　世界経済評論48（1958．5）36－45

渡　辺　太　郎

　　資本蓄積と比較生産費説　大阪大学経済学
　　　7・一4　（1958．　1）　24－41

渡部浩太郎
　　CIF売買における二つの「受諾」　商大野
　　　集（神商大）22（1958．3）16－32

山　本　　登
　　世界経済体制の再調整期　三田学会雑誌
　　　51－3　（1958．　3）　1－16

山　崎　禎　一

　　国際貿易の地理的様相（資料）　国民経済

　　　雑誌（神大）97－2（1958．2）72－76

矢内原　　勝
　　「軟貨圏貿易論」の背景
　　エコノミスト36－26（1958．6．28）26－29

安　井　修　ご

　　産業連関分析と外国貿易一外国貿易乗数論

　　　の再検討一　六甲台論集（神戸大）5－4
　　　（1958．　12）　56－67

安　村　重　正

　　原材料輸入と海外投資　経済評論7－8

　　　（1958．　8）　52－62

吉　村　正　晴

　　ローザ「拡張再生産表式の矛盾」に関する

　　　研究一貿易問題への再生産論の適用方法

　　　の一吟味（前篇）一　森教授記念論文集

　　　（九大産労研）（1958．3）143－166

吉　村　正　晴

　　日本経済における貿易の役割一現状分析講

　　　座，対決する二つの経済学（22）一　エ
　　　コノミスト　36－11（1958．3．15）52－55

吉村正晴，山田隆士
　　国際価値論争に関する文献および参考文献
　　　産業労働研究所報（九大）16（1958．11）

　　　73一一84

行　沢　健　三

　　貿易論の若干の論点一木下悦二氏の書評に
　　　答えて一　経済評論7－4（1958．4）95－97

行　沢　健　三

　　国際価値論の構想をめぐって一木下悦二氏

　　　の見解の検討一　経済学論究（関学）
　　　12－1　（1958．　4）　21一一54

油　本　豊吉（訳）
　　C．F．　Bastable著「国際貿易論」　法経論

　　　集（新潟大）7－3（1958．3）69r87

　　　　　　2．貿　易　政　策

安　藤　　平
　　現行関税制度における課税価格について

　　　一平岡教授「わが国関税制度の推移」に
　　　関連して一　貿易と関税6－5（1958．5）

　　　58－61

馬　場　圭　史

　　ニュージーランドの関税制度について　税
　　　関調査月報（大蔵）1（F9（1957．10）28－

　　　43
米国関税委員会の第41回（1957年度）年次報告

　　　（1，2）税関調査月報（大蔵）11－4
　　　（1958．4）　37－57，　11－5　（1958．5）　49－62

ダンピング防止税及び相殺関税（1～3）一ガッ

　　　ト事務局による各国立法例の分析一　税

　　　関調査月報（大蔵）11－3（1958．3）41－
　　　51，　11－4　（1958．　4）　58－75，　11－5　（1958．

　　　5）　1－48

福　士　次　郎

　　貿易政策確立への問題と反省一取引の協調
　　　に関連して一　アナリスト4－1（1958．

　　　1）　30－35

藤　井　　茂
　　貿易政策の課題とその発展　宮田喜代蔵還

　　　暦記念論文集（1958．5）375－396

藤　井　　茂
　　日本貿易政策の基調　国民経済雑誌98－5

　　　（1958．　11）　52－68

ガット10年の成果（ガット事務総長ホワイト氏

　　　の講演要旨の解説）東商131（1958．5）
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　　　16－21

波多野　　真
　　日本資本主義の再建と貿易政策一貿易政策

　　　と財政金融政策の一体化一　経済評論7
　　　－5　（1958．　5）　48一一59

平岡謹之助
　　わが国関税制度の推移（4，5）貿易と関税
　　　6－1　（1958．　1）　75－81，　6－2　（1958．　2）　54－

　　　59

入江猪太郎
　　国際経済的インテグレーションと関税同盟

　　　国民経済雑誌（神大）97－1（1958．1）17

　　　－33

伊　　関　　孝
　　ブラジルの新関税制度について　税関調査

　　　月報（大蔵）10L9（1957．　10）1－22

伊　関　　孝
　　ガット第12回総会の概観　税関調査月報
　　　（大蔵）10－11（1957。12）1－11

伊　　関　　孝

　　ローマ条約とガット　税関調査月報（大
　　　蔵）11－6（1958．6）8－30

嘉　治　佐　代
　　ガットー国際貿易の趨勢　世界経済13－12
　　　（1958．　12）　34－45

各国輸入制限措置の現状　通商産業研究6－6
　　　（1958．　6）　28－108

勝　谷　　保
　　欧米各国の輸出振興策　通商産業研究6－1
　　　（1958．　1）　51－60

倉　地　圭　二
　　国際商事仲裁会議の成果　外国為替191
　　　（1958．　7．　15）　14－17

倉　地　圭　二
　　日本。ラテン・アメリカ貿易仲裁協定の成

　　　立外国為替194（1958．9．1）6L9

倉　田　寛　吉
　　国連の国際商事仲裁会議と新条約について
　　　貿易クレームと仲裁5－4（1958．　8）21－26

桑　原　輝　路

　　通商条約における通商自由の原則一日米通

　　　商航海条約を中心として一一　商学討究
　　　（小樽商大）9－1（1958．7）53L71

前　田　直　昭

　　我国の関税収入の変遷に対する一考察と関

　　　税予算額の算出方法について　税関調査
　　　月報（大蔵）11－2（1958．2）28－62

前田多良夫
　　ガット10年の歩みと将来への期待　貿易と

　　　関税6r2（1958．2）24r27

松本浩一郎
　　中国の貿易政策一工業化と社会主義経済協

　　　力を中心に一　世界経済評論48（1958．

　　　5）　26－35

松　村　憲　一

　　第1次大戦後におけるアメリカ貿易政策の

　　　発展（2）一ニューディール下の貿易政

　　　策一学習院大政経学部研究年報5
　　　（1958．　3）　297－346

望　月　　正
　　スイスの関税制度について　税関調査月報

　　　（大蔵）1（Fll（1957．12）32q9

牟田ロ道夫
　　米国における通商政策の現在と将来　貿易

　　　と関税6－2（1958．2）1〔F19

岡　倉　伯　士

　　独占関税について　山口経済学雑誌8－3
　　　（1957．　10）　1－30

大来佐武郎，加藤寛一
　　後進国への貿易政策一日本貿易の「二重
　　　性」と双務主義一（座談会）　経済評論
　　　7一一13　（（1958．　12）　94－110

小　関　新　一

　　米国のダンピング防止法改正について　税
　　　関調査月報11－11（1958．12）45r56

最近における通商政策及びガット締約国団の活

　　　動一ガット年次報告の概要一　税関調査
　　　月報　11－11　（1958．12）　7（P73

桜　井　　裕
　　輸入制限措置の類型とその考え方　通商産

　　　業研究6－6（1958．6）10－27

柴　崎　芳　博

　　関税率表体系の改正について　貿易と関税
　　　6－11　（1958．　11）　3（〉一33

高　橋　哲　夫

　　「大不況」下のイギリス関税改革運動　商

　　　学論究（関学）22（1958．6）33－79

田　中　喜　助

　　関税同盟の理論　早稲田商学132（1958．

　　　1）　35－50

津　田　昇
　　貿易クレームの研究一クレームの防止と解

　　　決（12・完）一　貿易クレームと仲裁5
　　　－2　（1958．　4）　14－31

内　田　勝　敏

　　スターリング地域制度「改革」論争につい
　　　て　貿易と関税6－3（1958．3）16－19

牛　場　信　彦

　　最近の輸入制限措置の動向とわが国通藩政

　　　策のあり方通商産業研究6－6（1958．
　　　6）　2－9

White，　E　W．．

　　ガットの10年　税関調査月報11－8（1958．

　　　8）　1－7
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矢野俊比古
　　輸出貿易管理制度改善への途一輸出振興策

　　　の一環として一外国為替191（1958．
　　　7．　15）　7－10

安　池　虎　人

　　義務輸出カルテルの諸問題　世界経済評論
　　　49　（1958．　6）　tl一・13

吉　田　道夫
　　J．E．ミードの「日本とガット」について
　　　世界経済評論46（195＆3）23「29

　　　　　　3．貿　易　統計
フランスの外国貿易及び運輸統計作成に関する

　　　規則（2）税関調査月報（大蔵）10－10
　　　（1957．　11）　64“71

高　岡　周　夫
　　貿易統計とその関連性　経済論集（北海学

　　　園大）6（1958．3）129－152

塚　原　　博
　　国際貿易統計における商品分類　世界経済
　　　13－4　（1958．　4）　2一一8

　　　　　　4・世界貿易問題
　　　（共同市場・経済協力・対外援助）

東　　米　雄
　　欧州共同市場の発足とその問題　世界経済

　　　評論45（1958．2）4－11

英国と欧州（1，2）一欧州自由貿易地域と欧州

　　　共同市場が英国の製造業に及ぼす影響に

　　　ついて一税関調査月報（大蔵）11－3
　　　（1958．3）　1－16，　11－4　（1958．4）　1－36

速　水　永　夫

　　原子力産業経済とユーラトム　経済砥究
　　　（大阪府大）4（1957・　10）1－19

北欧共同市場に関するスカンヂナビア経済協力

　　　委員会の報告について　税関調査月報
　　　（大蔵）10－9（1957．10）23－27

細　田　繁　雄
　　地域的経済統合と交通一西欧における展開

　　　を中心として一　運輸と経済18－7
　　　（1958．　7）　19－25

イギリス繊維工業と臼由貿易地域　東洋紡二二

　　　月報85（1958，6）4－44

イギリス羊毛工業と自由貿易地域　東洋紡経研

　　　月報84（1958．4）4－9

伊　関　　孝
　　欧州共同市場の世界貿易に及ぼす影響につ

　　　いて　税関調査月報（大蔵）11－2

　　　（1958．2）　1－27

Johnson，　H．　G．冒険か好機か？　欧州共同市

　　　場に関する一英国入の見解（Weltwirt－

　　　schafts　Archiv　Bd．79．　No．2所収訳）

　　　国際食糧農業　7－10（1958．10）2－9

景　山　哲　夫

　　経済統合の問題と方法商経学叢（近畿
　　　大）6－1（1957．9）1「28

嘉　治　佐　代

　　欧州石炭鉄鋼共同体　世界経済13－1
　　　（1958．　1）　2：Y42

金　田　近　二

　　経済協力と国際経営の問題　アジア問題
　　　7－5　（1957．　11）　10－22

片　山　謙　二

　　欧州自由貿易地域と農業問題　大阪商工会

　　　議所月報94（1958．3）21－29

片　山　謙　二

　　欧州共同市場の意図するもの一とくにドル

　　　不足の緩和に関連して一　経済学論究
　　　（関学）12－3（1958．10）69－120

片　山　謙　二

　　Asian　economy　and　European　common
　　　market．　Asian　Affairs　3－1　（Mar．

　　　1958）　80A99

河田隆一郎
　　経済援助の現状と問題点　エコノミスト
　　　36－10（1958．　3．　8）　24．27

経済開発のための技術援助　国際食糧農業7一一8
　　　（1958．　8）　14一一21

小秋元隆一
　　共産圏相互の協調と対外援助の方向　アジ

　　　ァ問題8－1（1958．1）59－67

後進諸国に対するソ連の援助と貿易　調査月報
　　　（日銀）　9－6　（1958．6）　4－8

小　谷　義　次

　　対外援助の本質一行沢健三氏の疑問に答え
　　　て一　経済学年報（大阪市大）9（1958．

　　　11）　1－40

前田多良夫
　　険しい欧州自由貿易地域発足への道程一共

　　　同市場との連携をめぐる問題点一　貿易
　　　と関税6－6（1958．6）28・一31

真

丸

水

西

野　　温，　尾　身　幸　次
西欧経済統合と国際経済一その歴史的およ

　び現実的分析一　世界経済評論45
　（1958．　2）　12－20

井　遼　征
東南アジア経済協力と肥料工業　アジア問
　題　7－5　（1957．11）　88－101

島　正　時
欧州石炭鉄鋼共同体の経過期間終了と今後

　の問題　税関調査月報（大蔵）11－3

　（1958．　3）　29－40

河　照　雄

インドに対する社会主義諸国の経済協力
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　　　経済論叢（京大）81・一3（1958．3）53－67

西　宮　　博
　　東南アジア諸国の石油事情とわが国の協力

　　　方法について　アジア問題7－6（1957．

　　　12）　30－56

野々村一雄
　　社会主義的国際経済協力の現段階　経済研
　　　究（一橋大）9－3（1958．7）263一・266

大　平　善　治

　　新しい欧州経済と世界貿易の変転　外国為
　　　替　190　（1958．7．1）　7－10

奥井長一郎
　　東南アジアとの経済協力とわが国の中小工

　　　業アジア問題7－6（1957．12）123－131

欧州共同市場自由貿易地域と北欧諸国の立場
　　　（Skandinaviska　Banken，　Quarterly　Re－

　　　view．　Jan．1958訳）　調査時報（伊藤

　　　忠）102（1958．5）30r37

欧州共同市場の発足とその基本問題　調査時報

　　　（富士銀）121（1958．5）4－13

欧州共同市場の対外共通関税表　税関調査月報
　　　（大蔵）11－1（1958．1）1－106

欧州共同市場とアジア経済一インド国内委員会

　　　の報告書一ICC月報2（1958．8）6－10
坂　内　富　雄

　　欧州自由貿易地域案の背景　世界週報39－
　　　51　（1958．　12．　20）　27－34

世界経済の地域化傾向　経済分析（通産省）24
　　　（1957．　12）　1－180

島　　久　代
　　フランス連合　世界経済12－12（1957．12）

　　　11－34

進展する世界の経済統合計画　貿易と関税6－3
　　　（1958．　3）　41q3

寺　村　鉄　三

　　社会主義諸国の経済協力の新段階一その現

　　　実の発展と若干の理論問題について一
　　　経済評論7・一10（1958．9）11CF－120
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　　　暦言下念論集　（1958．1）　361－384
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原　　覚　天
　　相手国からみた賠償の効果　エコノミスト
　　　36’8　（1958．　2．　2．　）　20r24

工　藤　振　作
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　　　世界週報39－5（19582．1）4（｝一47・
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　　6　（1958．　12）　161－189
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　　　10－3　（1958．　12）　31－42
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　　後進地域の経済変動一東南アジアの貿易構
　　　造からみて一　世界経済評論44（1958．

　　　1）1（レ16

P．T．　Bauer氏の後進国開発理論批判　エカフ

　　　エ通信159（19958．　6）55－68
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　　後進国開発理論の反省　エコノミスト3〔F
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高　田　保　馬
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　　後進地域開発と加速度原則　経済研究（大
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　　後進地域開発に関する加速度原則　太平洋
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東南アジアの開発問題について一最近の2，3の

　　　著書をみて一　経済情勢（三菱研）340
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Waton，　R．　C．

　　経済開発のための技術援助　国際食糧農業
　　　7一一8　（1958．　8）　14－21

山　本　　登
　　戦後における後進諸国の新情況と将来　経
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　1）　4－9

景気後退に直面する世界経済（1～3）一1957～
　　　58年の動向一　経済情勢（三菱経研）
　　　346　（1958．　7）　e－51，　347　（1958．　8）　26－

　　　61，　348（1958．9）21－57

国際貿易の動向（上，下）一ハーバラー報告書一

　　　税関調査月報11－10（1958．10）1－25，

　　　11－11　（1958．　12）　1－34

国　際　連　合

　　一次商品の世界市場における構造的変動

　　　（上，下）一国連国際商品貿易委員会編

　　　1957年商品年報第1部一　調査月報（大
　　　蔵）　47－9　（1958．9）　1－65，　47・一10　（1958．

　　　10）　58＝98

国　際　連　合
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　　　第2部訳）　調査月報（大蔵）47－8
　　　（1958．8）　1－24

国際商品会議と後進諸国　経済情勢（三菱中研）
　　　349　（1958．　10）　27－31

小　椋　広　勝

　　世界経済恐慌の展望　エコノミスト36－7
　　　（1958．　2．　15）　16－21

MaHyKflH．　P．　P．

　　世界経済恐慌の展開（ソ連「世界経済と国

　　　際関係」1958年8号付録訳）　エコノミ

　　　スト36－37（1958．9．13）32－37

岡　部　寛　之

　　世界市場恐慌　バンキング130（1959．1）

　　　4＆57

尾　崎　英　二

　　世界経済の将来一特にペーリー・レポート

　　　とランドル・レポートをめぐる考察一

　　　外国為替178（1958．1．1）18一一・21

世界貿易に於ける機械・輸送用機器類輸出状況

　　　一その比重および傾向についての一考
　　　察一　海外調査資料（輸銀）15（1958．

　　　3）　2B6

世界経済恐慌ははじまっている一バルガニ最新
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世界経済の現状と今後の動向　東京銀行月報
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　　　　　（日　　　本）
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国　際　連　合
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　　　の回顧と展望）　経済評論7－14（1958．

　　　12）　109－116

名　和　献　三

　　日本経済と世界の景気循環（1958年経営学

　　　の回顧と展望）　経済評論7－14（1958．
　　　12）　142－151

日本の戦後における外国貿易の発展一米国関税

　　　委員会報告書の概要一　税関調査月報
　　　11－6　（1958．　6）　46－57，　11－7　（1958．　7）

　　　36－45

大　橋　周　治

　　中国貿易と日本経済　世界154（1958．10）

　　　103－110

大　木　文　男

　　輸出所得の割増控除制度一税制上の輸出振

　　　興策一　外国為替180（1958．2．1）10－15

岡　　茂　男
　　日本貿易100年の歩み（上，下）一資本主
　　　義の発達と外国貿易一　貿易と関税6－6
　　　（1958．　6）　16－20，　6＝7　（1958．　7）　28－34

大来佐武郎
　　日本の輸出貿易の二面性について　宮田喜
　　　代蔵還暦記念論文集（1958。5）465－476

大　野　柳　作
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小　泉　　明
　　貨幣の産業的流通と金融的流通　商学研究

　　　（一橋大）2（1958．3）215－274

紅　林　茂　夫

　　デフレーション政策のゾルレンとザイン
　　　バンキング127（1958．10）28－37

栗　栖　弘　典

　　実物残高効果について　同志社商学10－6
　　　（1958．　12）　81－106

栗　栖　弘　典

　　貨幣体系と加速度モデル　同志社商学
　　　10－1　（1958．　5）　7e－84

鍬　田　邦　夫

　　貨幣経済の一側面一乗数分析と速度分析の
　　　総合をめぐって一　経済研究（大阪府大）

　　　4　（1957．　10）　102－124

正　井　敬　次

　　貨幣・為替・国際投資の特殊理論　大阪商

　　　大論集11（1958．　11）1－22

松　井　安　信

　　貨幣構造の変遷をめぐる諸問題（1，2）一イ

　　　ングランド銀行券を中心として　商学論
　　　集（西南学院）3・一一3（1957．3）21－45，4－

　　　1　（1957．　7）　83－103

松　井　安　信

　　ケインズ管理通貨論の一考察一貨幣構造変

　　　遷史との関連において一　商学論集（西
　　　南学院）4－2／3（1958．3♪57－84

松　井　安　信

　　「組織された資本主義の問題点」（1，2）一ケ

　　　インズとヒルファディングを対比させつ

　　　つ；国家信用と再生産一　金融経済51
　　　（1958．8）　29－44，　53　（1958．12）　1－16

三木谷良一
　　流動性選好利子論とケインズの貨幣観　神
　　　戸商大論集24（1958．　6）29－39

源　　秀　夫
　　保蔵と資金化　商経学叢（近畿大）6－2／3
　　　（1958．　3）　41－54

水　谷　一　雄

　　物価指数の新算式について　国民経済雑誌
　　　（神戸大）98－4（1958．10）14－32

望　ノヨ　　信

　　J．M．ケインズと貨幣数量説　商学研究所
　　　年報（明大）3（1958．　5）41－74

望　月　昭　一

　　近代スウェーデン学派における貯蓄投資分
　　　析　早稲田商学137（1958，11）177－193

望　月　昭　一

　　古典学派貨幣理論の発展に関する覚え書

　　　早稲田商学132（1958．1）17－34

長　沢　惟　恭
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　　貯蓄・投資と利瀾との関係一バナナ園の節

　　　約運動について一　バンキング118
　　　（1958．　1）　44－60

長　沢　惟　恭

　　「典型的貨幣造出論」と管理通貨制度の基

　　　本問題　ビジネスレビュー（一橋大）5－
　　　4　（1958．　3）　63－87

中　村　佐　一

　　貨幣の対外価値について　早稲田政経学雑
　　　言志　150（1958．7）　17一一36

中　村　佐　一

　　貨幣史の回顧と展望　バンキング124
　　　（1958．　7）　28－39

中沢慶之助
　　貨幣と利子率一ケインズ「計算貨幣」の系

　　　譜に関連しつつ一　商学論集（西南学院）
　　　4－2／3　（1958．　3）　263一一286

名　東　孝　二

　　貨幣効果の綜合的展望への試み　政経論叢
　　　（広島大）7－4（1958．4）39－56

西　川　元　彦

　　わが国における通貨の供給形態　宮田喜代

　　　蔵還暦記念論文集（1958．5）253－270

岡　橋　　保
　　党換停止下の日本銀行券の流通について
　　　バンキング120（1958，3）52－72

岡　橋　　保
　　リカアドの貨幣価値論　世界経済評論45
　　　（1958．　2＞　67一一・73

大　谷　竜　造

　　景気変動と長期的インフレーション　アナ

　　　リスト4－3（195＆3）27L40

桜　井　一　郎

　　貨幣の流通と乗数過程　明大商学論叢41－
　　　5／6　（1958．　3）　53－80

桜　井　一　郎

　　有効需要の原理と供給函数　商学研究所年

　　　報（明大）3（1958，5）75－125

桜井欣一郎
　　経済成長と資産貨幣一ガーリィ・ショー理

　　　論について一　青山経済論集10－1／2
　　　（1958．　7）　161－174

佐藤豊三郎
　　商品・貨幣両市場の相互作用と乗数効果の

　　　修正　横浜大学論叢8－4（1957．5）ユー22

柴　田　義　人

　　貨幣的景気理論の基本的構造　経済論集
　　　（北海学園大）7（1958．10）87－104

柴　田　義　人

　　加速度原理と景気変動論　経済学研究（北

　　　海道大）14（1958．12）27－48

真　藤　素　…

新

新

不換銀行券とインフレーーションー不換銀行

　券論争の一論点一　金融経済49（1958・

　4）　1－23

庄　　博
インフレ理論に関する覚書　宮田喜代蔵還
　暦記念論文集（1958．5）297一・317

庄　　博
オーヴァストーンの通貨論一1857年目Evi－

　denceを中心として一国民経済雑誌（神
　戸大）98－4（1958．10）33－49

Srnithies，　A．

　　インフレーションの抑制（Review　of　Eco．

　　　nomics＆Statistics　Aug．1957訳）　調

　　　査時報（富士銀）117（1958．1）50－64

鈴　木　武　雄
　　発券制度改革論　銀行研究322（195＆12）

　　　7－12

高　田　保　馬
　　安定の二義について一通貨安定と経済安定

　　　一　バンキング130（1959．1）16－22

高　木　暢　哉

　　退蔵貨幣という問題　バンキング124
　　　（1958．　7）　105－115

高　橋　泰　蔵

　　通貨統制における因果法則と規範一発券制

　　　度の解釈と運用の推移に関連して一　バ
　　　ンキング127（1958．10）16－26

武　　田　　孟

　　ソベェト物価体系の変遷一社会主義社会の

　　　発展段階に対応した一　明大商学論叢
　　　41－2　（1957．　12）　1－22

竹島富三郎
　　インフレーションの研究参考文献　大阪商

　　　大論集10（1958．3）6昏79

竹島冨三郎
　　貨幣・金融・経済理論の回顧と展望　大阪

　　　商大論集10（1958．3）23－48

竹　村　脩　一

　　不換銀行券再論　経済論集（大分大）94
　　　（1958．　3）　21－43

豊　川　卓　ニ
　　ロシヤにおける貨幣＝信用理論の展開一イ

　　　ヴァン・ポソシコフの貨幣学説について

　　　一　産業と科学（静岡大）3（1958．7）

　　　5268
土　屋　六　郎

　　資本蓄積理論にかんする覚書　経商論纂
　　　（中央大）83（1958．12）23－41’

梅　津　和　雄

　　フラン地域の植民地通貨制度　経済論叢

　　　（京大）81－1（1958．1）46－67

渡　辺　佐　平
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文
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ボイド「ピット閣下への書簡」　パンキン

　グ　119　（1958．2）　28r38

島　保　男

マネタリイ・ストックについて　パンキン

　グ123（1958．6）55－65

口　　茂
銀行券発行の規準　金融経済47（1957．
　12）　1－21

口　　茂
国内金融と国際金融の接点としての銀行券

　発行制度　金融134（1958．5）5－7

崎　研　治

ハイパー・インフレーションの貨幣的特性

　一シカゴ派貨幣理論の一考察一　宮田喜
　代蔵還暦記念論文集（1958．5）271一，295

尾　次　郎

貨幣経済の把握方法　国民経済雑誌（神戸
　大）98一3（1958。9）1－20

尾　次　郎

貨幣の中立性一一貨幣的経済理論の出発点一

　宮田喜代蔵還暦記念論文集（1958．5）

　351－372

川　秀　造

大正時代の正貨政策　同志社商学10－6
　（1958．　12）　39－59

　　　　（金融・銀行理論）

木　健　一

利子政策の発展と展望　バンキング125
　（1958．　8）　34－43

　　　　　　調査時報（富士銀）127
　（1958．　11）　4－18

　正　彦
経済成長の過程における信用創造一信用創

　造理論批判の一視点一　明大商学論叢
　41－3　（1958．　1）　77－97

爪　勝　次

金融に関する若干の考察（1）研究季報
　（奈良短大）5－3／4（1957。12）53－89

岡　規　正

利子率決定における資本の限界効率と流動

　性選好について　商学論集（西南学院）
　4－1　（1957．　7）　1－11

山　　玄
一般均衡体系と利子　同志社商学10－6
　（1958．　12）　1－16

山　　玄
利子理論研究一F。A．　Lutz，　Zinstheorie．

　1956一　同志社商学9－6（1958－3）40－

　55

山　　玄

利子と貨幣の考察　同志社商学10－4
　（1958．9）　1－15

広　江　貞　助

　　貸付資金説と一般均衡理論一工R．ピック

　　　スの貸付資金説について一　神戸外大論

　　　叢　8－3　（1958．1）　1－35

一谷藤一郎
　　公定歩合の統制的機能　銀行研究315
　　　（1958．　5）　7－20

一谷藤一郎
　　流動性選好説の再検討　大阪大学経済学
　　　7－3　（1957．　11）　1－28

一谷藤一郎
　　短期利率と長期利率の変動　バンキング
　　　127　（1958．　10）　66－78

飯　田　　繁
　　利子つき資本と信用理論　経済学年報（大

　　　阪市大）8（1958．3）1－58

飯　田　　繁
　　利子つぎ資本研究のはじめに一研究対象と

　　　しての近代的利子つき資本一　パンキン
　　　グ　123　（1958．6）　16－31

飯　田　　繁
　　利子つき資本の質的規定　経済学雑誌（大

　　　阪市大）38－1（1958・4）177－205

飯　田　　繁
　　利子つぎ資本研究のための序章（1，2）　経

　　済学雑誌（大阪市大）38－5（1958．5）1－27，

　　　39－1　（1958．7）　1－47

飯　　田　　繁
　　商業信用にかんする一論争点一商品の所有

　　　と商品の貸付をめぐる間題一　経済学雑

　　　誌（大阪市大）38－1（195＆1）1－33

稲　葉　四　郎

　　景気循環の国際的波及についての一考察

　　　経済研究（大阪府大）4（1957．10）20－

　　　42

石　田　定　夫

　　わが国のマネーフロー分析　経済評論7－6
　　　（1958．　6）　41－51

石井隆一郎
　　二つの貨幣的利子理論　国民経済雑誌（神
　　　戸大）98－2（1958．8）69－74

石井隆一郎
　　最近の英国金融機構について一1955　一　56年

　　　の経験から一　国民経済雑誌98－3
　　　（1958．　9）　54－71

石　野　　典

　　原生的な信用諸形態について　札幌短大論

　　　集4（1958．5）31－45

梶　山　武　雄

　　銀行信用の本質についての一考察　銀行研

　　　究313（1958．3）91－110

川　口　慎　二
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小

小

銀行流動性の概念と性格　大阪大学経済学
　8－2　（1958．　7）　31－49

口　慎　二

銀行流動性の変動機構　バンキング121
　（1958．　4）　31－46

口　慎　二

利子理論をめぐって（1958年経済学の回顧

　と展望）　経済評論7－14（1958．12）62－

　67
口　慎　二
Bank　liquidity　theory　reconsidered．　一A

　critical　note　on　Mr．　Prochnow’s　app－

　roach．一　Osaka　Econ．　Papers　6－2

　（1958．　2）　59－66

泉　　　明

金利政策と投資活動　産業経理18－5
　（1958．　5）　69－72

泉　　明
利子率と設備投資　ビジネスレビューC一
　橋大）6－1（1958．7）29．42

国民資本勘定（昭26一一31年）による資金循環にか

　　　んする考察　国民所得資料月報92
　　　（1958．　3）　53－91

小　牧　聖　徳

　　貨幣取扱資本の成立と発展一近代的銀行業

　　　の成立をめぐって一　立命館経済学7－4
　　　（1958．　10）　97一一111

小寺武四郎
　　利子理論における若干の基礎概念について

　　　小島昌太郎古稀祝賀6己念論文集〔1958．

　　　5）　303－324

熊　谷　一　男

　　「金融資本」の再検討　一橋論叢39－1
　　　（1958．　1）　88－96

熊　本　吉　郎

　　オーバー・ローン完全解消の可能性につい
　　　て　小島昌太郎博士古稀祝賀記念論文集
　　　（1958．　5）　261－271

町　永　昭　五

　　商業銀行の経済的機能　商学論究（関学）
　　　20　（1957．　12）　103－142

三　上　隆　三

　　流動性選好利子説の論理性一貸付資金利子

　　　説との統合について一　バンキング122
　　　（1958．　5）　69一一80

三木谷良一
　　銀行独占の特殊性についての考察一アメリ

　　　カの銀行を事例として一　商大論集（神

　　　商大）26（1958．11）72－85

三　島　　彰
　　流通機構を変える消費者信用　エコノミス
　　　ト　36－6　（1958．2．8）　44－47

三　井　高　茂

　　第一次大戦後の米国の銀行休業一その単一

　　　銀行制度との関連について一　松商論叢

　　　（松商短大）5（1958．3）37－55

三　宅　武　雄

　　銀行流動性の予測をめぐって　金融経済
　　　50　（1958．　6）　44－54

三　宅　武　雄

　　経済発展と金融構造　バンキング128
　　　（1958．　11）　51－58

宮　沢　健　一

　　開発投資の「地域乗数」分析一北海道開発

　　　問題によせて一　横浜大学論叢9－1
　　　（1957．　9）　62－81

望　月　昭　一

　　ヴィクセルの現金保有とケインズの流動性
　　　選好　早稲田商学135（1958．　7）93－104

森　垣　　淑
　　恐慌論体系において「信用」はいかに取扱

　　　わるべぎか　金融経済52（1958．10）74
　　　－88

森　川　太　郎

　　資本蓄積と預金量　バンキング126（1958．
　　　9）　54－66

長　尾　義　三

　　金融径路部門化の端緒一金融産業連関表作

　　　製過程一　バンキング126（1958．9）27

　　　－37

長　尾　義　三三

　　金融産業連関表（1，2）同志社商学9－5
　　　（1957．　12）　51－68，　10－6　（1958．　12）　131－

　　　140

中　村　広　治

　　ソオントン「三二信用論」研究　経済論集
　　　（大分大）10－2（1958．11）24－44

名　東　孝　二

　　現金性資産効果の再吟味　バンキング122
　　　（1958．　5）　32－43

西ドイツの「所得および金融分析表」一ブンデ

　　　スバンクのマネーフロー分析について一
　　　調査月報（日銀）9－11（1958．11）54一・61

則　武　保　夫

　　銀行独占と経済発展　経済研究（一橋大）
　　　9－3　（1958．　7）　242－245

岡　橋　　保
　　銀行券の還流と国家紙幣の回流　パンキン

　　　グ125（1958．8）16－32

岡　本　武　之

　　所得変動と流動性選好説　大阪大学経済学
　　　8－2　（1958．　7）　110－137

沖　中　恒　幸

　　金利の負担と転嫁　バンキング124（1958一
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　　　7）　98－103

小　野　朝　男

　　中世イギリスの信用取引（1，2）一一信用の

　　　前期的諸形態の系列一　経済理論（和歌

　　　山大）41（1958．1）1－22，43（1958．5）

　　　21－75
Paronva，　J．

　　資本主義組織の展開と信用機能の調整　調

　　　査時報（富士銀）126（1958．10）28－35

「利子率」正誤（最終追加）　調査月報（大蔵）

　　　474　（1958．4）　155－201

作道洋太郎
　　近世信用体系と経済発展の問題一特に大阪

　　　の場合を中心として一　大阪大学経済学
　　　7一・3　（1957．　11）　64－103

佐　藤定　幸
　　「金融資本」概念にかんする一考察経済研

　　　究（一橋経回）9－2（1958．4）170－173

新　庄　　博
　　管理通貨制と金融の自主制一銀行資金の自

　　　主的調整に関連して一金融131（ユ958，
　　　2）　5－8

新　庄　　博
　　金融論（1－3）一金融経済の構成，金融経済

　　　の動態，銀行の社会的機能一　経済セミ
　　　ナー15（1958．4）28－31，16（1958．5）
　　　5－8，　17　（1958．6）　13－16
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　　　－83

藤　田　正　寛

　　連邦準備政策の国際的側面　国際経済研究

　　　（神大経研）8（1958。2）171一184

檜　山　幸　雄
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　　　－5　（1958．　5）　12－20

公債とその操作について一公開市場操作に関連

　　　して一　調査時報（富士銀）119（1958．

　　　3）　4－26

後進国の中央銀行をめぐる諸問題　調査月報
　　　（日金艮）　9一5　（1958．5）　6－11

構造的インフレーションの基本問題と金融政策

　　　の重要性　調査時報（富士銀）117
　　　（1958．　1）　4－15

倉　林　義　正
　　鎌倉氏にお答えする　理論経済学8－3／4
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　　　－302

尾　崎　康　夫
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　　　るその「期待」と現実一　経済評論7
　　　－12　（1958．　12）　2－17
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　　　－20
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　　　社研）9－4／5（1958．2）43－77

川　合　一　郎

　　戦後日：本の株式市場　経済評論7－2
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　　　（1958．　2）　34－47

河　本　博　介

　　銀行の附随業務について　経営と経済（長

　　　崎大）37－3（1957．11）1－21

北　島　忠　男

　　転換証券について　明大商学論叢42一・4

　　　（1958．　12）　87－118

小　牧　聖　徳

　　戦後における大銀行の推移一預金・貸出・

　　　証券・借入を中心として一　立命館経済

　　　学6－6（1958．2）29－47

小　竹豊　治
　　証券市場構造の類型　インヴェストメント
　　　11－1　（1958．　1）　5－11

黒　川　芳　蔵

　　わが国の不動産担保金融について一戦後わ

　　　が国の不動産金融機構一　同志社商学
　　　1（〉一6　（1958．　12）　107－130

前　川　誠　一

　　最近の企業の増資状況と証券市場一国内及

　　　び海外の状況を中心として一　企業会計
　　　10r2　（1958．　2）　67H71

三　輪　昌　男

　　金融市場と農協　農村研究9（1958．4）75

　　　－99

宮島宏四郎
　　アメリカ証券市場における相場操縦　商学

　　論集（福島大）27－2（1958．9）56－88

水　谷　一　雄

　　株価変動方程式再論　国民経済雑誌（神戸

　　　大）97－4（1958．4）1－17

中村雄次郎
　　「バンク・グルッペ」について一銀行合併

　　　と参与一　経済学研究（九大）24－1
　　　（1958．　7）　99－136

岡　田　和　喜

　　産業組合中央金庫設立の意義一その設立経

　　　過の歴史分析の一試論一　金融経済52
　　　（1958．　10）　151－170

岡　村　正人
　　取締役会の権限と証券金融　バンキング
　　　121　（1958．　4）　62－72

岡　村　正人
　　取締役会の権限と証券金融　同志社商学

　　　10－1　（1958．　5）　1－16

沖　中　恒　幸

　　貯蓄預金の形成と性格　銀行研究321
　　　（1958．　11）　13－15

沖　中　恒　幸

　　高まる銀行の公共的性格　エコノミスト
　　　36－20　（1958．　5．　17）　18－21

佐　伯　尚　美

　　日本農業金融史の一考画一農業金融機関と

　　　しての勧銀の発展を通して一　金融経済
　　　47　（1957．　12）　54－77

島　本　得　一

　　流通におかれた記名株券の研究　インヴェ

　　　ストメントメント11－9（195＆11）1－14

住ノ江佐一郎
　　アームストロングの株価論　インヴェスト
　　　メント11－6（1958．7）1－9

住ノ江佐一郎
　　ヒュブナーにおける株価論の構造　インヴ

　　　ェストメント11－3（195＆　4）1－13

住ノ江佐一郎
　　MS．リックスの株価経済論　インヴェス
　　　トメント11・一9（195＆11）15－29

高　橋　　弘
　　証券信託銀行設立をめぐる諸問題　バンキ

　　　ング125（1958．8）45－55

玉　置　正　美

　　金融系列の展開過程における銀行の役割

　　　経営セミナ3－3（1958．3）7－13

東京銀行ロンドン支店

　　英国におけるFunding　operationについ
　　　て　東京銀行月報10－3（1958．3）4－28

冨　永　　裕
　　ブイナンチールングの体系と自己金融の意

　　　義一ドイツ文献を中心として一　六甲台

　　　論集5－1（1958．4）66－76

友　杉　芳春
　　わが国における普通銀行の決算手続につい

　　　て　富山大学紀要経済学部論集12
　　　（1957．　3）　97一一107

虎　田　逓　雄

　　わが国における証券市場の生成について
　　　（資料）　商学論究（関学）20（1957．12）

　　　167－192

鶴　岡　義　一

　　銀行業に於ける独占と競争一その考察の根

　　　底にあらねばならぬものと考察の方法と

　　　に関する序説的試論一　一早稲田政経雑誌

　　　149　（1958．　2）　47－66

わが国証券市場の構造を語る（1－9）（座談会）

　　　福田敬太郎他　インヴェストメント11－
　　　1　（1958．　1）　12－31，　11－2　（1958．　3）　8－

　　　35，　11－3　（1958．4）　14－29，　11－4　（1958．

　　　5）　8－30，　11－5　（1958．　6）　8－30，　11－6

　　　（1958．7）　20－55，　11－7　（1958．9）　18－47，

　　　11－8　（1958．　10．）　24－50，　11－9　（1958．　11）

　　30－52
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　　　　　　2、国　際通貨
相　原　　光
　　金価格引上げの理由と影響　貿易と関税
　　　6－8　（1958．　8）　32－34

天沼紳一郎
　　金の価値　経済学季報（立正大）18
　　　（1958．　2）　20－51

ドル不足問題　調査（三菱銀）48（1957．12）1

　　　－10

英ポンド直物相場の自由化とその問題点　東京
　　　銀行月報1（｝一1（1958．1）59－67

Harrod，　Roy

　　戦後のポンド問題　東京銀行月報10－5
　　　（1958．　5）　24－35

一　木　　弘
　　金の「価格」と為替の「価格」一小野朝男

　　　氏，岡橋保氏批判一　アナリスト4－2
　　　（1958．2）　53－60

今　田　治　弥

　　イギリス銀行信用と金問題に関する一見解
　　　一W．　J．　Busschau，　“Bank　credit　and

　　　gold　in　the　United　K：ingdom”の紹介

　　　を中心として一　金融経済52（1958．
　　　10）　104－116

梶　山　武　雄

　　金価格引上論について一最近の金問題めぐ
　　　つて一　世界経済評論48（1958．5）60－

　　　72

海外ポンド保有高について　調査月報（大蔵）
　　　47－7　（1958．7）　57－65

カナダ・ドルの動向　外国為替179（1958．1．

　　　15）　19－22

片　山　貞　雄

　　F．H，クロプストック「弗の国際的地位」

　　　彦根論叢44（1958．6）36－43

片　山　貞　雄

　　生産性成長率の肢行性と弗問題　彦根論叢
　　　48／49　（1958．　10）　104－119

金価格引上げ問題　経済月報（三和銀）257
　　　（1958．　6）　40　49

金問題の動向一価格引上論の帰趨一　調査時報
　　　（伊藤忠）103（1958．6）10－18

国際流動性の強化策　調査（三菱銀）54
　　　（1958．6）　1－8

窪　田　耕　一

　　ポンドの交換性回復をめぐって一交換性回

　　　復のわが国貿易に及ぼす影響一　通商産

　　　業研究70（1958－12）38－51

窪　田　　康
　　ドルの不足について　フェビアン研究9－3
　　　（1958，　3’）　18－22

（紹介）マクドウガル著「世界のドル問題」（3－

　　　7完）外国為替178（1958。1．1）4649，
　　　179　（1958．　1．　15）　37一くtO，　180　（1958．2．

　　　1）　17－20，　181　（1958．2．15）　19－22，　182

　　　（1958．　3．　1）　16－19

神　谷　克　己

　　世界貿易の動向とドル不足　外国為替191
　　　（1958．　7．　15）　3－7

尾　上　利　治
　　スターリングの国際性と逃避性　外国為替
　　　187　（1958．　5．　15）　17－19

最近の金問題　東京銀行月報9－12（1957．12）

　　　4－9

最近の金問題をめぐって　調査月報（日銀）9－
　　　1　（1958．　1）　1－5

酒　井一夫
　　金の価格・価値および物価　経済学研究
　　　（北大）13（1958．　3）55－79

谷

ーノ

　　　　柾
国際通貨の問題一ポンドの苦悩一　外国為
　替　182　（1958．3．1）　2－5

村　市　郎

国際流動性問題の動向　外国為替190
　（1958．　7．　1）　2－4

Turoni，　C．　B．

和

吉

西欧における通貨の問題（Review　of　Eco－

　nomic　Conditions　in　ltaly，　Banco　di

　Roma．1958年1月号）　調査時報（富士
　ee）　124　（1958．　8）　57－68

田　謙　三

ポンドの国際通貨性をめぐって　外国為替
　196　（1958．　10．　1）　12－14

田　正　ミ
スターリング地域における諸矛盾　経済学
　雑誌（大阪市大）38－5（1958．5）28－54

　　　　　　3．為　　　　　替

波多野　　尭
　　固定為替レート制について　青山経済論集
　　　10－1／2　（1958．　7）　1－12

非居住者勘定論（上，下）一円為替導入のため
　　　の試論一　東京銀行月報10－7（1958．　7）

　　　4－42，　10－8　（1958．　8）　4－40

池　本　　清
　　為替安定性に関する一試論　六甲台論集
　　　（神戸大）5－1（1958．4）28－36

各国の外貨保有管理機構と中央銀行　調査月報

　　　（日銀）9運9（1958．9）1－7

加　瀬　正　一

　　円為替論　通商産業研究70（1958．12）2－
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小　泉　　明
　　外貨の適正保有量　ビジネスレビュー（一

　　　橋大）5－1（1957．　7）27－45

馬　淵　　透
　　完全雇用下の為替相場調整と生活水準一

　　　W．Lスミスの外国為替理論一外国為替
　　　理論の研究（3）一　経済研究（大阪府
　　　大）8（1958．10）88－111

黛　　勇　吉
　　外国為替相場安定の基本に関する考察　外

　　　国為替184（1958．4．1）2－5

箕　輪　　哲
　　国際収支改善における平価切下げの効果

　　　通商産業研究6－1（1958．1）70－80

中　村　佐　一

　　外国為替の機構とそれの相場の決定　早稲

　　　田町経学雑誌151／152（1958．8）1－24

南　郷龍音
　　戦後の外国為替（1，2）　産業経済研究（久

　　　留米大）11（1958．3）75－101，12
　　　（1958．　6）　47－68

岡　山　　隆
　　為替相場の決定をめぐる諸考察　早稲田政

　　　経学雑誌150（1958．7）311－334

小　野　朝　男

　　為替インフレーションについて一わが国に

　　　おける歴史的経済的事実に照らして一
　　　バンキング126（1958．9）39－52

小野一一郎
　　日本におけるメキシコドルの流入とその功

　　　罪（1－4完）経済論叢（京大）81－3
　　　（1958．　3）　1－17，　81－4　（1958．　4）　38－52，

　　　81－5　（1958．　5）　24－37，　81－6　（1958．　6）

　　　37－55

Segre，　Claudio

　　中期輸出金融（1）一ヨーロッパにおける
　　　その問題と経験一　調査月報（大蔵）47
　　　－12　（1958．　12）　76－93

柴　田　政　利

　　国際価値・価格・貨幣輸送費・利子一外国

　　　為替相場理論における問題点一　明大商

　　　学論叢41－1（1957．11）33－58

新　庄　　博
　　ポンド為替相場の自由化とその動向（1，2）

　　　大平洋問題53（1958．　8）9－12，54

　　　（1958．9）　IA

適正外貨量について（IMF：International　rese－

　　　rves　and　liquidity第3章訳）経済調査

　　　（大和銀）131（1958．12）14－27

遠　　山　　馨

　　トーマス・マンの貨幣・為替相場論　商学

　　　論集（西南学院）3－2（1956．11）17－36

　　　　　　4．国際資本移動

川　尻　　武
　　貨幣の国際的運動といわゆる収支均衡メカ

　　　ニズムについて　松浦要博士古稀記念論

　　　文集（中央大経商論纂特別号）（1958．

　　　12）　109－132

Knapp，　John

　　資本輸出と経済成長　（Economic　Journal

　　　SePt・1957訳）調査月報（大蔵）47－1
　　　（1958．　1）　92－100

国　際　連　合

　　1956年の民間資本の国際移動一経済開発資

　　　金の流れ一調査月報（大蔵）47一・2
　　　（1958．　2）　1－30

国　際　連　合

　　1957年の民間資本の国際移動一低開発諸国

　　　の経済開発に関連して一　調査月報（大
　　　蔵）　47－12　（1958．12）　1－39

正　井　敬　次

　　金融論及び産業的の国際資本移動　バンキ

　　　ング124（1958．7）16－26

守　屋　典　郎

　　資本輸出と戦後日本資本主義　エコノミス
　　　ト　36－24　（14，6，1958）　14－17

山　田　隆　士

　　変容した戦後の世界資本輸出　エコノミス
　　　ト　36－24　（14，6，1958）　21－24

山　本　繁　練

　　ドル不足期におけるトランスファー問題

　　　一ポラックのメカニズムの一つの応用と
　　　して一　経済論集（関大）7－8（1958．4）

　　　30－60

　　　　　　5s国　際　投　資
青　木　和　子

　　我が国における海外投資の現状と問題点

　　　調査時報（伊藤忠）99（1958．2）16－24

藤　田　正　寛

　　アメリカの対ラテン・アメリカ投資政築の

　　　検討　南米研究（神戸大）5（1958．8）

　　　10－17

藤　田　正　寛

　　国際金融政策の一断面一一一後進国投資の効果

　　　の事例的研究一　国際経済研究（神大経

　　　研）8（1958．2）101－126

樋　口　午　郎

　　海外投資と実物賠償　赤松要博士還暦記念

　　　論集　（1958．1）　385－408

Hirschman，　A．　O．

　　経済学と投資計画コロンビアの経験を顧み
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　　　ての考察　経済分析（通産省）25
　　　（1958．　7）　23－37

インドにおける民間外国投資の諸問題　　（The

　　　Eastern　Economist　（lndia）　1957．　11．1

　　　訳）海外調査資料（輸銀）13（1957．9）

　　　136－161

インドの外国投資利潤（1953－55年）（Reserve

　　　Bank　of　India　Bulletin，　May　1958訳）

　　　エカフェ通信172（1958．　10．21）1－12

海外投資の現状と問題点　経団連月報6－4
　　　（1958．　4）　46－50

戦後に於ける先進諸国の海外投資（1，2）　海外

　　　調査資料（輸銀）13（1957．9）2－133，

　　　14　（1957．　12）　1－91

傍　島　省　三

　　後進国開発における外資の役割について

　　　大阪大学経済学8－1（1958．4）1－29

傍　島　省　三

　　後進国開発と外国資木　バンキング122
　　　（1958．　5）　16－30

傍　島　省　三

　　Foreign　investment　helpful　to　economic

　　　growth　of　underdeveloped　nations．

　　　Osaka　Econ．　Papers．　6－2　（1958．2）　1－

　　　10
Sweezy，　Paul

　　アメリカの海外投資　世界157（1959，1）

　　　105－110

渡　貫　光　則

　　我が国海外投資の現状と問題点　調査時報
　　　（伊藤忠）98（1958．1）18－33

　　　　　　6．国際決済制度
英国のスターリング地域改造論　東京銀行月報
　　　10－2　（1958．　2）　18－27

EMAのメカニズム　東京銀行，月報le－2
　　　（1958．2）　4－17　European　Monetary

　　　Agreement
花　原　二　郎

　　（紹介）エリ・イ・フレイ著堀江正規・朝野

　　　勉訳「資本主義諸国の国際決済と貿易金
　　　融」　経済志林（法政大）26－1（1958．1）

　　　137－150

欧州における多角決済制度の問題点　経済月報

　　　（住友銀）112（1958．3）24－31

尾　崎　英　二

　　国際通貨基金と世界銀行の第13回総会をめ

　　　ぐる諸問題　貿易と関税6－12（195＆

　　　12）　22－25

パリ・クラブについて（上，下）外国為替185
　　　（1958．　4．　15）41－43，　186　（1958．　5．　1）　21－

　　　24

崎村茂樹
　　EPUと通貨交換性　上智経済論集3－2
　　　（1956．　12）　1－8

高　野　邦　彦

　　スターリング地域（1，　2）一その意義と将

　　　来一　世界経済13－9（1958．9）39－47，

　　　13－10　（1958．　10）　37－46

内　田　勝　敏

　　スターリング地域制度「改革」論争につい
　　　て　貿易と関税6－3（1958，3）16－19

梅　津　和　郎

　　フラン地域の植民地通貨制度　経済論叢
　　　（京大）81－1（1958．1）46－67

矢内原　　勝
　　「軟貨圏貿易論」の背景　エコノミスト36
　　　－26　（1958．　6．　28）　26－29

矢野俊比古
　　標準決済制度改正問題の顛末　通商産業研
　　　究70　（1958．12）　17－28

　　　　　　7．国　際　収　支

海老沢道進
　　経済成長と国際収支一最近のわが国におけ
　　　る経験一　経済研究（一橋経研）9－2

　　　（1958．4）　154－158

海老沢道進
　　国内投資と国際収支　外国為替189
　　　（1958．　6．　15）　11－14

大　　田　　章
　　国際収支政策の準則（Erhard，且arrod，下

　　　村の国際収支政策比較）外国為替200
　　　（1958．　12．　1）　7－10

川野二三夫
　　IMF国際収支表の内容と算出根拠外国
　　　為替197（158．10．15）9－13

国　際　連　合
　　国際収支提要・国民勘定の基準体系および

　　　国民勘定体系，附属表を調整するための

　　　国際連合，欧州経済協力機構および国際

　　　通貨基金の討論1956年1月30日一2月3
　　　日）　国民所得資料月報94（1958．5）

　　　10－32

国際収支と金融政策　調査時報（富士銀）123
　　　（1958．　7）　4－10

国井富士利
　　国際収支の改善と観光収入　貿易と関税6
　　　－7　（1958．7）　46－49

Meade，　J．　E．

　　自由貿易地域の国際収支問題　世界経済評
　　　言口　45　（1958．2）　21一一29

神　谷　克　巳

　　変動する国際収支と国内バランス　経済評
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　　　言禽　7－8　（1958．8）　32－41

宮　本　一　三

　　経済発展と国際収支　理論経済学8－3／4

　　　（1958．　2）　53－57

佐　藤　浩　一

　　国際収支と生産性一ドル不足問題に関連し

　　　て一　経済研究（大阪府大）6（1958．3）

　　　234－251

西独国際収支の受取超過の分析とその是正策
　　　（上，下）外国為替186（1958．5．1）8－
　　　12，　187　（1958．　5．　15）　9－11

西独の国際収支と金融政策　調査（三菱銀）56
　　　（1958．　8）　1一・9

1955年～1957年のイギリス国際収支　調査月報
　　　（大蔵）47－6（1958．6）90－108

1957年の米国国際収支と諸外国金ドル準備の動

　　　向調査月報（日銀）9－4（1958．4）17－

　　　21

新　開　陽　一

　　デューーゼンベリー効果と国際収支　経済学

　　　（阪大）7－4（1958．　4）121－124

昭和32年国際収支の概要　財政金融統計月報
　　　88　（1958．9）　3一・8

　　　　　　＆各国金融為替事惰
　　　　　　　（日　　　本）

安　藤　良　雄

　　震災から金融恐慌一現代日本経済史（8）一

　　　経済セミナー24（1958．　11）9－13

海老沢道進
　　360円レートの位置　外国為替199（1958．
　　　11，　15）　4－7

外貨予算について　経済調査（大和銀）124
　　　（1958．　5）　17－25

井　藤　半　弥

　　日本財政の概観一下済発展との関連におけ

　　　る日本の公共収支の事実と計数一　財政
　　　23－9　（1958．　8）　2・一17

小　谷　義　次

　　対日援助と日本財政の一一・側面経済評論7
　　　－2　（1958，　2）　22－33

松　井　安　信

　　九州金融史の一粒（2）一明治初・中期の

　　　福岡県金融事情一商学論集（西南学
　　　院）3－1（1956．7）103－130

神　谷　克　巳

　　戦後日本の「資本取引」その方向　アナリ

　　　スト4－8（1958．12）37－45

三　宅　武　雄

　　北海道金融の特質とその後進性　パンキン

　　　グ120（1958．3）27－36

三　宅　武　雄

　　貨幣統計からみた経済分析一戦後日本経済

　　　との関連で一　経商論纂（中央大）79

　　　（1958．6）　63－88

三　宅　武　雄

　　戦後わが国における季節金融の動向　金融
　　　経済　52　（1958．10）　134－150

名古屋地区における不渡手形の動向　調査月報
　　　（東海銀）127（1958．2）9－16

酒　井　安　隆

　　戦後円本の金融機関について　経済学雑誌
　　　（大阪市大）39－3（1958．9）43－88

作道洋太郎
　　近世における為替手形の発達一特に江戸一

　　　大阪間の手形流通を中心として一　経済
　　　学（阪大）8－1（1958．4）96－121

戦後のオーバー・ローンの経緯について　調査
　　　（三菱銀）50（1958．2）1－7

柴　田　政　利

　　戦後日本資本主義の経済循環の一様相一主

　　　として金融・財政との関連において一
　　　商学研究所年報（明大）3（1958．　5）127

　　　－162

島　田　克　美

　　日本産業の発展と外部資金　アナリスト4
　　　－6　（1958．　6）　1－11

鈴　木　秀　雄

　　昭和33年度財政投融資計画について　財政

　　　金融統計月報84（1958．5）6－10

高橋長太郎
　　Public　investment　in　postwar　Japan．

　　　Annals　of　the　Hitotsubashi　Academy

　　　8－2　（Apr．　1958）　101－112

海　原　三　雄

　　プラント輸出をめぐる金融問題　通商産業

　　　研究70（1958．　12）52－63

米　村　　司
　　着々進む金融資本化一（安田系）一　日本

　　　の独占資本（12）一　エコノミスト
　　　36－42　（1958．　10．　18）　50－53

　　　　　　　（中　　　国）

三　木　　毅
　　新中国における私営銀銭財の社会主義改造
　　　経済学研究（北海道大）13（1958．　3）

　　　195－212

武　藤　守　一

　　中国の銀行業と貨幣改革の発展情況　立命

　　　館経済学7－3（1958．8）78－94

大　塚　恒　雄

　　中国貨幣史（1）　経済集志（日大）28－2

　　　（1958．　6）　110－137

徳　永　清行
　　中国金融機構の整備過程について　同志社

（26）



　　　商学9－5（1957．12）89－103

徳　永　清　行

　　新中国の貨幣制度　同志社商学10－6
　　　（1958．　12）　215－233

　　　　　　　　（アジア各国）

アジア諸国の金利水準とその変動　エカフェ通

　　　信156（1958，5．11）31－57

原　　覚　天
　　Greater　independence　of　Asian　countries

　　　in　Finance．　Asian　Affairs　2－4　（Dec．

　　　1957）　37e－384

香港上海銀行年次報告　エカフェ通信155
　　　（1958．　5．　1）　14－24

伊　原　　孝
　　Economic　development　in　Southeast　Asia

　　　and　problems　on　raising　of　fund．

　　　Asian　Affairs　2－4　（Dec．1957）　349－369

インドの民間外資について　経済調査（大和
　　　SR）　127　（1958．　8）　37－46

インドにおける外資導入問題　（The　Eastern

　　　Economist，　Nov．1，1957）　調査月報

　　　（大藤）47－4（1958．4）142－154

栗　本　　弘
　　インドの外貨危機と外国援助　エカフェ通
　　　イ言　149　（1958．3．1）　1一ユ7

インドの金融機構と金融政策（1）（S．G．　Pana．

　　　ndikar：Banking　of　India訳）　調査月

　　　報（大蔵）47一・11（1958．11）12－53

マラヤにおける中央銀行設立案　エカフェ通信
　　　140　（1957．　12．　1）　1－16

マラヤの財政金融問題　エカフェ通信163
　　　（1958．　7．　21）　1・一43

神　谷　克　巳

　　アジア諸国の国防費と開発資金の問題　ア

　　　ジア問題8－1（1958．1）46－58

武　藤　守　一

　　朝鮮民主主義人民共和国の通貨金融　立命

　　　館経済学6－6（1958．2）109－125

東南アジア諸国における外貨事情悪化の現状と

　　　その問題点　調査月報（日銀）9－2
　　　（1958．　2）　11－13

東南アジア諸国の経済開発計画と金融上の諸問
　　　題　　言為i査月幸侵　（日銀）　9－9　（1958．9）　14－

　　　19
Wai，　U．　Tun

　　アジア諸国の金利水準とその変動　（Staff

　　　Papers，　Aug．1956，　Nov．1957要訳）

　　　エカフェ通信156（1958．5．11）31・一57

　　　　　　　（英　　　国）

Bridges，　Sir　Edward．

　　イギリス大蔵省のコントロール　調査月報

　　　（大蔵）47－8（1958．8）25－35

Burchardt，　F．　A．，　Ross，　C．，　R．，　Dow，　J．　R．，

Wilson，　T．，　Hawtrey，　R．　G．，　Woytinsky，　W．

B．，　Little，　1．　D．，

　　イギリスの貨幣信用制度に関するシンポジ

　　　ゥム（1－3）（Bull．　of　the　Oxford　Univ．

　　　Inst．　of　Statistics，　Nov．1957訳）　調

　　　査月報（大蔵）47－2（1958．2）111－134，
　　　47－3　（1958．　3）　10．P．一111，　47－5　（1958．　5）

　　　13e－141

；英国における国債操作一金融引締政策との関連

　　　において一　調査（三菱銀）53（1958．

　　　5）　1－7

英国の特別預金制度について一バンカー誌の所

　　　説を中心として一　調査（三菱銀）59
　　　（1958．　11）　20－30

英蘭銀行の公開市場操作について　調査月報
　　　（日銀）　9－10　（1958．10）　le－16

イギリスにおける投資・雇用及び産出のパラド

　　　ックス　調査月報（大蔵）47－12（1958．

　　　12）　101－106

イギリスのインフレーションについて（物価・

　　　生産性および所得に関するコーエン委員

　　　会第1回報告より）　調査時報（富士銀）
　　　121　（1958．　5）　47－57

コーエン委員会第2回報告より一イギリス経済
　　　の現状とその見通し一　調査時報（富士
　　　銀）　127　（1958．11）　37－54

イギリスの物価・生産性及び所得に関するコー

　　　エン委員会の第二回報告　調査月報（大
　　　蔵）　47－12　（1958．12）　40－64

イギリスの金融制度一ラドタリフ委員会へ勧告
　　　のためのシンポジウム　　（Bull．　of　the

　　　Oxford　Inst．　of　Statist．　Nov．1958訳）

　　　金融経済49（1958．　4）24－71

イギリスの割賦販売金融について　調査時報
　　　（富士銀）127（1958．　11）19－31

今

岩

駒

田　治　弥
イギリス金融政策と資本市場の動向一H．B．
　Rose　：　“　Monetary　Policy　＆　the　Capital

　Market　1955－56”の紹介を中心として
　一　　金扇虫経済　47　（1957．12）　42－53

井　欣　五

英国の資金調達機構とその特徴　アナリス
　ト　4－6　（1958．6）　26－38

崎　一　雄

英国における特別預託金制度と金融政策
　金町ヂi言盒r叢　52－10　（1958．10）　87－93

Lydall，　H．　F．

　　英国における信用引締政策の中小企業に及

　　　ぼす影響（Economic　Journal．　Sept．1957

　　　訳）調査時報（富士銀）118（1958．2）

　　　3647
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Plous，　Harold　J

　　資本発行に対するイギリスの統制（Journal

　　　of　Finance，　Sept．1958訳）　調査，月報

　　　（大蔵）47－12（1958．12）94－100

最近におげる英国商業銀行の動向一大衆層進出

　　　の機運を中心として一　経済月報（三和
　　　SN）　262　（1958．　11）　32－47

献　進

目

録

山

磯

西ドイツにおける公開市場操作について

藤　　寛（訳）

イギリス金融概観一1957－58年一（Midland

　Bank　Review．　May　1958訳）　金融経
　済　53　（1958．12）　48－70

田　良　治

戦後における英国金融市場の構造　青山経

　済論集10－1／2（1958．7）187－212

　　　　　（西　　　独）

部　喜　一

年ドイツの信用協同組合運動　小島昌太郎

　古稀祝賀記念論文集（1958．5）139－164

　　　　　　　　　　　　　　　　　調査
　月報（日銀）9－8（1958．8）13－19

西ドイツにおける最近の通貨金融問題一資本市

　　　場育成との関連において一　東京銀行月
　　　幸侵　10－12　（1958．12）　4－12

西ドイツにおける資本市場の現状問題点　調査
　　　」ヨ潮目　（口金艮）　9－1　（1958．1）　6－13

西ドイツの資本蓄積と資本市場　調査時報（富
　　　士銀）　121　（1958．5）　31－41

西ドイツの対外債務について（ドイツ，ブンデ

　　　スバンク月報1957年11月号訳）調査時報
　　　（富士銀）　119　（1958．3）　51－56

佐　藤　　進
　　通貨をめぐる東西ドイツの戦い　アナリス
　　　ト　4－5　（1958．5）　66－72

田　村　俊　夫

　　西ドイツのカルテル法と銀行金融135
　　　（1958．　6）　13－17

八　幡　輝　雄

　　西独信用銀行と産業金融　金融（全国銀行

　　　協会連合会）139（1958．10）5－12

　　　　　　　（欧州各国）
フランスにおける為替相場と為替管理の変遷

　　　一フランス為替管理法解説一　東京銀行
　　　月幸侵　10－4　（1958．4）　18－42

フランスの為替安定基金について　東京銀行月
　　　幸畏　10－6　（1958．6）　4－31

滝　口　吉　亮

　　フランスにおける為替管理について（1，2）
　　　外国為替　号外（1958．　3．　31）1一一19，　号

　　　外（1958．9．15）1－18

戦後イタリア経済の発展と金融政策　調査月報

　　　（日銀）9－4（1958．4）9－16

スエーデンの為替管理　東京銀行月報10－10

　　　（1958．　10）　14一一37

　　　　　　　（米　　　国）

アメリカの金融政策と経済構造　調査時報（富

　　　士銀）　117　（1958．1）　16－29

アメリカの消費者信用　経済調査（大和銀）
　　　126　（1958．　7）　4－14

米国における戦後の景気後退と金融財政政策
　　　一1948－49年および1953「54年の事例につ

　　　いて一　調査月報（日銀）9－2（1958．2）

　　　5－10

米国の政府証券について　調査月報（三井銀）
　　　27　（1958．　2）　42－54

フェデラル・ファンド市場　東京銀行月報10－
　　　10　（1958．　10）　4－13

鎌　倉　　昇
　　アメリカの住宅金融一その制度と経済的意

　　　義一　バンキング123（1958．6）33－41

1957－58年目米国景気後退について　調査月報
　　　（日金艮）9－12（1958．12）7－12

柴　田　徳　衛

　　米国経済の発展と資金調達機構　アナリス
　　　ト　4－6　（1958．6）　12－25

Smith，　W．　L．

　　アメリカにおける信用調節の武器としての
　　　公定歩合　調査月報（大蔵）47－8（1958．

　　　8）　36－41

高野邦彦，　加藤義喜，　小松憲冶
　　米国議会合同経済委員会のインフレーショ

　　　ン研究（1－3）　世界経済13－11（1958．
　　　11）　13－37，　13－12　（1958．　12）9－33，　14－1

　　　（1959．　1）　10－36

YcocHlin，　B．

　　米国における銀行資本の集中　（「貨幣と信

　　　用」誌1957年4月号訳）　世界経済評論
　　　44（　1958．　1）　61－67

矢　島　保　男

　　米国の消費者信用専門機関について　早稲

　　　田商学132（1958．1）71－85

矢　島　保　男

　　景気回復策に占める連邦準備制度の地位
　　　東洋経済新報2822（1958。3．29）42－45

　　　　　　　　（米州各国）

カナダの金融市場について　東京銀行月報10－
　　　11　（1958．　11）　4－12

ブラジルの為替貿易管理制度　外国為替183
　　　（1958．　3．　15）　16－18

ブラジルの為替管理と為替市場　東京銀行月報
　　　10－11　（1958．　11）　13－35

樺　島　光　次

　　ブラジルの為替及び貿易管理制度の概要

　　　税関調査月報（大蔵）1（PIO（1957．11）

　　　1－15

（28）



戦後のラテン・アメリカにおける金融政策　調

　　　査月報（日銀）9－3（1958．3）8－13

　　　　　　　（ソ　　　連）

ゴスバンク（ゴスバンク40年史要訳）　東京銀

　　　行月報10－11（1958．11）36－58

CMMpHHoB，　A．

　　ソ連邦の国際為替・金融関係（1，2）（「外

　　　　　　　　　　　　　海　　　事

1．理　論・政　策
2．各国海運造船事情（世界・日本・諸国）

3．港　　　　　湾

4・海法・海上保険

　　　　　　1．理　論・政　策
秋　山　一　郎

　　交通業の性格　経営学・会計学・商学研究

　　　年報（神戸大）3（1957．12）14－171

秋　山　一　郎

　　M．ペックマンの交通研究文献　交通学研
　　　究年報（1957．10）299－303

麻生平八郎
　　アメリカの海上運賃。慣例及び規制方法

　　　商学研究所年報（明大）3（1958．5）1－39

麻生平八郎
　　ドイツ交通界及び交通学界展望　交通学研

　　　究年報（1957．10）324－327

麻生平八郎
　　交通経済に関する若干の考察　明大商学論
　　　叢　41－9／10　（1958．7）　1－52

Benford，　H　B．

　　原子力タンカーの経済性（1，　2）海運調査

　　　月報72（1958．　7）4－12，73（1958．8）

　　　4－13

地　田　知　平

　　公益事業の「本質的地位」についての覚書

　　　一「海運業は公益事業か」という設問に
　　　関連して一　一橋論叢　39一・2（1958．2）

　　　41－53

地　田　知　平

　　戦後の日本海運業における系列化の特質

　　　一日本海運業の変貌の一節一　加藤由作

　　　還暦記念保険学論文集　（1957．12）365－

　　　385
後　藤　茂　也

　　海運不況と船員問題　　MARITIME　RE－
　　　VEW　2－7　（1958．　7）　34－43

逸　見　顕　善

　　関門・洞海海区の内国航路輸送　産業経済

　　　研究（久留米大）14（1958．11）1－25

堀　木　与　三

　　最近の船員労働問題に対する一考察　海事

　　　国貿易」誌1958年4号訳）　外国為替
　　　195　（1958．　9．　15）　11－13，　196　（1958．　10．

　　　1）　15－18

CrmpHoB，　A．

　　ソ連の国際為替，金融関係の40年（ソ連
　　　「外国貿易」誌1958年4号訳）調査月報
　　　（大蔵）47］9（1958．9）96－105

経　　　済

　　　研究32（1958．1）35－48

細野日出男
　　総合交通政策の樹立一総合交通政策の主体

　　　の合理化について一交通学研究（1957．

　　　10）　1－32

伊　坂市助
　　イギリス資本主義と海運　交通学研究年報
　　　（1957．　10）　205－235

石井彰次郎
　　交通生産説ノートー批判にこたえて一　経

　　　済理論（和歌山大）42（1958．3）131－160

出　石　邦　保

　　“Transportation－Problem　Procedure”の

　　　簡単な例示一M．M．　SnodgrassとC．　E

　　　Frenchの試み一　同志社商学9－2
　　　（1957．7）　86－94

河　辺　　者
　　交通に対する派生需要の弾力性　早稲田政
　　　経雑誌150（1958．　7）169－182

繋船費の計算方法に就いて一繋船の在り方，採

　　　算，費用および効果一　　MARITIME
　　　REVEW　2－10　（1958．　10）　19－38

小　泉　貞　三

　　交通市場・交通事業及び交通政策一交通経

　　　済学研究の立場と課題と方法について一

　　　小島昌太郎古稀祝賀記念論文集　（1958，

　　　5）　113－138

小　泉　貞　三

　　交通市場，交通事業及び交通政策一交通輸

　　　送力経済学研究の立場と課題と方法につ

　　　いて一商学論究（関学）21（1958．3）
　　　1－26

小　泉　貞　三

　　交通輸送力経済における個別的合理性と社

　　　会的合理性（1，2）　商学論究（関学）23
　　　（1958．　10）　1－31，24　（1958．　12）　1－38

蔵　　園　　進

　　運賃論における二つの見解一価格論と配分
　　　論一　交通学研究年報（1957．10）59－84

前田陽之助
　　オランダの交通政策一特に各交通機関の調

　　　整について一　運輸と経済18－9（195＆

　　　9）　13－24
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前　田　義　信

　　合理的可償運賃条項一1920年合衆国運送法

　　　における一　甲南論集5－6（1958．3）

　　　85－104

前　田　義　信

　　交通用役の本質　甲南論集6－2（1958。6）

　　　99－105

前　田　義　信

　　運賃と自然的有利性の原理　甲南論集5－5
　　　（1958．　1）　73－89

前　田　義信
　　運送費と独占価格　甲南論集6－1（1958．　5）

　　　93－112

前　田　義　信

　　運送費と販売価格について　甲南論集6－3
　　　（1958．　9）　63－80

増　田　誠　三

　　海運経営の立場から見た船舶建造量
　　　MARITIME　REVIEW　2－8　（1958，　8）　15

　　　－25

松　尾　　進
　　非経済船問題　MARITIME　REVIEW　2－6
　　（1958．　6）　26－33

三　輪　吉郎
　　米国における最低賃率制度について
　　　六甲台論集（神戸大）5－3（195＆10）1－

　　　11

中川敬一郎
　　アルフレッド・ホルトー典型的な英国船主

　　　一（イギリス資本主義史上の人々（4））

　　　経済セミナ15（1958．4）35－37

野村寅三郎
　　機帆船交通に於ける若干問題　国民経済雑
　　　誌（神戸大）98－6（1958．12）1＿12

沼　田　昭　夫

　　鉱石専用船に就いての一考察　商学論集
　　　（関西大）3－4（1958．10）98一・116

岡　庭　　博
　　繋船点の法則と現実的算定（上下）一繋船

　　　点を割っても船は動くのか一海運374
　　　（1958．　11）　24－26，　375　（1958．　12）　1＆21

岡　庭　　博
　　鉱石専用船の発達と海運経営（1－3）　海運
　　　364　（1958．　1）　17－20，　366　（1958．　3）　17一一

　　　21，　368　（1958．　5）　9－12

岡　崎　陽　一

　　日本における石炭の最適輸送構造一リニヤ

　　　一・プログラミングの一応用一　明治学

　　　院論叢48－2（1958．2）1－23

大　山　　登
　　乗組定員の国際比較　海運調査月報71
　　　（1958．　6）　14－18

佐々木誠治
　　北海道海産物の輸送を基盤とする海運業務

　　　の近代化について　国民経済雑誌（神大）

　　　97－5　（1958．　5）　43－59

佐々木誠治
　　社外船の系譜（2）一瀬戸内海グループ（嶋

　　　谷海運業の発展）一　国際経済研究（神

　　　大経研）8（1958．2）27－53

佐　竹　義　昌

　　戦後におけるわが国の交通学研究　交通学
　　　研究年報（1957．10）316－323

佐　波　宣　平

　　海運市場構造　経済論叢（京大）81－2
　　　（1958．　2）　17－31

佐　波　宣　平

　　満載吃水線制度の確立　小島昌太郎古稀祝

　　　賀記念論文集（1958．5）89－112

柴　田　悦　子

　　米国海運史研究（1）一第一次世界戦争以前

　　　一経営研究（大阪市大）35（1958，4）

　　　85－111

下　条　哲　司

　　海運市況変動要因の考察　海事研究34
　　　（1958．　7）　1－20

下　条　哲　司

　　1930年代の海運不況対策（上，下）　海運
　　　367　（1958．4）　19－21，　368　（1958．5）　6－8

東海林　　滋
　　Rデーヴィス「船員の六ペンス税」一1697
　　　－1828年における経済活動の一指標一

　　　交通学研究年報（1957．　10）304－310
Svendsen

　　繋船を決定する諸要因について　海運調査
　　　月報74　（195＆9）　4－5

高　村忠　也
　　米国船優先地取制の系譜（1，2，3）　海運
　　　272　（1958．　9）　30－33，　374　（1958．　11）　13

　　　－16，　375　（1958．　12）　9－12

高　村　忠　也

　　運賃延戻制と契約運賃制　交通学研究年報
　　　（1957．　10）　237－260

旦　　廷　繁
　　初期の英国／支那航路同盟　海運368
　　　（1958．　5）　2－3

谷　山　新　良

　　運輸業と産業連関分析　　経済研究（大阪

　　　府大）5（1957．12）118－140

辻　本　春　男

　　海上貨物運送における傭船の意義と重要性

　　　商経学叢（近畿大）6－2／3（1958．3）133

　　　－146

鶴　見　勝　男

（30）



　　輸送別問題に関する基礎的考察一戦後の国

　　　内野送電問題解明のための覚書一　交通

　　　学研究年報（1957．10）33－57

植　村　福　七

　　交通機関原子力推進の経済性一特に原子力

　　　機関車と原子力商船について一　交通学

　　　研究年報（1957．10）85－110

八　雲　香　俊

　　「運輸経済学の対象と内容」について　運
　　　輸と経済：18－6（1958．6）43－48

山　本　泰　督

　　アメリカ運航差額補助金政策　国民経済雑
　　　誌（神戸大）97－3（1958．　3）51－67

山　本　泰　督

　　米国貨物優先引取法に関すろ…考察　国際

　　　経済研究年報（神大経研）8「1958．2）

　　　147－169

米　里　正　明

　　海運不況とその対策について　　海事研究
　　33　（．1958，4）　1－10

米　里　正　明

　　海運政策と企業の問題点　アナリスト4－1
　　　（1958．　1）　36－42

　　　　　　2・各国海運造船事情
　　　　　　　（世　　　界）

越　後　和　典
　　S，　Pollard，　British　and　world　shipbuild－

　　　ing　189e－1914　；　A　study　in　comparative

　　　costsについて一造二業に関する外国文
　　　献紹介（2）一　経済論集（関大）8－2／3
　　　（ユ958．11）　95－110

平　井　　洋
　　便宜置籍船の脅威とその対策MARITIME
　　　REVEW　2－12　（1958．　12）　9－24

口本船主協会
　　主要海運国における福利活動の現況　海運

　　　研究資料23（1958．1）1－13

岡　村　福　男

　　スーパー。タンカーの趨勢　MARITIME
　　　REVEW　2－6　（1958．　6）　34一一38

岡　庭　　　博

　　海運不況と係船問題　エコノミスト36－18
　　　（1958．　5．　3）　36－39

世界海運市況の回顧と展望（上，下）　海事資
　　　料7－1（1958．1）2－11，7－2（1958．2）2

　　　－7

1957年世界海運市況の回顧　海運調査月報66
　　　（1958．　1）　4－9

戦後商船船型の特徴的傾向　MARITIME　RE・
　　　VEW　2－9　（1958．　9）　3－13

Winterbottom，　J．　」．

　　世界タンカー船腹需給の見通し　海運調査

　　　月報　68　（195＆3）　4－7

米　田　　博
　　世界造船業の回顧と展望　海運364
　　　（1958．　1）　7－10

　　　　　　　（日　　　本）

足　立　知　己

　　海運業の設備投資動向　海運364（1958．
　　　1）　21－28

越　後　和　典

　　造船・海運業の復興と日米関係　経済評論
　　　7－2　（1958．　2）　59－66

5ケ年計画と外航海運　海運研究資料（日本船

　　　主協会）26（1958．4）1－13

　　戸　定　幸

　　日ソ間定期航路の開設に関する交渉につい

　　　て（上，下）　海運370C1958．7）2－6，
　　　372　（1958．　9）　13－16

　　戸　定　幸

　　日ソ通商条約と海運（上，下）海運367
　　　（1958．4）　2－5，　368　（1958．5）　4－5

14次計画造船について　調査月報（神戸銀）187
　　　（1958．　3）　9－13

海運業の現況と国際競争力について　調査（三
　　　菱銀）　49　（1958．1）　39－47

北　村　　進
　　昭和31年本邦輸入物資のトン哩計鼻につい

　　　て海運調査i月報65（1957．12）4－8

神戸地［×1海運業界の近況　調査月報（神戸銀）

　　　189　（1958，　5）　17－22

小　金　芳　弘

　　外航海運5力年計画の概要（上，下）海運
　　　365（1958．　2）2－5，　366　（1958．　3）　8－10

宮　岡　勘　治

　　内航タンカーの現状と動向一儲として小型

　　　タンカーに就いて一海事資料7－5
　　　（1958．　3．　25）　9－15

日本海運の不定期船活動について　海運研究資

　　　料（日本船主協会）32（1958．10）1－113

日本海運の外航船活動調査について　海運研究

　　　資料30（1958．8）1－22

日本を中心とした海運同盟（協定）に於ける最

　　　近の紛争について一海上運送法改正との

　　　関連に於いて一MARITIME　REVIEW
　　　2B　（1958．　8）　3－14

日本油槽船業界の回顧（上，下）　海事資料7－
　　　6　（1958．　4．　10）　2－8，　7－8　（1958．　5．　25）　2

　　　一一11

納　賀　義　衛

　　税制上より見たる日本船と便宜置目船の比
　　　車田　　7八丁言周査月幸島　75　（1958．10）　4－7

岡　庭　　博
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　　わが国海運企業に於ける株式資本MARI－
　　　TIME　REVIEW　2－6　（1958．　6）　3－25

ブイリッピンに対する外航船の賠償供与につい

　　て　海事資料7一一3（1958．2．25）7－11

船舶輸出見透しの検討一運輸省・造船工業会の

　　資料を中心に一　海事資料7－7（1958．4．
　　　25）　7－14

昭和37年度における外航海運の見通し　海運研
　　　究資料（日本船主協会）27（1958．　5）1－

　　　37
添　田　敬　信

　　本邦中心の定期航路に於ける外船の動向

　　　（上，中，下）　MARITIME　REVIEW
　　　2－7　（1958．7）　44－50，　2－9　（1958．9）　14－

　　　20，　2－11　（1958．11）　10－15

高　山　　華
　　本邦輸入下荷，運賃形成の特質一フロリダ

　　　燐鉱石，ハンプトンU一ズ石炭に於ける

　　　現状分析一MARIT】ME　REVEW　2－8
　　　（1958．8）　26－38，　2－12　（1958．12）　25－33

東邦海運企画課

　　日英新造不定期船の船費比較（上，下）
　　　海運367　（1958．4）　22一一25，　368　（1958．

　　　5）　23一一26

東邦海運企画課
　　日本海運の実態（上，中，下）一企業体質

　　　の脆弱性の原因一　海運371（1958．8）
　　　2－6，　372　（1958．9）　2－6，　373　（1958．10）

　　　2－5

富　田　竜　彦

　　小型二二三組合法について　海事研究（日
　　　本海事振興会）32（1958，1）11一・18

鶴　丸　大　輔

　　関門国道トンネル開通と内航海運今後の課

　　　題　海運367（1958．4）8－10

運輸省海運局外航課

　　5力年計画と外航海運　海運369（1958．
　　　6）　8－12

わが国外航タンカー船腹事情　興銀調査月報
　　　16　（1958．　1）　88－126

わが国船舶輸出事情一輸出競争力を中心として

　　　一興銀調査月報21（1958．6）43－84
輸出船舶価・コストの国際比較一わが国造船業

　　　の国際競争カー一MARITIME　REVEW
　　　2－7　（1958．7）　3－21

税制上より見たる日本船と便宜置籍船の比較
　　　海運調査月報76（1958．11）2－6

　　　　　　　（諸　　　国）

秋　山　一　郎

　　東独海運における生産性について　国民経

　　　済雑誌（神戸大）97－6（1958．6）71－76

秋　山　一　郎

　　戦後の英国造船量　海事研究（日本海事振

　　　興会）32（1958。1）19－26

インドネシア貸船問題の推移　海運365
　　　（1958．　2）　45－47

伊　坂　市　助

　　ギリシャ海運の経営者　海運調査月報68
　　　（1958．3）　12－18

松　隈　国　健

　　「ノルウェー海運物語」Kaare　Petersen著

　　　一The　Saga　of　Norwegian　Shipping一

　　　（訳）海事研究33（1958．　4）11－18

ノルウェーの運賃指数一講座運賃指数（1）一

　　　海運調査月報71（1958．　6）10－13

西欧主要国の海上運賃指数　外国為替178
　　　（1958．　1．　1）　41－44

米　田　　博
　　ブラジルの海運事情と海運造船における日

　　　伯関係（上，下）　海運374（1958．11）
　　　2－5，　376　（1959．1）　20－23

一1」

北

小

　　　　3。港　　　　　湾
上　親　勇

英国港湾労務者の諸問題（2－4）一特にマ

　ンチェスター港を中心として　一労働研
　究（兵庫労研）119（1958．1）2（｝一30，

　120　（1958．　2）　7，　121　（1958，　3）　39－40

見　俊　郎

日本経済の不均等発展と港湾の問題　真木

　経済政策学会年報6（1958．4）

泉　貞　三

ニューヨーク港史一植民地時代から20世紀

　に至る歴史的発展一　商学論究（関学）
　22　（1958．6）　137－150　（The　Port　of　N．

　Y．　Authority：　The　Port　of　New　York

　from　Colonial　Days　to　the　20th　Century

　訳）

大島藤太郎
　　小樽港湾労働事情調査覚え書　経商論纂

　　　（中央大）78（1958．2）21－53

　　　　　　4・海法・海上保険

藤木幸太郎
　　海上保険契約に於ける戦争の効果　明大商

　　　学論叢42－3（1958．12）1－25

浜　谷　源　蔵

　　海上運送人の責任に関する若干考察　貿易
　　　クレームと仲裁5－3（1958．　6）1－8

浜　谷　源　蔵

　　海上運送貨物の損害と運送人の責任　一国

　　　際海上物品運送法を中心として一　貿易

　　　クレームと仲裁5－1（1958．1）23－35

久　木　久　一
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　　船舶保険における船渠費用の負担について

　　　加藤由作還暦記念保険学論集（1957．12）

　　　77－90

星　　野　　　瑛

　　公海に関する条約と便宜国籍船対策の関係

　　　海事研究34（1958．7）21－25

今　村　　有
　　海上保険に於ける「保険事故たる航海に関

　　　する事故」の本質加藤由作還暦記念保
　　　険学論集（1957．　12）1－36

今　村　　有
　　1950年ヨークアントワープ。規則の解釈（11

　　　－13完）　損害保険研究20－2（1958・5）
　　　1－54，　20－3　（1958．8）　93－115，　20－4

　　　（1958．　11）　94一一124

石　津　　漣
　　共同海損理論の体系化について　国民経済

　　　雑誌（神戸大）97－5（1958．5）23－42

石　　津：　　漣

　　積荷の共同海損額の決定　海運371
　　　（1958．　8）　51－54

石　津　　漣
　　ヨーク・アントワープ規則の性格　加藤由

　　　作還暦記念保険学論文集（1957・12）347

　　　－364

亀　井　利　明

　　メモランダム・クn一ズの生成発展　商学
　　　論集（関西大）2－6（1958．2）51－74

葛　城　照　三
　　ビルマ沖「海賊」事件と保険者の貢任一船

　　　舶普通保険約款第3条第2号の解釈一
　　　早稲田商学131（1957，11）15－35

葛　城　照　三
　　英国海上保険法における非列挙危険と特別

　　　免責危険の性格の相違を提唱する　加藤

　　　由作還暦記念保険学論集（1957．12）49－

　　　76

葛　城　照　三
　　Institute　Cargo　ClausesのExtended　Cover

　　　Clauseの解釈　早稲田商学135（1958．
　　　7）　1－32

賀　屋　俊　雄
　　幅下売買（La　vente　sous　vOile）について

　　　一1850年目白国アントワープ港を中心と

　　　して行なわれた海上売買慣習一商学論集
　　　（関西大）2－5（1957．12）1－22

木　村　栄　一

　　海上保険における因果関係　ビジネスレビ
　　　ュー（一橋大）6－2（1958．　9）33－56

国際海上保険連合コペンハーゲン総会（1957年）

　　　議事録（1，2）　損害保険研究20－2
　　　（1958．　5）　142－201，　20－3　（1958．　8）　116一

　　　153

小町谷操三
　　海上保険における事故招致の研究　損害保

　　　険研究2（M（1958．11）1－33

守　屋　　尚
　　英法に於ける船舶の経済的修繕不能につい
　　　て　損害保険研究2（〉一1（1958，2）232・一

　　　273
中　井　省　三

　　国際海上物品運送法とTrade　Terms
　　　神戸外大論叢8－3（1958．1）77－129

中　村　　進
　　貨物海上保険普通保険約款の改正を論ず

　　　損害保険研究20－4（1958．11）75－93

大　野　栄　三

　　ロイヅの保険機構について　産業経済研究

　　　（久留米大）13（1958．9）67－107

鴻　　常　夫
　　国際海上物品運送法について（1）海事研
　　　究（二巴海事振興会）32（1958、　1）1－10

佐　波　宣　平

　　プリムソル「わが船員」における海上保険

　　　観　加藤由作還暦記念保険学論集
　　　（1957．　12）　91一一120

関　　保　人
　　P・1・クラブの起源と発展（上，中，下）
　　　海運　　371　（1958．8）　55－58，　373　（1958．

　　　10）　47－50，　374　〈1958．　11）　34－35

瀬戸町三次
海上保険契約法論への道（1，2完）　損害保

　険研究2G－1（1958．2）1－50，20－2

　（19ss．5）　5EY91

瀬戸際三次
　　海上保険・因果律論一「海上保険契約法論

　　　への道」につづいて一　損害保険研究
　　　20q　（1958．　11）　34－74

志津田氏治
　　水先責任の一考察一そのイギリス・アメリ

　　　カ法との比較一　経営と経済（長崎大）
　　　76　（1958．　10）　75－93

志津田氏治
　　船舶抵当約款の吟味　経営と経済（長崎大）
　　　74　（1958．　2）　79－100

勝

住

田

呂　　弘
続発損害に対する保険者の責任限度　国民
　経済雑誌（神戸大）97－4（1958．4）18－33

田　俊　一
海洋法と海運　海運366（1958．　3）4－7

中　誠　二

国際海上物品運送法による船荷証券の債権

　的効果についての考察　加藤由作還暦記

　念保険学論文集（1957・12）387－407
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寺田洋三郎
　　国際海上物品運送法に関する若干の覚書

　　　海運365（1958．2）2CF21

十代田勇平
　　領海及び接続水域に関する条約について

献

　　L中南米全般
目

録

中　　南

2・各国経済事情（ブラジル・メキシコ・其の

　他諸国）

3．移　　　　　民

　　　　　　：L中南米全般
中米経済統合の構想　貿易と関税6－10（1958．
　　　10）　86－88

藤　田　正　寛

　　アメリカの対ラテン・アメリカ投資政策の

　　　検討　南米研究（神戸大）5（1958・　8）

　　　10－17

川崎一斉
　　アンデスの地下資源　ラテン・アメリカ時
　　　幸艮　1－3　（1958．11）　42－51

小　林　　新
　　ラテン・アメリカの反乱　商経学叢（近畿
　　　大）6－1（1957．・9）29－49

国　際　連　合

　　計画立案の技術に関する主要問題「経済発

　　　展の計画立案技術に関する準備的研究」

　　　（国連ラテンアメリカ経済委員会1953年

　　　3月の第1部第1章）　経済分析（通産
　　　省）25（1958．7）59－72

国　際　連　合

　　ラテン・アメリカ戦後の工業化と輸入構造

　　　の変化　（Economic　Survey　of　Latin

　　　America，1956所載訳）　調査月報（大
　　　jt－tz）　47－10　（1958．　10）　1－57

南米各国の資源・経済及び農業の現状　国際食
　　　粗農業　7－1　（1958．1）　11－18

ラテン・アメリカの地下資源　ラテンアメリカ

　　　時報1－2（1958．10）26－36

ラテン・アメリカ諸国の共産圏への接近　外国

　　　為替188（1958．6．1）20－22

戦後のラテン・アメリカにおける金融政策　調

　　　査月報（日銀）9－3（195＆3）8－13

スエズ危機と南米の石油供給（Economic　Sur－

　　　vey　of　Latin　America，1956一部訳）

　　　調査月報（大蔵）47－8（1958．8）61－68

宇佐美和彦
　　ラテン・アメリカの経済発展と資本不足

　　　経済評論7－13（1958．12）73－84

米

　　　海事研究35（195＆10）12r21
横　山　藤　雄

　　船舶保険契約に於ける船舶堪航性の意義

　　　損害保険研究20－1（1958．2）161－196

経　　済

　　　　　　2．各国経済事情
　　　　　　　（ブラジル）
ブラジル経済の現状　調査月報（第一銀）10－9
　　　（1958．　9）　24－37

クルゼイロの現状と見通し　外国為替178
　　　（1958．　1．　1）　3740

西　向　嘉　昭

　　ブラジルの小作制度の展望と特質　南米研

　　　究（神大）5（1958．8）18「28　六甲台論

　　　集（神戸大）4－4（1957．12）1－11

西　向　嘉　昭

　　ブラジルの農業形態の発展　六甲台論集
　　　（神戸大）5－4（1958．12）1－15

大　谷　　巌
　　ブラジル銀行史（訳）　南米研究（神戸大）
　　　5　（1958．　8）　46－57

坂　本　峻　雄

　　アマゾン地域の燐鉱石・岩塩・石膏　現地

　　　調査の報告書から一　国際技術18
　　　（1958．　6）　24－34

1956年末現在における米国の対伯投資　ラテン

　　　アメリカ時報1－2（195＆10）39－52

山　田　久　治

　　日本ブラジル聞の新貿易支払協定について

　　外国為替198（1958．11．1）8－12

　　　　　　　（メキシ：コ）

水　津　利　輔

　　メキシコ鉄鋼業の現状と将来f1，2）　鉄
　　　suS！　8－2　（1958．2）　51－58，　8－3　〈1958．

　　　3）　142－145

メキシコ（有望市場シリーズ10）　海外市場
　　　8Bl　（1958．　7）　23－30

メキシコ綿（1，2）一その生産・課題・将来に

　　　ついて一　調査時報（大日本紡）56
　　　（1958．8）　1－10，　57　（工958．10）　1－14

メキシコの化学工業　ラテン・アメリカ時報1
　　　－3　（1958．　11）　56－61

　　　　　　　（其の他諸国）

川　崎　一　斉

　　ペルー鉱業の重要性に就て　調査時報（伊

　　　藤忠）101（1958．4）15－20

ペルー（有望市場シリーズ9）　海外市場8－79
　　　（1958．　5）　45－51

投資市場としてのエクアドル及びペルー（1－3）

　　　調査時報（伊藤忠）103（1958．6）19・一・33，
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　　　104　（1958．7）　10－17，　105　（1958．8．）　52

　　　－75

揚　井　克　己

　　ベネズエラにおけるスタンダード石油会社

　　　経済学論集（東大）25－3／4（1958．9）1－

　　　27
ドミニカの日本人移住地における虫害対策国際
　　　食糧農業　7－5　（1958．5）　22－24

　　　　　　3。移　　　　　民
江　村　英　雄

　　南米移住者航路の問題点とその対策　海事

　　　研究35（1958．10）1－7

蒲　生　正　男

　　ブラジル移民同化調査（調査概要）　国際
　　　移住1（1958．12）53－56

広　谷　七　郎

　　南米移民船経営白書　海運372（1958・9）

　　　3sqo
移民50年と南米移民航路の歩み　海運368
　　　（1958．　5）　97－104

石　坂　　繁
　　わが国移住政策の在り方　ラテンアメリカ

　　　時報1－2（1958．10）6－15

金　田　近　二

　　戦後における英国の移民問題　国際移住1
　　　（1958．　12）　25－33

松　井　和　治

　　中南米移住並びに移民船について　運輸8
　　　－2　（1958．2）　19－22

岡　崎　文　規

　　人口理論から見た移民　国際移住　1
　　　（1958．　12）　9－15

小野一一郎
　　日本の移民問題　国際移住1（1958。12）1

　　　B
大　野　盛　雄

　　ブラジル日系コロニアの社会構造と日本語

　　　国際移住1（1958．12）40－44

斉　藤　広　志

　　移住者の母村一高知県伊野町勝賀瀬部落の

　　　調査報告一　国際経済研究年報（神戸大

　　　経研）8（1958．2）55－99

斉　藤　広　志

　　移住者の適応過程における諸問題　国際移

　　　住1（1958．12）34－39

塚　本　哲　人

　　移民の社会学的考察　国際移住1（1958．

　　　12）　16－24

若槻泰雄，廉野　潔
　　海外移住者の資金　国際移住1（1958．12）

　　　45－51
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